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Ⅰ 本校の目的 
１．本校の使命 

本校は、学校教育法の定める高等専門学校として、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な

能力を育成すること、並びにその教育及び研究の機能を活用して国際港都神戸の産業及び文化

の発展向上に寄与することを使命とする。 
 
２．本校の教育方針 

■ 人間性豊かな教育 
心身の調和のとれた，たくましく感性豊かな人間形成をめざして，教養教育の充実を

はかるとともに，スポーツ・文化クラブ等の課外活動を振興する。 
■ 基礎学力の充実と深い専門性を培う教育 

工学に関する基礎知識と専門知識を身につけ，日進月歩する科学技術に対応し，社会

に貢献できる創造性豊かな実践的技術者および開発型技術者を育成する。 
■ 国際性を育てる教育 

国際・情報都市神戸にふさわしい高専として，世界的視野を持った，国際社会で活躍

できる技術者を育成する。 
 
３．教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

神戸高専の準学士課程の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる学習・教育目標に沿って編

成しています。一般科目において自然科学に関する基礎学力、語学力、幅広い教養と思考力を養う

ための科目を、専門科目においてはそれぞれの学科の基本方針のもと実践的基礎能力を培うための

科目を用意しています。これらの知識・能力を効果的に修得するため、一般科目を低学年に多く配

置し、学年が進むにつれて専門科目が多くなるようくさび形に授業科目を編成しています。 
 
【機械工学科】 
機械工学科では、近年の科学技術の進歩に応えるべく、各種機器を開発、設計、製作するため

に必要な材料力学、熱力学、流体力学、機械力学に関する基礎知識と技術を修得し、コンピュー

タ利用、計測制御技術、電気電子技術等の分野にも即応できる能力を持った独創的なエンジニア

を育成できるように編成しています。実習系科目を通して実践的な能力を身につけるとともに、

機械工学実験や卒業研究を通して論理的な思考能力や問題解決能力を養えるように系統的に編

成しています。 
 
【電気工学科】 
  電気工学科では、現代社会の基盤となる電気エネルギーとそれにより構築された高度産業シス

テムを支えることのできる技術者を養成するため、①材料、電子デバイス、②電気エネルギー、

機器、設備、③コンピュータ、計測、制御、通信を３本柱とし、グローバルな活躍に必須の技術

英語系科目、課題解決力を育む実験実習、学外実習、卒業研究をバランス良く系統的に配置した

編成にしており、経済産業省が定める電気主任技術者の国家資格認定基準をも満たしたカリキュ

ラムとなっています。 
 
【電子工学科】 
  電子工学科では、今後もますます多様化、高度化していくであろうエレクトロニクス分野の第

一線で活躍できるように、低学年に電気電子系基礎科目を配置し、それを基礎に高学年では、物

性・デバイス系科目、計測・制御系科目、情報・通信系科目をバランスよく配置した５年間の系

統的なカリキュラムで学ぶことができるように編成しています。また、各科目に関連した実験実

習、学外実習、卒業研究などを通して、実践的で創造性豊かなエンジニアを養成できるように教

育課程を編成しています。 
 
【応用化学科】 
応用化学科では、学習教育目標に掲げている５分野（有機化学、無機化学・分析化学、物理化
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学、化学工学、生物工学）をコアとし、有機的なつながりに配慮したカリキュラムを編成してい

ます。また、５分野を学ぶにあたり必要不可欠な基礎としての情報技術に加え、先端分野として

着目されているエネルギー、新素材関連、環境問題などもバランス良く修得できるように編成し

ています。さらに、座学で学んだ内容の理解をより深めるために、実験実習や卒業研究を系統的

に編成しています。 
 

【都市工学科】 
都市工学科では、自然環境や人に優しい生活環境をデザインするための総合的な技術力、判断

力、創造性を合わせ持つ実践的技術者の養成を目指し、「教育プログラム」と「学習・教育目標」

を定め、それらに沿って教育課程を編成しています。構造力学、水理学、土質力学、材料学、計

画学、環境工学等の専門講義科目に加え、実験実習、学外実習、卒業研究などの体験的な科目を

系統性に配慮した順次性のある体系的な教育課程を編成し、いずれも専門性や学修難易度を考慮

して編成しています。 
 
４．卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー） 

本校の準学士課程では、一般科目と専門科目を通じて、健康な心身と豊かな教養のもと、 工
学に関する基礎的な知識を身につけると同時に、創造性も合わせ持つ国際性、問題解決能力を有

する実践的技術者を養成しています。そのために学生が卒業時に身につけるべき学力や資質・能

力を次の４つの学習・教育目標として設定しています。 
これらの学習・教育目標に到達するために、各学科の所定の単位を修得し、かつこれらの能力

と素養を身につけた学生に対して卒業を認定します。 
 

(A) 工学に関する基礎知識を身につける． 
(A1) 数     学  工学的諸問題に対処する際に必要な線形代数、微分方程式、ベクトル解析、

確率統計などの数学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A2) 自 然 科 学  工学的諸問題に対処する際に必要な力学、電磁気学、熱力学などの自然科

学に関する知識を身につけ、問題を解くことができる。 
(A3) 情 報 技 術  工学的諸問題に対処する際に必要な情報技術に関する知識を身につけ、活

用することができる。 
(A4) 専 門 分 野  各専攻分野における工学基礎と専門分野の知識・技術を身につけ、活用す

ることができる。 
 

(B) コミュニケーションの基礎的能力を身につける． 
(B1) 論理的説明  技術的な内容について、図・表を用い、文章及び口頭で論理的に説明する

ことができる。 
(B2) 質 疑 応 答  自分自身の発表に対する質疑に適切に応答することができる。 
(B3) 日 常 英 語  日常的な話題に関する英語の文章を読み、聞いて、その内容を理解するこ

とができる。 
(B4) 技 術 英 語  英語で書かれた技術的・学術的論文の内容を理解し、日本語で説明するこ

とができる。また、特別研究等の研究に関する概要を英語で記述すること

ができる。 
 

(C) 複合的な視点で問題を解決する基礎的能力や実践力を身につける． 
(C1) 応 用･解 析  工学基礎や専門分野の知識を工学的諸問題に応用して、得られた結果を的

確に解析することができる。 
(C2) 複 合･解 決  与えられた課題に対して、工学基礎や専門分野の知識を応用し、かつ情報

を収集して戦略を立てることができる。また、複合的な知識・技術・手法

を用いてデザインし工学的諸問題を解決することができる。 
(C3) 体 力･教 養  技術者として活動するために必要な体力や一般教養を身につける。 
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(C4) 協 調･報 告  特定の問題に対してグループで協議して挑み、期日内に解決して報告書を

書くことができる。 
 

(D) 地球的視点と技術者倫理を身につける． 
(D1) 技術者倫理  工学技術が社会や自然に与える影響を理解し、また、技術者が負う倫理的

責任を自覚し、自己の倫理観を説明することができる。 
(D2) 異文化理解  異文化を理解し、多面的に物事を考え、自分の意見を説明することができ

る。 

 
※ 学科別学習・教育目標（A4：専門分野細目） 

【機械工学科】 

(A4-M1) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 機械工学的諸問題に対処する際に必要な材料および材料力学に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 

(A4-M2) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な熱力学および流体力学に関する基礎知識を身に

つけ、活用できる。 

� 熱および流体の諸性質を理解し、対象とする熱流体の物性値を定めることができる。 

� 熱流体に関する諸定理を理解し、それを用いて熱流動現象を説明できる。 

� 各種熱機関や流体機械の動作原理や特徴を理解し、エネルギー・環境問題を念頭におきな

がら、目的に応じた応用技術・システムを構築できる。 

(A4-M3) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な計測および制御に関する基礎知識を身につけ、

活用できる。 

� 設計、製造等を行う際に必要な計測の基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 設計、製造等を行う際に必要な制御の基礎知識を身につけ、活用できる。 

(A4-M4) 機械工学的諸問題に対処する際に必要な生産に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 機械工作に関連する基本作業を習得し、実用に応じた加工ができる。 

� 機械加工および塑性加工の基礎知識を習得し、設計・生産分野における技術課題に対応で

きる。 

� 生産システムに必要な基礎知識を理解し、生産管理や生産技術として活用できる。 

 
【電気工学科】 

(A4-E1) 電気電子工学分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 電気および磁気に関する諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 

� 電気回路や電子回路の解析ができ、基本的な回路を組み活用できる。 

� コンピュータリテラシーと基本的なプログラミング技術を身につけ、活用できる。 

(A4-E2)  電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 電気電子材料における原子集合としての諸現象と諸定理を理解し、それらを説明できる。 

� 電気電子材料の特性を理解し、電気電子素子を活用できる。 

(A4-E3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 
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� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 

� 計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 

� 制御システムを解析でき、基本的なシステムを組み活用できる。 

(A4-E4) エネルギー、電気機器、設備に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

� 電気エネルギーの発生と輸送のしくみを理解し、環境や信頼性を考慮した電気設備の基礎

知識を身に付ける。 

� 電気機器の仕組みを理解し、用途に応じて適切な機器を使用できる。 

 
【電子工学科】 

(A4-D1) 電気材料や電子デバイスに関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

� 電界および磁界に関する諸定理を理解し、それらによって生じる物理現象を説明できる。 

� 電気回路や電子回路の動作を理解し、基本的な回路を設計できる。 

� 工学系に必要な情報リテラシーと基本的なプログラミング技術を身につける。 

(A4-D2) 物性や電子デバイスに関する基礎知識を身につけ，活用できる。 

� 電子部品や電子素子(電子デバイス)に使用される材料の特徴を理解し、取り扱うことができ

る。 

� 電子部品や電子素子のしくみと特性を理解し、活用できる。 

(A4-D3) 計測や制御に関する基礎知識を身に付け、活用できる。 

� 計測機器のしくみを理解し、適切な使用ができる。 

� 自動計測システムを構築し、計測データの処理ができる。 

� 電子制御システムを理解し、簡単なシステムを構成できる。 

(A4-D4) 情報や通信に関するに関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� コンピュータおよび周辺ハードウェアのしくみを理解し、基本的な回路を設計できる。 

� コンピュータソフトウェアを利用活用でき、開発できる。 

� 情報ネットワークのしくみを理解し、小規模なネットワークを構築できる。 

 
【応用化学科】 

(A4-C1) 有機化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 代表的な有機化合物の構造・性質・反応性について説明できる。 

� 各種スペクトルの原理を理解し、解析に利用できる。 

� 有機化学反応を電子論や分子構造に基づいて反応機構を解説できる。 

(A4-C2) 無機化学・分析化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 主な無機化合物の製法や性質を説明できる。 

� 容量分析や代表的な分析機器の使用法を習得し、その解析ができる。 

(A4-C3) 物理化学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 化学熱力学の基礎概念を理解し、それらの応用としての相平衡関係について説明できる。 
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� 反応速度式や量子理論の基礎を理解し、それらを用いて各種現象の説明ができる。 

(A4-C4) 化学工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 拡散単位操作の物理化学的基礎を理解し、各種装置の基本的な設計ができる。 

� 移動現象の基礎理論を理解し、装置設計に活用できる。 

� 反応工学の基礎理論を理解し、反応モデルや反応器の種類に応じた反応器の基本設計がで

きる。 

(A4-C5) 生物工学関連分野に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 生物を構成する生体分子の種類、構造について理解し、生合成過程を説明できる。 

� 遺伝子組み換え技術の応用例を理解し、有用性と問題点について説明できる。 

 
【都市工学科】 

(A4-S1) 設計に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 測量に関する理論を理解し、測量技術を身につける。 

� 設計製図に関する理論を理解し、図面作成技術を身につける。 

� 情報処理、CADに関する理論を理解し、設計に活用できる。 

(A4-S2) 力学に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 応用物理に関する理論を理解し、力学の解析に活用できる。 

� 構造力学、水理学、土質力学に関する諸定理を理解し、基礎的解析ができる。 

(A4-S3) 施工に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� コンクリート工学、材料学に関する理論を理解し、基礎的な施行技術を身につける。 

� 施工管理学に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

� 防災に関する理論を理解し、施工に対して活用できる。 

(A4-S4) 環境に関する基礎知識を身につけ、活用できる。 

� 都市環境、環境水工、環境生態に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 

� 都市交通に関する理論を理解し、交通データの処理ができる。 

� デザイン、景観に関する理論を理解し、建設に対して活用できる。 
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Ⅱ 授業科目の履修について 

 

下記に「学生便覧」の「神戸市立工業高等専門学校履修規則(抄)」について抜粋した条文を掲載

する．それ以外の条文についても学生諸君にとって修学上関係の深い諸規則なので，別途配布され

ている「学生便覧」を必読すること． 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における履修に関して必

要な事項を定めることを目的とする。 

  

（授業科目及び単位数） 

第２条 各学年に配当する授業科目及びその単位数は、別表第１及び別表第２のとおりとする。 

２ 神戸市外国語大学（以下「外大」という。）が本校の学生に対して履修を認める授業科目（以下

「外大科目」という。）の履修は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023 年４月１日学則第１

号）第 15 条に規定する大学における学修として取り扱うものとする。この場合において、外

大科目の単位数、単位の認定、成績評価及び出席要件については、神戸市外国語大学外国語学

部履修規則（2023 年４月１日規則第 80 号）の定めるところによるほか、履修に関して必要な

事項は、外大と本校とが協議して定めるものとする。 

３ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

 

 （単位数の計算方法） 

第３条 授業科目の単位数の計算は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023 年４月学則第１号）第

12 条第４項及び第５項に規定するところによるものとする。 

２ 前項の単位数の計算において、１単位時間は、50 分とし、２単位時間は、90 分とする。 

３ 第１項において１単位につき 30 単位時間の授業を行う場合を履修単位と、45 時間の学修を必

要とする内容について 15 単位時間の授業を行う場合を学修単位と称するものとする。 

 

 （試験） 

第４条 試験の種類は、定期試験、中間試験及び臨時試験とする。 

２ 定期試験及び中間試験は、期日を定めて実施するものとし、試験の開始 10 日前までに試験科

目及び時間表を学生に発表するものとする。 

３ 臨時試験は、必要に応じて行うものとする。 

 

 （追試験） 

第５条 定期試験又は中間試験を病気、忌引その他やむを得ない理由で受験できなかった学生に対

して、教務主事が認めた場合、追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は、原則として 80 点満点で評価する。 

３ 前項の規定にかかわらず、感染症による出席停止に係る追試験の成績は、100 点満点で評価す
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る。 

 

 （不正行為等の対応） 

第６条 故意に試験を忌避したと認められた者は、当該試験の成績を０点とする。 

２ 試験中に不正行為を行った者は、当該試験期間中の全科目の試験の成績を０点とする。 

 

 （履修の認定） 

第７条 年間の欠課時数が授業時数の３分の１を超えない科目について、当該科目を履修したもの

と認定する。 

２ 前項の規定により認定された科目を「履修科目」と、年間の欠課時数が授業時数の３分の１を

超える科目を「不履修科目」と称するものとする。 

 

 （学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、履修科目について行う。 

２ 前項の評価は、授業科目ごとに、試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された評価基準に

基づき、総合して行う。 

３ 試験成績は、定期試験、中間試験及び臨時試験により評価するものとする。 

４ 平素の成績は、学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評価するも

のとする。 

５ 学年成績の評価は、各学期末の学業成績を総合して行う。ただし、前期のみ又は後期のみで修

了する科目については、学期末の学業成績を学年成績とする。 

６ 科目担当教員は、必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることができる。 

７ 科目担当教員が２人以上のときの学業成績は、当該担当教員が協議してその評価を行う。 

８  学業成績は 100 点法により評価し、60 点以上の科目について単位の修得を認定する。 

９ 卒業研究の評価は、優、良、可及び不可の区別で行う。 

10 学外実習を修得した場合の評価は、認定となる。 

11 学業成績の優、良、可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 

学業成績 80点以上 79点～70点 69点～60点 59点以下 

評  語 優 良 可 不 可 

 

（以下、省略） 
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Ⅲ 試験についての注意事項 

１．受験上の注意事項（定期試験・中間試験・追試験） 

① 中間試験は授業時間、定期試験は学校行事として扱うものとする。 

② 試験教室では、監督者に指示された座席で受験すること。机は原則として６列で（専門科棟

の場合、ロッカーを移動するなどの措置を行っている場合７列も可）等間隔に真直ぐに並

べ、特に指示のない場合は窓側の前から出席番号順に着席すること。 

③ 試験開始後、30 分以上遅刻してきた者は受験できない。また、試験開始後 30 分以内は退室

できない。尚、遅刻取消願は遅刻を取り消すためのものであり、試験に関して特別に扱うこ

とはない。ただし、両主事判断により特別措置を講じることもある。 

④ 教室での受験が物理的に不可能な場合、両主事の判断による別室受験を認めることもある。 

⑤ 鉛筆（シャープペンシル）・消しゴムのほか、許可されたもの以外の使用は認めない。また、

電卓など持ち込みを許可された物の貸し借りはしないこと。 

⑥ 机の中には何も入れないこと。持ち物は、教室の前後や椅子の下に置くか、または机のフッ

クに掛けておくこと。また下敷などを使用する場合には、あらかじめ監督者の許可を得て

おくこと。 

⑦ 試験中、いったん退室した者の再入室は認めない。試験が終了しても答案用紙の回収が済

むまで教室への再入室はできない。 

⑧ 廊下での試験の待機は他の受験者への迷惑となるので、他所（食堂・図書館等）を利用する

こと。 

⑨ 授業中と同様、携帯電話やスマートフォン等の電源は OFF にして、カバンに入れ、身に着

けないこと。 

⑩ 試験監督からの終了合図にしたがい、速やかに筆記用具を置くこと。 

⑪ 答案用紙の回収は、最後尾の学生のみが行い、その他の学生は試験監督の指示があるまで

絶対に席を立たず、静かに待機すること。 

 

２．試験における不正行為 

［I］以下の行為は不正行為（カンニング）とみなす。 

① 予め机などに書き込んだり、またはカンニングペーパーなどを用意すること。また、それら

を参照すること。 

② 使用を許可されていないノート、テキスト、参考書、辞書などを参照すること。 

③ 許可された場合を除き、電卓に式、数値などをあらかじめ記憶させておき、参照すること。 

④ 答案を互いに交換すること。 

⑤ 他人の答案を写し取ったり、写させたりすること。 

⑥ 試験中に私語をすること。 

⑦ 他人に受験を依頼すること。 

⑧ 試験中不審な行為をし、監督の先生の指示にしたがわないこと。 

⑨ 試 験 に 関 す る 資 料 な ど を 記 録 し た 携 帯 電 話 や ス マ ー ト

フ ォ ン な ど の 電 子 媒 体 を 身 に 着 け る こ と 。 ま た 、 そ れ
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ら を 参 照 す る こ と 。  

⑩ 以上に類する行為をすること。 

 

［II］不正行為をした場合には、以後の受験は認めない。 

当該学生は監督者の指示を受けること。なお、当該試験期間の全試験科目は 0点となる。更に、

7日間の家庭謹慎（初回）となる。 

 

３．追試験 

① 中間・定期試験を病気・忌引など、やむを得ない理由で欠席した試験科目の追試験を希望す

る学生は、追試験受験願書（所定の用紙）にその欠席理由を証明する書類等を添え、事務室

学生課に提出すること。追試験の可否は教務主事が決定する。 

② 追試験が認められる理由は以下のような場合である。 

(ア) 病気・負傷（医師の診断書、薬袋等が必要） 

(イ) 生理日の登校が著しく困難な場合（保護者の理由書が必要） 

(ウ) 忌引（三親等以内） 

(エ) 天災・交通機関等の障害（証明書を必要とする場合がある） 

(オ) 就職・編入学受験（証明する書類等が必要）以上に相当する理由のある場合 

③ 追試験許可者には、教科担当教官宛の「追試験受験願」を発行する。 

追試験の実施日・時間等については、教科担当教官から直接指示を受けること。ただし、非

常勤講師の担当科目の場合はクラス担任から指示を受けること。 

④ 追試験の成績は、原則 80 点満点で評価する。ただし、以下の場合については追試験の成績

は 100 点満点で評価する。 

(ア) インフルエンザなど学校保健安全法施行規則第 18 条にかかげる第 1 種・第 2 種・第

3 種感染症による出席停止に伴う追試験 (学生便覧「6．感染症による学生の出席停

止期間」を参照) 

(イ) 忌引（二親等以内）に伴う追試験 

(ウ) 気象警報により、登校を自粛し、公欠を認められた学生を対象とした追試験 

(エ) その他教務主事が妥当と認めた学生を対象とした追試験 

 

４．再評価 

① 再評価申請は学生自らが学生ポータルから申請期間内に登録申請を行う。申請期間を過ぎ

ての申請は、原則、認めない。この場合、再評価を受けることはできず、結果は不合格とな

るので注意すること。 

② 進級認定会議の結果、不合格となった科目の再評価を許可された学生は、不合格科目の再

評価を受けることができる。なお選択科目については再評価の科目を指定することがある。 

③ 再評価で許可された学生が再評価を受けるためには、各自所定の申請を行う必要がある。

前期修了科目の内、必修科目は後期に再評価を受けることができる。 

④ 学年末には、５年生は再評価許可となった学生氏名、科目名をクラス担任が該当学生に連

絡するので各自確認すること。試験実施期日・時間、場所等についても各自確認すること。
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再評価合格による成績の評価は、60点となる。 

Ⅳ 感染症による学生の出席停止について 

◎学校保健安全法施行規則第 18 条に定める第１種・第２種・第３種感染症下記の感染症に罹患し

たときは「出席停止届」に「登校証明書」を添えて届け出てください。 

 

出席停止の期間の基準 (学校保健安全法施行令§6②，施行規則§19) 

病名 期間の基準 

第
１
種 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、

マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器

症候群（病原体がベータコロナウイルス属 SARS コロナウイルスであるも

のに限る）、中東呼吸器症候群（病原体がベータコロナウイルス属 MERS コ

ロナウイルスであるものに限る）及び特定鳥インフルエンザ（感染症の予

防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第六条第三項第六号に規定

する鳥インフルエンザをいう） 

治癒するまで 

第
２
種 

インフルエンザ（特定鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症

を除く） 

発症した後 5日を経過し、かつ、解

熱した後 2日を経過するまで 

（発症、解熱を 0日とし、翌日から

1日と数える） 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウ

イルスであるものに限る）） 

発症した後 5日を経過し、かつ、症状

が軽快した後 1日が経過するまで（発

症、解熱を 0日とし、翌日から 1日と

数える） 

百日咳 

特有の咳が消失するまで又は5日間の

適正な抗菌性物質製剤による治療が

終了するまで 

麻しん 解熱した後 3日を経過するまで 

流行性耳下腺炎 

耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫賑が発

現した後 5日を経過し、かつ、全身状

態が良好になるまで 

風しん 発しんが消失するまで 

水痘 すべての発しんが痂皮化するまで 

咽頭結膜熱 
主要症状が消退した後2日を経過する

まで 

結核 

病状により学校医その他の医師にお

いて感染のおそれがないと認めるま

で 

髄膜炎菌性髄膜炎 

第
３
種 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、

流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎その他の感染症（感染性胃腸炎など） 

そ
の
他
の 

感
染
症 

感染性胃腸炎（ノロ・ロタ・カンピロバクタ

ー・サルモネラなど）、溶連菌感染症、マイコ

プラズマ感染症、手足口病、伝染性紅斑、ヘル

パンギーナ、デング熱 

ただし、第２種の感染症（結核及び髄膜炎菌性髄膜炎を除く）においては病状により学校医その他

の医師において感染のおそれが無いと認められた場合は、その限りではない。 
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Ⅵ 教育課程表 
 

１．一般科目（各学科共通） 

 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2   

 

国語表現法 2    2  

倫理 2  2    

政治・経済 2   2   

歴史 4 2 2    

地理 2 2     

数学 I 12 4 4 4   

数学Ⅱ 6 4 2    

確率・統計 1    1  

物理 6 2 2 2   

化学 4 2(4) 2(0)    

生物 2  
2 

   
うち一科目を履修 

地学 2     

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

 

芸術 1 1     

英語 12 4 4 4   

英語演習 5   1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2    2  ※ 

!
選
択(

前
期) 

日本言語文化論 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1     

日本史学Ａ 1     

環境と人類の歴史 1     

地理学Ａ 1     

数学特講Ａ 1     

自然科学特講Ａ 1     

応用英語Ａ 1     

&
選
択(

前
期) 

日本の文学 1     

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1     

社会と文化の歴史 1     

経済学Ⅰ 1     

数学特講Ｂ 1     

数学特講Ｃ 1     

手話言語学Ⅰ 1     

応用英語Ｂ 1     

'
選
択(

後
期) 

国文学・国語学 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1     

経済学Ⅱ 1     

地理学Ｂ 1     

自然科学特講Ｂ 1     

手話言語学Ⅱ 1     

スポーツ科学演習Ａ 1     

スポーツ科学演習Ｂ 1     

開設単位計 26    2 24 
 

修得単位計 5    2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 
 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注)()内は，応用化学科の実施単位数である。 

  ※は，複数言語から一言語を選択する。 
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２．専門科目（電子工学科） 
 

授業科目 単位数 学年別配当 備考 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 

必
修
科
目 

電気数学 2   2   

 

応用数学 2    2  

応用物理 2    2  

情報基礎 2 2     

プログラミングⅠ 2  2    

プログラミングⅡ 2   2   

ソフトウェア工学 2    2  

数値解析 2    2  

電気磁気学Ⅰ 2   2   

電気磁気学Ⅱ 2    2  

電子工学序論 2 2     

電子デバイス 2   2   

半導体工学 2    2  

電気回路Ⅰ 2  2    

電気回路Ⅱ 2   2   

電気回路Ⅲ 2    2  

計測工学 2   2   

電子計測 2     2 
論理回路 2  2    

コンピュータ工学 2   2   

電子回路Ⅰ 2    2  

電子回路Ⅱ 2    2  

通信方式 2     2 
情報通信ネットワーク 2     2 
情報理論 2     2 
制御工学Ⅰ 2    2  

制御工学Ⅱ 2     2 
電子工学実験実習 18 2 4 4 4 4 
卒業研究 9     9 

   修得単位計 81 6 10 18 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 

工業英語 2     2 
電子応用 2     2 
光エレクトロニクス 2     2 
画像処理 2     2 
コンピュータアーキテクチャ 2     2 
応用数学Ⅱ 2    2  
ロボット入門    ※ 1   1   

ロボット要素技術  ※ 1    1  

ロボット応用実践  ※ 1     1 
   開設単位計 14   1 2 11 
   修得単位計 5 以上   3・4・5 年で 5 以上 

専門科目開設単位合計 97 6 10 19 28 34 

 
専門科目修得単位合計 86 以上 6 10 18 以上 24 以上  

3・4・5 年で 70 以上 
一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167 以上 31 34 35 以上 33 以上  

3・4・5 年で 102 以上 
 (注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生用科目である。 
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学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 国語 武久 真士 講師 2 通年 D-1

3年 必修 国語 石原 のり子 准教授 2 通年 D-3

4年 必修 国語表現法 石原 のり子 准教授 2 通年 D-5

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 倫理 山本 舜 講師 2 通年 D-7

2年 必修 歴史 町田 吉隆 特任教授 2 通年 D-9

3年 必修 政治・経済 丸山 栄治 非常勤講師 2 通年 D-11

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 数学Ⅰ 北村 知徳 教授 4 通年 D-13

2年 必修 数学Ⅱ 児玉 宏児 特任教授 2 通年 D-15

3年 必修 数学Ⅰ 谷口 公仁彦 准教授 4 通年 D-17

4年 必修 確率・統計 谷口 公仁彦 准教授 1 前期 D-19

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 物理 髙見 健太郎 准教授 2 通年 D-21

2年 必修 化学 大塩 愛子 准教授 2 通年 D-23

2年 選択 生物 大塩 愛子 准教授 2 通年 D-25

2年 選択 地学 和田 充弘 非常勤講師 2 通年 D-27

3年 必修 物理 菅野 颯人 助教 2 通年 D-29

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 英語 平野 洋平 教授 4 通年 D-31

3年 必修 英語 山本 長紀 准教授 4 通年 D-33

3年 必修 英語演習 PILEGGI MARK 教授 1 後期 D-35

4年 必修 英語演習 [前期] PILEGGI MARK 教授, [後

期]  , [後期] ミラー 非常勤講師

2 通年 D-37

5年 必修 英語演習 [前期] 山本 長紀 准教授, [前期]

ミラー 非常勤講師, [後期] 飯島 真

之 講師

2 通年 D-39

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 選択 国際コミュニケーション(ドイツ語) 李 明哲 非常勤講師 2 通年 D-41

4年 選択 国際コミュニケーション(中国語) 牛根 靖裕 非常勤講師 2 通年 D-43

■英語

■国際コミュニケーション

VI. シラバス

1. 一般科目一覧

■国語

■人文社会

■数学

■理科

13



4年 選択 国際コミュニケーション(韓国語) 高 秀美 非常勤講師 2 通年 D-45

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 保健・体育 小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授,

春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

2 通年 D-47

3年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

2 通年 D-49

4年 必修 保健・体育 吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教

授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

2 通年 D-51

5年 必修 保健・体育 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

1 前期 D-53

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 選択 日本言語文化論 武久 真士 講師 1 前期 D-55

5年 選択 哲学A 李 明哲 非常勤講師 1 前期 D-57

5年 選択 日本史学A 深見 貴成 教授 1 前期 D-59

5年 選択 環境と人類の歴史 町田 吉隆 特任教授 1 前期 D-61

5年 選択 地理学A 八百 俊介 教授 1 前期 D-63

5年 選択 数学特講A 山路 哲史 准教授 1 前期 D-65

5年 選択 自然科学特講A 髙見 健太郎 准教授 1 前期 D-67

5年 選択 応用英語A PILEGGI MARK 教授 1 前期 D-69

5年 選択 日本の文学 石原 のり子 准教授 1 前期 D-71

5年 選択 日本史学B 深見 貴成 教授 1 前期 D-73

5年 選択 社会と文化の歴史 町田 吉隆 特任教授 1 前期 D-75

5年 選択 経済学Ⅰ 伊藤 国彦 非常勤講師 1 前期 D-77

5年 選択 数学特講B 横山 卓司 教授 1 前期 D-79

5年 選択 数学特講C 児玉 宏児 特任教授 1 前期 D-81

5年 選択 手話言語学Ⅰ 今里 典子 教授 1 前期 D-83

5年 選択 応用英語B PILEGGI MARK 教授 1 前期 D-85

5年 選択 国文学・国語学 土居 文人 教授 1 後期 D-87

5年 選択 哲学B 李 明哲 非常勤講師 1 後期 D-89

5年 選択 経済学II 伊藤 国彦 非常勤講師 1 後期 D-91

5年 選択 地理学B 八百 俊介 教授 1 後期 D-93

5年 選択 自然科学特講B 髙見 健太郎 准教授 1 後期 D-95

5年 選択 手話言語学II 今里 典子 教授 1 後期 D-97

5年 選択 スポーツ科学演習A 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授,

春名 桂 教授

1 後期 D-99

5年 選択 スポーツ科学演習B 吉本 陽亮 准教授, 春名 桂 教授,

小森田 敏 教授

1 後期 D-101

■保健・体育

■5年選択科目
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学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

2年 必修 プログラミングⅠ 藤本 健司 教授 2 通年 D-103

2年 必修 電気回路Ⅰ 尾山 匡浩 教授 2 前期 D-105

2年 必修 論理回路 髙田 崚介 准教授 2 通年 D-107

2年 必修 電子工学実験実習 小矢 美晴 教授, 木場 隼介 

准教授, [前期] 髙田 崚介 准教授, 

[後期] 西 敬生 教授, [後期] 遠藤 

優介 非常勤講師

4 通年 D-109

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

3年 必修 電気数学 [前期] 松露 真 准教授, [後期] 藤 

健太 非常勤講師

2 通年 D-111

3年 必修 プログラミングⅡ 髙田 崚介 准教授 2 通年 D-113

3年 必修 電気磁気学Ⅰ 橋本 好幸 教授 2 後期 D-115

3年 必修 電子デバイス 西 敬生 教授 2 前期 D-117

3年 必修 電気回路Ⅱ 尾山 匡浩 教授 2 通年 D-119

3年 必修 計測工学 栩木 有理沙 助教 2 前期 D-121

3年 必修 コンピュータ工学 木場 隼介 准教授 2 後期 D-123

3年 必修 電子工学実験実習 尾山 匡浩 教授, 田中 英也 講師, 

[前期] 藤本 健司 教授, [後期] 

小矢 美晴 教授

4 通年 D-125

3年 選択 ロボット入門 田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 

准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 

昌彦 准教授 

【※成長産業技術者教育プログラ

ム(ロボット分野)開講科目】

1 通年 D-127

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

4年 必修 応用数学Ⅰ [前期] 清水 仁 准教授, [後期] 

田中 英也 講師

2 通年 D-129

4年 必修 応用物理 小倉 和幸 准教授 2 通年 D-131

4年 必修 ソフトウェア工学 原口 俊樹 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】

2 通年 D-133

4年 必修 電気磁気学Ⅱ 橋本 好幸 教授 2 前期 D-135

4年 必修 半導体工学 西 敬生 教授 2 通年 D-137

4年 必修 電気回路Ⅲ 橋本 好幸 教授 2 前期 D-139

4年 必修 電子回路Ⅰ 木場 隼介 准教授 

【実務経験者担当科目】

2 前期 D-141

4年 必修 電子回路Ⅱ 佐伯 崇 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】

2 後期 D-143

4年 必修 数値解析 阪下 和弘 非常勤講師 2 通年 D-145

4年 必修 制御工学Ⅰ 田原 熙昻 講師 2 通年 D-147

2. 専門科目一覧

■2年

■3年

■4年
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4年 必修 電子工学実験実習 藤本 健司 教授, 髙田 崚介 

准教授, [前期] 木場 隼介 准教授, 

[後期] 橋本 好幸 教授 

【実務経験者担当科目】

4 通年 D-149

4年 選択 応用数学Ⅱ 藤 健太 非常勤講師 2 後期 D-151

4年 選択 ロボット要素技術 田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 

准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 

昌彦 准教授 

【実務経験者担当科目】（※成長産

業技術者教育プログラム(ロボット

分野)開講科目）

1 通年 D-153

4年 選択 学外実習 藤本 健司 教授 

【実務経験者担当科目】

1 通年 D-155

学年 選択／必修 科目名 担当教員 単位数 学期 ページ

5年 必修 電子計測 黒木 治 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】

2 前期 D-157

5年 必修 通信方式 佐伯 崇 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】

2 前期 D-159

5年 必修 情報通信ネットワーク 藤本 健司 教授 2 通年 D-161

5年 必修 情報理論 原口 俊樹 非常勤講師 

【実務経験者担当科目】

2 通年 D-163

5年 必修 制御工学Ⅱ 田原 熙昻 講師 2 通年 D-165

5年 必修 電子工学実験実習 西 敬生 教授, 尾山 匡浩 教授, 

田原 熙昻 講師, 佐伯 崇 

非常勤講師 

【実務経験者担当科目】

4 通年 D-167

5年 必修 卒業研究 電子工学科講義科目担当教員 9 通年 D-169

5年 選択 工業英語 木場 隼介 准教授 2 前期 D-171

5年 選択 電子応用 髙田 崚介 准教授 2 前期 D-173

5年 選択 光エレクトロニクス 西 敬生 教授 2 後期 D-175

5年 選択 画像処理 尾山 匡浩 教授 2 前期 D-177

5年 選択 コンピュータアーキテクチャ 尾山 匡浩 教授 2 後期 D-179

5年 選択 ロボット応用実践 田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 

清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 

准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 

昌彦 准教授 

【実務経験者担当科目】（※成長産

業技術者教育プログラム(ロボット

分野)開講科目）

1 通年 D-181

■5年
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 漢字表現の知識について，中間・定期試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．知識について，中間・定期試験で評価する．について，中間・定期試験で評価する．中間・定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

国語 (Japanese Language and Literature)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

様々な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高み，中間・定期試験で評価する．感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高じ，中間・定期試験で評価する．考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高えを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高することにより，中間・定期試験で評価する．技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高思考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高養う．論理的な読解を通して，高う．論理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高通して，中間・定期試験で評価する．高
度シラバスな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高思考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高力を養う．論理的な読解を通して，高・判断力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高身につける．そのために，単に自身が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方のにつける．その知識について，中間・定期試験で評価する．ために，中間・定期試験で評価する．単に自身につける．そのために，単に自身が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方のが文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高むだけで評価する．な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高く，中間・定期試験で評価する．他者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高の知識について，中間・定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高みを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高批判的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高に検討し，双方のし，中間・定期試験で評価する．双方のの知識について，中間・定期試験で評価する．
考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高え方のの知識について，中間・定期試験で評価する．違いを明確化できるような訓練を行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．いを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高明確化できるような訓練を行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．で評価する．きるような文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高訓練を行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．う．授業で評価する．は，中間・定期試験で評価する．積極的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高発言およびディスカッションへの参加が求められる．およびディスカッションへの参加が求められる．ディスカッションへの参加が求められる．への知識について，中間・定期試験で評価する．参加が求められる．が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の求められる．められる．

【B1】随想，中間・定期試験で評価する．評論，中間・定期試験で評価する．小説，中間・定期試験で評価する．詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想の知識について，中間・定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高解を通して，高方の法，中間・定期試験で評価する．鑑賞方の法を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高習得し，それにより，随想し，中間・定期試験で評価する．それにより，中間・定期試験で評価する．随想
，中間・定期試験で評価する．評論，中間・定期試験で評価する．小説，中間・定期試験で評価する．詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高解を通して，高・鑑賞で評価する．きる．

随想，中間・定期試験で評価する．評論，中間・定期試験で評価する．小説，中間・定期試験で評価する．詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高確に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高解を通して，高・鑑賞で評価する．きているか，中間・定期試験で評価する．レポートおよび中間・定およびディスカッションへの参加が求められる．中間・定
期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【B1】思考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高筋道立てて表現の知識について，中間・定期試験で評価する．するための知識について，中間・定期試験で評価する．応用的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高知識について，中間・定期試験で評価する．と方の法を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高習得し，それにより，随想する．
思考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高筋道立てて表現の知識について，中間・定期試験で評価する．するための知識について，中間・定期試験で評価する．知識について，中間・定期試験で評価する．と方の法が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の身につける．そのために，単に自身が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方のについているか，中間・定期試験で評価する．レポートおよび中間・定お
よびディスカッションへの参加が求められる．中間・定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【B1】日本古代語に関する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確い知識について，中間・定期試験で評価する．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高習得し，それにより，随想し，中間・定期試験で評価する．日本古典文学作品を正確を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高正確
に現の知識について，中間・定期試験で評価する．代語訳できるようになる．で評価する．きるようにな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高る．

古代日本語に関する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確する知識について，中間・定期試験で評価する．が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の身につける．そのために，単に自身が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方のについているか，中間・定期試験で評価する．日本古典文学作品を正確を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高正確に
現の知識について，中間・定期試験で評価する．代日本語訳できるようになる．で評価する．きるか，中間・定期試験で評価する．中間・定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【B1】古代日本の知識について，中間・定期試験で評価する．文化できるような訓練を行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．，中間・定期試験で評価する．古代中国の知識について，中間・定期試験で評価する．文学に関する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確い知識について，中間・定期試験で評価する．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高習得し，それにより，随想し，中間・定期試験で評価する．それ
を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高説明で評価する．きる．

古代日本の知識について，中間・定期試験で評価する．文化できるような訓練を行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．，中間・定期試験で評価する．古代中国の知識について，中間・定期試験で評価する．文学について理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高解を通して，高で評価する．きているか，中間・定期試験で評価する．中間・定期試
験で評価する．で評価する．評価する．する．

【B1】多様な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高漢字表現の知識について，中間・定期試験で評価する．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高使いこなせるようになる．いこな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高せるようにな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高る．

成績は，試験は，中間・定期試験で評価する．試験で評価する．80%　レポートおよび中間・定20%　として評価する．する．到達目標1～5についての知識について，中間・定期試験で評価する．試験で評価する．80%（前後期の知識について，中間・定期試験で評価する．中間・定期試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．平
均），中間・定期試験で評価する．到達目標1～2に関する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確するレポートおよび中間・定20%として評価する．，中間・定期試験で評価する．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高合格とする．とする．

『精選　言およびディスカッションへの参加が求められる．語文化できるような訓練を行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．』（明治書院）
『精選　論理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高国語』（明治書院）
『漢検準2級　漢字学習ステップ　改訂三版』（日本漢字能力を養う．論理的な読解を通して，高検定協会）

木下是雄『理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高科系の作文技術』（中公新書）の知識について，中間・定期試験で評価する．作文技術』（中公新書）
苅谷剛彦『知的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高複眼思考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高法』（講談社＋α文庫）
倉島保美『論理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の伝わる「書く技術」』（講談社ブルーバックス）わる「書く技術」』（講談社ブルーバックス）書く技術」』（講談社ブルーバックス）』（講談社ブルーバックス）
外山滋比古『思考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高の知識について，中間・定期試験で評価する．整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高学』（ちくま文庫）文庫）
岸田一隆『科学コミュニケーションへの参加が求められる．』（平凡社新書）

第1，中間・定期試験で評価する．3学年「書く技術」』（講談社ブルーバックス）国語」』（講談社ブルーバックス）．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

『漢検準2級 漢字学習ステップ 改訂三版』（漢字能力を養う．論理的な読解を通して，高検定協会）の知識について，中間・定期試験で評価する．内容は中間・定期試験の出題範囲に含むため，漢検は中間・定期試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．出題範囲に含むため，漢検に含むため，漢検むため，中間・定期試験で評価する．漢検
に合格とする．している者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高で評価する．あっても必ず購入すること．必ず購入すること．購入すること．すること．

D-1



授業の計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 シラバスや，中間・定期試験で評価する．授業の知識について，中間・定期試験で評価する．方の法について解を通して，高説する志賀直哉「書く技術」』（講談社ブルーバックス）城の崎にて」のストーリーを理解するの知識について，中間・定期試験で評価する．崎にて」のストーリーを理解するにて」』（講談社ブルーバックス）の知識について，中間・定期試験で評価する．ストおよび中間・定ーリーを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高解を通して，高する

2 志賀直哉「書く技術」』（講談社ブルーバックス）城の崎にて」のストーリーを理解するの知識について，中間・定期試験で評価する．崎にて」のストーリーを理解するにて」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高精読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高する

3 志賀直哉「書く技術」』（講談社ブルーバックス）灰色の月」の知識について，中間・定期試験で評価する．月」』（講談社ブルーバックス） 志賀直哉「書く技術」』（講談社ブルーバックス）灰色の月」の知識について，中間・定期試験で評価する．月」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高精読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高する

4 土佐日記を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

5 土佐日記を読むを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

6 平家物語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

7 平家物語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

8 中間試験で評価する． 前期中間試験で評価する．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高実施する．する．

9 中間試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．解を通して，高説／池内了「書く技術」』（講談社ブルーバックス）な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高ぜ科学を学ぶのか」科学を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高学ぶの知識について，中間・定期試験で評価する．か」』（講談社ブルーバックス） 中間試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．解を通して，高説を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．う池内了「書く技術」』（講談社ブルーバックス）な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高ぜ科学を学ぶのか」科学を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高学ぶの知識について，中間・定期試験で評価する．か」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

10 鷲谷いづみ「書く技術」』（講談社ブルーバックス）人類による環境への影響」による環境への影響」への知識について，中間・定期試験で評価する．影響」」』（講談社ブルーバックス） 鷲谷いづみ「書く技術」』（講談社ブルーバックス）人類による環境への影響」による環境への影響」への知識について，中間・定期試験で評価する．影響」」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

11 レポートおよび中間・定執筆 学んだことを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高踏まえて，科学と環境の関係についてレポートを執筆するま文庫）えて，中間・定期試験で評価する．科学と環境への影響」の知識について，中間・定期試験で評価する．関する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確係についてレポートを執筆するについてレポートおよび中間・定を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高執筆する

12 レポートおよび中間・定振り返りり返りり レポートおよび中間・定の知識について，中間・定期試験で評価する．振り返りり返りりを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．い，中間・定期試験で評価する．相互に相手の文章を批評するに相手の文章を批評するの知識について，中間・定期試験で評価する．文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高批評する

13 奥野克己「書く技術」』（講談社ブルーバックス）熱帯の贈与論」の知識について，中間・定期試験で評価する．贈与論」』（講談社ブルーバックス） 奥野克己「書く技術」』（講談社ブルーバックス）熱帯の贈与論」の知識について，中間・定期試験で評価する．贈与論」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

14 丸山圭三郎「書く技術」』（講談社ブルーバックス）貨幣は言葉である」は言およびディスカッションへの参加が求められる．葉である」で評価する．ある」』（講談社ブルーバックス） 丸山圭三郎「書く技術」』（講談社ブルーバックス）貨幣は言葉である」は言およびディスカッションへの参加が求められる．葉である」で評価する．ある」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

15 前期ま文庫）とめ 前期授業の知識について，中間・定期試験で評価する．総括を行うを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．う

16 教科書所収の漢詩を読むの知識について，中間・定期試験で評価する．漢詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

17 教科書所収の漢詩を読むの知識について，中間・定期試験で評価する．漢詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

18 論語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

19 論語を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

20

21

22

23 中間試験で評価する． 後期中間試験で評価する．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高実施する．する．

24 中間試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．解を通して，高説／野矢茂樹「書く技術」』（講談社ブルーバックス）猫は後悔するか」は後悔するか」するか」』（講談社ブルーバックス） 中間試験で評価する．の知識について，中間・定期試験で評価する．解を通して，高説を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．う野矢茂樹「書く技術」』（講談社ブルーバックス）猫は後悔するか」は後悔するか」するか」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

25 今井むつみ「学びとはなにか」むつみ「書く技術」』（講談社ブルーバックス）学びディスカッションへの参加が求められる．とはな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高にか」』（講談社ブルーバックス） 今井むつみ「学びとはなにか」むつみ「書く技術」』（講談社ブルーバックス）学びディスカッションへの参加が求められる．とはな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高にか」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

26 レポートおよび中間・定執筆 学んだことを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高踏まえて，科学と環境の関係についてレポートを執筆するま文庫）えて，中間・定期試験で評価する．小レポートおよび中間・定を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高執筆する

27 レポートおよび中間・定の知識について，中間・定期試験で評価する．振り返りり返りりを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高行う．授業では，積極的な発言およびディスカッションへの参加が求められる．い，中間・定期試験で評価する．相互に相手の文章を批評するに相手の文章を批評するの知識について，中間・定期試験で評価する．文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高批評する村上を合格とする．春樹「書く技術」』（講談社ブルーバックス）青が消える」を読むが文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の消える」を読むえる」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

28 村上を合格とする．春樹「書く技術」』（講談社ブルーバックス）青が消える」を読むが文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の消える」を読むえる」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

29 村上を合格とする．春樹が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の阪神淡路大震災にどのように向き合ったかを考えるにどの知識について，中間・定期試験で評価する．ように向き合ったかを考えるき合ったかを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高える

30 村上を合格とする．春樹が文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の阪神淡路大震災にどのように向き合ったかを考えるにどの知識について，中間・定期試験で評価する．ように向き合ったかを考えるき合ったかを主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高える

前期，中間・定期試験で評価する．後期とも必ず購入すること．に中間試験で評価する．およびディスカッションへの参加が求められる．定期試験で評価する．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高実施する．する．

インへの参加が求められる．トおよび中間・定ロダクションへの参加が求められる．／志賀直哉「書く技術」』（講談社ブルーバックス）城の崎にて」のストーリーを理解するの知識について，中間・定期試験で評価する．崎にて」のストーリーを理解するにて」』（講談社ブルーバックス）(1)

志賀直哉「書く技術」』（講談社ブルーバックス）城の崎にて」のストーリーを理解するの知識について，中間・定期試験で評価する．崎にて」のストーリーを理解するにて」』（講談社ブルーバックス）(2)

土佐日記を読む(1)

土佐日記を読む(2)

平家物語(1)

平家物語(2)

漢詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想の知識について，中間・定期試験で評価する．鑑賞(1)

漢詩の読解方法，鑑賞方法を習得し，それにより，随想の知識について，中間・定期試験で評価する．鑑賞(2)

論語(1)

論語(2)

小塚荘一郎「書く技術」』（講談社ブルーバックス）AIと憲法的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高価する．値」』（講談社ブルーバックス） 小塚荘一郎「書く技術」』（講談社ブルーバックス）AIと憲法的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高価する．値」』（講談社ブルーバックス）を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

AIにどう向き合ったかを考えるき合うか(1) AIに関する深い知識を習得し，日本古典文学作品を正確する最新の知識について，中間・定期試験で評価する．ニュースや論説を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高む

AIにどう向き合ったかを考えるき合うか(2) AIについてディスカッションへの参加が求められる．を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高おこな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，技術者として必要な思考力を養う．論理的な読解を通して，高う

レポートおよび中間・定の知識について，中間・定期試験で評価する．振り返りり返りり／村上を合格とする．春樹「書く技術」』（講談社ブルーバックス）青が消える」を読むが文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の消える」を読むえる」』（講談社ブルーバックス）(1)

村上を合格とする．春樹「書く技術」』（講談社ブルーバックス）青が消える」を読むが文章を読むだけでなく，他者の読みを批判的に検討し，双方の消える」を読むえる」』（講談社ブルーバックス）(2)

村上を合格とする．春樹と震災にどのように向き合ったかを考える(1)

村上を合格とする．春樹と震災にどのように向き合ったかを考える(2)

備など）
考
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科　目

担当教員 石原 のり子 准教授のり子 准教授子 のり子 准教授准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 提示された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．把握できるか，定期試験で評価する．できるか，定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

2

3

4 日本語学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．レポートおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．校 のり子 准教授2026年度をレポートおよび定期試験で評価する．シラバス

国語 のり子 准教授(Japanese のり子 准教授Language のり子 准教授and のり子 准教授Literature)

電子工学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．科・3年・通年・必修・2単位【講義】 のり子 准教授( のり子 准教授学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．修単位I のり子 准教授)

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

様々な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのに把握できるか，定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのみ，定期試験で評価する．感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのじ，定期試験で評価する．考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのえを精確に把握できるか，定期試験で評価する．整理することに把握できるか，定期試験で評価する．より子 准教授，定期試験で評価する．豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのかな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの人間性，定期試験で評価する．感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの性，定期試験で評価する．思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．養う．エッセイ，小説，詩などのう．エッセイ，定期試験で評価する．小説，定期試験で評価する．詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのどの
読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解と鑑賞を通じて，文学・国語学・言語学の知識を身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，を精確に把握できるか，定期試験で評価する．通じて，定期試験で評価する．文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・国語学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・言語学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．の知識を身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，を精確に把握できるか，定期試験で評価する．身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．つける．文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，を精確に把握できるか，定期試験で評価する．把握できるか，定期試験で評価する．して精確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解する能力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．培い，かつ，い，定期試験で評価する．かつ，定期試験で評価する．
自分の見解を明確に文章化する能力を習得することを目的とする．の見解を精確に把握できるか，定期試験で評価する．明確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．化する能力を習得することを目的とする．する能力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．習得することを目的とする．することを精確に把握できるか，定期試験で評価する．目的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのとする．

【B1】文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精確に把握できるか，定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．把握できるか，定期試験で評価する．する読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．修得することを目的とする．する．

【B1】自分の見解を明確に文章化する能力を習得することを目的とする．の意見を精確に把握できるか，定期試験で評価する．明記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能した文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．わかり子 准教授やすい論説文を精確に把握できるか，定期試験で評価する．書くための基礎的能くた文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．めの基礎的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの能
力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．修得することを目的とする．する．

提示された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．された文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．テーマに対して，論理的で明快な文章を書くことができるか，レポーに把握できるか，定期試験で評価する．対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．して，定期試験で評価する．論理的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などので明快な文章を書くことができるか，レポーな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．書くための基礎的能くことができるか，定期試験で評価する．レポー
トおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

【B1】実用的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの（2級程度をレポートおよび定期試験で評価する．）および語彙力を身につける．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．語彙力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．つける．
実用的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのな文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの，定期試験で評価する．語彙力を養う．エッセイ，小説，詩などのが身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．ついているか，定期試験で評価する．小テストおよび定期試験で評価する．，定期試験で評価する．レポートおよび定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．定期
試験で評価する．で評価する．する．

【B1】日本語および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．に把握できるか，定期試験で評価する．対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．する関心を持ち，その特性を理解して説明すを精確に把握できるか，定期試験で評価する．持ち，その特性を理解して説明すち，定期試験で評価する．その特性を精確に把握できるか，定期試験で評価する．理解して説明す
ることができる国際的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの教養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．身につける．文章の構成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，に把握できるか，定期試験で評価する．つける．

成を把握して精確に読解する能力を培い，かつ，績は，試験は，定期試験で評価する．試験で評価する．60%　レポートおよび定期試験で評価する．20%　小テストおよび定期試験で評価する．20%　として評価する．する．到達目標1～4に把握できるか，定期試験で評価する．ついての試験で評価する．60%（定期試験で評価する．2回のの
平均）および語彙力を身につける．，定期試験で評価する．到達目標2～4に把握できるか，定期試験で評価する．関するレポートおよび定期試験で評価する．20%，定期試験で評価する．小テストおよび定期試験で評価する．20%として評価する．．100点満点で60点以上を合格とする．なお，各試験を精確に把握できるか，定期試験で評価する．合格とする．なお，各試験とする．な文章を主体的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのお，定期試験で評価する．各試験で評価する．
に把握できるか，定期試験で評価する．おいて再試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．実施する場合は，する場合は，定期試験で評価する．70点以上を合格とする．なお，各試験で合格とする．なお，各試験とし，定期試験で評価する．当該試験で評価する．の点数をを精確に把握できるか，定期試験で評価する．60点とする．

『論理国語』（数を研出版）および語彙力を身につける．
『文学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．国語』（数を研出版）および語彙力を身につける．
『漢検2級 のり子 准教授漢字学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．習ステップ のり子 准教授改訂四版』（漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの検定協会）および語彙力を身につける．

石黒圭『論文・レポートおよび定期試験で評価する．の基本』（日本実業出版社）および語彙力を身につける．
伊勢田哲治・戸田山和久・調麻佐志・村上を合格とする．なお，各試験祐子編『科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．技術をよく考える』（名古屋大学出版会）を精確に把握できるか，定期試験で評価する．よく考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのえる』（名古屋大学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．出版会）および語彙力を身につける．
定延利之編・森篤嗣・茂木俊伸・金田純平『私たちの日本語』（朝倉書店）た文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．ちの日本語』（朝倉書くための基礎的能店）および語彙力を身につける．
戸田山和久『「科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．的に読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの思考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの」のレッスン』（のレッスン』（』（NHK出版新書くための基礎的能）および語彙力を身につける．
二通信子・門倉正美・佐藤広子編『日本語力を養う．エッセイ，小説，詩などのを精確に把握できるか，定期試験で評価する．つける文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの本』（東京大学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．出版会）および語彙力を身につける．

第1，定期試験で評価する．2学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．年「国語」のレッスン』（，定期試験で評価する．第4学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．年「国語表現法」のレッスン』（

履修上のの評価方法と基準
注意事項

『漢検2級 のり子 准教授漢字学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．習ステップ のり子 准教授改訂四版』（漢字能力を養う．エッセイ，小説，詩などの検定協会）および語彙力を身につける．の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．は，定期試験で評価する．定期試験で評価する．の出題範囲に含む．また，夏季・冬季に把握できるか，定期試験で評価する．含む．また，夏季・冬季む．また文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．，定期試験で評価する．夏季・冬季
休業中の課題としても利用する．そのため，漢検の課題としても利用する．そのため，漢検利用する．そのた文章の内容を精確に把握できるか，定期試験で評価する．め，定期試験で評価する．漢検2級に把握できるか，定期試験で評価する．合格とする．なお，各試験している者であっても，必ず購入すること．であっても利用する．そのため，漢検，定期試験で評価する．必ず購入すること．購入すること．すること．

D-3



授業の計画（国語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダン』（ス．評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「「いき」のレッスン』（の美学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．」のレッスン』（（天ヶ﨑彬）を精読するヶ﨑彬）を精読する﨑彬）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

2 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「「いき」のレッスン』（の美学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．」のレッスン』（（天ヶ﨑彬）を精読するヶ﨑彬）を精読する﨑彬）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

3 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「「いき」のレッスン』（の美学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．」のレッスン』（（天ヶ﨑彬）を精読するヶ﨑彬）を精読する﨑彬）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

4 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

5 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

6 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

7 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

8 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「山月記したわかりやすい論説文を書くための基礎的能」のレッスン』（（中の課題としても利用する．そのため，漢検島敦）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

9 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．問の政治性」（隠岐さや香）を精読するの政治性」のレッスン』（（隠岐さや香）を精読するさや香）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

10 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．問の政治性」（隠岐さや香）を精読するの政治性」のレッスン』（（隠岐さや香）を精読するさや香）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

11 評論の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．問の政治性」（隠岐さや香）を精読するの政治性」のレッスン』（（隠岐さや香）を精読するさや香）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

12 小説の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「藤野先生」のレッスン』（（魯迅）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

13 小説の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「藤野先生」のレッスン』（（魯迅）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

14 小説の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの 「藤野先生」のレッスン』（（魯迅）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

15 小説の精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの／前期のまとめ 「藤野先生」のレッスン』（（魯迅）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする／前期のまとめ

16 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

17 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

18 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

19 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

20 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

21 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

22 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

23 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

24 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

25 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

26 小説の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「こころ」のレッスン』（（夏目漱石）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

27 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・技術をよく考える』（名古屋大学出版会）の歴史の中での社会」（村上陽一郎）を精読するの中の課題としても利用する．そのため，漢検での社会」のレッスン』（（村上を合格とする．なお，各試験陽一郎）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

28 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・技術をよく考える』（名古屋大学出版会）の歴史の中での社会」（村上陽一郎）を精読するの中の課題としても利用する．そのため，漢検での社会」のレッスン』（（村上を合格とする．なお，各試験陽一郎）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

29 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解 「科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・技術をよく考える』（名古屋大学出版会）の歴史の中での社会」（村上陽一郎）を精読するの中の課題としても利用する．そのため，漢検での社会」のレッスン』（（村上を合格とする．なお，各試験陽一郎）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする

30 評論の読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などの解／一年のまとめ 「科学および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．・技術をよく考える』（名古屋大学出版会）の歴史の中での社会」（村上陽一郎）を精読するの中の課題としても利用する．そのため，漢検での社会」のレッスン』（（村上を合格とする．なお，各試験陽一郎）および語彙力を身につける．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．精読み，感じ，考えを整理することにより，豊かな人間性，感性，思考力を養う．エッセイ，小説，詩などのする．一年のまとめ

前期定期試験で評価する．および文学に対する理解度をレポートおよび定期試験で評価する．後期定期試験で評価する．を精確に把握できるか，定期試験で評価する．実施する場合は，する．
備など）
考
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科　目

担当教員 石原 のり子 准教授のり子 准教授子 のり子 准教授准教授

対象学年等

学習・教育目標 B1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

事前学習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．り子 准教授組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．み，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．国語表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．するよう心がけること．心がけること．がけること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．

神戸市立工業高等専門学校 のり子 准教授2026年度シラバスシラバス

国語表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．法 のり子 准教授(Japanese のり子 准教授Expression)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 のり子 准教授( のり子 准教授学修単位I のり子 准教授)

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．使用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．り子 准教授上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発げ，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．日本語の表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発の発想の特徴について，知識の整理，自発の特徴について，知識の整理，自発に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ついて，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の整理，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．自発
的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．考察，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．適切な実践により習得することを目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．実に習得するよう心がけること．践により習得することを目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．すること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の設問に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．それに意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．対する質疑応答を中心する質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．中心がけること．
に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．授業を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．進める．める．

【B1】文章表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の基礎を習得する．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点しこと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ばと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点きこと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点い，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．原稿用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発紙の使い方，文章表現・構成の注意点の使い方，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．文章表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．・構成の注意点の注意点
が身についているか，定期試験およびレポートにより評価する．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ついているか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポートにより評価する．およびレポートにより評価する．レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授評価する．する．

【B1】論理的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．文章の基礎を習得する．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
文体が統一された論理的な文章が書けるか，定期試験およびレポートによりが統一された論理的な文章が書けるか，定期試験およびレポートによりされた学生の発表と，それに対する質疑応答を中心論理的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．文章が書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点けるか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポートにより評価する．およびレポートにより評価する．レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授
評価する．する．

【B1】レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点き方を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
資料・文献等の根拠に基づき，自己の意見を筋道を立てて述べることができるに意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．基づき，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．自己の意見を筋道を立てて述べることができるの意見を筋道を立てて述べることができるを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．筋道を立てて述べることができるを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．立てて述べることができるべること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ができる
か，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポートにより評価する．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授評価する．する．

【B1】就職活動やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．ビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．められる文書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点の書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点き方を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する． 日常生の発表と，それに対する質疑応答を中心活やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．ビジネスの場に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．適した学生の発表と，それに対する質疑応答を中心こと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ば遣いが理解できているか，定期試験，いが理解できているか，定期試験，できているか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポートにより評価する．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．
レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授評価する．する．

【B1】日常生の発表と，それに対する質疑応答を中心活やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．ビジネスの場に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．おける正しいことば遣いを習得する．しいこと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ば遣いが理解できているか，定期試験，いを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
適切な実践により習得することを目指す．テキストの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．こと質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ばを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発いた学生の発表と，それに対する質疑応答を中心口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価すでの自己の意見を筋道を立てて述べることができる表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ができるか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．演習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授評価する．す
る．

【B1】口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価す発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．おける自己の意見を筋道を立てて述べることができる表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の方法を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．する．
わかり子 准教授やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．すく，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．興味の持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，演の持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，演てる口頭での自己表現ができるか，演習発表により評価す発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．のた学生の発表と，それに対する質疑応答を中心めの知識と技術を確実に習得するよう心がけること．・技術を確実に習得するよう心がけること．が習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．得するよう心がけること．できた学生の発表と，それに対する質疑応答を中心か，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．演
習を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．定期試験およびレポートにより評価する．に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．より子 准教授評価する．する．

成の注意点績は，試験は，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．試験およびレポートにより評価する．60%　レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心10%　プレゼンテーション30%　と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．して評価する．する．到達目標1～4，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．6に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平する定期試験およびレポートにより評価する．の平
均値をを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．60%，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．到達目標1～4に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平するレポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心10%，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．到達目標5，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．6に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平するプレゼンテーション30%と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．して評価する．．100点満点
で60点以上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．合格とする．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する．

野田尚史・森口稔『日本語を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点すトの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）』（ひつじ書房）ひつじ書房）書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点房）
〔三訂版〕国語の常識と技術を確実に習得するよう心がけること．plus（ひつじ書房）明治書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点院）
そのほか，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．適時プリントを配布する．プリントの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．配布する．する．

野田尚史『な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ぜ伝わらない，その日本語』（岩波書店，伝わらない，その日本語』（岩波書店，わらな知識と技術を確実に習得するよう心がけること．い，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．その日本語』（ひつじ書房）岩波書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点店，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2005）
定延利之・茂木俊伸・金田純平・森篤嗣『私たちの日本語』（朝倉書店 ，た学生の発表と，それに対する質疑応答を中心ちの日本語』（ひつじ書房）朝倉書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点店 のり子 准教授，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2012)
石黒圭『論文・レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心の基本』（ひつじ書房）日本実に習得するよう心がけること．業出版社，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2012）
石黒圭『文章は接続詞で決まる』（光文社，で決まる』（光文社，まる』（ひつじ書房）光文社，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2008）
河野哲也『レポートの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心・論文の書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点き方入門』（ひつじ書房）慶應義塾大学出版会，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．2002）

第3学年「国語」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D-5



授業の計画（国語表現法と基準）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス．

2 発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．の仕方の説明

3 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

4 問い合わせを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

5 お願いをするいを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

6 お店やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．サークルの宣伝をするの宣伝わらない，その日本語』（岩波書店，を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

7 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

8 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

9 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

10 誘う，断る，謝るう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．断る，謝るる，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．謝るる

11 誘う，断る，謝るう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．断る，謝るる，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．謝るる

12 インタビューを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

13 スピーチをするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

14 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

15 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

16 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

17 会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

18 会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

19 手順を説明するを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．説明する

20 やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．さしい日本語で話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点す

21 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

22 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

23 研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

24 プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

25 研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

26 研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する

27 面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける

28 面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける

29 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

30 受講者に関連の深い事例研究に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．関する定期試験の平連の深い事例研究の深い事例研究い事例研究

前期定期試験およびレポートにより評価する．およびレポートにより評価する．後期定期試験およびレポートにより評価する．を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．実に習得するよう心がけること．施する．する．

授業の目的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．・成の注意点績は，試験評価する．の方法・授業計画についてガイタンスを行う（注意：初回から教科書を用いるので必ず持参すること）に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．ついてガイタンスを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．行う（注意：初回から教科書を用いるので必ず持参すること）う心がけること．（ひつじ書房）注意：初回から教科書を用いるので必ず持参すること）から教科書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．用する様々な場面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発いるので必ず持参すること）持てる口頭発表のための知識・技術が習得できたか，演参すること）すること質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．）.発
表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．予定の立案

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究1

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究2

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）1「問い合わせを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）3「お願いをするいを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）4「お店やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．サークルの宣伝をするの宣伝わらない，その日本語』（岩波書店，を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究3

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究4

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究5

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）5「誘う，断る，謝るう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．断る，謝るる，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．謝るる」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）5「誘う，断る，謝るう心がけること．，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．断る，謝るる，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．謝るる」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）7「インタビューを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）9「スピーチをするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究6

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究7

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究8

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）10「会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）10「会議で発言をするで発言をするを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）11「手順を説明するを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．説明する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）12「やビジネスの場で求められる文書の書き方を習得する．さしい日本語で話しことばと書きことばの違い，原稿用紙の使い方，文章表現・構成の注意点す」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究9

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究10

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）13「プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）13「プレゼンテーションを含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）14「研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）14「研究を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．する」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）15「面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

トの設問に従った学生の発表と，それに対する質疑応答を中心レーニング』（ひつじ書房）15「面での諸問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発接を含め，発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．受ける」の発表と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．．問題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発点の考察と質疑応答に意欲的に取り組み，国語表現に必要な知識と技術を確実に習得するよう心がけること．解できているか，定期試験，説

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究11

分野別課題を取り上げ，日本語の表現と日本人の発想の特徴について，知識の整理，自発研究12
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科　目

担当教員 山本 舜 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(20%), D1(80%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

倫理 (Ethics))

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

我々はなぜ生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴ではなぜ生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴できているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴できるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴ではこれからどう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴でなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で我々はなぜ生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴での身の回りにはこうした素朴での回りにはこうした素朴でりにはこう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴でした素朴で素朴でで
哲学的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にな疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にがあふれている．我々の身の回りにはこうした素朴でこの授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にや哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に歴史的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にに学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にのさまざまな倫理的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に諸問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にに
触れることで，他でもない自分自身がこれから先どう生きていくべきなのかを考えていく．れることで，他でもない自分自身がこれから先どう生きていくべきなのかを考えていく．でもない自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で自身の回りにはこうした素朴でがこれから先どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴できていくべきなのかを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に考えていく．えていく．我々の身の回りにはこうした素朴で

【C3】倫理や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に哲学といった素朴で思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にな問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題に群があることを理解し，自分自身があることを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に理解し，自分自身し，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で自身の回りにはこうした素朴で
の問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にとして引き受けて考えることができる．き受けて考えることができる．けて考えていく．えることができる．我々の身の回りにはこうした素朴で

倫理や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に哲学，思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に一般についての理解度と，自分自身の問題として引き受けについての理解し，自分自身度シラバスと，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で自身の回りにはこうした素朴での問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にとして引き受けて考えることができる．き受けて考えることができる．け
て考えていく．えることができているかを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に授業内課題にや哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に定期試験で評価する．で評価する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

【C3】東西の源流思想を正しく理解できている．の源流思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に正しく理解できている．しく理解し，自分自身できている．我々の身の回りにはこうした素朴で
ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に，西の源流思想を正しく理解できている．洋一神教，仏教，中国思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの理解し，自分自身度シラバスを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に授業内課題にや哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に定期試
験で評価する．で評価する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

【C3】西の源流思想を正しく理解できている．洋近現代のさまざまな倫理的諸問題に哲学の展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社と日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にから日本哲学への進展，現代のさまざまな倫理的諸問題に社
会における諸課題と倫理の関係を正しく理解できている．における諸課題にと倫理の関係を正しく理解できている．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に正しく理解できている．しく理解し，自分自身できている．我々の身の回りにはこうした素朴で

近代のさまざまな倫理的諸問題に以後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命の西の源流思想を正しく理解できている．洋哲学および日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの史的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社の理解し，自分自身度シラバス，現代のさまざまな倫理的諸問題に技術や生命や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で命
倫理，環境倫理といった素朴で応用倫理学の諸問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にについての理解し，自分自身度シラバスを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に授業内課
題にや哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に定期試験で評価する．で評価する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

【C3】思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの表現体である文章（テクスト）を正しく読解し，書かれている内である文章（テクスト）を正しく読解し，書かれている内テクスト）を正しく読解し，書かれている内を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に正しく理解できている．しく読解し，自分自身し，書かれている内かれている内
容やその真偽の条件を正確に判定できる．や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にその真偽の条件を正確に判定できる．の条件を正確に判定できる．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に正しく理解できている．確に判定できる．に判定できる．我々の身の回りにはこうした素朴で

文章の正しく理解できている．確に判定できる．な読解し，自分自身力と文脈を判定する思考力を授業内課題や定期試験でと文脈を判定する思考力を授業内課題や定期試験でを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に判定する思考えていく．力と文脈を判定する思考力を授業内課題や定期試験でを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に授業内課題にや哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に定期試験で評価する．で
評価する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

【D1】現代のさまざまな倫理的諸問題に社会における諸課題と倫理の関係を正しく理解できている．における倫理的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にについて自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴での意見を矛盾なく展開を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に矛盾なく展開なく展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社
できる．我々の身の回りにはこうした素朴で

現代のさまざまな倫理的諸問題に社会における諸課題と倫理の関係を正しく理解できている．における倫理的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にについて自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴での意見を矛盾なく展開を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に矛盾なく展開なく展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社できるかを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に
授業内課題にや哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に定期試験で評価する．で評価する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

成績は，試験は，試験で評価する．70%　授業内課題に30%　として評価する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で100点満点で60点以上を合格とする．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に合格とする．とする．我々の身の回りにはこうした素朴で

『高等学校倫理』：越智貢・他でもない自分自身がこれから先どう生きていくべきなのかを考えていく． 著（テクスト）を正しく読解し，書かれている内第一学習社）を正しく読解し，書かれている内
『ア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試プローチ倫理資料倫理資料PLUS』：長島隆行・他でもない自分自身がこれから先どう生きていくべきなのかを考えていく． 編著（テクスト）を正しく読解し，書かれている内東京法令）を正しく読解し，書かれている内

『倫理用語集』：濱井修 監修，小寺聡 編（テクスト）を正しく読解し，書かれている内山川出版社）を正しく読解し，書かれている内
適宜，補助資料としてプリントを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に配布する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

哲学A，哲学B

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業では多くの思想家や哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．くの思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に家や哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．ではなく，歴史的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にに生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴できた素朴で実在の人物です．の人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に物です．です．我々の身の回りにはこうした素朴で
実際に彼らの書いたものを読むことで，みなさんの中にそれが宿ることになります．興味を持った思想家・哲学者の文章に，に彼らの書いたものを読むことで，みなさんの中にそれが宿ることになります．興味を持った思想家・哲学者の文章に，らの書かれている内いた素朴でものを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に読むことで，みなさんの中にそれが宿ることになります．興味を持った思想家・哲学者の文章に，ることになります．我々の身の回りにはこうした素朴で興味を持った思想家・哲学者の文章に，を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に持った思想家・哲学者の文章に，った素朴で思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に家や哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．・哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．の文章に，
積極的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にに触れることで，他でもない自分自身がこれから先どう生きていくべきなのかを考えていく．れるよう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴でにしてください．我々の身の回りにはこうした素朴で
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授業の計画（倫理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス：「倫理」で学ぶ思想と哲学倫理」で学ぶ思想と哲学で学ぶ思想と哲学思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にと哲学 哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に導入に，倫理という分野の位置づけを扱う．授業の進め方なども説明する．に，倫理という生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で野の位置づけを扱う．授業の進め方なども説明する．の位置づけを扱う．授業の進め方なども説明する．づけを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に扱う．授業の進め方なども説明する．う生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で．我々の身の回りにはこうした素朴で授業の進め方なども説明する．方なども説明する．なども説明する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

2 倫理という生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で概念を考察し，人間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に考えていく．察し，人間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．し，人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．の定義や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に，人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．の心の動きを学ぶ．の動きを学ぶ．きを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

3 人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．の欲求や精神的発達などを学び，自己形成について考える．や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に精神的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に発達などを学び，自己形成について考える．などを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，自己形成について考えていく．える．我々の身の回りにはこうした素朴で

4 初期自然哲学や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にソフィストといった素朴でソクラテス以前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．のギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にについて学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

5 ソクラテス・プラトン・ア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試リストテレスを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に概観し，ギリシア哲学の枠組みを理解する．し，ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試哲学の枠組みを理解する．みを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に理解し，自分自身する．我々の身の回りにはこうした素朴で

6 プラトンとア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試リストテレスの思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にに踏み込み，細かい用語や考え方などの理解を深める．み込み，細かい用語や考え方などの理解を深める．み，細かい用語や考え方などの理解を深める．かい用語や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に考えていく．え方なども説明する．などの理解し，自分自身を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に深める．め方なども説明する．る．我々の身の回りにはこうした素朴で

7 その後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命のギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に全体である文章（テクスト）を正しく読解し，書かれている内の総括を行なう．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に行なう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で．我々の身の回りにはこうした素朴で

8 前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．期中間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．試験で評価する． 前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．期のそれまでの内容やその真偽の条件を正確に判定できる．について中間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．試験で評価する．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に実施する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

9 旧約聖書かれている内とユダヤ教について学び，イエス登場の経緯を押さえる．教について学び，イエス登場の経緯を押さえる．の経緯を押さえる．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に押さえる．さえる．我々の身の回りにはこうした素朴で

10 新約聖書かれている内とキリスト教について学び，その後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命の発展を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に理解し，自分自身する．我々の身の回りにはこうした素朴で

11 前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．週を踏まえてスコラ哲学への進展を検討した後，適宜イスラームについて学ぶ．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に踏み込み，細かい用語や考え方などの理解を深める．まえてスコラ哲学への進展を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に検討した後，適宜イスラームについて学ぶ．した素朴で後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命，適宜イスラームについて学ぶ．について学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

12 仏教の成立とガウタマ＝シッダールタの思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，原始仏教の基本を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に理解し，自分自身する．我々の身の回りにはこうした素朴で

13 部派と大乗への分裂について学び，大乗仏教の展開を押さえる．と大乗への分裂について学び，大乗仏教の展開を押さえる．への分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で裂について学び，大乗仏教の展開を押さえる．について学び，大乗への分裂について学び，大乗仏教の展開を押さえる．仏教の展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に押さえる．さえる．我々の身の回りにはこうした素朴で

14 孔孟，老荘といった諸子百家の思想について学ぶ．といった素朴で諸子百家や哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にについて学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

15 前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．週を踏まえてスコラ哲学への進展を検討した後，適宜イスラームについて学ぶ．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に踏み込み，細かい用語や考え方などの理解を深める．まえて中国思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの内容やその真偽の条件を正確に判定できる．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に深める．め方なども説明する．た素朴で後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命，前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．期最終回りにはこうした素朴でとして源流思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に振り返る．り返る．る．我々の身の回りにはこうした素朴で

16 日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にのルーツとしての古神道と仏教伝来を学び，神道と鎌倉仏教への展開を押さえる．としての古神道と仏教伝来を学び，神道と鎌倉仏教への展開を押さえる．と仏教伝来を学び，神道と鎌倉仏教への展開を押さえる．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，神道と仏教伝来を学び，神道と鎌倉仏教への展開を押さえる．と鎌倉仏教への展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に押さえる．さえる．我々の身の回りにはこうした素朴で

17 近世日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にとして江戸時代のさまざまな倫理的諸問題にの儒学や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に国学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，近代のさまざまな倫理的諸問題に化以前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．の日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの特徴を理解する．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に理解し，自分自身する．我々の身の回りにはこうした素朴で

18 「倫理」で学ぶ思想と哲学近代のさまざまな倫理的諸問題に」で学ぶ思想と哲学の成立 西の源流思想を正しく理解できている．洋における近代のさまざまな倫理的諸問題にの成立を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に宗教改革，近代のさまざまな倫理的諸問題に科学の成立を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に通して学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

19 近代のさまざまな倫理的諸問題に哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に特徴を理解する．づけるイギリス経験で評価する．論と大陸合理論の概要を学ぶ．と大陸合理論と大陸合理論の概要を学ぶ．の概要を学ぶ．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

20 カントの理論と大陸合理論の概要を学ぶ．理性に関する考えを学び，カント認識論の基本を押さえる．に関する考えていく．えを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，カント認識論と大陸合理論の概要を学ぶ．の基本を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に押さえる．さえる．我々の身の回りにはこうした素朴で

21 カントの実践理性に関する考えを学び，カント認識論の基本を押さえる．に関する考えていく．えを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学び，カント倫理学の要を学ぶ．点を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に押さえる．さえる．我々の身の回りにはこうした素朴で

22 カント以後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命，ヘーゲルを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に中心の動きを学ぶ．にドイツとしての古神道と仏教伝来を学び，神道と鎌倉仏教への展開を押さえる．観し，ギリシア哲学の枠組みを理解する．念を考察し，人間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．論と大陸合理論の概要を学ぶ．への展開と日本思想から日本哲学への進展，現代社を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

23 後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命期中間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．試験で評価する． 後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命期のそれまでの内容やその真偽の条件を正確に判定できる．について中間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．試験で評価する．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に実施する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

24 マルクス，フロイト，ニーチ倫理資料ェを代表に，戦後構造主義の土台となった哲学・思想を学ぶ．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に代のさまざまな倫理的諸問題に表に，戦後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命構造主義の土台となった哲学・思想を学ぶ．となった素朴で哲学・思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

25

26 日本の近代のさまざまな倫理的諸問題に化と個人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題にの自覚，日本哲学の成立について学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

27 京都学派と大乗への分裂について学び，大乗仏教の展開を押さえる．の成立を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に概観し，ギリシア哲学の枠組みを理解する．しつつ，西の源流思想を正しく理解できている．田幾多くの思想家や哲学者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．郎の哲学について学ぶ．の哲学について学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

28 京都学派と大乗への分裂について学び，大乗仏教の展開を押さえる．の哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に概観し，ギリシア哲学の枠組みを理解する．し，和辻哲郎の哲学について学ぶ．の倫理学について学ぶ思想と哲学．我々の身の回りにはこうした素朴で

29 生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴で命倫理や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に環境倫理の諸問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に題にについて学び，現代のさまざまな倫理的諸問題にを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に生きているのか，どう生きるべきなのか，自分はこれからどうなっていくのか．我々の身の回りにはこうした素朴できる上を合格とする．で留意しておくべき課題にを歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に認識する．我々の身の回りにはこうした素朴で

30

前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．期，後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命期ともに中間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．試験で評価する．および定期試験で評価する．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に実施する．する．我々の身の回りにはこうした素朴で

倫理と人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

倫理と人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に間の定義や，人間の心の動きを学ぶ．（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内3）を正しく読解し，書かれている内

ギリシア思想，西洋一神教，仏教，中国思想の理解度を授業内課題や定期試思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内4）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋一神教（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋一神教（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋一神教（テクスト）を正しく読解し，書かれている内3）を正しく読解し，書かれている内

仏教（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

仏教（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

中国思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

中国思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

日本思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋の近代のさまざまな倫理的諸問題に哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋の近代のさまざまな倫理的諸問題に哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋の近代のさまざまな倫理的諸問題に哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内3）を正しく読解し，書かれている内

西の源流思想を正しく理解できている．洋の近代のさまざまな倫理的諸問題に哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内4）を正しく読解し，書かれている内

ヘーゲル以後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命の哲学思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

ヘーゲル以後の西洋哲学および日本思想の史的展開の理解度，現代技術や生命の哲学思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内 前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．週を踏まえてスコラ哲学への進展を検討した後，適宜イスラームについて学ぶ．の続きとして内容を補足しつつ，適宜きとして内容やその真偽の条件を正確に判定できる．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に補足しつつ，適宜しつつ，適宜19世紀からから20世紀からにかけての哲学的な疑問があふれている．この授業では先人の思想や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に諸思潮を取り上げる．を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に取り上げる．り上を合格とする．げる．我々の身の回りにはこうした素朴で

近代のさまざまな倫理的諸問題に日本哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

近代のさまざまな倫理的諸問題に日本哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内

近代のさまざまな倫理的諸問題に日本哲学（テクスト）を正しく読解し，書かれている内3）を正しく読解し，書かれている内

現代のさまざまな倫理的諸問題にの諸課題にと倫理（テクスト）を正しく読解し，書かれている内1）を正しく読解し，書かれている内

現代のさまざまな倫理的諸問題にの諸課題にと倫理（テクスト）を正しく読解し，書かれている内2）を正しく読解し，書かれている内 情報倫理や哲学を歴史的に学びつつ，現代のさまざまな倫理的諸問題に技術や生命者の名前が出てきますが，それらは単なる記号ではなく，歴史的に生きた実在の人物です．倫理について学び，AIなどの科学技術や生命のあり方なども説明する．について考えていく．える．我々の身の回りにはこうした素朴で

備など）
考

D-8



科　目

担当教員 町田 吉隆 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

教科書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．んでおくことを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．授業に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．する姿勢の乏しい者については個別に注意する．の乏しい者については個別に注意する．乏しい者については個別に注意する．しい者については個別に注意する．者については個別に注意する．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．ては個別に注意する．個別に注意する．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．注意する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

歴史 (History))

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

昨年度シラバスの乏しい者については個別に注意する．1年生歴史で学習した内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はした内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はけて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は世界史」を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．対象とする時代はとする時代はは個別に注意する．14世紀からから20世紀からの乏しい者については個別に注意する．初めまで．各地めまで．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．各地
域の伝統的社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．の乏しい者については個別に注意する．伝統的社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．が「世界史」を学ぶ．対象とする時代は一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．つの乏しい者については個別に注意する．世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．ばれてい者については個別に注意する．く過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．」と「世界史」を学ぶ．対象とする時代はナショナリズム」の視点から考えてみよう．」の乏しい者については個別に注意する．視点から考えてみよう．から考えてみよう．えてみよう．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

【C3】14世紀からから20世紀からに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．かけての乏しい者については個別に注意する．世界の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象のきを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，歴史的事件や事象のや事象の事象とする時代はの乏しい者については個別に注意する．
内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．相互に関連させながら理解することができる．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．関連させながら理解することができる．させながら理解することができる．することができる．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

15世紀からから20世紀からに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．かけての乏しい者については個別に注意する．世界の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象のきを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，歴史的事件や事象のや事象の事象とする時代はの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．相
互に関連させながら理解することができる．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．関連させながら理解することができる．させて理解することができる．できてい者については個別に注意する．るかどうかを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．中間試験および定期試験で評価すおよび定期試験で評価す定期試験および定期試験で評価すで評価すす
る．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

【C3】世界の乏しい者については個別に注意する．各地域の伝統的社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．的，文化的な歴史環境を理解することがを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．理解することができる．することが
できる．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

世界の乏しい者については個別に注意する．各地域の伝統的社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．的，文化的な歴史環境を理解することがに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．関する理解することができる．力を，中間試を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，中間試
験および定期試験で評価すおよび定期試験で評価す定期試験および定期試験で評価すで評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

【C3】歴史的事件や事象のや事象の事象とする時代はの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はと因果関係を，正確かつ丁寧に解説，表現を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，正確かつ丁寧に解説，表現かつ丁寧に解説，表現に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．解することができる．説，表現
することができる．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

授業で扱った歴史的事件や事象の内容と因果関係についての理解を，中間った内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は歴史的事件や事象のや事象の事象とする時代はの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はと因果関係を，正確かつ丁寧に解説，表現に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．ての乏しい者については個別に注意する．理解することができる．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，中間
試験および定期試験で評価すおよび定期試験で評価す定期試験および定期試験で評価すと歴史プリントおよびノート検査で評価する．および定期試験で評価すノートおよびノート検査で評価する．検査で評価する．で評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

【C3】歴史的事象とする時代はに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．対する適切な評価，価値判断を，具体的な事件に基づな評価す，価す値判断を，具体的な事件に基づを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，具体的な事件や事象のに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．基づづ
い者については個別に注意する．て，正確かつ丁寧に解説，表現に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．表現することができる．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

各自が興味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容でが興味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容でを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容でつ歴史的事象とする時代はを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．テーマに設定して作成するレポートの内容でに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．設定して作成するレポートの内容でするレポートおよびノート検査で評価する．の乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はで
評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

成するレポートの内容で績は，試験は個別に注意する．，試験および定期試験で評価す70%　レポートおよびノート検査で評価する．14%　プリントおよびノート検査で評価する．、ノートおよびノート検査で評価する．検査で評価する．16%　として評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．到達目標1，2，3に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．ては個別に注意する．中間および定期試験で評価す定
期試験および定期試験で評価す4回の平均点で評価する．また到達目標の乏しい者については個別に注意する．平均点から考えてみよう．で評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．また内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は到達目標3に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．ては個別に注意する．歴史プリントおよびノート検査で評価する．作成するレポートの内容でおよび定期試験で評価すノートおよびノート検査で評価する．検査で評価する．でも評価する．到達目標評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．到達目標4
に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．ては個別に注意する．レポートおよびノート検査で評価する．で評価すする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．これらを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．総合してして100点から考えてみよう．満点から考えてみよう．で60点から考えてみよう．以上を合格とする．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．合して格とする．とする．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

『詳説世界史』木村 靖二・岸本 美緒・小松 久男 ・橋場 弦　編著（山川出版社）
『詳説世界史図録』澤野理ほか編（山川出版社）

『山川世界史小辞典』改訂新版　世界史小辞典編集委員会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．編（山川出版社）
『角川世界史辞典』　西川正雄・川北稔ほか編（角川書店）ほか編（角川書を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．店）

歴史（1年）・社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．と文化の乏しい者については個別に注意する．歴史（5年）・環境を理解することがと人類の歴史（の乏しい者については個別に注意する．歴史（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入 日本史と世界史を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つなぐ視点から考える．視点から考えてみよう．から考えてみよう．える．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

2 モンゴル帝国とユーラシア交易帝国とユーラシア交易とユーラシア交易交易 「世界史」を学ぶ．対象とする時代はパクス・モンゴリカ」成するレポートの内容で立の乏しい者については個別に注意する．しくみとその乏しい者については個別に注意する．崩壊過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て考えてみよう．える．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

3 封建制社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．の乏しい者については個別に注意する．解することができる．体

4 オスマに設定して作成するレポートの内容でン帝国とユーラシア交易とサファヴィー朝の社会と経済について概観する．の乏しい者については個別に注意する．社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．と経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

5 明朝の社会と経済について概観する．とム」の視点から考えてみよう．ガル帝国とユーラシア交易帝国とユーラシア交易の乏しい者については個別に注意する．社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．と経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，日本や事象の琉球を含む交易世界の観点から理解する．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．含む交易世界の観点から理解する．む交易世界の観点から理解する．交易世界の乏しい者については個別に注意する．観する．点から考えてみよう．から理解することができる．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

6 西ヨーロッパ社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．の乏しい者については個別に注意する．変容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はが外向的な航路探索と内向的な宗教改革へ結びついた経緯を学ぶ．と内向的な宗教改革へ結びついた経緯を学ぶ．へ結びついた経緯を学ぶ．結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．び定期試験で評価すつい者については個別に注意する．た内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は経緯を学ぶ．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

7 ヨーロッパ人の乏しい者については個別に注意する．航路探索と内向的な宗教改革へ結びついた経緯を学ぶ．と反宗教改革へ結びついた経緯を学ぶ．が非ヨーロッパ世界に与えた影響について学ぶ．ヨーロッパ世界に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．与えた影響について学ぶ．えた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は影響について学ぶ．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

8 中間試験および定期試験で評価す

9

10 三十年戦争の経緯と主権国家概念の成立について学ぶ．の乏しい者については個別に注意する．経緯を学ぶ．と主権国とユーラシア交易家概念の成立について学ぶ．の乏しい者については個別に注意する．成するレポートの内容で立に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

11 イギリス革へ結びついた経緯を学ぶ．命 ピューリタン革へ結びついた経緯を学ぶ．命と名誉革へ結びついた経緯を学ぶ．命に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

12 科学革へ結びついた経緯を学ぶ．命と啓蒙思想

13 イギリスに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おい者については個別に注意する．て産業革へ結びついた経緯を学ぶ．命が起動きを，歴史的事件や事象のした内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は経緯を学ぶ．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

14 ア交易メリカ独立革へ結びついた経緯を学ぶ．命の乏しい者については個別に注意する．過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

15 フランス革へ結びついた経緯を学ぶ．命の乏しい者については個別に注意する．過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

16 ナポレオン戦争の経緯と主権国家概念の成立について学ぶ．とウィーン体制

17 環大西洋革へ結びついた経緯を学ぶ．命と自が興味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容で由主義

18 ヨーロッパに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おけるナショナリズム」の視点から考えてみよう．

19 インド大反乱と日本の開国前後の変容について概観する．大反乱と日本の開国前後の変容について概観する．と日本の乏しい者については個別に注意する．開国とユーラシア交易前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．後の変容について概観する．の乏しい者については個別に注意する．変容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

20 ア交易ジア交易の乏しい者については個別に注意する．伝統王朝の社会と経済について概観する．内部の動揺と内在的な変化について学ぶ．の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象の揺と内在的な変化について学ぶ．と内在的な変化に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

21 ア交易メリカ合して衆国とユーラシア交易の乏しい者については個別に注意する．発展と「南北戦争」について学ぶ．と「世界史」を学ぶ．対象とする時代は南北戦争の経緯と主権国家概念の成立について学ぶ．」に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

22 「世界史」を学ぶ．対象とする時代は南北戦争の経緯と主権国家概念の成立について学ぶ．」後の変容について概観する．の乏しい者については個別に注意する．ア交易メリカ合して衆国とユーラシア交易とラテンア交易メリカ諸国とユーラシア交易の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象の向を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

23 中間試験および定期試験で評価す

24

25 西ヨーロッパとア交易メリカ合して衆国とユーラシア交易，そして日本の乏しい者については個別に注意する．帝国とユーラシア交易主義に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

26 「世界史」を学ぶ．対象とする時代は東方問題」と西ア交易ジア交易の乏しい者については個別に注意する．ナショナリズム」の視点から考えてみよう． エジプトおよびノート検査で評価する．の乏しい者については個別に注意する．独立とオスマに設定して作成するレポートの内容でン帝国とユーラシア交易の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象の揺と内在的な変化について学ぶ．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．ナショナリズム」の視点から考えてみよう．の乏しい者については個別に注意する．視点から考えてみよう．から考えてみよう．える．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

27 中国とユーラシア交易とインド大反乱と日本の開国前後の変容について概観する．の乏しい者については個別に注意する．ナショナリズム」の視点から考えてみよう． 辛亥革へ結びついた経緯を学ぶ．命と植民地インド大反乱と日本の開国前後の変容について概観する．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける民族運動きを，歴史的事件や事象のに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

28 第一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．次世界大戦の乏しい者については個別に注意する．原因と過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．概観する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

29 第一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．次世界大戦の乏しい者については個別に注意する．結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．果とその乏しい者については個別に注意する．影響について学ぶ．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て考えてみよう．える．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

30 ロシア交易革へ結びついた経緯を学ぶ．命とヴェル帝国とユーラシア交易サイユ体制

前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．期，後の変容について概観する．期とも評価する．到達目標に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．中間試験および定期試験で評価すおよび定期試験で評価す定期試験および定期試験で評価すを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．実施する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

封建制社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．の乏しい者については個別に注意する．しくみと，14世紀からの乏しい者については個別に注意する．危機が西ヨーロッパにおける封建制を変容させた過程を学ぶ．が西ヨーロッパに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける封建制を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．変容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はさせた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

ア交易ジア交易交易世界と諸帝国とユーラシア交易(1)

ア交易ジア交易交易世界と諸帝国とユーラシア交易(1)

大航海時代はと宗教改革へ結びついた経緯を学ぶ．(1)

大航海時代はと宗教改革へ結びついた経緯を学ぶ．(2)

第1週から第から第7週から第までの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て試験および定期試験で評価すを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．行う．う．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

中間試験および定期試験で評価すの乏しい者については個別に注意する．解することができる．答，主権国とユーラシア交易家体制と17世紀からの乏しい者については個別に注意する．危機が西ヨーロッパにおける封建制を変容させた過程を学ぶ．(1) 中間試験および定期試験で評価すの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て解することができる．説する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．これまでに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．得られたられた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は15-17世紀からの乏しい者については個別に注意する．世界に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て，全体像を確認する．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．確かつ丁寧に解説，表現認する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

主権国とユーラシア交易家体制と17世紀からの乏しい者については個別に注意する．危機が西ヨーロッパにおける封建制を変容させた過程を学ぶ．(2)

17世紀からの乏しい者については個別に注意する．ヨーロッパに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける科学革へ結びついた経緯を学ぶ．命に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．また内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はヨーロッパに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．思想の乏しい者については個別に注意する．出現に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．非ヨーロッパ世界に与えた影響について学ぶ．ヨーロッパ世界の乏しい者については個別に注意する．社会が「一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．思想が
与えた影響について学ぶ．えた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は影響について学ぶ．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て考えてみよう．察する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

市民革へ結びついた経緯を学ぶ．命と産業革へ結びついた経緯を学ぶ．命(1)

市民革へ結びついた経緯を学ぶ．命と産業革へ結びついた経緯を学ぶ．命(2)

市民革へ結びついた経緯を学ぶ．命と産業革へ結びついた経緯を学ぶ．命(3)

17世紀からから19世紀から初めまで．各地めに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．かけての乏しい者については個別に注意する．世界の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象のきに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て確かつ丁寧に解説，表現認する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．世界史上を合格とする．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける「世界史」を学ぶ．対象とする時代は明治維新」の乏しい者については個別に注意する．意する．味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容でを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は日本国とユーラシア交易」の乏しい者については個別に注意する．外から
の乏しい者については個別に注意する．視点から考えてみよう．で考えてみよう．える．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

19世紀からに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おける世界の乏しい者については個別に注意する．一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．体化を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．，政治，思想の乏しい者については個別に注意する．各側面から理解する．から理解することができる．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

1848年の乏しい者については個別に注意する．世界史的意する．義を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．ナショナリズム」の視点から考えてみよう．と自が興味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容で由主義の乏しい者については個別に注意する．両面から理解する．から理解することができる．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

ア交易ジア交易に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おけるナショナリズム」の視点から考えてみよう．(1)

ア交易ジア交易に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おけるナショナリズム」の視点から考えてみよう．(2)

ア交易メリカ大陸におけるナショナリズムに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おけるナショナリズム」の視点から考えてみよう．(1)

ア交易メリカ大陸におけるナショナリズムに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．おけるナショナリズム」の視点から考えてみよう．(2)

第16週から第から第22週から第までの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て試験および定期試験で評価すを授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．行う．う．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

中間試験および定期試験で評価すの乏しい者については個別に注意する．解することができる．答，第二次産業革へ結びついた経緯を学ぶ．命と帝国とユーラシア交易主義(1) 中間試験および定期試験で評価すの乏しい者については個別に注意する．内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代はに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て解することができる．説する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．これまでに読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．得られたられた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は19世紀から前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．半の動きから「国民国家」の形成過程を理解する．また，自由の乏しい者については個別に注意する．動きを，歴史的事件や事象のきから「世界史」を学ぶ．対象とする時代は国とユーラシア交易民国とユーラシア交易家」の乏しい者については個別に注意する．形成するレポートの内容で過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．理解することができる．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．また内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は，自が興味を持つ歴史的事象をテーマに設定して作成するレポートの内容で由
主義から帝国とユーラシア交易主義が生まれた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は経緯を学ぶ．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て学ぶ．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

第二次産業革へ結びついた経緯を学ぶ．命と帝国とユーラシア交易主義(2)

第一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．次世界大戦(1)

第一つの世界」として結ばれていく過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．次世界大戦(2)

ロシア交易革へ結びついた経緯を学ぶ．命および定期試験で評価すヴェル帝国とユーラシア交易サイユ体制成するレポートの内容で立の乏しい者については個別に注意する．過程を，「経済」と「ナショナリズム」の視点から考えてみよう．を授業前に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．学び定期試験で評価す，両者については個別に注意する．が20世紀からの乏しい者については個別に注意する．歴史に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．与えた影響について学ぶ．えた内容を受けて，「世界史」を学ぶ．対象とする時代は影響について学ぶ．に読んでおくことを期待する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．つい者については個別に注意する．て考えてみよう．察する．する．授業に参加する姿勢の乏しい者については個別に注意する．

備など）
考
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科　目

担当教員 丸山 栄治 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 適宜紹介する．する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

政治・経済 (Political Science and Economics))

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現代社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済して私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いる様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済が直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済あります．この根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済授業では政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済
の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．し，政治と経済現代社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済具体的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．えて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いく姿勢を身につけます．姿勢を身につけます．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．身につけます．につけます．

【C3】憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済性格と基本的人権の内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済内容について理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．
憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済性格と基本的人権の内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済内容について理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．できて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いるかどうか
を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．，政治と経済授業で課す課題と試験で評価する．す課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済試験で評価する．で評価する．する．

【C3】日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治機構と政治参加，そして，戦争と平和に関する日本の政と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治参加，政治と経済そして私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済戦争と平和に関する日本の政と経済の問題があります．この授業では，政治と経済平和に関する日本の政に関する日本の政する日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政
治問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済事柄を理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治機構と政治参加，そして，戦争と平和に関する日本の政と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治参加，政治と経済そして私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済戦争と平和に関する日本の政と経済の問題があります．この授業では，政治と経済平和に関する日本の政に関する日本の政する日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済
について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済事柄を理解する．が直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．できて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いるかどうかを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．授業で課す課題と試験で評価する．す課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済試験で評価する．
で評価する．する．

【C3】経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．みと経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済情勢を身につけます．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済概要を理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．
経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．みと経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済現代日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済情勢を身につけます．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済概要を理解する．が直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．できて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いるか
どうかを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．，政治と経済授業で課す課題と試験で評価する．す課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済試験で評価する．で評価する．する.

【C3】社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済保障，政治と経済労働問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済地球環境の問題について何が論点とされていの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済何が論点とされていが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済論点とされていと経済の問題があります．この授業では，政治と経済されて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済い
るかを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済保障，政治と経済労働問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済食料問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済論点とされていが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．できて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いるかを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．，政治と経済授業で
課す課題と試験で評価する．す課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済試験で評価する．で評価する．する．

成績は，試験は政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済試験で評価する．70%　課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済30%　と経済の問題があります．この授業では，政治と経済して私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済評価する．する．100点とされてい満点とされていで60点とされてい以上を合格とする．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．合格と基本的人権の内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済する．

『高等学校　政治・経済』（清水書院）
『政治・経済資料2026』（東京法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．令出版）

経済学I，政治と経済経済学II(5年選択）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業では政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済教科書の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済内容について理解する．や関連する時事問題について考える時間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ関する日本の政連する時事問題について考える時間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださする時事問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える時間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださも設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださけます．質問や関連する時事問題について考える時間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ意見があれば気軽に発表してくださが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済あれば気軽に発表してくださ気軽に発表してくださに発表してくださして私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済く姿勢を身につけます．ださ
い．
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授業の計画（政治・経済）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済たちと経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治 現代日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済諸課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．え，政治と経済政治を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．学ぶ意義を確認する．意義を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．確認する．する．

2 現代民主政治への根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済あゆみと経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済原理 近代民主政治の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済原理を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．築いた自然権思想について理解する．いた自然権の内容について理解する．思想について理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

3 議会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済制民主主義と経済の問題があります．この授業では，政治と経済世界の政治体制の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治体制 議院内閣制と経済の問題があります．この授業では，政治と経済大統領制の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済違いについて理解する．いについて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

4 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済国憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済成立と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済原理 大日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済帝国憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済国憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済違いについて理解する．いと経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済国憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済三大原理を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

5 精神の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済自由 信教の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済自由を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．関する日本の政連する時事問題について考える時間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださするいく姿勢を身につけます．つかの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済判例を通して考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．通して私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

6 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政治機構と政治参加，そして，戦争と平和に関する日本の政 国会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済内閣の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださつ権の内容について理解する．限について理解する．また，司法権の独立と日本の裁判制度について理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．また，政治と経済司法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済独立と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済裁判制度シラバスについて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

7 人身につけます．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済自由 人身につけます．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済自由の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済意義と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済原則を理解し，冤罪と死刑制度について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．し，政治と経済冤罪と死刑制度について考える．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済死刑制度シラバスについて私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

8 前期中間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ試験で評価する． 前期中間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ試験で評価する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．実施する．する．

9 政党政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済選挙制度シラバス 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済政党政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済選挙制度シラバスの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済特徴を理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

10 政治参加と経済の問題があります．この授業では，政治と経済メディア・地方自治 政治参加の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．メディアの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済あり方と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださに考えていく姿勢を身につけます．える．また，政治と経済地方自治の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済旨について理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

11 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済ジェンダー平等の諸課題について考える．平等の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済諸課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

12 民族差別，政治と経済ヘイトスピー平等の諸課題について考える．チについて考える．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

13 平和に関する日本の政主義と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済安全保障 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済国憲法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済平和に関する日本の政主義の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済特徴を理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．し，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済安全保障と経済の問題があります．この授業では，政治と経済沖縄の基地問題について考える．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済基地問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

14 国際社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済外交 戦後の日本の外交政策，特に戦後補償の問題について考える．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済外交政策，政治と経済特に戦後の日本の外交政策，特に戦後補償の問題について考える．補償の問題について考える．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

15 人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済国際化と日本の課題と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済 国際的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済人権の内容について理解する．保障の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理念から，難民問題の現状と克服すべき課題について考える．から，政治と経済難民問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済現状と克服すべき課題について考える．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済克服すべき課題について考える．すべき課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

16 私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済たちと経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済 現代日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済諸課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．え，政治と経済経済を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．学ぶ意義を確認する．意義を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．確認する．する．

17 市場経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済機能と限界と経済の問題があります．この授業では，政治と経済限について理解する．また，司法権の独立と日本の裁判制度について理解する．界の政治体制 市場による経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済調整と，市場が失敗するケースを事例とともに理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済，政治と経済市場が直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済失敗するケースを事例とともに理解する．するケー平等の諸課題について考える．スを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．事例を通して考える．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださに理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

18 経済体制の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済変容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済思想について理解する．

19 国民経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済景気変動 経済規模をはかる指標を理解し，経済成長について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．は政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済かる指標を理解し，経済成長について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．し，政治と経済経済成長について考える．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

20 金融のしくみとはたらきの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済しく姿勢を身につけます．みと経済の問題があります．この授業では，政治と経済は政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済たらき 金融のしくみとはたらきと経済の問題があります．この授業では，政治と経済は政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済何が論点とされていか，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済銀行の金融政策が物価に与える影響を理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済金融のしくみとはたらき政策が直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済物価する．に与える影響を理解する．える影響を理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

21 財政の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済しく姿勢を身につけます．みと経済の問題があります．この授業では，政治と経済は政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済たらき 財政の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済機能と限界を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．また，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済租税体系を把握し，個々の税の特徴を理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．把握し，個々の税の特徴を理解する．し，政治と経済個々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済税の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済特徴を理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

22 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済あゆみ 戦後の日本の外交政策，特に戦後補償の問題について考える．復興から現在までの日本経済の軌跡について概観する．から現在までの日本経済の軌跡について概観する．までの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済軌跡について概観する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済概観する．する．

23 後の日本の外交政策，特に戦後補償の問題について考える．期中間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ試験で評価する． 後の日本の外交政策，特に戦後補償の問題について考える．期中間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ試験で評価する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．実施する．する．

24 企業の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済活動と経済の問題があります．この授業では，政治と経済役割 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済いく姿勢を身につけます．つかの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済企業形態を理解し，企業に求められる社会的責任について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．し，政治と経済企業に求められる社会的責任について考える．められる社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．責任について考える．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

25 労働問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済労働環境の問題について何が論点とされていの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済変化と日本の課題 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済労働運動の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済歴史，政治と経済労働基本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済権の内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済労働三法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済その根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済意義を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

26 社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済保障制度シラバスの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済充実 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済保障制度シラバスの根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済内容について理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．また，政治と経済生活保護をめぐる問題について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．めぐる問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

27 保護をめぐる問題について考える．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済対象から権利の主体へから権の内容について理解する．利の主体への根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済主体へ 旧優生保護をめぐる問題について考える．法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済優生思想について理解する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．批判的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．に検討し，障害者差別解消法の理念と現代的課題について考える．し，政治と経済障害者差別解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．消法の基本的な性格と基本的人権の内容について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理念から，難民問題の現状と克服すべき課題について考える．と経済の問題があります．この授業では，政治と経済現代的な仕組みを理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．課す課題と試験で評価する．題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

28 農業と経済の問題があります．この授業では，政治と経済食料問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済 日本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済農業政策の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済変遷を理解し，食料自給率について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．し，政治と経済食料自給率について考える．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

29 国際経済の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済しく姿勢を身につけます．み 為替レートとその変動要因について理解する．レー平等の諸課題について考える．トと経済の問題があります．この授業では，政治と経済その根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済変動要を理解する．因について理解する．について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

30 グロー平等の諸課題について考える．バル化と国際経済化と日本の課題と経済の問題があります．この授業では，政治と経済国際経済 経済活動の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済グロー平等の諸課題について考える．バル化と国際経済化と日本の課題，政治と経済国際社会において私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済における経済格と基本的人権の内容について理解する．差について私たちが直面している様々な問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済考えていく姿勢を身につけます．える．

前期，政治と経済後の日本の外交政策，特に戦後補償の問題について考える．期と経済の問題があります．この授業では，政治と経済も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださに中間も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださ試験で評価する．および定期試験を実施する．定期試験で評価する．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．実施する．する．

平等と経済の問題があります．この授業では，政治と経済差別を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．めぐる問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済1

平等と経済の問題があります．この授業では，政治と経済差別を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．めぐる問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済2

18世紀以降の経済思想の変遷を，資本主義の諸問題とともに理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済経済思想について理解する．の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済変遷を理解し，食料自給率について考える．を理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．，政治と経済資本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済主義の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済諸問題の根本には政治と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済と経済の問題があります．この授業では，政治と経済も設けます．質問や意見があれば気軽に発表してくださに理解し，現代社会の具体的な問題について考えていく姿勢を身につけます．する．

備など）
考
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科　目

担当教員 北村 知徳 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

理工学系の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．豊富な演習を通じて運用能力を高める．な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．通じて運用能力を高める．じて運用能力を高める．運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．高める．める微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート，豊富な演習を通じて運用能力を高める．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

2 試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート，豊富な演習を通じて運用能力を高める．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

3 試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート，豊富な演習を通じて運用能力を高める．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

4 試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポート，豊富な演習を通じて運用能力を高める．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高める．等専門学校 2026年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電子工学科・2年・通じて運用能力を高める．年・必修・4単位【講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【A1】関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限・連続性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限となどの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限と
導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．で評価する．きる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分係数・導関数・第2次導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．で評価する．き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフのの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
概形，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極値・最大最小テストで評価する．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線・法線，豊富な演習を通じて運用能力を高める．速度シラバス・加速度シラバスなどに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用で評価する．きる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

【A1】不定積分・定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．および性質を理解し，様々な関数の不定積性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限と質を理解し，様々な関数の不定積を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不定積
分・定積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．で評価する．きる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

【A1】定積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．使って，面積，体積，曲線の長さなどを計算できる．って運用能力を高める．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．体積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．長さなどを計算できる．さなどを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．で評価する．きる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

成績は，試験は，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験70%　レポート18%　小テストで評価する．テスト10%　実力を高める．試験2%　として運用能力を高める．評価する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
平均点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．とする微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．100点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．満点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．で評価する．60点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．以上を合格とするを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．合格とするとする微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．.

「新 微分積分I 改訂版」：高める．遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新 微分積分I 問題集 改訂版」：高める．遠節夫 他 著 (大日本図書)
「新課程 チャート式 基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．と演習を通じて運用能力を高める． 数学II+B+C，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学III」 : チャート研究所編著 (数研出版)

新版数学シリーズ「新版 微分積分I 改訂版」：岡本和夫 監修 (実教出版)
新版数学シリーズ「新版 微分積分I 演習を通じて運用能力を高める． 改訂版」：岡本和夫 監修 (実教出版)
「新編 高める．専の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学2(第2版・新装版)」：田代嘉宏 他 編 (森北出版)
「新編 高める．専の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学2問題集(第2版)」：田代嘉宏 編 (森北出版)
「大学・高める．専生のための 解法演習 微分積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ための基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める． 解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．法演習を通じて運用能力を高める． 微分積分I」：糸岐宣昭・三ッ廣孝 著 ッ廣孝 著 廣孝 著 (森北出版)

1年の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・レポートは適宜課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃えるがある微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．場合に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．は，豊富な演習を通じて運用能力を高める．発展的な話題を扱うこともある．・レポートは適宜課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃えるな話題を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．扱うこともある．・レポートは適宜課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃えるうこともある微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・レポートは適宜課す．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・参考書に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．挙げた書籍は全部揃えるげた書籍は全部揃えるは全部揃えるえる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
必要はない．・はない．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・4月の最初の授業時に，の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．最初の授業時に，の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．授業時に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．1年時の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．数学の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．内容に関する実力試験を実施し，成績に加味する．・前年度の学年に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実力を高める．試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実施し，成績に加味する．・前年度の学年し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．成績は，試験に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．加味する．・前年度の学年する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．・前年度シラバスの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学年
末休業前に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．課された課題の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．成績は，試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．レポートの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．成績は，試験に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．加味する．・前年度の学年する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

D-13



授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 実力を高める．試験，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限 実力を高める．試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限値の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．練習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．無限大の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学ぶ．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

2 微分係数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数

3 導関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限と質を理解し，様々な関数の不定積 導関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．さまざまな性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限と質を理解し，様々な関数の不定積と計算できる．公式を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．練習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

4 三ッ廣孝 著 角関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数 三ッ廣孝 著 角関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．より導き，公式化する．導き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．公式化する．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

5 指数関数と対数関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数 指数関数と対数関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

6 合成関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．対数関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限と質を理解し，様々な関数の不定積を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．用いた微分法 合成関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．対数関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限と質を理解し，様々な関数の不定積を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．用いた微分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

7 逆三ッ廣孝 著 角関数とその基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数 逆三ッ廣孝 著 角関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．その基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

8 中間試験 前期中間試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

9 中間試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．連続，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線と法線 前期中間試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答案を返却し，解答・解説を行う．関数の連続，接線と法線について解説し，演習を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．返却し，解答・解説を行う．関数の連続，接線と法線について解説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．連続，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線と法線に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

10 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．増減と極値と極値 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．増減と極値と極値に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

11 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．最大・最小テストで評価する． 関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．最大・最小テストで評価する．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．求め，応用問題を解く．不等式の証明を行う．め，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用問題を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．く．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不等式の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．証明を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

12 不定形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限 ロピタルの定理を理解し，不定形の極限の極限値を計算する．漸近線を持つ関数のグラフをかく．の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定理を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．不定形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極限値を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．漸近線を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．持つ関数のグラフをかく．つ関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフのを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．かく．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

13 高める．次導関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める．曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．凹凸

14 媒介変数表示と微分法と微分法 曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．媒介変数表示と微分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．学ぶ．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．媒介変数表示と微分法された関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．方程式を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．求め，応用問題を解く．不等式の証明を行う．める微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

15 速度シラバスと加速度シラバス，豊富な演習を通じて運用能力を高める．平均値の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定理 速度シラバスと加速度シラバス，豊富な演習を通じて運用能力を高める．平均値の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定理に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

16 不定積分 不定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．や公式を学び，演習を行う．公式を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

17 定積分 定積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

18 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる． 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

19 いろいろな不定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．公式 いろいろな不定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．公式に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

20 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法・部分積分法 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法および性質を理解し，様々な関数の不定積部分積分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

21 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法・部分積分法の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．換積分法および性質を理解し，様々な関数の不定積部分積分法を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．利用して運用能力を高める．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．や公式を学び，演習を行う．や公式を学び，演習を行う．複雑な積分の計算を行う．な積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

22 いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積分 分数関数・無理関数・三ッ廣孝 著 角関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．計算できる．練習を通じて運用能力を高める．と公式の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．整理を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

23 中間試験 後期中間試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

24 中間試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積 後期中間試験の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答案を返却し，解答・解説を行う．関数の連続，接線と法線について解説し，演習を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．返却し，解答・解説を行う．関数の連続，接線と法線について解説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．よる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

25 曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．長さなどを計算できる．さ 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．長さなどを計算できる．さへの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

26 立体の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．体積 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．立体の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．体積への基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．説し，演習を行う．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

27 媒介変数表示と微分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．よる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形 媒介変数表示と微分法に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．よる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．曲線で評価する．作られる図形の面積，曲線の長さ，回転体の体積を計算する．られる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．長さなどを計算できる．さ，豊富な演習を通じて運用能力を高める．回転体の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．体積を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

28 極座標による図形に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．よる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形 極座標による図形に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．ついて運用能力を高める．学ぶ．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．極座標による図形に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．よる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．方程式を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．図形の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．面積や公式を学び，演習を行う．曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．長さなどを計算できる．さを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

29 広義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積分 広義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．積分を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．計算できる．練習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．行う．関数の収束を理解し，極限値の計算練習を行う．無限大の概念を学ぶ．う．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

30 変化する．率と積分と積分 速度シラバス・加速度シラバスおよび性質を理解し，様々な関数の不定積変化する．率と積分と微分・積分の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関係を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．具体的な話題を扱うこともある．・レポートは適宜課す．・参考書に挙げた書籍は全部揃えるな問題に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．応用する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

前期，豊富な演習を通じて運用能力を高める．後期ともに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．中間試験および性質を理解し，様々な関数の不定積定期試験を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．実施し，成績に加味する．・前年度の学年する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

平均変化する．率と積分，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分係数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学ぶ．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分係数と曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．接線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．傾きの関係を理解する．関数の微分可能性を理解する．導関数きの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関係を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分可能性などの概念を理解し，いろいろな関数の極限とを講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．導関数
の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学び性質を理解し，様々な関数の不定積，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．従って関数を微分する．って運用能力を高める．関数を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．微分する微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．

第n次導関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．定義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．学ぶ．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．第2次導関数の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．符号と曲線の凹凸の関係を理解し，グラフの概形に活かす．と曲線の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．凹凸の基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．関係を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．し，豊富な演習を通じて運用能力を高める．グラフのの基礎となる微分・積分学を講義する．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．概形に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．活かす．かす．概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める．
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科　目

担当教員 児玉 宏児 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができるかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．で評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

工学，自然科学，社会学など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うされる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う基礎について講義し，演習を行うに計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．講義し，演習を行うを試験，レポートで評価する．行う. 発展的な事項も適な事項も適も適適
宜補う予定であるう予定であるである.

【A1】ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し，基本的な事項も適な計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができる．
ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 基本的な事項も適な計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができるかを試験，レポートで評価する．試験，レ
ポートで評価する．で評価する．する．

【A1】ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．を試験，レポートで評価する．利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うして理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．， 平面や空間の図形を扱える．や空間の図形を扱える．空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う図形を試験，レポートで評価する．扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．る．
ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．を試験，レポートで評価する．利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うして理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．， 平面や空間の図形を扱える．および空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う図形を試験，レポートで評価する．扱える．え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．るかを試験，レポートで評価する．試験，レポ
ートで評価する．で評価する．する．

【A1】行列およびその基礎について講義し，演習を行う演算ができるかを試験，レポートで評価する．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．法を理解し， 基本的な計算ができる．を試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 基本的な事項も適な計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができる．
行列およびその基礎について講義し，演習を行う演算ができるかを試験，レポートで評価する．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．法を理解し， 基本的な計算ができる．を試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 基本的な事項も適な計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができるかを試験，レポートで評価する．試験，レポートで評価する．
で評価する．する．

【A1】連立1次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．法を理解し， 基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができる. 連立1次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．法を理解し， 基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができるかを試験，レポートで評価する．試験，レポー
トで評価する．で評価する．する．

【A1】行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．計算ができるかを試験，レポートで評価する．ができる.

成績は，試験は，試験70%　レポートで評価する．30%　として理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．評価する．する．100点満点で60点以上を合格とする．試験成績は中間試験と定期試を試験，レポートで評価する．合格とする．試験成績は中間試験と定期試とする．試験成績は，試験は中間の図形を扱える．試験と定である期試
験の基礎について講義し，演習を行う平均とするとする.

「新 線形代数 改訂版」：高遠 節夫 監修（大日本図書）
「新 線形代数 問題集 改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新課程　チャートで評価する．式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．　基礎について講義し，演習を行うと演習を行う　数学II+B+C」：チャートで評価する．研究所編著 (数研出版)

「線形代数学　初歩からジョルダン標準形へ」：三宅 敏恒 著からジョルダン標準形へ」：三宅 敏恒 著ジョルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．ダン標準形へ」：三宅 敏恒 著標準形へ」：三宅 敏恒 著」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数学の基礎について講義し，演習を行う演習を行う」：三宅 敏恒 著(培風館)
「線形代数」: 長谷川浩司(日本評論社)
「演習を行う 線形代数 改訂版」: 村上を合格とする．試験成績は中間試験と定期試 正康・野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う澤 宗平・稲葉 尚志 共著 (培風館)
「キーポイン標準形へ」：三宅 敏恒 著トで評価する． 線形代数」：薩摩 順吉・四ツ谷 晶二 著 ツ谷 晶二 著 谷 晶二 著 (岩波書店)

1年の基礎について講義し，演習を行う数学I， 数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・レポートで評価する．は4回の試験の際に課す．・参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はないの基礎について講義し，演習を行う試験の基礎について講義し，演習を行う際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．課す．・参考え方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．書に計算ができるかを試験，レポートで評価する．挙げた書籍は全部買い揃える必要はないげた書籍は全部買い揃える必要はない書籍は全部買い揃える必要はないは全部買い揃える必要はないい揃える必要はないえ方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．る必要はないはない.
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授業の計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 平面や空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う基本概念と演算と演算ができるかを試験，レポートで評価する．

2 平面や空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分表示と大きさと大きさ

3 ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積

4 位置ベクトルベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．

5 直線の基礎について講義し，演習を行うベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．

6 平面や空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う応用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う

7 総合演習を行う

8 中間の図形を扱える．試験

9 試験返却，空間の図形を扱える．座標と空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．

10 空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う演算ができるかを試験，レポートで評価する．と内積

11 直線の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．

12 平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．

13 空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う外積， 点と平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う距離の公式の基礎について講義し，演習を行う公式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．

14 球の方程式， 空間ベクトルの一次独立・一次従属の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．， 空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う一次独立・一次従属

15 総合演習を行う

16 行列の基礎について講義し，演習を行う定である義と演算ができるかを試験，レポートで評価する．

17 行列の基礎について講義し，演習を行う積とその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．， および行列の基礎について講義し，演習を行う累乗について学ぶ．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．

18 逆行列

19 いろいろな行列 転置ベクトル行列，対称行列，交代行列，直交行列など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うに計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．これまでの基礎について講義し，演習を行う演習を行うを試験，レポートで評価する．行う

20 掃き出し法き出し法を理解し， 基本的な計算ができる．

21 不能・不定であるな連立一次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する． 正則でない連立一次方程式の解法について学ぶ．でない連立一次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．法を理解し， 基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．

22 逆行列， 行列の基礎について講義し，演習を行う階数

23 中間の図形を扱える．試験

24 試験返却，行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う定である義 後期中間の図形を扱える．試験の基礎について講義し，演習を行う答案を返却し，解答を解説する．行列式の定義について学ぶ．を試験，レポートで評価する．返却し，解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．答を試験，レポートで評価する．解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．説する．行列式の定義について学ぶ．する．行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う定である義に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．

25 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる． 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．

26 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う展開 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う余因子展開に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．

27 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．と逆行列 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．を試験，レポートで評価する．用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行ういた書籍は全部買い揃える必要はない逆行列の基礎について講義し，演習を行う表し方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ．

28 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．と連立一次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．

29 行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う図形的な事項も適意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．， 列ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う一次独立・一次従属

30 総合演習を行う

ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な概念と演算・用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う語が導入され， 加法・減法・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶが導入され， 加法・減法・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶされ， 加法を理解し， 基本的な計算ができる．・減法を理解し， 基本的な計算ができる．・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶなど幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う演算ができるかを試験，レポートで評価する．とその基礎について講義し，演習を行う基本法を理解し， 基本的な計算ができる．則でない連立一次方程式の解法について学ぶ．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分表示と大きさ，大きさ，平行に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積，成分計算ができるかを試験，レポートで評価する．， 基本性質を理解し，基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

位置ベクトルベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う法を理解し， 基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

直線の基礎について講義し，演習を行うベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

円のベクトル方程式や， ベクトルの一次独立・一次従属など， 平面ベクトルに関するやや発展的なテーマについて学ぶの基礎について講義し，演習を行うベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．や空間の図形を扱える．， ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う一次独立・一次従属など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う， 平面や空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．関するやや発展的なテーマについて学ぶするや空間の図形を扱える．や空間の図形を扱える．発展的な事項も適なテーマについて学ぶに計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

平面や空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを試験，レポートで評価する．行う.

中間の図形を扱える．試験を試験，レポートで評価する．行う.

前期中間の図形を扱える．試験の基礎について講義し，演習を行う答案を返却し，解答を解説する．行列式の定義について学ぶ．を試験，レポートで評価する．返却し，解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．答を試験，レポートで評価する．解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．説する．行列式の定義について学ぶ．する．空間の図形を扱える．座標と空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う加法を理解し， 基本的な計算ができる．・減法を理解し， 基本的な計算ができる．・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶなど幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う演算ができるかを試験，レポートで評価する．と内積に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

空間の図形を扱える．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．おける位置ベクトルベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う扱える．い方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．と， 直線の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

空間の図形を扱える．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．おける平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う外積に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ. 空間の図形を扱える．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．おける点と平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う距離の公式の基礎について講義し，演習を行う公式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

空間の図形を扱える．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．おける球の方程式， 空間ベクトルの一次独立・一次従属の基礎について講義し，演習を行う方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ. 空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う一次独立・一次従属に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

空間の図形を扱える．ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを試験，レポートで評価する．行う.

行列の基礎について講義し，演習を行う概念と演算と用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う語が導入され， 加法・減法・実数倍などの演算とその基本法則について学ぶおよび和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則について学ぶなど幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う行列の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な演算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

行列の基礎について講義し，演習を行う積， n乗について学ぶ．

逆行列に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

連立一次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う掃き出し法き出し法を理解し， 基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．よる解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．法を理解し， 基本的な計算ができる．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

掃き出し法き出し法を理解し， 基本的な計算ができる．を試験，レポートで評価する．利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うした書籍は全部買い揃える必要はない逆行列の基礎について講義し，演習を行う求め方， および行列の階数について学ぶめ方， および行列の階数について学ぶ方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．， および行列の基礎について講義し，演習を行う階数に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

中間の図形を扱える．試験を試験，レポートで評価する．行う.

連立一次方を利用して， 平面や空間の図形を扱える．程式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．関するやや発展的なテーマについて学ぶするクラメルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う公式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．学ぶ.

2次， 3次の基礎について講義し，演習を行う行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．図形的な事項も適な意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．を試験，レポートで評価する．学ぶ. 列ベクトで評価する．ルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う一次独立・一次従属と行列の基礎について講義し，演習を行う階数との基礎について講義し，演習を行う関するやや発展的なテーマについて学ぶ連を試験，レポートで評価する．学ぶ.

行列式ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．に計算ができるかを試験，レポートで評価する．ついて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．の基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを試験，レポートで評価する．行う.

備など）
考

前期，後期とも適に計算ができるかを試験，レポートで評価する．中間の図形を扱える．試験および定である期試験を試験，レポートで評価する．実施する．する．
必要はないに計算ができるかを試験，レポートで評価する．応じて理解し， 実際に計算ができるかを試験，レポートで評価する．，再試験を試験，レポートで評価する．実施する．することがある．
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科　目

担当教員 谷口 公仁彦 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 中間試験・定期試験，レポートで行う．レポートで行う．で行う．行う．う．

2 中間試験・定期試験，レポートで行う．レポートで行う．で行う．行う．う．

3 中間試験・定期試験，レポートで行う．レポートで行う．で行う．行う．う．

4 中間試験・定期試験，レポートで行う．レポートで行う．で行う．行う．う．

5 中間試験・定期試験，レポートで行う．レポートで行う．で行う．行う．う．

6 中間試験・定期試験，レポートで行う．レポートで行う．で行う．行う．う．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

電子工学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

理工学系の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題テイラー展開，レポートで行う．偏微分，レポートで行う．重積分，レポートで行う．微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題講義するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．概念の理解に重点をおき，基本問題の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題に重点をおき，基本問題をおき，レポートで行う．基本問題
，レポートで行う．応用問題の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．で行う．基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．め，レポートで行う．さらに応用力をつけて運用能力を高める．をつけて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題運用能力をつけて運用能力を高める．を高めるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

【A1】ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題定理，レポートで行う．テイラーの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題定理などを使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで行う．関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極限値，レポートで行う．近似
値などの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができる．がで行う．きるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

【A1】分数関数，レポートで行う．三角関数などの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題様々な関数の不定積分を求めることがでな関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定積分を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題ことがで行う．
きるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

【A1】定積分を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで行う．面積，レポートで行う．体積，レポートで行う．曲線の長さが計算できる．の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題長さが計算できる．さが計算ができる．で行う．きるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

【A1】偏導関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができる．がで行う．き，レポートで行う．偏導関数を応用し，レポートで行う．極値や条件付き極値を条件付き極値をき極値を
求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題ことがで行う．きるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

【A1】重積分の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができる．がで行う．きるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

【A1】微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題とその基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う．1階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで行う．2階微分方程
式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題が解に重点をおき，基本問題けるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

成績は，試験は，レポートで行う．試験85%　レポートで行う．13%　実力をつけて運用能力を高める．試験2%　として講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とするするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題平均とするとするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題. 100
点をおき，基本問題満点をおき，基本問題で行う．60点をおき，基本問題以上を合格とするを合格とするとするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

「新版数学シリーズ 新版微分積分II 改訂版」 : 岡本 和夫 編 (実教出版)
「新版数学シリーズ 新版微分積分II演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める． 改訂版」 : 岡本 和夫 編 (実教出版)

「新編 高専の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題数学3 (第2版・新装版)」：田代 嘉宏 著 (森北出版)
「改訂版 チャートで行う．式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題と演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める． 数学III」: チャートで行う．研究所 編著(数研出版)
「入門 微分積分」：三宅 敏恒 著 (培風館)
「大学・高専生のための解法演習 微分積分の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題ための基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題解に重点をおき，基本問題法演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める． 微分積分II」：糸岐 宣昭 他 著 (森北出版)
「高専テキストで行う．シリーズ 微分積分2 問題集」： 上を合格とする野健爾 監修 (森北出版)

1，レポートで行う．2年の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題数学I，レポートで行う．数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるがあるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題場合には，レポートで行う． 発展的な話題を扱うこともあるな話題を扱うこともあるうこともあるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題. ・レポートで行う．は夏季休業前・冬季休業前等，レポートで行う．適宜課すす. ・参考
書に挙げた書籍は全部揃える必要はないに挙げた書籍は全部揃える必要はないげた書に挙げた書籍は全部揃える必要はない籍は全部揃える必要はないは全部揃える必要はないえるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題必要はないはない. ・4月の最初の授業時にの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題最初の授業時にの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題授業時に2年時まで行う．の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題数学の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題内容に関する実力試験を実施し，に関するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題実力をつけて運用能力を高める．試験を実施し，し，レポートで行う．
点をおき，基本問題数を成績は，試験に加味するするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題. ・前年度シラバスの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題学年末休業前に課すされた課す題の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題成績は，試験をレポートで行う．の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題成績は，試験に加味するするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

D-17



授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 媒介変数表示，レポートで行う．極座標表示の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題関数

2 陰関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題微分法 陰関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題微分法について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う．計算ができる．をするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

3 不定形の極限値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極限値

4 テイラーの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題定理

5 リーマン積分積分 リーマン積分積分の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題考え方とその基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題性質，レポートで行う．微分積分法の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題基本定理について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

6 有理関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定積分 有理関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定積分を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

7 三角関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題有理式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで行う．無理関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定積分

8 中間試験

9 試験返却，レポートで行う．図形の極限値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題面積

10 曲線の長さが計算できる．の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題長さが計算できる．さ

11 体積

12 広義積分

13

14 偏導関数，レポートで行う．合成関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題偏導関数

15 全微分と接平面，レポートで行う．演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．

16

17 陰関数定理

18 条件付き極値をき極値

19

20 積分の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題順序変更

21 変数変換

22 体積

23 中間試験

24 試験返却，レポートで行う．微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題と解に重点をおき，基本問題

25 変数分離形の極限値，レポートで行う．同次形の極限値

26 線の長さが計算できる．形の極限値微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題

27

28

29

30 問題演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．

前期，レポートで行う．後期ともに中間試験および定期試験を実施する．定期試験を実施し，するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

媒介変数，レポートで行う．極座標で行う．表示された関数および定期試験を実施する．それらの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題微分法を学習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

平均とする値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題定理を理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う．それから導かれるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題ロピタルの定理，テイラーの定理などを使って，関数の極限値，近似の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題定理を用いて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定形の極限値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極限を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

テイラー展開，レポートで行う． マクローリン積分展開を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題近似式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

三角関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題有理式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，レポートで行う．無理関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題不定積分を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

中間試験を行う．う.

中間試験の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題答案を返却し， 解答を解説するを返却し，レポートで行う． 解に重点をおき，基本問題答を解に重点をおき，基本問題説するするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.定積分を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題図形の極限値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題面積を計算ができる．するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

定積分を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題曲線の長さが計算できる．の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題長さが計算できる．さを計算ができる．するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

定積分を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題立体の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題体積を計算ができる．するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

広義積分について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 広義積分を計算ができる．するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

2変数関数 2変数関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題概念の理解に重点をおき，基本問題を理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 極限値や条件付き極値を連続性を調べるべるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

偏導関数について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 様々な関数の不定積分を求めることがでな偏導関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができる．をするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

全微分と接平面について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 接平面の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.この基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題週までの演習を行う．まで行う．の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．を行う．う．

試験返却，レポートで行う．2変数関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極値 定期試験の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題答案を返却し， 解答を解説するを返却し，レポートで行う． 解に重点をおき，基本問題答を解に重点をおき，基本問題説するするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.偏導関数を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができる．をするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

陰関数定理について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 極値や条件付き極値を特異点をおき，基本問題を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

条件付き極値をきの基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題関数の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題極値について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 極値を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

2重積分 2重積分について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 計算ができる．をするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

積分順序の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題変更を理解に重点をおき，基本問題し，レポートで行う． 計算ができる．をするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

変数変換により2重積分の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題計算ができる．をするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題．

2重積分を使って，関数の極限値，近似って講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題体積を求めることがでめるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

中間試験を行う．う.

中間試験の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題答案を返却し， 解答を解説するを返却し，レポートで行う． 解に重点をおき，基本問題答を解に重点をおき，基本問題説するするテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題と一般解に重点をおき，基本問題，レポートで行う． 特殊解に重点をおき，基本問題，レポートで行う． 特異解に重点をおき，基本問題について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題理解に重点をおき，基本問題するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題.

変数分離形の極限値，レポートで行う．同次形の極限値の基礎となるテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を解に重点をおき，基本問題く.

線の長さが計算できる．形の極限値微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を解に重点をおき，基本問題く.

2階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 2階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を1階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題に直して解くして講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題解に重点をおき，基本問題く.

定数係数2階同次線の長さが計算できる．形の極限値微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 定数係数2階同次線の長さが計算できる．形の極限値微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を解に重点をおき，基本問題く.

定数係数2階非同次線の長さが計算できる．形の極限値微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題 定数係数2階非同次線の長さが計算できる．形の極限値微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題を解に重点をおき，基本問題く.

微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題に関するテイラー展開，偏微分，重積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題問題演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．を行う．う.
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関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

電子工学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

1年次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義統計の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義直面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義したとき，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義講義
する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

【A1】データを解析するときの統計の考え方を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解析するときの統計の考え方を理解する．する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ときの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義統計の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】確率変数と確率分布の概念を理解する．と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義具体例の確率などを計算できる．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率な基礎的知識を講義どを踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．で評価するきる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】推定・検定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義具体例の確率などを計算できる．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義扱える．える場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

成績は，試験は，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義試験82%　レポートで評価する18%　として評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義平均点とする．とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．100点とする．満点とする．で評価する60
点とする．以上を合格とする．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義合格とする．とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

「LIBRARY 工学基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義&高専TEXT 確率統計」：河東泰之 監修（数理工学社）河東泰之 監修（数と確率分布の概念を理解する．理工学社）
「LIBRARY 工学基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義&高専TEXT 確率統計 問題集」：河東泰之 監修（数理工学社）」：河東泰之 監修（数理工学社）河東泰之 監修（数と確率分布の概念を理解する．理工学社）

「新 確率統計改訂版」「新確率統計問題集」：河東泰之 監修（数理工学社）改訂版」：河東泰之 監修（数理工学社）高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新版 確率統計」「新版 確率統計演習」：河東泰之 監修（数理工学社）岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポイントで評価する 確率・統計」：河東泰之 監修（数理工学社）和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義けは知っておこう! 統計学」：河東泰之 監修（数理工学社）東北大学統計グループ 著 (有斐閣ブックスブックス)
「Rで評価する楽しむ統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）しむ統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）統計」：河東泰之 監修（数理工学社）奥村 晴彦 著（共立出版）

1年数と確率分布の概念を理解する．学I，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義II，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義2年数と確率分布の概念を理解する．学I，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義II，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義3年数と確率分布の概念を理解する．学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・授業中に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義電卓が必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるが必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともある必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義な基礎的知識を講義場合が必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．・時間に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるが必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義場合に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義は，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義 発展的な基礎的知識を講義話題を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義扱える．うこともある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.・参考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義書に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義挙げた書げた書
籍は全部揃える必要はないは全部揃える必要はないえる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義はな基礎的知識を講義い.
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授業の計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5 確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基本的な基礎的知識を講義概念を理解する．や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義性質を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

6 二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ポアソン分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義と計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

7 連続型確率分布の概念を理解する． 連続型確率分布の概念を理解する．と確率密度シラバス関数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

8 中間試験 中間試験を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義行う．う．

9 中間試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解答・解説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義行う．う．また，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関連した確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

10 標準正規分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義またその基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義応用として二項分布の正規分布による近似について学習する．として二項分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義よる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義近似について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

11 母集」：河東泰之 監修（数理工学社）団と標本と標本 母集」：河東泰之 監修（数理工学社）団と標本と標本の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関係，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義さらに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義標本平均の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義分布の概念を理解する．と中心極限定理な基礎的知識を講義どに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

12 点とする．推定，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義区間推定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義信頼係数と確率分布の概念を理解する．や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義信頼区間に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

13 母平均と母比率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義区間推定に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

14 仮説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．検定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義用として二項分布の正規分布による近似について学習する．語について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

15 母平均と母比率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義検定に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．前期定期試験を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義実施する．する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データデータを解析するときの統計の考え方を理解する．(1) 1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義整理とそれに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的な基礎的知識を講義用として二項分布の正規分布による近似について学習する．語について学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．平均な基礎的知識を講義どの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義代表値について学習するに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データデータを解析するときの統計の考え方を理解する．(2) 1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義おける場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義散布の概念を理解する．度シラバス（分散，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義標準偏差）の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義意味を理解し，その計算方法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義その基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データデータを解析するときの統計の考え方を理解する．(1) 2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義整理とそれに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的な基礎的知識を講義用として二項分布の正規分布による近似について学習する．語について学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.共分散と相関係数と確率分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元データデータを解析するときの統計の考え方を理解する．(2) 最小2乗法を学習する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義回帰直線について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

離散型確率分布の概念を理解する．(1)

離散型確率分布の概念を理解する．(2)

中間試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解答・解説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．(1)

正規分布の概念を理解する．(2)

母数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義推定(1)

母数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

備など）
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

物理 (Physics)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

物理的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるについての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる観察・考察な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるに探究する能力と態度を育てるする能力と態度を育てる能力と態度を育てると態度を育てる態度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる育てるてる能力と態度を育てる.さらに基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やや
原理・法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．め，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる育てる成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．第二学年では，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱力と態度を育てる学，物理学的に探究する能力と態度を育てる電磁気学，物理学的に探究する能力と態度を育てる波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる学ぶ．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

【A2】温度シラバスと態度を育てる熱について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．ができる能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートで，授業内容の理解度を評で，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評
価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

【A2】電磁気について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．ができる能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートで，授業内容の理解度を評で，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評
価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

【A2】波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる性質を理解し，活用できるようにする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．できる能力と態度を育てるよう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評にする能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
本校が定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートで，授業内容の理解度を評で，物理学的に探究する能力と態度を育てる授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる評
価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評70%　レポートで，授業内容の理解度を評30%　と態度を育てるして評価する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるお，物理学的に探究する能力と態度を育てる試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．績は，試験は，物理学的に探究する能力と態度を育てる中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる平均点とする．と態度を育てるする能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．100点とする．満点とする．
で60点とする．以上を合格とする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる合格とする．と態度を育てるする能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

「高専テキストで，授業内容の理解度を評シリーズ 物理(上を合格とする．) 力と態度を育てる学・波動の基礎を学ぶ．」潮秀樹監修（森北出版）
「高専テキストで，授業内容の理解度を評シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）
「物理（2年生）～授業ノートで，授業内容の理解度を評＆演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）演習問題～」 髙見健太郎（神戸高専）

「セミナー 物理基礎を学ぶ．＋物理」 （第一学習社）
「フォトで，授業内容の理解度を評サイエンス 物理図録」（数研出版）」（数研出版）
「高専の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる物理問題集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）

国語，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学I，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)授業計画とテキストに従い，必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行と態度を育てるテキストで，授業内容の理解度を評に従い，必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行い，物理学的に探究する能力と態度を育てる必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行予習を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるする能力と態度を育てること態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．学んだこと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行させる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評め，物理学的に探究する能力と態度を育てる必ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行復習や問題演習等の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる自習学習を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評
う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評こと態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． (ii)物理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めには数学的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる知識は必須となるので，数学をしっかりと勉強することは必須となるので，数学をしっかりと勉強することと態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるる能力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるで，物理学的に探究する能力と態度を育てる数学を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるしっかりと態度を育てる勉強することする能力と態度を育てること態度を育てる. また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てる考えの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる伝達・享受
の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる能力と態度を育てるも必要なので，国語も勉強すること． 必要なので，国語も勉強すること． な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるで，物理学的に探究する能力と態度を育てる国語も必要なので，国語も勉強すること． 勉強することする能力と態度を育てること態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． (iii)授業中における能力と態度を育てる携帯電話やゲーム機の使用，ならびに授業妨害につながやゲーム機の使用，ならびに授業妨害につなが機の使用，ならびに授業妨害につながの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる使用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるらびに授業妨害につながにつな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるが
る能力と態度を育てる言動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評った期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評者は，原則として教室より退室させ欠席扱いとするは，物理学的に探究する能力と態度を育てる原則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．と態度を育てるして教室より退室させ欠席扱いとするより退室より退室させ欠席扱いとするさせ欠席扱いとするいと態度を育てるする能力と態度を育てる.

D-21



授業の計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 温度シラバスと態度を育てる熱 絶対温度シラバス，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱，物理学的に探究する能力と態度を育てる内部エネルギーなどの概念を理解する．エネルギーな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

2 熱量 熱力と態度を育てる学に特有な熱量，熱容量，比熱の概念を理解する．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱量，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱容の理解度を評量，物理学的に探究する能力と態度を育てる比熱の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

3 比熱の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる測定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評 物体間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる熱量の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる出入りから，比熱について考察する．りから，物理学的に探究する能力と態度を育てる比熱について考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

4 理想気体

5 気体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる分子運動の基礎を学ぶ．論 力と態度を育てる学の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．いて，物理学的に探究する能力と態度を育てる気体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる分子運動の基礎を学ぶ．論を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

6 熱力と態度を育てる学第一法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． 熱力と態度を育てる学第一法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

7 熱力と態度を育てる学第二法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． 熱力と態度を育てる学第二法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

8 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評

9 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる答え合わせと解説を行う．え合わせと態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

10 静電気力と態度を育てる 電荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる性質を理解し，活用できるようにする．や電荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に働く力を理解する．く力を理解する．力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

11 電界と電位と態度を育てる電位 電界と電位・電気力と態度を育てる線・電位な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．さらにガウスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる使い方を理解する．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

12 コンデンサー コンデンサーの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる仕組みを理解し，その応用を考える．みを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

13 直流 電流と態度を育てる電荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる速度シラバスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係，物理学的に探究する能力と態度を育てるオーム機の使用，ならびに授業妨害につながの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てる抵抗率について理解する．について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

14 キルヒホッフの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ． 回路において起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して回路を流れる電流を考察する．において起電力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して回路を流れる電流を考察する．が電圧降下に等しいこと態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てるキルヒホッフの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる適用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．して回路において起電力の代数和が電圧降下に等しいことを理解し，キルヒホッフの法則を適用して回路を流れる電流を考察する．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる流れる能力と態度を育てる電流を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

15 復習と態度を育てる演習 これまでの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習により理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．める能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

16 ジュール熱 抵抗によって発生する能力と態度を育てるジュール熱について理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てる電力と態度を育てると態度を育てる電力と態度を育てる量の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

17 電流がつく力を理解する．る能力と態度を育てる磁界と電位 電流が磁界と電位を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるつく力を理解する．る能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる直線電流・円形電流・ソレノイドの場合などについて考察する．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる場合な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどについて考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

18 電流が磁界と電位から受ける能力と態度を育てる力と態度を育てる 磁界と電位，物理学的に探究する能力と態度を育てる磁束密度シラバス，物理学的に探究する能力と態度を育てる磁束の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる関係を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる磁界と電位中の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる電流が受ける能力と態度を育てる力と態度を育てるの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる大きさやその方向を考察する．きさやその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる方を理解する．向を考察する．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

19 ローレンツ力力と態度を育てる 磁界と電位中を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる運動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる荷の性質や電荷の間に働く力を理解する．電粒子が受ける能力と態度を育てる力と態度を育てるである能力と態度を育てるローレンツ力力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てるその観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる応用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考える能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

20 電磁誘導 導体を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる貫く磁束の変化によって生じる誘導起電力について理解する．また，直流における自己誘導・相互誘導の現象を考察する．く力を理解する．磁束の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる変化によって生じる能力と態度を育てる誘導起電力と態度を育てるについて理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てる直流における能力と態度を育てる自己誘導・相互誘導の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる考察する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

21 交流 交流の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる性質を理解し，活用できるようにする．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる学び，物理学的に探究する能力と態度を育てる実行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評値，物理学的に探究する能力と態度を育てる誘導リアクタンス，物理学的に探究する能力と態度を育てる容の理解度を評量リアクタンス，物理学的に探究する能力と態度を育てるインピーダンスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

22 電気振動の基礎を学ぶ．と態度を育てる電磁波

23 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評

24 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる答え合わせと解説を行う．え合わせと態度を育てる解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．説を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

25 正弦波

26 干渉と重ね合わせの原理と態度を育てる重ね合わせの原理ね合わせの原理合わせの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる原理 波動の基礎を学ぶ．に特有な熱量，熱容量，比熱の概念を理解する．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てると態度を育てるして，物理学的に探究する能力と態度を育てる干渉と重ね合わせの原理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる起こし，物理学的に探究する能力と態度を育てる重ね合わせの原理ね合わせの原理合わせの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる原理により波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる振幅が決定されることを理解する．が決定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評される能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

27 自由端・固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評端反射

28 定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評常波 互いに逆向を考察する．きで同じ波長の進行波から，定常波が生じることを理解する．じ波長の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる進行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評波から，物理学的に探究する能力と態度を育てる定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評常波が生じる能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

29 波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる干渉と重ね合わせの原理・回折・反射・屈折 ホイヘンスの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる原理を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．いる能力と態度を育てること態度を育てるで，物理学的に探究する能力と態度を育てる波に特有な熱量，熱容量，比熱の概念を理解する．な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるである能力と態度を育てる干渉と重ね合わせの原理・回折・反射・屈折の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

30 復習と態度を育てる演習 これまでの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる内容の理解度を評の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる復習と態度を育てる演習により理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．める能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

前期，物理学的に探究する能力と態度を育てる後期と態度を育てるも必要なので，国語も勉強すること． に中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評および定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる実施する．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

理想気体について成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．り立つ，物理学的に探究する能力と態度を育てるボイルの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるシャルルの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．，物理学的に探究する能力と態度を育てるボイル・シャルルの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる法則の理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる確認し，理想気体の状態方程式を理解すし，物理学的に探究する能力と態度を育てる理想気体の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる状態方を理解する．程式を理解すを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．す
る能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

習熟度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるみる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めに中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評.

コイルと態度を育てるコンデンサーの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる組みを理解し，その応用を考える．み合わせにより電気振動の基礎を学ぶ．が起きる能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．さらに，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれが電磁波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる送受信に関連していることをに関連していることをしている能力と態度を育てること態度を育てるを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる
理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

習熟度シラバスを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるみる能力と態度を育てるた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めに中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評.

周期，物理学的に探究する能力と態度を育てる角振動の基礎を学ぶ．数，物理学的に探究する能力と態度を育てる振動の基礎を学ぶ．数，物理学的に探究する能力と態度を育てる波長な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるどの観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基本的な事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てるな事物・現象についての観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる概念やと態度を育てる，物理学的に探究する能力と態度を育てる波動の基礎を学ぶ．の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる基本の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる形である能力と態度を育てる正弦波の観察・考察などを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる表式を理解すを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．し，物理学的に探究する能力と態度を育てる自在に変形できるようにすに変形できる能力と態度を育てるよう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評にす
る能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．

固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評端と態度を育てる自由端でそれぞれで反射する能力と態度を育てると態度を育てるきに，物理学的に探究する能力と態度を育てる位相がどう試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評ず予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行れる能力と態度を育てるかを通して，物理学的に探究する能力と態度を育てる理解を深め，それを活用する能力を育成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．する能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．また期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評，物理学的に探究する能力と態度を育てるそれによって生じる能力と態度を育てる合成する．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．波について考察す
る能力と態度を育てる．第二学年では，熱力学，電磁気学，波動の基礎を学ぶ．
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験・レポート・小テストで評価する．レポート・レポート・小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

2 試験・レポート・小テストで評価する．レポート・レポート・小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

3 試験・レポート・小テストで評価する．レポート・レポート・小テストで評価する．小テストで評価する．テストで評価する．評価する．する．

4 試験・レポート・小テストで評価する．レポートで評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業内で随時紹介するで評価する．随時紹介するする

関連科目 物理，数学，生物， 地学

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

化学 (Chemistry))

電子工学科・レポート・小テストで評価する．2年・レポート・小テストで評価する．通年・レポート・小テストで評価する．必修・レポート・小テストで評価する．2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

我々の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもくの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもえられている．しかし，化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．あると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものも影響を及ぼすものもを及ぼすものも及ぼすものもぼすもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもも
存在する．専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点する．専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点で評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，この生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも影響を及ぼすものもや特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点しな影響を及ぼすものもければな影響を及ぼすものもらず，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも基本となる化学の知識・視点と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもる化学の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも知識・レポート・小テストで評価する．視点
が必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもる．本となる化学の知識・視点科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，化学に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いする基本となる化学の知識・視点的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いえ方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いを及ぼすものも養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いうため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもや特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも器具・レポート・小テストで評価する．薬品を用いを及ぼすものも用い
た学習を行い，学生自らが考える授業を展開する．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．い，学生自らが考える授業を展開する．らが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いえる授業を及ぼすものも展開する．する．

【A2】試薬・レポート・小テストで評価する．器具を及ぼすものも適正に取り扱い，安全に実験を行うことができる．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも取り扱い，安全に実験を行うことができる．り扱い，安全に実験を行うことができる．扱い，安全に実験を行うことができる．い，安全に実験を行うことができる．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも実験を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．うこと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．きる．

【A2】実験から得られた結果を整理し，考察を行うことができる．られた結果を整理し，考察を行うことができる．を及ぼすものも整理し，考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い察を行うことができる．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．うこと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．きる．

【A2】化学の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも基本となる化学の知識・視点法則を学び，化学反応の特徴を理解している．を及ぼすものも学び，化学反応の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．を及ぼすものも理解している．している．

【A2】化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点を及ぼすものも理解している．し，社会での利用を認識している．で評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用を及ぼすものも認識している．

成績は，試験は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，試験70%　レポート15%　小テストで評価する．テスト15%　と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもして評価する．する．試験成績は，試験は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも中間と定期の平均点とする．指示に従わと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも定期の平均点とする．指示に従わの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも平均点と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする．指示に従わに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも従わわ
ず危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．為には物質の基本となる化学の知識・視点を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う者は特別課題の提出を求める．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特別課題の提出を求める．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも提出を求める．を及ぼすものも求める．める．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．再試験を実施する場合はを及ぼすものも合格とする．再試験を実施する場合はと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする．再試験を及ぼすものも実施する場合はする場合は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも70点
以上を合格とする．再試験を実施する場合はで評価する．合格とする．再試験を実施する場合はと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもし，該当する試験の点数をする試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも点数を及ぼすものも60点と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする．

「Professional Engineer Library)　化学」（実教出版）実教出を求める．版）
「視覚でとらえるフォトサイエンス化学図録」（数研出版）で評価する．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもらえるフォトサイエンス化学図録」（実教出版）数研出を求める．版）
「改訂版 リードα 化学基礎＋化学」（実教出版）数研出を求める．版）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

講義は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学実験室(一般科棟B棟5階)で評価する．行い，学生自らが考える授業を展開する．う．教室変更の際はその都度指示をする．教科書，化学図録は適宜使用するのの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも際はその都度指示をする．教科書，化学図録は適宜使用するのは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも都度シラバス指示に従わを及ぼすものもする．教科書，化学図録は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも適宜使用するの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも
で評価する．，毎回持参すること．すること共に，有害で危険な影響を及ぼすものも．
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授業の計画（化学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入，熱エネルギーエネルギー 化学反応に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもおけるエネルギーの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも出を求める．入り扱い，安全に実験を行うことができる．を及ぼすものも数値を用いて表現する手法について学ぶ．を及ぼすものも用いて表現する手法について学ぶ．する手法に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

2 燃焼熱エネルギー・レポート・小テストで評価する．生成熱エネルギー・レポート・小テストで評価する．中和熱エネルギー・レポート・小テストで評価する．溶解している．熱エネルギー 様々の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものも反応熱エネルギーに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて，エンタルピー変化と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学反応式を用いた表し方を学ぶ．を及ぼすものも用いた表し方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いを及ぼすものも学ぶ．

3 ヘスの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも法則を学び，化学反応の特徴を理解している． 未知の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも反応熱エネルギーを及ぼすものも知ると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもきは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，ヘスの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも法則を学び，化学反応の特徴を理解している．を及ぼすものも利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用する．その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも手法と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも理論的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点理解している．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．

4 結合エネルギー，演習を行い，学生自らが考える授業を展開する．

5 化学反応の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも速度シラバスに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．また，化学反応は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも必ずしも一方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い通行い，学生自らが考える授業を展開する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものももの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもく，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも仕組みについても学ぶ．みに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついても学ぶ．

6 化学平衡時に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもおける，濃度シラバス平衡定数の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも求める．め方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いを及ぼすものも理解している．する．

7 演習を行い，学生自らが考える授業を展開する． これまで評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも内で随時紹介する容を演習問題を解きながら確認，復習する．を及ぼすものも演習を行い，学生自らが考える授業を展開する．問題の提出を求める．を及ぼすものも解している．きな影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いら確認，復習を行い，学生自らが考える授業を展開する．する．

8 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験（実教出版）前期の平均点とする．指示に従わ） 教科書，ノートの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも事前に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持する．

9 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点希ガスの特徴・反応性について学ぶ．ガスの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

10 炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもケイ素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点，窒素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもリンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

11 酸素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも硫黄の特徴・反応性，ハロゲンの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点，ハロゲンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

12

13

14 無機の持ち込みは事前に支持する．化合物に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついての生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもまと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもめ 各班，割り当てられた無機化合物について調べ，発表用のスライドを作成する．り扱い，安全に実験を行うことができる．当する試験の点数をてられた無機の持ち込みは事前に支持する．化合物に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて調べ，発表用のスライドを作成する．べ，発表用の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもスライドを及ぼすものも作成する．

15 無機の持ち込みは事前に支持する．化合物に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついての生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも班別発表 各班，調べ，発表用のスライドを作成する．べた内で随時紹介する容を演習問題を解きながら確認，復習する．を及ぼすものももと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも発表スライドを及ぼすものも作成し，発表する．

16 有機の持ち込みは事前に支持する．化合物に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて 有機の持ち込みは事前に支持する．化学分野の導入を行う．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも導入を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．

17 有機の持ち込みは事前に支持する．化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．構造・レポート・小テストで評価する．分類

18 分子モデルと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも異性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点体

19 いろいろな影響を及ぼすものも炭化水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．

20 化学式を用いた表し方を学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも決定 試料から化学式を導く手法について学ぶ．から化学式を用いた表し方を学ぶ．を及ぼすものも導く手法に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

21 アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造，性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも調べ，発表用のスライドを作成する．べ，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも相関性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

22 アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持つ反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．さらに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，エーテルの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

23 教科書，ノートの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも持ち込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．込みは不可．計算機の持ち込みは事前に支持する．みは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも事前に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも指示に従わする．

24 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．，エステル 中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う．また，エステルに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，事前学習を行い，学生自らが考える授業を展開する．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもしてセッケンに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて班で評価する．調べ，発表用のスライドを作成する．べる．

25 油脂とセッケンと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもセッケン 油脂とセッケンと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，高級脂とセッケン肪酸と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもグリセリンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもエステルで評価する．ある．油脂とセッケンと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもセッケンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも関係を学ぶ．を及ぼすものも学ぶ．

26 セッケンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも合成 いくつかの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも油脂とセッケンを及ぼすものも使用してセッケンの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも合成実験を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．い，油脂とセッケンに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもよる違いを比較する．いを及ぼすものも比較する．する．

27 身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも染料から化学式を導く手法について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも医薬品を用いに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついてその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも歴史や分類，性質を学ぶ．や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点分類，性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも学ぶ．

28

29 タンパク質の構造や性質について学ぶ．質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．

30 酵素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもは多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもたらき カタラーゼの酵素反応を確認し，生体触媒の性質を知る．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも酵素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．反応を及ぼすものも確認し，生体触媒の性質を知る．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも知る．

前期の平均点とする．指示に従わ，後期の平均点とする．指示に従わと共に，有害で危険な影響を及ぼすものももに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験および定期の平均点とする．指示に従わ試験を及ぼすものも実施する場合はする．

結合は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも一種のエネルギーとみなすことができることから，その考え方について学ぶ．反応熱についてこれまでの範囲の演習を行うの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもエネルギーと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもみな影響を及ぼすものもすこと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いで評価する．きること共に，有害で危険な影響を及ぼすものもから，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いえ方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．反応熱エネルギーに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついてこれまで評価する．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも範囲の演習を行うの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも演習を行い，学生自らが考える授業を展開する．を及ぼすものも行い，学生自らが考える授業を展開する．う
．

反応速度シラバスと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学平衡（実教出版）1）

反応速度シラバスと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化学平衡（実教出版）2）

中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも18族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）希ガスの特徴・反応性について学ぶ．ガス）

14族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもケイ素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．）・レポート・小テストで評価する．15族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）窒素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもリン）

16族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）酸素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも硫黄の特徴・反応性，ハロゲンの特徴・反応性について学ぶ．）・レポート・小テストで評価する．17族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）ハロゲン）

1族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）アルカリ金属）・レポート・小テストで評価する．12族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）亜鉛と水銀）と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも水銀） 1族の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．から水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも除いた金属元素をアルカリ金属と言う．アルカリ金属が持つ特徴や反応について学び，その用途についていた金属元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものもアルカリ金属と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも言う．アルカリ金属が持つ特徴や反応について学び，その用途についてう．アルカリ金属が必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い持つ特徴を理解している．や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点反応に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用途についてに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて
解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．12族の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも亜鉛と水銀）と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも水銀の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用途についてに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．

8族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）鉄）・レポート・小テストで評価する．11族元素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．（実教出版）銅・レポート・小テストで評価する．銀）
鉄の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもと共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用途についてに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．また，銅や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点銀の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも特徴を理解している．・レポート・小テストで評価する．反応性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学び，身近な物質や専門的な器具・薬品を用いな影響を及ぼすものも
利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも用例を解説する．を及ぼすものも解している．説を行う．また，水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．する．

炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．を及ぼすものも含む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構む化合物を有機化合物と呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構化合物を及ぼすものも有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構ぶ．その生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも分類に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて学ぶ．さらに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも，有機の持ち込みは事前に支持する．化合物は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも大きく分けて炭化水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．基と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも官能基から構
成されている．官能基に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもよる有機の持ち込みは事前に支持する．化合物の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも分類と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもその生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも学ぶ．

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも分子式を用いた表し方を学ぶ．だけで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造が必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い特定で評価する．きな影響を及ぼすものもい．分子式を用いた表し方を学ぶ．・レポート・小テストで評価する．示に従わ性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点式を用いた表し方を学ぶ．・レポート・小テストで評価する．構造式を用いた表し方を学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも違いを比較する．いを及ぼすものも理解している．して，分子の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも立体構造と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも異性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点体に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもつ
いて学ぶ．

炭素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもみからで評価する．きた有機の持ち込みは事前に支持する．化合物を及ぼすものも炭化水素や希ガスの特徴・反応性について学ぶ．と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも呼ぶ．その分類について学ぶ．さらに，有機化合物は大きく分けて炭化水素基と官能基から構ぶ．アルカン・レポート・小テストで評価する．アルケン・レポート・小テストで評価する．アルキンに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもついて代表的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもを及ぼすものも例を解説する．に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも挙げてそげてそ
れぞれの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも製法や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点反応を及ぼすものも学ぶ．

アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）1）

アルコールの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）2）と共に，有害で危険な影響を及ぼすものもエーテル

中間と定期の平均点とする．指示に従わ試験(後期の平均点とする．指示に従わ)

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも人間と定期の平均点とする．指示に従わ生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）1）

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも人間と定期の平均点とする．指示に従わ生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）2） 有機の持ち込みは事前に支持する．化合物は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも遠い存在のものではない．我々が口にする炭水化物も有機化合物である．代表的な糖とアミノ酸の構造と性質につい存在する．専門的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものももの生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもで評価する．は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもな影響を及ぼすものもい．我々の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもが必要となる．本科目では，化学に対する基本的な考え方と応用力を養うため，身近な物質や専門的な器具・薬品を用い口にする炭水化物も有機化合物である．代表的な糖とアミノ酸の構造と性質につに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもする炭水化物も有機の持ち込みは事前に支持する．化合物で評価する．ある．代表的な研究では，この影響や特性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点な影響を及ぼすものも糖とアミノ酸の構造と性質につと共に，有害で危険な影響を及ぼすものもアミノ酸の生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも構造と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも性に配慮しなければならず，その為には物質の基本となる化学の知識・視点質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもに支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものもつ
いて学ぶ．

有機の持ち込みは事前に支持する．化合物と共に，有害で危険な影響を及ぼすものも人間と定期の平均点とする．指示に従わ生活は多くの化学物質に支えられている．しかし，化学物質は便利であると共に，有害で危険な影響を及ぼすものも（実教出版）2）
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科　目

担当教員 大塩 愛子 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．や機能についての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

2 呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕組みについての理解度を試験により評価する．みについての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．により評価する．評価する．する．

3

4 生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．しくみについての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．する．

5

6

7

8 生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．進化についての理解度を試験で評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．する．

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 授業内で随時紹介するで評価する．随時紹介するする

関連科目 化についての理解度を試験で評価する．学，地学

特になしになし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度を試験により評価する．シラバス

生物の進化についての理解度を試験で評価する． (Biology))

電子工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

近年，ニュースなど身近なところで身近なと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．ころで評価する．iPS細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．・遺伝子治療・生物の進化についての理解度を試験で評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えなど身近なところでと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．いう生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生物の進化についての理解度を試験で評価する．学に関連する言葉を聞く機会が増えする言葉を聞く機会が増えを試験により評価する．聞く機会が増えく機会が増えが増え増ええ
た．さらに，もの構造や機能についての理解度を試験により評価する．づくり評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．現場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざにおいても生物の進化についての理解度を試験で評価する．が増えもつ機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざした製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざが増え開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざされるなど身近なところでバイオテクノロジーの構造や機能についての理解度を試験により評価する．活躍がめざが増えめざ
ましい．本科目では，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．で評価する．は，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．研究内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．など身近なところでも紹介するしなが増えら，生物の進化についての理解度を試験で評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．基礎的な知識を習得する．な知識を習得する．を試験により評価する．習得する．する．

【A2】細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．小器官の機能を理解する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．理解する．

【A2】呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕組みについての理解度を試験により評価する．みについて理解する．

【A2】DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．タンパク質合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．について理解する． DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．タンパク質合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．する．

【A2】生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．しくみを試験により評価する．理解する．

【A2】遺伝の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な遺伝現象，連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．や機能についての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えについて理解する．
遺伝の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な遺伝現象，連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．や機能についての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えについての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評
価する．する．

【A2】生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．環境応答について理解する．について理解する．
動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．刺激に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験する反応と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．行動，植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．環境応答について理解する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．
で評価する．評価する．する．

【A2】植生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ所での植物の分布について理解する．で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分布について理解する．について理解する．
植生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ所での植物の分布について理解する．で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分布について理解する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．理解度を試験により評価する．を試験により評価する．試験により評価する．で評価する．評価する．
する．

【A2】生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．進化についての理解度を試験で評価する．について理解する．

【A2】実験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．目では，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．的な知識を習得する．を試験により評価する．理解し，得する．られた結果を整理・考察することができる．を試験により評価する．整理・考察することができる．すること光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．が増えで評価する．きる． 実験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．目では，最先端の研究内容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．的な知識を習得する．を試験により評価する．理解し，得する．られた結果を整理・考察することができる．を試験により評価する．整理・考察することができる．すること光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．が増えで評価する．きているかレポレポ
ートにより評価する．により評価する．評価する．する．

成の仕組みについての理解度を試験により評価する．績は，試験は，試験により評価する．80%　レポートにより評価する．20%　と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．して評価する．する．レポートにより評価する．には授業中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期に作成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する作文も含む．試験成績は中間と定期も含む．試験成績は中間と定期む．試験により評価する．成の仕組みについての理解度を試験により評価する．績は，試験は中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．定期
の構造や機能についての理解度を試験により評価する．平均点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はに従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はわず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はな行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はを試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え者は特別課題の提出を求める．最終成績はは特になし別課題の提出を求める．最終成績はの構造や機能についての理解度を試験により評価する．提出を求める．最終成績はを試験により評価する．求める．最終成績はめる．最終成の仕組みについての理解度を試験により評価する．績は，試験は100点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は満点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はで評価する．60点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は以上を合を試験により評価する．合
格とする．再試験を実施する場合はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．再試験により評価する．を試験により評価する．実施する場合はする場においても生物がもつ機能を模倣した製品が開発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ合は70点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は以上を合で評価する．合格とする．再試験を実施する場合はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．し，該当する試験の点数をする試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績は数をを試験により評価する．60点とする．指示に従わず危険な行為を行う者は特別課題の提出を求める．最終成績はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．

「理解しや機能についての理解度を試験により評価する．すい生物の進化についての理解度を試験で評価する．」（文も含む．試験成績は中間と定期英堂）
「フォトにより評価する．サイエンス生物の進化についての理解度を試験で評価する．図録」（数研出版）」（数を研出を求める．最終成績は版）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（生物）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 生命の単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．

2 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する． 細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．構成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．小器官の機能を理解する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．機能についての理解度を試験により評価する．について学ぶ．

3

4 呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．

5

6

7

8 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．（前期） 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．教科書・ノートにより評価する．・プリントにより評価する．類の持ち込みは不可とする．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．持ち込みは不可とする．ち込みは不可とする．込みは不可とする．みは不可とする．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．

9 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説，作文も含む．試験成績は中間と定期 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．与えられたテーマについて作文を行う．えられたテーマについて作文を行う．について作文も含む．試験成績は中間と定期を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

10 無性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．有性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖

11 減数を分裂 生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．は体細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．染色体数をが増え半分になる減数を分裂により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．される．半分になる理由と分裂過程を学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．分裂過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．学ぶ．

12 遺伝の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．遺伝子間と定期の構造や機能についての理解度を試験により評価する．相互作用

13 遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．え

14 性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．遺伝

15 演習 これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．について演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

16 動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．について学ぶ．

17 ウニの構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生を試験により評価する．例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．に，動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．胚葉を聞く機会が増えの構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．，器官の機能を理解する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．について学ぶ．

18 カエルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生を試験により評価する．例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．に，動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．胚葉を聞く機会が増えの構造や機能についての理解度を試験により評価する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．，器官の機能を理解する．形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．について学ぶ．

19 植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．配偶子形成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．受精のしくみについての理解度を試験で評価する．及び胚発生の過程について学ぶ．び胚発生の過程について学ぶ．胚発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．について学ぶ．

20 被子植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．器官の機能を理解する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．について学ぶ．さらに，植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ芽と成長の調節，花の分化について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．成の仕組みについての理解度を試験により評価する．長の調節，花の分化について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．調節，花の分化について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分化についての理解度を試験で評価する．について学ぶ．

21 刺激に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験する動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．反応と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．行動 動物の進化についての理解度を試験で評価する．が増え刺激に対する反応と行動，植物の環境応答についての理解度を試験を試験により評価する．受けてかレポら行動するまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．過程と受精のしくみについての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．学ぶ．

22 演習 これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

23 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．（後期） 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．教科書・ノートにより評価する．・プリントにより評価する．類の持ち込みは不可とする．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．持ち込みは不可とする．ち込みは不可とする．込みは不可とする．みは不可とする．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．

24 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説，作文も含む．試験成績は中間と定期 中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．解説を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．与えられたテーマについて作文を行う．えられたテーマについて作文を行う．について作文も含む．試験成績は中間と定期を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

25 個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．について理解し，これらの構造や機能についての理解度を試験により評価する．変動について学ぶ．

26 個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．群について理解し，これらの変動について学ぶ．集の関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．を試験により評価する．理解し，個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．内で随時紹介するの構造や機能についての理解度を試験により評価する．相互作用について学ぶ．

27 生態系の保全の構造や機能についての理解度を試験により評価する．保全 生態系の保全における生物の進化についての理解度を試験で評価する．多様性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増えに影響を与える要因を学ぶ．を試験により評価する．与えられたテーマについて作文を行う．える要因を学ぶ．を試験により評価する．学ぶ．

28 生命の単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．起源と進化と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．進化についての理解度を試験で評価する． 生命の単位：細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．起源と進化について理解し，生物の進化についての理解度を試験で評価する．進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．道筋を学ぶ．を試験により評価する．学ぶ．

29 生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．分類の持ち込みは不可とする．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．系の保全統 生物の進化についての理解度を試験で評価する．が増えたど身近なところでってきた進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．道筋を学ぶ．に基づいて生物の進化についての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．分類の持ち込みは不可とする．する方法を試験により評価する．学ぶ．

30 演習 これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．についての構造や機能についての理解度を試験により評価する．演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

全ての構造や機能についての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．は細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．単位と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．してで評価する．きている．生物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．構成の仕組みについての理解度を試験により評価する．単位で評価する．ある細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ見と細胞説の確立について述べ，細胞の基本的なと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．説の構造や機能についての理解度を試験により評価する．確立について述べ，細胞の基本的なべ，細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．基本的な知識を習得する．な
つくり評価する．について学ぶ.

代謝とと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．ATP
細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．は取り込んだ物質を分解して化学エネルギー（り評価する．込みは不可とする．んだ物質を分解して化学エネルギー（物の進化についての理解度を試験で評価する．質を試験により評価する．分解して化についての理解度を試験で評価する．学エネルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．ギー（ATP）を試験により評価する．取り込んだ物質を分解して化学エネルギー（り評価する．出を求める．最終成績はし，これを試験により評価する．使って有機物を合成する．このような合成や分解といって有機物の進化についての理解度を試験で評価する．を試験により評価する．合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．する．この構造や機能についての理解度を試験により評価する．よう生物学に関連する言葉を聞く機会が増えな合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．や機能についての理解度を試験により評価する．分解と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．い
った生体内で随時紹介するで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．化についての理解度を試験で評価する．学反応について学ぶ．

呼吸と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．もエネルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．ギーを試験により評価する．ATPと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．して得する．る反応で評価する．ある．それぞれの構造や機能についての理解度を試験により評価する．仕組みについての理解度を試験により評価する．みについて学ぶ．

遺伝子と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．DNA 遺伝子と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．について学ぶ．

DNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．タンパク質合成の仕組みについての理解度を試験により評価する． 遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．本体で評価する．あるDNAの構造や機能についての理解度を試験により評価する．構造や機能についての理解度を試験により評価する．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．複製について学ぶ．さらに，タンパク質の構造や機能についての理解度を試験により評価する．合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．は，遺伝情報の転写と翻訳によっておこなわれの構造や機能についての理解度を試験により評価する．転写と翻訳によっておこなわれと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．翻訳によっておこなわれによっておこなわれ
るしくみについて学ぶ．

実験により評価する．：DNA抽出を求める．最終成績はと光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．演習 実際に野菜の細胞を使用し，に野菜の細胞を使用し，の構造や機能についての理解度を試験により評価する．細胞の構造や機能についての理解度を試験により評価する．を試験により評価する．使って有機物を合成する．このような合成や分解とい用し，DNAを試験により評価する．抽出を求める．最終成績はして観察することができる．する．また，残りの時間でこれまでの内容について演習を行う．り評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．時間と定期で評価する．これまで評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．内で随時紹介する容なども紹介しながら，生物についての基礎的な知識を習得する．について演習を試験により評価する．行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

生殖は大きく無性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．有性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え生殖に分けられるが増え，これら異なるなる2種の生殖方法の違いについて学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖方法の構造や機能についての理解度を試験により評価する．違いについて学ぶ．いについて学ぶ．

生物の進化についての理解度を試験で評価する．はそれぞれ，特になし徴ある形質をもっており，この形質が親から子に伝わる現象を遺伝という．メンデルの法則，様々な遺伝様式にある形質を試験により評価する．もっており評価する．，この構造や機能についての理解度を試験により評価する．形質が増え親から子に伝わる現象を遺伝という．メンデルの法則，様々な遺伝様式にかレポら子に伝わる現象を試験により評価する．遺伝と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．いう生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．メンデルの発生を例に，動物の発生の過程と胚葉の形成，器官形成について学ぶ．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．法則と様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．，様々な遺伝現象，連鎖や組換えについて理解する．な遺伝様式にに
ついて学ぶ．

遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．連する言葉を聞く機会が増え鎖や組換えについて理解する．，さらに減数を分裂時に染色体の構造や機能についての理解度を試験により評価する．部分的な知識を習得する．な交換えについて理解する．によって生じる遺伝子の構造や機能についての理解度を試験により評価する．組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えについて学ぶ．また，組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．えの構造や機能についての理解度を試験により評価する．起こり評価する．
や機能についての理解度を試験により評価する．すさの構造や機能についての理解度を試験により評価する．指標である組換え価の計算も行う．で評価する．ある組みについての理解度を試験により評価する．換えについて理解する．え価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．計算も行う．も行う生物学に関連する言葉を聞く機会が増え．

性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え染色体と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．常染色体の構造や機能についての理解度を試験により評価する．違いについて学ぶ．いを試験により評価する．理解し，ど身近なところでの構造や機能についての理解度を試験により評価する．よう生物学に関連する言葉を聞く機会が増えに性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え決定が増え行われるかレポを試験により評価する．理解する．さらに性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え染色体にある遺伝子による伴性などという生物学に関連する言葉を聞く機会が増え遺伝
について学ぶ．

動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(1)

動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(2)

動物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(3)

植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(1)

植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．生殖と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．発されるなどバイオテクノロジーの活躍がめざ生(2)と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．植物の進化についての理解度を試験で評価する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．反応と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．調節

個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．群について理解し，これらの変動について学ぶ．集の関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．(1)

個体群について理解し，これらの変動について学ぶ．と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．生物の進化についての理解度を試験で評価する．群について理解し，これらの変動について学ぶ．集の関係を理解し，個体群内の相互作用について学ぶ．(2)

備など）
考

前期，後期と光合成の仕組みについての理解度を試験により評価する．もに中に作成する作文も含む．試験成績は中間と定期間と定期試験により評価する．および胚発生の過程について学ぶ．定期試験により評価する．を試験により評価する．実施する場合はする．
電卓の持込が必要な際は，予め周知する．の構造や機能についての理解度を試験により評価する．持ち込みは不可とする．込みは不可とする．が増え必要な際に野菜の細胞を使用し，は，予め周知する．め周知する．
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科　目

担当教員 和田 充弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地理，高専生のための防災・減災入門

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

地学 (Earth and Planetary Science)

電子工学科・2年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問立ちとその構成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問大気と海洋」，「地球環境問と海洋」，「地球環境問」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問
題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際」，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際キーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際として，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際にわたる学際
的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際であることをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，みて，網羅的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，に学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際するのではな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，く，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，みが物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，に関係していることを体系的に学ぶ．また，していることをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際体系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，に学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際また，
人類が直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．している具体的な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．げ，社会人や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際備えているべき教養の涵養を目指す．えているべき教養の涵養を目指す．教養の涵養を目指す．の涵養の涵養を目指す．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際目指す．す．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の内部構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問とプレートや地殻の運動について理解する．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地殻の運動について理解する．の運動について理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際
本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の火山活動について理解する．と鉱物，火成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問岩と堆積岩，地表の変成作用についてと堆積岩と堆積岩，地表の変成作用について，地表の変成作用についての変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問作用についてについて
理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．，雲の形成や降水過程，気象予報のしくみについの形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問降水過程，気と海洋」，「地球環境問象予報のしくみについのしくみについ
て理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際　

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．，波と潮汐，エルニーニョやラニーニャについて理と潮汐，エルニーニョやラニーニャについて理や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問ラニーニャについて理について理
解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際と自然災害のメカニズムについて理解する．のメカニズムについて理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際
本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の自転と公転について理解する．と公転と公転について理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際
本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

【A2】太陽をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際含む恒星の構造と活動，宇宙の構造と進化について理解するむ恒星の構造と活動，宇宙の構造と進化について理解する恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と活動について理解する．，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と進化について理解する．する
．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

本校が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評レポートや地殻の運動について理解する．で，授業内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の理解する．度シラバスをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際評
価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問績は，試験は，試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評70%　レポートや地殻の運動について理解する．30%　として評価する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，お，試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問績は，試験は，中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の平均点とする．とする．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際100点とする．満点とする．
で60点とする．以上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際合格とする．とする．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地学基礎」（啓林館），「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問地学」（啓林館）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問センサー地学」（啓林館）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問スクエア最新図説地学」（第一学習社）最新図説地学」（第一学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際社）

「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問はじめての地質学 日本の地層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）と岩と堆積岩，地表の変成作用について石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）べる」日本地質学会編著（ペレ出版）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）と地の理をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際さぐる　地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問学と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問学」福江 純，他（プレア最新図説地学」（第一学習社）デス出版）
「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問一般気と海洋」，「地球環境問象学・第2版補訂版」 小倉 義光著（東京大学出版会）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)授業計画とテキストに従い，予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うことテキストや地殻の運動について理解する．に従い，予習をすること．学んだことを定着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこい，予習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際すること．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学んだことをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評着させるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこさせるため，必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこず復習や問題演習等の自習学習を行うこ復習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際演習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際等の自習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評こ
と．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際 (ii)地学をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際理解する．するためには，他の理科科目（特に物理や化学）の知識も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉に物理や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問化学）の知識も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉必ず復習や問題演習等の自習学習を行うこ要となります．他の理科科目もしっかりと勉とな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問ます．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際他の理科科目も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉しっかり立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と勉
強することすること.  (iii)授業中における携帯電話やゲーム機の使用，ならびに授業妨害につながる言動を行った者は，原則としてや地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問ゲームについて理解する．機の使用，ならびに授業妨害につながる言動を行った者は，原則としての使用について，な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，らびに授業妨害のメカニズムについて理解する．につな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際る言動について理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評った者が備えているべき教養の涵養を目指す．は，原則としてとして
教室より退室させ欠席扱いとするより立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問退室より退室させ欠席扱いとするさせ欠席扱いとするいとする.
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授業の計画（地学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 地学・授業のオリエンテーショやラニーニャについて理ン．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の形と大き教養の涵養を目指す．さについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

2 地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の内部構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）べ方を学び，理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学び，理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

3 重力と地磁気について学ぶ．大陸移動説の誕生について知る．と地磁気と海洋」，「地球環境問について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際大陸移動について理解する．説の誕生について知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

4 大陸移動について理解する．説からプレートや地殻の運動について理解する．テクトや地殻の運動について理解する．ニクスへの進展を知る．プレートテクトニクスの理論でみる地球の姿を学ぶ．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際プレートや地殻の運動について理解する．テクトや地殻の運動について理解する．ニクスの理論でみる地球の姿を学ぶ．でみる地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の姿を学ぶ．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

5 地震の基本を学び，実習などを通して地震とその発生のメカニズムを考える．の基本をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学び，実習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，どをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際通して地震の基本を学び，実習などを通して地震とその発生のメカニズムを考える．とその発生のメカニズムについて理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際考える．える．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

6 地震の基本を学び，実習などを通して地震とその発生のメカニズムを考える．とその災害のメカニズムについて理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，緊急地震の基本を学び，実習などを通して地震とその発生のメカニズムを考える．速報のしくみについな分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，どをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際火山の基礎としてマグマの発生，火山の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

7 火山とその災害のメカニズムについて理解する．，火山噴出物と火成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問岩と堆積岩，地表の変成作用についてについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

8 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評 これまでに学んだ範囲について出題する．について出題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

9 試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と解説．／　変成作用と解する．説．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問作用について 試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と解説．／　変成作用と問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の解する．答・解する．説をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問作用についてと変成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問岩と堆積岩，地表の変成作用についてについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

10 堆積作用についてと堆積岩と堆積岩，地表の変成作用について 風化・侵食・運搬・堆積と堆積作用について・堆積岩と堆積岩，地表の変成作用について，堆積地形について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

11 地層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）と地質図 地層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）の形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，地質図について演習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際通して理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

12 地質図の演習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際で地質構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際化石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）について学び，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）べる方を学び，理解する．法を知る．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

13 絶対年代・相対年代をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の誕生から先カンブリア時代（冥王代・太古代・原生代）を学ぶ．カンブリア最新図説地学」（第一学習社）時代（冥王代・太古代・原生代）をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

14 古生代から新生代までの生物の進化と環境の変化をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

15 大量絶滅，人類が直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．の進化，及び日本列島の形成と歴史について理解する．び日本列島の形成と歴史について理解する．の形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

16 実験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問実習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際通して，大気と海洋」，「地球環境問圧・大気と海洋」，「地球環境問の組成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，ど気と海洋」，「地球環境問象の基礎と大気と海洋」，「地球環境問の層と岩石を調べる」日本地質学会編著（ペレ出版）構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

17 大気と海洋」，「地球環境問中の水蒸気と海洋」，「地球環境問の変化な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，どから雲の形成や降水過程，気象予報のしくみについの形成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と降水のしくみ，大気と海洋」，「地球環境問の安定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評・不安定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

18 気と海洋」，「地球環境問圧と風の関係していることを体系的に学ぶ．また，，高気と海洋」，「地球環境問圧・低気と海洋」，「地球環境問圧，台風について実習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，どをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際通して理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際深める．める．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

19 大気と海洋」，「地球環境問の大循環をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際日本の四季と気象災害について理解する．と気と海洋」，「地球環境問象災害のメカニズムについて理解する．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

20 気と海洋」，「地球環境問象観測，天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）気と海洋」，「地球環境問予報のしくみについの仕組みについて知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と海水の運動について理解する．，海水の大循環をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

21 海流や潮汐を学ぶ．エルニーニョとラニーニャなど，大気と海洋の相互作用ついて理解する．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問潮汐をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際エルニーニョやラニーニャについて理とラニーニャについて理な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，ど，大気と海洋」，「地球環境問と海洋」，「地球環境問の相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，作用についてついて理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

22 気と海洋」，「地球環境問候変動について理解する．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問物資の循環を知り，様々な地球環境問題（地球温暖化など）について理解する．の循環をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，様々な地球環境問題（地球温暖化など）について理解する．な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際（地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問温暖化な分野であることを鑑みて，網羅的に学習するのではなく，地球の営みが相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，ど）について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

23 中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評 これまでに学んだ範囲について出題する．について出題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

24 試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と解説．／　変成作用と解する．説．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）文分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の導入 試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評返却と解説．／　変成作用と問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際の解する．答・解する．説をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問開発の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の誕生について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

25 太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について知り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の視運動について理解する．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問チチウス・ボーデの法を知る．則として，ケプラーの法を知る．則としてをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

26 地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の自転と公転について理解する．・公転と公転について理解する．について学び，天と地の理をさぐる　地球学と宇宙学」福江 純，他（プレアデス出版）球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問座標と暦について理解する．系外惑星に関して最新情報を知る．と暦について理解する．系外惑星に関して最新情報を知る．について理解する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問外惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問に関して最新情報のしくみについをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

27

28

29 恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の進化，銀河系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問・銀河，星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問団や星間雲について学ぶ．や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評雲の形成や降水過程，気象予報のしくみについについて学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

30 銀河の分類が直面している具体的問題を取り上げ，社会人や技術者が備えているべき教養の涵養を目指す．，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の大規模構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問，宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の膨張と進化についてハッブル・ルメートルの法則を含め学ぶ．と進化についてハッブル・ルメートや地殻の運動について理解する．ルの法を知る．則としてをキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際含む恒星の構造と活動，宇宙の構造と進化について理解するめ学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

前期，後期とも必要となります．他の理科科目もしっかりと勉に中間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評および定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際実施する．する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

地学とは何か／地球の概観と構造か／地球の形と大きさについて学ぶ．地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の概観と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問概観と構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問4

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の活動について理解する．1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の活動について理解する．2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の活動について理解する．3

地質図の演習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3

地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問4

大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．1

大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．2

大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．3

大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．4

大気と海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．5／地球の形と大きさについて学ぶ．海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．1

海洋」，「地球環境問の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と運動について理解する．2／地球の形と大きさについて学ぶ．大気と海洋」，「地球環境問海洋」，「地球環境問相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，作用について1

大気と海洋」，「地球環境問海洋」，「地球環境問相互に関係していることを体系的に学ぶ．また，作用について2／地球の形と大きさについて学ぶ．地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問環境問題」，「宇宙」をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1

太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3／地球の形と大きさについて学ぶ．地震の基本を学び，実習などを通して地震とその発生のメカニズムを考える．と災害のメカニズムについて理解する． 星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問座早見盤について知る．太陽という恒星について学ぶ．／　（について知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際太陽という試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際／地球の形と大きさについて学ぶ．　（1月17日をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際意識も必要となります．他の理科科目もしっかりと勉して）地震の基本を学び，実習などを通して地震とその発生のメカニズムを考える．災害のメカニズムについて理解する．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問1 太陽の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と活動について理解する．について理解する．をキーワードとして，幅広い内容について学習する．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際深める．める．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問の明るさと距離について学ぶ．るさと距離について学ぶ．について学ぶ．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際HR図について知る．関連する分野が物理，化学，生物，地理と多岐にわたる学際

恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問2

恒星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問と宇宙や地球の成り立ちとその構成について，「太陽系と惑星」，「地球の構造」，「地球の歴史」，「大気と海洋」，「地球環境問3

備など）
考
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科　目

担当教員 菅野 颯人 助教

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 中間・定期試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

2 中間・定期試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

3 中間・定期試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

自分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．で評価する．問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．くことレポートで評価する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．大切なので，自宅学習を怠らないこと．なので評価する．，自宅学習を怠らないこと．自宅学習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．怠らないこと．らないことレポートで評価する．．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

物理 (Physics)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

第二学年まで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えつけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．もとレポートで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えして，自宅学習を怠らないこと．音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え初等的な原子物理を理解し，自ら考えな原子物理を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．し，自宅学習を怠らないこと．自ら考え
応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機し，自宅学習を怠らないこと．探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えつける．各分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．野の基礎的な原子物理を理解し，自ら考えな事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．よく理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．し，自宅学習を怠らないこと．工学的な原子物理を理解し，自ら考えな応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．視野に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え入れて，自ら探求する契機れて，自宅学習を怠らないこと．自ら探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機する契機
を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．提供する．する．

【A2】波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すの基礎的な原子物理を理解し，自ら考えな概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え，自宅学習を怠らないこと．音波とレポートで評価する．光波の具体的な原子物理を理解し，自ら考えな性質を理解すを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．す
る

【A2】前期量子論と原子・原子核・素粒子物理の初等的な知識を，科学史とレポートで評価する．原子・原子核・素粒子物理の初等的な原子物理を理解し，自ら考えな知識を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．，自宅学習を怠らないこと．科学史
的な原子物理を理解し，自ら考えな視点とともに理解する．とレポートで評価する．とレポートで評価する．もに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え理解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．する．

【A2】演習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通して，自宅学習を怠らないこと．基礎的な原子物理を理解し，自ら考えな問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．自ら考え，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．く力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えつける．

成績は，試験は，自宅学習を怠らないこと．試験とレポートで評価する．85%　レポートで評価する．15%　とレポートで評価する．して評価する．する．なお，自宅学習を怠らないこと．試験とレポートで評価する．成績は，試験は，自宅学習を怠らないこと．中間試験とレポートで評価する．とレポートで評価する．定期試験とレポートで評価する．の平均点とともに理解する．とレポートで評価する．する．100点とともに理解する．満点とともに理解する．
で評価する．60点とともに理解する．以上を合格とする．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．合格とする．とレポートで評価する．する．

「高専テキストで評価する．シリーズ 物理(上を合格とする．) 力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機学・波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す」潮秀樹監修（森北出版）
「高専テキストで評価する．シリーズ 物理(下) 熱・電磁気・原子」潮秀樹監修（森北出版）
「セミナー 物理基礎＋物理」 （第一学習を怠らないこと．社）

「フォトで評価する．サイエンス 物理図録」（数研出版）」（数研出版）
「高専の応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機物理[第2版]」小暮陽三監修（森北出版）
「理化学辞典」長倉三郎他編集（岩波書店）
「理科年表」国立天文台編集（丸善）
「高専の物理問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．集[第3版]」田中冨士男編著（森北出版）

国語，自宅学習を怠らないこと．数学I，自宅学習を怠らないこと．数学II，自宅学習を怠らないこと．応用し，探求する力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機物理ほかの専門科目

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D-29



授業の計画（物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 音の発生と伝播および音の三要素について解説する．とレポートで評価する．伝播および音の三要素について解説する．および初等的な原子物理を理解し，自ら考え音の三要素に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

2 これまで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え学んだ波性質から，うなりと共鳴について考える．波性質を理解すから，自宅学習を怠らないこと．うなりとレポートで評価する．共鳴について考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて考える．

3 緊急車両がサイレンを鳴らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．サイレンを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．鳴について考える．らして近づくときと遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．づくとレポートで評価する．きとレポートで評価する．遠ざかるときでは，音の高さが異なる．このことについて考える．ざかるとレポートで評価する．きで評価する．は，自宅学習を怠らないこと．音の高さが大切なので，自宅学習を怠らないこと．異なる．このことについて考える．なる．このことレポートで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて考える．

4

5 シャボン玉に色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え色が付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．付くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．くのはなぜか．薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる干渉を考える．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．考える．

6

7 鏡，自宅学習を怠らないこと．めが大切なので，自宅学習を怠らないこと．ね，自宅学習を怠らないこと．光ファイバー，自宅学習を怠らないこと．レーザーなどの光学機器について解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

8 中間試験とレポートで評価する．

9 中間試験とレポートで評価する．の解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する． 中間試験とレポートで評価する．の答え合わせと解説を行う．え合わせとレポートで評価する．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．う．

10 電子の電荷と質量がどのように測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．とレポートで評価する．質を理解す量が大切なので，自宅学習を怠らないこと．どのように身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え測られたか，トムソンの実験を通じて解説する．られた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えか，自宅学習を怠らないこと．トで評価する．ムソンの実験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通じて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

11 光の粒子性とレポートで評価する．電子の波動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す性に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついてミリカンの油滴実験とレポートで評価する．，自宅学習を怠らないこと．アインシュタインに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光電効果の説明を通じて解説する．の説する．明を通じて解説する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．通じて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

12 原子の構造について，科学史的な視点をふまえて水素原子を例に解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて，自宅学習を怠らないこと．科学史的な原子物理を理解し，自ら考えな視点とともに理解する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．ふまえて水素原子を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．例に解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

13 原子とレポートで評価する．原子核 原子核とレポートで評価する．放射線について解説する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

14 原子とレポートで評価する．原子核 核融合とレポートで評価する．核分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．裂，自宅学習を怠らないこと．核エネルギーに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

15 素粒子 素粒子に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて，自宅学習を怠らないこと．クォーク模型の概要を解説する．の概要を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

16 「直線について解説する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す」とレポートで評価する．「運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すの法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え則」の範囲を演習する．」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

17 「いろいろな直線について解説する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す」とレポートで評価する．「運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す量」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

18 「力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機学的な原子物理を理解し，自ら考えエネルギー」とレポートで評価する．「平面・空間で評価する．の運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

19 「剛体や流体に働く力」の範囲と力と運動のまとめの演習をする．流体に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え働く力」の範囲と力と運動のまとめの演習をする．く力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機」の範囲を演習する．とレポートで評価する．力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機とレポートで評価する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すのまとレポートで評価する．めの演習を怠らないこと．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．する．

20 「温度シラバスとレポートで評価する．熱」とレポートで評価する．「熱量」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

21 「気体の分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．子運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す」とレポートで評価する．「エネルギー保存の法則」の範囲を演習する．の法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え則」の範囲を演習する．」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

22 「静電界」とレポートで評価する．「コンデンサー」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

23 中間試験とレポートで評価する． 中間試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．う．

24 「直流」とレポートで評価する．「電流とレポートで評価する．磁界」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

25 「電磁誘導と交流」と「電磁波」の範囲を演習する．とレポートで評価する．交流」とレポートで評価する．「電磁波」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

26 「直線について解説する．状を伝わる波」と「平面・空間を伝わる波」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．伝わる波」とレポートで評価する．「平面・空間を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．伝わる波」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

27 「音波」とレポートで評価する．「光波」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

28 「電子とレポートで評価する．光」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

29 「原子とレポートで評価する．原子核」とレポートで評価する．「素粒子」の範囲を演習する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．する．

30 演習を怠らないこと．：総まとめまとレポートで評価する．め 問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．演習を怠らないこと．の総まとめまとレポートで評価する．めを解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．う．

前期，自宅学習を怠らないこと．後期とレポートで評価する．もに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え中間試験とレポートで評価する．および初等的な原子物理を理解し，自ら考え定期試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．実施する．する．

音波1{音の発生と伝播および音の三要素について解説する．，自宅学習を怠らないこと．音の速さ，音の三要素さ，自宅学習を怠らないこと．音の三要素}

音波2{うなり，自宅学習を怠らないこと．共鳴について考える．}

音波3{ドップラー効果の説明を通じて解説する．}

光波1{反射とレポートで評価する．屈折，自宅学習を怠らないこと．回折とレポートで評価する．干渉を考える．} 光波の反射とレポートで評価する．屈折，自宅学習を怠らないこと．2本のスリットによる光の回折と干渉を考える．のスリットで評価する．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光の回折とレポートで評価する．干渉を考える．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．考える．

光波2{薄膜による干渉を考える．に身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えよる光の干渉を考える．}

光波2{偏光，自宅学習を怠らないこと．分で問題を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．散，自宅学習を怠らないこと．散乱} 光は横波で評価する．あるが大切なので，自宅学習を怠らないこと．，自宅学習を怠らないこと．自然光は進行う．方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え垂直な面で評価する．あらゆる方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え振動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すしている．一つの方向に垂直な面であらゆる方向に振動している．一つの方向に振動が偏った光をつくるとどのに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え振動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解すが大切なので，自宅学習を怠らないこと．偏った物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え光を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．つくるとレポートで評価する．どの
ようなことレポートで評価する．が大切なので，自宅学習を怠らないこと．起きるだろうか．また，夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．きるだ波性質から，うなりと共鳴について考える．ろうか．また物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考え，自宅学習を怠らないこと．夕日は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．は赤く，空はなぜ青いのか．これらについて解説する．く，自宅学習を怠らないこと．空はなぜ青いのか．これらについて解説する．いのか．これらに身につけた物理学の知識・思考方法をもとにして，音波・光波および初等的な原子物理を理解し，自ら考えついて解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．説する．する．

光学機器について解説する．{レンズ，自宅学習を怠らないこと．レーザー}

1～7週の範囲で試験を行う．の範囲を演習する．で評価する．試験とレポートで評価する．を解くことが大切なので，自宅学習を怠らないこと．行う．う．

電子とレポートで評価する．光1

電子とレポートで評価する．光2

原子とレポートで評価する．原子核1

演習を怠らないこと．：力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機とレポートで評価する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す1

演習を怠らないこと．：力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機とレポートで評価する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す2

演習を怠らないこと．：力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機とレポートで評価する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す3

演習を怠らないこと．：力を身につける．各分野の基礎的な事項をよく理解し，工学的な応用を視野に入れて，自ら探求する契機とレポートで評価する．運動の基礎的な概念とともに，音波と光波の具体的な性質を理解す4

演習を怠らないこと．：温度シラバスとレポートで評価する．熱1

演習を怠らないこと．：温度シラバスとレポートで評価する．熱2

演習を怠らないこと．：電磁気1

演習を怠らないこと．：電磁気2

演習を怠らないこと．：電磁気3

演習を怠らないこと．：波とレポートで評価する．光1

演習を怠らないこと．：波とレポートで評価する．光2

演習を怠らないこと．：原子の世界1

演習を怠らないこと．：原子の世界2

備など）
考
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科　目

担当教員 平野 洋平 教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 異文化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．諸事情について理解できているかを，演習で評価する．について理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．できて理解できているかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するはこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する以外の英語科が開講する全ての科目に関連するの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語科が開講する全ての科目に関連する開講する全ての科目に関連するする全ての科目に関連するて理解できているかを，演習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するに関連するする

電子辞書，演習で評価する．または英和辞書を持参することすること

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

英語 (English))

電子工学科・2年・通年・必修・4単位【講する全ての科目に関連する義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4技能のバランスに配慮しながら，第の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．バランスに配慮しながら，第しなが開講する全ての科目に関連するら，演習で評価する．第2学年として理解できているかを，演習で評価する．必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にな英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にを総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに身につける．演習科目でもあるので，授業中ににつける．演習で評価する．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するでもあるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．で，演習で評価する．授業中にに
指示される方法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うされ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するる方法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うで予習で評価する．・復習で評価する．を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行ううこと，演習で評価する．授業に積極的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに参すること加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うすること，演習で評価する．発表すること，英語音声を利用した演習を行うすること，演習で評価する．英語音声を利用した演習を行うを利用した演習を行うした演習で評価する．を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう
ことが開講する全ての科目に関連する強く求められる．く求められる．求められる．められ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するる．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．語彙・表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．を習で評価する．得する．する．
2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．語彙・表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．を習で評価する．得する．できて理解できているかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に間・定期試験及び演習でび演習で演習で評価する．で
評価する．する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う項目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するを習で評価する．得する．する．
2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う項目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するを理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に間・定期試験及び演習でび演習で演習で評価する．で評
価する．する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語長文を正しく解釈できる．しく求められる．解できているかを，演習で評価する．釈できる．できる．
2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語長文を正しく解釈できる．しく求められる．解できているかを，演習で評価する．釈できる．できて理解できているかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に間・定期試験及び演習でび演習で演
習で評価する．で評価する．する．

【B3】2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語を聞いて正しく理解したり，リピートしたりできる．いて理解できているかを，演習で評価する．正しく解釈できる．しく求められる．理解できているかを，演習で評価する．したり，演習で評価する．リピートしたりできる．したりできる． 2年次レベルの語彙・表現を習得する．レベルの語彙・表現を習得する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語を聞いて正しく理解したり，リピートしたりできる．いて理解できているかを，演習で評価する．正しく解釈できる．しく求められる．理解できているかを，演習で評価する．したり，演習で評価する．リピートしたりできる．したりできるかを演習で評価する．
で評価する．する．

【D2】英文を通して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．異文化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．に属する人々の文化，生活様式，物の見方が理する人々の文化，生活様式，物の見方が理の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．文化の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．生活様式，演習で評価する．物の見方が理の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．見方が開講する全ての科目に関連する理
解できているかを，演習で評価する．できる．

成績は，試験は，演習で評価する．試験70%　演習で評価する．30%　として理解できているかを，演習で評価する．評価する．する．ただし，演習で評価する．必要な英語力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中にに応じて再試験を行う場合がある．授業中の演習が十分にじて理解できているかを，演習で評価する．再試験を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう場合が開講する全ての科目に関連するある．授業中にの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．演習で評価する．が開講する全ての科目に関連する十分にに
行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うわれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するない場合，演習で評価する．原則として年間総合評価は不可となる．として理解できているかを，演習で評価する．年間総合評価する．は不可となる．となる．

「MY WAY English) Communication II」：飯野厚など（三省堂）飯野厚など（三省堂）など（三省堂）三省堂）

「Vision Quest 3rd Edition」：飯野厚など（三省堂）野村恵造編著（三省堂）啓林館）
「Vision Quest English) Grammar 24 For 3rd Edition」：飯野厚など（三省堂）高校英語研究会・啓林館編集部（三省堂）啓林館）
「Vision Quest English) Grammar 24 WORKBOOK For 3rd Edition」：飯野厚など（三省堂）高校英語研究会・啓林館編集部（三省堂）啓林館）
「理工系学生の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．ための諸事情について理解できているかを，演習で評価する．必修英単語2600」：飯野厚など（三省堂）亀山太一監修（三省堂）成美堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction 英語学習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．心構え．予習復習の仕方の説明，力試し等え．予習で評価する．復習で評価する．の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．仕方の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．説明，演習で評価する．力を総合的に身につける．演習科目でもあるので，授業中に試し等

2 Lesson 1 Dances Around th)e World

3 Lesson 1 Dances Around th)e World

4 Lesson 2 Katsura Sunsh)ine

5 Lesson 2 Katsura Sunsh)ine

6 Lesson 3 Living with) Nature

7 Lesson 3 Living with) Nature

8 中に間試験．中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説 それ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するまでに学習で評価する．したことについて理解できているかを，演習で評価する．試験を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう・中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう

9 Lesson 4 Sesame Street

10 Lesson 4 Sesame Street

11 Lesson 5 From Landmines to Herbs

12 Lesson 5 From Landmines to Herbs

13 Lesson 6 Murals ―Th)e Power of Public Art

14 Lesson 6 Murals ―Th)e Power of Public Art

15 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習を振り返るり返るる

16 Lesson 7 “English)es” in th)e World

17 Lesson 7 “English)es” in th)e World

18 Lesson 7 “English)es” in th)e World

19 Lesson 8 Deepika Kurup

20 Lesson 8 Deepika Kurup

21 Lesson 8 Deepika Kurup

22 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習を振り返るり返るる

23 中に間試験．中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説 それ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するまでに学習で評価する．したことについて理解できているかを，演習で評価する．試験を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう・中に間試験の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．解できているかを，演習で評価する．答・解できているかを，演習で評価する．説を行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行うう

24 Lesson 9 Th)e World’s Poorest President

25 Lesson 9 Th)e World’s Poorest President

26 Lesson 9 Th)e World’s Poorest President

27 Lesson 10 Living in an E-Society

28 Lesson 10 Living in an E-Society

29 Lesson 10 Living in an E-Society

30 学習で評価する．内容の復習の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．復習で評価する． ここまでの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．学習で評価する．内容の復習を振り返るり返るる

・世界のダンスについて理解して，考えを深めるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．ダンスについて理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる.・SVO（三省堂）th)at/wh)at節）／SVO（三省堂）if/wh)eth)er節）／SVO1O2（三省堂）if/th)at/wh)at節）

第2週と同じと同じじ

・落語家桂三輝さんのインタビューについて理解して，考えを深めるさんの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．インタビューについて理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる.・形式主語の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．it(1)／形式主語の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．it(2)

第4週と同じと同じじ

・滝田明日香さんが取り組む野生動物保護活動について理解して，考えを深めるさんが開講する全ての科目に関連する取り組む野生動物保護活動について理解して，考えを深めるり組む野生動物保護活動について理解して，考えを深めるむ野生動物保護活動について理解して，考えを深める野生動物の見方が理保護活動について理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる.・現を習得する．在完了形／現を習得する．在完了進行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う形／過去完了
形／過去完了進行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う形

第6週と同じと同じじ

・セサミストしたりできる．リートしたりできる．に込められたメッセージについて理解して，考えを深めるめられ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するたメッセージについて理解して，考えを深めるについて理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる.・SVOC（三省堂）V=知覚動詞，演習で評価する．C=動詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．原形）／SVOC（三省堂）V=
知覚動詞，演習で評価する．C=過去分に詞）／SVOC（三省堂）V=使役動詞h)ave/make，演習で評価する．C=過去分に詞）／h)elp+O+動詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．原形

第9週と同じと同じじ

・ハーブが作る未来について理解して，考えを深めるが開講する全ての科目に関連する作る未来について理解して，考えを深めるる未来について理解して，考えを深めるについて理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる.・関係代名詞（三省堂）主格）／前置詞＋関係代名詞／関係代名詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．非制限用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う／
関係副詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．非制限用した演習を行う法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う

第11週と同じと同じじ

・世界のダンスについて理解して，考えを深めるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．壁画プロジェクトについて理解して，考えを深めるプロジについて理解して，考えを深めるェクトしたりできる．について理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる.・助動詞／助動詞の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．過去形を使った表すること，英語音声を利用した演習を行う現を習得する．／助動詞＋h)ave＋過去分に詞
／完了不定詞

第13週と同じと同じじ

・世界のダンスについて理解して，考えを深めるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．さまざまな英語について理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる．・分に詞構え．予習復習の仕方の説明，力試し等文／受け身の分詞構文／完了形の分詞構文／付帯状況け身につける．演習科目でもあるので，授業中にの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．分に詞構え．予習復習の仕方の説明，力試し等文／完了形の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．分に詞構え．予習復習の仕方の説明，力試し等文／付帯状況with)

第16週と同じと同じじ

第16週と同じと同じじ

・若き科学者が挑戦する世界の水問題への取り組みについて理解して，考えを深める．・仮定法過去／仮定法過去完了／き科学者が挑戦する世界の水問題への取り組みについて理解して，考えを深める．・仮定法過去／仮定法過去完了／が開講する全ての科目に関連する挑戦する世界の水問題への取り組みについて理解して，考えを深める．・仮定法過去／仮定法過去完了／する世界のダンスについて理解して，考えを深めるの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．水問題への取り組みについて理解して，考えを深める．・仮定法過去／仮定法過去完了／への諸事情について理解できているかを，演習で評価する．取り組む野生動物保護活動について理解して，考えを深めるり組む野生動物保護活動について理解して，考えを深めるみについて理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる．・仮定法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う過去／仮定法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う過去完了／ifを使
わない仮定法で予習・復習を必ず行うこと，授業に積極的に参加すること，発表すること，英語音声を利用した演習を行う／no matter + 疑問詞

第19週と同じと同じじ

第19週と同じと同じじ

・ホセ・ムヒカさんの考える本当の幸せについて理解して，考えを深める．・同格を表すさんの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．考えを深めるえる本当の幸せについて理解して，考えを深める．・同格を表すの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．幸せについて理解して，考えを深める．・同格を表すせについて理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる．・同じ格を表すること，英語音声を利用した演習を行うすth)at節／強く求められる．調構え．予習復習の仕方の説明，力試し等文／倒置／省略

第24週と同じと同じじ

第24週と同じと同じじ

・eスポーツや電子書籍の長所と短所について理解して，考えを深める．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書や電子書籍の長所と短所について理解して，考えを深める．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書電子書籍の長所と短所について理解して，考えを深める．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．長所と短所について理解して，考えを深める．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書と短所と短所について理解して，考えを深める．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書について理解できているかを，演習で評価する．理解できているかを，演習で評価する．して理解できているかを，演習で評価する．，演習で評価する．考えを深めるえを深めるめる．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書めて理解できているかを，演習で評価する．議論する．自分の意見の根拠や具体例を書する．自分にの諸事情について理解できているかを，演習で評価する．意見の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．根拠や具体例を書や電子書籍の長所と短所について理解して，考えを深める．役割を決めて議論する．自分の意見の根拠や具体例を書具体例を書を書
く求められる．．

第27週と同じと同じじ

第27週と同じと同じじ

備など）
考

前期，演習で評価する．後期ともに中に間試験および演習で定期試験を実施する．する．
学生の諸事情について理解できているかを，演習で評価する．英語習で評価する．熟度シラバス・状況等によって理解できているかを，演習で評価する．授業計画プロジェクトについて理解して，考えを深めるを変更することがある．することが開講する全ての科目に関連するある．

D-32



科　目

担当教員 山本 長紀 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 外国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．について知識が豊かになったかを，演習で評価する．知識が豊かになったかを，演習で評価する．が豊かになったかを，演習で評価する．豊かになったかを，演習で評価する．かになったかを，演習で評価する．演習で評価する．で評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．は，演習で評価する．これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語科が豊かになったかを，演習で評価する．開講するすべての科目に関連する．するすべて知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関連する．する．

電子辞書または英和辞書を持参すること．または英和辞書または英和辞書を持参すること．を持参すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

英語 (English))

電子工学科・3年・通年・必修・4単位【講するすべての科目に関連する．義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

1，演習で評価する．2学年で評価する．学習で評価する．した内容を確実にした上で，さらにを確実にした上で，さらににした上で，さらにで評価する．，演習で評価する．さらに4技能のバランスにも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．バランスにも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．しなが豊かになったかを，演習で評価する．ら，演習で評価する．特にリーディング力の充実を図る．にリーディング力の充実を図る．力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．充実にした上で，さらにを図る．る．
演習で評価する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．で評価する．も配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．あるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．で評価する．，演習で評価する．授業中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．る方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英で評価する．予習で評価する．・復習で評価する．を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英い，演習で評価する．また授業に積極的に参加し，発表すること，英に参すること．加し，発表すること，英し，演習で評価する．発表すること，英すること，演習で評価する．英
語音声を利用した練習を行うことが強く求められる．を利用した練習を行うことが強く求められる．した練習で評価する．を行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英うことが豊かになったかを，演習で評価する．強く求められる．く求められる．求められる．められ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．る．

【B3】3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．語彙，演習で評価する．表すること，英現を習得する．を習で評価する．得する．する．
3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．語彙，演習で評価する．表すること，英現を習得する．を習で評価する．得する．で評価する．きて知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間，演習で評価する．定期試験および演習および演習演習で評価する．
で評価する．評価する．する．

【B3】3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を習で評価する．得する．する．
3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を習で評価する．得する．して知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間，演習で評価する．定期試験および演習および演習演習で評価する．で評価する．評
価する．する．

【B3】さまざまなReading Skillを把握して，して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語長文を正
しく求められる．解釈できる．で評価する．きる．

さまざまなReading Skillを把握して，して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．3年次レベルの語彙，表現を習得する．レベルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語長文を正しく求められる．解釈できる．で評価する．
きるかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間，演習で評価する．定期試験および演習および演習演習で評価する．で評価する．評価する．する．

【D2】英文を通して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．外国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．人々の文化，生活様式，物の見方が理解できるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文化，演習で評価する．生活様式，演習で評価する．物の見方が理解できるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．見方が豊かになったかを，演習で評価する．理解で評価する．きる
．

成績は，試験は，演習で評価する．試験および演習70%　演習で評価する．30%　として知識が豊かになったかを，演習で評価する．評価する．する．100点満点で評価する．60点以上で，さらにを合格とする．再試験を実施する場合がある．授とする．再試験および演習を実にした上で，さらに施する場合がある．授する場合が豊かになったかを，演習で評価する．ある．授
業中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．演習で評価する．が豊かになったかを，演習で評価する．十分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．に行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英われ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．ない場合，演習で評価する．原則として年間総合評価は不可となる．として知識が豊かになったかを，演習で評価する．年間総合評価する．は不可となる．となる．

「Grove English) Communication III」：笹島茂・久保野雅史ほか笹島茂・久保野雅史ほかほか15名（文英堂）

「Vision Quest 総合英語 3rd Edition」：笹島茂・久保野雅史ほか野村恵造監修（啓林館）
「理工系学生の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ための諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．必修英単語2600」：笹島茂・久保野雅史ほか亀山太一監修（成美堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（英語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction シラバス解説，演習で評価する．英語学習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．心構え，予習復習の仕方等．え，演習で評価する．予習で評価する．復習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．仕方等．

2 Lesson 1 : Fash)ion Revolution

3

4

5

6

7

8 中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解度シラバスを中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習で評価する．評価する．する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説を行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英う．

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．学習で評価する．内容を確実にした上で，さらにの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解度シラバスを中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習で評価する．評価する．する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解答・解説を行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英う．

24

25

26

27

28

29

30

自分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．着ている衣服がどこの国でどう作られているかを考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）て知識が豊かになったかを，演習で評価する．いる衣服がどこの国でどう作られているかを考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）が豊かになったかを，演習で評価する．どこの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．国の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．で評価する．どう作られているかを考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）られ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．て知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるかを考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）え，演習で評価する．衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）を作られているかを考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）る労働についての認識を高める．（文法項目）について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．認識が豊かになったかを，演習で評価する．を高める．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）S+V+O（=
疑問詞節など），など），演習で評価する．S+V+O1+O2（=疑問詞節など），など/関係代名詞/関係代名詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．非制限的に参加し，発表すること，英用した練習を行うことが強く求められる．法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英）

LESSON 2：笹島茂・久保野雅史ほかTh)e Custom of Food Samples
日本の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．文化的に参加し，発表すること，英産物の見方が理解できるで評価する．も配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．ある食品サンプルの効用について理解し，その活用が広がる可能性について考える．（文法項サンプルの語彙，表現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．効用した練習を行うことが強く求められる．について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解し，演習で評価する．その諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．活用した練習を行うことが強く求められる．が豊かになったかを，演習で評価する．広がる可能性について考える．（文法項が豊かになったかを，演習で評価する．る可となる．能のバランスにも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．性について考える．（文法項について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項
目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）S+V+O（=疑問詞節など），など），演習で評価する．S+V+O1+O2（=疑問詞節など），など/関係代名詞/関係代名詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．非制限的に参加し，発表すること，英用した練習を行うことが強く求められる．法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英）

LESSON 2：笹島茂・久保野雅史ほかTh)e Custom of Food Samples 3週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 3：笹島茂・久保野雅史ほかA Boy Wh)o Inspired th)e World
窓明かりで勉強する貧しい少年の環境や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来かりで評価する．勉強く求められる．する貧しい少年の環境や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来しい少年の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．環境や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来り，演習で評価する．夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．実にした上で，さらに現を習得する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．ための諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．努力の充実を図る．について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文型項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）現を習得する．在・過去・未来
/進行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英形/分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．詞構え，予習復習の仕方等．文/仮定法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英

LESSON 4：笹島茂・久保野雅史ほかSocotra: A Unique Island 何がソコトラ島を特異な場所にしているのかを読み取り，その意義について理解する．（文法項目）受け身が豊かになったかを，演習で評価する．ソコトラ島を特にリーディング力の充実を図る．異な場所にしているのかを読み取り，その意義について理解する．（文法項目）受け身な場所にしているのかを読み取り，その意義について理解する．（文法項目）受け身にして知識が豊かになったかを，演習で評価する．いるの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来り，演習で評価する．その諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．意義について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）受け身け身身/助動詞を含む受け身む受け身受け身け身身/
S+V+O+O，演習で評価する．S+V+O+Cの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．受け身け身身

LESSON 4：笹島茂・久保野雅史ほかSocotra: A Unique Island 6週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 5：笹島茂・久保野雅史ほかNo Meat on Monday
ミートフリーマンデーの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．的に参加し，発表すること，英を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来り，演習で評価する．畜産業が豊かになったかを，演習で評価する．環境や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来に与える影響について理解する．（文法項目）える影響について理解する．（文法項目）について知識が豊かになったかを，演習で評価する．理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）S+V+O+to不定詞/動名詞/
同じ格とする．再試験を実施する場合がある．授の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．th)at

LESSON 6：笹島茂・久保野雅史ほかBamboo Trains バンブートレイン誕生と歩み，そして現状を理解し，その将来像について考える．（文法項目）助動詞み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来，演習で評価する．そして知識が豊かになったかを，演習で評価する．現を習得する．状を理解し，その将来像について考える．（文法項目）助動詞を理解し，演習で評価する．その諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．将来像について考える．（文法項目）助動詞について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）助動詞/受け身け身身/分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．詞構え，予習復習の仕方等．文/S+V+O（
=th)at節など），），演習で評価する．S+V+O1+O2（=th)at節など），）

LESSON 6：笹島茂・久保野雅史ほかBamboo Trains 10週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 7：笹島茂・久保野雅史ほかHoliday Weigh)t Gain 休日期間の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．体重増加し，発表すること，英について知識が豊かになったかを，演習で評価する．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．研究結果を理解し，意味するところを考える．（文法項目）を理解し，演習で評価する．意味するところを考える．（文法項目）するところを考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）to 不定詞/比較

LESSON 7：笹島茂・久保野雅史ほかHoliday Weigh)t Gain 12週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 8：笹島茂・久保野雅史ほかA Feath)ery Find in Amber 琥珀の中の恐竜の羽毛によって明らかになることを理解する．（文法項目）助動詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．恐竜の羽毛によって明らかになることを理解する．（文法項目）助動詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．羽毛によって明らかになることを理解する．（文法項目）助動詞によって知識が豊かになったかを，演習で評価する．明かりで勉強する貧しい少年の環境や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来らかになることを理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）助動詞+完了形/S+V+O+C(=原形不定詞)/倒置

LESSON 8：笹島茂・久保野雅史ほかA Feath)ery Find in Amber 14週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 9：笹島茂・久保野雅史ほかBed Nets for African Ch)ildren 現を習得する．在も配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．深刻な問題であるマラリアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）な問題であるマラリアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）で評価する．あるマラリアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）に対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）して知識が豊かになったかを，演習で評価する．，演習で評価する．なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）が豊かになったかを，演習で評価する．重要なのかを理解する．（文法項目）なの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを理解する．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）S+V，演習で評価する．S+V+C，演習で評価する．S+V+O/完了形/分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．詞
の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．形容を確実にした上で，さらに詞的に参加し，発表すること，英用した練習を行うことが強く求められる．法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英

LESSON 9：笹島茂・久保野雅史ほかBed Nets for African Ch)ildren 16週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 10：笹島茂・久保野雅史ほかTh)e Way You Look at a Problem 確証バイアスとはどういうものかを理解し，実際の例について考える．（文法項目）バイアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）スとはどういうも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを理解し，演習で評価する．実にした上で，さらに際の例について考える．（文法項目）の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．例について考える．（文法項目）について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）S+V+O+O，演習で評価する．S+V+O+Cの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．受け身け身身/to不定詞

LESSON 11：笹島茂・久保野雅史ほかA Song for th)e Queen
「技術・社会」に関する英語を題であるマラリアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）材に，概要や要点を把握する力／要約文を完成させる力を養確証バイアスとはどういうものかをに，演習で評価する．概要なのかを理解する．（文法項目）や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来要なのかを理解する．（文法項目）点を把握して，する力の充実を図る．／要なのかを理解する．（文法項目）約文を完成させる力の充実を図る．を養確証バイアスとはどういうものかを理解し，実際の例について考える．（文法項目）バイアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）スとはどういうも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．かを
理解し，演習で評価する．実にした上で，さらに際の例について考える．（文法項目）の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．例について考える．（文法項目）について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）S+V+O+O，演習で評価する．S+V+O+Cの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．受け身け身身/to不定詞

LESSON 11：笹島茂・久保野雅史ほかA Song for th)e Queen 19週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 12：笹島茂・久保野雅史ほかOlympic Sports Come and Go 除外され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．た競技種目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．から，演習で評価する．オリンピックが目指そうとしていることについて考える．（文法項目）受け身が豊かになったかを，演習で評価する．目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．指そうとして知識が豊かになったかを，演習で評価する．いることについて知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）受け身け身身/前置詞+関係代名詞/比較

LESSON 12：笹島茂・久保野雅史ほかOlympic Sports Come and Go 21週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 13：笹島茂・久保野雅史ほかAudrey Tang: Not Just an IT Expert タン氏の行動や生き方の根底にある，信念や信条について考える．（文法項目）の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英動や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来生き方の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．根底にある，信念や信条について考える．（文法項目）にある，演習で評価する．信念や信条について考える．（文法項目）や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来信条について考える．（文法項目）について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）It is+～（for～）+to不定詞/関係副詞

LESSON 14：笹島茂・久保野雅史ほかEarth) Hour
Earth) Hourの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．意義を理解し，演習で評価する．地球環境や背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．保全について考える．（文法項目）現在・過去・未来について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）現を習得する．在・過去・未来/進行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英形/S+V+O+C（=現を習得する．在分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．詞，演習で評価する．
過去分に行われない場合，原則として年間総合評価は不可となる．詞）/倒置

LESSON 14：笹島茂・久保野雅史ほかEarth) Hour 25週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 15：笹島茂・久保野雅史ほかMaking a Brigh)t Future Th)rough) Ch)ocolate
大量に消費されるチョコレートの背景にある問題を理解し，その解決について考える．（文法項目）完了進行形に消費されるチョコレートの背景にある問題を理解し，その解決について考える．（文法項目）完了進行形され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．るチョコレートの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．背景を読み取り，夢の実現のための努力について考える．（文型項目）現在・過去・未来にある問題であるマラリアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）を理解し，演習で評価する．その諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．解決について考える．（文法項目）完了進行形について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）完了進行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英形/ It is+形容を確実にした上で，さらに詞・名
詞+th)at節など），/関係副詞の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．非制限的に参加し，発表すること，英用した練習を行うことが強く求められる．法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英

LESSON 15：笹島茂・久保野雅史ほかMaking a Brigh)t Future Th)rough) Ch)ocolate 27週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

LESSON 16：笹島茂・久保野雅史ほかSpot Fake New
フェイクが目指そうとしていることについて考える．（文法項目）受け身ニュースの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．現を習得する．状を理解し，その将来像について考える．（文法項目）助動詞と問題であるマラリアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）点を理解し，演習で評価する．メディアに対して，なぜ蚊帳が重要なのかを理解する．（文法項目）リテラシーの諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．重要なのかを理解する．（文法項目）性について考える．（文法項について知識が豊かになったかを，演習で評価する．考え，衣料を作る労働についての認識を高める．（文法項目）える．（文法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英項目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．）完了形/完了進行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英形/
S+V+O+to不定詞

LESSON 16：笹島茂・久保野雅史ほかSpot Fake New 29週目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じじ

備など）
考

前期，演習で評価する．後期とも配慮しながら，特にリーディング力の充実を図る．に中に指示される方法で予習・復習を必ず行い，また授業に積極的に参加し，発表すること，英間試験および演習および演習定期試験および演習を実にした上で，さらに施する場合がある．授する．
学生の諸事情について知識が豊かになったかを，演習で評価する．英語習で評価する．熟度シラバス・状を理解し，その将来像について考える．（文法項目）助動詞況等によって知識が豊かになったかを，演習で評価する．授業計画を変更することがある．を変更することがある．することが豊かになったかを，演習で評価する．ある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．コミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．ができる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．かどうかを演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の英語科が開講するすべての科目に関連する．英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．科が開講するすべての科目に関連する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．すべての英語科が開講するすべての科目に関連する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関連する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．演習で評価する． (The Practice of English)

PILEGGI MARK 教授

電子工学科・3年・後期・必修・1単位【講するすべての科目に関連する．義・演習で評価する．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

This class is the first time for students to have English class focusing on communication skills of 
speaking and listening. TOEIC study tips will also be introduced for the first time in this class.

【B3】英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．コミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．ができる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

【B3】さまざまなコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．コミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．場面の，英語話者の発音を聞き取るこの英語科が開講するすべての科目に関連する．，英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．話者の発音を聞き取るこの英語科が開講するすべての科目に関連する．発音を聞き取るこを演習で評価する．聞き取るこき取るこる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．こ
とができる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

授業中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価するの英語科が開講するすべての科目に関連する．質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価するを演習で評価する．通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価するして，学生のリスニング能力を試験と演習で評価するの英語科が開講するすべての科目に関連する．リスニンができるかどうかを演習で評価する．グ能力を試験と演習で評価する能力を試験と演習で評価するを演習で評価する．試験と演習で評価すると演習で評価する．で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．
．

【B3】TOEIC試験と演習で評価する対策の基礎を演習し，身につける．の英語科が開講するすべての科目に関連する．基礎を演習し，身につける．を演習で評価する．演習で評価する．し，身につける．につける基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．
TOEIC対策の基礎を演習し，身につける．の英語科が開講するすべての科目に関連する．基礎を演習し，身につける．が身につける．についている基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．かどうかを演習で評価する．，中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価する間試験と演習で評価する・定期試験と演習で評価する，演習で評価する．
で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

【D2】アメリカの文化的内容について英語で書かれたものを理解できる．の英語科が開講するすべての科目に関連する．文化的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．内容について英語で書かれたものを理解できる．について英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．で書かれたものを理解できる．かれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．たもの英語科が開講するすべての科目に関連する．を演習で評価する．理解できる．できる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．． アメリカの文化的内容について英語で書かれたものを理解できる．の英語科が開講するすべての科目に関連する．文化的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．内容について英語で書かれたものを理解できる．について英語による基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．で書かれたものを理解できる．かれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．たもの英語科が開講するすべての科目に関連する．を演習で評価する．理解できる．できる基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．か，中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価する間試
験と演習で評価する・定期試験と演習で評価する，およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

成績は，試験は，試験と演習で評価する70%　演習で評価する．30%　として評価する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．

Level3 Step-Up Skills for the TOEIC L&R Test (2nd Edition):Kitao，Nishida，Hayashi，Covert(Asahi Press)
プリンができるかどうかを演習で評価する．トで評価する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

英和・和英辞書かれたものを理解できる．（電子辞書かれたものを理解できる．を演習で評価する．含む）を準備すること．なお，テキストを紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなむ）を演習で評価する．準備すること．なお，テキストを紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなする基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．こと．なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．お，テキストで評価する．を演習で評価する．紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなで購入（入手）していなコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．い場合，成績は，試験を演習で評価する．評価する．しなコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．
い．
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授業の計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the Course

2 TOEIC Test Info and TOEIC Textbook Introduction

3 English Conversation and American Culture(1)

4 TOEIC Unit 2 Travel.

5 English Conversation and American Culture(2)

6 English Conversation and American Culture(3) Conversation strategies – Confirmation questions - Giving directions to draw a picture.

7 Mostly reviewing for the exam Finish up with any leftover TOEIC or Conversation practice and review for midterm test.

8 中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価する間試験と演習で評価する Midterm test and assessment.

9 TOEIC Unit 3 Amusement

10 English Conversation and American Culture(4)

11 English Conversation and American Culture(5) Video about American lifestyle and holidays.

12 TOEIC Unit 4 Meetings

13 English Conversation and American Culture(6)

14 Overall TOEIC review and conversation

15 Complete term review for the final exam

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Overview of the course ー Assessment of students' English proficiency.

Basic info about the test， the 7 different parts. Start textbook Unit 1 Eating Out (動詞1).

Self-introductions， Conversation Strategies - Rejoinders. American greeting styles and language.

Textbook grammar point: (動詞2).

American trivia and information exchange. Conversation Strategies – Follow up Questions. What? Where? 
Why? When? With who? How...?

Go over midterm. Start a new TOEIC Unit. Textbook grammar point(品詞).

Discussion about family and travel. Conversation Strategies – Clarification Questions. Also finishing TOEIC if 
not done unit 3.

Textbook grammar point:(分詞) .

Conversation Strategies – Keeping or killing the conversation. Overall review of English communication skills 
learned so far.

Taking time to review and clarify any TOEIC study points， as well as continuing to practice all conversation 
skills learned so far.

Focusing on test content and confirming student's English communication progress. Also introducing self-
study apps for spring break.

備など）
考

後期中の質疑・応答を通して，学生のリスニング能力を試験と演習で評価する間試験と演習で評価するおよびレポートで評価する．後期定期試験と演習で評価するを演習で評価する．実施する．する基本的なコミュニケーションができるかどうかを演習で評価する．．
Midterm and final tests created from about 1/3 homework， 1/3 TOEIC， 1/3 Conversation Strategies. I use Google Classroom a lot! (For submitting 
homework and sharing class data).
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(90%), B4(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．コミュニケーション能力を評価する．能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．する．

3

4 授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．リスニン能力を評価する．グ能力を評価する．能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．英語科が開講する全ての科目に関連する．開講する全ての科目に関連する．する全ての科目に関連する．ての質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．に関連する．関連する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] PILEGGI MARK 教授, [後期]  , [後期] ミラー 非常勤講する全ての科目に関連する．師

電子工学科・4年・通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．年・必修・2単位【講する全ての科目に関連する．義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

前期：Class alternates between English conversation skills and TOEIC test taking skills. American Culture 
and Global topics also introduced.後期：クラスを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．2つに関連する．分け，前半と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でけ，各学生のコミュニケーション能力を評価する．前半と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でと後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で後半と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でで学生が入れ替わる．外国人講師の授業で学生のコミュニケーション能力を評価する．が開講する全ての科目に関連する．入れ替わる．外国人講師の授業でれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．替わる．外国人講師の授業でわる．外の英語科が開講する全ての科目に関連する．国人講する全ての科目に関連する．師の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．授業で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で
は英語で学生が入れ替わる．外国人講師の授業での質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．自己表現技術を，日本人教師による授業では，を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．，各学生のコミュニケーション能力を評価する．日本人教師に関連する．よる授業で学生が入れ替わる．外国人講師の授業では，各学生のコミュニケーション能力を評価する．TOEIC問題の解法を学習する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．解法を学習する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．学習する．

【B4】TOEIC試験対策の基礎を演習し身につける．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．基礎を演習し身につける．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習し身につける．に関連する．つける．
TOEIC対策の基礎を演習し身につける．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．基礎を演習し身につける．が開講する全ての科目に関連する．身につける．に関連する．ついているかどうかを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間試験・定期試験，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習
で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．

【B3】英語に関連する．よる基本的なコミュニケーションができる．なコミュニケーションができる．コミュニケーション能力を評価する．が開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．

【B3】正しい英語の発音ができる．しい英語の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．発音ができる．が開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．
授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．各学生のコミュニケーション能力を評価する．が開講する全ての科目に関連する．正しい英語の発音ができる．しい発音ができる．が開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できるかどうかを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．す
る．

【B3】さまざまなコミュニケーションができる．コミュニケーション能力を評価する．場面の，英語話者の発音を聞き取るこの質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．，各学生のコミュニケーション能力を評価する．英語話者の発音を聞き取るこの質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．発音ができる．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．聞き取るこき取るこるこ
と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でが開講する全ての科目に関連する．で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．

【B3】コミュニケーション能力を評価する．に関連する．必要な英語の語彙，文法を理解できる．なコミュニケーションができる．英語の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．語彙，各学生のコミュニケーション能力を評価する．文法を学習する．を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．理解で学生が入れ替わる．外国人講師の授業できる．
授業中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．に関連する．取るこり扱った重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試扱った重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試った重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試重要な英語の語彙，文法を理解できる．語彙，各学生のコミュニケーション能力を評価する．文法を学習する．項目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．に関連する．ついての質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．知識を中間試験・定期試を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間試験・定期試
験，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．

成績は，試験は，各学生のコミュニケーション能力を評価する．試験70%　演習30%　と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でして評価する．する．前期は，各学生のコミュニケーション能力を評価する．到達目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．標1，各学生のコミュニケーション能力を評価する．5を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間・定期試験40%，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習10%で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する． 後
期は到達目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．標2～4を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．演習20%，各学生のコミュニケーション能力を評価する．到達目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する．標1，各学生のコミュニケーション能力を評価する．5を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間・定期試験30%で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で評価する．する．た重要語彙，文法項目についての知識を中間試験・定期試だし，各学生のコミュニケーション能力を評価する．必要な英語の語彙，文法を理解できる．に関連する．応じて再試験を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．行う場合う場合
が開講する全ての科目に関連する．ある．

Comprehensive Practice for the TOEIC L&R Test: Lynch，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Shitori (Seibido)
Science Bridge :Nozaki，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Matsumoto，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Graham-Marr (Kinseido)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

英和・和英辞書（電子辞書を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．含む）を準備すること．なお，テキストを紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなむ）を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．準備すること．なお，テキストを紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなすること後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業で．なコミュニケーションができる．お，各学生のコミュニケーション能力を評価する．テキストを紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなを通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．紙媒体で購入（入手）していない場合，成績を評価しなで学生が入れ替わる．外国人講師の授業で購入れ替わる．外国人講師の授業で（入れ替わる．外国人講師の授業で手）していなコミュニケーションができる．い場合，各学生のコミュニケーション能力を評価する．成績は，試験を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．評価する．しなコミュニケーションができる．
い．
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授業の計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Also TOEIC Information revisited

2 English Conversation (1)

3

4

5

6

7

8 Midterm assessment Midterm test and assessment

9

10 Unit 7 Review Unit 1

11 English Conversation (6) Asking about and describing routines and exercise (2)

12

13

14

15 Skill strengthening Strengthen weak points through various exercises

16 English Conversation (1) Overview of the course - International Introductions

17 English Conversation (2) Jobs and routines

18 English Conversation (3) Describing routines using adverbs of frequency

19 English Conversation (4)

20 English Conversation (5) Describing where classmates live using prepositions of space

21 English Conversation (6) Asking about life experiences (Have you ever...)

22 English Conversation (7)

23 Midterm Test Midterm test and assessment

24

25 Science Bridge Unit 1 Unit 1 Artificial Light on the Sea

26

27 Science Bridge Unit 2 Unit 2 Tuning Out Mom's Voice?

28

29 Science Bridge Unit 3 Unit 3 Smart Clothing

30

前期，各学生のコミュニケーション能力を評価する．後期と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でもに関連する．中の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．間試験および定期試験を実施する．定期試験を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．実施する．する．

Introducing yourself; introducing others; checking information，各学生のコミュニケーション能力を評価する． exchanging personal information

English Conversation (2)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(1) Describing school and daily schedules，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Unit 5 Entertainment and Leisure ［受動態］受動態］

TOEIC演習(2) Unit 5 Entertainment and Leisure ［受動態］受動態］

English Conversation (3)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(3) Talking about likes and dislikes，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Unit 6 Purchasing［受動態］接続詞］

TOEIC演習(4) Unit 6 Purchasing［受動態］接続詞］

English Conversation (4)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． (Review) Talking and describing about families，各学生のコミュニケーション能力を評価する． review for midterm test

English Conversation (5)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(5) Return test. Asking about and describing routines and exercise (1)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． Unit 7 Review Unit 1

TOEIC演習(6)

English Conversation (7)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． TOEIC演習(7) Talking about past events，各学生のコミュニケーション能力を評価する．Unit 8 Health [形容詞・副詞]

TOEIC演習(8) Unit 8 Health [形容詞・副詞]

English Conversation (8)，各学生のコミュニケーション能力を評価する． (Review) Giving opinions about past experiences; talking about vacations，各学生のコミュニケーション能力を評価する． give final test data overview

Shopping，各学生のコミュニケーション能力を評価する． numbers and prices

Writing a postcard，各学生のコミュニケーション能力を評価する． simple past

TOEIC演習（9） 後期に関連する．おけるTOEIC学習の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．説明およびおよび定期試験を実施する．Unit 9 IT and Technology [関係代名詞・関係副詞・複合関係代名詞]

TOEIC演習（10） Unit 9 IT and Technology [関係代名詞・関係副詞・複合関係代名詞]

TOEIC演習（11） Unit 10 Shopping［受動態］比較］

TOEIC演習（12）と後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でまと後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でめ Unit 10 Shopping［受動態］比較］and review 後期TOEIC学習内容の質疑・応答を通して，各学生のコミュニケーション能力を評価する．まと後半で学生が入れ替わる．外国人講師の授業でめ

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B3(70%), B4(30%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．テーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．関する英文の読解力は，試験で評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．読解力は，試験で評価する．は，試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

4 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．テーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．関する英文の読解力は，試験で評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．語彙力は，試験で評価する．は，試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．は，試験で評価する．これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語科が開講するすべての科目に関連する．開講するすべての科目に関連する．する英文の読解力は，試験で評価する．すべての他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．関する英文の読解力は，試験で評価する．連する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

英語演習 (The Practice of English)

[前期] 山本 長紀 准教授, [前期] ミラー 非常勤講するすべての科目に関連する．師, [後期] 飯島 真之 講するすべての科目に関連する．師

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講するすべての科目に関連する．義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

前期は，試験で評価する．クラスを2つに関する英文の読解力は，試験で評価する．分け，少人数教育を実施する．授業計画のけ，試験で評価する．少人数教育を実施する．授業計画のを実施する．授業計画のする英文の読解力は，試験で評価する．．授業計画のの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．2回～8回と9回～15回が開講するすべての科目に関連する．セットになっており，学生は入れに関する英文の読解力は，試験で評価する．なっており，試験で評価する．学生は入れは入れれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．
替わることになる．前期授業の半分は，英語で発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基わる英文の読解力は，試験で評価する．ことに関する英文の読解力は，試験で評価する．なる英文の読解力は，試験で評価する．．前期授業の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．半分け，少人数教育を実施する．授業計画のは，試験で評価する．英語で評価する．発信できる技術者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基で評価する．きる英文の読解力は，試験で評価する．技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．者を目指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基を目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基し，試験で評価する．自分け，少人数教育を実施する．授業計画のの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．考えを英語で発表するための技術の基えを英語で評価する．発表するための技術の基する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．基
本を学習する英文の読解力は，試験で評価する．．前期授業の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．半分け，少人数教育を実施する．授業計画のと後期の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．授業で評価する．は，試験で評価する．科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．テーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．を扱った英文とった英文の読解力は，試験で評価する．とTOEICテストになっており，学生は入れを演習形式
で評価する．学習する英文の読解力は，試験で評価する．．また，試験で評価する．プレゼンテーション・コンテストになっており，学生は入れに関する英文の読解力は，試験で評価する．向けた演習も実施する．けた演習も実施する．実施する．授業計画のする英文の読解力は，試験で評価する．．

【B3】英語の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．論理展開を理解し，試験で評価する．プレゼンテーション用原稿作成に利用でに関する英文の読解力は，試験で評価する．利用で評価する．
きる英文の読解力は，試験で評価する．

英語の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．理論展開を理解し，試験で評価する．プレゼンテーション用原稿作成に利用でに関する英文の読解力は，試験で評価する．利用で評価する．きている英文の読解力は，試験で評価する．
かどうか，試験で評価する．原稿チェック時に評価する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

【B3】プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．態度シラバスや提示の基本的な方法を理解し実の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．基本的な方法を理解し実な方法を理解し実を理解し実
践できる．で評価する．きる英文の読解力は，試験で評価する．．

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．態度シラバスや提示の基本的な方法を理解し実の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．基本的な方法を理解し実方法を理解し実を実践できる．で評価する．きている英文の読解力は，試験で評価する．かど
うか，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

【B4】科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．テーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．関する英文の読解力は，試験で評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．英文の読解力は，試験で評価する．を読み，試験で評価する．正確に英文を読みに関する英文の読解力は，試験で評価する．英文の読解力は，試験で評価する．を読み
取ることができる．る英文の読解力は，試験で評価する．ことが開講するすべての科目に関連する．で評価する．きる英文の読解力は，試験で評価する．．

【B4】科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．テーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．関する英文の読解力は，試験で評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．語彙を増加させる．させる英文の読解力は，試験で評価する．．

【B3】TOEICテストになっており，学生は入れの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．演習を数多くこなすことにより，くこなすことに関する英文の読解力は，試験で評価する．より，試験で評価する．TOEICの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．スコアを向を向けた演習も実施する．
上させることができる．させる英文の読解力は，試験で評価する．ことが開講するすべての科目に関連する．で評価する．きる英文の読解力は，試験で評価する．．

TOEICテストになっており，学生は入れに関する英文の読解力は，試験で評価する．関する英文の読解力は，試験で評価する．しては，試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

成に利用で績は，試験は，試験で評価する．試験で評価する．60%　プレゼンテーション40%　として評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．前期はプレゼン20%，試験で評価する．試験で評価する．30%で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．後期はプレゼ
ン20%，試験で評価する．試験で評価する．30%で評価する．評価する．する英文の読解力は，試験で評価する．．本科目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．はプレゼンの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基導に多くの時間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価でに関する英文の読解力は，試験で評価する．多くこなすことにより，くの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．時に評価する．間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価でを割いているため，プレゼンの方が総合的に評価でいている英文の読解力は，試験で評価する．ため，試験で評価する．プレゼンの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．方が開講するすべての科目に関連する．総合的な方法を理解し実に関する英文の読解力は，試験で評価する．評価する．で評価する．
きる英文の読解力は，試験で評価する．．なおプレゼンを行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．とする英文の読解力は，試験で評価する．．必要に応じて再試験を行うことがある．に関する英文の読解力は，試験で評価する．応じて再試験を行うことがある．じて再試験で評価する．を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．うことが開講するすべての科目に関連する．ある英文の読解力は，試験で評価する．．

Climb High to the TOEIC L&R Test: Yasumaru，試験で評価する．Watanabe，試験で評価する．Totoki，試験で評価する．Zitzmann，試験で評価する．Hama (Kinseido)
Science for Tomorrow: Hattori，試験で評価する． Yamashita，試験で評価する． Hasegawa，試験で評価する． Perkins (Kinseido)

「理科系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．入れ門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）
「はじめての他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語プレゼンテーション」：飯泉恵美子，試験で評価する．T. J. Oba著（ジャパンタイムズ）
「理工系のための入門英語プレゼンテーション」：廣岡美彦著（朝倉書店）大学生は入れの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語ハンドブック」：東京工業大学外の英語科が開講するすべての科目に関連する．国語研究教育を実施する．授業計画のセンター編（三省堂）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電子辞書，試験で評価する．紙の英和・和英辞典，または辞書アプリ等が入った携帯端末を持参すること．また，指示された課題や，予習・復の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英和・和英辞典，試験で評価する．または辞書アを向プリ等が入った携帯端末を持参すること．また，指示された課題や，予習・復等が開講するすべての科目に関連する．入れった携帯端末を持参すること．また，指示された課題や，予習・復を持参すること．また，指示された課題や，予習・復する英文の読解力は，試験で評価する．こと．また，試験で評価する．指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基示の基本的な方法を理解し実され以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．た課題や，予習・復や，試験で評価する．予習・復
習を確に英文を読み実に関する英文の読解力は，試験で評価する．行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．うこと．
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授業の計画（英語演習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントになっており，学生は入れロダクション 教員紹介，試験で評価する．少人数授業の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．グループ分け，少人数教育を実施する．授業計画のけ，試験で評価する．授業の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．進め方・内容についてのガイダンスを行う．め方・内容についてのガイダンスを行う．に関する英文の読解力は，試験で評価する．ついての他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ガイダンスを行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

2

3

4

5 書き言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．し言葉と話し言葉の差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．差に注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．に関する英文の読解力は，試験で評価する．注意を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．を喚起し，準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．し，試験で評価する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．している英文の読解力は，試験で評価する．原稿の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英文の読解力は，試験で評価する．を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．させる英文の読解力は，試験で評価する．．発表するための技術の基時に評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．態度シラバスに関する英文の読解力は，試験で評価する．ついても実施する．再度シラバス指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基導に多くの時間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価でする英文の読解力は，試験で評価する．．

6

7

8 中間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価で試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．解答・解説 中間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価で試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．解答と解説を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

9

10

11

12

13

14

15 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．復習 これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．学習してきた内容についてのガイダンスを行う．を復習する英文の読解力は，試験で評価する．．

16 前期の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．学習内容についてのガイダンスを行う．をふりかえり，試験で評価する．プレゼンテーションに関する英文の読解力は，試験で評価する．ついて理解する英文の読解力は，試験で評価する．．

17 前期の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．学習内容についてのガイダンスを行う．をふりかえり，試験で評価する．プレゼンテーションに関する英文の読解力は，試験で評価する．ついて理解する英文の読解力は，試験で評価する．．

18 プレゼンテーション原稿とスライドを作成に利用でする英文の読解力は，試験で評価する．．

19 プレゼンテーション原稿とスライドを作成に利用でする英文の読解力は，試験で評価する．．

20 プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．を実施する．授業計画のする英文の読解力は，試験で評価する．．

21 プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．を実施する．授業計画のする英文の読解力は，試験で評価する．．

22 プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．を実施する．授業計画のし，試験で評価する．校内の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．コンテストになっており，学生は入れに関する英文の読解力は，試験で評価する．出場する英文の読解力は，試験で評価する．代表するための技術の基を決定する．する英文の読解力は，試験で評価する．．

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価で試験で評価する．，試験で評価する．前期定する．期試験で評価する．および後期定期試験を実施する．後期定する．期試験で評価する．を実施する．授業計画のする英文の読解力は，試験で評価する．．

プレゼンテーション分け，少人数教育を実施する．授業計画の析(1) この他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．回から15回目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．まで評価する．は2グループに関する英文の読解力は，試験で評価する．分け，少人数教育を実施する．授業計画のかれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．て，試験で評価する．グループごとの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．授業．プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．実践できる．例に触れ，英文の構成，表現，図に関する英文の読解力は，試験で評価する．触れ，英文の構成，表現，図れ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．，試験で評価する．英文の読解力は，試験で評価する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．構成に利用で，試験で評価する．表するための技術の基現，試験で評価する．図
の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．提示の基本的な方法を理解し実，試験で評価する．発表するための技術の基態度シラバスなどに関する英文の読解力は，試験で評価する．ついて分け，少人数教育を実施する．授業計画の析し理解する英文の読解力は，試験で評価する．．

プレゼンテーション分け，少人数教育を実施する．授業計画の析(2) 2回目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．と同じ．じ．

原稿作成に利用で実践できる．(1) 自分け，少人数教育を実施する．授業計画のが開講するすべての科目に関連する．発表するための技術の基したい題や，予習・復目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．を選び，プレゼンテーションのための原稿を作成する．その際，び後期定期試験を実施する．，試験で評価する．プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．ための他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．原稿を作成に利用でする英文の読解力は，試験で評価する．．その他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．際，試験で評価する．2～3回目は，これ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．で評価する．学習した内容についてのガイダンスを行う．を反映させるようさせる英文の読解力は，試験で評価する．よう
に関する英文の読解力は，試験で評価する．指し，自分の考えを英語で発表するための技術の基導に多くの時間を割いているため，プレゼンの方が総合的に評価でする英文の読解力は，試験で評価する．．

原稿作成に利用で実践できる．(2)

発表するための技術の基会で評価する．(1) 授業を受けるける英文の読解力は，試験で評価する．20名の学生のうち半数のの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．学生は入れの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．うち半数の半数の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．10名の学生のうち半数のが開講するすべての科目に関連する．，試験で評価する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．した原稿や図をも実施する．とに関する英文の読解力は，試験で評価する．プレゼンテーションを行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．学生は入れの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．相互評価する．も実施する．行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

発表するための技術の基会で評価する．(2) 前回と同じ．様に残りのに関する英文の読解力は，試験で評価する．残りのりの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．10名の学生のうち半数のが開講するすべての科目に関連する．，試験で評価する．プレゼンテーションを行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．学生は入れの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．相互評価する．も実施する．行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 4 (前半)と TOEIC 演習(1) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 4 : Runaway Black Hole Leaves Behind a Trail of Stars)とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 4 (後半)と TOEIC 演習(2) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 4 : Runaway Black Hole Leaves Behind a Trail of Stars)とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 5 (前半)と TOEIC 演習(3) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 5 : Record Number of Baby Seahorses Released)とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 5 (後半)と TOEIC 演習(4) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 5 : Record Number of Baby Seahorses Released)とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 6 (前半)と TOEIC 演習(5) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 6 : Vaccines without Needles)とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 6 (後半)と TOEIC 演習(6) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 6 : Vaccines without Needles)とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．(1)

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．(2)

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．(3)

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．準備している原稿の英文を洗練させる．発表時の態度についても再度指導する．(4)

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．(1)

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．(2)

プレゼンテーションの他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．発表するための技術の基会で評価する．(3)

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 7 (前半)と TOEIC 演習(7)
科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 7 : The Heartwarming Story Behind Nike's First Hands-Free Sneaker)とTOEIC演習を
行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 7 (後半)と TOEIC 演習(8) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 7 : The Heartwarming Story Behind Nike's First Hands-Free Sneaker)とTOEIC演習を
行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 8 (前半)と TOEIC 演習(9) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 8 : What Can Trees Tells Us About Climate Changes?))とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 8 (後半)と TOEIC 演習(10) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 8 : What Can Trees Tells Us About Climate Changes?))とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 9 (前半)と TOEIC 演習(11) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 9 : Where Do Old Satellites Go When They Die?))とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習:テキストになっており，学生は入れ Unit 9 (後半)と TOEIC 演習(12) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語読解演習(Unit 9 : Where Do Old Satellites Go When They Die?))とTOEIC演習を行わない場合は不合格とする．必要に応じて再試験を行うことがある．う．

授業の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．振り返りり返りり(1) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．読解，試験で評価する．英語プレゼンテーション，試験で評価する．TOEIC対策，試験で評価する．それ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．ぞれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．要に応じて再試験を行うことがある．点をおさらいする．をおさらいする英文の読解力は，試験で評価する．．

授業の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．振り返りり返りり(2) 科学技術やその他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．英語の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．読解，試験で評価する．英語プレゼンテーション，試験で評価する．TOEIC対策，試験で評価する．それ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．ぞれ以外の英語科が開講するすべての科目に関連する．の他のテーマに関する英文の読解力は，試験で評価する．要に応じて再試験を行うことがある．点をおさらいする．をおさらいする英文の読解力は，試験で評価する．．

備など）
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験と演習で評価する．と演習で評価する．演習で評価する．で評価する．評価する．する．

2 演習で評価する．で評価する．評価する．する．

3 演習で評価する．で評価する．評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新版アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）アクティヴ・ドイツ語」清水薫（同学社）語」清水薫（同学社）

参考書

関連科目 なし

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

国際コミュニケーションコミュニケーション(ドイツ語」清水薫（同学社）語) (German for International Communication)

電子工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日常生活で必要な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，で評価する．必要な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，と演習で評価する．文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，習で評価する．得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，する．第二言語と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学ぶこと演習で評価する．で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，
ネイティブとしての日本語，義務教育で学んできた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，日本語，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，義務教育で学んできた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文で評価する．学んで評価する．きた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文英語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文してドイツ語を学ぶことで，見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文られるようにする．外国語学習で評価する．は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，その初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，地域・国の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文
化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，理解することにつながることを知る．すること演習で評価する．につながること演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，知る．

【D2】ドイツ語」清水薫（同学社）語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，基礎的な語彙，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，身に着ける．に着ける．ける．

【D2】ドイツ語」清水薫（同学社）語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，通してドイツ語を学ぶことで，日本語，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，英語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文してドイツ語を学ぶことで，見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ること演習で評価する．がで評価する．きる
ようになる．

【D2】言語を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，理解することにつながることを知る．する．

成績は，試験は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，試験と演習で評価する．70%　演習で評価する．（レポート、小テスト、課題発表など）小テスト、課題発表など）テスト、小テスト、課題発表など）課題発表など）30%　と演習で評価する．してドイツ語を学ぶことで，評価する．する．試験と演習で評価する．成績は，試験は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，中間試験と演習で評価する．と演習で評価する．定期試験と演習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，
平均点とする．と演習で評価する．する．100点とする．満点とする．で評価する．60点とする．以上を合格とするを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，合格とすると演習で評価する．する

『見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文るだけで評価する．楽しく学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（しく学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（らし」と演習で評価する．「文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，こと演習で評価する．ば図鑑』野口真南（図鑑』野口真南（KADOKAWA）2019年
『標準ドイツ語』常木実（郁文堂）ドイツ語」清水薫（同学社）語』常木実（郁文堂）1990年
「こと演習で評価する．ば図鑑』野口真南（と演習で評価する．文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」 鈴木孝夫 （岩波新書）2004年

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントロダクション ドイツ語」清水薫（同学社）語についてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，仕方，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「外国語学習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，意義」についてドイツ語を学ぶことで，（一年を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，通してドイツ語を学ぶことで，学びながら考えて欲しいこと）．えてドイツ語を学ぶことで，欲しいこと）．しいこと演習で評価する．）．

2 英語と演習で評価する．違い「つづり通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．い「つづり通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．通り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．する練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，短母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，複母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，重母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．．

3 子音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ルールを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．

4 挨拶 表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，基数詞 簡単なあいさつ表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，覚え，使ってみる．数詞の練習．え，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．ってドイツ語を学ぶことで，みる．数詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．

5 名前，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，出身に着ける．地など自己紹介．動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，一人称，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，二人称形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．「あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文はどこから来ましたか？」など．ました英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文か？」など．」など．

6 語尾が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）の人称変化の練習．次回に暗記テスト．が規則的に変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文する動詞（＝規則動詞）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．次回に暗記テスト．に暗記テスト．テスト．

7 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め 母音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，子音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，あいさつ，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，数詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．自己紹介の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文における規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．

8 中間試験と演習で評価する． ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，範囲で中間試験を実施．で評価する．中間試験と演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，実施．

9 前期中間試験と演習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，解することにつながることを知る．答・解することにつながることを知る．説．自分以外の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，家族の紹介．動詞の三人称形の練習．「あなたの父親の趣味はなんですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，紹介．動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，三人称形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．「あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，父親の趣味はなんですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，趣味はなんですか？」など．はなんで評価する．すか？」など．」など．

10

11

12 商品の値段や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，値段や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，た英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ずねる，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．と演習で評価する．客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，会話場面．「すみません，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，プリンタはどこですか？」など．はどこで評価する．すか？」など．」など．

13

14

15 聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文紹介 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．問題に挑戦する．ドイツの文化を表すおもしろい表現などを紹介．する．ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表すおもしろい表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，などを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，紹介．

16 家族の紹介．動詞の三人称形の練習．「あなたの父親の趣味はなんですか？」など．構成や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．してドイツ語を学ぶことで，いるもの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，た英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ずねる．「あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文は車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，持っていますか？この車は誰のものですか？」など．ってドイツ語を学ぶことで，いますか？」など．この初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．は誰のものですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，もの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，で評価する．すか？」など．」など．

17

18

19 「どの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，商品の値段や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．がお好みですか？」や「私は母親の手伝いをしています」など．みで評価する．すか？」など．」や特徴をたずねる，店員と客の会話場面．「すみません，プリンタはどこですか？」など．「私は母親の手伝いをしています」など．は母親の趣味はなんですか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，手伝いをしています」など．いを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，してドイツ語を学ぶことで，います」など．

20

21

22 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め おもに「定冠詞・不定冠詞・所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．冠詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，格とする変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」と演習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「不規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．

23 中間試験と演習で評価する． ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，範囲で中間試験を実施．で評価する．中間試験と演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，実施．

24 「誕生日は，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，お父さんに何をプレゼントしましたか？」など．〜に，〜を，など目的語が二つある表現．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，プレゼントしました英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文か？」など．」など．〜に，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，〜を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，など目的語が二つある表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，．

25

26

27 「どこに行くの？」「どこにいるの？」などの表現．（場所か方向か）く学べる「暮らし」と「文化」ドイツのことば図鑑』野口真南（の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，？」など．」「どこにいるの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，？」など．」などの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，．（場所か方向か）か）

28

29 前置詞を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，用いた熟語・慣用表現など．ここまでの文法ポイントのまとめ．いた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文熟語・慣用いた熟語・慣用表現など．ここまでの文法ポイントのまとめ．表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，など．ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイントの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め．

30 聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文紹介 ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，聞き取り練習，ドイツの文化紹介き取り練習，ドイツの文化紹介り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．問題．ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ドイツ語」清水薫（同学社）語学習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，踏まえ，「外国語学習の意義」を改めて確認．まえ，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「外国語学習で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，意義」を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，改めて確認．めてドイツ語を学ぶことで，確認．

授業の計画（国際コミュニケーションコミュニケーション(ドイツ語語)）

アルファベートと演習で評価する．発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．（1）

アルファベートと演習で評価する．発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．（2）

LEKTION1：名前，住所，出身地名前，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，住所，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，出身に着ける．地

LEKTION1：名前，住所，出身地文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント

LEKTION2：名前，住所，出身地年齢，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，趣味はなんですか？」など．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，職業，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，家族の紹介．動詞の三人称形の練習．「あなたの父親の趣味はなんですか？」など．

LEKTION2：名前，住所，出身地文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，作り方，り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．方，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，sein（〜で評価する．ある，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，存在する）の現在人称変化．する）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，在する）の現在人称変化．人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文．

LEKTION2：名前，住所，出身地文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 疑問詞，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．冠詞（私は母親の手伝いをしています」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，／あなた英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，／彼女の の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで， etc.），ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，女の 性形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，接尾が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）の人称変化の練習．次回に暗記テスト．語などについてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．．

LEKTION3:買い物する場面での表現い物する場面での表現する場面で評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION3:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント
名詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，性と演習で評価する．格とする（1格とする／4格とする）を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，学習で評価する．．不定冠詞（＝一つの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，），ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，定冠詞（＝その初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，），ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，指示代名詞（それ）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．い方と演習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，「格とする変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文」の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．次
回に暗記テスト．暗記テスト．テスト．

LEKTION3:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め 願望を表す助動詞を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表す助動詞möchte（〜した英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文い）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．い方．人称代名詞（彼，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，彼女の ，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，それ）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，文の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，作り方，り通り」に発音する練習，短母音，複母音，重母音の発音．方，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，
冠詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，格とする変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，指示代名詞，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称代名詞などを題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，復習で評価する．．

LEKTION4：名前，住所，出身地持っていますか？この車は誰のものですか？」など．ち物についてたずねる物する場面での表現についてドイツ語を学ぶことで，た英語を相対化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文ずねる

LEKTION4:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント haben（持っていますか？この車は誰のものですか？」など．つ）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，在する）の現在人称変化．人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，定冠詞・不定冠詞・所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．冠詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，格とする変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文．次回に暗記テスト．暗記テスト．テスト．

LEKTION4:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 2格とする（所有しているものをたずねる．「あなたは車を持っていますか？この車は誰のものですか？」など．）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，用いた熟語・慣用表現など．ここまでの文法ポイントのまとめ．法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，．否定冠詞kein（＝ひと演習で評価する．つも〜ない）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，使ってみる．数詞の練習．い方．否定疑問文に対する答え方．

LEKTION5:好みですか？」や「私は母親の手伝いをしています」など．みの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，生活で必要な表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，で評価する．使ってみる．数詞の練習．う表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION5:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 3格とする支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．不規則動詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文．次回に暗記テスト．に暗記テスト．テスト．

LEKTION5:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 定冠詞類，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称代名詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，3格とする，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，男性弱変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文名詞など．

LEKTION6:プレゼントの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION6:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 目的語が二つある文章の練習，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，3格とする・4格とする支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，動詞．命令形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，練習で評価する．．

LEKTION6:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 名詞複数形の練習．「あなたはどこから来ましたか？」など．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，語尾が規則的に変化する動詞（＝規則動詞）の人称変化の練習．次回に暗記テスト．変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文と演習で評価する．格とする変化して見られるようにする．外国語学習は，その地域・国の文，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，人称代名詞（1〜4格とする）の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，導入．

LEKTION7:外出に関する表現する表現を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，

LEKTION7:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント 前置詞の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，各支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．．3格とする支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，4格とする支配の動詞の練習．不規則動詞の人称変化．次回に暗記テスト．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，前置詞．

LEKTION7:文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ポイント，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，ここまで評価する．の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，まと演習で評価する．め

備など）
考

前期，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，後期と演習で評価する．もに中間試験と演習で評価する．および定期試験と演習で評価する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，実施する．
達成度シラバスの初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，低い者には，暗唱を課する．い者には，暗唱を課する．には，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，暗唱を課する．を題材にしながら，ドイツ語の初歩的知識と文法を習得する．第二言語としてドイツ語を学ぶことで，課する．
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科　目

担当教員 牛根 靖裕 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 ドイツ語，韓国語語，韓国語

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

国際コミュニケーションコミュニケーション(中国語) (Chinese for International Communication)

電子工学科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現代中国語（標準語）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を，発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・読解・作文の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理教授内容に対する理に対する理対する理する理
解をはかる評価対する理象として，中間・定期試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理して学習する．受講者の教授内容に対する理，中間・定期試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．に対する理加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．す課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．題を含む演習での取り組みも重視する．を含む演習での取り組みも重視する．む演習での取り組みも重視する．演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理取り組みも重視する．り組みも重視する．組みも重視する．みも重視する．重視する．する．受講者の教授内容に対する理

【D2】現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理その発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理ピンインに対する理よる表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．する．受講者の教授内容に対する理
現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理その発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理ピンインに対する理よる表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を講義中の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
に対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理

【D2】現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理漢字（簡体字）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中でも重視する．，比較的使用頻度シラバスの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理高いも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理書き方を習得する．き方を習得する．方を習得する．を習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．する．受講者の教授内容に対する理

現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理漢字（簡体字）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理書き方を習得する．き方を習得する．方を習得する．を演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（短文読解・作文・小テスト・課テスト・課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．
題を含む演習での取り組みも重視する．）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理に対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理

【D2】現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理簡単な文法知識を習得する．文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理知識を習得する．を習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．する．受講者の教授内容に対する理
現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理簡単な文法知識を習得する．文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理知識を習得する．を演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（短文読解・作文・小テスト・課テスト・課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．題を含む演習での取り組みも重視する．・口頭
発表）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理および中間試験，定期試験によって評価する．中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．，定期試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．に対する理よって学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理

成績は，試験は，試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．60%　演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理、読解、作文、小テスト・課テスト、課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．題を含む演習での取り組みも重視する．、口頭発表）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理40%　と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理して学習する．受講者の教授内容に対する理評価する．受講者の教授内容に対する理試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．成績は，試験は中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．，定
期試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理平均点．受講者の教授内容に対する理演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理では授業内での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理暗誦および小テストも課す（複数回）．コミュニケーション能力の養成を重視するたおよび中間試験，定期試験によって評価する．小テスト・課テストも重視する．課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．す（複数回）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理．受講者の教授内容に対する理コミュニケーション能力の養成を重視するたの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理養成を重視する．するた
め，試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．以外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理評価を40%と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．・演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理評価を総合し，し，100点満点60点以上を合格とする．を合し，格とする．と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

陳淑梅・劉渇氷『初めての異文化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， めて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理異文化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， おも重視する．しろ体験　初級中国語』（朝日出版社， 体験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　初めての異文化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， 級中国語』（朝日出版社， 2025年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

相原茂［編著］『新装版　はじめて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中国語学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理辞典』（朝日出版社 ，2021年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
相原茂・石田知子・戸沼市子〔著〕『Why？にこたえるはじめての中国語の文法書』（同学社，に対する理こたえるはじめて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理書き方を習得する．』（同学社，2016年再版）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
相原茂・喜多山幸子・魯暁琨〔著〕『大事なことはみんなやさしい中国語で言える』（朝日出版社，な文法知識を習得する．こと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理はみんな文法知識を習得する．やさしい中国語で言える』（朝日出版社，える』（朝日出版社，2001年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

履修上のの評価方法と基準
注意事項

現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を通じ，中国の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理文化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， ・社会に対する関心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取に対する理対する理する関心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取める．受講者の教授内容に対する理受講者の教授内容に対する理に対する理は講義の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理予習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理への発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理自主的な文法知識を習得する．取り組みも重視する．
り組みも重視する．組みも重視する．みが求められる．辞書を購入する場合は，講師からは『新装版　はじめての中国語学習辞典』（相原茂求められる．辞書を購入する場合は，講師からは『新装版　はじめての中国語学習辞典』（相原茂められる．受講者の教授内容に対する理辞書き方を習得する．を購入する場合は，講師からは『新装版　はじめての中国語学習辞典』（相原茂する場合し，は，講師からは『新装版　はじめて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中国語学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理辞典』（相原茂[編著]，朝日出
版社，2021年）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を推薦する．する．受講者の教授内容に対する理

D-43



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 動詞“是”，助詞“的”を用いた現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理基本構文と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，人名に関する表現を学習する．に対する理関する表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

5 現代中国語で自己紹介をする文章を用いて，現代中国語の語法の基本を学習する．をする文章を用いて，現代中国語の語法の基本を学習する．を用いて学習する．受講者の教授内容に対する理，現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理語法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理基本を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

6 年齢や年月日など数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．や年月日な文法知識を習得する．ど数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用い方を習得する．を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

7 練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理問題を含む演習での取り組みも重視する．を用いて学習する．受講者の教授内容に対する理，基本表現の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理確認を行なう．を行なう．な文法知識を習得する．う．受講者の教授内容に対する理

8 中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．

9 中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理解説する．中国語の存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．する．受講者の教授内容に対する理中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．を表わす動詞表現，複数の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理選択肢を挙げる尋ね方を学習する．を挙げる尋ね方を学習する．げる尋ね方を学習する．ね方を学習する．方を習得する．を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

10 存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．を表わす動詞表現の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を行なう．な文法知識を習得する．う．受講者の教授内容に対する理

11 形容に対する理詞を用いる基本表現，連動文な文法知識を習得する．ど数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理頻用表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

12 自身の興味あるものに関する表現を用い，練習問題に取り組む．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理興味あるものに関する表現を用い，練習問題に取り組む．あるも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理に対する理関する表現を用い，練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理問題を含む演習での取り組みも重視する．に対する理取り組みも重視する．り組みも重視する．組みも重視する．む演習での取り組みも重視する．．受講者の教授内容に対する理

13 願望・意欲を表す助動詞，名詞の数量表現に用いる量詞などを学ぶ．を表す助動詞，名に関する表現を学習する．詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理数量表現に対する理用いる量詞な文法知識を習得する．ど数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．を学ぶ．受講者の教授内容に対する理

14 桁の大きな数字や量詞を用い，練習問題に取り組む．前期に扱った現代中国語の基本語法について，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理大き方を習得する．な文法知識を習得する．数字や量詞を用い，練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理問題を含む演習での取り組みも重視する．に対する理取り組みも重視する．り組みも重視する．組みも重視する．む演習での取り組みも重視する．．受講者の教授内容に対する理前期に対する理扱った現代中国語の基本語法について，復習・確認を行う．った現代中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理基本語法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行なう．を行なう．う．受講者の教授内容に対する理

15 総合し，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理 中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．以降の講義での学習内容について，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理講義での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行なう．を行なう．う．受講者の教授内容に対する理

16 前期学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行なう．を行なう．う．受講者の教授内容に対する理動作の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理状態を表す表現を学習する．を表す表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

17 時刻や動詞の発生する時間（時点），動作の進行，状態の変化に関する文章を練習する．や動詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発生する時間（時点），動作の進行，状態の変化に関する文章を練習する．する時間（時点）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，動作の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理進行なう．，状態を表す表現を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理変化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， に対する理関する文章を用いて，現代中国語の語法の基本を学習する．を練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

18 日常会に対する関心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取話の中で常用する比較を表わす表現，「〜をください」，「ちょっと〜してみる」という表現を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理中で常用する比較を表わす表現，「〜をください」，「ちょっと〜してみる」という表現を学習する．をください」，「ちょっと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理〜をください」，「ちょっと〜してみる」という表現を学習する．して学習する．受講者の教授内容に対する理みる」と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理いう表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

19 料理店で注文する状況でのさまざまな表現を練習する．で注文する状況でのさまざまな表現を練習する．での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理さまざまな文法知識を習得する．表現を練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

20

21 動作の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理実現・実現を表わす動態を表す表現を学習する．助詞“了”，状態を表す表現を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理変化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理完了・発生する時間（時点），動作の進行，状態の変化に関する文章を練習する．を表わす語気助詞“了”の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理使い方を習得する．を学ぶ．受講者の教授内容に対する理

22 中国語に対する理おける前置詞フレーズ，動作の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理実行なう．時間の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理長さの表現を学習する．さの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

23 中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．

24 中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理問題を含む演習での取り組みも重視する．，解答の確認を行い，内容について解説する．結果補語の表現を学ぶ．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理確認を行なう．を行なう．い，内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理解説する．中国語の存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．する．受講者の教授内容に対する理結果補語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表現を学ぶ．受講者の教授内容に対する理

25 「〜をください」，「ちょっと〜してみる」という表現を学習する．すること基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理が求められる．辞書を購入する場合は，講師からは『新装版　はじめての中国語学習辞典』（相原茂でき方を習得する．る」と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理いう可能の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表現，動作・行なう．為の様子を描写する様態補語を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理様子を描写する様態補語を学習する．する様態を表す表現を学習する．補語を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

26 人や物の移動の方向を表わす方向補語，様々な使役表現を学ぶ．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理移動の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理方を習得する．向を表わす方向補語，様々な使役表現を学ぶ．を表わす方を習得する．向を表わす方向補語，様々な使役表現を学ぶ．補語，様々な使役表現を学ぶ．な文法知識を習得する．使役表現を学ぶ．受講者の教授内容に対する理

27 動作が求められる．辞書を購入する場合は，講師からは『新装版　はじめての中国語学習辞典』（相原茂実現可能かど数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．うかを表わす可能補語を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

28 中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理受身の興味あるものに関する表現を用い，練習問題に取り組む．表現や禁止表現を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

29 すでに対する理起こった事柄の具体的な状況を強調する構文を学ぶ．こった事なことはみんなやさしい中国語で言える』（朝日出版社，柄の具体的な状況を強調する構文を学ぶ．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理具体的な文法知識を習得する．状況でのさまざまな表現を練習する．を強調する構文を学ぶ．する構文を学ぶ．受講者の教授内容に対する理

30 総合し，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理 中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．以降の講義での学習内容について，復習・確認を行う．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，語法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理，復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・確認を行なう．を行なう．う．受講者の教授内容に対する理

前期，後期と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理も重視する．に対する理中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．および中間試験，定期試験によって評価する．定期試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．を実施する．する．受講者の教授内容に対する理

授業の計画（国際コミュニケーションコミュニケーション(中国語)）

講義概要の説明 第の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理説する．中国語の存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．明 第1課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理(1)
本講義の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理方を習得する．針・目標・内容に対する理・評価方を習得する．法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理説する．中国語の存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．明，および中間試験，定期試験によって評価する．同説する．中国語の存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．明に対する理関する質疑応答の確認を行い，内容について解説する．結果補語の表現を学ぶ．な文法知識を習得する．ど数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理後，中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理声調する構文を学ぶ．，発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理記号（ピンイン）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理
表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理

第2課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理(2) 中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理単母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理・複母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，声調する構文を学ぶ．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表記法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理する．受講者の教授内容に対する理現代中国（中華人民共和国）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理で公用文字と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理されて学習する．受講者の教授内容に対する理いる簡略字「簡体字」に対する理
ついて学習する．受講者の教授内容に対する理も重視する．触れる．れる．受講者の教授内容に対する理

第3課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理(3)，第4課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理(4) 中国語の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理子音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発声法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理をと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理も重視する．な文法知識を習得する．う発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表記の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理変化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， ，鼻音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理（-nn，-nng）の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を伴う母音，う母音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，r化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理練習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理を行なう．な文法知識を習得する．う．受講者の教授内容に対する理

第5課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　動詞“是”，助詞“的”，名に関する表現を学習する．前の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理言える』（朝日出版社，い方を習得する．，尋ね方を学習する．ね方を学習する．方を習得する．

第5課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　初めての異文化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， 対する理面の自己紹介，定着度チェックの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理自己紹介をする文章を用いて，現代中国語の語法の基本を学習する．，定着度シラバスチェック

第6課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　年齢や年月日など数字を用いる基本表現，反復疑問文や疑問詞の用い方を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理言える』（朝日出版社，い方を習得する．，年月日の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理言える』（朝日出版社，い方を習得する．，反復疑問文，疑問詞疑問文

第6課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　生する時間（時点），動作の進行，状態の変化に関する文章を練習する．年に対する理関する表現，定着度シラバスチェック

第1週から第から第7週から第までの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理に対する理ついて学習する．受講者の教授内容に対する理試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．を行なう．う．受講者の教授内容に対する理

中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理解答の確認を行い，内容について解説する．結果補語の表現を学ぶ．と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理まと基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理め，第7課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．動詞“有”・“在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．”，選択疑問文

第7課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　家族の話　定着度チェックの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理話の中で常用する比較を表わす表現，「〜をください」，「ちょっと〜してみる」という表現を学習する．　定着度シラバスチェック

第8課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　形容に対する理詞述語文，動詞“喜 ”，連動文欢”，連動文

第8課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　パンダを見に行こう，定着度チェックを見に行こう，定着度チェックに対する理行なう．こう，定着度シラバスチェック

第9課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　助動詞“想”・“要の説明 第”，量詞，100以上を合格とする．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理数字

第9課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　購買に関する表現，定着度チェックに対する理関する表現，定着度シラバスチェック

前期学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理復習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，第10課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　動作の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理進行なう．“在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．”，状態を表す表現を学習する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理変化おもしろ体験　初級中国語』（朝日出版社， の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表現
“了”

第10課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　時刻や動詞の発生する時間（時点），動作の進行，状態の変化に関する文章を練習する．・時点の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理表現，定着度シラバスチェック

第11課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　動詞“要の説明 第”・“来”の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理，比較表現，動詞の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理重ね方を学習する．型

第11課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　中国語で料理を注文する，定着度シラバスチェック

第12課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　動態を表す表現を学習する．助詞“-n了”・“-n ”，副詞“有点儿”と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理量詞“一点儿”の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理过”，副詞“有点儿”と量詞“一点儿”の
用法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理

動作の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理実現・完成を表わす助詞“了”，経験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．を表わす助詞“ ”，誤用しやすい副詞“有点儿”と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理量詞“一点儿”の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理使い方を習得する．を学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理す过”，副詞“有点儿”と量詞“一点儿”の
る．受講者の教授内容に対する理

第12課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　完了した動作を表わす2つの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理“了”，定着度シラバスチェック

第13課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　助動詞“可以”，前置詞，時間量

第17回から第22回までの発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理講義での発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理学習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理内容に対する理の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理得する．状況でのさまざまな表現を練習する．を，筆記試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．に対する理より組みも重視する．確認を行なう．する．受講者の教授内容に対する理

中間試験に加え，随時課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．の発音と基礎的文法を，発音・読解・作文の演習を通じて学習する．受講者の教授内容に対する理解説する．中国語の存在を表わす動詞表現，複数の選択肢を挙げる尋ね方を学習する．，第14課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　結果補語

第14課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　助動詞“会に対する関心を深める．受講者には講義の予習・演習・復習への自主的な取”・“能”，様態を表す表現を学習する．補語，定着度シラバスチェック

第15課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　方を習得する．向を表わす方向補語，様々な使役表現を学ぶ．補語，使役表現

第15課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　可能補語，定着度シラバスチェック

第16課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　受身の興味あるものに関する表現を用い，練習問題に取り組む．表現，禁止表現

第16課す課外の課題を含む演習での取り組みも重視する．　“是……的”構文，定着度シラバスチェック

備など）
考
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科　目

担当教員 高 秀美 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 『みんなで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

参考書

関連科目 ドイツ語，中国語語，中国語

課題，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．をした上で，授業に参加することを強く望みます．上で，授業に参加することを強く望みます．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，授業に参加することを強く望みます．に参加することを強く望みます．参加することを強く望みます．することを強く望みます．く望みます．望みます．みます．

神戸市立工業に参加することを強く望みます．高等専門学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社校 2026年度シラバスシラバス

国際コミュニケーションコミュニケーション(韓国語) (Korean for International Communication)

電子工学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社科・4年・通年・選択・2単位【講義】 ( 学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

韓国語(ハングル）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事聞き取りの練習をしながら学習する．文法事き取りの練習をしながら学習する．文法事りの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．練習をしながら学習する．文法事をしながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．文法事
項を理解しながら挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画などの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．社会や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事生活文化などが理解できる映画などが理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社きる映画
や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事ドラマを選定し，語学能力を含む文化の理解を深める．を選定し，語学能力を含む文化の理解を深める．し，語学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社能力を含む文化の理解を深める．を含む文化の理解を深める．む文化の理解を深める．文化などが理解できる映画の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を深める．める．

【D2】ハングル文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事構成を理解し，日常生活で最も良く使われる基礎的なを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事し，日常生活で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社最も良く使われる基礎的なも良く使われる基礎的な良く使われる基礎的なく望みます．使われる基礎的なわれる基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画な
短文表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を身につけるに参加することを強く望みます．つける.

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．段階では，小テストを少なくともで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社は，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．を少なくともなく望みます．とも良く使われる基礎的な2週にに参加することを強く望みます．1回で実施し，文字の習得状で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社実施し，文字の習得状し，文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．習をしながら学習する．文法事得状
況を把握しながら，「書く」ことについては小テストおよび前期，後期とも中間試を把握しながら，「書く」ことについては小テストおよび前期，後期とも中間試しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事，「書く」ことについては小テストおよび前期，後期とも中間試書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事く望みます．」ことに参加することを強く望みます．ついては小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．および前期，後期とも中間試前期，後期とも良く使われる基礎的な中間試
験と定期試験で評価する．と定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社評価する．する．

【D2】簡単な挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事はじめ，学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを基礎に参加することを強く望みます．して場面別のの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．
会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を習をしながら学習する．文法事得する．

会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画は，それぞれの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を個別のに参加することを強く望みます．発音やイントネーションを指導及びチェや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事イントの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．ネーションを指導及びチェび前期，後期とも中間試チェ
ックを授業中に行い，後期においては会話について口頭での発表により評価を授業に参加することを強く望みます．中に参加することを強く望みます．行い，後期においては会話について口頭での発表により評価い，後期に参加することを強く望みます．おいては会話に参加することを強く望みます．ついて口頭での発表により評価で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．発表に参加することを強く望みます．より評価する．
する．

【D2】韓国・朝鮮の文化の理解を深め，コミュニケーション能力及び国際の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．文化などが理解できる映画の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を深める．め，コミュニケーション能力を含む文化の理解を深める．及びチェび前期，後期とも中間試国際コミュニケーション
感覚を身につける．を身につけるに参加することを強く望みます．つける．

韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画な知識や会話学習と同時に会話の背景にある文化をついてや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事会話学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事と同時に会話の背景にある文化をついてに参加することを強く望みます．会話の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．背景にある文化をついてに参加することを強く望みます．ある文化などが理解できる映画をついて
解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価い，その準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事度シラバスを前期，後期とも良く使われる基礎的な中間試験と定期試験で評価する．と定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社評価する．する．

成を理解し，日常生活で最も良く使われる基礎的な績は，試験は，試験と定期試験で評価する．50%　小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．20%　演習をしながら学習する．文法事30%　として評価する．する．成を理解し，日常生活で最も良く使われる基礎的な績は，試験に参加することを強く望みます．おいて，小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．と演習をしながら学習する．文法事（課題及びチェび前期，後期とも中間試授業に参加することを強く望みます．中の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．暗唱・
発表など）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社を重視する理由は初歩的なコミュニケーション能力を確認するためである．する理由は初歩的なコミュニケーション能力を確認するためである．は初歩的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画なコミュニケーション能力を含む文化の理解を深める．を確認するためである．するた上で，授業に参加することを強く望みます．めで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ある．100点満点で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社60点以上で，授業に参加することを強く望みます．を合格とすとす
る．

『ポケットの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．プログレッシブ韓日・日韓辞典』  油谷幸利　他編著　小学館，韓日・日韓辞典』  油谷幸利　他編著　小学館，』  油谷幸利　他編著　小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社館，2004年
『パスポートの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．朝鮮の文化の理解を深め，コミュニケーション能力及び国際語小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．事典』  油谷幸利　他編著　小学館，』  塚本勲　監修・熊谷明泰編集　白水社，2011年
『基礎から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社韓国語講座　初級』木内　明著，国書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事刊行い，後期においては会話について口頭での発表により評価会，2004年

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3 韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基本子音やイントネーションを指導及びチェを復習をしながら学習する．文法事後，激音やイントネーションを指導及びチェと濃音やイントネーションを指導及びチェを学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

4 韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．子音やイントネーションを指導及びチェを復習をしながら学習する．文法事後，基本母音やイントネーションを指導及びチェ字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み合わせで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社作られた複合母音を勉強する．ら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事れた上で，授業に参加することを強く望みます．複合母音やイントネーションを指導及びチェを勉強く望みます．する．

5

6 韓国文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事韓国人の生活を映像を通じて学ぶ．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．生活を映像を通じて学ぶ．を通じて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

7

8 中間試験と定期試験で評価する．

9

10

11

12

13 漢数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事：日本語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．いち，に参加することを強く望みます．，さんに参加することを強く望みます．相当する年，月，日，値段，電話番号，何人前，学年，階，回，号室などに使う．漢数字を学習．する年，月，日，値段，電話番号，何人の生活を映像を通じて学ぶ．前，学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社年，階では，小テストを少なくとも，回で実施し，文字の習得状，号室などに使う．漢数字を学習．などに参加することを強く望みます．使われる基礎的なう．漢数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事．

14 Review 2

15 前期の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．まとめ 定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．に参加することを強く望みます．向けた課題演習を行う．また，これまでの学習内容を再確認するとともに，口頭で質疑応答する．けた上で，授業に参加することを強く望みます．課題演習をしながら学習する．文法事を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．また上で，授業に参加することを強く望みます．，これまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを再確認するためである．するととも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．，口頭での発表により評価で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社質疑応答する．する．

16 復習をしながら学習する．文法事及びチェび前期，後期とも中間試数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．活用 前期の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを小テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．テストの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社再確認するためである．する．数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事数詞，数え方について学習する．方について学習する．に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

17

18 動詞や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事形容を基礎にして場面別の詞の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．否定し，語学能力を含む文化の理解を深める．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画と覚を身につける．え方について学習する．ておきた上で，授業に参加することを強く望みます．い動詞を文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を作られた複合母音を勉強する．りながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

19 接続語尾～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．して，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．く望みます．て，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社あり，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．が，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．けれどに参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

20 Review 3

21 韓国文化などが理解できる映画や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事韓国人の生活を映像を通じて学ぶ．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．生活を映像を通じて学ぶ．を通じて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

22 用言の『です・ます形』，『～ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・ます形』，『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．』～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．と不可能の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

23 中間試験と定期試験で評価する．

24 中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．する．用言の『です・ます形』，『～ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・ます形』，『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．』を復習をしながら学習する．文法事し，縮約形の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．』を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

25 固有数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事：日本語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．一つ，二つに当たる数字，～歳，時間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．つ，二つに当たる数字，～歳，時間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．つに参加することを強く望みます．当する年，月，日，値段，電話番号，何人前，学年，階，回，号室などに使う．漢数字を学習．た上で，授業に参加することを強く望みます．る数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．歳，時に会話の背景にある文化をついて間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．などに参加することを強く望みます．使われる基礎的なう，固有数字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

26 Review 4

27 動詞の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．過去形を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．又は～から～までと手段を表す助詞を学ぶ．は～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社と手段を表す助詞を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

28 さまざまな尊敬の表現を学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

29 お願い表現，丁寧な命令形について学習する．い表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画，丁寧な命令形について学習する．な命令形に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

30

前期，後期とも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．中間試験と定期試験で評価する．および前期，後期とも中間試定し，語学能力を含む文化の理解を深める．期試験と定期試験で評価する．を実施し，文字の習得状する．

授業の計画（国際コミュニケーションコミュニケーション(韓国語)）

授業に参加することを強く望みます．ガイダンス・文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(1)基本母音やイントネーションを指導及びチェ
授業に参加することを強く望みます．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．ガイダンスととも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．，簡単に参加することを強く望みます．韓国文化などが理解できる映画，韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．歴史や文字について説明する．そして，韓国語の基本母音（や聞き取りの練習をしながら学習する．文法事文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事に参加することを強く望みます．ついて説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．明する．そして，韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基本母音やイントネーションを指導及びチェ（10個）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社に参加することを強く望みます．つい
て説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．明する．

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(2)子音やイントネーションを指導及びチェ（平音やイントネーションを指導及びチェ）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社 韓国語の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．基本母音やイントネーションを指導及びチェを復習をしながら学習する．文法事後，基本子音やイントネーションを指導及びチェ（10個）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社．

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(3)子音やイントネーションを指導及びチェ（激音やイントネーションを指導及びチェ・濃音やイントネーションを指導及びチェ）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(4)二つに当たる数字，～歳，時間，個，名，枚，台などに使う，固有数字を学習する．重母音やイントネーションを指導及びチェ

文字の仕組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事と発音やイントネーションを指導及びチェ(5)子音やイントネーションを指導及びチェ（終声子音やイントネーションを指導及びチェ）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社・読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み方について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．法則 子音やイントネーションを指導及びチェと母音やイントネーションを指導及びチェの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．組みを理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事み合わせを単語を使われる基礎的なって練習をしながら学習する．文法事後，パッチム(子音やイントネーションを指導及びチェ＋母音やイントネーションを指導及びチェの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．後に参加することを強く望みます．来る子音，支えると意味）について勉強する．る子音やイントネーションを指導及びチェ，支えると意味）について勉強する．え方について学習する．ると意味）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社に参加することを強く望みます．ついて勉強く望みます．する．

文化などが理解できる映画項を理解しながら挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画目（1）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社：韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．映画感想

第1課　私は吉田ひかるです．は吉田ひかるで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す． ～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すか（ハムニダ体』～と不可能の表現について学習する．）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．は(助詞）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第1週にから単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第7週にまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて試験と定期試験で評価する．を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．

中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事答する．とまとめ，第2課　お名前は何で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すか 中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事説を行い，その理解度を前期，後期とも中間試験と定期試験で評価する．する．～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すかの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．（ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．体』～と不可能の表現について学習する．）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．が(助詞）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第3課　ここは出口で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社はありません． ～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社はありません（名詞文の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．否定し，語学能力を含む文化の理解を深める．）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．も良く使われる基礎的な(助詞)に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．練習をしながら学習する．文法事を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．

Review 1，第4課　近くに地下鉄の駅ありますか．く望みます．に参加することを強く望みます．地下鉄の駅ありますか．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．駅ありますか．ありますか． 第1課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第3課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事する．～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．います・～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．あります又は～から～までと手段を表す助詞を学ぶ．は～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．いません・ありません，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．に参加することを強く望みます．(助詞)に参加することを強く望みます．ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第5課　学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社校の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．図書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事館で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社アルバイトの準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．をします． ～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．をします又は～から～までと手段を表す助詞を学ぶ．は～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社(場所＋で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社)を学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第6課　私は吉田ひかるです．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．誕生日は10月9日で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第4課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第6課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．

第7課　友達とランチを食べます．とランチを食べます．べます． 用言の『です・ます形』，『～ヘヨ体』～と不可能の表現について学習する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．『で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す・ます形』　『～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．ハムニダ体』～と不可能の表現について学習する．』，～して，～くて，～であり，～が，～けれどについて学習する．と(助詞）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社ついて学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事する．

第8課　日本の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．冬はあまり寒くありません．はあまり寒くありません．く望みます．ありません．

第9課　キムチは辛いけどおいしいです．いけどおいしいで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第7課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第9課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．

文化などが理解できる映画項を理解しながら挨拶や自己紹介などの基礎的な会話表現を学習する．韓国の社会や生活文化などが理解できる映画目（2）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社：韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．映画を通しての準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．文化などが理解できる映画理解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事

第10課　今日は天気がとても良いです．がとても良く使われる基礎的な良く使われる基礎的ないで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第16週にから単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第22週にまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のに参加することを強く望みます．ついて試験と定期試験で評価する．を行い，後期においては会話について口頭での発表により評価う．

中間試験と定期試験で評価する．の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．解しながら単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事答する．とまとめ，第11課　公園で友達を待ちます．で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社友達とランチを食べます．を待ちます．ちます．

第12課　合コンは今日の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．夕方について学習する．6時に会話の背景にある文化をついてで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社す．

第10課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第12課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．

第13課　KTXで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社3時に会話の背景にある文化をついて間かかりました上で，授業に参加することを強く望みます．．

第14課　韓国の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．映画は好きですか．きで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社すか．

第15課　道を教えてください．を教えてください．え方について学習する．てく望みます．ださい．

Review 5，後期の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．まとめ 第13課から単語と文章の読み書きや聞き取りの練習をしながら学習する．文法事第15課まで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．内容を基礎にして場面別のを復習をしながら学習する．文法事，練習をしながら学習する．文法事問題を通じて確認するためである．する．これまで学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社の準備をした上で，授業に参加することを強く望みます．学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社習をしながら学習する．文法事内容を基礎にして場面別のを再確認するためである．するととも良く使われる基礎的なに参加することを強く望みます．，口頭での発表により評価で学ぶ韓国語（文法編）』　金眞・柳圭相・芦田麻樹子　朝日出版社質疑応答する．
する．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．の得点で評価する．得点で評価する．で評価する．評価する．する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

小森田 敏 教授, 寺田 雅裕 教授, 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授
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授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1）　各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにや社会生活における健康・安全について理解するとともに社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について理解するとともにについて理解するとともにするとともに
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に付けるようにする．けるようにする．2）　生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を育てる．しむ習慣を育てる．習慣を育てる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・育てる．3）  健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向
上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を養う．む習慣を育てる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・養う．う．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたバットの得点で評価する．操作と走塁，安定しと走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定しし
た捕球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝や社会生活における健康・安全について理解するとともに送球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝
敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにして
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し・バットの得点で評価する．操作と走塁，安定し技
能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しと三段攻撃
とその得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作り育成することを目指す．等の得点で評価する．連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作した動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し
戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．き
る．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにして
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにや社会生活における健康・安全について理解するとともに泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中中
で評価する．の得点で評価する．自己防衛技術として総合的な水泳能力の向上を図る．として総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．る．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにや社会生活における健康・安全について理解するとともに泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムの特徴に応じた作戦を立てて，勝・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法・自己防衛技術として総合的な水泳能力の向上を図る．・救急法などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中
泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているか実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しと攻撃と
その得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作り育成することを目指す．等の得点で評価する．連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作した動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きる
．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともに
しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得
しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しと攻撃とその得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作り育成することを目指す．
等の得点で評価する．連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作した動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・につける．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きる．

サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにの得点で評価する．理解するとともに・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・審判法・ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにしている
かについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチや社会生活における健康・安全について理解するとともにサーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目の得点で評価する．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．学習記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価する．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握ら学習記録を通じて評価する．し合わせて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について理解するとともに運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

前期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・6＝40%の得点で評価する．割合で評価する．評価する．する．後期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎4＝25%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・5＝25%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・6＝
40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・7＝10%の得点で評価する．割合で評価する．評価する．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．以上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改定し新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解するとともに剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら学習記録を通じて評価する．誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「から学習記録を通じて評価する．だ」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しマガジン社
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しマガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期は到達目標毎授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は到達目標毎2月末日まで)に再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価する．の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は到達目標毎受けることができる．それ以降け付けるようにする．けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について理解するとともに整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じたバット操作と走塁，安定しする．2）診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は到達目標毎レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．3)
天候による授業変更を考慮し，屋外種目と屋内種目を隔週で実施する．による授業変更を考慮し，屋外種目と屋内種目を隔週で実施する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・考慮し，屋外種目と屋内種目を隔週で実施する．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・屋外種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目と屋内種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・隔週で実施する．で評価する．実施の者は，する．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法にチャレンジし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．能力テストの得点で評価する．に応じたバット操作と走塁，安定しじて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

14

15 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義3
改定し新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求いて「人の能力に応じて，泳力を高める．間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続とスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・　ー運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．分の体力・運動能力の状態を総合評価基析ー」の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味わい，自主的にゲームを展開できる．の得点で評価する．あるテーマについて探求
する．またテーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と走塁，安定し成することを目指す．する．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し1 安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作しい用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・支柱・ネットの得点で評価する．）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ちや社会生活における健康・安全について理解するとともに対人の能力に応じて，泳力を高める．パスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なボール操作なボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し
の得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラリーが続するための資質・くような簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝に取り組む．り育成することを目指す．組む．む習慣を育てる．．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し1
安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作しい用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作バットの得点で評価する．・グを行うことにより，継続ローブ・ベース・ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・マスク）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．キャッチボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様
々なボール操作な送球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ピッチングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・含む）と捕球の方法を学ぶ．トスバッティングを通して，バット操作の方法を学ぶ．む習慣を育てる．）と捕球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．トの得点で評価する．スバッティングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・バットの得点で評価する．操作と走塁，安定しの得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し2 グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・スパイク練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにサーブ練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・攻撃の得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しや社会生活における健康・安全について理解するとともに運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し2
キャッチボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・トの得点で評価する．スバッティングを行うことにより，継続・シートの得点で評価する．ノックを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しや社会生活における健康・安全について理解するとともに試合
の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し3 グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・三段攻撃や社会生活における健康・安全について理解するとともにその得点で評価する．守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作備などの連係プレイ，ルールなどの得点で評価する．連係プレイ，ルールプレイ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し
や社会生活における健康・安全について理解するとともに試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し3
グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじたバットの得点で評価する．操作と走塁，安定しと走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定しした捕球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝
や社会生活における健康・安全について理解するとともに送球や送球を身につける．また，チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝と状況に応じたバット操作と走塁，安定しに応じたバット操作と走塁，安定しじた守り等の連携した動きを身につける．また，チームの特徴に応じた作備などの連係プレイ，ルールなどの得点で評価する．動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し4 グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．
う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し4
グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立てて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．
う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し5 これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しに則り，グループごとに試合を運営する．また，ボール操作技能を修得しているかについり育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについ
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し5
これまで評価する．の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生かして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．なルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しに則り，グループごとに試合を運営する．また，ボール操作技能を修得しているかについり育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープごとに試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・運営む能力を養う．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し・バットの得点で評価する．操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中1 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について理解するとともにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解するとともにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，き方などを理解して・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，み方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぎの得点で評価する．メカニズムの特徴に応じた作戦を立てて，勝（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ストの得点で評価する．リームの特徴に応じた作戦を立てて，勝ライン・ローリングを行うことにより，継続・息継ぎ・ストの得点で評価する．ローク）を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
基本泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中法にチャレンジし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．能力テストの得点で評価する．に応じたバット操作と走塁，安定しじて泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中2

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中3 水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中に関する知識と技能を修得する．またする事故とその原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくとその得点で評価する．原因を知り，自己防衛方法を着衣水泳や浮き身を通して学ぶ．様々なリレー種目を行い，泳ぐことだけでなくを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・知り育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自己防衛方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．衣水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中や社会生活における健康・安全について理解するとともに浮き方・沈み方などを学ぶ．また，泳ぎのメカニズム（ストリームライン・ローリング・息継ぎ・ストローク）を学び，き身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して学ぶ．様々なボール操作なリレー種の運動の特性や社会生活における健康・安全について理解するとともに目を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中ぐことだけで評価する．なく
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．い合う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しみを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わう．

水の特性や泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中泳ぎのメカニズムを理解し，基本泳法を学ぶ．また，水中4

保健講義4 改定し新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求いて「から学習記録を通じて評価する．だとこころ　ー疾病とその得点で評価する．予防・大脳の仕組みと働きー」の学習を行い，自分の興味のの得点で評価する．仕組む．みと働きー」の学習を行い，自分の興味のきー」の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味わい，自主的にゲームを展開できる．の得点で評価する．
あるテーマについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と走塁，安定し成することを目指す．する．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し1
安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作しい用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・ゼッケン・タイマー）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．シューティングを行うことにより，継続や社会生活における健康・安全について理解するとともにボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しハンドリングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
様々なボール操作なボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しの得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

サッカー1 安全について理解するとともにに留意するため，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作しい用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し・ゼッケン・ゴールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し）の得点で評価する．使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作い方などを理解してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作える．対人の能力に応じて，泳力を高める．パスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・様々なボール操作なボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定しの得点で評価する．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学
ぶ．

新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．1
反復横とび・とび・20mシャトの得点で評価する．ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・身長・体重・握力を測定する．指定の用紙に記録を記入すび・上を目指し，豊かで活力ある社会生活を営む能力を養う．体起こし・長座体前屈・身長・体重・握力を測定する．指定の用紙に記録を記入すこし・長座体前屈・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定しする．指す．定しの得点で評価する．用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求紙に記録を記入すに記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入すす
る．

新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．2 ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し投げ・げ・50m走を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定しする．指す．定しの得点で評価する．用いて「人間とスポーツ　ー運動の分析ー」の学習を行い，自分の興味のあるテーマについて探求紙に記録を記入すに記録を通じて評価する．また，ボール操作・バット操作技を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入すする．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し2
個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

サッカー2 個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し3
個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

サッカー3 個人の能力に応じて，泳力を高める．練習や社会生活における健康・安全について理解するとともにグを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しープ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・(1対1，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・2対2，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・3対3)を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・前回の学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．の得点で評価する．学習内容を定着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定し着させる．個人の能力に応じて，泳力を高める．させる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームに取り組む．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともに
ルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・試合の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し4
正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

サッカー4 正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し5
正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

サッカー5 正しい用具（バレーボール・支柱・ネット）の使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作式の実践や運動能力の向上を図ることができる．コートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・使い方を覚える．壁打ちや対人パスを通して，様々なボール操作っての得点で評価する．ゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・より育成することを目指す．高度シラバスな連係プレイ，ルールプレーや社会生活における健康・安全について理解するとともにルの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定しールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・集団戦を立てて，勝術として総合的な水泳能力の向上を図る．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学ぶ．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームの特徴に応じた作戦を立てて，勝の得点で評価する．特徴に応じた作戦を立てて，勝に応じたバット操作と走塁，安定しじた作と走塁，安定し戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・立て
て，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．う楽しさや喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．しさや社会生活における健康・安全について理解するとともに喜びを味わい，自主的にゲームを展開できる．びを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・味わい，自主的にゲームを展開できる．わい，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し6
リーグを行うことにより，継続戦を立てて，勝の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．
で評価する．評価する．する．

サッカー6 リーグを行うことにより，継続戦を立てて，勝の得点で評価する．運営む能力を養う．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にゲームの特徴に応じた作戦を立てて，勝を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・展開できる．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定し操作と走塁，安定し技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．
で評価する．評価する．する．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定し期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定し期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
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担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．の得点で評価する．得点で評価する．で評価する．評価する．する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1） 各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について習得した技能を活について習得した技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活
用できる．で評価する．きる．2）生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を定着させる．しむ習慣を定着させる．習慣を定着させる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定着させる．させる．3）健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．
活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

【C3】これまで評価する．に学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を水泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・いかして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な水泳能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
図る．る．

水の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活泳ぎの得点で評価する．メカニズム・泳法・自己防衛技術・救急法などを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・水
泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連の得点で評価する．連
携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたバットの得点で評価する．操作と攻守の連と走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定した
捕球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したや社会生活における健康・安全について習得した技能を活送球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題を
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連・バットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラケットの得点で評価する．
操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水しているかに
ついて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかに
ついて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水してい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水して
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連
の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課
題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
しているかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得
しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻撃とその守りとその得点で評価する．守の連り育成することを目指す．
等の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．
課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解し，水決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水している
かについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価する．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握らし合わせて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について習得した技能を活運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチや社会生活における健康・安全について習得した技能を活サーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防に関する知識と技能を修得する．またする知識と技能を修得する．またと技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図る．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識と技能を修得する．またの得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．

前期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎2～6＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．後期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎4～8＝
50%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎9＝10%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．
以上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改訂新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解し，水剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店知っておきたい「からだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期は到達目標毎授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は到達目標毎2月末日まで)に再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価する．の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は到達目標毎受けることができる．それ以降け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について習得した技能を活整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を目指し，豊かで，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じたボール操作と攻守の連する．2）診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は到達目標毎レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．3）
前期は到達目標毎の得点で評価する．水泳は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・必修とする．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

5 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

13 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

14 設定された練習プログを行うことにより，継続ラムから泳法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・個人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．の得点で評価する．泳力テストの得点で評価する．に応じたボール操作と攻守の連じて一定時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続泳ぎ，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な泳力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

15 水泳技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

16

17

18

19 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．

20 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

21 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義5
改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて「人の泳力に応じて一定時間泳ぎ，総合的な泳力を高める．間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続とスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・　ースポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続ー」に関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーの得点で評価する．あるテー
マについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．する．またテーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技2
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技10
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

水泳1

水泳2

水泳3

水泳4

保健講義6 改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて「健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・　ー生活と地球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定した環境・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と環境ー」に関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーの得点で評価する．ある
テーマについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．する．またテーマに沿ったレポートを作成する．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

選択実技2 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解し，水
する．

反復横とび・とび・20mシャトの得点で評価する．ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・び・上を目指し，豊かで体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定する．
指す．定の得点で評価する．用できる．紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技10
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解し，水を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技11 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技12
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技13 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ水泳技能をいかして，総合的な水泳能力の向上を技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．の得点で評価する．得点で評価する．で評価する．評価する．する．

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

吉本 陽亮 准教授, 寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点で評価する．資質・
能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点で評価する．通り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1） 各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について習得した技能を活について習得した技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活
用できる．で評価する．きる．2）生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を定着させる．しむ習慣を定着させる．習慣を定着させる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定着させる．させる．3）健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで評価する．
活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

【C3】健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでに必要な知識を修得し，豊な知識を修得し，豊を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・
かで評価する．活力テストの得点で評価する．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・養う．う．

健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでに必要な知識を修得し，豊な知識を修得し，豊を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしているかに
ついて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・レポートの得点で評価する．および小テストで評価する．小テストの得点で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連の得点で評価する．連
携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにして
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたバットの得点で評価する．操作と攻守の連と走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定した
捕球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したや社会生活における健康・安全について習得した技能を活送球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題を
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしてい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連・バットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラケットの得点で評価する．
操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしているかに
ついて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかに
ついて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バドミントの得点で評価する．ンの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしてい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点で評価する．ロークなどの安定したラケットなどの得点で評価する．安定したラ
ケットの得点で評価する．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

ソフを継続するための資質・トの得点で評価する．テニスの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにして
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ラケットの得点で評価する．操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連
の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．課
題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

バスケットの得点で評価する．ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
しているかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得
しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻撃とその守りとその得点で評価する．守の連り育成することを目指す．
等の得点で評価する．連携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることがで評価する．きる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点で評価する．
課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことがで評価する．きる．

サッカーの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点で評価する．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしている
かについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得している
かについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【C3】新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．体力テストの得点で評価する．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価する．基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握らし合わせて評価する．する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について習得した技能を活運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図ることができる．ることがで評価する．きる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．ストの得点で評価する．レッチや社会生活における健康・安全について習得した技能を活サーキットの得点で評価する．トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊に関する知識と技能を修得する．またする知識を修得し，豊と技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図ることができる．ることがで評価する．きる．

体力テストの得点で評価する．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点で評価する．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識を修得し，豊の得点で評価する．観点で評価する．から学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じて評価する．する．

前期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎2～6＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．後期は到達目標毎は到達目標毎到達目標毎4～8＝
50%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎9＝10%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎10＝40%で評価する．評価する．する．前期は到達目標毎と後期は到達目標毎を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・それぞれ50点で評価する．ずつとし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・100点で評価する．満点で評価する．で評価する．60点で評価する．
以上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改訂新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目で評価する．みる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点で評価する．解しているかに剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店で評価する．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店知っておきたい「からだ」の得点で評価する．こと：大修館書店大修館書店
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社
トの得点で評価する．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点で評価する．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期は到達目標毎授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点で評価する．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までまで評価する．(後期は到達目標毎は到達目標毎2月末日まで)に再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることがで評価する．きる．それ以降
の得点で評価する．再試験で評価する．の得点で評価する．申し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，は到達目標毎受けることができる．それ以降け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された病状や社会生活における健康・安全について習得した技能を活整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，の得点で評価する．場合は到達目標毎，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，と相談の上，の得点で評価する．上を目指し，豊かで，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
対応じたボール操作と攻守の連する．2）診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，された場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降けることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は到達目標毎レポートの得点で評価する．で評価する．代替することがある．することがある．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

5 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13

14 健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでに関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・テーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点で評価する．作と攻守の連成することを目指す．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店しくは到達目標毎小テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

15 健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点で評価する．の得点で評価する．向上を目指し，豊かでに関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・テーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点で評価する．作と攻守の連成することを目指す．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店しくは到達目標毎小テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

16

17

18

19 新体力テストの得点で評価する．テストの得点で評価する．

20 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

21 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

22

23

24
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保健講義7
改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて「現代社会とスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・　ースポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・への得点で評価する．アプローチ・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点で評価する．文化を把握史ー」の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自
分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興味のあるテーマについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．する．またテーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
する．

選択実技2
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技10
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技11 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技12
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

保健講義8

保健講義9

保健講義10 改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて「健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・　ー福祉・障害とスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・保健行うことにより，継続政と医療制度ー」の学習を行い，自分の興と医療制度シラバスー」の得点で評価する．学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点で評価する．興
味のあるテーマについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．の得点で評価する．あるテーマについて探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．する．またテーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
する．

選択実技2 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点で評価する．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで評価する．課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点で評価する．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
する．

反復横とび・とび小テストで評価する．・20mシャトの得点で評価する．ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・び小テストで評価する．・上を目指し，豊かで体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定する．
指す．定の得点で評価する．用できる．紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技9 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技10
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点で評価する．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．

選択実技11 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技12
チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

選択実技13 チームの得点で評価する．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続で評価する．きるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで評価する．協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点で評価する．ーナメントの得点で評価する．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．で評価する．きるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で評価する．学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．評価する．する．

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および小テストで評価する．定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および小テストで評価する．定期は到達目標毎試験で評価する．は到達目標毎実施の者は，しない．
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担当教員

対象学年等
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到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 新体力テストの得点は評価対象としない．テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．得点は評価対象としない．は評価対象としない．評価対象としない．としない．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

保健・体育 (Health and Physical Education)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授, 吉本 陽亮 准教授

電子工学科・5年・前期・必修・1単位【実技】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かなスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ライフを継続するための資質・を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・するための得点は評価対象としない．資質・
能力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・次の通り育成することを目指す．の得点は評価対象としない．通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・り育成することを目指す．育成することを目指す．することを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．す．1） 各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活や社会生活における健康・安全について習得した技能を活社会生活における健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・安全について習得した技能を活について習得した技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・活
用できる．できる．2）生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にわたって継続するための資質・して運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に親しむ習慣を定着させる．しむ習慣を定着させる．習慣を定着させる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・定着させる．させる．3）健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と体力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・目指す．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・かで
活力テストの得点は評価対象としない．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・高める．

【C3】健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでに必要な知識を修得し，豊な知識を修得し，豊を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・豊かなスポーツライフを継続するための資質・
かで活力テストの得点は評価対象としない．ある社会生活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・営む能力を高める．む習慣を定着させる．能力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・養う．う．

健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでに必要な知識を修得し，豊な知識を修得し，豊を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしているかに
ついて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・レポートの得点は評価対象としない．および小テストで評価する．小テストの得点は評価対象としない．で評価する．

【C3】バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連と攻守の連の得点は評価対象としない．連
携した動きを身にけることができる．また，チームメンバーとチームの課題をした動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

バレーボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連の得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにして
いるかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得して
いるかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・状況に応じたボール操作と攻守の連に応じたボール操作と攻守の連じたバットの得点は評価対象としない．操作と攻守の連と走塁，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・安定した
捕球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したや社会生活における健康・安全について習得した技能を活送球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題を
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

軟式野球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしてい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点は評価対象としない．ロークなどの安定したラケットなどの得点は評価対象としない．安定したラケットの得点は評価対象としない．
操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

卓球の特性を理解し，状況に応じたバット操作と走塁，安定したの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしているかに
ついて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかに
ついて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】バドミントの得点は評価対象としない．ンの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点は評価対象としない．ロークなどの安定したラケットなどの得点は評価対象としない．安定したラ
ケットの得点は評価対象としない．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

バドミントの得点は評価対象としない．ンの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなどを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしてい
るかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得してい
るかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】テニス及びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなどび小テストで評価する．ソフを継続するための資質・トの得点は評価対象としない．テニスの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・サービスや社会生活における健康・安全について習得した技能を活ストの得点は評価対象としない．ロークなどの安定したラケットなど
の得点は評価対象としない．安定したラケットの得点は評価対象としない．操作と攻守の連を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・にけることができる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・チームメンバーとチ
ームの得点は評価対象としない．課題をを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・共有し，課題解決に向けて主体的に取り組むことができる．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・課題を解しているかに決に向けて主体的に取り組むことができる．に向けて主体的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に取り組むことができる．り育成することを目指す．組むことができる．む習慣を定着させる．ことができる．

テニス及びソフトテニスの特性を理解し，サービスやストロークなどび小テストで評価する．ソフを継続するための資質・トの得点は評価対象としない．テニスの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかに・ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連・審判法・ゲームの得点は評価対象としない．進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・め方などを理解してなど
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにしているかについて学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・ボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連操作と攻守の連技能
を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．で評価する．

【C3】新体力テストの得点は評価対象としない．テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点は評価対象としない．体力テストの得点は評価対象としない．・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．状態を総合評価基を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・総合評価基
準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握らし合わせて評価する．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点は評価対象としない．身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・体・運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．変化を把握を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・把握
して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・適切な生活様式の実践や運動能力の向上を図ることができる．な生活様式の得点は評価対象としない．実践や運動能力の向上を図ることができる．や社会生活における健康・安全について習得した技能を活運動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図ることができる．ることができる．

【C3】毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点は評価対象としない．ストの得点は評価対象としない．レッチや社会生活における健康・安全について習得した技能を活サーキットの得点は評価対象としない．トの得点は評価対象としない．レーニングを行うことにより，継続を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続うことにより育成することを目指す．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・継続するための資質・
的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な体力テストの得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊に関する知識と技能を修得する．またする知識を修得し，豊と技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得する．また
，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・各種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．練習方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・段階的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な技能習熟を図ることができる．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・図ることができる．ることができる．

体力テストの得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かで・健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊・技能習熟を図ることができる．に関する知識と技能を修得する．またして，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・毎時間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続の得点は評価対象としない．技能習熟を図ることができる．度シラバスを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・
関する知識と技能を修得する．また心・意欲・思考・技能・知識を修得し，豊の得点は評価対象としない．観点は評価対象としない．から学習記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じて評価する．

到達目標毎1＝20%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎2～6＝40%，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・到達目標毎8＝40%で評価する．100点は評価対象としない．満点は評価対象としない．で60点は評価対象としない．以上を目指し，豊かでを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・合格とする．とする．

ステップアップ高校スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・：大修館書店大修館書店
改訂新版「保健体育概論」：大修館書店近畿地区高等専門学校体育研究会編 晃洋書房

目でみる動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・きの得点は評価対象としない．解しているかに剖学：大修館書店大修館書店
最新体育・スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・科学研究法：大修館書店大修館書店
スポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・マンなら誰でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店でも知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店知っておきたい「からだ」の得点は評価対象としない．こと：大修館書店大修館書店
トの得点は評価対象としない．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点は評価対象としない．理論編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社
トの得点は評価対象としない．レーニングを行うことにより，継続指す．導者テキスト理論編：ベースボールマガジン社テキストの得点は評価対象としない．実践や運動能力の向上を図ることができる．編：大修館書店ベースボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連マガジン社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）前期授業において実技試験で評価する．が未実施の者は，の得点は評価対象としない．者テキスト理論編：ベースボールマガジン社は評価対象としない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・9月末日までに再試験を受けることができる．それ以降の再試験の申しまでに再試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降の再試験の申しけることができる．それ以降の再試験の申し以降の再試験の申しの得点は評価対象としない．再試験で評価する．の得点は評価対象としない．申しし
出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．は評価対象としない．受けることができる．それ以降の再試験の申しけ付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・診断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．され以降の再試験の申した病状や社会生活における健康・安全について習得した技能を活整形外科的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．の得点は評価対象としない．場合は評価対象としない．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・担当教官と相談の上，対応する．と相談の上，対応する．の得点は評価対象としない．上を目指し，豊かで，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・対応じたボール操作と攻守の連する．2）診
断書が提出は受け付けない．但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．され以降の再試験の申した場合において，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実技試験で評価する．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・受けることができる．それ以降の再試験の申しけることが困難な場合はレポートで代替することがある．な場合は評価対象としない．レポートの得点は評価対象としない．で代替することがある．することがある．
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授業の計画（保健・体育）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．できるようになる．

5 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームが運営む能力を高める．できるようになる．

6

7

8

9

10

11

12

13 新体力テストの得点は評価対象としない．テストの得点は評価対象としない．

14 健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでに関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・テーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点は評価対象としない．作と攻守の連成することを目指す．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店しくは評価対象としない．小テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

15 健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・の得点は評価対象としない．保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・・傷害予防と体力の向上に必要な知識を修得し，豊と体力テストの得点は評価対象としない．の得点は評価対象としない．向上を目指し，豊かでに関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・テーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点は評価対象としない．作と攻守の連成することを目指す．も知っておきたい「からだ」のこと：大修館書店しくは評価対象としない．小テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

保健講義11
改定新版「保健体育概論」を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・用できる．いて「現代社会とスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・　ースポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・と社会ー」に関する知識と技能を修得する．またする学習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続い，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・自分の体力・運動能力の状態を総合評価基の得点は評価対象としない．興味のあるテーマの得点は評価対象としない．あるテーマ
について探求する．またテーマに沿ったレポートを作成する．する．またテーマに沿ったレポート作成もしくは小テストを行う．ったレポートの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・作と攻守の連成することを目指す．する．

選択実技1 選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点は評価対象としない．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
する．

選択実技2
選択種の運動の特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活目の得点は評価対象としない．競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかにし，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・小グを行うことにより，継続ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ープで課題を練習を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・行うことにより，継続う．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・簡易ゲームが運営できるようになる．ゲームを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・実施の者は，し，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連や社会生活における健康・安全について習得した技能を活試合の得点は評価対象としない．運営む能力を高める．方などを理解して法を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・理解しているかに
する．

選択実技3

選択実技4

選択実技5 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技6
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技7 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技8
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技9 試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技10
試合を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・じてより育成することを目指す．高度シラバスな技能や社会生活における健康・安全について習得した技能を活集団戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・学び小テストで評価する．，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・競技特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活の得点は評価対象としない．理解しているかにを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグめる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に準と照らし合わせて評価する．また，自分の身体・運動能力の変化を把握じたゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．

選択実技11 チームの得点は評価対象としない．特性や社会生活における健康・安全について習得した技能を活に応じたボール操作と攻守の連じた戦術を学び，競技特性の理解を深める．また，正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・選択・遂行うことにより，継続できるようにチーム内で協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグで協議する．また，正規ルールに則ったゲーム（トーナメント・リーグする．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・正規ルールに準じたゲーム（トーナメント・リーグルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連に則ったゲーム（トーナメント・リーグったゲーム（トの得点は評価対象としない．ーナメントの得点は評価対象としない．・リーグを行うことにより，継続
戦など）が自主的なスポーツ活動を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・に運営む能力を高める．できるようになる．また，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・授業で学んだ技能を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・修得しているかについて実技試験で評価する．で評価する．

反復横とび・とび小テストで評価する．・20mシャトの得点は評価対象としない．ルの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連ラン・立ち幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・幅跳び・上体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・び小テストで評価する．・上を目指し，豊かで体起こし・長座体前屈・ハンドボール投げ・こし・長座体前屈・ハンドボールの特性を理解し，状況に応じたボール操作と攻守の連投げ・げ・50m走・身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・長・体重・握力テストの得点は評価対象としない．を通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・測定する．
指す．定の得点は評価対象としない．用できる．紙に記録を記入する．に記録を通じて評価する．また，ボール操作技能を修得してを通して，生涯にわたって心身の健康を保持増進し，豊かなスポーツライフを継続するための資質・記入する．する．

保健講義12

保健講義13

備など）
考

中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および小テストで評価する．定期試験で評価する．は評価対象としない．実施の者は，しない．
中間のストレッチやサーキットトレーニングを行うことにより，継続試験で評価する．および小テストで評価する．定期試験で評価する．は評価対象としない．実施の者は，しない．
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科　目

担当教員 武久 真士 講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 授業内容に応じたプリントを配布するに応じたプリントを配布する応じたプリントを配布するじたプリントを配布するプリントを配布するを配布する配布するする

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

日本言語文化論 (Japanese Language and Culture)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本授業では，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのに応じたプリントを配布する書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのかれたプリントを配布する文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのを配布する題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのとして，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのたプリントを配布するちがどのように応じたプリントを配布する思考を深め，表現してきたのを配布する深め，表現してきたのめ，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの表現してきたのしてきたプリントを配布するの
かを配布する学ぶ．ながらく「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置する」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するしてきたプリントを配布する近代日本に応じたプリントを配布するとって，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するか，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのとは文学の最も根幹に位置するも根幹に位置する根幹に位置するに応じたプリントを配布する位置するする
問いであった．文学の読解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッいであったプリントを配布する．文学の読解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッに応じたプリントを配布する際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッしては，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッが主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッに応じたプリントを配布する文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッへ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッすること重要である．受講生には積極的なディスカッである．受講生には積極的なディスカッに応じたプリントを配布するは積極的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッなディスカッ
ションへ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッの参加を期待したい．を配布する期待したい．したプリントを配布するい．

【C3】日本の文学・文化の特徴について適切に説明できるに応じたプリントを配布するついて適切に説明できるに応じたプリントを配布する説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置する明できるできる
日本の文学・文化の特徴について適切に説明できるに応じたプリントを配布する関する知識について，中間・期末レポートおよび小する知識について，中間・期末レポートおよび小に応じたプリントを配布するついて，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの中間・期末レポートおよび小レポートを配布するおよび小小
レポートを配布するで評価するする

【C3】日本の文学・文化の歴史に関する正しい知識と理解を有し，適切にに応じたプリントを配布する関する知識について，中間・期末レポートおよび小する正しい知識と理解を有し，適切にしい知識について，中間・期末レポートおよび小と理解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッを配布する有し，適切にし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの適切に説明できるに応じたプリントを配布する
説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置する明できるできる

日本の文学・文化の歴史に関する正しい知識と理解を有し，適切にに応じたプリントを配布する関する知識について，中間・期末レポートおよび小する知識について，中間・期末レポートおよび小に応じたプリントを配布するついて，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの中間・期末レポートおよび小レポートを配布するおよび小小
レポートを配布するで評価するする

【D2】文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのを配布する精読し，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの自分なりの理解を適切に表現できるなりの理解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッを配布する適切に説明できるに応じたプリントを配布する表現してきたのできる
文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのを配布する読む能力が身についているか，中間・期末レポートおよび小レポー能力が身についているか，中間・期末レポートおよび小レポーが身についているか，中間・期末レポートおよび小レポーに応じたプリントを配布するついているか，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの中間・期末レポートおよび小レポートを配布するおよび小小レポー
トを配布するで評価するする

成績は，レポートは，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのレポートを配布する70%　小レポートを配布する30%　として評価するする．到達目標1～3に応じたプリントを配布するついてのレポートを配布する70%，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの到達目標1～3に応じたプリントを配布する関する知識について，中間・期末レポートおよび小す
る小レポートを配布する30%として評価する，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの100点満点で60点以上を合格とする．文学作品の読解において，自分の理解を自分の言葉を配布する合格とする．文学作品の読解において，自分の理解を自分の言葉とする．文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのの読解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッに応じたプリントを配布するおいて，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの自分なりの理解を適切に表現できるの理解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッを配布する自分なりの理解を適切に表現できるの言葉
で論述できる能力は非常に重要であるから，試験は行わずレポートで成績を判定する．できる能力が身についているか，中間・期末レポートおよび小レポーは非常に重要であるから，試験は行わずレポートで成績を判定する．に応じたプリントを配布する重要である．受講生には積極的なディスカッであるから，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの試験は行わずレポートで成績を判定する．は行わずレポートで成績を判定する．わずレポートで成績を判定する．レポートを配布するで成績は，レポートを配布する判定する．する．

松本和也ら編『テクスト分析入門』（ひつじ書房）ら編『テクスト分析入門』（ひつじ書房）テクストを配布する分なりの理解を適切に表現できる析入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ門』（ひつじ書房）ひつじ書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの房）
廣野由美子『テクスト分析入門』（ひつじ書房）批評理論入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ門』（ひつじ書房）中公新書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの）
安藤宏『テクスト分析入門』（ひつじ書房）自意識について，中間・期末レポートおよび小の昭和文学」　（ひつじ書房）岩波現してきたの代文庫）
安藤宏『テクスト分析入門』（ひつじ書房）日本近代小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置する史に関する正しい知識と理解を有し，適切に』（ひつじ書房）中公選書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの）
小森陽一『テクスト分析入門』（ひつじ書房）構造としての語り』（青弓社）としての語り』（ひつじ書房）青弓社）

第1，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの2，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの3年「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの国語」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

レポートを配布するに応じたプリントを配布するおいて他者の文章の丸写しなど不正行為があった場合，得点をの文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッの丸写しなど不正行為があった場合，得点をしなど不正しい知識と理解を有し，適切に行わずレポートで成績を判定する．為があった場合，得点をがあったプリントを配布する場合，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの得点を配布する0点とする．
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授業の計画（日本言語文化論）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス／文学作品を精読するとはどのようなことか文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのを配布する精読するとはどのようなことか 授業に応じたプリントを配布するついて概説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの本授業に応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの精読」の定する．義に応じたプリントを配布するついて解に際しては，読み手が主体的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するする

2 志賀直哉 志賀直哉の小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するを配布する通じて，日本の「私小説」ジャンルに触れるじて，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの日本の「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置する」ジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するに応じたプリントを配布する触れるれる

3 太宰治の小説における「私」について検討し，語りの技法を学ぶの小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するに応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて検討し，語りの技法を学ぶし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの語りの技法を学ぶを配布する学ぶ

4 太宰治の小説における「私」について検討し，語りの技法を学ぶの小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するに応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて検討し，語りの技法を学ぶし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するからのずレポートで成績を判定する．れに応じたプリントを配布するついて考を深め，表現してきたのえる

5 宇佐見りん「推し，燃ゆ」りん「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの推し，燃ゆ」し，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの燃ゆ」ゆ」 宇佐見りん「推し，燃ゆ」りん「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの推し，燃ゆ」し，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの燃ゆ」ゆ」を配布する精読し，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの現してきたの代的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッな「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」表象について考えるに応じたプリントを配布するついて考を深め，表現してきたのえる

6

7 短歌と「私」と「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」 短歌と「私」に応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」とはなに応じたプリントを配布するか，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのさまざまな短歌と「私」作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのを配布する通じて，日本の「私小説」ジャンルに触れるして考を深め，表現してきたの察するする

8 アカデミック・ライティング入門入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ門 学術的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッなレポートを配布する執筆の方法について概説するの方法を学ぶに応じたプリントを配布するついて概説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するする

9 レポートを配布する講評／文学作品を精読するとはどのようなことか村上を合格とする．文学作品の読解において，自分の理解を自分の言葉春樹「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのアフターダーク」 中間レポートを配布するの講評を配布する行わずレポートで成績を判定する．う／文学作品を精読するとはどのようなことか村上を合格とする．文学作品の読解において，自分の理解を自分の言葉春樹「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのアフターダーク」を配布する精読し，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するに応じたプリントを配布するおける視線について学ぶに応じたプリントを配布するついて学ぶ

10 多和田葉子 多和田葉子の小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するに応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて検討し，語りの技法を学ぶし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」の身についているか，中間・期末レポートおよび小レポー体感覚・言語感覚を配布する考を深め，表現してきたのえる

11 村田沙耶香「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのコンビニ人間」人間」 村田沙耶香の小説」のジャンルが繫栄してきた近代日本にとって，「私」とは何か，とは文学の最も根幹に位置するに応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて検討し，語りの技法を学ぶし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」のジェンダー・セクシャリティのあり方を配布する考を深め，表現してきたのえる

12 現してきたの代詩における「私」について検討し，詩における表現主体の位置づけについて考えるに応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて検討し，語りの技法を学ぶし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの詩における「私」について検討し，詩における表現主体の位置づけについて考えるに応じたプリントを配布するおける表現してきたの主体の位置するづけに応じたプリントを配布するついて考を深め，表現してきたのえる

13 現してきたの代詩における「私」について検討し，詩における表現主体の位置づけについて考えるに応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて検討し，語りの技法を学ぶし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの流動的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッでありうる「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」に応じたプリントを配布するついて知る

14 令和の文学と「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」 令和に応じたプリントを配布するおける「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」表象について考えるに応じたプリントを配布するついて概観し，近代文学と比較するし，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの近代文学と比較するする

15 本講義のまとめ 授業の総括を行うを配布する行わずレポートで成績を判定する．う

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験は行わずレポートで成績を判定する．および小定する．期試験は行わずレポートで成績を判定する．は実施しない．しない．

太宰治の小説における「私」について検討し，語りの技法を学ぶ(1)

太宰治の小説における「私」について検討し，語りの技法を学ぶ(2)

西加を期待したい．奈子「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのi」 西加を期待したい．奈子「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたのi」を配布する精読し，近代以降に書かれた文学作品を題材として，「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの文化的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ背景・民族的に文章へ参入すること重要である．受講生には積極的なディスカッ背景の複雑さについて考えるさに応じたプリントを配布するついて考を深め，表現してきたのえる

現してきたの代詩における「私」について検討し，詩における表現主体の位置づけについて考えるの「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」(1)

現してきたの代詩における「私」について検討し，詩における表現主体の位置づけについて考えるの「私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの私」について作家たちがどのように思考を深め，表現してきたの」(2)

備など）
考

D-56



科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト こちらでプリントなどを用意します．プリントなどを用意します．などを用意します．用意します．します．

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

哲学A (Philosophy A)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

私たちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このたちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この日常でプリントなどを用意します．無意します．識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このれたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このじたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このや常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この常識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この中には，大きな哲学的問いが含まれています．このに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このは，大きな哲学的問いが含まれています．この大きな哲学的問いが含まれています．このきな哲学的問いが含まれています．このいが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この含まれています．このまれています．この中には，大きな哲学的問いが含まれています．この
授業でプリントなどを用意します．は，大きな哲学的問いが含まれています．この有名な哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれな哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれたちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ方法でプリントなどを用意します．考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ問いが含まれています．このいと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ〉の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．概観し，哲学において「なぜそれし，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このおいて「なぜそれ
が日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この問いが含まれています．この題となるのか？」「どうしてそういう考え方をするのか？」などの思考パターンを学んでいきます．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれなる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか？」「どうしてそういう考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ方を用意します．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか？」などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれパターンを用意します．学んでプリントなどを用意します．いきます．

【C3】日常に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いが含まれています．このいを用意します．自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたでプリントなどを用意します．見つけ出し，哲学的に考えるたつけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この出し，哲学的に考えるたし，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学的に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このた
めの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このモデルを獲得すること．を用意します．獲得すること．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ．

日常に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いが含まれています．このいを用意します．自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたでプリントなどを用意します．見つけ出し，哲学的に考えるたつけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この出し，哲学的に考えるたし，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学的に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このための中には，大きな哲学的問いが含まれています．このモデ
ルを獲得すること．を用意します．獲得すること．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このでプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか，大きな哲学的問いが含まれています．この小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ定期試験で評価する．でプリントなどを用意します．評価する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

【D2】哲学に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ法や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この概念についての理解を深め，自分の考に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついての中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考を用意します．深め，自分の考め，大きな哲学的問いが含まれています．この自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ
え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．より信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この明確に表現できるようになること．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この表現できるようになること．でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このなる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ．

哲学に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ法や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この概念についての理解を深め，自分の考に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついての中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考を用意します．深め，自分の考め，大きな哲学的問いが含まれています．この自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．より信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この明
確に表現できるようになること．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この表現できるようになること．でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか，大きな哲学的問いが含まれています．この小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ定期試験で評価する．でプリントなどを用意します．評価する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

成績は，試験は，大きな哲学的問いが含まれています．この試験で評価する．70%　小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．20%　演習（授業中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このディスカッションや常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このコメントなどを用意します．など）10%　と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれして評価する．する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．100点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ満点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれでプリントなどを用意します．
60点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ以上を合格とする．小テストは，授業で登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施を用意します．合格とする．小テストは，授業で登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．は，大きな哲学的問いが含まれています．この授業でプリントなどを用意します．登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この基本的概念についての理解を深め，自分の考を用意します．正しく理解していることを確認するために実施しく理解していることを確認するために実施理解を深め，自分の考している法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．確に表現できるようになること．認するために実施する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このために受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この実施
する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．その中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このもと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ，大きな哲学的問いが含まれています．この試験で評価する．でプリントなどを用意します．は，大きな哲学的問いが含まれています．この自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたなり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この結びつける．びつけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

貫成人『哲学マップ』ちくま新書，ちく理解していることを確認するために実施ま新書，大きな哲学的問いが含まれています．この2004年
熊野純彦『西洋哲学史　古代から中世へ』岩波新書，から中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，へ』岩波新書，』ちくま新書，岩波新書，大きな哲学的問いが含まれています．この2006年
熊野純彦『西洋哲学史　近代から中世へ』岩波新書，から現できるようになること．代から中世へ』岩波新書，へ』岩波新書，』ちくま新書，岩波新書，大きな哲学的問いが含まれています．この2006年
畠山 創『大きな哲学的問いが含まれています．この論争! 哲学バトなどを用意します．ルを獲得すること．』ちくま新書， KADOKAWA，大きな哲学的問いが含まれています．この2016年
その中には，大きな哲学的問いが含まれています．この他，大きな哲学的問いが含まれています．この授業でプリントなどを用意します．紹介します．します．

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントなどを用意します．ロダクション　哲学を用意します．学ぶと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれはどういうこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれか？

2 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場まで哲学：ソクラテス登場までソクラテス登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施までプリントなどを用意します． 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場までの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれたちに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このよる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この「万物の根源」などを問う，独特な世界観を理解できるようにする．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この根源」などを問う，独特な世界観を理解できるようにする．」などを用意します．問いが含まれています．このう，大きな哲学的問いが含まれています．この独特な世界観を理解できるようにする．な世へ』岩波新書，界観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

3 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場まで哲学：ソクラテス登場までソクラテス，大きな哲学的問いが含まれています．このプラトなどを用意します．ン

4 古代から中世へ』岩波新書，ギリシア哲学：ソクラテス登場まで哲学：ソクラテス登場までア哲学：ソクラテス登場までリストなどを用意します．テレス 「目的因」などが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理論哲学から，大きな哲学的問いが含まれています．この「美徳」を追い求める実践哲学まで，幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．」を用意します．追い求める実践哲学まで，幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．い求める実践哲学まで，幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．める法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この実践哲学までプリントなどを用意します．，大きな哲学的問いが含まれています．この幅広いアリストテレスの哲学のエッセンスを学ぶ．いア哲学：ソクラテス登場までリストなどを用意します．テレスの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このエッセンスを用意します．学ぶ．

5 中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，哲学：ソクラテス登場までトなどを用意します．マス・ア哲学：ソクラテス登場までクィナスなど 「神学と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ哲学」の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この関係をテーマに活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．を用意します．テーマに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．した中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれたちが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この後世へ』岩波新書，に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この与えた影響力などを理解できるようにする．え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれた影響力などを理解できるようにする．などを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

6 ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このまと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれめ　小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します． ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学概念についての理解を深め，自分の考などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考度シラバスを用意します．確に表現できるようになること．認するために実施し，大きな哲学的問いが含まれています．この復習する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

7 「我　思うゆえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この　我あり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この」でプリントなどを用意します．有名な哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれな「方法的懐疑」について，理解できるようにする．」に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついて，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

8 「主観し，哲学において「なぜそれ／客観し，哲学において「なぜそれ」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう二項対立の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この世へ』岩波新書，界観し，哲学において「なぜそれや常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．この「心身問いが含まれています．この題となるのか？」「どうしてそういう考え方をするのか？」などの思考パターンを学んでいきます．」など，大きな哲学的問いが含まれています．このデカルを獲得すること．トなどを用意します．哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このエッセンスを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

9 大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論：ソクラテス登場までライプニッツ

10 大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論：ソクラテス登場までスピノザ

11 イギリス経験で評価する．論：ソクラテス登場までロック

12 イギリス経験で評価する．論：ソクラテス登場までバークリー すべての中には，大きな哲学的問いが含まれています．この存在は，経験的な知覚によって説明されなければならないとする，バークリーの哲学の要点を理解できるようにする．は，大きな哲学的問いが含まれています．この経験で評価する．的な知覚によって説明されなければならないとする，バークリーの哲学の要点を理解できるようにする．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このよって説明されなけ入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このればならないと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この，大きな哲学的問いが含まれています．このバークリーの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

13 イギリス経験で評価する．論：ソクラテス登場までヒューム 人間とは「知覚の束」であるとして，因果関係や「自我」についても否定した，ヒュームの哲学の要点を理解できるようにする．と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれは「知覚によって説明されなければならないとする，バークリーの哲学の要点を理解できるようにする．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この束」であるとして，因果関係や「自我」についても否定した，ヒュームの哲学の要点を理解できるようにする．」でプリントなどを用意します．ある法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれして，大きな哲学的問いが含まれています．この因果関係をテーマに活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この「自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ我」に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついても否定した，大きな哲学的問いが含まれています．このヒュームの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

14 ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このまと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれめ　小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します． ここまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学概念についての理解を深め，自分の考などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この理解を深め，自分の考度シラバスを用意します．確に表現できるようになること．認するために実施し，大きな哲学的問いが含まれています．この復習する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

15 ディスカッション 学んだ内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．を用意します．自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ分で見つけ出し，哲学的に考えるたの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．でプリントなどを用意します．どの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この表現できるようになること．し，大きな哲学的問いが含まれています．この思考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このかを用意します．試すディスカッションを用意します．ディベートなどを用意します．形式で行う．でプリントなどを用意します．行う．う．
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授業の計画（哲学A）

生活でプリントなどを用意します．「当たり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この前」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれされる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このこと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このしなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このら，大きな哲学的問いが含まれています．この「哲学」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう学問いが含まれています．このが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このどの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この問いが含まれています．このい，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このの中には，大きな哲学的問いが含まれています．このかに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついて，大きな哲学的問いが含まれています．このおおまかなイメー
ジが得られるようする．が日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この得すること．られる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このようする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

「無知の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この知」や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この「対話」を通じて，「〜とはなにか？」という本質に迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟」を用意します．通じて，「〜とはなにか？」という本質に迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟じて，大きな哲学的問いが含まれています．この「〜と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれはなに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このか？」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう本質に迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この迫ろうとするソクラテスの考えを理解できるようにする．また，その弟ろうと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このソクラテスの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．また，大きな哲学的問いが含まれています．このその中には，大きな哲学的問いが含まれています．この弟
子であるプラトンが提唱した「イデア」という概念を学ぶ．でプリントなどを用意します．ある法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このプラトなどを用意します．ンが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この提唱した「イデア」という概念を学ぶ．した「イデア哲学：ソクラテス登場まで」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう概念についての理解を深め，自分の考を用意します．学ぶ．

近世へ』岩波新書，哲学：ソクラテス登場までデカルを獲得すること．トなどを用意します．（1）

近世へ』岩波新書，哲学：ソクラテス登場までデカルを獲得すること．トなどを用意します．（2）

数学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ，大きな哲学的問いが含まれています．この外交官など多彩に活躍しながら，哲学者としては「経験より知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論など多彩に活躍しながら，哲学者としては「経験より知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この活躍した中世の哲学者たちが，後世に与えた影響力などを理解できるようにする．しなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このら，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれしては「経験で評価する．より信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論を用意します．重視する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この」大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論でプリントなどを用意します．あったライプニッツ．「モナド論論
」などの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

大きな哲学的問いが含まれています．この陸合理論でプリントなどを用意します．あり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このらも，大きな哲学的問いが含まれています．このこれまでプリントなどを用意します．の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このキリストなどを用意します．教的世へ』岩波新書，界観し，哲学において「なぜそれに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このはと方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれどまらない，大きな哲学的問いが含まれています．このスピノザの中には，大きな哲学的問いが含まれています．この「神＝自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ然＝世へ』岩波新書，界」（汎神論）と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいう哲学
の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．理解を深め，自分の考でプリントなどを用意します．きる法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このように受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このする法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．

医者たちが，独自の視点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれでプリントなどを用意します．あり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このなが日常で無意識に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このら市民社会について考え，「知性は経験によって成り立つ」というイギリス経験論の哲学の立場をつくった，ロックに受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このついて考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれえ抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれ，大きな哲学的問いが含まれています．この「知性を重視する」大陸合理論であったライプニッツ．「モナド論は経験で評価する．に受け入れたり信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．このよって成り信じたりしている法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この立つ」と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれいうイギリス経験で評価する．論の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この立場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施を用意します．つく理解していることを確認するために実施った，大きな哲学的問いが含まれています．このロック
哲学の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この要点と方法で考え抜いた〈問いと答え〉の連鎖を概観し，哲学において「なぜそれを用意します．学ぶ．

備など）
考

前期定期試験で評価する．を用意します．実施する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．
小テストと定期試験で評価する．テストなどを用意します．を用意します．2回実施する法則や常識の中には，大きな哲学的問いが含まれています．この．
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．について，試験および授業内課題によって評価する．試験および授業内課題によって評価する．および授業内課題によって評価する．授業内課題によって評価する．によって評価する．する．

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

授業では毎回課題をおこなう．教科書を必ず持参すること．毎回課題によって評価する．をおこなう．教科書を必ず持参すること．を必ず持参すること．ず持参すること．持参すること．すること他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．史学A (Japanese History A)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．授業では毎回課題をおこなう．教科書を必ず持参すること．，試験および授業内課題によって評価する．20世紀前半の日本の政治・社会・文化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．政治・社会・文化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーについて取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーう．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．は毎回課題をおこなう．教科書を必ず持参すること．，試験および授業内課題によって評価する．いわゆるデモクラシー
が進展した時代であったが，進展した時代であったが，した時代であったが，時代であったが，であった時代であったが，が進展した時代であったが，，試験および授業内課題によって評価する．1930年代であったが，に入ると急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にると他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にに戦争の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．時代であったが，へと他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にわる．それは毎回課題をおこなう．教科書を必ず持参すること．なぜなの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．か．明治以降の日本は，いわゆるデモクラシー，試験および授業内課題によって評価する．急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にに
大都市と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．なった時代であったが，神戸の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．状況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．を取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．げなが進展した時代であったが，ら，試験および授業内課題によって評価する．この関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．時期の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．について理解について，試験および授業内課題によって評価する．を深めた時代であったが，い．

【C3】歴史の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．流れについて理解を深めることができる．れについて理解について，試験および授業内課題によって評価する．を深めること他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．が進展した時代であったが，できる．
歴史の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．流れについて理解を深めることができる．れについて理解について，試験および授業内課題によって評価する．を深めること他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．が進展した時代であったが，できるか，試験および授業内課題によって評価する．試験および授業内課題によって評価する．および授業内課題によって評価する．授業内課題によって評価する．に
よって評価する．する．

【C3】歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．を通じて歴史学のあり方を学ぶ．じて歴史学の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．あり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー方を学ぶ．を学ぶ．
歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．を通じて歴史学のあり方を学ぶ．じて歴史学の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．あり扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー方を学ぶ．について，試験および授業内課題によって評価する．試験および授業内課題によって評価する．および授業内課題によって評価する．授業内課題によって評価する．によって
評価する．する．

【D2】日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．関係について理解について，試験および授業内課題によって評価する．を深める

成績は，試験は毎回課題をおこなう．教科書を必ず持参すること．，試験および授業内課題によって評価する．試験および授業内課題によって評価する．60%　授業内課題によって評価する．40%　と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．して評価する．する．これらを総合して，して，試験および授業内課題によって評価する．100点満点で60点以上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．を合して，格とする．思考しそと他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．する．思考しそしそ
れを文章として表現する力を養うため，特に授業内課題を重視する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．して表現する力を養うため，特に授業内課題を重視する．する力を養うため，特に授業内課題を重視する．を養うため，特に授業内課題を重視する．うた時代であったが，め，試験および授業内課題によって評価する．特に授業内課題を重視する．に授業内課題によって評価する．を重視する．する．

成田龍一『大正デモクラシー』（岩波書店，デモクラシー』（岩波書を必ず持参すること．店，試験および授業内課題によって評価する．2007年）

原田敬一『日清・日露戦争』（岩波書を必ず持参すること．店，試験および授業内課題によって評価する．2007年）
牧原憲夫『客分と国民のあいだ』（吉川弘文館，と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．あいだ』（吉川弘文館，』（吉川弘文館，試験および授業内課題によって評価する．1998年）
松沢裕作『町村合して，併から生まれた日本近代』（講談社，から生まれた日本近代』（講談社，まれた時代であったが，日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．近代であったが，』（講談社，試験および授業内課題によって評価する．2013年）
大豆生まれた日本近代』（講談社，田稔『お米と食の近代史』（吉川弘文館，と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．食の近代史』（吉川弘文館，の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．近代であったが，史』（吉川弘文館，試験および授業内課題によって評価する．2007年）
藤井忠俊『国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．防婦人会』（岩波書を必ず持参すること．店，試験および授業内課題によって評価する．1985年）

1年「歴史」，試験および授業内課題によって評価する．2年「歴史」，試験および授業内課題によって評価する．5年「日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．史学B」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 導入ると急速に戦争の時代へと移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速に――日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．歴史を学ぶ意義 日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．史を学ぶにあた時代であったが，って，試験および授業内課題によって評価する．その関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．意味をこれまでの研究史から考える．また歴史資料とは何か，そしてその大切さについて考える．をこれまでの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．研究史から考しそえる．また時代であったが，歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．は毎回課題をおこなう．教科書を必ず持参すること．何か，そしてその大切さについて考える．か，試験および授業内課題によって評価する．そしてその関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．大切さについて考える．さについて考しそえる．

2 日露戦後の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．社会の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速に化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシー 明治維新後の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．歩みの概略を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．みの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．概略を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．を確認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．し，試験および授業内課題によって評価する．日露戦争後の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．社会が進展した時代であったが，再編成されていく状況を学ぶ．状況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．を学ぶ．

3

4 対外硬派と民本主義について学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．主義について学ぶ．

5 大戦景気とその後の不況が日本社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．その関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．後の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．不況を取り上げながら，この時期の日本について理解を深めたい．が進展した時代であったが，日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．社会に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．えた時代であったが，影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．で，試験および授業内課題によって評価する．特に授業内課題を重視する．に社会問題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．発生まれた日本近代』（講談社，と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．その関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．対応を知る．を知る．る．

6 社会問題によって評価する．をどう再発見した時代であったが，か，試験および授業内課題によって評価する．そして女性運動について学ぶ．について学ぶ．

7 デモクラシーの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．実際の政治過程を学ぶ．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．政治過程を学ぶ．を学ぶ．

8 中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．間試験および授業内課題によって評価する．

9 憲政の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．常道 普通じて歴史学のあり方を学ぶ．選挙実現する力を養うため，特に授業内課題を重視する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．その関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．前後の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．政治過程を学ぶ．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．意義について学ぶ．

10 近代であったが，日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．における「国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，」 明治期から大正デモクラシー』（岩波書店，期までの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．「国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，」化について取り扱う．日露戦争後以降の日本は，いわゆるデモクラシーについて考しそえる．

11 昭和恐慌とその後の満州事変が国民・民衆とどのような関係にあったかを学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．その関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．後の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．満州事変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速にが進展した時代であったが，国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，・民のあいだ』（吉川弘文館，衆とどのような関係にあったかを学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．どの関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．ような関係にあった時代であったが，かを学ぶ．

12 前週に同じ．に同じ．じ．

13 帝国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．しての関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．を満州移り変わる．それはなぜなのか．明治以降，急速に民のあいだ』（吉川弘文館，から考しそえる．

14 歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．保存についてについて 歴史資料を通じて歴史学のあり方を学ぶ．を保存についてすること他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．意味をこれまでの研究史から考える．また歴史資料とは何か，そしてその大切さについて考える．を考しそえる．

15 本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．授業の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．まと他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．め
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前期中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．間試験および授業内課題によって評価する．および授業内課題によって評価する．前期定期試験および授業内課題によって評価する．を実施する．する．

授業の計画（日本史学A）

第一次世界大戦と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．社会（1）
第一次世界大戦が進展した時代であったが，日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．に与えた影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．えた時代であったが，影響の中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．帝国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．主義の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．時代であったが，における日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．位置を知る．またアジア諸国と日本の関係について確を知る．る．また時代であったが，アジア諸国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．関係について確
認し，日露戦争後の日本社会が再編成されていく状況を学ぶ．する．

第一次世界大戦と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．社会（2）

社会問題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．発生まれた日本近代』（講談社，と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．デモクラシー（1）

社会問題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．発生まれた日本近代』（講談社，と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．デモクラシー（2）

社会問題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．発生まれた日本近代』（講談社，と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．デモクラシー（3）

1～7回の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．授業範囲について中間試験をおこなう．について中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．間試験および授業内課題によって評価する．をおこなう．

国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，・民のあいだ』（吉川弘文館，衆とどのような関係にあったかを学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．戦争（1）

国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，・民のあいだ』（吉川弘文館，衆とどのような関係にあったかを学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．戦争（2）

国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．民のあいだ』（吉川弘文館，・民のあいだ』（吉川弘文館，衆とどのような関係にあったかを学ぶ．と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．戦争（2）

20世紀初頭の日本の動向についてまとめ，世界の中での日本について考える．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．動について学ぶ．向についてまとめ，世界の中での日本について考える．についてまと他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．め，試験および授業内課題によって評価する．世界の関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．中で，特に社会問題の発生とその対応を知る．での関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．日本と他国との関係理解について，試験および授業内課題によって評価する．について考しそえる．

備など）
考

D-60



科　目

担当教員 町田 吉隆 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノートおよびプリント講義およびプリント講義プリントおよびプリント講義講義

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資料については授業中に紹介する．については授業中に紹介する．授業中に紹介する．に紹介する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

環境と人類の歴史 と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史 (Environment and Human History))

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

人類の歴史 は授業中に紹介する．「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと環境と人類の歴史 」への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとと人類の歴史 依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとり返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとし，さらにそれを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとしてきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとと人類の歴史 する地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとも時代も多岐にわたるが，テーマごと時代も多岐にわたるが，テーマごとも時代も多岐にわたるが，テーマごと多岐にわたるが，テーマごとにわたるが，テーマごとごと人類の歴史 
に通時的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科う．したがって通史では授業中に紹介する．ない．文化人類の歴史 学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科する分野の成果および遺伝学や自然科の歴史 成果および遺伝学や自然科およびプリント講義遺伝学や自然科自然科
学史なと人類の歴史 の歴史 知見を援用する．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと援用する．する．

【C3】人類の歴史 が直面した諸課題，気候変動や感染症などによる歴史的環境した諸課題，気候変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと動や感染症などによる歴史的環境や自然科感染症などによる歴史的環境など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科による歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 
の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと化を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．すること人類の歴史 ができる．

人類の歴史 が直面した諸課題，気候変動や感染症などによる歴史的環境した諸課題，気候変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと動や感染症などによる歴史的環境や自然科感染症などによる歴史的環境など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科による歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと化に
ついて理解することができる．できているかど歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科うかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，プリントおよびプリント講義と人類の歴史 中に紹介する．間試験および定期試験で評価およびプリント講義定期試験および定期試験で評価で評価
する．

【C3】栽培植物と農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 遊牧など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科の歴史 生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科事件・事象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとの歴史 
関連性について理解できる．について理解することができる．できる．

栽培植物と農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 遊牧など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科の歴史 生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科事件・事象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとの歴史 関連性について理解できる．に
ついてについて理解することができる．できているかど歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科うかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，プリントおよびプリント講義と人類の歴史 中に紹介する．間試験および定期試験で評価およびプリント講義定期試
験および定期試験で評価で評価する．

【D2】日本以外の世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上の歴史 世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上の歴史 他地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとについて，その歴史 歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．した上
で，当該地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとにおける社会と文化について具体的なテーマについて説明と人類の歴史 文化について具体的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科なテーマごとについて説明
すること人類の歴史 ができる．

受講者が選んだ世界の特定地域について，歴史的環境を理解した上で，当該が選んだ世界の特定地域について，歴史的環境を理解した上で，当該世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上の歴史 特定地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとについて，歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科環境と人類の歴史 を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．した上で，当該
地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとにおける社会と文化について具体的なテーマについて説明と人類の歴史 文化を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，正確にかつわかりやすく説明できるかどうかを，レにかつわかり返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごとや自然科すく説明できるかどうかを，レ説明できるかど歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科うかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，レ
ポートおよびプリント講義で評価する．

成績は，試験は授業中に紹介する．，試験および定期試験で評価80%　レポートおよびプリント講義10%　プリントおよびプリント講義10%　と人類の歴史 して評価する．到達目標1，2については授業中に紹介する．授業中に紹介する．に作業するプリントおよびプリント講義お
よびプリント講義中に紹介する．間試験および定期試験で評価，定期試験および定期試験で評価の歴史 平均点で評価する．到達目標で評価する．到達目標3については授業中に紹介する．レポートおよびプリント講義（具体的な作成手順は指示する）で評価す具体的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科な作成手順は指示する）で評価すは授業中に紹介する．指示する）で評価すする）で評価す
る．これらを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと総合してして100点で評価する．到達目標満点で評価する．到達目標で60点で評価する．到達目標以上を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと合して格とする．と人類の歴史 する．

中に紹介する．尾佐助『栽培食物と農業，牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のと人類の歴史 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 起源』（具体的な作成手順は指示する）で評価す岩波新書）
山本太郎『感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 文明―共生への歴史 道』（具体的な作成手順は指示する）で評価す岩波新書）
中に紹介する．川毅『人類の歴史 と人類の歴史 気候の歴史 10万年史』（具体的な作成手順は指示する）で評価す講談社ブルーバックス）
川北稔『砂糖の世界史』（岩波ジュニア新書）の歴史 世界の他地域について，その歴史的環境を理解した上史』（具体的な作成手順は指示する）で評価す岩波ジュニア新書）新書）
篠田謙一『人類の歴史 の歴史 起源―古代も多岐にわたるが，テーマごとDNAが語るホモ・サピエンスの大いなる旅』（中公新書）るホモ・サピエンスの歴史 大いなる旅』（中公新書）いなる旅』（具体的な作成手順は指示する）で評価す中に紹介する．公新書）

歴史（具体的な作成手順は指示する）で評価す1年生），歴史（具体的な作成手順は指示する）で評価す2年生），日本史学A（具体的な作成手順は指示する）で評価す5年生），日本史学B（具体的な作成手順は指示する）で評価す5年生），社会と文化について具体的なテーマについて説明と人類の歴史 文化の歴史 歴史（具体的な作成手順は指示する）で評価す5年生）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（環境と人類の歴史）と基準人類の歴史）の評価方法と基準歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 講義の歴史 概要を説明し，異なる学問分野を関連させて学ぶことの意義を考える．「人種」とは何か，について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと説明し，異なる学問分野を関連させて学ぶことの意義を考える．「人種」とは何か，について考える．なる学問分野の成果および遺伝学や自然科を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと関連させて学ぶこと人類の歴史 の歴史 意義を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと考える．「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと人種」とは何か，について考える．」と人類の歴史 は授業中に紹介する．何か，について考える．か，について考える．

2

3 人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

4 人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

5 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

6 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

7 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

8 中に紹介する．間試験および定期試験で評価

9

10 農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

11 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

12 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

13 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

14 感染症などによる歴史的環境と人類の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 関係について考える．，感染症などによる歴史的環境の歴史 流行と防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．と人類の歴史 防疫の歴史，感染症および非感染症が人間社会に与えた影響などについて学ぶ．の歴史 歴史，感染症などによる歴史的環境およびプリント講義非感染症などによる歴史的環境が人間社会と文化について具体的なテーマについて説明に与えた影響などについて学ぶ．えた影響などについて学ぶ．など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

15 まと人類の歴史 め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中に紹介する．間試験および定期試験で評価およびプリント講義前期定期試験および定期試験で評価を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと実施する．する．

導入・人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(1)

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(2) 「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと人種」とは何か，について考える．」と人類の歴史 「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと民族」，「文化」と「文明」の定義を理解する．人類の出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環」，「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと文化」と人類の歴史 「環境」への適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと文明」の歴史 定義を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．する．人類の歴史 の歴史 出現と環境への適応，文化の誕生と変容について理解し，人類と環境との関係について考える．と人類の歴史 環境と人類の歴史 への歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと，文化の歴史 誕生と人類の歴史 変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．について理解することができる．し，人類の歴史 と人類の歴史 環
境と人類の歴史 と人類の歴史 の歴史 関係について考える．について考える．

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(3)

人類の歴史 と人類の歴史 環境と人類の歴史 適応と依存を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと(4)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(1)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(2)

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(3)

第1回から第から第7回から第までの歴史 講義内容について理解し，人類と環境との関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと整理し，その歴史 内容について理解し，人類と環境との関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと理解することができる．できているかを繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと試験および定期試験で評価形式で確認する．で確にかつわかりやすく説明できるかどうかを，レ認する．する．

中に紹介する．間試験および定期試験で評価答案の返却，農耕と牧畜の歴史と社会変容の歴史 返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと却，農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(4)
中に紹介する．間試験および定期試験で評価答案の返却，農耕と牧畜の歴史と社会変容の歴史 返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと却を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと兼ねて，第ねて，第7回から第目までの歴史 講義内容について理解し，人類と環境との関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと復習する．農耕の開始，農耕文化複合の成立と交流，農業生産の技する．農耕の起源』（岩波新書）の歴史 開始，農耕の起源』（岩波新書）文化複合しての歴史 成立と人類の歴史 交流，農業生産の技術史，家畜の歴史，遊牧文化と食文化などについて学ぶ．の歴史 技
術史，家畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史，遊牧文化と人類の歴史 食文化など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科について学ぶ．

農耕の起源』（岩波新書）と人類の歴史 牧畜と遊牧などの生業形態と歴史的事件・事象のの歴史 歴史と人類の歴史 社会と文化について具体的なテーマについて説明変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと容について理解し，人類と環境との関係について考える．(5)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(1)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(2)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(3)

病気と人類の歴史 人類の歴史 の歴史 歴史(4)

人類の歴史 と人類の歴史 自然環境と人類の歴史 の歴史 関係について考える．を繰り返し，さらにそれを改変してきた．対象とする地域も時代も多岐にわたるが，テーマごと歴史的に扱う．したがって通史ではない．文化人類学，考古学など歴史学に連接する分野の成果および遺伝学や自然科に把握することの意義と，すること人類の歴史 の歴史 意義と人類の歴史 ，21世紀の人間社会の課題について考える．の歴史 人間社会と文化について具体的なテーマについて説明の歴史 課題について考える．

備など）
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するや行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価する理解できるか定期試験・演習で評価するできるか定期試験・演習で評価する定期試験・演習で評価するで評価するする

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノート講義講義

参考書 授業時に提示に提示提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

地理学A (Geography A)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

交通現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する拡散・伝播について数値化・図式化して分析に提示ついて数値化・図式化して分析数値化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・図式化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するして数値化・図式化して分析分析
する方法を学習するを学習する学習で評価するする

【C3】交通，知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地パターン，拡散現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析を学習する数値的にに提示
分析すること文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価するできる

交通，知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する・行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する，産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地パターン，拡散現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析を学習する数値的にに提示分析するこ
と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価するできるか定期試験・演習で評価する定期試験・演習で評価するで評価するする

【D2】人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するや行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価する理解できるか定期試験・演習で評価するできる

成績は，試験は，試験80%　演習で評価する20%　と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するして数値化・図式化して分析評価するする．100点満点で評価するし60点以上を合格とする．期末に再試験を行うことがを学習する合格とする．期末に再試験を行うことがと文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するする．期末に再試験を行うことがに提示再試験を学習する行うこと文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するが理解できるか定期試験・演習で評価する
ある

1年「地理」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する相互関係が理解できるか定期試験・演習で評価する

2 交通路の計量的分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する計量的に分析

3 交通現象と地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析を学習する指標とした地域分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するした地域分析地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析分析

4 知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する成り立ち立ち

5 空間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する認識と図式化と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する図式化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する

6 人間の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する成り立ち立ち

7 個人行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析分析への知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する応用

8 演習で評価する 交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析，知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する範囲における演習に提示おける演習で評価する

9 都市の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する商圏分布

10 都市システムと中心地論と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する中心地論

11 商工業と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する公共施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地

12 商工業と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する公共施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地

13 商工業と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する公共施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地

14 情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する拡散と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する伝播について数値化・図式化して分析パターン

15 情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する拡散と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価するの知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する伝播について数値化・図式化して分析パターン

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験を学習する実施する．

授業の計画（地理学A）

交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析1

交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析2

交通と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する地域の関係，人間の知覚・行動，都市・産業・施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析3

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する1

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する2

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する3

知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価すると文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する4

都市の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する都市システムと中心地論1

都市の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する都市システムと中心地論2

施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する産業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地1

施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する産業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地2

施設の立地，情報の拡散・伝播について数値化・図式化して分析と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する産業の知覚や行動と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する立地3

拡散と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する伝播について数値化・図式化して分析1

拡散と文化の関係が理解できるか定期試験・演習で評価する伝播について数値化・図式化して分析2

備など）
考
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科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験，レポート，発表で評価する．レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

2 試験，レポート，発表で評価する．レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

3 試験，レポート，発表で評価する．レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

4 レポート，レポート，発表で評価する．発表で評価する．で評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「イプシロン・デルタ論法完全攻略」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）論法完全攻略」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）原惟行・松永秀章 著（共立出版）

参考書

関連科目

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．は，レポート，発表で評価する．発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．挙げた書籍は全部揃える必要はない．げた書籍は全部揃える必要はない．書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．籍は全部揃える必要はない．は全部揃える必要はない．える必要はない．はな話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．い．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

数学特講A (Mathematics A)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

大学数学を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．学ぶた書籍は全部揃える必要はない．めの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養とな話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．る事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．講義する．さらに余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行うことに余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．より，レポート，発表で評価する．内容の定着と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定着と応用力の養と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養養
成をはかる．を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．はかる．

【C3】大学数学を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．理解するために必要な基本的な記号を理解できるするた書籍は全部揃える必要はない．めに余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．基本的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．記号を理解できるを扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．理解するために必要な基本的な記号を理解できるで評価する．きる.

【C3】証明の基本的な構成を理解し，自身で書くことができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．構成をはかる．を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．理解するために必要な基本的な記号を理解できるし，レポート，発表で評価する．自身で書くことができるで評価する．書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．くことがで評価する．きる.

【C3】数学を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．主体的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．学び進めるための，基本的な課題解決能力を得る進めるための，基本的な課題解決能力を得るめるた書籍は全部揃える必要はない．めの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養，レポート，発表で評価する．基本的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．課題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．解するために必要な基本的な記号を理解できる決能力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．得るる.

【D2】他の学生と協力して演習に挑み，課題解決することができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養学生と協力して演習に挑み，課題解決することができると協力の養して演習に挑み，課題解決することができる演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．挑み，課題解決することができるみ，レポート，発表で評価する．課題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．解するために必要な基本的な記号を理解できる決することがで評価する．きる.

成をはかる．績は，試験は，レポート，発表で評価する．試験70%　レポート10%　発表で評価する．20%　として演習に挑み，課題解決することができる評価する．する．

「手を動かしてまなぶを扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．動かしてまなぶかして演習に挑み，課題解決することができるまな話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．ぶε-δ論法」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）藤岡敦 著（裳華房）
「はじめて演習に挑み，課題解決することができる学ぶイプシロン・デルタ論法完全攻略」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）細井勉 著（日本評論社）

国語，レポート，発表で評価する．2年の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 極限 高校数学に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．おける極限に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

2 実数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質 実数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

3 イプシロンエヌ論法による数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．論法に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．よる数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

4 収束する数列の性質をイプシロンエヌ論法を用いて解説し，演習を行う．する数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．イプシロンエヌ論法による数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．論法を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．用いて演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

5 収束する数列の性質をイプシロンエヌ論法を用いて解説し，演習を行う．しな話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．い数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

6 収束する数列の性質をイプシロンエヌ論法を用いて解説し，演習を行う．しな話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．い数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

7 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 これまで評価する．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内容の定着と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

8 イプシロンデルタ論法完全攻略」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）論法に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．よる関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

9 関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

10 イプシロンデルタ論法完全攻略」：原惟行・松永秀章 著（共立出版）論法に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．よる関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養連続性の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

11 連続関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．関して解説し，演習を行う．して演習に挑み，課題解決することができる解するために必要な基本的な記号を理解できる説し，演習を行う．し，レポート，発表で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

12 発表で評価する．会へ向けての準備，発表練習を行う．へ向けての準備，発表練習を行う．向けての準備，発表練習を行う．けて演習に挑み，課題解決することができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養準備，レポート，発表で評価する．発表で評価する．練習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

13 発表で評価する．会へ向けての準備，発表練習を行う．へ向けての準備，発表練習を行う．向けての準備，発表練習を行う．けて演習に挑み，課題解決することができるの数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養準備，レポート，発表で評価する．発表で評価する．練習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

14 発表で評価する．会へ向けての準備，発表練習を行う． 各グループによる成果発表を行う．グループに余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．よる成をはかる．果発表で評価する．を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

15 総合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 これまで評価する．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内容の定着と応用力の養の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養復習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と総合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．行う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．実施する．する．

授業の計画（数学特講A）

数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限1

数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限2

数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限3

数列の極限の定義に関して解説し，演習を行う．の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限4

関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限1

関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養極限2

関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養連続性1

関して解説し，演習を行う．数の数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養連続性2

発表で評価する．準備1

発表で評価する．準備2

備など）
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

自然科学特講A (Natural Sciences A)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

先人達が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学最先端の現代科学まで，自然科学の現代科学まで，自然科学現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)の現代科学まで，自然科学発展的な講義な講義講義
や演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表な講義どの現代科学まで，自然科学座学，あるいは，自ら最先端の現代科学まで，自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学調査した結果を発表した基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学結果を発表を発表発表/要約するなどの機会を通して，我々を取り巻く環境が自然科学するな講義どの現代科学まで，自然科学機会を通して，我々を取り巻く環境が自然科学を発表通して，我々を取り巻く環境が自然科学して，我々を取り巻く環境が自然科学を発表取り巻く環境が自然科学り巻く環境が自然科学巻く環境が自然科学く環境が自然科学環境が自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学自然科学
の現代科学まで，自然科学枠組で記述できることを学ぶで記述できることを学ぶできることを発表学ぶ.また基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学，自然科学を発表さら最先端の現代科学まで，自然科学に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的主体的な講義に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的く環境が自然科学た基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学めの現代科学まで，自然科学，感性，知的な講義好奇心を養い，基本的を発表養い，基本的い，基本的な講義
な講義課題発見力，問題解決力を発表培うことを目標とするうことを発表目標とするとする.

【C3】我々を取り巻く環境が自然科学を発表取り巻く環境が自然科学り巻く環境が自然科学巻く環境が自然科学く環境が自然科学環境が自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学自然科学(物理，化学，生物，地学)の現代科学まで，自然科学枠組で記述できることを学ぶで記
述できることを学ぶできることを発表理解する.

本校が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的うレポートで，授業内容の理解度を評で，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学理解度シラバスを発表評
価する．する．

【C3】自然科学の現代科学まで，自然科学基盤となる知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのとな講義る知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのを発表理解し，様々を取り巻く環境が自然科学な講義現象の説明にこれらのの現代科学まで，自然科学説明にこれらのに主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的これら最先端の現代科学まで，自然科学の現代科学まで，自然科学
知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのを発表用いることができるいることが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学できる.

本校が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的うレポートで，授業内容の理解度を評で，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学理解度シラバスを発表評
価する．する．

【D2】自然科学を発表主体的な講義に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的く環境が自然科学た基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学めの現代科学まで，自然科学，基本的な講義な講義課題発見力，
問題解決力を発表培うことを目標とするう.

本校が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的うレポートで，授業内容の理解度を評で，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学理解度シラバスを発表評
価する．する．

成績は，試験は，試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評85%　レポートで，授業内容の理解度を評15%　として評価する．する．100点満点で60点以上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学を発表合格とする．とする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (物理入門コース 新装版)」： 中野董夫 著（岩波書店）
「絵と図でよくわかる 相対性理論」： ニュートンプレス 著（ニュートンプレス）と図でよくわかる 相対性理論」： ニュートンプレス 著（ニュートンプレス）でよく環境が自然科学わかる 相対性理論」： ニュートで，授業内容の理解度を評ンプレス 著（ニュートで，授業内容の理解度を評ンプレス）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)微分，積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学分，微分方程式，ベクトで，授業内容の理解度を評ル解析などの数学の知識が必要となる．解析などの数学の知識が必要となる．な講義どの現代科学まで，自然科学数学の現代科学まで，自然科学知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学必要とな講義る．(ii)授業中に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的おける携帯電話やゲーム機の使用や演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表ゲーム機の使用機の現代科学まで，自然科学使用いることができる
，その現代科学まで，自然科学他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的つな講義が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学る言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．を発表行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的った基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．い」や演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表「教室からの退去」を命じる場合がある．から最先端の現代科学まで，自然科学の現代科学まで，自然科学退去」を命じる場合がある．」を発表命じる場合がある．じる場合が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学ある．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 特殊相対性理論を発表概観する．する．

2 一般相対性理論を発表概観する．する．

3 時間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学遅れについて考える．れに主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的ついて考える．える．

4 ローレンツ収縮について考える．に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的ついて考える．える．

5 ローレンツ変換を導出する．を発表導出する．

6 速度シラバスの現代科学まで，自然科学変換を導出する．則を導出する．を発表導出する．

7 ミンコフスキー時空を理解する．を発表理解する．

8 相対性理論に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的基づく環境が自然科学諸現象の説明にこれらの ミュー粒子の寿命などの特殊相対性理論が関係する幾つかの現象を考察する．の現代科学まで，自然科学寿命じる場合がある．な講義どの現代科学まで，自然科学特殊相対性理論が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学関係する幾つかの現象を考察する．する幾つかの現象を考察する．つかの現代科学まで，自然科学現象の説明にこれらのを発表考える．察する．する．

9 ベクトで，授業内容の理解度を評ル解析などの数学の知識が必要となる．の現代科学まで，自然科学変換を導出する．性，反変量と共変量を理解する．と共変量と共変量を理解する．を発表理解する．

10 ローレンツ変換を導出する．の現代科学まで，自然科学行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的列表現，ベクトで，授業内容の理解度を評ル解析などの数学の知識が必要となる．場とテンソル解析などの数学の知識が必要となる．場を発表理解する．

11 相対論的な講義な講義電磁気学を発表理解する．

12 相対論的な講義な講義電磁気学に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的基づく環境が自然科学諸現象の説明にこれらのを発表考える．察する．する．

13 相対論的な講義な講義力学を発表理解する．

14 相対論的な講義な講義力学に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的基づく環境が自然科学諸現象の説明にこれらのを発表考える．察する．する．

15 復習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表と演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表 復習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表と演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的より巻く環境が自然科学理解を発表深める．める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を発表実施する．する．

授業の計画（自然科学特講A）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変換を導出する．I

ローレンツ変換を導出する．II

ローレンツ変換を導出する．III

相対性理論に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的必要な講義数学I

相対性理論に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的必要な講義数学II

相対論的な講義な講義電磁気学I

相対論的な講義な講義電磁気学II

相対論的な講義な講義力学I

相対論的な講義な講義力学II

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 英会話力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．させることができたかどうかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．，中間試験・演習で評価する．中間試験・演習で評価する．で評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．む）を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．準備すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用英語A (Applied English A)

PILEGGI MARK 教授

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

アメリカ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．向上させるため，中間試験・演習で評価する．様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．活用し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループがら，中間試験・演習で評価する．バラエティーに富む活動を行う．グループに富む活動を行う．グループ富む活動を行う．グループむ活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．行う．グループう．グルーに富む活動を行う．グループプ
ワーに富む活動を行う．グループクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．とプロジェクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．でグローに富む活動を行う．グループバルな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．える力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．と英語のコミュニケーション能力を上達させる．コミュニケーに富む活動を行う．グループション能力を上達させる．能力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．させる．

【D2】アメリカ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．諸相をよりよく理解し，新たな発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．よりよく理解し，新たな発想を表現できる．理解し，新たな発想を表現できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ，中間試験・演習で評価する．新たな発想を表現できる．たな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．表現できる．できる．
アメリカ文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．文化を紹介し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループのコミュニケーション能力を上達させる．諸相をよりよく理解し，新たな発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．理解し，新たな発想を表現できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ新たな発想を表現できる．たな技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループ発想を表現できる．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．表現できる．できるかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．，中間試験・演習で評価する．中間試験・演習で評価する．
で評価する．する．

【C3】グローに富む活動を行う．グループバルシン能力を上達させる．キン能力を上達させる．グを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．通してより深く理解できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてより深く理解できる．く理解し，新たな発想を表現できる．理解し，新たな発想を表現できる．できる．
グローに富む活動を行う．グループバルシン能力を上達させる．キン能力を上達させる．グを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．通してより深く理解できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてより深く理解できる．く理解し，新たな発想を表現できる．理解し，新たな発想を表現できる．できるかどうかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．，中間試験・演習で評価する．
授業中のコミュニケーション能力を上達させる．質疑・応答を通して演習で評価するを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．通してより深く理解できる．し英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループて演習で評価する．で評価する．する.

【C3】テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って研究手段としての英語表現力を高める．とし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてのコミュニケーション能力を上達させる．英語表現できる．力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．高める．
テクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ノロジーに富む活動を行う．グループを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って研究手段としての英語表現力を高める．とし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループてのコミュニケーション能力を上達させる．英語表現できる．力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．高める事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ができたかを上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．グ
ルーに富む活動を行う．グループプ・プロジェクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．で評価する．する.

【C3】英会話力を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．させる．

成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．績は，試験は，中間試験・演習で評価する．試験35%　演習で評価する．30%　プロジェクとプロジェクト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．35%　とし英会話技術を向上させるため，様々な技術を活用しながら，バラエティーに富む活動を行う．グループて評価する．する．

プリン能力を上達させる．ト作成でグローバルな視点で物事を考える力と英語のコミュニケーション能力を上達させる．
Google Classroom Documents，中間試験・演習で評価する． Slides & Spreadsheets

本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するはこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する以外の英語科が開講する全ての科目に関連するのコミュニケーション能力を上達させる．英語科が開講する全てのコミュニケーション能力を上達させる．科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するに富む活動を行う．グループ関連するする.

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the course Overview of the course - Assessment of students' English proficiency

2 English Conversation and American Culture (1)

3 Technology and studying English (1) Introduction of technology useful when studying English as a second language

4 Global thinking and technology (1)

5 English Conversation and American Culture (2) Focus on conversation skill building and American culture. Introduce ESL Card games from previous classes.

6 Technology and studying English (2) Discuss using technology to develop self-study tools and discuss groups for the group projects.

7 Global thinking and technology (2) Discuss using technology and English to interact on a global scale. Social media and Online gaming.

8 中間試験 Midterm test and assessment

9 Return exams & Technology and studying English (3) Brainstorming on group project: new ESL self-study ideas and tools to make them. Discuss English databases.

10 Global thinking and technology (3) Use technology to find out how other countries' college students live and study.

11 English Conversation and American Culture (3)

12 Technology and studying English (4) Start to develop ESL original (analog/digital) language projects' prototypes in groups.

13 Global thinking and technology (4) Using technology to help in the development of study tools and continuation of group projects.

14 Check Group projects ESL language group projects presented to other groups for final feedback before final submission.

15 Celebrate the completed Group projects

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（応用英語A）

Self introductions，中間試験・演習で評価する． American greeting styles and language

Introduce global thinking，中間試験・演習で評価する． global topics，中間試験・演習で評価する． using technology.

Conversation skills for debate，中間試験・演習で評価する． opinions and refusals connecting to group projects.

The English Learning group projects should all be finished with final edits so they can be presented to the 
class.

備など）
考

前期中間試験を上達させることができたかどうかを，中間試験・演習で評価する．実施する．する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 石原 のり子 准教授のり子 准教授子 のり子 准教授准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), のり子 准教授D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜プリント教材を配付するプリント教材を配付する教材を配付するを配付する配付するする

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 のり子 准教授2026年度シラバスシラバス

日本の文学 の文学 のり子 准教授(Japanese のり子 准教授Literature)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 のり子 准教授( のり子 准教授学修単位I のり子 准教授)

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

文学作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれることを配付する通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでして，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでの視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでから世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでを配付する見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでることができる．それは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで豊かに生きることに繋がるだけでかに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで生きることに繋がるだけできることに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで繋がるだけでがるだけで
なく，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでものごとを配付する客観的に見たり考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでたり子 准教授考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人えたり子 准教授する素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでもなる．古典文学は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで書かれたものではあるが，長きにわたり，人かれたものでは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけであるが，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで長きにわたり，人きに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでわたり子 准教授，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで人
びとが手もとに置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌もとに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌き，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌しみ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌えてきたことで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで今我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでは他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでそれに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれることができる．本の文学 講義では他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで物語や随筆，日記や和歌や随筆，日記や和歌随筆，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで日記や和歌や随筆，日記や和歌和歌
とい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ったさまざまな文学作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでを配付する読むことを通して，その作品のみならず，日本の文化や歴史，ことばについても学ぶ．むことを配付する通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでして，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでその作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでのみなら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでず，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで日本の文学 の文化や歴史，ことばについても学ぶ．や随筆，日記や和歌歴史，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでことばに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ても学ぶ．

【C3】日本の文学 の文学の特徴について理解し，適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て理解し，適切に説明できる．し，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで説明できる．できる．
日本の文学 の文学の特徴について理解し，適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての知識や理解度を，定期試験とレポートで評価すや随筆，日記や和歌理解し，適切に説明できる．度シラバスを配付する，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すとレポート教材を配付するで評価すす
る．

【C3】日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関連する歴史や文化について理解し，適切に説明できるする歴史や随筆，日記や和歌文化や歴史，ことばについても学ぶ．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て理解し，適切に説明できる．し，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで説明できる．できる
．

日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関連する歴史や文化について理解し，適切に説明できるする歴史や随筆，日記や和歌文化や歴史，ことばについても学ぶ．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての知識や理解度を，定期試験とレポートで評価すや随筆，日記や和歌理解し，適切に説明できる．度シラバスを配付する，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すとレポ
ート教材を配付するで評価すする．

【D2】日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで影響を与えた外国文学について理解し，適切に説明できを配付する与えた外国文学について理解し，適切に説明できえた外国文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て理解し，適切に説明できる．し，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで適切に説明できる．に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで説明できる．でき
る．

日本の文学 文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで影響を与えた外国文学について理解し，適切に説明できを配付する与えた外国文学について理解し，適切に説明できえた外国文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての知識や理解度を，定期試験とレポートで評価すや随筆，日記や和歌理解し，適切に説明できる．度シラバスを配付する，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すとレ
ポート教材を配付するで評価すする．

成績は，試験は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで試験とレポートで評価す80%　レポート教材を配付する20%　として評価すする．到達目標1～3に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての試験とレポートで評価す80%，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで到達目標1～3に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関するレポート教材を配付する
20%として評価す，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで100点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで満点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでで60点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで以上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，を配付する合格とする．なお，再試験を実施する場合は，とする．なお，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで再試験とレポートで評価すを配付する実施する場合は，する場合は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで70点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで以上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，で合格とする．なお，再試験を実施する場合は，とし，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで定期試験とレポートで評価すの
点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで数をを配付する60点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでとする．

保立道久『平安王朝』（岩波新書かれたものではあるが，長きにわたり，人）
池田亀鑑『平安朝の生きることに繋がるだけで活と文学』（ちくま学芸文庫）と文学』（ちくま学芸文庫）
益田勝実『火山列島の思想』（講談社学術文庫）の思想』（講談社学術文庫）
土田直鎮『王朝の貴族』(中公文庫)
橋本の文学 義彦『平安貴族』（平凡社ライブラリー）

第1，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで2，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで3年「国語や随筆，日記や和歌」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（日本の文学）の評価方法と基準文学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス 授業で取り扱う作品についての概説り子 准教授扱う作品についての概説う作品についての概説作品に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての概説

2 和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『古今和歌集』に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで収められた「夢」を詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶめら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれた「夢」」を配付する詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶんだ歌を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶを配付する学ぶ

3 和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『古今和歌集』に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで収められた「夢」を詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶめら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれた「夢」」を配付する詠んだ歌を取り上げ，当時の「夢」に関する考え方を学ぶんだ歌を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶを配付する学ぶ

4 女流日記や和歌文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『蜻蛉日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで平安時の「夢」に関する考え方を学ぶ代の女性の「夢」について学ぶの女性の「夢」について学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

5 女流日記や和歌文学に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『蜻蛉日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで平安時の「夢」に関する考え方を学ぶ代の女性の「夢」について学ぶの女性の「夢」について学ぶの「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

6 古記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 平安貴族の日記や和歌である『九暦』『御堂関白記』を取り上げ，「夢」に関する記録について学ぶ』『御堂関白記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

7 古記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 平安貴族の日記や和歌である『九暦』『御堂関白記』を取り上げ，「夢」に関する記録について学ぶ』『御堂関白記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで関する記や和歌録に見える「夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

8 歴史物語や随筆，日記や和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『大鏡』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

9 歴史物語や随筆，日記や和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『大鏡』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

10 歴史物語や随筆，日記や和歌に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでえる「夢」」 『大鏡』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで当時の「夢」に関する考え方を学ぶの夢」に触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ての考えたりする素地にもなる．古典文学は遠い昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人え方を学ぶに触れることを通して，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでつい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人て学ぶ

11 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

12 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

13 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

14 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ

15 物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす「夢」」／まとめ 『源氏物語や随筆，日記や和歌』を配付する取り扱う作品についての概説り子 准教授上を合格とする．なお，再試験を実施する場合は，げ，我々は他者の視点から世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけで「夢」」が物語や随筆，日記や和歌を配付する動かす「夢」かす装置き，親しみ，伝えてきたことで，今我々はそれに触れることができる．本講義では，物語や随筆，日記や和歌として用いられていることを学ぶい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ら世界を見ることができる．それは豊かに生きることに繋がるだけでれてい昔に書かれたものではあるが，長きにわたり，人ることを配付する学ぶ／まとめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験とレポートで評価すを配付する実施する場合は，する．
備など）
考
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科　目

担当教員 深見 貴成 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリントを配布するを配布する配布するする

参考書 毎回の授業時に紹介するの授業時に紹介する授業時に紹介するに紹介する紹介するする

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

日本史学B (Japanese History B)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

満州事変以降の時代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する時に紹介する代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学ばれること呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学もある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学占領期を配布する経て現在に至るまでの日本の歴史について学て現在に至るまでの日本の歴史について学現在に至るまでの日本の歴史について学に紹介する至るまでの日本の歴史について学るまでの授業時に紹介する日本の授業時に紹介する歴史に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学学
ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのえたの授業時に紹介するか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学また現代の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのは国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの関係性があるのがあるの授業時に紹介する
か，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学身近な話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．な影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．を配布する取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．げつつ，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学現代に紹介する生きる一人の人間として理解を深めたい．の授業時に紹介する人の人間として理解を深めたい．間として理解を深めたい．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学して現在に至るまでの日本の歴史について学理解を深めたい．を配布する深めたい．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

【C3】歴史の授業時に紹介する流れを理解し，現代社会を考える手がかりとする．れを配布する理解を深めたい．し，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学現代社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する考える手がかりとする．える手がかりとする．がかり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
歴史の授業時に紹介する流れを理解し，現代社会を考える手がかりとする．れを配布する理解を深めたい．して現在に至るまでの日本の歴史について学いるかどうか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評レポートを配布する・提出物によって評に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学評
価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

【C3】歴史資料や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．身の授業時に紹介する回の授業時に紹介するり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．の授業時に紹介するもの授業時に紹介するから，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学歴史学の授業時に紹介するあり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．を配布する学ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
歴史資料や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．身の授業時に紹介する回の授業時に紹介するり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．の授業時に紹介するもの授業時に紹介するから，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学歴史学の授業時に紹介するあり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．を配布する理解を深めたい．できて現在に至るまでの日本の歴史について学いるかどうか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学
試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評レポートを配布する・提出物によって評に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学評価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

【D2】日本と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学他国と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する関係性があるのに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学歴史を配布する学ぶこと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学理解を深めたい．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
日本と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学他国と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する関係性があるのに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学理解を深めたい．が深められて現在に至るまでの日本の歴史について学いるかどうか，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評レ
ポートを配布する・提出物によって評に紹介するよって現在に至るまでの日本の歴史について学評価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

成績は，試験は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学試験およびレポート・提出物によって評80%　レポートを配布する・提出物によって評20%　と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学して現在に至るまでの日本の歴史について学評価する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのこれらを配布する総合して，して現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学100点満点で60点以上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．を配布する合して，格とする．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

1年「歴史」，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学2年「歴史」，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学5年「日本史学A」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 な影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのぜ太平洋戦争を開戦したか太平洋戦争を配布する開戦したか 丸山眞男の議論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．の授業時に紹介する議論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．を配布する手がかりとする．がかり上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．に紹介するして現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学日本の授業時に紹介する指導者たちの特徴について考える．たちの授業時に紹介する特徴について考える．に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

2 戦時に紹介する期の授業時に紹介する社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学文化 戦争と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学いう事態が日本社会にどのような影響を与えたのかを文化的側面から考える．が日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのえたの授業時に紹介するかを配布する文化的側面から考える．から考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

3 「十五年戦争」期の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布する「総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．」と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学らえ，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学その授業時に紹介する特徴について考える．に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

4 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

5 戦争の授業時に紹介する激化と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学民衆 総力戦下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．に紹介するおいて現在に至るまでの日本の歴史について学日本の授業時に紹介する民衆がどの授業時に紹介するように紹介する考える手がかりとする．え，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学行動していたのかを知る．して現在に至るまでの日本の歴史について学いたの授業時に紹介するかを配布する知る．る．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

6 徴について考える．兵制」ととらえ，その特徴について考える．がある社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの 特に紹介する太平洋戦争期の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するおいて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学軍隊や徴兵とはどのようなものであったのかを学ぶ．や身の回りのものから，歴史学のあり方を学ぶ．徴について考える．兵と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのどの授業時に紹介するような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのもの授業時に紹介するであったの授業時に紹介するかを配布する学ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

7

8 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

9 戦後はどのような関係性があるの日本は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの戦争を配布するどの授業時に紹介するように紹介する振り返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学それが戦後はどのような関係性があるの社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのを配布するどう方を学ぶ．向づけたかを考える．づけたかを配布する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

10 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

11

12 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

13 安定成長期から現代に紹介するいたるまでの授業時に紹介する日本に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する動していたのかを知る．向づけたかを考える．を配布する中心に考える．に紹介する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

14 前週に同じ．に紹介する同じ．じ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

15 日本近な話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．現代史を配布する学ぶ意味 これまでの授業時に紹介する授業の授業時に紹介する内容をまとめ，日本の近現代史を学ぶ意味を考える．を配布するまと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学め，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学日本の授業時に紹介する近な話題を取り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．現代史を配布する学ぶ意味を配布する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの
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前期中間として理解を深めたい．試験およびレポート・提出物によって評およびレポート・提出物によって評前期定期試験およびレポート・提出物によって評を配布する実施する．する．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

授業の計画（日本史学B）

総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．を配布する考える手がかりとする．える（1）

総力戦体制」ととらえ，その特徴について考える．論を手がかりにして，日本の指導者たちの特徴について考える．を配布する考える手がかりとする．える（2）

占領下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．日本の授業時に紹介する動していたのかを知る．向づけたかを考える．（1）
戦後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する民主化を配布する中心に考える．と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学する改革について，その特徴を学ぶ．特に日本国憲法の制定の意義について考える．また戦後の文化につに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学その授業時に紹介する特徴について考える．を配布する学ぶ．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの特に紹介する日本国憲法の制定の意義について考える．また戦後の文化につの授業時に紹介する制」ととらえ，その特徴について考える．定の授業時に紹介する意義に紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのまた戦後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する文化に紹介するつ
いて現在に至るまでの日本の歴史について学学ぶ.

占領下において日本の民衆がどのように考え，行動していたのかを知る．日本の授業時に紹介する動していたのかを知る．向づけたかを考える．（2）

戦後はどのような関係性があるの日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学戦争の授業時に紹介する振り返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．（1）

戦後はどのような関係性があるの日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学戦争の授業時に紹介する振り返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．返り，それが戦後社会をどう方向づけたかを考える．り上げつつ，現代に生きる一人の人間として理解を深めたい．方を学ぶ．（2）

高度シラバス経て現在に至るまでの日本の歴史について学済成長後はどのような関係性があるの半の日本社会と文化（の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学文化（1） 高度シラバス成長期後はどのような関係性があるの半の日本社会と文化（，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学特に紹介する1970年前後はどのような関係性があるのの授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのに紹介するついて現在に至るまでの日本の歴史について学，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学当時に紹介するの授業時に紹介する文化からその授業時に紹介する特徴について考える．を配布する考える手がかりとする．える．戦争は国民生活にどのような影響を与えたのか，また現代の日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるの

高度シラバス経て現在に至るまでの日本の歴史について学済成長後はどのような関係性があるの半の日本社会と文化（の授業時に紹介する日本社会と戦前・戦中・戦後はどのような関係性があるのと呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学文化（2）

1980年代以降の時代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する日本（1）

1980年代以降の時代（十五年戦争期と呼ばれることもある）から，占領期を経て現在に至るまでの日本の歴史について学の授業時に紹介する日本（2）
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考
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担当教員 町田 吉隆 特任教授

対象学年等
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1

2

3
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5 　 　
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7 　 　

8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト 　

参考書

関連科目

参考文献，視聴覚資料については講義の中で適宜紹介する．については講義の中で適宜紹介する．講義の中で適宜紹介する．の中で適宜紹介する．中で適宜紹介する．で適宜紹介する．適宜紹介する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

社会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 の中で適宜紹介する．歴史 (Social and Cultural History))

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義の中で適宜紹介する．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパから世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 の中で適宜紹介する．歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパには講義の中で適宜紹介する．前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．中で適宜紹介する．国法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，イスラーム法，ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，ヨーロッパ
法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．発達とアメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化すると文化の歴史 アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ取り上げる．それは多様化するり上げる．それは多様化する上げる．それは多様化するげる．それは講義の中で適宜紹介する．多様化の歴史 する21世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうるの中で適宜紹介する．日本社会と文化の歴史 を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考えていく際の指針となりうる際の指針となりうるの中で適宜紹介する．指針となりうると文化の歴史 なり上げる．それは多様化するうる
だろう．

【C3】世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスと文化の歴史 法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパについて，歴史的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ事象として理解すると文化の歴史 して理解するする
こと文化の歴史 がで適宜紹介する．きる．

世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスと文化の歴史 法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパについての中で適宜紹介する．理解するを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，プリントと中間試験およびと文化の歴史 中で適宜紹介する．間試験およびおよび
定期試験およびで適宜紹介する．評価する．する．

【C3】前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパおよび近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ以降の各地域での法制度および法意識の変容との中で適宜紹介する．各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパで適宜紹介する．の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスおよび法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．変容とと文化の歴史 
それが社会と文化の歴史 に与えた影響を，歴史的事象として多角的に理解することがでえた影響を，歴史的事象として多角的に理解することがで影響を，歴史的事象として多角的に理解することがでを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，歴史的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ事象として理解すると文化の歴史 して多角的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパに理解するすること文化の歴史 がで適宜紹介する．
きる．

前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパおよび近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ以降の各地域での法制度および法意識の変容との中で適宜紹介する．各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパで適宜紹介する．の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスおよび法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．変容とと文化の歴史 それが社
会と文化の歴史 に与えた影響を，歴史的事象として多角的に理解することがでえた影響を，歴史的事象として多角的に理解することがで影響を，歴史的事象として多角的に理解することがでを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ理解するで適宜紹介する．きているかどうかを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，プリントと中間試験およびと文化の歴史 レポートと中間試験およびで適宜紹介する．評価する．する．

【D2】法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．心とする世界各地の歴史的事象を，世界の動向と関連と文化の歴史 する世界各地の中で適宜紹介する．歴史的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ事象として理解するを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，世界の中で適宜紹介する．動向と関連と文化の歴史 関連
させて，21世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうるの中で適宜紹介する．日本列島に生きる社会人として理解することができる．に生きる社会人として理解することができる．きる社会と文化の歴史 人として理解することができる．と文化の歴史 して理解するすること文化の歴史 がで適宜紹介する．きる．

法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．心とする世界各地の歴史的事象を，世界の動向と関連と文化の歴史 する世界各地の中で適宜紹介する．歴史的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ事象として理解するを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，世界の中で適宜紹介する．動向と関連と文化の歴史 関連させて，21
世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうるの中で適宜紹介する．日本列島に生きる社会人として理解することができる．に生きる社会人として理解することができる．きる社会と文化の歴史 人として理解することができる．と文化の歴史 して理解するで適宜紹介する．きているかを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，中で適宜紹介する．間試験およびおよび
定期試験およびで適宜紹介する．評価する．する．

成績は，試験は講義の中で適宜紹介する．，試験および80%　レポートと中間試験および10%　プリントと中間試験および、ノートと中間試験および10%　と文化の歴史 して評価する．する．試験および80%　レポートと中間試験および10%　プリントと中間試験および10%　と文化の歴史 し
て評価する．する．到達とアメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する目標1，3は講義の中で適宜紹介する．プリントと中間試験および，ノートと中間試験およびおよび中で適宜紹介する．間試験および，定期試験およびの中で適宜紹介する．平均点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパで適宜紹介する．評価する．する．到達とアメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する目標2は講義の中で適宜紹介する．プリントと中間試験および，ノートと中間試験およびお
よびレポートと中間試験およびの中で適宜紹介する．平均点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパで適宜紹介する．評価する．する．これら世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ総合して100点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ満点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパで適宜紹介する．60点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ以上げる．それは多様化するを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ合格とする．と文化の歴史 する．

宮崎市定『雍正帝：中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．独裁君主』（中で適宜紹介する．公文庫）
井筒俊彦『イスラーム法，ヨーロッパ文化の歴史 −その根柢にあるもの』 その中で適宜紹介する．根柢にあるもの』 にあるもの中で適宜紹介する．』 (岩波文庫)
大沼保昭 『国際の指針となりうる法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ』（ちく際の指針となりうるま新書）新書）
山内進『増補 決闘裁判 ：ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ精神の中で適宜紹介する．原風景』（ちく際の指針となりうるま新書）学芸文庫）
ジェーム法，ヨーロッパス・M・バーダマン (著)， 水谷 八也 (翻訳)『黒人として理解することができる．差別とアメリカ公民権運動 ―名もなき人々の戦いの記録』 と文化の歴史 アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する公民権運動 ―名もなき人々の戦いの記録』 もなき人として理解することができる．々の戦いの記録』 の中で適宜紹介する．戦いの記録』 いの中で適宜紹介する．記録』 (集英社新書)

歴史（1年生きる社会人として理解することができる．），歴史（2年生きる社会人として理解することができる．），日本史学A（5年生きる社会人として理解することができる．），日本史学B（5年生きる社会人として理解することができる．），社会と文化の歴史 と文化の歴史 文化の歴史 の中で適宜紹介する．歴史（5年生きる社会人として理解することができる．）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D-75



授業の計画（社会と文化の歴史）と基準文化の歴史）の評価方法と基準歴史）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 もの中で適宜紹介する．の中で適宜紹介する．考え方について，いくつかの方法を紹介する．について，いく際の指針となりうるつかの中で適宜紹介する．方について，いくつかの方法を紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ紹介する．する．

2 推論の形式について紹介し，併せて人間社会と法，法意識，法制度について概観する．の中で適宜紹介する．形式について紹介し，併せて人間社会と法，法意識，法制度について概観する．について紹介する．し，併せて人間社会と法，法意識，法制度について概観する．せて人として理解することができる．間社会と文化の歴史 と文化の歴史 法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ，法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスについて概観する．

3 前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

4 前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

5 前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

6 前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．イスラーム法，ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 社会と文化の歴史 の中で適宜紹介する．関係を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

7 前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．イスラーム法，ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 社会と文化の歴史 の中で適宜紹介する．関係を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

8 中で適宜紹介する．間試験および

9

10 古代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．ローマ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパから世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ近世における国際の指針となりうる法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．誕生きる社会人として理解することができる．ま新書）で適宜紹介する．の中で適宜紹介する．歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

11 古代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．ローマ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパから世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ近世における国際の指針となりうる法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．誕生きる社会人として理解することができる．ま新書）で適宜紹介する．の中で適宜紹介する．歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

12

13

14

15 ま新書）と文化の歴史 め

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中で適宜紹介する．間試験およびおよび前期定期試験およびを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ実施する．する．

導入（1）

導入（2）

前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバス（1）

前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバス（2）

前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ中で適宜紹介する．国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバス（3）

イスラーム法，ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 （1）

イスラーム法，ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 （2）

第1回から第から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ第7回から第ま新書）で適宜紹介する．の中で適宜紹介する．講義の中で適宜紹介する．内容とを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ理解するで適宜紹介する．きているかどうかを考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ試験および形式について紹介し，併せて人間社会と法，法意識，法制度について概観する．で適宜紹介する．確認する．する．

中で適宜紹介する．間試験および答案の返却，ヨーロッパ法とその社会の中で適宜紹介する．返却，ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 (1)
中で適宜紹介する．間試験および答案の返却，ヨーロッパ法とその社会の中で適宜紹介する．返却，解する説．古代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．ローマ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパから世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ近世における国際の指針となりうる法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．誕生きる社会人として理解することができる．ま新書）で適宜紹介する．の中で適宜紹介する．歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．
特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 (2)

ヨーロッパ法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 (3)

アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 (1) アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国憲法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．成立から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ20世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうる半ばの公民権運動に至る歴史を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．ばの中で適宜紹介する．公民権運動に至る歴史を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．る歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 (2) アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国憲法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．成立から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ20世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうる半ばの公民権運動に至る歴史を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．ばの中で適宜紹介する．公民権運動に至る歴史を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．る歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ制度シラバスと文化の歴史 その中で適宜紹介する．社会と文化の歴史 (3) アメリカ合衆国の法制度を取り上げる．それは多様化する合衆国憲法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパの中で適宜紹介する．成立から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ20世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうる半ばの公民権運動に至る歴史を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．ばの中で適宜紹介する．公民権運動に至る歴史を概観し，具体的な事例に則して，その特色を考察する．る歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ概観し，具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパな事例に則して，その特色を考察する．に則して，その特色を考察する．して，その中で適宜紹介する．特色を考察する．を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ考察する．する．

近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ以降の各地域での法制度および法意識の変容との中で適宜紹介する．日本人として理解することができる．の中で適宜紹介する．法と法意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパ意識の観点から世界各地域の社会と文化の歴史を考える．具体的には前近代の中国法，イスラーム法，ヨーロッパについて，21世紀の日本社会を考えていく際の指針となりうるの中で適宜紹介する．日本社会と文化の歴史 の中で適宜紹介する．在り方と関連させて考察するり上げる．それは多様化する方について，いくつかの方法を紹介する．と文化の歴史 関連させて考察する．する

備など）
考
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科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキストは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．ノートは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．行う．講義レジュメのプリントを配布する．う．講義レジュメのプリントを配布する．講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．レジュメのプリントを配布する．のプリントを配布する．プリントは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．を配布する．配布する．する．講義レジュメのプリントを配布する．

参考書

関連科目

受講者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．のプリントを配布する．理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．じてのプリントを配布する．進度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を配布する．調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．するのプリントを配布する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．授業計画に若干の変更があり得る．に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．若干の変更があり得る．のプリントを配布する．変更があり得る．があり得る．得る．る．講義レジュメのプリントを配布する．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．シラバス

経済学Ⅰ (Economics I)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本科目では，ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解で行う．講義レジュメのプリントを配布する．は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解経済学のプリントを配布する．基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解理論（消費者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．生産者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解メのプリントを配布する．カニズム等）を学び，最新の経済問題を理解等）を学び，最新の経済問題を理解を配布する．学び，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．最新の経済問題を理解のプリントを配布する．経済問題を理解を配布する．理解
するためのプリントを配布する．知識を身につける．また，技術者として社会で活躍するための見方・考え方を養う．を配布する．身につける．また，技術者として社会で活躍するための見方・考え方を養う．に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．つける．講義レジュメのプリントを配布する．また，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．技術者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．として社会で活躍するための見方・考え方を養う．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．活躍するための見方・考え方を養う．するためのプリントを配布する．見方・考え方を養う．え方を養う．方を配布する．養う．う．講義レジュメのプリントを配布する．

【C3】需要の理論および消費者行動の理論を理解する．のプリントを配布する．理論および消費者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動のプリントを配布する．理論を配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．
需要の理論および消費者行動の理論を理解する．と消費者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動のプリントを配布する．理論に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついてのプリントを配布する．理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すのプリントを配布する．得る．点により評価すに応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．より得る．評価す
る．講義レジュメのプリントを配布する．

【C3】供給の理論および生産者行動の理論を理解する．のプリントを配布する．理論および生産者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動のプリントを配布する．理論を配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．
供給の理論および生産者行動の理論を理解する．と生産者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動のプリントを配布する．理論に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついてのプリントを配布する．理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すのプリントを配布する．得る．点により評価すに応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．より得る．評価す
る．講義レジュメのプリントを配布する．

【C3】完全競争市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．おける市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解均衡と資源分配の効率性について理解と資源分配のプリントを配布する．効率性について理解に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついて理解
する．講義レジュメのプリントを配布する．

市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解(価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解)メのプリントを配布する．カニズム等）を学び，最新の経済問題を理解に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついてのプリントを配布する．理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すのプリントを配布する．得る．点により評価すに応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．より得る．評価する．講義レジュメのプリントを配布する．

【C3】市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解のプリントを配布する．失敗と外部効果について理解する．と外部効果について理解する．に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついて理解する．講義レジュメのプリントを配布する． 市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解のプリントを配布する．失敗と外部効果について理解する．や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．外部効果について理解する．に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついてのプリントを配布する．理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すのプリントを配布する．得る．点により評価すに応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．より得る．評価する
．講義レジュメのプリントを配布する．

【D2】不確実性について理解や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ゲーム等）を学び，最新の経済問題を理解理論に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついて理解する．講義レジュメのプリントを配布する．
不確実性について理解のプリントを配布する．問題を理解や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ゲーム等）を学び，最新の経済問題を理解理論に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついてのプリントを配布する．理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すのプリントを配布する．得る．点により評価すに応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．より得る．評
価する．講義レジュメのプリントを配布する．

成績は，試験は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．試験の得点により評価す100%　として評価する．講義レジュメのプリントを配布する．成績は，試験は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価す100%として評価する．講義レジュメのプリントを配布する．定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．100点により評価す満点により評価すで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．60点により評価す以上を合を配布する．合
格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解とする．講義レジュメのプリントを配布する．

D.A.メのプリントを配布する．イヤー著，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．桜田訳，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．『アメリカの高校生が学んでいる経済教室』，アメのプリントを配布する．リカのプリントを配布する．高校生が学んで行う．講義レジュメのプリントを配布する．いる経済教室』，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．足立他訳，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．『アメリカの高校生が学んでいる経済教室』，マンキュウー経済学I　ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解経済学編(第4版)』，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．東洋経済新の経済問題を理解報社．講義レジュメのプリントを配布する．

政治・経済（3年）を学び，最新の経済問題を理解，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．経済学II（5年）を学び，最新の経済問題を理解

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（経済学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 授業ガイダンス 授業のプリントを配布する．進め方や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．評価方法などを説明する．な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解どを配布する．説明する．する．講義レジュメのプリントを配布する．

2 経済学とは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．？ 経済学，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解経済学とは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．どのプリントを配布する．ような理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解学問かを配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

3 企業のプリントを配布する．種類としくみとしくみ 代表的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解企業形態である株式会社について理解する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．ある株式会で活躍するための見方・考え方を養う．社に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついて理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

4 企業のプリントを配布する．目では，ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解と行う．講義レジュメのプリントを配布する．動 営利を目的とする企業の利潤最大化行動を理解する．を配布する．目では，ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解とする企業のプリントを配布する．利を目的とする企業の利潤最大化行動を理解する．潤最大化行う．講義レジュメのプリントを配布する．動を配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

5 企業に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．関わるトピックスわるトは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．ピックス 現実のプリントを配布する．企業や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．企業行う．講義レジュメのプリントを配布する．動に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．関わるトピックスわるトは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．ピックスを配布する．紹介する．する．講義レジュメのプリントを配布する．

6 経済学に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．おける家計 日常で行う．講義レジュメのプリントを配布する．のプリントを配布する．家計と経済学に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．おける家計とのプリントを配布する．違いを理解する．いを配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

7 家計のプリントを配布する．目では，ミクロ経済学の基本的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解と行う．講義レジュメのプリントを配布する．動

8 現実のプリントを配布する．家計のプリントを配布する．行う．講義レジュメのプリントを配布する．動 不確実性について理解のプリントを配布する．下での選択や現実の家計の消費行動について解説する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．のプリントを配布する．選択や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．現実のプリントを配布する．家計のプリントを配布する．消費行う．講義レジュメのプリントを配布する．動に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついて解説する．講義レジュメのプリントを配布する．

9 理想的な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解な理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解とそのプリントを配布する．機能

10 市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解均衡と資源分配の効率性について理解のプリントを配布する．望ましさましさ

11 寡占企業や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．独占企業 企業が少数である市場での企業行動をゲーム理論も用いて理解する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．ある市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解で行う．講義レジュメのプリントを配布する．のプリントを配布する．企業行う．講義レジュメのプリントを配布する．動を配布する．ゲーム等）を学び，最新の経済問題を理解理論も用いて理解する．用いて理解する．いて理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

12 市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解のプリントを配布する．限界 市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解メのプリントを配布する．カニズム等）を学び，最新の経済問題を理解がうまく機能しな理論（消費者行動，生産者行動，価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解いケースに応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．ついて紹介する．する．講義レジュメのプリントを配布する．

13

14 政府の役割のプリントを配布する．役割 市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解のプリントを配布する．限界を配布する．補う組織としての政府の役割と予算を理解する．う組織としての政府の役割と予算を理解する．としてのプリントを配布する．政府の役割のプリントを配布する．役割と予算を理解する．を配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

15 今後の市場と政府のあり方のプリントを配布する．市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解と政府の役割のプリントを配布する．あり得る．方 政財政赤字が増える中での今後の市場と政府のあり方を考える．が増える中での今後の市場と政府のあり方を考える．え方を養う．る中での今後の市場と政府のあり方を考える．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．のプリントを配布する．今後の市場と政府のあり方のプリントを配布する．市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解と政府の役割のプリントを配布する．あり得る．方を配布する．考え方を養う．え方を養う．る．講義レジュメのプリントを配布する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．期試験の得点により評価すを配布する．実施する．する．講義レジュメのプリントを配布する．

家計のプリントを配布する．効用いて理解する．(満足度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．)最大化行う．講義レジュメのプリントを配布する．動を配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

完全競争市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解で行う．講義レジュメのプリントを配布する．機能する市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解(価格メカニズム等）を学び，最新の経済問題を理解)メのプリントを配布する．カニズム等）を学び，最新の経済問題を理解を配布する．理解する．講義レジュメのプリントを配布する．

市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解のプリントを配布する．均衡と資源分配の効率性について理解(需給の理論および生産者行動の理論を理解する．一致)状態である株式会社について理解する．のプリントを配布する．望ましさましさを配布する．余剰分析で確認する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．確認する．する．講義レジュメのプリントを配布する．

IT・AI時代のプリントを配布する．経済 ITや内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．AIが市場における市場均衡と資源分配の効率性について理解経済に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．も用いて理解する．たらす影響を考える．を配布する．考え方を養う．え方を養う．る．講義レジュメのプリントを配布する．

備など）
考
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科　目

担当教員 横山 卓司 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

線形代数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．した数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．内容を復習し，実践的な演習を行う．を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．復習し，実践的な演習を行う．な演習を行う．演習を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．行う．う．

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

2 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

3 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

4 試験で評価するで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．評価するする

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「演習 線形代数 改訂版」：村上 正康・野澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．校 2026年度シラバスシラバス

数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．特講B (Mathematics B)

全学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【C3】ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，や行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，解法，行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．理解し，
問題が解けるが解ける解ける

【C3】ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，線型写像の理論を理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，理論を理解し，問題が解けるを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．理解し，問題が解けるが解ける解ける

【C3】行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，対角化や二次形式について理解し，問題が解けるや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，二次形式の解法，行列式の計算を理解し，について理解し，問題が解けるが解ける解ける

【D2】様々な現象と数学の対応を題材とした応用問題が解けるな演習を行う．現象と数学の対応を題材とした応用問題が解けると数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，対応を題材とした応用問題が解けるを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．題が解ける材とした応用問題が解けるとした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．応を題材とした応用問題が解ける用問題が解けるが解ける解ける

成績は，試験は，試験で評価する100%　として評価するする．試験で評価する成績は，試験は中間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける試験で評価すると定期試験で評価するの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，平均とする．とする．100点満点で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．60点以上を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．合格とすとす
る．

「1冊でマスター　大学の線形代数」 で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．マスター　大学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，線形代数」 : 石井俊全 (技術評論を理解し，問題が解ける社)
「線形代数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う． 初歩からジョルダン標準形へ」からジョルダン標準形へ」ジョルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，ダン標準形へ」標準形へ」」:三宅 敏恒 著（培風館）
「線形代数 (ドリルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，と演習シリーズ) 」日本数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．教育学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．会高専・大学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．部会教材とした応用問題が解ける研究グループグルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，ープTAMS著 (電気書院)
「ドラゴン標準形へ」桜式の解法，行列式の計算を理解し，大学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．入門ドリルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し， 線形代数が解けるわかる」：牛瀧文宏著 (講談社)
「キーポイン標準形へ」ト線形代数」:薩摩 順吉・四ツ谷 晶二 ツ谷 晶二 谷 晶二 (岩波書店)

1〜3年の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．，4年の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，応を題材とした応用問題が解ける用数学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はないげた数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．書籍は全部買い揃える必要はないは全部買い揃える必要はないい揃える必要はないえる必要はないはな演習を行う．い. 必要はないな演習を行う．時に図書館で参照するとよい．に図書館で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．参照するとよい．するとよい．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 線形代数の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，基本計算

2 ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，復習と空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける図形

3 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算， 様々な現象と数学の対応を題材とした応用問題が解けるな演習を行う．行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，， 連立一次方程式の解法，行列式の計算を理解し， 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算，正則性，対称行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，・交代行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，・直交行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，な演習を行う．どについて演習する．連立一次方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，解法について演習する．

4 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，簡約化や二次形式について理解し，問題が解けると階数 ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，一次関係，および行列の階数などについて演習する．行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，階数な演習を行う．どについて演習する．

5 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，

6 ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，定義を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．確認する．多項式の作るベクトル空間などについて演習する．する．多項式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，作るベクトル空間などについて演習する．るベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるな演習を行う．どについて演習する．

7 内積空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける 直交補空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける， グラム・シュミットの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，正規直交化や二次形式について理解し，問題が解ける法， および行列の階数などについて演習する．正射影ベクトルなどについて演習する．ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，な演習を行う．どについて演習する．

8 中間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける試験で評価する 前半で学んだ内容について試験する．で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．学を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．んだ内容について試験する．内容を復習し，実践的な演習を行う．について試験で評価するする．

9 線型写像の理論を理解し，問題が解ける，線型変換

10 固有値・固有ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，・固有空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，固有値，固有ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，，固有空間や線型写像の理論を理解し，問題が解けるな演習を行う．どについて演習する．

11 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，対角化や二次形式について理解し，問題が解ける 対角化や二次形式について理解し，問題が解ける可能性，および行列の階数などについて演習する．対称行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，直交行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，による対角化や二次形式について理解し，問題が解けるな演習を行う．どについて演習する．

12 二次形式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，標準形 二次形式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，標準形，および行列の階数などについて演習する．正定値な演習を行う．どについて演習する．

13

14 ジョルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，ダン標準形へ」標準形 ジョルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，ダン標準形へ」標準形を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．題が解ける材とした応用問題が解けるにした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．応を題材とした応用問題が解ける用問題が解けるについて演習する．

15 微分方程式の解法，行列式の計算を理解し，と行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し， 微分方程式の解法，行列式の計算を理解し，と行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，関係を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．題が解ける材とした応用問題が解けるにした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．応を題材とした応用問題が解ける用問題が解けるについて演習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（数学特講B）

授業で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．扱う用語や表記の確認を行うう用語や表記の確認を行うや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，表記の確認を行うの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，確認する．多項式の作るベクトル空間などについて演習する．を中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．行う．う. 線型代数で習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．基本技術とされる行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，簡約化や二次形式について理解し，問題が解ける， 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算， 固有値の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，求め方， 行列のめ方， 行列の方， 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，
対角化や二次形式について理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，方法な演習を行う．どを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．確認する．多項式の作るベクトル空間などについて演習する．する.

ベクトルや行列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，内積と正射影ベクトルなどについて演習する．，外積と面積・体積の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，関係について復習する．空間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける図形(直線，平面，球)の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，方程式の解法，行列式の計算を理解し，，点と平面の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，距離の公の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，公
式の解法，行列式の計算を理解し，について復習する．

行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算， 余因子を用いた逆行列の計算などについて演習するを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．用いた数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．逆行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，計算な演習を行う．どについて演習する.

核Ker と像の理論を理解し，問題が解けるIm， 線型写像の理論を理解し，問題が解けるの計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，表現行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，な演習を行う．どについて演習する．

行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，n乗， 数列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，と行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し， 行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，n乗， 数列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，と行う．列の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，の計算，連立方程式の解法，行列式の計算を理解し，融合問題が解けるについて演習する．

備など）
考

前期中間や線型写像の理論を理解し，問題が解ける試験で評価するおよび行列の階数などについて演習する．前期定期試験で評価するを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．実施する．する．
再試験で評価するを中心とした数学について，これまで習得した内容を復習し，実践的な演習を行う．実施する．することが解けるある．
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科　目

担当教員 児玉 宏児 特任教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

微分積分などの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶし，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ大学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶでの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ習につながる問題の扱いを学ぶにつながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ扱いを学ぶいを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶぶ

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験・レポートで評価するで評価するする問題の扱いを学ぶ

2 試験・レポートで評価するで評価するする問題の扱いを学ぶ

3 レポートで評価するで評価するする問題の扱いを学ぶ

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 編入数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ徹底研究（金子書房）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ校 2026年度シラバスシラバス

数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ特講C (Mathematics C)

全学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ科での学習につながる問題の扱いを学ぶ(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

【C3】微分・積分・偏微分・重積分などの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ解けるける問題の扱いを学ぶ

【C3】微分方程式を理解し，問題を解けるを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ理解けるし，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ解けるける問題の扱いを学ぶ

【D2】様々な現象と数学の対応， 数理モデルを考察できるな現象と数学の対応， 数理モデルを考察できると数学の対応， 数理モデルを考察できる数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶの高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ対応，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ 数理モデルを考察できるを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ考察できるできる問題の扱いを学ぶ

成績は，試験は，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ試験80%　レポートで評価する20%　と数学の対応， 数理モデルを考察できるして評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．評価するする問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．試験成績は，試験は中間試験と数学の対応， 数理モデルを考察できる定期試験の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ平均とする．と数学の対応， 数理モデルを考察できるする問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．100点満点で60点
以上を合格とする．を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ合格とする．と数学の対応， 数理モデルを考察できるする問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．

大学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ編入の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶための高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ問題の扱いを学ぶ集 改定版 : 碓氷 久 (大日本図書)

1〜3年の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ応用数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ微分積分 授業計画の説明，授業に関する諸注意を行う． 微分積分の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ説明，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ授業に関する諸注意を行う． 微分積分する問題の扱いを学ぶ諸注意を行う． 微分積分を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ行う． 微分積分う．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする． 微分積分

2 微分 微分の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ計算

3 積分 積分

4 積分 積分

5 広義の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ積分 広義の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ積分

6 院関する諸注意を行う． 微分積分数の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ微分 院関する諸注意を行う． 微分積分数の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ微分

7 不等式を理解し，問題を解ける 不等式を理解し，問題を解ける

8 中間試験 前半で学んだ内容を試験するで学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶんだ内容を試験する内容を試験するを確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ試験する問題の扱いを学ぶ

9 試験の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ解ける説 試験の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ解ける説と数学の対応， 数理モデルを考察できる要点復習につながる問題の扱いを学ぶ

10 不等式を理解し，問題を解ける 不等式を理解し，問題を解ける

11 漸化式を理解し，問題を解けると数学の対応， 数理モデルを考察できる数列の収束の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ収束 漸化式を理解し，問題を解けると数学の対応， 数理モデルを考察できる数列の収束の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ収束

12 条件付き極値き極値 条件付き極値き極値

13 条件付き極値き極値 条件付き極値き極値

14 合成関する諸注意を行う． 微分積分数の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ微分 合成関する諸注意を行う． 微分積分数の高専数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ微分

15 微分方程式を理解し，問題を解けると数学の対応， 数理モデルを考察できる数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶモデルを考察できる 微分方程式を理解し，問題を解けると数学の対応， 数理モデルを考察できる数学の知識を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶモデルを考察できる

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間試験および前期定期試験を実施する．前期定期試験を確認し，大学・専攻科での学習につながる問題の扱いを学ぶ実施する．する問題の扱いを学ぶ．試験成績は中間試験と定期試験の平均とする．

授業の計画（数学特講C）

備など）
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．じて，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．参考資料や書籍を講義内で紹介する．や書籍を講義内で紹介する．書籍を講義内で紹介する．を講義内で紹介する．講義内で紹介する．で紹介する．紹介する．する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

手話言語学Ⅰ (Sign Language Linguistics I)

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本手話を講義内で紹介する．ゼロから学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解から学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解本講義で紹介する．は，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解や書籍を講義内で紹介する．考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解を講義内で紹介する．学んだうえ方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解を講義内で紹介する．正しく理解しく理解理解
し，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．さら学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解に少数言語使用者である，ろう者について正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．ある，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．ろう者である，ろう者について正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．について正しく理解しく理解知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．は，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．基本的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．学習する．する．

【C3】日本手話が「言語」であることを言語学の視点で説明できる．言語」で紹介する．あること基本的な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解視点で説明できる．で紹介する．説明できる．で紹介する．きる．
日本手話が「言語」であることを言語学の視点で説明できる．言語」で紹介する．あること基本的な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解視点で説明できる．で紹介する．説明できる．で紹介する．きるかを講義内で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．定期試験でで紹介する．
評価する．する．

【D2】手話話者である，ろう者について正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．ある「言語」であることを言語学の視点で説明できる．ろう者である，ろう者について正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．」について理解し説明できる．で紹介する．きる．
手話話者である，ろう者について正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．で紹介する．ある「言語」であることを言語学の視点で説明できる．ろう者である，ろう者について正しく知る．実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．」について理解し説明できる．で紹介する．きるかを講義内で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．定期試験でで紹介する．評価する．す
る．

【C3】指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．基本手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．表すこと基本的な手話単語・表現を学習する．がで紹介する．きる．
指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．基本手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．表すこと基本的な手話単語・表現を学習する．がで紹介する．きるかを講義内で紹介する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．定期試験でおよび演習演習する．
で紹介する．評価する．する．

成績は，試験は，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．試験で85%　演習する．15%　と基本的な手話単語・表現を学習する．して評価する．する．到達目標1と基本的な手話単語・表現を学習する．3を講義内で紹介する．定期試験で，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．到達目標3を講義内で紹介する．演習する．で紹介する．評価する．する．演習する．方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解式の評の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解評
価する．方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解法については講義中に詳しく解説する．については講義中に詳しく解説する．に詳しく解説する．しく理解解説する．

プリント
授業で紹介する．指定した動画動画

本科目は手話言語学II，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．およ専攻科の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手話言語学に関連する．する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

毎回の授業に出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得すること．参加にあたって，積極的に発言するこの基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解授業に出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得すること．参加にあたって，積極的に発言するこして手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解演習する．を講義内で紹介する．行い，基本的な手話表現を必ず習得すること．参加にあたって，積極的に発言するこい，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．基本的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な手話表現を学習する．を講義内で紹介する．必ず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこすること基本的な手話単語・表現を学習する．．参加にあたって，積極的に発言するこにあた動画って，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．積極的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解に発言するこ
と基本的な手話単語・表現を学習する．と基本的な手話単語・表現を学習する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．倫理上の問題に留意することが求められる．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解問題に留意することが求められる．に留意することが求められる．すること基本的な手話単語・表現を学習する．が求められる．めら学ぶ本講義では，まず言語学の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解れる．
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授業の計画（手話言語学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス 授業目的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解・授業実施方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解法については講義中に詳しく解説する．・評価する．方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解法については講義中に詳しく解説する．などについて説明できる．する．

2 「言語」であることを言語学の視点で説明できる．きこえ方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解ない」と基本的な手話単語・表現を学習する．は？

3

4

5

6

7 言語の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解定義

8 手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解記述法については講義中に詳しく解説する． 手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解記述法については講義中に詳しく解説する．について学習する．する．

9

10

11

12

13

14 手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解総括 これまで紹介する．学習する．した動画手話表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解実技では，指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．を講義内で紹介する．総復習する．する．

15 総括 授業全体の総括を通じて，手話言語に対する理解を深める．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解総括を講義内で紹介する．通じて，手話言語に対する理解を深める．じて，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．手話言語に対する理解を深める．する理解を講義内で紹介する．深める．める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

耳の構造と聞こえのメカニズムについて学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解と基本的な手話単語・表現を学習する．聞こえのメカニズムについて学習する．「指文字こえ方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解メカニズムについて学習する．「指文字について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．1と基本的な手話単語・表現を学習する．単語1」を講義内で紹介する．学習する．する．

言語習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこ1 ろう児の家庭環境と手話言語学習得について学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解家庭環境と手話言語学習得について学習する．「指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．手話言語学習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこについて学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．2と基本的な手話単語・表現を学習する．単語2」を講義内で紹介する．学習する．する．

言語習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言するこ2 ろう児の家庭環境と手話言語学習得について学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解音声言語習する．得すること．参加にあたって，積極的に発言すること基本的な手話単語・表現を学習する．，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．ろう教育について学習する．「指文字について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．3と基本的な手話単語・表現を学習する．単語3」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史1 世界の手話の歴史について学習する．「指文字の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．4と基本的な手話単語・表現を学習する．単4」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史2 日本の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解歴史について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．5と基本的な手話単語・表現を学習する．単語5」を講義内で紹介する．学習する．する．

言語の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解定義について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．指文字と基本的な手話単語・表現を学習する．6と基本的な手話単語・表現を学習する．単語6」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解1 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解階層構造を正しく理解について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語7と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．1」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解2 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解基本的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解な構文について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語8と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．2」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解構造を正しく理解3 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解複雑な構文について学習する．「単語な構文について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語9と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．3」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴1 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解手指表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語10と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．4」を講義内で紹介する．学習する．する．

手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴2 日本手話の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解映像をもちいて非手指表現の特徴について学習する．「単語を講義内で紹介する．もちいて非手指表現を学習する．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解特にはあげないが，必要に応じて，参考資料や書籍を講義内で紹介する．徴について学習する．する．「言語」であることを言語学の視点で説明できる．単語11と基本的な手話単語・表現を学習する．表現を学習する．5」を講義内で紹介する．学習する．する．

備など）
考

前期定期試験でを講義内で紹介する．実施する．
学生の習熟度・状況等によって授業計画を変更することがある．の基礎的な概念や考え方を学んだうえで，日本手話の構造を正しく理解習する．熟度シラバス・状況等によって授業計画を講義内で紹介する．変更することがある．すること基本的な手話単語・表現を学習する．がある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 英会話力を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．させることができたかどうかを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．中間試験と演習で評価する．と演習で評価する．で評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目

英和・和英辞書（電子辞書含む）を準備すること．む）を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．準備すること．すること．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用英語B (Applied English B)

PILEGGI MARK 教授

全学科(旧)・5年・前期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

英語によるプレゼンテーションを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．さらに上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．させるため，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しの書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しから発表術，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しスライドの改善まで新たな発想を紹介しの書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し改善まで新たな発想を紹介しまで新たな発想を紹介したな発想を紹介し発想を紹介しを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．紹介しし
，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し海外でもプレゼンできる技術を身につける．でもプレゼンできる技術を身につける．プレゼンできる技術を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．身につける．につける．

【D2】オーディエンスに伝わりやすいプレゼンテーションをするための工夫わりやすいプレゼンテーションをするための工夫プレゼンテーションを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．するための書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し工夫
ができる．

オーディエンスに伝わりやすいプレゼンテーションをするための工夫わりやすいプレゼンテーションをするための工夫プレゼンテーションを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．するための書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し工夫ができる
かどうかを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し授業中に教員・peer・自己評価する．を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．用いプレゼンテーションをするための工夫て演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

【C3】グローバルシンキングを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．利用し表現技術を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．磨くく.
グローバルシンキングを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．利用し表現技術を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．磨くけたかどうかを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し質疑・応答を通を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．通
して演習で評価する．演習で評価する．で評価する．する．

【C3】テクノロジーを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って演習で評価する．研究手段としての英語表現力を高める．として演習で評価する．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し英語表現力を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．高める．
テクノロジーを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．使って研究手段としての英語表現力を高める．って演習で評価する．研究手段としての英語表現力を高める．として演習で評価する．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し英語表現力を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．高めることができたかを上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．
，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介しプレゼン・演習で評価する．で評価する．する．

【C3】英会話力を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．させる．

成績は，試験は，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し試験と演習で評価する．35%　プレゼンテーション35%　演習で評価する．30%　として演習で評価する．評価する．する．

プリント
Google Classroom，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し Documents，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し Slides & Spreadsheets

本科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するはこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連する以外でもプレゼンできる技術を身につける．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し英語科が開講する全て演習で評価する．の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し科目はこれ以外の英語科が開講する全ての科目に関連するに関連するする.

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D-85



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 Introduction to the course

2 Presentation tips (1) Discussion about the ingredients of a good presentation.

3 Technology and presenting (1)

4 Global thinking and technology (1)

5 Presentation tips (2) Developing presentation slides using Google Suite apps & Microsoft PowerPoint.

6 Technology and presenting (2)

7 Global thinking and technology (2)

8 中間試験と演習で評価する． Midterm test and assessment

9 Return exams & Presentation tips (3)

10 Technology and presenting (3)

11 Global thinking and technology (3) Gain more understanding of the Pecha Kucha format by watching examples of good presentations using it.

12 Presentation tips (4)

13 Pecha Kucha presentation scripts & slides due

14 Final individual (Pecha Kucha) presentations (1) Pecha Kucha PowerPoint Presentations in English with peer - assessment

15 Final individual (Pecha Kucha) presentations (2) Pecha Kucha Powerpoint Presentations in English with peer - assessment

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（応用英語B）

Overview of the course - Assessment of students' English proficiency. Self introductions in a mini presentation 
format. Using eye contact.

Introduction of technology advances and tools used in presentations. Learn to use Google search more 
effectively in English.

TED Talks，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し Breaking News English and other online resources for presenting ideas.

Group work. Groups of students research a recent news topic，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し and present that information after quick 
summarizing and preparation.

Introduce more inspiring online presentation resources. Review of all information so far and preparations for 
the midterm exam.

Introduce the Pecha Kucha presentation format，原稿の書き方から発表術，スライドの改善まで新たな発想を紹介し  after reviewing the midterm tests.

Brainstorming about Pecha Kucha topics. Organize a database with student's topics and final presentation 
scheduling.

Script editing and peer/group/self assessment explanation of Pecha Kucha format. Asking the teacher for 
more natural English edits.

Completion of preparation early so enough time can be spent memorizing the final presentation. Confirm that 
all tech is working correctly in advance.

備など）
考

前期中間試験と演習で評価する．を上達させることができたかどうかを中間試験と演習で評価する．実施する．する．
Syllabus may be adjusted due to unforeseen circumstances. This would be discussed with the students clearly so no need to worry about it.
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科　目

担当教員 土居 文人 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント教材教材

参考書 ドナルド・キーン「日本文学史」（中公文庫）日本文学史」（中公文庫）」（中公文庫）中公文庫）

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

国文学・国語学 (Japanese Linguistics and Japanese Literature)

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

日本文学および日本語学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本語学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はからトピックを取り上げて概説する．日本文学はト教材ピックを取り上げて概説する．日本文学はを取り上げて概説する．日本文学は取り上げて概説する．日本文学はり上げて概説する．日本文学は上げて概説する．日本文学はげて概説する．日本文学は概説する．日本文学はする．日本文学は日本文学は1000年にわたる伝統が存在し，我が国が存在し，我が国存在し，我が国し，我が国我が国が存在し，我が国国
が存在し，我が国誇るべき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，るべき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はひとつである．日本文学は本授業では，我が国日本文学と外国文学との分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，あるいは世界文学として概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は位置，我が国
日本語と外国語との分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は比較等，我が国多面的視野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はで日本文学や日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に日本語を取り上げて概説する．日本文学は捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にえ直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にす．日本文学はこれにより上げて概説する．日本文学は，我が国国際化社会を生きる視座の創出にを取り上げて概説する．日本文学は生きる視座の創出にき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る視座の創出にの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は創出にに
資する．する．日本文学は

【C3】日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．し，我が国適切に説明できる．に説する．日本文学は明できる．でき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る．日本文学は
日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でや日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に理解し，適切に説明できる．度シラバス，我が国表現力を，中間試験・定期試験でを取り上げて概説する．日本文学は，我が国中間試験・定期試験で
評価する．する．日本文学は

【C3】日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．し，我が国適切に説明できる．に説する．日本文学は明できる．でき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る．日本文学は
日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でや日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に理解し，適切に説明できる．度シラバス，我が国表現力を，中間試験・定期試験でを取り上げて概説する．日本文学は，我が国中間試験・定期試験で評
価する．する．日本文学は

【D2】外国の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は文化・言語と比較して概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文化の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．し，我が国適切に説明できる．に説する．日本文学は
明できる．でき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，る．日本文学は

外国の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は文化と比較して概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文化の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でや日本語を捉え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出に理解し，適切に説明できる．度シラバス，我が国表現力を，中間試験・定期試験で
を取り上げて概説する．日本文学は中間試験・定期試験で評価する．する．日本文学は

成績は，試験は，我が国試験100%　として概説する．日本文学は評価する．する．日本文学は到達目標1，我が国2，我が国3について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は中間試験・定期試験の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は平均値を試験成績とする．を取り上げて概説する．日本文学は試験成績は，試験とする．日本文学は100点
満点で60点以上げて概説する．日本文学はを取り上げて概説する．日本文学は合格とする．とする．日本文学は

1～3年国語．日本文学は4年国語表現法．日本文学は

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（国文学・国語学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 日本文学は世界でどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はように評価する．されて概説する．日本文学はいるの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 日本の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は古典文学・現代文学について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は評価する．を取り上げて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

2 日本文学は世界でどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はように評価する．されて概説する．日本文学はいるの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 日本の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は古典文学・現代文学について概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は評価する．を取り上げて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

3 日本語とはどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はような言語なのか言語な言語なのかの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 世界の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は中の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は言語として概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．と面白さについて，具体例を挙げつつ考える．さについて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

4 日本語とはどの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はような言語なのか言語な言語なのかの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学はか 世界の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は中の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は言語として概説する．日本文学はの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本語の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は特徴について理解し，適切に説明できる．と面白さについて，具体例を挙げつつ考える．さについて概説する．日本文学は，我が国具体例を挙げつつ考える．を取り上げて概説する．日本文学は挙げつつ考える．げつつ考える．え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にる．日本文学は

5 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）古代編）

6 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）平安時代編）

7 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）鎌倉・室町・安土桃山時代編）

8 中間試験 中間試験を取り上げて概説する．日本文学は実施する．する．日本文学は

9

10 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）江戸時代編）

11 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）江戸時代編）

12 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）江戸時代編）

13 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）近代編）

14 日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）現代編）

15 総括 学んでき事柄のひとつである．本授業では，日本文学と外国文学との関係あるいは世界文学としての日本文学の位置，たことの分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は総括を取り上げて概説する．日本文学はおこな言語なのかう．日本文学は

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および日本語学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は後期定期試験を取り上げて概説する．日本文学は実施する．する．日本文学は

8世紀以前（中公文庫）奈良時代以前）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

8～11世紀頃（中公文庫）平安時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

12～16世紀頃（中公文庫）鎌倉・室町・安土桃山時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

中間試験の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は解し，適切に説明できる．説する．日本文学は．日本文学は日本文学の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は歴史」（中公文庫）とキーワード（中公文庫）鎌倉・室町・安土桃山
時代編）

中間試験の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は解し，適切に説明できる．説する．日本文学はを取り上げて概説する．日本文学はおこな言語なのかう．日本文学は12～16世紀頃（中公文庫）鎌倉・室町・安土桃山時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキー
ワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

16～19世紀中頃（中公文庫）江戸時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

16～19世紀中頃（中公文庫）江戸時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

16～19世紀中頃（中公文庫）江戸時代）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

19～20世紀（中公文庫）明できる．治・大正・昭和）の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

21世紀の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は現代の分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は日本文学を取り上げて概説する．日本文学は理解し，適切に説明できる．して概説する．日本文学は他者に伝えるための知識とキーワードを学ぶ．に伝え直す．これにより，国際化社会を生きる視座の創出にるための分野からトピックを取り上げて概説する．日本文学は知識や理解度，表現力を，中間試験・定期試験でとキーワードを取り上げて概説する．日本文学は学ぶ．日本文学は

備など）
考
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科　目

担当教員 李 明哲 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト なし

参考書

関連科目 倫理

なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

哲学B (Philosophy B)

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

私たちは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるたちは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるという時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる時代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの意味も変わりはじめ（意義がなくなるも変わりはじめ（意義がなくなる変わりはじめ（意義がなくなるわりはじめ（意義がなくなる意義がなくなる
訳ではなく），科学技術，市民社会，国民国家，資本主義など，現代の軸となるものが多く登場した．一方で，自らが作り出しではなく），何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる科学技術，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる市民社会，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる国民国家，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる資本主義など，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの軸となるものが多く登場した．一方で，自らが作り出しとなるも変わりはじめ（意義がなくなるのが多く登場した．一方で，自らが作り出しく登場した．一方で，自らが作り出しした．一方で，自らが作り出し一方で，自らが作り出しで，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自らが作り出しり出しし
たも変わりはじめ（意義がなくなるのによって「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学とはなにか？」を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学う時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなることも変わりはじめ（意義がなくなる増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学えてきた．一方で，自らが作り出しこの授業では，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる以降に活躍した哲学に活躍した哲学した哲学
者たちの「問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．たちの「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学び，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの私たちは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるたちの哲学的考察のヒントにします．のヒントにします．にします．一方で，自らが作り出し

【C3】日常に隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．いを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学で見つけ出し，哲学的に考えるた出しし，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学的に考えるた
めのモデルを獲得することを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる獲得することすること

日常に隠された哲学的問いを自分で見つけ出し，哲学的に考えるたされた哲学的問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．いを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学で見つけ出し，哲学的に考えるた出しし，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学的に考えるためのモデ
ルを獲得することを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる獲得することすることができるか，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる小テストと定期試験で評価する．テストにします．と定期試験で評価する．で評価する．する．一方で，自らが作り出し

【D2】哲学に欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考や概念についての理解を深め，自分の考概念についての理解を深め，自分の考についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる深め，自分の考め，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の考
えを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるより明確に表現できるようになること．に表現できるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるになること．一方で，自らが作り出し

哲学に欠かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考かせない思考法や概念についての理解を深め，自分の考や概念についての理解を深め，自分の考概念についての理解を深め，自分の考についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる深め，自分の考め，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の考えを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるより明
確に表現できるようになること．に表現できるか，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる小テストと定期試験で評価する．テストにします．と定期試験で評価する．で評価する．する．一方で，自らが作り出し

成績は，試験は，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる試験で評価する．70%　小テストと定期試験で評価する．テストにします．20%　演習（意義がなくなる授業中のディスカッションやコメントなど）のディスカッションや概念についての理解を深め，自分の考コメントにします．など）10%　として評価する．する．一方で，自らが作り出し100点満点で
60点以上を合格とする．小テストは，授業で登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる合格とする．小テストは，授業で登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施とする．一方で，自らが作り出し小テストと定期試験で評価する．テストにします．は，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる授業で登場した．一方で，自らが作り出しする，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学の基本的概念についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる正しく理解していることを確認するために実施しく理解を深め，自分の考していることを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる確に表現できるようになること．認するために実施するために実施
する．一方で，自らが作り出しその理解を深め，自分の考のも変わりはじめ（意義がなくなると，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる試験で評価する．では，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学なりの考えに結びつける．びつけ出し，哲学的に考えるたる．一方で，自らが作り出し

貫成人『哲学マップ』ちくま新書，』ちくま新書，ちくま新書，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2004年
熊野純彦『西洋哲学史　近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるから現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるへ』岩波新書，』ちくま新書，岩波新書，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2006年
畠山 創『大論争! 哲学バトにします．ルを獲得すること』ちくま新書， KADOKAWA，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2016年
その他，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる授業で紹介します．します．一方で，自らが作り出し

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D-89



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントにします．ロダクション　哲学を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶとはどう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるいう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなることか？

2 近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる認するために実施識論の二大アプ』ちくま新書，ローチ

3

4

5 ここまでのまとめ　小テストと定期試験で評価する．テストにします． ここまでの哲学概念についての理解を深め，自分の考などの理解を深め，自分の考度シラバスを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる確に表現できるようになること．認するために実施し，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる復習する．一方で，自らが作り出し

6 ドイツ観念論：フィヒテ，シェリング，ヘーゲル観念についての理解を深め，自分の考論：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルフィヒテ，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるシェリング，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるヘーゲルを獲得すること

7 近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの不安：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルショーペンハウアー，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるキルを獲得することケゴールを獲得すること，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるフェオイエルを獲得することバッハ

8 近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるの終わり：マルクス，フロイト，ニーチェわり：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルマルを獲得することクス，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるフロイトにします．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるニーチェ

9 現象学と実存思想：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルフッサールを獲得すること，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるハイデッガー

10 フランス実存思想：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルサルを獲得することトにします．ルを獲得すること，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるメルを獲得することロ＝ポンティ

11 ここまでのまとめ　小テストと定期試験で評価する．テストにします． ここまでの哲学概念についての理解を深め，自分の考などの理解を深め，自分の考度シラバスを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる確に表現できるようになること．認するために実施し，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる復習する．一方で，自らが作り出し

12 分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学析哲学のはじまり：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルラッセルを獲得すること，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるヴィドゲンシュタインなど

13 言語や社会，心理の分析から，戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．や概念についての理解を深め，自分の考社会，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる心理の分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学析から，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．えた「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる構造主義」の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出し

14 東洋思想

15 ディスカッション 学んだ内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．内容を自分の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の言葉でどのように表現し，思考するかを試すディスカッションをディベート形式で行う．でどのよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるに表現し，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる思考するかを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる試すディスカッションを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるディベートにします．形式で行う．で行う．う時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる．一方で，自らが作り出し
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授業の計画（哲学B）

生活で「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる当たり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーたり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメー」とされることを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーにしながら，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学」という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．がどのよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるに問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．い，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる考えるのかについて，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるおおまかなイメー
ジが得られるようする．が得することられるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるする．一方で，自らが作り出し

1＋1＝2が正しく理解していることを確認するために実施しいこと，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる目の前のコップの存在などを決めるのは，経験か知性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎの前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーのコップ』ちくま新書，の存在などを決めるのは，経験か知性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎなどを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる決めるのは，経験か知性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎめるのは，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる経験で評価する．か知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎか？これらの「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる認するために実施識」を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるめぐって，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる神学と科学がせめぎ
あう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる17世紀〜18世紀に，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学上を合格とする．小テストは，授業で登場する，哲学の基本的概念を正しく理解していることを確認するために実施ではイギリス経験で評価する．論と大陸合理論という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる二大アプ』ちくま新書，ローチの論争があったことの全体象を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるつかむ．一方で，自らが作り出し

カントにします．（意義がなくなる1）認するために実施識論
イギリス経験で評価する．論と大陸合理論を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる調停したことでも知られる，カントによる「カテゴリー」という概念と，その認識論の要点を理解できしたことでも変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるられる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるカントにします．による「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるカテゴリー」という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる概念についての理解を深め，自分の考と，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるその認するために実施識論の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる理解を深め，自分の考でき
るよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるにする．一方で，自らが作り出し

カントにします．（意義がなくなる2）倫理学 倫理学で「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる義務論」としても変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるられる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるカントにします．倫理学の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる理解を深め，自分の考できるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるにする．一方で，自らが作り出しとりわけ出し，哲学的に考えるた，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる各自の理性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎから命じられる道徳法則じられる道徳法や概念についての理解を深め，自分の考則
による，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自律的な規範の重要性について．の重要性か？これらの「認識」をめぐって，神学と科学がせめぎについて．一方で，自らが作り出し

自我，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自然，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる精神など，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる世界のあらゆる側面を説明するための統一的な原理を求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲルのあらゆる側面を説明するための統一的な原理を求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲルを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる説明するための統一的な原理を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲルめた，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる三人の哲学者たちの「問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．たちの要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出しヘーゲルを獲得すること
の「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる弁証法や概念についての理解を深め，自分の考」など．一方で，自らが作り出し

都市工業化が進む時代，一人ひとりのかけがえのなさや，現実社会で生きる「不安」などを哲学に取り込もうとした，三人の哲学者が進む時代，一人ひとりのかけがえのなさや，現実社会で生きる「不安」などを哲学に取り込もうとした，三人の哲学者む時代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる一人ひとりのかけ出し，哲学的に考えるたがえのなさや概念についての理解を深め，自分の考，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現実社会で生きる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる不安」などを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学に取り込もうとした，三人の哲学者り込もうとした，三人の哲学者も変わりはじめ（意義がなくなるう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるとした，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる三人の哲学者たちの「問いと答え」の連鎖を学び，現代の私たちの哲学的考察のヒントにします．
たちの要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出しショーペンハウアーの悲観主義（意義がなくなるペシミズム）など．一方で，自らが作り出し

経済活動や労働から人間の生き方を説いたマルクス，無意識など心理的作用から自我へアプローチしたフロイト，近代までの西や概念についての理解を深め，自分の考労働から人間の生き方を説いたマルクス，無意識など心理的作用から自我へアプローチしたフロイト，近代までの西から人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学の生き方で，自らが作り出しを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる説いたマルを獲得することクス，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる無意識など心理的作り出し用から自我へアプローチしたフロイト，近代までの西から自我へ』岩波新書，アプ』ちくま新書，ローチしたフロイトにします．，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるまでの西
洋哲学の固定的概念についての理解を深め，自分の考を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる破壊しようとしたニーチェなどを学ぶ．しよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるとしたニーチェなどを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出し

世界のあらゆる側面を説明するための統一的な原理を求めた，三人の哲学者たちの要点を学ぶ．ヘーゲル大戦前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメー後に現れた，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現象学や概念についての理解を深め，自分の考ドイツ観念論：フィヒテ，シェリング，ヘーゲル実存思想のエッセンスを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出しフッサールを獲得することによる認するために実施識論，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるハイデッガーによる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる本来的実存
」など．一方で，自らが作り出し

わたしたちは「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるという時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる刑に処されている」と言ったサルトル，「身体」の実存に徹底的に焦点を当てたメルロに処されている」と言ったサルトル，「身体」の実存に徹底的に焦点を当てたメルロされている」と言ったサルを獲得することトにします．ルを獲得すること，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる身体」の実存に徹底的に焦点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる当たり前」とされることを具体例にしながら，「哲学」という学問がどのように問い，考えるのかについて，おおまかなイメーてたメルを獲得することロ=ポンティなど，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるフラ
ンス実存思想の要点を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる理解を深め，自分の考できるよう時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるにする．一方で，自らが作り出し

ラッセルを獲得することによる「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる記述理論」や概念についての理解を深め，自分の考，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるヴィドゲンシュタインの「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる言語や社会，心理の分析から，戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．ゲーム」など，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる論理学や概念についての理解を深め，自分の考言語や社会，心理の分析から，戦後の哲学に大きな影響与えた「構造主義」の要点を学ぶ．分とはなにか？人間とはなにか？」を見失うことも増えてきた．この授業では，近代以降に活躍した哲学析からはじまる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる現代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる哲学の一片
を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるる．一方で，自らが作り出し

構造主義のはじまり：フィヒテ，シェリング，ヘーゲルソシュールを獲得すること，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるレヴィ=ストにします．ロースなど

ウパニシャッド哲学，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる仏教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる儒教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる道教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるなど，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる古代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるからの東洋思想や概念についての理解を深め，自分の考，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなるそれを知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる受けて日本で発生した独自の思想などについて，概要け出し，哲学的に考えるたて日本で発生した独自の思想などについて，何を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる概要
を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる学ぶ．一方で，自らが作り出し

備など）
考

後期定期試験で評価する．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる実施する．一方で，自らが作り出し
小テストと定期試験で評価する．テストにします．を知ることができるのか？「自由」とはなにか？近代という時代は，宗教の意味も変わりはじめ（意義がなくなる2回実施する．一方で，自らが作り出し

D-90



科　目

担当教員 伊藤 国彦 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．についての理解度を，定期試験の得点により評価する．理解度を，定期試験の得点により評価する．を，定期試験の得点により評価する．定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．得点により評価する．により評価する．評価する．する．

2

3 金融市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．についての理解度を，定期試験の得点により評価する．理解度を，定期試験の得点により評価する．を，定期試験の得点により評価する．定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．得点により評価する．により評価する．評価する．する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト テキストは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．指定せず，定期試験の得点により評価する．講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．ノートは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．行う．講義レジュメのプリントを配布する．う．講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．レジュメのプリントを配布する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．プリントは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．を配布する．する．

参考書

関連科目

受講者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理解度を，定期試験の得点により評価する．に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．じての理解度を，定期試験の得点により評価する．進度を，定期試験の得点により評価する．や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．するの理解度を，定期試験の得点により評価する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．，定期試験の得点により評価する．授業計画に若干の変更があり得る．に若干の変更があり得る．の理解度を，定期試験の得点により評価する．変更があり得る．があり評価する．得る．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度を，定期試験の得点により評価する．シラバス

経済学II (Economics II)

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本科目では，マクロ経済学の基本的な理論（で行う．講義レジュメのプリントを配布する．は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，定期試験の得点により評価する．マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済学の理解度を，定期試験の得点により評価する．基本的な理論（な理論（理論（GDP，定期試験の得点により評価する．マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済政策，定期試験の得点により評価する．IS-LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解する等）を学び，最新の経済問題を理解するを学び，定期試験の得点により評価する．最新の経済問題を理解するの理解度を，定期試験の得点により評価する．経済問題を理解するを理解する
ための理解度を，定期試験の得点により評価する．知識を身につける．また，技術者として社会で活躍するための見方・考え方を養う．を身につける．また，技術者として社会で活躍するための見方・考え方を養う．につける．また，定期試験の得点により評価する．技術者の理解度に応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．として社会で活躍するための見方・考え方を養う．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．活躍するための見方・考え方を養う．するための理解度を，定期試験の得点により評価する．見方・考え方を養う．え方を養う．方を養う．う．

【C3】マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．について理解する．

【C3】GDPと総需要の理論について理解する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理論について理解する． GDPと総需要の理論について理解する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理論についての理解度を，定期試験の得点により評価する．理解度を，定期試験の得点により評価する．を，定期試験の得点により評価する．定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．得点により評価する．により評価する．評価する．する．

【C3】金融市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．について理解する．

【C3】マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済政策について理解する． マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済政策(財政政策と金融政策)についての理解度を，定期試験の得点により評価する．理解度を，定期試験の得点により評価する．を，定期試験の得点により評価する．定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．得点により評価する．
により評価する．評価する．する．

【D2】IS-LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解する・分析について理解する．について理解する． IS-LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解する・分析について理解する．についての理解度を，定期試験の得点により評価する．理解度を，定期試験の得点により評価する．を，定期試験の得点により評価する．定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．得点により評価する．により評価する．評価する．する．

成績は，試験は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，定期試験の得点により評価する．試験の得点により評価する．100%　として評価する．する．成績は，試験は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．，定期試験の得点により評価する．定期試験の得点により評価する．100%として評価する．する．定期試験の得点により評価する．は指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．100点により評価する．満点により評価する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．，定期試験の得点により評価する．60点により評価する．以上を合を合
格とする．とする．

D.A.メのプリントを配布する．イヤー著，定期試験の得点により評価する．桜田訳，定期試験の得点により評価する．『アメリカの高校生が学んでいる経済教室』，アメのプリントを配布する．リカの高校生が学んでいる経済教室』，の理解度を，定期試験の得点により評価する．高校生が学んでいる経済教室』，が学んで行う．講義レジュメのプリントを配布する．いる経済教室』，定期試験の得点により評価する．SBクリエイティブ
N.G.マンキュウー著，定期試験の得点により評価する．足立他訳，定期試験の得点により評価する．『アメリカの高校生が学んでいる経済教室』，マンキュウー経済学I　マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済学編(第4版)』，定期試験の得点により評価する．東洋経済新の経済問題を理解する報社

政治・経済（3年）を学び，最新の経済問題を理解する，定期試験の得点により評価する．経済学II（5年）を学び，最新の経済問題を理解する

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 授業ガイダンス 授業の理解度を，定期試験の得点により評価する．進め方や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．評価する．方法などを説明する．な理論（どを説明する．する．

2

3

4 経済全体で消費や投資がどのように決まるのかを理解する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．消費や投資がどのように決まるのかを理解する．や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．投資がどのように決まるのかを理解する．がどの理解度を，定期試験の得点により評価する．ように決まるのかを理解する．まるの理解度を，定期試験の得点により評価する．かを理解する．

5

6 財市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．行う．講義レジュメのプリントを配布する．う財政政策 財政政策の理解度を，定期試験の得点により評価する．手段と財市場の理論を応用した財政政策の効果分析を理解する．と財市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理論を応じての進度や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．用した財政政策の効果分析を理解する．した財政政策の理解度を，定期試験の得点により評価する．効果分析について理解する．を理解する．

7 貨幣乗数の理論を基礎に金融政策の基本的なしくみを解説する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理論を基礎に金融政策の基本的なしくみを解説する．に金融政策の理解度を，定期試験の得点により評価する．基本的な理論（な理論（しくみを解説する．

8 日本銀行う．講義レジュメのプリントを配布する．が実施しきた金融政策を例にして，現実の金融政策について理解を深める．しきた金融政策を例にして，現実の金融政策について理解を深める．にして，定期試験の得点により評価する．現実の理解度を，定期試験の得点により評価する．金融政策について理解を深める．める．

9 物価する．，定期試験の得点により評価する．物価する．指数の理論を基礎に金融政策の基本的なしくみを解説する．，定期試験の得点により評価する．インフレ率について理解し，統計から物価動向を読み解く．について理解し，定期試験の得点により評価する．統計から物価動向を読み解く．物価する．動向を読み解く．を読み解く．み解く．

10 労働市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．における問題を理解する 失業，定期試験の得点により評価する．低賃金，定期試験の得点により評価する．所得格とする．差など労働市場の問題を紹介する．な理論（ど労働市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．問題を理解するを紹介する．する．

11 失業率について理解し，統計から物価動向を読み解く．や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．実質賃金な理論（どについて理解し，定期試験の得点により評価する．統計から物価動向を読み解く．労働市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．動向を読み解く．を読み解く．み解く．

12 貨幣市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．と利子率について理解し，統計から物価動向を読み解く． 貨幣市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．における利子率について理解し，統計から物価動向を読み解く．の理解度を，定期試験の得点により評価する．役割を重視するケインズの貨幣理論を理解する．を重視するケインズの貨幣理論を理解する．するケインズの貨幣理論を理解する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．貨幣理論を理解する．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験の得点により評価する．を実施しきた金融政策を例にして，現実の金融政策について理解を深める．する．

授業の計画（経済学II）

経済循環と国内総生産と国内総生が学んでいる経済教室』，産(GDP) 経済循環と国内総生産の理解度を，定期試験の得点により評価する．しくみと国内総生が学んでいる経済教室』，産(GDP)の理解度を，定期試験の得点により評価する．概念について説明する．について説明する．する．

マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．(GDP統計・景気指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．) GDP統計と景気指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．から物価動向を読み解く．日本経済の理解度を，定期試験の得点により評価する．生が学んでいる経済教室』，産や内容を調整するので，授業計画に若干の変更があり得る．需要の理論について理解する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．動向を読み解く．を読み解く．み解く．

財市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理論その理解度を，定期試験の得点により評価する．1

財市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．理論その理解度を，定期試験の得点により評価する．2 経済全体で消費や投資がどのように決まるのかを理解する．で行う．講義レジュメのプリントを配布する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．総需要の理論について理解する．＝GDPの理解度を，定期試験の得点により評価する．決まるのかを理解する．定メのプリントを配布する．カの高校生が学んでいる経済教室』，ニズの貨幣理論を理解する．ムを理解する．を理解する．

貨幣市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．と金融政策その理解度を，定期試験の得点により評価する．1

貨幣市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．と金融政策その理解度を，定期試験の得点により評価する．2

マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．(物価する．統計)

マクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．(雇用した財政政策の効果分析を理解する．統計)

IS－LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解するとは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する． ISは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．財市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．需給一致式で，で行う．講義レジュメのプリントを配布する．，定期試験の得点により評価する．LMは指定せず，講義ノートで行う．講義レジュメのプリントを配布する．貨幣市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．の理解度を，定期試験の得点により評価する．需給一致式で，で行う．講義レジュメのプリントを配布する．あることを確認する．する．

IS－LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解するによる分析について理解する． IS(財市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．)とLM(貨幣市場についての理解度を，定期試験の得点により評価する．)を同時に考慮して分析する手法を身に付ける．に考え方を養う．慮して分析する手法を身に付ける．して分析について理解する．する手法などを説明する．を身につける．また，技術者として社会で活躍するための見方・考え方を養う．に付ける．ける．

IS－LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解するによるマクロ経済指標についての理解度を，定期試験の得点により評価する．政策効果分析について理解する． IS－LMモデル等）を学び，最新の経済問題を理解するを用した財政政策の効果分析を理解する．いて財政政策と金融政策の理解度を，定期試験の得点により評価する．効果を分析について理解する．する．

備など）
考
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科　目

担当教員 八百 俊介 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト ノート講義講義

参考書 授業時に提示に提示提示

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

地理学B (GeographyB)

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

世界における社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について確保，途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について発展など）についてなど）に提示ついて
日本との関係や地理的視点を交えて学習する．との確保，途上国の発展など）について関係や地理的視点を交えて学習する．や地理的視点を交えて学習する．地理的視点を交えて学習する．を交えて学習する．交えて学習する．えて学習する．する社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．

【C3】社会的・経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因・解決方法と日本の果たす役割が理解と日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について果たす役割が理解たす役割が理解が理解理解
できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

社会的・経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因・解決方法と日本の果たす役割が理解と日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について果たす役割が理解たす役割が理解が理解理解できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてか
定期試験・演習する．で評価するする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

【D2】社会的・経済的問題を交えて学習する．地理的視点を交えて学習する．から捉えることができる捉えることができるえる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてことが理解できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について
社会的・経済的問題を交えて学習する．地理的視点を交えて学習する．から捉えることができる捉えることができるえる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてことが理解できる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）についてか定期試験・演習する．
で評価するする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

成績は，試験は，試験80%　演習する．20%　として評価するする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．100点を交えて学習する．満点を交えて学習する．で評価するし60点を交えて学習する．以上を交えて学習する．合格とする．期末に再試験を行うことがとする社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．期末に再試験を行うことがに提示再試験を交えて学習する．行うことがうことが理解
ある社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について

1年「地理」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 国の発展など）について内における外国人居住者・少数民族の発生原因に提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について外国の発展など）について人居住者・少数民族の確保，途上国の発展など）について発生原因

2 国の発展など）について内における外国人居住者・少数民族の発生原因に提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について外国の発展など）について人居住者・少数民族を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について問題とその確保，途上国の発展など）について対応例

3 国の発展など）について内における外国人居住者・少数民族の発生原因に提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について外国の発展など）について人居住者・少数民族を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について問題

4 鉱産資源の確保，途上国の発展など）について賦存 鉱産資源の確保，途上国の発展など）について位置づけづけ

5 鉱産資源を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について問題 鉱産資源確保を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について諸問題

6 食料問題 食料確保を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について諸問題

7 水資源問題 水資源確保を交えて学習する．めぐる社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について諸問題

8 演習する． 異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住と資源問題に提示関する社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について演習する．

9

10

11 新興国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について発展など）についての確保，途上国の発展など）について要因

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験を交えて学習する．実施する．する社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について．

授業の計画（地理学B）

異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住1

異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住2

異文化との混住と資源問題に関する演習との確保，途上国の発展など）について混住3

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済的状況1 最貧国の発展など）について・債務超過など途上国の抱える経済的問題の原因など途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について抱える経済的問題の原因える社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因1

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済状況2 最貧国の発展など）について・債務超過など途上国の抱える経済的問題の原因など途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について抱える経済的問題の原因える社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について経済的問題の確保，途上国の発展など）について原因2

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済発展など）について1

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済発展など）について2 途上国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について経済発展など）についての確保，途上国の発展など）について展など）について望と課題と課題1

途上国の発展など）についての確保，途上国の発展など）について経済発展など）について3 途上国の発展など）についてに提示おける社会的・経済的問題（貧困問題，移民・少数民族問題，鉱産資源・食糧の確保，途上国の発展など）について経済発展など）についての確保，途上国の発展など）について展など）について望と課題と課題2

日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について役割が理解1 SDGsと日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）についてかかわり

日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）について役割が理解2 SDGsと日本との関係や地理的視点を交えて学習する．の確保，途上国の発展など）についてかかわり

備など）
考
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科　目

担当教員 髙見 健太郎 准教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，化学，生物，地学，数学

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

自然科学特講B (Natural Sciences B)

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

先人達が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学最先端の現代科学まで，自然科学の現代科学まで，自然科学現代科学まで，自然科学4分野(物理，化学，生物，地学)の現代科学まで，自然科学発展的な講義な講義講義
や演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表な講義どの現代科学まで，自然科学座学，あるいは，自ら最先端の現代科学まで，自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学調査した結果を発表した基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学結果を発表を発表発表/要約するなどの機会を通して，我々を取り巻く環境が自然科学するな講義どの現代科学まで，自然科学機会を通して，我々を取り巻く環境が自然科学を発表通して，我々を取り巻く環境が自然科学して，我々を取り巻く環境が自然科学を発表取り巻く環境が自然科学り巻く環境が自然科学巻く環境が自然科学く環境が自然科学環境が自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学自然科学
の現代科学まで，自然科学枠組で記述できることを学ぶで記述できることを学ぶできることを発表学ぶ.また基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学，自然科学を発表さら最先端の現代科学まで，自然科学に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的主体的な講義に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的く環境が自然科学た基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学めの現代科学まで，自然科学，感性，知的な講義好奇心を養い，基本的を発表養い，基本的い，基本的な講義
な講義課題発見力，問題解決力を発表培うことを目標とするうことを発表目標とするとする.

【C3】我々を取り巻く環境が自然科学を発表取り巻く環境が自然科学り巻く環境が自然科学巻く環境が自然科学く環境が自然科学環境が自然科学が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学自然科学(物理，化学，生物，地学)の現代科学まで，自然科学枠組で記述できることを学ぶで記
述できることを学ぶできることを発表理解する.

本校が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的うレポートで，授業内容の理解度を評で，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学理解度シラバスを発表評
価する．する．

【C3】自然科学の現代科学まで，自然科学基盤となる知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのとな講義る知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのを発表理解し，様々を取り巻く環境が自然科学な講義現象の説明にこれらのの現代科学まで，自然科学説明にこれらのに主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的これら最先端の現代科学まで，自然科学の現代科学まで，自然科学
知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのを発表用いることができるいることが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学できる.

本校が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的うレポートで，授業内容の理解度を評で，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学理解度シラバスを発表評
価する．する．

【D2】自然科学を発表主体的な講義に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的く環境が自然科学た基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学めの現代科学まで，自然科学，基本的な講義な講義課題発見力，
問題解決力を発表培うことを目標とするう.

本校が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評めた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評と適時行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的うレポートで，授業内容の理解度を評で，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学理解度シラバスを発表評
価する．する．

成績は，試験は，試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評85%　レポートで，授業内容の理解度を評15%　として評価する．する．100点満点で60点以上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学を発表合格とする．とする．

「相対性理論 (物理学レクチャーコース)」： 河辺哲次 著（裳華房）

「第3版 シュッツ 相対論入門I 特殊相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「第3版 シュッツ 相対論入門II 一般相対論」： Bernard Schutz 著（丸善出版）
「相対性理論 (物理入門コース 新装版)」： 中野董夫 著（岩波書店）
「絵と図でよくわかる 相対性理論」： ニュートンプレス 著（ニュートンプレス）と図でよくわかる 相対性理論」： ニュートンプレス 著（ニュートンプレス）でよく環境が自然科学わかる 相対性理論」： ニュートで，授業内容の理解度を評ンプレス 著（ニュートで，授業内容の理解度を評ンプレス）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

(i)微分，積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学分，微分方程式，ベクトで，授業内容の理解度を評ル解析などの数学の知識が必要となる．解析などの数学の知識が必要となる．な講義どの現代科学まで，自然科学数学の現代科学まで，自然科学知識を理解し，様々な現象の説明にこれらのが積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学必要とな講義る．(ii)授業中に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的おける携帯電話やゲーム機の使用や演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表ゲーム機の使用機の現代科学まで，自然科学使用いることができる
，その現代科学まで，自然科学他授業妨害につながる言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的つな講義が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学る言動を行った者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．を発表行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的った基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学者に対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的対しては，「欠席扱い」や「教室からの退去」を命じる場合がある．い」や演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表「教室からの退去」を命じる場合がある．から最先端の現代科学まで，自然科学の現代科学まで，自然科学退去」を命じる場合がある．」を発表命じる場合がある．じる場合が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学ある．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 特殊相対性理論を発表概観する．する．

2 一般相対性理論を発表概観する．する．

3 時間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評の現代科学まで，自然科学遅れについて考える．れに主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的ついて考える．える．

4 ローレンツ収縮について考える．に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的ついて考える．える．

5 ローレンツ変換を導出する．を発表導出する．

6 速度シラバスの現代科学まで，自然科学変換を導出する．則を導出する．を発表導出する．

7 ミンコフスキー時空を理解する．を発表理解する．

8 相対性理論に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的基づく環境が自然科学諸現象の説明にこれらの ミュー粒子の寿命などの特殊相対性理論が関係する幾つかの現象を考察する．の現代科学まで，自然科学寿命じる場合がある．な講義どの現代科学まで，自然科学特殊相対性理論が積み上げてきた基礎科学から最先端の現代科学まで，自然科学関係する幾つかの現象を考察する．する幾つかの現象を考察する．つかの現代科学まで，自然科学現象の説明にこれらのを発表考える．察する．する．

9 ベクトで，授業内容の理解度を評ル解析などの数学の知識が必要となる．の現代科学まで，自然科学変換を導出する．性，反変量と共変量を理解する．と共変量と共変量を理解する．を発表理解する．

10 ローレンツ変換を導出する．の現代科学まで，自然科学行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的列表現，ベクトで，授業内容の理解度を評ル解析などの数学の知識が必要となる．場とテンソル解析などの数学の知識が必要となる．場を発表理解する．

11 相対論的な講義な講義電磁気学を発表理解する．

12 相対論的な講義な講義電磁気学に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的基づく環境が自然科学諸現象の説明にこれらのを発表考える．察する．する．

13 相対論的な講義な講義力学を発表理解する．

14 相対論的な講義な講義力学に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的基づく環境が自然科学諸現象の説明にこれらのを発表考える．察する．する．

15 復習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表と演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表 復習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表と演習などの座学，あるいは，自らが調査した結果を発表に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的より巻く環境が自然科学理解を発表深める．める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定めた期間に行う試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評期試験と適時行うレポートで，授業内容の理解度を評を発表実施する．する．

授業の計画（自然科学特講B）

導入I

導入II

特殊相対性理論I

特殊相対性理論II

ローレンツ変換を導出する．I

ローレンツ変換を導出する．II

ローレンツ変換を導出する．III

相対性理論に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的必要な講義数学I

相対性理論に主体的に学び進めて行くための，感性，知的好奇心を養い，基本的必要な講義数学II

相対論的な講義な講義電磁気学I

相対論的な講義な講義電磁気学II

相対論的な講義な講義力学I

相対論的な講義な講義力学II

備など）
考
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科　目

担当教員 今里 典子 教授

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト プリント

参考書 講義中に随時指示する．に随時指示する．随時指示する．する．

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

手話言語学II (Sign Language Linguistics II)

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

手話言語学Iの履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語に随時指示する．，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語手話に随時指示する．関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語さらに随時指示する．発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語踏まえ，日本手話と日本語まえ，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語日本手話と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語日本語
の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語比較により，日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．に随時指示する．より，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語日本手話への履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語さらに随時指示する．深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．やそれを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．決する為の科学技術にも触れる．する為の科学技術にも触れる．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語科学技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語術にも触れる．に随時指示する．も触れる．触れる．れる．
実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語は，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語単語だけでなく社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語手話文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目も触れる．学習し，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目に随時指示する．おいての履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語基本的なコミュニケーションができるようになることを目なコミュニケーションができるよう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．に随時指示する．なること実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語目
指す．

【C3】日本手話の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語特徴・ルールを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．し，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語音声言語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語比較により，日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．して説明できる．できる．
日本手話の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語特徴・ルールを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．し，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語音声言語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語比較により，日本手話への理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．して説明できる．できるかどう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．かを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語
定期試験・レポートで評価する．する．

【D2】ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい福祉分野に科学技術が貢献する可能性についに随時指示する．科学技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語術にも触れる．が貢献する可能性についする可能性についに随時指示する．つい
て議論できる．できる．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい福祉分野に科学技術が貢献する可能性についに随時指示する．科学技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語術にも触れる．が貢献する可能性についする可能性についに随時指示する．ついて議論できる．で
きるかどう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．かを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語定期試験・レポートで評価する．する．

【C3】日本手話を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでって様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目での履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語基本的なコミュニケーションができるようになることを目なコミュニケーションがで
きる．

日本手話を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでって様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目での履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語基本的なコミュニケーションができるようになることを目なコミュニケーションができるかどう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．
かを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語定期試験・演習で評価する．する．

成績は，試験は，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語試験50%　レポート40%　演習10%　と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語して評価する．する．演習方式の評価方法については講義中に詳しく解説すの履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語評価する．方法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目に随時指示する．ついては講義中に随時指示する．に随時指示する．詳しく解説すしく社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．説す
る．

本科の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語手話言語学I，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語専攻科の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語手話言語学に随時指示する．関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語連する．する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

毎回の授業に出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得することの履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語授業に随時指示する．出席して手話の演習を行い，基本的な手話表現を必ず習得することして手話の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語演習を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することい，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語基本的なコミュニケーションができるようになることを目な手話表現を必ず習得することを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語必ず習得することず習得すること習得することすること実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語.参加にあたって，積極的に発言するこに随時指示する．あた福祉分野に科学技術が貢献する可能性についって，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語積極的なコミュニケーションができるようになることを目に随時指示する．発言するこ
と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語倫理上の問題に留意することが求められる．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．に随時指示する．留意することが求められる．すること実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語が求められる．められる．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス 講義の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語授業方法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目に随時指示する．ついて説明できる．する．前期習得すること表現を必ず習得することの履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語復讐．　　

2 日本手話と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語日本語対応手話

3 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．文化

4 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．文化を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語映像から学ぶ．　　から学ぶ．　　

5 レポート講評 レポートの履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語講評と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語プレゼンテーションの履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語説明できる．を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．．

6 学生のレポート発表会を行う．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語レポート発表会を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．．

7 ひきつづき学生のレポート発表会を行う．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語レポート発表会を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．．

8 ひきつづき学生のレポート発表会を行う．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語レポート発表会を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．．

9 「音」のサポート　の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語サポート　

10 「音声」のサポート　の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語サポート

11 手話言語に随時指示する．よる文章の作成の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語作成 手話言語に随時指示する．よる文章の作成を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語グループで作成し発表する．

12 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語社会 ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．社会の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語仕組みを学習する．みを対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語学習する．

13 学習した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい手話を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでった福祉分野に科学技術が貢献する可能性についグループワークを行う．を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．．

14 学習した福祉分野に科学技術が貢献する可能性につい手話を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語使って様々な場面での基本的なコミュニケーションがでった福祉分野に科学技術が貢献する可能性についグループワークを行う．を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．．

15 総括 授業全体の総括を行い，手話とろう者に対する理解を深める．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語総括を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語行い，基本的な手話表現を必ず習得することい，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語手話と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語に随時指示する．対する理解をさらに深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語深める．ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．める．
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17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（手話言語学II）

日本手話と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語日本語対応手話の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語違いについて学習する．「文法表現いに随時指示する．ついて学習する．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目表現を必ず習得すること1」のサポート　を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語学習する．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．文化に随時指示する．ついて学ぶ．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目表現を必ず習得すること2」のサポート　を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語学習する．

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．文化2

プレゼンテーション1

プレゼンテーション2

プレゼンテーション3

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語支援する音に関する技術について学習する．「文法表現する音に随時指示する．関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語する技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語術にも触れる．に随時指示する．ついて学習する．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目表現を必ず習得すること4」のサポート　を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語学習する．　　　

ろう者を取り巻く社会問題やそれを解決する為の科学技術にも触れる．者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語支援する音に関する技術について学習する．「文法表現する技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語術にも触れる．に随時指示する．ついて学習する．「文法も学習し，様々な場面においての基本的なコミュニケーションができるようになることを目表現を必ず習得すること5」のサポート　を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語学習する．

グループワークを行う．1

グループワークを行う．2

備など）
考

後期定期試験を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語実施する．する．
学生のレポート発表会を行う．の履修者を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語習熟度シラバス・状況等に随時指示する．よって授業計画を変更することがある．を対象に，手話に関する知識と実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語変更することがある．すること実技をさらに発展させる．前期学習内容を踏まえ，日本手話と日本語がある．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．について毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．学習記録と技能習熟度によって評価する．と技能習熟度によって評価する．技能習熟度によって評価する．によって毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．評価する．する．

2 障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．について毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．学習記録と技能習熟度によって評価する．と技能習熟度によって評価する．レポートによって評価する．によって毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．評価する．する．

3 トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．立案・実践した結果をレポートによって評価する．した結果をレポートによって評価する．結果をレポートによって評価する．をレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．評価する．する．

4 グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ループ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．メンバーで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．相互評価する．する．レポートによって評価する．により評価する．評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度によって評価する．シラバス

スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．科学演習A (Sports Science A)

寺田 雅裕 教授, 小森田 敏 教授, 春名 桂 教授

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

これまで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．に学んだスポーツに関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．に関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをや経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをな角度によって評価する．から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをつめなおし，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．新たなかかわりや学びをた結果をレポートによって評価する．なかかわり評価する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びをレポートによって評価する．
深めることを目的とする．  めること技能習熟度によって評価する．をレポートによって評価する．目的とする．  と技能習熟度によって評価する．する．  1．ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習 2．障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．をレポートによって評価する．通した共存社会の考察 した結果をレポートによって評価する．共存社会の考察 の学習記録と技能習熟度によって評価する．考察 3．トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆実践した結果をレポートによって評価する． 
4．海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．をレポートによって評価する．通した共存社会の考察 した結果をレポートによって評価する．日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．問題点と発展の可能性の模索と技能習熟度によって評価する．発展の可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．模索

【C3】生涯スポーツであるゴルフを学び，豊かな健康ライフに繋げる．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．あるゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．をレポートによって評価する．学び，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．豊かな健康ライフに繋げる．かな健康ライフに繋げる．ライフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．に繋げる．げる．

【C3】障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．をレポートによって評価する．通した共存社会の考察 して毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．共存社会の考察 をレポートによって評価する．考える．

【C3】トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．に関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする理論をレポートによって評価する．学び，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．自らのトレーニング計画を立案し，ら見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをの学習記録と技能習熟度によって評価する．トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．をレポートによって評価する．立案し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．
実践した結果をレポートによって評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．きる．

【D2】海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．知見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．通した共存社会の考察 して毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．問題点と発展の可能性の模索をレポートによって評価する．発見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをし，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．発展の可能性の模索
の学習記録と技能習熟度によって評価する．方向を模索する．をレポートによって評価する．模索する．

科目の学習記録と技能習熟度によって評価する．特性の模索により評価する．授業内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．実技試験をレポートによって評価する．含み，次のように評価する．到達目標毎み，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．次のように評価する．到達目標毎の学習記録と技能習熟度によって評価する．ように評価する．する．到達目標毎1＝30%，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．2＝20%，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．3＝30%，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．4＝20%の学習記録と技能習熟度によって評価する．
割合で評価し，で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．評価する．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．100点と発展の可能性の模索満点と発展の可能性の模索で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．60点と発展の可能性の模索以上を合格とする．をレポートによって評価する．合で評価し，格とする．と技能習熟度によって評価する．する．

4．「カルチョの休日」　内外出版社の学習記録と技能習熟度によって評価する．休日」　内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索出版社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）実技試験が未実施の者は，の学習記録と技能習熟度によって評価する．者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．は，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．2月末日まで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．再試験をレポートによって評価する．受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．但けること技能習熟度によって評価する．がで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．きる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．但の学習記録と技能習熟度によって評価する．再試験の学習記録と技能習熟度によって評価する．申し出は受け付けない．但し出は受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．但け付けない．但けない．但
し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出された結果をレポートによって評価する．病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．場合で評価し，は，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．担当教官と相談の上，対応する．と技能習熟度によって評価する．相談の上，対応する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．上を合格とする．，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．対応する．する．2）診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出された結果をレポートによって評価する．病
状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．において毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．実技試験をレポートによって評価する．受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．但けること技能習熟度によって評価する．が困難な場合は，レポートで代替することがある．な場合で評価し，は，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．レポートによって評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．代替することがある．すること技能習熟度によって評価する．がある．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．初心者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．講座 実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．リップ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．・スタンス・アドレス・スウイング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．基本スポーツの問題点と発展の可能性の模索

2 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本パラリンピックの歴史について　実習： パターゲームの学習記録と技能習熟度によって評価する．歴史について　実習： パターゲームについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．　実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本 パターゲーム

3 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本パラリンピックの歴史について　実習： パターゲーム選手とは（障がい別） 実習：斜面から打つと技能習熟度によって評価する．は（障がい別） 実習：斜面から打つ障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい別） 実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本斜面から打つから見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを打つつ

4 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本パラリンピックの歴史について　実習： パターゲーム競技と技能習熟度によって評価する．は　 実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本 バンカー克服

5 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．ルール 　実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本視覚障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．体験

6 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．共存 　実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本アプ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．ローチコンテストによって評価する．

7 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本障がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．がい者スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．共存（障がい別） 実習：斜面から打つレポートによって評価する．） 実習：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．ラウンド

8 中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験 中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験は実施の者は，しない

9 座学：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．・実施の者は，に必要な基礎理論を理解する．な基礎理論をレポートによって評価する．理解する．する．

10 実技：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本上を合格とする．半身・体幹のストレングス・トレーニングの学習記録と技能習熟度によって評価する．ストによって評価する．レング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ス・トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．

11 実技：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本下半身の学習記録と技能習熟度によって評価する．ストによって評価する．レング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ス・トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．

12 座学＆実技：ゴルフ初心者講座 実習：グリップ・スタンス・アドレス・スウイングの基本目的とする．  に応する．じた結果をレポートによって評価する．サーキトによって評価する．トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．理解する．と技能習熟度によって評価する．実践した結果をレポートによって評価する．

13 海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．知見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．学び，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．と技能習熟度によって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．違いについて理解する．いについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理解する．する．

14 参考図書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．をレポートによって評価する．事前に通読し，グループ内で意見交換を行う．に通した共存社会の考察 読し，グループ内で意見交換を行う．し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ループ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．意見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを交換を行う．をレポートによって評価する．行う．う．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の計画（スポーツ科学演習科学演習A）

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．1

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．2

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．3

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．4

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．5

ゴルフについて毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．理論＆演習・パラスポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．6

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習1

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習2

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習3

トによって評価する．レーニング計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．理論＆演習4

海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．1

海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．2

海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．3
これまで発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．授業で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．得た知見をもとに，海外と日本のスポーツの違いを明確にし，日本スポーツの発展の方向についてグループ内た結果をレポートによって評価する．知見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びををレポートによって評価する．もと技能習熟度によって評価する．に，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．海外スポーツを通した日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索と技能習熟度によって評価する．日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．違いについて理解する．いをレポートによって評価する．明確にし，日本スポーツの発展の方向についてグループ内にし，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．日本スポーツの問題点と発展の可能性の模索スポーツについて毎時間の学習記録とレポートによって評価する．の学習記録と技能習熟度によって評価する．発展の可能性の模索の学習記録と技能習熟度によって評価する．方向を模索する．について毎時間の学習記録と技能習熟度によって評価する．グ計画の立案・実践した結果をレポートによって評価する．ループ内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．内で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．
で発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．発表し，メンバーで相互評価する．レポートにより評価する．する．

備など）
考

中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験および定期試験は実施の者は，しない．
中間の学習記録と技能習熟度によって評価する．試験および定期試験は実施の者は，しない．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 C3(80%), D2(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．ついての内容のレポートによって評価する．内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって評価する．する．

3 グループワークにおける相互評価及びレポートによって評価する．における相互評価する．及びレポートによって評価する．びレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって評価する．する．

4 テーピングの内容のレポートによって評価する．実技試験及びレポートによって評価する．びレポートによって評価する．レポートによって評価する．によって評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 　

参考書 　

関連科目 なし

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．科学演習B (Sports Science B)

吉本 陽亮 准教授, 春名 桂 教授, 小森田 敏 教授

全学科(旧)・5年・後期・選択・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

これまでに学んだスポーツに関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをスポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．に関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをや経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをな角度シラバスから見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをつめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをスポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．との内容のレポートによって評価する．新たなかかわりや学びをたなかかわりや経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを
深めることを目的とする．  めることを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを目的とする．  とする．  1．ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する． 2．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち 3．コーチング理論＆実践 4．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆
演習

【C3】ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びをメンバーと実践できる．
ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．ルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを心，スポーツとの新たなかかわりや学びを意欲をもって実践しているか評価すを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをもって実践しているか評価する．す
る．

【D2】スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．とその内容のレポートによって評価する．概念を学び，現在のスポーツがどのように創り上を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びを現在のスポーツがどのように創り上の内容のレポートによって評価する．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．がどの内容のレポートによって評価する．ように創り上り上
げら見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをれてきたか背景を理解する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すする．

【C3】コーチングに関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをする理論を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びをメンバーにコーチングできる．

【C3】スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なに起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なする外傷や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを障がいの特徴を学び，その具体的ながいの内容のレポートによって評価する．特徴を学び，その具体的なを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びをその内容のレポートによって評価する．具体的とする．  な
予防対策としてテーピングの手法を習得する．としてテーピングの内容のレポートによって評価する．手法を習得する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを習得する．する．

科目の内容のレポートによって評価する．特性により授業内での実技試験を含み，次のように評価する．到達目標毎により授業内での内容のレポートによって評価する．実技試験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを含み，次のように評価する．到達目標毎み，スポーツとの新たなかかわりや学びを次のように評価する．到達目標毎の内容のレポートによって評価する．ように評価する．する．到達目標毎1＝30%，スポーツとの新たなかかわりや学びを2＝20%，スポーツとの新たなかかわりや学びを3＝30%，スポーツとの新たなかかわりや学びを4＝20%の内容のレポートによって評価する．
割合で評価し，で評価する．し，スポーツとの新たなかかわりや学びを100点満点で60点以上を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを合で評価し，格とする．とする．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

1）実技試験が未実施の者は，の内容のレポートによって評価する．者は，は，スポーツとの新たなかかわりや学びを2月末日までに再試験を受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．までに再試験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．の内容のレポートによって評価する．再試験の内容のレポートによって評価する．申し出は受け付けない．し出は受け付けない．は受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．け付けない．けない．
但し，診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．し，スポーツとの新たなかかわりや学びを診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出は受け付けない．された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．の内容のレポートによって評価する．場合で評価し，は，スポーツとの新たなかかわりや学びを担当教官と相談の上，対応する．と相談の上，対応する．の内容のレポートによって評価する．上，スポーツとの新たなかかわりや学びを対応する．する．2）診断書が提出された病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．が提出は受け付けない．された
病状や整形外科的な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを整形外科的とする．  な疾患の場合は，担当教官と相談の上，対応する．において実技試験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．けることが困難な場合は，レポートで代替することがある．な場合で評価し，は，スポーツとの新たなかかわりや学びをレポートによって評価する．で代替することがある．することがある．
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テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 交流を主目的として，アルティメットのゲームを行う．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを主目的とする．  として，スポーツとの新たなかかわりや学びをアルティメットによって評価する．の内容のレポートによって評価する．ゲームを行う．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

5

6 交流を主目的として，アルティメットのゲームを行う．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを主目的とする．  として，スポーツとの新たなかかわりや学びをアルティメットによって評価する．の内容のレポートによって評価する．ゲームを行う．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

7 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．と体育，スポーツとの新たなかかわりや学びを部活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なの内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．について

8 中間試験 中間試験は実施の者は，しない

9 コーチングの内容のレポートによって評価する．理論を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びを知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを深めることを目的とする．  める．

10 グループワークにおける相互評価及びレポートによって評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して，スポーツとの新たなかかわりや学びをコーチ・プレイヤー相互の内容のレポートによって評価する．経験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

11 簡易な身体活動場面でのコーチング実践を通して経験を高める．受講者相互のコーチング実践を通して相互評価を行う．な身体活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的な場面でのコーチング実践を通して経験を高める．受講者相互のコーチング実践を通して相互評価を行う．での内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して経験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを高める．受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．講者は，相互の内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して相互評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

12 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的な場面でのコーチング実践を通して経験を高める．受講者相互のコーチング実践を通して相互評価を行う．での内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して経験を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを高める．受けることができる．それ以降の再試験の申し出は受け付けない．講者は，相互の内容のレポートによって評価する．コーチング実践を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを通して，コーチ・プレイヤー相互の経験を行う．して相互評価する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを行う．う．

13

14

15 実技試験：足関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピングの内容のレポートによって評価する．テーピング

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験およびレポートによって評価する．定期試験は実施の者は，しない．

授業の計画（スポーツ科学演習科学演習B）

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち1/ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．1 スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．原点と遊びびレポートによって評価する．/ボッチャについてルールを理解し，実践する．についてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち2/ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．2 実教養としてのスポーツとしての内容のレポートによって評価する．スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．/モルックにおける相互評価及びレポートによって評価する．についてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち3/ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．3 近現代におけるスポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．とナショナリズムを行う．/アルティメットによって評価する．についてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．4

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち4/ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．5 近代スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．ゆくえ/キンボールについてルールを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

ニュースポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．6

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．文化ついての内容のレポートによって評価する．の内容のレポートによって評価する．成り立ち り立ち5

コーチング理論＆演習1

コーチング理論＆演習2

コーチング理論＆演習3

コーチング理論＆演習4

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆演習1
スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．活動に起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なに起因する外傷や障がいの特徴を学び，その具体的なする外傷や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを障がいの特徴を学び，その具体的ながいの内容のレポートによって評価する．特徴を学び，その具体的なを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを学びレポートによって評価する．，スポーツとの新たなかかわりや学びを知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びをを様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを深めることを目的とする．  める．　　テーピング実技1：足関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピングの内容のレポートによって評価する．テーピング手法を習得する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを
実践する．

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆演習2 テーピング実技2：足関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピング・膝関する知識や経験則を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを節のテーピングの内容のレポートによって評価する．テーピング手法を習得する．を様々な角度から見つめなおし，スポーツとの新たなかかわりや学びを理解し，関心，意欲をもって実践しているか評価すし，スポーツとの新たなかかわりや学びを実践する．

スポーツ文化ついての内容のレポートによって評価する．傷害理論＆演習3

備など）
考
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神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

プログラミングⅠ (Programming I)

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

アルゴリズム，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，プログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，実践的な見地から学習する．本授業は，な見地から学習する．本授業は，から学習する．本授業は，学習する．本授業は，本授業は，C言語を用いた講義と演習を中を実践的な見地から学習する．本授業は，用いた講義と演習を中いた講義と演習を中講義と演習を中演習を実践的な見地から学習する．本授業は，中
心に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．い，構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．を実践的な見地から学習する．本授業は，身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．つけて問題解決能力を養うことを目的とする．問題解決能力を養うことを目的とする．を実践的な見地から学習する．本授業は，養うことを目的とする．うこと演習を中を実践的な見地から学習する．本授業は，目的な見地から学習する．本授業は，と演習を中する．本授業は，

【A3】関数や変数等や変数等変数や変数等等C言語を用いた講義と演習を中を実践的な見地から学習する．本授業は，扱う上において最低限必要な要件を理解すう上において最低限必要な要件を理解すに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．おいて問題解決能力を養うことを目的とする．最低限必要な要件を理解すな要な要件を理解す件を理解すを実践的な見地から学習する．本授業は，理解す
ること演習を中ができる．本授業は，

C言語を用いた講義と演習を中に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．おける関数や変数等と演習を中変数や変数等のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，取り扱いが理解できているかを，前期中間試験り扱いが理解できているかを，前期中間試験扱う上において最低限必要な要件を理解すいが理解できて問題解決能力を養うことを目的とする．いるかを実践的な見地から学習する．本授業は，，前期中間試験
および授業中の演習で評価する．授業中のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習で評価する．する．本授業は，

【A3】変数や変数等のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，型を意識した演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演を実践的な見地から学習する．本授業は，意識した演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演した講義と演習を中演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演や変数等論理演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，ビット演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演術演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演等のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演
算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演方法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．を実践的な見地から学習する．本授業は，理解すること演習を中ができる．本授業は，

四則演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，論理演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，ビット演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演術演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演等を実践的な見地から学習する．本授業は，理解できて問題解決能力を養うことを目的とする．いるかを実践的な見地から学習する．本授業は，，前期中間
試験，および授業中の演習で評価する．授業中のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習で評価する．する

【A3】繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，ような制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，を実践的な見地から学習する．本授業は，理解できる．本授業は，
繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，ような制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，を実践的な見地から学習する．本授業は，理解できて問題解決能力を養うことを目的とする．いるかを実践的な見地から学習する．本授業は，，前期定期試験
および授業中の演習で評価する．授業中のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習で評価する．する．本授業は，

【A3】配列とポインタについて理解できる．と演習を中ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．理解できる．本授業は， 配列とポインタについて理解できる．と演習を中ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．理解できて問題解決能力を養うことを目的とする．いるかを実践的な見地から学習する．本授業は，小テスト，後期中間試験および授テスト，後期中間試験および授業中の演習で評価する．授
業中のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習で評価する．する．本授業は，

【A3】構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．と演習を中これに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．基づく線形リスト構造について理解できる．づく線形リスト構造について理解できる．線形リスト構造について理解できる．リスト構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．理解できる．本授業は，
構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．と演習を中構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．を実践的な見地から学習する．本授業は，利用いた講義と演習を中した講義と演習を中線形リスト構造について理解できる．リスト構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．理解できて問題解決能力を養うことを目的とする．いるかを実践的な見地から学習する．本授業は，，後期
定期試験および授業中の演習で評価する．授業中のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習で評価する．する．本授業は，

【A3】与えられた課題に対して自らプログラムを作成し解を導くことができえら学習する．本授業は，れた講義と演習を中課題に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．対して自らプログラムを作成し解を導くことができして問題解決能力を養うことを目的とする．自らプログラムを作成し解を導くことができら学習する．本授業は，プログラムを実践的な見地から学習する．本授業は，作成し解を導くことができし解を実践的な見地から学習する．本授業は，導くことができく線形リスト構造について理解できる．こと演習を中ができ
る．本授業は，

与えられた課題に対して自らプログラムを作成し解を導くことができえら学習する．本授業は，れた講義と演習を中課題に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．対して自らプログラムを作成し解を導くことができして問題解決能力を養うことを目的とする．プログラムに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．より扱いが理解できているかを，前期中間試験解を実践的な見地から学習する．本授業は，導くことができく線形リスト構造について理解できる．こと演習を中ができるかを実践的な見地から学習する．本授業は，，前期と演習を中後
期のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，総合演習で評価する．する．本授業は，

成し解を導くことができ績は，試験は，試験70%　演習20%　総合演習10%　と演習を中して問題解決能力を養うことを目的とする．評価する．する．本授業は，試験成し解を導くことができ績は，試験は，前後期中間試験と演習を中前後期定期試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，計4
回の平均で評価する．総合評価のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，平均で評価する．総合評価で評価する．する．本授業は，総合評価する．100点満点で60点以上において最低限必要な要件を理解すを実践的な見地から学習する．本授業は，合格とする．尚，場合により臨時試験を実施する．臨時試験ではと演習を中する．本授業は，尚，場合に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．より扱いが理解できているかを，前期中間試験臨時試験を実践的な見地から学習する．本授業は，実施する．臨時試験ではする．本授業は，臨時試験では
70点以上において最低限必要な要件を理解すを実践的な見地から学習する．本授業は，合格とする．尚，場合により臨時試験を実施する．臨時試験ではと演習を中し，当該試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，点数や変数等を実践的な見地から学習する．本授業は，最高60点と演習を中する．本授業は，

「新C言語を用いた講義と演習を中入門シニア編」：林晴比古(ソフトバンク)
「プログラミング言語を用いた講義と演習を中C ANSI規格とする．尚，場合により臨時試験を実施する．臨時試験では準拠」：」：B.W. カーニハン (共立出版)
「アルゴリズムと演習を中データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，」：石橋清（岩波書店）
「プログラミング言語を用いた講義と演習を中処理系」：佐々正孝（岩波書店）」：佐々正孝（岩波書店）
「コンピュータ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，アルゴリズム」：津田和彦（共立出版）

情報基づく線形リスト構造について理解できる．礎，プログラミングI，ソフトウェア工学，数や変数等値解析

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（プログラミングⅠ）プログラミングⅠ）

テーマ 内容（プログラミングⅠ）目標・準備など）など）

1 ガイダンス

2 演習環境の確認と構築のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，確認と構築と演習を中構築 演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．うた講義と演習を中めのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習環境の確認と構築のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，確認と構築と演習を中最低限のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，構築を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

3 関数や変数等と演習を中変数や変数等

4 数や変数等と演習を中変数や変数等

5 標準入出力を養うことを目的とする．

6 演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演子

7 演習

8 中間試験

9

10

11 繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．を実践的な見地から学習する．本授業は，使用いた講義と演習を中した講義と演習を中プログラミングに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

12 繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．を実践的な見地から学習する．本授業は，使用いた講義と演習を中した講義と演習を中プログラミングに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

13 繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．を実践的な見地から学習する．本授業は，使用いた講義と演習を中した講義と演習を中プログラミングに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

14 繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．を実践的な見地から学習する．本授業は，使用いた講義と演習を中した講義と演習を中プログラミングに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

15 前期総合演習 これまでのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，内容を総合した演習課題を課し時間内にプログラムを完成させる．を実践的な見地から学習する．本授業は，総合した講義と演習を中演習課題を実践的な見地から学習する．本授業は，課し時間内に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．プログラムを実践的な見地から学習する．本授業は，完成し解を導くことができさせる．本授業は，

16 配列とポインタについて理解できる． 配列とポインタについて理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する説明を行い，メモリ的な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．い，メモリ的な見地から学習する．本授業は，な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，説明を行い，メモリ的な概念を説明する．する．本授業は，

17

18

19 配列とポインタについて理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習 配列とポインタについて理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

20 ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は， ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，説明を行い，メモリ的な概念を説明する．し，配列とポインタについて理解できる．と演習を中ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，を実践的な見地から学習する．本授業は，組み合わせた例を示して理解を深める．み合わせた例を示して理解を深める．合わせた講義と演習を中例を示して理解を深める．を実践的な見地から学習する．本授業は，示して理解を深める．して問題解決能力を養うことを目的とする．理解を実践的な見地から学習する．本授業は，深める．める．本授業は，

21 ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習 ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

22 配列とポインタについて理解できる．と演習を中ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習 配列とポインタについて理解できる．と演習を中ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

23 中間試験

24 中間試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，解説と演習を中構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる． 中間試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，解答を示し解説を行う．また，構造体の概念について説明を行う．を実践的な見地から学習する．本授業は，示して理解を深める．し解説を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，また講義と演習を中，構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，概念を説明する．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

25 構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．配列とポインタについて理解できる． 構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．配列とポインタについて理解できる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，利用いた講義と演習を中法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．理解を実践的な見地から学習する．本授業は，深める．める．本授業は，

26 構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習 構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

27 自らプログラムを作成し解を導くことができ己参照型を意識した演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる． 自らプログラムを作成し解を導くことができ己参照型を意識した演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，体とこれに基づく線形リスト構造について理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．し，線形リスト構造について理解できる．リストに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する理解を実践的な見地から学習する．本授業は，深める．める．本授業は，

28 ビット演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，三項演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演子，再起関数や変数等呼び出し，プリプロセッサび授業中の演習で評価する．出し，プリプロセッサ ビット演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，三項演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演子，再起関数や変数等呼び出し，プリプロセッサび授業中の演習で評価する．出し，プリプロセッサを実践的な見地から学習する．本授業は，理解し，演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

29 後期総合演習 これまでのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，内容を総合した演習課題を課し時間内にプログラムを完成させる．を実践的な見地から学習する．本授業は，総合した講義と演習を中演習課題を実践的な見地から学習する．本授業は，課し時間内に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．プログラムを実践的な見地から学習する．本授業は，完成し解を導くことができさせる．本授業は，

30 ファイル整理等のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，まと演習を中めを実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，また講義と演習を中，次年度シラバス以降のプログラミングに取り組む動機付けを行う．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，プログラミングに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．取り扱いが理解できているかを，前期中間試験り扱いが理解できているかを，前期中間試験組み合わせた例を示して理解を深める．む動機付けを行う．動機付けを行う．けを実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

前期，後期と演習を中もに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．中間試験および授業中の演習で評価する．定期試験を実践的な見地から学習する．本授業は，実施する．臨時試験ではする．本授業は，

本授業のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，1年間のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，流れを説明する．加えて，プログラム言語全般，コンパイル方式，インタプリタ方式に関する説明を行い，れを実践的な見地から学習する．本授業は，説明を行い，メモリ的な概念を説明する．する．本授業は，加えて，プログラム言語全般，コンパイル方式，インタプリタ方式に関する説明を行い，えて問題解決能力を養うことを目的とする．，プログラム言語を用いた講義と演習を中全般，コンパイル方式，インタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，プリタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，方式に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する説明を行い，メモリ的な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．い，C言語を用いた講義と演習を中を実践的な見地から学習する．本授業は，
学ぶ意義を説明する．意義を実践的な見地から学習する．本授業は，説明を行い，メモリ的な概念を説明する．する．本授業は，

C言語を用いた講義と演習を中のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，最小テスト，後期中間試験および授構成し解を導くことができはmain()関数や変数等である．本授業は，また講義と演習を中数や変数等値や変数等文や条件文のような制御構造を理解できる．字を扱うにおいては変数という概念を知る必要がある．これら関数と変数を実践的な見地から学習する．本授業は，扱う上において最低限必要な要件を理解すうに行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．おいて問題解決能力を養うことを目的とする．は変数や変数等と演習を中いう概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，知る必要がある．これら関数と変数る必要な要件を理解すがある．本授業は，これら学習する．本授業は，関数や変数等と演習を中変数や変数等
に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関して問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

計算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演機では数や変数等は実数や変数等と演習を中整数や変数等に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．区別され，特に整数は型によって表現できる範囲が決められている．これら整数の型の違いや，実され，特に整数は型によって表現できる範囲が決められている．これら整数の型の違いや，実に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．整数や変数等は型を意識した演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．よって問題解決能力を養うことを目的とする．表現できる範囲が決められている．これら整数の型の違いや，実できる範囲が決められている．これら整数の型の違いや，実が決めら学習する．本授業は，れて問題解決能力を養うことを目的とする．いる．本授業は，これら学習する．本授業は，整数や変数等のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，型を意識した演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，違いや，実いや変数等，実
数や変数等のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，表現できる範囲が決められている．これら整数の型の違いや，実方法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．も触れる．れる．本授業は，

標準入力を養うことを目的とする．（キーボードからの入力）や標準出力（ディスプレイへの出力）はいくつか関数が用意されているが，ここでは書式指定から学習する．本授業は，のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，入力を養うことを目的とする．）や変数等標準出力を養うことを目的とする．（ディスプレイへのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，出力を養うことを目的とする．）はいく線形リスト構造について理解できる．つか関数や変数等が用いた講義と演習を中意されて問題解決能力を養うことを目的とする．いるが，ここでは書式指定
ができるprintf()を実践的な見地から学習する．本授業は，用いた講義と演習を中いた講義と演習を中標準出力を養うことを目的とする．と演習を中scanf()を実践的な見地から学習する．本授業は，用いた講義と演習を中いた講義と演習を中標準入力を養うことを目的とする．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関して問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

様々な演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関して問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，四則演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，論理演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，ビット演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，インクリメント／デクリメント演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演，算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演術演算や論理演算，ビット演算，算術演算等の演に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．理解を実践的な見地から学習する．本授業は，深める．め
る．本授業は，

3～6週目までのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，内容を総合した演習課題を課し時間内にプログラムを完成させる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，演習を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

1～6週目までのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，内容を総合した演習課題を課し時間内にプログラムを完成させる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，理解度シラバスを実践的な見地から学習する．本授業は，中間試験で問う．本授業は，

試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．却と制御構造と演習を中制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，1
中間試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，解答を示し解説を行う．また，構造体の概念について説明を行う．を実践的な見地から学習する．本授業は，示して理解を深める．し解説を実践的な見地から学習する．本授業は，行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，後，制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関して問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．し，if文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等switch-case文や条件文のような制御構造を理解できる．と演習を中いった講義と演習を中条件を理解す文や条件文のような制御構造を理解できる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，扱う上において最低限必要な要件を理解すい方を実践的な見地から学習する．本授業は，理解する
．本授業は，

制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，2 for文や条件文のような制御構造を理解できる．や変数等while文や条件文のような制御構造を理解できる．と演習を中いった講義と演習を中繰り返し文や条件文のような制御構造を理解できる．り扱いが理解できているかを，前期中間試験返し文や条件文のような制御構造を理解できる．し文や条件文のような制御構造を理解できる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，使い方を実践的な見地から学習する．本授業は，説明を行い，メモリ的な概念を説明する．する．本授業は，

制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習1

制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習2

制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習3

制御構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する演習4

1次元配列とポインタについて理解できる． 1次元配列とポインタについて理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．し，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，応用いた講義と演習を中法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．を実践的な見地から学習する．本授業は，理解する．本授業は，また講義と演習を中，文や条件文のような制御構造を理解できる．字を扱うにおいては変数という概念を知る必要がある．これら関数と変数列とポインタについて理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，説明を行い，メモリ的な概念を説明する．も行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．う．本授業は，

2次元配列とポインタについて理解できる． 2次元配列とポインタについて理解できる．に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．ついて問題解決能力を養うことを目的とする．説明を行い，メモリ的な概念を説明する．し，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，応用いた講義と演習を中法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．を実践的な見地から学習する．本授業は，理解する．本授業は，

16～22週目に行い，構造化プログラミング技法を身につけて問題解決能力を養うことを目的とする．関する内容を総合した演習課題を課し時間内にプログラムを完成させる．のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，理解度シラバスを実践的な見地から学習する．本授業は，中間試験で問う．本授業は，

1年間のプログラミングを実践的な見地から学習する．本授業は，まと演習を中め
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考
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気回路Ⅰ Ⅰ (Electric Circuit I)

電子工学科・2年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力，記号法による交流による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流
回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算方法による交流など電気回路の基礎を理解し，それらを活用する能力を養う．電気回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流基礎を理解し，それらを活用する能力を養う．を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，それらを理解し，それらを活用する能力を養う．活用する能力を養う．する交流能力を理解し，それらを活用する能力を養う．養う．う．

【A4-D1】正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流性質，正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流表示を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，ベクト
ル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流による交流正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算ができる交流．

周期，周波数，角周波数，位相，位相差，最大値，平均値，実効値，波形を表す式を理解し，それらを活用する能力を養う．表す式
の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流理解し，それらを活用する能力を養う．度シラバス，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直角座標表示・極座標表示とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流その直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流理
解し，それらを活用する能力を養う．度シラバスを理解し，それらを活用する能力を養う．中間試験とレポートにより評価する．とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流レポートにより評価する．評価する．する交流．

【A4-D1】抵抗R・インダクタンスL・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流Cの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流単独回路Ⅰ ，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理それら
の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流・インピーダンスを理解し，それらを活用する能力を養う．求めることができるめる交流ことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ができる交流
．

R，L，C単独回路Ⅰ における交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流・位相の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理R，L，Cの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・
並列回路Ⅰ における交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流・インピーダンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．中間試験とレポートにより評価する．とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流レポートに
より評価する．評価する．する交流．

【A4-D1】交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力を理解し，それらを活用する能力を養う．表す量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，R，L，Cの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ にお
ける交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力を理解し，それらを活用する能力を養う．求めることができるめる交流ことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ができる交流．

皮相電力，有効電力，無効電力，有効電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流，無効電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流，力率，無効率の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流理解し，それらを活用する能力を養う．度シラバス，
および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理R，L，Cの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ における交流それらの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．中間試験とレポートにより評価する．とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流レポ
ートにより評価する．評価する．する交流．

【A4-D1】複素数とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，複素数を理解し，それらを活用する能力を養う．用する能力を養う．いたベクトルの計ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計
算ができる交流．またベクトルの計，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流を理解し，それらを活用する能力を養う．複素数で表すことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ができる交流．

複素数の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直角座標表示とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流指数関数形を表す式表示，複素数を理解し，それらを活用する能力を養う．用する能力を養う．いたベクトルの計ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流和・差
・積・商の計算，および複素電圧・複素電流の理解度を定期試験およびレポーの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理複素電圧・複素電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流理解し，それらを活用する能力を養う．度シラバスを理解し，それらを活用する能力を養う．定期試験とレポートにより評価する．および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理レポー
トにより評価する．評価する．する交流．

【A4-D1】複素インピーダンス・複素アドミタンスとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流オームの法則を理解し，の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流法による交流則を理解し，を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，
記号法による交流による交流R，L，Cの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ ，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力回路Ⅰ ，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力
の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算ができる交流．

記号法による交流による交流R，L，C直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流・インピーダンス・アドミ
タンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流平衡条件，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．定期試験とレポートにより評価する．および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理レ
ポートにより評価する．評価する．する交流．

成績は，試験は，試験とレポートにより評価する．85%　レポート15%　とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流して評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．評価する．する交流．試験とレポートにより評価する．成績は，試験は，中間試験とレポートにより評価する．とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流定期試験とレポートにより評価する．の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流平均点とする．とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流する交流．100点とする．満点とする．で60
点とする．以上を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高を理解し，それらを活用する能力を養う．合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流する交流．なお，臨時試験とレポートにより評価する．を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う場合には最高60点とする．で評価する．する交流．

「電気回路Ⅰ (1)」：早川義晴・松下祐輔・茂木仁博 著（コロナ社）コロナ社）社）

電気回路Ⅰ 　(上を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高)　トレーニングノート：岡安茂利，松村照司，他　共著（コロナ社）コロナ社）社）
電気回路Ⅰ 　(下)　トレーニングノート：松村照司 　　　　　　　　　   （コロナ社）コロナ社）社）

D1「電子工学序論」，」，D3「電気回路Ⅰ II」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業を理解し，それらを活用する能力を養う．受けるにあたっては，直流回路の解析方法および抵抗，コイル，コンデンサの基本特性を理解しておくこと．なお，予習ける交流にあたベクトルの計って評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．は，直流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流解し，それらを活用する能力を養う．析方法による交流および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理抵抗，コイル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流，コンデンサの基本特性を理解しておくこと．なお，予習の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流基本特性を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．して評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．おくことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流．なお，予習
・復習を理解し，それらを活用する能力を養う．十分に行うとともに，期日までにレポートを提出することに行う場合には最高うとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流もに，期日までにレポートを提出することまでにレポートを理解し，それらを活用する能力を養う．提出することする交流ことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流.
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授業の計画（電気回路Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流

2 正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流表示， 演習

3

4

5

6

7 交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力 交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流回路Ⅰ における交流皮相電力，有効電力，無効電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理これらの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流インピーダンスを理解し，それらを活用する能力を養う．用する能力を養う．いたベクトルの計表現を理解する．を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．

8 中間試験とレポートにより評価する． 中間試験とレポートにより評価する．までの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流授業内容に関する交流試験とレポートにより評価する．を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．

9 中間試験とレポートにより評価する．解し，それらを活用する能力を養う．答・解し，それらを活用する能力を養う．説，複素数の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流基礎を理解し，それらを活用する能力を養う．とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算

10 ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流複素数表示，複素電圧，複素電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流

11 複素インピーダンス

12 記号法による交流による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算

13 複素アドミタンスとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直並列回路Ⅰ 

14 記号法による交流による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力回路Ⅰ 直流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流違い，交流ブリッジの平衡条件を理解し，記号法により各種交流ブリッジの平衡条件を求める．い，交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流平衡条件を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，記号法による交流により評価する．各種交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ブリッジ回路，交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流平衡条件を理解し，それらを活用する能力を養う．求めることができるめる交流．

15 記号法による交流による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算 記号法による交流による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電力の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算方法による交流を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，記号法による交流により評価する．有効電力，無効電力，皮相電力，力率，無効率など電気回路の基礎を理解し，それらを活用する能力を養う．を理解し，それらを活用する能力を養う．計算する交流．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流進め方，到達目標と評価方法などを説明する．直流と交流の違い，正弦波交流の周期，周波数，角周波数，および，位相，位め方，到達目標とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流評価する．方法による交流など電気回路の基礎を理解し，それらを活用する能力を養う．を理解し，それらを活用する能力を養う．説明する．直流と交流の違い，正弦波交流の周期，周波数，角周波数，および，位相，位する交流．直流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流違い，交流ブリッジの平衡条件を理解し，記号法により各種交流ブリッジの平衡条件を求める．い，正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流周期，周波数，角周波数，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理，位相，位
相差，最大値，平均値，実効値の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流瞬時値の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流式を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．

正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流静止ベクトルの表示方法としての極座標表示と直角座標表示，ベクトル図，極座標表示と直角座標表示の相互のベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流表示方法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流して評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流極座標表示とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直角座標表示，ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流図，極座標表示とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直角座標表示の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流相互のの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流
変換を理解する．波形を表す式による正弦波交流の和・差の計算とベクトル表示による関係を理解する．正弦波交流について演を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．波形を表す式を理解し，それらを活用する能力を養う．表す式による交流正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流和・差の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流表示による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．正弦波交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流について評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．演
習により評価する．理解し，それらを活用する能力を養う．を理解し，それらを活用する能力を養う．深める．める交流．

抵抗Rとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流インダクタンスLとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流Cの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流作用する能力を養う．，R-L直列回路Ⅰ 
抵抗Rおよび正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理，自己インダクタンスインダクタンスL，容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流リアクタンスCの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流単独回路Ⅰ における交流抵抗値，リアクタンス，電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流大きさ及び位相及び位相び正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理位相
の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．R-L直列回路Ⅰ における交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流インピーダンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，電圧とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流位相の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．

R-C直列回路Ⅰ ， 演習
R-C直列回路Ⅰ における交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流インピーダンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，電圧とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流位相の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．する交流．電圧とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流を理解し，それらを活用する能力を養う．ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流表示
し，R-C直列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流・インピーダンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．求めることができるめ，それらの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流値を理解し，それらを活用する能力を養う．計算する交流．R-L， R-C直列回路Ⅰ について評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．演習により評価する．理
解し，それらを活用する能力を養う．を理解し，それらを活用する能力を養う．深める．める交流．

R-L-C直列回路Ⅰ 
R-L-C直列回路Ⅰ における交流周波数による交流インピーダンス・電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流変化，直列共振と共振周波数，回路のとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流共振と共振周波数，回路の周波数，回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流Qを理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，共振と共振周波数，回路の時の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流
特性を理解し，それらを活用する能力を養う．計算する交流．

R-L-C並列回路Ⅰ ， 演習 R-L-C並列回路Ⅰ における交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流インピーダンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，電圧とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流位相の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理並列共振と共振周波数，回路のを理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，R-L-C並列回
路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流・インピーダンスとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流共振と共振周波数，回路の周波数を理解し，それらを活用する能力を養う．計算する交流．R-L-C回路Ⅰ について評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．演習により評価する．理解し，それらを活用する能力を養う．を理解し，それらを活用する能力を養う．深める．める交流．

中間試験とレポートにより評価する．の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流結果を解答・解説する．また，複素数の基礎について説明し，複素数によるベクトルの和・差・積・商の計算方法，を理解し，それらを活用する能力を養う．解し，それらを活用する能力を養う．答・解し，それらを活用する能力を養う．説する交流．またベクトルの計，複素数の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流基礎を理解し，それらを活用する能力を養う．について評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．説明する．直流と交流の違い，正弦波交流の周期，周波数，角周波数，および，位相，位し，複素数による交流ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流和・差・積・商の計算，および複素電圧・複素電流の理解度を定期試験およびレポーの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算方法による交流，jとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ベ
クトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流回転を理解し，それらの計算を行う．を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，それらの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．

ベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流複素数の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係，複素数の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直角座標表示とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流指数関数形を表す式表示を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，直角座標表示とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流指数関数形を表す式表示の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流相互のの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流変換を理解する．波形を表す式による正弦波交流の和・差の計算とベクトル表示による関係を理解する．正弦波交流について演
計算を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．またベクトルの計，電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流波形を表す式を理解し，それらを活用する能力を養う．表す式とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧・電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流を理解し，それらを活用する能力を養う．複素数で表したベクトルの計複素電圧・複素電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流関係を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，それら相互のの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流
変換を理解する．波形を表す式による正弦波交流の和・差の計算とベクトル表示による関係を理解する．正弦波交流について演計算を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．

複素電圧とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流複素電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流比である複素インピーダンスと交流回路のオームの法則を理解し，インダクタンスおよび静電容量回路である交流複素インピーダンスとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流交流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流オームの法則を理解し，の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流法による交流則を理解し，を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，インダクタンスおよび正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流回路Ⅰ 
の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流複素インピーダンスを理解し，それらを活用する能力を養う．学習し，記号法による交流により評価する．インダクタンスおよび正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流単独回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．

記号法による交流により評価する．R-L直列回路Ⅰ ，R-C直列回路Ⅰ ，R-L-C直列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流電圧，電流とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流，インピーダンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．

複素アドミタンスとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流オームの法則を理解し，の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流法による交流則を理解し，を理解し，それらを活用する能力を養う．理解し，それらを活用する能力を養う．し，R，L，C回路Ⅰ 素子の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流複素アドミタンス，複素アドミタンスの直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流直列回路Ⅰ ・並列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流合成ア
ドミタンスを理解し，それらを活用する能力を養う．求めることができるめ，記号法による交流により評価する．直並列回路Ⅰ の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流計算を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高う．

備など）
考

前期中間試験とレポートにより評価する．および正弦波交流の直角座標表示・極座標表示とその計算の理前期定期試験とレポートにより評価する．を理解し，それらを活用する能力を養う．実施する．する交流．
本科目の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流修得には，には，30 時間の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流授業の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流受けるにあたっては，直流回路の解析方法および抵抗，コイル，コンデンサの基本特性を理解しておくこと．なお，予習講とベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流 60 時間の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について，担当教員に指示された媒体の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流自己インダクタンス学習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について，担当教員に指示された媒体である交流．事前学習では，次回の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流授業範囲について，担当教員に指示された媒体について評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．，担当教員に指示された媒体に指示さ及び位相れたベクトルの計媒体(教科書等)
に目を理解し，それらを活用する能力を養う．通し，各自で理解できないところを整理しておくことし，各自で理解し，それらを活用する能力を養う．できないとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流ころを理解し，それらを活用する能力を養う．整理して評価する．試験成績は，中間試験と定期試験の平均点とする．おくことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流.事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について，担当教員に指示された媒体学習では，授業中に説明する．直流と交流の違い，正弦波交流の周期，周波数，角周波数，および，位相，位さ及び位相れたベクトルの計問題等の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流復習を理解し，それらを活用する能力を養う．行う場合には最高うとベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流共に，授業最後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について，担当教員に指示された媒体に課題が出することさ及び位相れたベクトルの計場合は指定期日までにレポートを提出することまでにレポ
ートを理解し，それらを活用する能力を養う．提出することする交流ことベクトル表示，抵抗・インダクタンス・静電容量の直列回路・並列回路の計算，交流電力，記号法による交流.

D-106



科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．前期定期試験，課題で評価する．で評価する．

6 論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．前期定期試験，課題で評価する．で評価する．

7

8

9

10 順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．できるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．創造課題で評価する．で評価する．

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する． (Logic Circuits))

電子工学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．は，計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．算機工学の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（となるデジタル（2値論理）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構を前期定期試験，課題で評価する．扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構である．本科目では，コンピュータハードウェアの構では，コンピュータハードウェアの構の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．構
成要素である論理回路についての仕組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習である論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．についての等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．仕組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習み，ディジタル回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習え方や設計の仕方を学習方や設計の仕方を学習や設計の仕方を学習設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．仕方や設計の仕方を学習を前期定期試験，課題で評価する．学習
する．

【A3】数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．n進変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．ができる．
基数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．がしっかりと理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期できているかどうかを前期定期試験，課題で評価する．前期中間試験，前期定期
試験，後期中間試験，後期定期試験，課題で評価する．で評価する．

【A3】論理変数のと論理記号で記述された論理関係を代数式の形で表現しで記述された論理関係を代数式の形で表現しされた論理関係を代数式の形で表現しを前期定期試験，課題で評価する．代数の式の形で表現しの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．形で表現しで表現しし
た論理関数のを前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期し，基本的な定理や法則を用いて式変形できる．な定理や設計の仕方を学習法則を用いて式変形できる．を前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて式の形で表現し変形で表現しできる．

論理関数のを前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期し，基本定理や設計の仕方を学習ド・モルガンの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．法則を用いて式変形できる．等を前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて式の形で表現し変形で表現しできる
かどうかを前期定期試験，課題で評価する．前期中間試験，課題で評価する．で評価する．

【A3】論理関数のを前期定期試験，課題で評価する．カルノー図やクワイン・マクラスキー法を用いて簡単化すや設計の仕方を学習クワイン・マクラスキー法を前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて簡単化すす
ることができる．

論理関数のを前期定期試験，課題で評価する．簡単化すすることができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．前期中間試験，課題で評価する．で評価す
る．

【A3】AND/OR/NOT/NAND/NORゲートを用いて，任意の論理回路をを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて，任意の論理回路をの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．
作成することができる．

AND/OR/NOT/NAND/NORゲートを用いて，任意の論理回路をを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて任意の論理回路をの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．作成する
ことができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．前期定期試験，課題で評価する．で評価する．

【A3】論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．等価的な定理や法則を用いて式変形できる．に変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．でき，また論理の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．完全性を理解することがを前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期することが
できる．

【A3】与えられた課題に対して真理値表の作成，簡単化，論理回路作成のえ方や設計の仕方を学習られた課題で評価する．に対して真理値表の作成，簡単化，論理回路作成のして真理値表の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．作成，簡単化す，論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．作成の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．
流れで論理回路を設計することができる．れで論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．することができる．

【A3】SR-FF， SRT-FF， T-FF， JK-FF， D-FF， Dラッチの各フリップフロッの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．各フリップフロッフリップフロッ
プの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．動作を前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期できる．

各フリップフロッフリップフロップの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．動作を前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期できているかどうかを前期定期試験，課題で評価する．後期中間試験，課題で評価する．で
評価する．

【A3】フリップフロップの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．特性を理解することが方や設計の仕方を学習程式の形で表現しを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて，順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．作成するこ
とができる．

フリップフロップの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．特性を理解することが方や設計の仕方を学習程式の形で表現しから入力方や設計の仕方を学習程式の形で表現しを前期定期試験，課題で評価する．導き，順序論理回路が作成き，順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．が作成
できるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．後期中間試験，課題で評価する．で評価する．

【A3】フリップフロップの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．応用いて式変形できる．回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．であるレジスタや設計の仕方を学習カウンタ回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期で
きる．

フリップフロップを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いてレジスタや設計の仕方を学習カウンタ回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．できるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．後期
定期試験，課題で評価する．で評価する．

【A3】課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．設定し，要件を定義し，順序論理回路を創造し，それを設計でを前期定期試験，課題で評価する．定義し，順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．創造し，それを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．で
きる．

成績は，試験は，試験70%　課題で評価する．20%　創造課題で評価する．10%　として評価する．課題で評価する．および創造課題は，授業中に課す演習や宿題のこ創造課題で評価する．は，授業中に課す演習や設計の仕方を学習宿題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．こ
とを前期定期試験，課題で評価する．指す．試験点は，す．試験点は，は，4回の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．試験の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．単純平均のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．70%で評価する．総合評価100点は，満点は，中60点は，以上を合格とする．尚，場合を前期定期試験，課題で評価する．合格とする．尚，場合とする．尚，場合
により臨時試験を前期定期試験，課題で評価する．実施する．臨時試験ではする．臨時試験では70点は，以上を合格とする．尚，場合を前期定期試験，課題で評価する．合格とする．尚，場合とし，当該試験の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．点は，数のを前期定期試験，課題で評価する．最高60点は，とする．

「論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（」：田口，金杉，佐々木，菅原(朝倉書店)

「イラストを用いて，任意の論理回路を・図やクワイン・マクラスキー法を用いて簡単化す解できているかどうかを前期中間試験，前期定期デジタル回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．しくみがわかる本」：宮井，尾崎，若林，三好(技術評論社)
「ディジタル回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．」：伊原，若海，吉沢(コロナ社社)
「電子工学入門」大豆生田利章（電気書院）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構
「論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（」：田丸啓吉(工学図やクワイン・マクラスキー法を用いて簡単化す書)

電子工学序論（1年）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構，コンピュータ工学（3年）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構，電子回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．I（4年）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（論理回路）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントを用いて，任意の論理回路をロダクション 本講義の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．イントを用いて，任意の論理回路をロダクションを前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．また，数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．体系や代表的な数を講義する．や設計の仕方を学習代表的な定理や法則を用いて式変形できる．な数のを前期定期試験，課題で評価する．講義する．

2 基数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．

3 論理関数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（

4 論理関数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．簡単化すの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．意の論理回路を義を前期定期試験，課題で評価する．説明し，カルノー図の作成方法を講義する．し，カルノー図やクワイン・マクラスキー法を用いて簡単化すの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．作成方や設計の仕方を学習法を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

5

6

7 簡単化すの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習 簡単化すの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

8 前期中間試験

9 試験返却と解説，簡単化の続きと解できているかどうかを前期中間試験，前期定期説，簡単化すの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．続きき 中間試験を前期定期試験，課題で評価する．返却と解説，簡単化の続きし，解できているかどうかを前期中間試験，前期定期答の解説を行う．また，最簡形や禁止の場合の簡単化についての補足説明を行う．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．解できているかどうかを前期中間試験，前期定期説を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．また，最簡形で表現しや設計の仕方を学習禁止の場合の簡単化についての補足説明を行う．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．場合の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．簡単化すについての等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．補足説明し，カルノー図の作成方法を講義する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

10 組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習合せ論理回路論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．

11 組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習合せ論理回路論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．解できているかどうかを前期中間試験，前期定期析

12 組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習合せ論理回路論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する． 半加算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．，全加算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．，コンパレータの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．方や設計の仕方を学習法を前期定期試験，課題で評価する．，設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．手順に従って講義する．って講義する．

13 組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習み合わせ論理回路論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習 セブンセグメントを用いて，任意の論理回路を回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

14 順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（

15 発展的な定理や法則を用いて式変形できる．内容 これまでの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．内容の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．総括を行い，後期に向けての動機付けと夏季休業中の課題説明を行う．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．い，後期に向けての動機付けと夏季休業中の課題説明を行う．けての等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．動機付けと夏季休業中の課題説明を行う．けと夏季休業中の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．課題で評価する．説明し，カルノー図の作成方法を講義する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

16

17

18 フリップフロップ応用いて式変形できる．回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．

19 フリップフロップ応用いて式変形できる．回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習 フリップフロップ応用いて式変形できる．回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

20 メモリレジスタ，シフトを用いて，任意の論理回路をレジスタと計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する． メモリレジスタ，シフトを用いて，任意の論理回路をレジスタを前期定期試験，課題で評価する．講義する．また，計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．種類を学ぶ．を前期定期試験，課題で評価する．学ぶ．

21 計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．

22 計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．法 計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．フリップフロップを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．する手順を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

23 後期中間試験

24

25

26 演算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（ 演算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う上を合格とする．尚，場合においての等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（を前期定期試験，課題で評価する．講義する．ここでは，数の値コード，負数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．取り扱い方，あふれの現象を見る．り扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構い方や設計の仕方を学習，あふれの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．現し象を見る．を前期定期試験，課題で評価する．見る．る．

27 浮動小数の点は，数の

28 加算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．

29 創造課題で評価する． 創造的な定理や法則を用いて式変形できる．な順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．独自に設定し，設定された創造的な順序論理回路の課題に対して，それを設計する．に設定し，設定された創造的な定理や法則を用いて式変形できる．な順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．課題で評価する．に対して真理値表の作成，簡単化，論理回路作成のして，それを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．する．

30 科目では，コンピュータハードウェアの構総まとめ

前期，後期ともに中間試験および創造課題は，授業中に課す演習や宿題のこ定期試験を前期定期試験，課題で評価する．実施する．臨時試験ではする．

2値論理で必要不可欠なな2進数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．説明し，カルノー図の作成方法を講義する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．また，2進10進変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．，10進2進変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．，これらを前期定期試験，課題で評価する．応用いて式変形できる．したn進10進変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．，10進n進変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．
を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

論理和，論理積，否定の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基本論理の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．説明し，カルノー図の作成方法を講義する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．また，公理と定理や設計の仕方を学習ド・モルガンの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．法則を用いて式変形できる．を前期定期試験，課題で評価する．講義する．さらには，真理値表の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．書き方や設計の仕方を学習，
加法標準型，乗法標準型を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

論理関数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．簡単化す（1）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構

論理関数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．簡単化す（2）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構 5変数のまでの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．論理関数のを前期定期試験，課題で評価する．カルノー図やクワイン・マクラスキー法を用いて簡単化すを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて簡単化すする手法を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

論理関数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．簡単化す（3）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構 5変数の以上を合格とする．尚，場合の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．論理関数のを前期定期試験，課題で評価する．クワイン・マクラスキー法を前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて簡単化すする手法を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

1～7週の内容の中間試験の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．内容の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．中間試験

AND，OR，NOT，NAND，NOR，EXORの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．論理ゲートを用いて，任意の論理回路をを前期定期試験，課題で評価する．講義する．また，これらを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて簡単な論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

論理の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．完全性を理解することがを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて，任意の論理回路をの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．NAND回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．またはNOR回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．に等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．する．また，逆ににNAND回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．，NOR回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．和積形で表現し
または積和形で表現しの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．に変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．する手法を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

組み，ディジタル回路を設計するにあたって必要となる考え方や設計の仕方を学習み合わせ論理回路論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．と順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．違いを説明し，いを前期定期試験，課題で評価する．説明し，カルノー図の作成方法を講義する．し，Moore型とMealy型を前期定期試験，課題で評価する．講義する．また，状態遷移表，状態遷移図やクワイン・マクラスキー法を用いて簡単化すを前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて
順序論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．状態を前期定期試験，課題で評価する．理解できているかどうかを前期中間試験，前期定期する．

フリップフロップ（1）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構 フリップフロップの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．基礎となるデジタル（と，RS-FF，T-FF，RST-FFを前期定期試験，課題で評価する．講義する．

フリップフロップ（2）を扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構 JK-FF，D-FF，Dラッチの各フリップフロッを前期定期試験，課題で評価する．講義する．

与えられた課題に対して真理値表の作成，簡単化，論理回路作成のえ方や設計の仕方を学習られた条件を定義し，順序論理回路を創造し，それを設計でを前期定期試験，課題で評価する．基に状態遷移表を前期定期試験，課題で評価する．作成し，フリップフロップの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．特性を理解することが方や設計の仕方を学習程式の形で表現しより回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．入力方や設計の仕方を学習程式の形で表現しを前期定期試験，課題で評価する．導き，順序論理回路が作成き，回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う手法を前期定期試験，課題で評価する．
講義する．

2進カウンタ，可逆にカウンタ，リングカウンタ，ジョンソンカウンタについて，それらの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．原理と動作を前期定期試験，課題で評価する．学ぶ．

16週の内容の中間試験～22週の内容の中間試験の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．内容の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．中間試験

試験返却と解説，簡単化の続きと解できているかどうかを前期中間試験，前期定期答の解説を行う．また，最簡形や禁止の場合の簡単化についての補足説明を行う．，n進数の係を代数式の形で表現し数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する． 試験を前期定期試験，課題で評価する．返却と解説，簡単化の続きし，それの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．解できているかどうかを前期中間試験，前期定期説を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．また，n進計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．手順を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

n進計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習 n進計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．数の回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．演習を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．う．

C言語などのプログラミング言語において扱われる，数値コードの一種である浮動小数点数の仕様を講義する．などの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．プログラミング言語などのプログラミング言語において扱われる，数値コードの一種である浮動小数点数の仕様を講義する．において扱う学問である．本科目では，コンピュータハードウェアの構われる，数の値コードの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．一種である浮動小数の点は，数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．仕様を講義する．を前期定期試験，課題で評価する．講義する．

全加算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．用いて式変形できる．いて2進数のの等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．加算回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．を前期定期試験，課題で評価する．設計ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．する．

本授業の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．総括を行い，後期に向けての動機付けと夏季休業中の課題説明を行う．を前期定期試験，課題で評価する．行う．また，数の体系や代表的な数を講義する．い，1年間の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．まとめとする．また論理回路の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．の等価変換ができるかどうかを前期定期試験，課題で評価する．発展としてPDLや設計の仕方を学習HDLを前期定期試験，課題で評価する．学ぶ．

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(40%), B1(20%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 各テーマへの実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．への実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．取り組みで評価する．り組みで評価する．組みで評価する．みで評価する．評価する．する．

4

5

6

7 「回路製作実習」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．報告書（レポート）の内容で評価する．レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

実験の取り組みで評価する．実習計画書に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．の実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．前の準備を行って実験に臨むこと．の実験の取り組みで評価する．準備を行って実験に臨むこと．を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．って実験に臨むこと．実験の取り組みで評価する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．臨むこと．むこと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度および報告書（レポート）の内容で評価する．シラバス

電子工学実験の取り組みで評価する．実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

小矢 美晴 教授, 木場 隼介 准教授, [前の準備を行って実験に臨むこと．期] 髙田 崚介 准教授, [後期] 西 敬生 教授, [後期] 遠藤 優介 非常勤講師

電子工学科・2年・通年・必修・4単位【実験の取り組みで評価する．実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電子工学に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．関する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全および報告書（レポート）の内容で評価する．現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全を行って実験に臨むこと．実験の取り組みで評価する．実習に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．より組みで評価する．確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全するとともに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全製作実習や計測実験等を通して電子工学全計測実験の取り組みで評価する．等を行って実験に臨むこと．通して実験に臨むこと．電子工学全
般に関わる機器・ソフトウェアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．関する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全わる機器・ソフトウェアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけの実験の取り組みで評価する．基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけを行って実験に臨むこと．習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけする．また，製作実習や計測実験等を通して電子工学全報告書の実験の取り組みで評価する．書き方，期限内での報告書の提出を身につけ方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全期限内で評価する．の実験の取り組みで評価する．報告書の実験の取り組みで評価する．提出を身につけを行って実験に臨むこと．身につけに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．つけ
る．1クラスを行って実験に臨むこと．4班に分け，班単位で実験実習を行う．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．分け，班単位で実験実習を行う．け，製作実習や計測実験等を通して電子工学全班に分け，班単位で実験実習を行う．単位で評価する．実験の取り組みで評価する．実習を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．4班に分け，班単位で実験実習を行う．並列に異なる実験実習を行うに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．異なる実験実習を行うな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける実験の取り組みで評価する．実習を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う(ただし，製作実習や計測実験等を通して電子工学全前の準備を行って実験に臨むこと．期の実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．み2班に分け，班単位で実験実習を行う．ずつ同
時に実施する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．実施する．する．)ため，製作実習や計測実験等を通して電子工学全各テーマへの実験の取り組みで評価する．班に分け，班単位で実験実習を行う．で評価する．実施する．する実験の取り組みで評価する．実習テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．週は異なるが，は異なるが，異なる実験実習を行うな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけるが，製作実習や計測実験等を通して電子工学全1年間で行う実験実習のテーマは同じである．で評価する．行って実験に臨むこと．う実験の取り組みで評価する．実習の実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．は異なるが，同じで評価する．ある．

【C4】グループで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出で評価する．協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出して実験に臨むこと．実験の取り組みで評価する．実習に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．挑み，期限内に実験報告書を提出み，製作実習や計測実験等を通して電子工学全期限内に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．実験の取り組みで評価する．報告書を行って実験に臨むこと．提出を身につけ
で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける． 各テーマへの実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．への実験の取り組みで評価する．取り組みで評価する．り組みで評価する．組みで評価する．みと報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．提出を身につけ状況で評価する．で評価する．評価する．する．

【B1】様式の整った図・表が書ける．の実験の取り組みで評価する．整った図・表が書ける．った図・表が書ける．が書ける． 各テーマへの実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【D1】機器の実験の取り組みで評価する．取り組みで評価する．り組みで評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．注意し，安全に実験に取り組むことができる．し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全安全に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．実験の取り組みで評価する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．取り組みで評価する．り組みで評価する．組みで評価する．むことがで評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．

【A4-D1】与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．対して，作品を設計・製作し，動作させることがして実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全作品を設計・製作し，動作させることがを行って実験に臨むこと．設計・製作し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全動作させることが
で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．

「創造実験の取り組みで評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】各テーマへの実験の取り組みで評価する．種センサの簡単な原理と応用例を説明できる．センサの簡単な原理と応用例を説明できる．の実験の取り組みで評価する．簡単な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ原理と応用例を説明できる．と応用例を説明できる．を行って実験に臨むこと．説明できる．で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．
「マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．
内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】交流回路の実験の取り組みで評価する．RLCの実験の取り組みで評価する．直列に異なる実験実習を行う回路・並列に異なる実験実習を行う回路の実験の取り組みで評価する．特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．測定して説明して実験に臨むこと．説明できる．
することがで評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける． 「交流回路の実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】回路設計，製作実習や計測実験等を通して電子工学全基板図の実験の取り組みで評価する．作製，製作実習や計測実験等を通して電子工学全回路製作とい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけった一連の回路作成のの実験の取り組みで評価する．回路作成の実験の取り組みで評価する．
流れを行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全説明できる．で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．

【A4-D1】半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すを行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．ダイオードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．作製し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全その実験の取り組みで評価する．特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．測定して説明して実験に臨むこと．説明できる．す
ることがで評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．

「半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すデバイスの実験の取り組みで評価する．製作実習」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．内容で評価する．で評価する．評
価する．する．

【A4-D1】回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．電子回路，製作実習や計測実験等を通して電子工学全交流回路，製作実習や計測実験等を通して電子工学全論理と応用例を説明できる．回路の実験の取り組みで評価する．動作
を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全説明できる．で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．

「回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．基礎実験の取り組みで評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．の実験の取り組みで評価する．達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．内容で評価する．で評価する．評
価する．する．

成績は，レポートは異なるが，，製作実習や計測実験等を通して電子工学全レポート50%　取り組みで評価する．り組みで評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．50%　として実験に臨むこと．評価する．する．報告書(レポート)は異なるが，内容で評価する．と提出を身につけ状況で評価する．で評価する．評価する．する．1通で評価する．
も未提出を身につけレポートがあるとき方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全レポート遅れが全体回数のれが全体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明す回数のの実験の取り組みで評価する．1/3以上に至ったときは，原則として年間総合評価は不可となる．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．至ったときは，原則として年間総合評価は不可となる．ったとき方，期限内での報告書の提出を身につけは異なるが，，製作実習や計測実験等を通して電子工学全原則として年間総合評価は不可となる．として実験に臨むこと．年間で行う実験実習のテーマは同じである．総合評価する．は異なるが，不可となる．とな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．
100点満点で評価する．60点以上に至ったときは，原則として年間総合評価は不可となる．を行って実験に臨むこと．合格とする．とする．

「電子工学科・第2学年実験の取り組みで評価する．実習シラバス(計画書)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．：プリントプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リント
「電子工学科・第2学年実験の取り組みで評価する．実習指導書」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．：プリントプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リント

「知的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ科学・技術文章の書き方」：中島利勝・塚本真也 共著（コロナ社）の実験の取り組みで評価する．書き方，期限内での報告書の提出を身につけ方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．：プリント中島利勝・塚本真也 共著（レポート）の内容で評価する．コロナ社）社）の内容で評価する．
「神戸高専安全マへの実験の取り組みで評価する．ニュアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけル」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．：プリント神戸高専編

電子工学実験の取り組みで評価する．実習(本科1年)，製作実習や計測実験等を通して電子工学全電子工学実験の取り組みで評価する．実習(本科3年)，製作実習や計測実験等を通して電子工学全その実験の取り組みで評価する．他実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．関する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全連の回路作成の教科

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，製作実習や計測実験等を通して電子工学全安全教育，製作実習や計測実験等を通して電子工学全実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．概要説明できる．

2

3

4

5

6

7

8 レポート指導，製作実習や計測実験等を通して電子工学全ビデオ鑑賞，製作実習や計測実験等を通して電子工学全工場見学等 適宜，製作実習や計測実験等を通して電子工学全レポート指導，製作実習や計測実験等を通して電子工学全ビデオ鑑賞，製作実習や計測実験等を通して電子工学全工場見学等を行って実験に臨むこと．実施する．する．な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけお，製作実習や計測実験等を通して電子工学全工場見学は異なるが，，製作実習や計測実験等を通して電子工学全学力補充日等を行って実験に臨むこと．利用して実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う場合がある．

9

10

11 センサの簡単な原理と応用例を説明できる．の実験の取り組みで評価する．特性を測定して説明測定して説明を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全その実験の取り組みで評価する．性を測定して説明質を理解する．を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

12 引き続き，センサの特性測定を行い，その性質を理解する．き方，期限内での報告書の提出を身につけ続き，センサの特性測定を行い，その性質を理解する．き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全センサの簡単な原理と応用例を説明できる．の実験の取り組みで評価する．特性を測定して説明測定して説明を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全その実験の取り組みで評価する．性を測定して説明質を理解する．を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

13 マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．サの簡単な原理と応用例を説明できる．ーボモータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけどの実験の取り組みで評価する．アの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけクチュエータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．制御を行い，その性質を理解する．を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全その実験の取り組みで評価する．性を測定して説明質を理解する．を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

14 これまで評価する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．学んだ技術を行って実験に臨むこと．応用し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書および報告書（レポート）の内容で評価する．電子回路を行って実験に臨むこと．組みで評価する．み合わせたプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ロトタを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作イピングを行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

15 前の準備を行って実験に臨むこと．期実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．総括 前の準備を行って実験に臨むこと．期実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．総括を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

16 実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．概要説明できる．

17

18

19

20 回路設計用の実験の取り組みで評価する．ソフトウェアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけを行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全簡単な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ回路の実験の取り組みで評価する．設計を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

21 回路図に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．基づき方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全実際の基板図の設計と製作を行う．の実験の取り組みで評価する．基板図の実験の取り組みで評価する．設計と製作を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

22 製作した回路に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．部品を設計・製作し，動作させることがを行って実験に臨むこと．ハンダ付けし，動作確認を行う．けし，製作実習や計測実験等を通して電子工学全動作確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

23 レポート指導，製作実習や計測実験等を通して電子工学全ビデオ鑑賞，製作実習や計測実験等を通して電子工学全工場見学等 適宜，製作実習や計測実験等を通して電子工学全レポート指導，製作実習や計測実験等を通して電子工学全ビデオ鑑賞，製作実習や計測実験等を通して電子工学全工場見学等を行って実験に臨むこと．実施する．する．な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけお，製作実習や計測実験等を通して電子工学全工場見学は異なるが，，製作実習や計測実験等を通して電子工学全学力補充日等を行って実験に臨むこと．利用して実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う場合がある．
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26 作製したダイオードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけって実験に臨むこと．簡単な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ回路を行って実験に臨むこと．組みで評価する．み，製作実習や計測実験等を通して電子工学全電流電圧特性を測定して説明と光起電力測定して説明を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

27 簡単な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ電子回路の実験の取り組みで評価する．シミュレーションを行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．うとともに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけを行って実験に臨むこと．習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけする．

28 回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全交流回路の実験の取り組みで評価する．動作解し，説明できる．析を行い，回路の動作を理解する．を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全回路の実験の取り組みで評価する．動作を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

29 回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全論理と応用例を説明できる．回路の実験の取り組みで評価する．動作解し，説明できる．析を行い，回路の動作を理解する．を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全回路の実験の取り組みで評価する．動作を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

30

詳細な電子工学実験実習シラバスな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ電子工学実験の取り組みで評価する．実習シラバス(実験の取り組みで評価する．実習計画書)を行って実験に臨むこと．配布し，評価方法，レポートの作成・提出方法・提出遅れの扱い，遅刻・欠し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全評価する．方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ法，製作実習や計測実験等を通して電子工学全レポートの実験の取り組みで評価する．作成・提出を身につけ方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ法・提出を身につけ遅れが全体回数のれの実験の取り組みで評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全遅れが全体回数の刻・欠
席の扱い，班構成，実施日などの説明をする．また，当学年の安全に関する全般的な注意事項を説明する．その後，各テーマの概の実験の取り組みで評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全班に分け，班単位で実験実習を行う．構成，製作実習や計測実験等を通して電子工学全実施する．日な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけどの実験の取り組みで評価する．説明できる．を行って実験に臨むこと．する．また，製作実習や計測実験等を通して電子工学全当学年の実験の取り組みで評価する．安全に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．関する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全する全般に関わる機器・ソフトウェアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ注意し，安全に実験に取り組むことができる．事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全を行って実験に臨むこと．説明できる．する．その実験の取り組みで評価する．後，製作実習や計測実験等を通して電子工学全各テーマへの実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．概
要とテーマへの実験の取り組みで評価する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．関する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全係する安全に対する注意事項の説明を行う．する安全に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．対して，作品を設計・製作し，動作させることがする注意し，安全に実験に取り組むことができる．事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全の実験の取り組みで評価する．説明できる．を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

創造実験の取り組みで評価する．(1)「エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎の実験の取り組みで評価する．基礎(1)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎の実験の取り組みで評価する．取り組みで評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ法および報告書（レポート）の内容で評価する．基本動作に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．つい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．学習する．

創造実験の取り組みで評価する．(2)「エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎の実験の取り組みで評価する．基礎(2)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎の実験の取り組みで評価する．センサの簡単な原理と応用例を説明できる．ーの実験の取り組みで評価する．使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ用方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ法および報告書（レポート）の内容で評価する．その実験の取り組みで評価する．応用に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．つい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．学習する．

創造実験の取り組みで評価する．(3)「エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけた創造製作(1)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．沿った作品を，設計・製作する．った作品を設計・製作し，動作させることがを行って実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全設計・製作する．

創造実験の取り組みで評価する．(4)「エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけた創造製作(2)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．沿った作品を，設計・製作する．った作品を設計・製作し，動作させることがを行って実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全設計・製作する．

創造実験の取り組みで評価する．(5)「エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけた創造製作(3)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．沿った作品を，設計・製作する．った作品を設計・製作し，動作させることがを行って実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全設計・製作する．

創造実験の取り組みで評価する．(6)「課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがトライアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけル」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． エデュケーションSPIKEプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ライムの基礎を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．対して，作品を設計・製作し，動作させることがするトライアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけルを行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．（レポート）の内容で評価する．1）の内容で評価する．「マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけた計
測の実験の取り組みで評価する．自動化」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書および報告書（レポート）の内容で評価する．ブレッドを用いたセンシング実験」の達成度および報告書ボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．作製した電子回路を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全PC上に至ったときは，原則として年間総合評価は不可となる．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．て実験に臨むこと．自動で評価する．センサの簡単な原理と応用例を説明できる．計測結果を記録する方法を理を行って実験に臨むこと．記録する方法を理する方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ法を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．
解し，説明できる．する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．（レポート）の内容で評価する．2）の内容で評価する．「GUIアの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リケーションを行って実験に臨むこと．用
い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけた計測データを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．可となる．視化」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書および報告書（レポート）の内容で評価する．ブレッドを用いたセンシング実験」の達成度および報告書ボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．作製した電子回路を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全PC上に至ったときは，原則として年間総合評価は不可となる．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．て実験に臨むこと．自動で評価する．センサの簡単な原理と応用例を説明できる．計測結果を記録する方法を理を行って実験に臨むこと．可となる．視化する方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ法を行って実験に臨むこと．
理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．（レポート）の内容で評価する．3）の内容で評価する．「センサの簡単な原理と応用例を説明できる．特性を測定して説明測定して説明実験の取り組みで評価する．(1)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．（レポート）の内容で評価する．4）の内容で評価する．「センサの簡単な原理と応用例を説明できる．特性を測定して説明測定して説明実験の取り組みで評価する．(2)」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．（レポート）の内容で評価する．5）の内容で評価する．「アの基本的な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけクチュエータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．制御を行い，その性質を理解する．実
験の取り組みで評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

マへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．（レポート）の内容で評価する．6）の内容で評価する．「創造電子工作実験の取り組みで評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

HR教室において，実験担当者が各テーマの概要とテーマに関係する安全に対する注意事項の説明を行う．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．おい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全実験の取り組みで評価する．担当者が各テーマの概要とテーマに関係する安全に対する注意事項の説明を行う．が各テーマへの実験の取り組みで評価する．テーマへの実験の取り組みで評価する．の実験の取り組みで評価する．概要とテーマへの実験の取り組みで評価する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．関する基礎事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全係する安全に対する注意事項の説明を行う．する安全に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．対して，作品を設計・製作し，動作させることがする注意し，安全に実験に取り組むことができる．事項および現象を実験実習により確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全の実験の取り組みで評価する．説明できる．を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．う．

交流回路の実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．(1) 「交流の実験の取り組みで評価する．振幅と位相」と位相」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．
オシロスコープで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出の実験の取り組みで評価する．使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけを行って実験に臨むこと．再認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全識する．また，する．また，製作実習や計測実験等を通して電子工学全2つの実験の取り組みで評価する．素子の実験の取り組みで評価する．電圧を行って実験に臨むこと．同時に実施する．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．計測し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全その実験の取り組みで評価する．波形を観察することで，位相の差を確認するを行って実験に臨むこと．観察することで，位相の差を確認するすることで評価する．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全位相の実験の取り組みで評価する．差を確認するを行って実験に臨むこと．確認するとともに，製作実習や計測実験等を通して電子工学全する
．

交流回路の実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．(2) 「R，製作実習や計測実験等を通して電子工学全L，製作実習や計測実験等を通して電子工学全C回路素子の実験の取り組みで評価する．特性を測定して説明とLC並列に異なる実験実習を行う回路」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． R，製作実習や計測実験等を通して電子工学全L，製作実習や計測実験等を通して電子工学全C回路素子とLC並列に異なる実験実習を行う回路の実験の取り組みで評価する．周波数の特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．測定して説明し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全R，製作実習や計測実験等を通して電子工学全L，製作実習や計測実験等を通して電子工学全Cの実験の取り組みで評価する．働きについて理解する．き方，期限内での報告書の提出を身につけに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．つい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

交流回路の実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．(3) 「RLC直列に異なる実験実習を行う回路」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． RLC直列に異なる実験実習を行う回路の実験の取り組みで評価する．周波数の特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．測定して説明し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全直列に異なる実験実習を行う回路に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．おけるR，製作実習や計測実験等を通して電子工学全L，製作実習や計測実験等を通して電子工学全Cの実験の取り組みで評価する．働きについて理解する．き方，期限内での報告書の提出を身につけおよび報告書（レポート）の内容で評価する．共振特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．理と応用例を説明できる．解し，説明できる．する．

回路製作実習(1)「回路設計」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

回路製作実習(2)「基板設計と製作」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

回路製作実習(3)「回路製作と評価する．」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すデバイス製作実習(1)「半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すSi基板の実験の取り組みで評価する．計測と製作条件の決の実験の取り組みで評価する．決
定して説明」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

加工前の準備を行って実験に臨むこと．の実験の取り組みで評価する．Si基板の実験の取り組みで評価する．計測を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．確かめる．どの実験の取り組みで評価する．ような使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ条件の決で評価する．ダイオードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．作製するかを行って実験に臨むこと．考える．える．

半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すデバイス製作実習(2)「pn接合ダイオードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書の実験の取り組みで評価する．作製」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する． 特性を測定して説明を行って実験に臨むこと．確かめた半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すSiを行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全決めた条件の決で評価する．ダイオードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．作製する．

半導体を用いてダイオードを作製し，その特性を測定して説明すデバイス製作実習(3)「pn接合ダイオードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書の実験の取り組みで評価する．測定して説明」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．基礎実験の取り組みで評価する．(1) 「回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作入門」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．基礎実験の取り組みで評価する．(2)「交流回路シミュレーション」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

回路シミュレータを用いて電子回路，交流回路，論理回路の動作の実験の取り組みで評価する．基礎実験の取り組みで評価する．(3)「論理と応用例を説明できる．回路シミュレーション」の達成度および報告書（レポート）の内容で評価する．

実験の取り組みで評価する．とレポートの実験の取り組みで評価する．講評および報告書（レポート）の内容で評価する．実験の取り組みで評価する．報告書(レポート)の実験の取り組みで評価する．指導 実験の取り組みで評価する．とレポートの実験の取り組みで評価する．講評を行って実験に臨むこと．HR教室において，実験担当者が各テーマの概要とテーマに関係する安全に対する注意事項の説明を行う．で評価する．行って実験に臨むこと．った後，製作実習や計測実験等を通して電子工学全各テーマへの実験の取り組みで評価する．班に分け，班単位で実験実習を行う．毎に実験室に移動し，提出されたレポートについて，各実験担当者が個別に指に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．実験の取り組みで評価する．室において，実験担当者が各テーマの概要とテーマに関係する安全に対する注意事項の説明を行う．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．移動し，製作実習や計測実験等を通して電子工学全提出を身につけされたレポートに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．つい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけて実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全各テーマへの実験の取り組みで評価する．実験の取り組みで評価する．担当者が各テーマの概要とテーマに関係する安全に対する注意事項の説明を行う．が個別に指に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．指
導する．

備など）
考

中間で行う実験実習のテーマは同じである．試験の取り組みで評価する．および報告書（レポート）の内容で評価する．定して説明期試験の取り組みで評価する．は異なるが，実施する．しな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけい方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけ．
前の準備を行って実験に臨むこと．期は異なるが，2班に分け，班単位で実験実習を行う．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．分け，班単位で実験実習を行う．かれ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全6週は異なるが，連の回路作成の続き，センサの特性測定を行い，その性質を理解する．で評価する．行って実験に臨むこと．う創造実験の取り組みで評価する．とマへの実験の取り組みで評価する．イコンボードを用いたセンシング実験」の達成度および報告書を行って実験に臨むこと．用い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけたセンシング実験の取り組みで評価する．を行って実験に臨むこと．並行って実験に臨むこと．して実験に臨むこと．実施する．する．後期は異なるが，4班に分け，班単位で実験実習を行う．に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．分け，班単位で実験実習を行う．かれ，製作実習や計測実験等を通して電子工学全3週は異なるが，単位で評価する．異なる実験実習を行うな使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につけったテーマへの実験の取り組みで評価する．を行って実験に臨むこと．実施する．する．よって実験に臨むこと．，製作実習や計測実験等を通して電子工学全前の準備を行って実験に臨むこと．
期と後期毎に実験室に移動し，提出されたレポートについて，各実験担当者が個別に指に記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．全員同じ実験の取り組みで評価する．実習を行って実験に臨むこと．行って実験に臨むこと．うことに記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．な使い方を習得する．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気数学 (Electrical Mathematics))

[前期] 松露 真 准教授, [後期] 藤 健太 非常勤講師

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

理工学系の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．線形代数の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．とラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．学ぶ．4年で習う応用数学他専門科目のベースともなる習う応用数学他専門科目のベースともなるう応用数学他専門科目のベースともなる応用数学他専門科目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ベースともなる
ため，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるを学ぶ．で習う応用数学他専門科目のベースともなるきる限り豊富に取り入れる．り豊富に取り入れる．豊富に取り入れる．に取り入れる．取り入れる．り豊富に取り入れる．入れる．れる．

【A1】行列を用いた連立を学ぶ．用いた連立1次方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解法について理解できる．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきる．
行列を用いた連立を学ぶ．用いた連立1次方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解法について理解できる．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか，演習をできる限り豊富に取り入れる．前期中間試
験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．1次独立と行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ランクの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．関係を理解できる．を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきる．
ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．1次独立と行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ランクの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．関係を理解できる．を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか，演習をできる限り豊富に取り入れる．前期中間試験およびレポートで評価する．
およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな概念と行列式に関する諸計算について理解できと行列を用いた連立式の解法について理解できる．に取り入れる．関する諸計算について理解できに取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるき
る．

行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな概念と行列式に関する諸計算について理解できと行列を用いた連立式の解法について理解できる．に取り入れる．関する諸計算について理解できに取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか，演習をできる限り豊富に取り入れる．
前期中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】ベクトで評価する．ルの空間と線形写像の基本的な概念と諸計算について理解での基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな概念と行列式に関する諸計算について理解できと諸計算について理解できに取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなる
きる．

ベクトで評価する．ルの空間と線形写像の基本的な概念と諸計算について理解での基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな概念と行列式に関する諸計算について理解できと諸計算について理解できに取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか
，演習をできる限り豊富に取り入れる．前期定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．固有値，演習をできる限り豊富に取り入れる．固有ベクトで評価する．ルの，演習をできる限り豊富に取り入れる．対角化の概念と諸計算について理解の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．概念と行列式に関する諸計算について理解できと諸計算について理解できに取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解
で習う応用数学他専門科目のベースともなるきる．

行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．固有値，演習をできる限り豊富に取り入れる．固有ベクトで評価する．ルの，演習をできる限り豊富に取り入れる．対角化の概念と諸計算について理解の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．概念と行列式に関する諸計算について理解できと諸計算について理解できに取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理解で習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いる
か，演習をできる限り豊富に取り入れる．前期定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できなラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．定義式の解法について理解できる．から求めることができる．求めることができる．めることがで習う応用数学他専門科目のベースともなるきる．
基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できなラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．定義式の解法について理解できる．から求めることができる．求めることができる．めることがで習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか，演習をできる限り豊富に取り入れる．後期中間・定
期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】ラプラス変換の基礎を学ぶ．と逆ラプラス変換を求めることができる．ラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．求めることができる．めることがで習う応用数学他専門科目のベースともなるきる．
ラプラス変換の基礎を学ぶ．と逆ラプラス変換を求めることができる．ラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．求めることができる．めることがで習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか，演習をできる限り豊富に取り入れる．後期中間・定期
試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

【A1】ラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．用いて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．常微分方程式の解法について理解できる．を学ぶ．解くことがで習う応用数学他専門科目のベースともなるきる．
ラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．用いて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．常微分方程式の解法について理解できる．を学ぶ．解くことがで習う応用数学他専門科目のベースともなるきて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いるか，演習をできる限り豊富に取り入れる．後期定期試験およびレポートで評価する．
およびレポートで評価する．レポートで評価する．で習う応用数学他専門科目のベースともなる評価する．する．

成績は，試験は，演習をできる限り豊富に取り入れる．試験およびレポートで評価する．80%　レポートで評価する．20%　として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．評価する．する．試験およびレポートで評価する．成績は，試験は前期中間試験およびレポートで評価する．と定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．後期中間試験およびレポートで評価する．と定期試
験およびレポートで評価する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．4回の平均点とする．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で習う応用数学他専門科目のベースともなる60点とする．以上を合格とする．を学ぶ．合格とする．とする．

「リメディアルの線形代数」：桑村雅隆著（裳華房）　　桑村雅隆著（裳華房）　　
「応用数学」：桑村雅隆著（裳華房）　　上を合格とする．野健爾(監修)，演習をできる限り豊富に取り入れる．高専の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．数学教材研究会(編)　高専テキストで評価する．シリーズ　（森北出版）
「応用数学問題集」：桑村雅隆著（裳華房）　　上を合格とする．野健爾(監修)，演習をできる限り豊富に取り入れる．高専の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．数学教材研究会(編)　高専テキストで評価する．シリーズ　（森北出版）

「新編 高専の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．数学2 問題集(第2版)」：桑村雅隆著（裳華房）　　田代嘉宏編（森北出版）
「入れる．門線形代数」: 三宅 敏恒 著 (培風館)
「新編 高専の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．数学2(第2版)」: 田代嘉宏 編（森北出版）
「新編 高専の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．数学3(第2版)」: 田代嘉宏 編（森北出版）

D2「数学II」，演習をできる限り豊富に取り入れる．D4「応用数学I」，演習をできる限り豊富に取り入れる．D4「電気回の平均点とする．路III」，演習をできる限り豊富に取り入れる．D4「制御工学I」，演習をできる限り豊富に取り入れる．D5「制御工学II」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

内容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努に取り入れる．わたって線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．おり豊富に取り入れる．，演習をできる限り豊富に取り入れる．進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努われるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．で習う応用数学他専門科目のベースともなる，演習をできる限り豊富に取り入れる．予習う応用数学他専門科目のベースともなる・復習う応用数学他専門科目のベースともなるを学ぶ．行い，演習をできる限り豊富に取り入れる．その基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．つど授業内容を理解するように努授業内容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努を学ぶ．理解するよう応用数学他専門科目のベースともなるに取り入れる．努
めること．
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授業の計画（電気数学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5 行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義と性質 行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義と性質に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

6 行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．計算について理解でき 行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．計算について理解でき方法について理解できる．を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．簡単な応用に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．も説明し，演習する．する．

7 行列を用いた連立式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．余因子展開とクラメルの公式とクラメルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．公式の解法について理解できる． 余因子行列を用いた連立と連立方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．クラメルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．公式の解法について理解できる．に取り入れる．よる求めることができる．め方を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

8 中間試験およびレポートで評価する．

9 中間試験およびレポートで評価する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解説等 中間試験およびレポートで評価する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解答および解説を行い，重要な項目の復習・演習を行う．およびレポートで評価する．解説を学ぶ．行い，演習をできる限り豊富に取り入れる．重要とラプラス変換の基礎を学ぶ．な項目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．復習う応用数学他専門科目のベースともなる・演習う応用数学他専門科目のベースともなるを学ぶ．行う応用数学他専門科目のベースともなる．

10 ベクトで評価する．ルの空間の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基底と次元と次元

11 線形写像の基本的な概念と諸計算について理解で ベクトで評価する．ルの空間に取り入れる．おける線形写像の基本的な概念と諸計算について理解での基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．概念と行列式に関する諸計算について理解できを学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．行列を用いた連立に取り入れる．よる表示の方法を説明し，演習する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．方法について理解できる．を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

12 内積と計量ベクトル空間と計量ベクトル空間ベクトで評価する．ルの空間

13 固有値と固有ベクトで評価する．ルの

14 実行列を用いた連立・実対称行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．対角化の概念と諸計算について理解とその基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．応用

15 演習う応用数学他専門科目のベースともなる

16 積と計量ベクトル空間分の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．復習う応用数学他専門科目のベースともなる ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義に取り入れる．使う無限積分とラプラス変換でよく使う部分積分や部分分数分解について説明し，演習する．う応用数学他専門科目のベースともなる無限り豊富に取り入れる．積と計量ベクトル空間分とラプラス変換の基礎を学ぶ．で習う応用数学他専門科目のベースともなるよく使う無限積分とラプラス変換でよく使う部分積分や部分分数分解について説明し，演習する．う応用数学他専門科目のベースともなる部分積と計量ベクトル空間分や部分分数分解について説明し，演習する．部分分数分解に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

17 ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義 ラプラス変換の基礎を学ぶ．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義式の解法について理解できる．と簡単な変換の基礎を学ぶ．例を示し，演習する．を学ぶ．示の方法を説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

18 ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解でき性質

19 逆ラプラス変換を求めることができる．ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義 逆ラプラス変換を求めることができる．ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．考え方とその基本的な性質について説明し，演習する．え方とその基本的な性質について説明し，演習する．方とその基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな性質に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

20 常微分方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解でき性質 定数係を理解できる．数線形の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．常微分方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな性質に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

21 常微分方程式の解法について理解できる．への基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．応用 ラプラス変換の基礎を学ぶ．を学ぶ．用いると，演習をできる限り豊富に取り入れる．定数係を理解できる．数線形の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．常微分方程式の解法について理解できる．が容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努易に解けることを示し，演習する．に取り入れる．解けることを学ぶ．示の方法を説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

22 演習う応用数学他専門科目のベースともなる

23 中間試験およびレポートで評価する．

24 中間試験およびレポートで評価する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解答および解説を行い，重要な項目の復習・演習を行う．・解説等 中間試験およびレポートで評価する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．答および解説を行い，重要な項目の復習・演習を行う．案を返却し解答および解説を行うとともに， 重要な項目の復習・演習を行う．を学ぶ．返却し解答および解説を行うとともに， 重要な項目の復習・演習を行う．し解答および解説を行い，重要な項目の復習・演習を行う．およびレポートで評価する．解説を学ぶ．行う応用数学他専門科目のベースともなるとともに取り入れる．，演習をできる限り豊富に取り入れる． 重要とラプラス変換の基礎を学ぶ．な項目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．復習う応用数学他専門科目のベースともなる・演習う応用数学他専門科目のベースともなるを学ぶ．行う応用数学他専門科目のベースともなる．

25 単位ステップ関数の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義 単位ステップ関数の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義とその基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな性質に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

26 デルのタ関数の定義関数の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義 デルのタ関数の定義関数の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義とその基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな性質に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

27 合成積と計量ベクトル空間の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ラプラス変換の基礎を学ぶ． 合成積と計量ベクトル空間の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義と，演習をできる限り豊富に取り入れる．その基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．考え方とその基本的な性質について説明し，演習する．え方とその基本的な性質について説明し，演習する．方と結果について説明し，演習する．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

28 単位ステップ関数，演習をできる限り豊富に取り入れる．デルのタ関数の定義関数と合成積と計量ベクトル空間 単位ステップ関数，演習をできる限り豊富に取り入れる．デルのタ関数の定義関数を学ぶ．含む場合の合成積の結果について説明し，演習する．む場合の合成積の結果について説明し，演習する．場合の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．合成積と計量ベクトル空間の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．結果について説明し，演習する．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

29 線形システム 線形微分方程式の解法について理解できる．を学ぶ．線形システムで習う応用数学他専門科目のベースともなるあるとみなしたときの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．考え方とその基本的な性質について説明し，演習する．え方とその基本的な性質について説明し，演習する．方に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

30 演習う応用数学他専門科目のベースともなる

前期，演習をできる限り豊富に取り入れる．後期ともに取り入れる．中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．定期試験およびレポートで評価する．を学ぶ．実施する．する．

ベクトで評価する．ルの・行列を用いた連立・1次変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．復習う応用数学他専門科目のベースともなると固有値や部分分数分解について説明し，演習する．固有ベクトで評価する．ルの ベクトで評価する．ルのや部分分数分解について説明し，演習する．行列を用いた連立や部分分数分解について説明し，演習する．1次変換の基礎を学ぶ．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．復習う応用数学他専門科目のベースともなるを学ぶ．行い，演習をできる限り豊富に取り入れる．2次正方行列を用いた連立に取り入れる．おける固有値や部分分数分解について説明し，演習する．固有ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．性質を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．1次独立性 線形代数の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．理論の出発点となるベクトルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．出発点とする．となるベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．1次独立性に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

連立1次方程式の解法について理解できる．と掃き出し法き出し法について理解できる． 連立1次方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．掃き出し法き出し法について理解できる．に取り入れる．よる解法について理解できる．を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本変形とランク・連立1次方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．構造 行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本変形の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．方法について理解できる．を学ぶ．説明し，演習する．する．またランク(階数)の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．定義と求めることができる．め方を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．行列を用いた連立の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ランクと連立1次方程式の解法について理解できる．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．解の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．
種類の関係について説明し，演習する．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．関係を理解できる．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

第1回の平均点とする．から求めることができる．7回の平均点とする．まで習う応用数学他専門科目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．内容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．試験およびレポートで評価する．する．

一般的な概念と行列式に関する諸計算について理解できなベクトで評価する．ルの空間に取り入れる．おけるベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．1次独立性を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．ベクトで評価する．ルの空間の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基底と次元と次元に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

基底と次元は1次独立で習う応用数学他専門科目のベースともなるあれば自由に選べるが，各基底が直交していると便利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底から自由に選べるが，各基底が直交していると便利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底からに取り入れる．選べるが，各基底が直交していると便利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底からべるが，演習をできる限り豊富に取り入れる．各基底と次元が直交していると便利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底からして線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．いると便利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底からで習う応用数学他専門科目のベースともなるある．ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．内積と計量ベクトル空間を学ぶ．用いることで習う応用数学他専門科目のベースともなる，演習をできる限り豊富に取り入れる．任意の基底からの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基底と次元から求めることができる．
正規直交していると便利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底から基底と次元を学ぶ．生成する手法について理解できる．を学ぶ．学ぶ．

n次正方行列を用いた連立に取り入れる．対する固有値，演習をできる限り豊富に取り入れる．固有ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．求めることができる．め方を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

固有値，演習をできる限り豊富に取り入れる．固有ベクトで評価する．ルのを学ぶ．利である．ベクトルの内積を用いることで，任意の基底から用して線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．，演習をできる限り豊富に取り入れる．実行列を用いた連立を学ぶ．対角化の概念と諸計算について理解する方法について理解できる．を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．また，演習をできる限り豊富に取り入れる．実対称行列を用いた連立で習う応用数学他専門科目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．固有値と固有ベクトで評価する．ルのの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．性
質を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．応用として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．2次曲線の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．標準化の概念と諸計算について理解に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

9週目のベースともなる～14週目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．範囲について具体的な問題を解き，理解を深める．に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．具体的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな問題を学ぶ．解き，演習をできる限り豊富に取り入れる．理解を学ぶ．深める．める．

ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解でき性質(線形性，演習をできる限り豊富に取り入れる．相似性，演習をできる限り豊富に取り入れる．移動法について理解できる．則)に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

16～22回の平均点とする．まで習う応用数学他専門科目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．内容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

16～22回の平均点とする．まで習う応用数学他専門科目のベースともなるの基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．内容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．試験およびレポートで評価する．する．

基本的な概念と行列式に関する諸計算について理解できな工学問題に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．ラプラス変換の基礎を学ぶ．の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．例を示し，演習する．を学ぶ．示の方法を説明し，演習する．し，演習をできる限り豊富に取り入れる．第24週～第29週の基礎として線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．内容が多岐にわたっており，進捗ペースも速いと思われるので，予習・復習を行い，そのつど授業内容を理解するように努に取り入れる．ついて線形代数の概要とラプラス変換の基礎を学ぶ．演習う応用数学他専門科目のベースともなるする．

備など）
考
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配布プリントプリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

プログラミングⅡ (Programming II)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

アルゴリズム，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，プログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，実践的な見地から学習する．前期では，な見地から学習する．前期では，から学習する．前期では，学習する．前期では，前期では，では，C言語の復習とファイル入出力，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，復習とファイル入出力，ファイル入出力，
およびオブジェクト指向型言語（オブジェクト指向型言語の復習とファイル入出力，（Java言語の復習とファイル入出力，等）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性れる．前期では，後期では，ではウェブサービスなどとファイル入出力，連携した実用的で発展性した実用的で発展性実用的な見地から学習する．前期では，で発展性
のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ある技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “プログラミング言語の復習とファイル入出力，を実践的な見地から学習する．前期では，用いて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “紹介する．前期では，個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “チーム開発を実践的な見地から学習する．前期では，通して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性プログラミングで “
何か” を実現する歓びを感じて頂きたい．か” を実践的な見地から学習する．前期では，実現する歓びを感じて頂きたい．する歓びを感じて頂きたい．びオブジェクト指向型言語（を実践的な見地から学習する．前期では，感じて頂きたい．じて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性頂きたい．きた実用的で発展性い．前期では，

【A3】C言語の復習とファイル入出力，によるプログラミングのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，基礎を理解できる．を実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．できる．前期では，
C言語の復習とファイル入出力，プログラミングのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，基礎を理解できる．を実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．できて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性いるかを実践的な見地から学習する．前期では，前期では，中間試験，レポートで
評価する．する．前期では，

【A3】プログラミングによりファイル入出力操作をすることができる．ファイル入出力操作をすることができる．を実践的な見地から学習する．前期では，することファイル入出力，ができる．前期では，
ファイル入出力操作をすることができる．を実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．できて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性いるかを実践的な見地から学習する．前期では，前期では，中間試験，レポートで評価する．する
．前期では，

【A3】オブジェクト指向型プログラムを実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．することファイル入出力，ができる．前期では，
オブジェクト指向型プログラムのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，特徴であるインスタンス化，コンストラクタ，クであるインスタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ンス化，コンストラクタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，，ク
ラスのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，継承が理解できているかを前期定期試験，レポートで評価する．が理解できる．できて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性いるかを実践的な見地から学習する．前期では，前期では，定期では，試験，レポートで評価する．する．前期では，

【A3】提示された問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがされた実用的で発展性問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがを実践的な見地から学習する．前期では，解できる．決できるようなプログラミングをおこなうことができるようなプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，おこなうことファイル入出力，が
できる．前期では，

プログラミングによる問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことが解できる．決できるようなプログラミングをおこなうことが能力を実践的な見地から学習する．前期では，総合演習，プレゼンテーションとファイル入出力，プレゼン
関係資料，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，レポートで評価する．する．前期では，

成績は，試験は，試験35%　レポート30%　プレゼンテーション10%　総合演習15%　プレゼン関係資料10%　とファイル入出力，して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性評価する．する．前期では，
試験点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．は前期では，中間試験とファイル入出力，前期では，定期では，試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，平均を試験成績として評価する．を実践的な見地から学習する．前期では，試験成績は，試験とファイル入出力，して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性評価する．する．前期では，100点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．満点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．で60点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．以上を合格とする．尚，場を実践的な見地から学習する．前期では，合格とする．尚，場とファイル入出力，する．前期では，尚，場
合によりファイル入出力操作をすることができる．臨時試験を実践的な見地から学習する．前期では，実施する．臨時試験では，する．前期では，臨時試験では，70点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．以上を合格とする．尚，場を実践的な見地から学習する．前期では，合格とする．尚，場とファイル入出力，し，当該試験のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．数をを実践的な見地から学習する．前期では，60点は前期中間試験と前期定期試験の平均を試験成績として評価する．とファイル入出力，する．前期では，

「プログラミング言語の復習とファイル入出力，C ANSI規格とする．尚，場準拠」：」：B.W. カーニハン（共立出版）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性
「Java言語の復習とファイル入出力，プログラムレッスン 上を合格とする．尚，場下」：結城浩（」：結城浩（SBクリエイティブ）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性
「入門 Python 3」：Bill Lubanovic著，斎藤康毅監修，長尾高弘訳（オライリー・ジャパン）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性
「プログラマの数学 第のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，数を学 第2版」：結城浩（SBクリエイティブ）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性

情報基礎を理解できる．，プログラミングI，ソフトウェア工学，数を値解できる．析，電子工学実験実習

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目では，プログラミングでは，プログラミングIを実践的な見地から学習する．前期では，さら学習する．前期では，に実践的な見地から学習する．前期では，なものプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，へとファイル入出力，発展させることファイル入出力，を実践的な見地から学習する．前期では，目では，プログラミング指す．前期では，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，た実用的で発展性め，プログラミングIのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，内容を十分理を実践的な見地から学習する．前期では，十分理
解できる．して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性おく紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “必要がある．加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実がある．前期では，加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実えて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性，電子工学科におけるプログラミングは電子工学のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，知識と密接に関わっているので，実験実とファイル入出力，密接に関わっているので，実験実に関わって触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性いるのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，で，実験実
習などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，実習系科目では，プログラミングについて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性もそのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，楽しさを理解しておく必要がある．しさを実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性おく紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “必要がある．加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実がある．前期では，
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授業の計画（プログラミングⅡ）プログラミングⅡ）

テーマ 内容（プログラミングⅡ）目標・準備など）など）

1

2 関数をとファイル入出力，変数をについて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，講義を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う．前期では，

3

4 配列とポインタ，構造体のポインタ，ポインタのポインタを学習し，その使用方法について理解を深める．とファイル入出力，ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，，構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，体のポインタ，ポインタのポインタを学習し，その使用方法について理解を深める．のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，，ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，を実践的な見地から学習する．前期では，学習し，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，使用方法について理解を深める．について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性理解できる．を実践的な見地から学習する．前期では，深める．める．前期では，

5

6 科学計算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う上を合格とする．尚，場で，バイナリファイル を実践的な見地から学習する．前期では，扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．うことファイル入出力，は重要がある．加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実である．前期では，ここでは，バイナリファイルのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，入出力に関して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性学習を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う．前期では，

7 演習 ファイル入出力に関する演習を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う．前期では，

8 中間試験

9 試験問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，解できる．答と解説．オブジェクト指向型プログラミングの説明とファイル入出力，解できる．説．前期では，オブジェクト指向型プログラミングのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，説明

10 クラスとファイル入出力，オブジェクト，インスタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ンスのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，生成方法について理解を深める．を実践的な見地から学習する．前期では，講義し，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，使い方を実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．する．前期では，

11

12

13 オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，におけるファイル入出力操作をすることができる．を実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．する．前期では，

14 オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，演習 オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，に関する演習を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う．前期では，

15 総合演習 これまでのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，内容を十分理に関する総合演習を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う．前期では，

16

17

18

19 個人開発プレゼンテーション

20

21

22

23

24

25

26

27 前週に引き続きチーム課題に取り組む．に引き続きチーム課題に取り組む．き続きチーム課題に取り組む．きチーム課題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがに取り組む．りファイル入出力操作をすることができる．組む．む．前期では，

28 前週に引き続きチーム課題に取り組む．に引き続きチーム課題に取り組む．き続きチーム課題に取り組む．きチーム課題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがに取り組む．りファイル入出力操作をすることができる．組む．む．前期では，

29 前週に引き続きチーム課題に取り組む．に引き続きチーム課題に取り組む．き続きチーム課題に取り組む．きチーム課題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがに取り組む．りファイル入出力操作をすることができる．組む．む．前期では，

30 チーム開発プレゼンテーションとファイル入出力，総括

C言語の復習とファイル入出力，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，復習1
2年次に学習したに学習した実用的で発展性C言語の復習とファイル入出力，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，復習を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う．前期では，ここでは，標準入出力やチーム開発を通してプログラミングで “四則演算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．，2進数をのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，計算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．に必要がある．加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実な論理演算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．やチーム開発を通してプログラミングで “シフト演算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．，科学計
算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．に欠かせない算術演算関数について復習する．かせない算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “演算を行う上で，バイナリファイル を扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．関数をについて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性復習する．前期では，

C言語の復習とファイル入出力，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，復習2

ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，1
C言語の復習とファイル入出力，では，ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，を実践的な見地から学習する．前期では，利用して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性メモリ上を合格とする．尚，場のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，アドレスにアクセスすることファイル入出力，ができる．前期では，ここでは，メモリに割り当てられたポインタ変数がりファイル入出力操作をすることができる．当て触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性ら学習する．前期では，れた実用的で発展性ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，変数をが
どのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ような振る舞いを行うかを学び，その使用方法について理解を深める．る舞いを行うかを学び，その使用方法について理解を深める．いを実践的な見地から学習する．前期では，行う．うかを実践的な見地から学習する．前期では，学びオブジェクト指向型言語（，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，使用方法について理解を深める．について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性理解できる．を実践的な見地から学習する．前期では，深める．める．前期では，

ポインタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，2

ファイル入出力1
プログラミングにおいて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，を実践的な見地から学習する．前期では，読み込んだり，結果を書き出したりする処理は重要である．このような処理ファイルは入出力と呼み込んだり，結果を書き出したりする処理は重要である．このような処理ファイルは入出力と呼込んだり，結果を書き出したりする処理は重要である．このような処理ファイルは入出力と呼んだりファイル入出力操作をすることができる．，結果を書き出したりする処理は重要である．このような処理ファイルは入出力と呼を実践的な見地から学習する．前期では，書き出したりする処理は重要である．このような処理ファイルは入出力と呼き出した実用的で発展性りファイル入出力操作をすることができる．する処理は重要がある．加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実である．前期では，このプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ような処理ファイルは入出力とファイル入出力，呼
ばれるが，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，概要がある．加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実を実践的な見地から学習する．前期では，示された問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがす．前期では，また実用的で発展性，ファイルにはテキストファイルとファイル入出力，バイナリファイルが存在するが，ここではテキストファイルを中心するが，ここではテキストファイルを実践的な見地から学習する．前期では，中心
にそのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，入出力方法について理解を深める．を実践的な見地から学習する．前期では，学ぶ．前期では，

ファイル入出力2

1～7週に引き続きチーム課題に取り組む．に関する内容を十分理のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，中間試験

中間試験問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，解できる．答と解説．オブジェクト指向型プログラミングの説明を実践的な見地から学習する．前期では，示された問題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがし，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，解できる．説を実践的な見地から学習する．前期では，する．前期では，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，後，オブジェクト指向型プログラミングのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，説明を実践的な見地から学習する．前期では，行う．い，手続きチーム課題に取り組む．き型プログラミング
とファイル入出力，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，違いを学習する．また，いを実践的な見地から学習する．前期では，学習する．前期では，また実用的で発展性，Java言語の復習とファイル入出力，ベースであるProcessing言語の復習とファイル入出力，等を実践的な見地から学習する．前期では，用いて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性オブジェクト指向型プログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．する．前期では，

オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，1　クラスとファイル入出力，インスタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ンス

オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，2　コンストラクタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，
クラスから学習する．前期では，オブジェクトを実践的な見地から学習する．前期では，インスタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ンス化する際，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，初期では，化処理を実践的な見地から学習する．前期では，行う．うコンストラクタ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，とファイル入出力，いう概念が存在する，その使用方法を学が存在するが，ここではテキストファイルを中心する，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，使用方法について理解を深める．を実践的な見地から学習する．前期では，学
びオブジェクト指向型言語（，理解できる．を実践的な見地から学習する．前期では，深める．める．前期では，

オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，3　継承が理解できているかを前期定期試験，レポートで評価する． あるクラスに，新しいメソッドやフィールドを追加して新しいクラスを作ることを継承という．これらの概念を理解し，演習を通して理しいメソッドやチーム開発を通してプログラミングで “フィールドを実践的な見地から学習する．前期では，追加えて，電子工学科におけるプログラミングは電子工学の知識と密接に関わっているので，実験実して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性新しいメソッドやフィールドを追加して新しいクラスを作ることを継承という．これらの概念を理解し，演習を通して理しいクラスを実践的な見地から学習する．前期では，作をすることができる．ることファイル入出力，を実践的な見地から学習する．前期では，継承が理解できているかを前期定期試験，レポートで評価する．とファイル入出力，いう．前期では，これら学習する．前期では，のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，概念が存在する，その使用方法を学を実践的な見地から学習する．前期では，理解できる．し，演習を実践的な見地から学習する．前期では，通して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性理
解できる．を実践的な見地から学習する．前期では，深める．める．前期では，

オブジェクト指向言語の復習とファイル入出力，4　ファイル操作をすることができる．とファイル入出力，入出力

Web技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “入門 1 HTML，CSSを実践的な見地から学習する．前期では，用いた実用的で発展性Webページ作をすることができる．成のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，た実用的で発展性めのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，基本事項を学習する．を実践的な見地から学習する．前期では，学習する．前期では，

Web技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “入門 2 Webフレームワークを実践的な見地から学習する．前期では，用いた実用的で発展性Webページ作をすることができる．成手法について理解を深める．を実践的な見地から学習する．前期では，学習する．前期では，

Web技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “入門 3 前週に引き続きチーム課題に取り組む．に引き続きチーム課題に取り組む．き続きチーム課題に取り組む．き，Webフレームワークを実践的な見地から学習する．前期では，用いた実用的で発展性Webページ作をすることができる．成手法について理解を深める．を実践的な見地から学習する．前期では，学習する．前期では，

前期では，演習で制作をすることができる．した実用的で発展性アプリケーションを実践的な見地から学習する．前期では，紹介するWebページを実践的な見地から学習する．前期では，作をすることができる．成し，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，発表を行う（を実践的な見地から学習する．前期では，行う．う（1人2分程度シラバス）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性．前期では，

JavaScript入門 1 JavaScript言語の復習とファイル入出力，を実践的な見地から学習する．前期では，用いた実用的で発展性動的な見地から学習する．前期では，なWebアプリ作をすることができる．成技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “を実践的な見地から学習する．前期では，学習する．前期では，

JavaScript入門 2 前週に引き続きチーム課題に取り組む．に引き続きチーム課題に取り組む．き続きチーム課題に取り組む．き，動的な見地から学習する．前期では，なWebアプリ作をすることができる．成技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “を実践的な見地から学習する．前期では，学習する

JavaScript入門 3 前週に引き続きチーム課題に取り組む．に引き続きチーム課題に取り組む．き続きチーム課題に取り組む．き，動的な見地から学習する．前期では，なWebアプリ作をすることができる．成技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “を実践的な見地から学習する．前期では，学習する．前期では，

データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，サイエンス入門 1
Webアプリケーション上を合格とする．尚，場でのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，HTTP通信によるによるGet，Postリクエストを実践的な見地から学習する．前期では，実装し．し．前期では，Google Apps Scriptおよびオブジェクト指向型言語（Google Spread 
Sheetsを実践的な見地から学習する．前期では，用いた実用的で発展性簡易データベースアプリケーションを実装し，データベースの作成技術およびその扱い方を学ぶ．データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ベースアプリケーションを実践的な見地から学習する．前期では，実装し．し，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ベースのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，作をすることができる．成技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “およびオブジェクト指向型言語（そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．い方を実践的な見地から学習する．前期では，学ぶ．前期では，

データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，サイエンス入門 2 デスクトップアプリケーション上を合格とする．尚，場でのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，HTTP通信によるによるGet，Postリクエストを実践的な見地から学習する．前期では，実装し．し．前期では，Google Apps Scriptおよびオブジェクト指向型言語（Google 
Spread Sheetsを実践的な見地から学習する．前期では，用いた実用的で発展性簡易データベースアプリケーションを実装し，データベースの作成技術およびその扱い方を学ぶ．データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ベースアプリケーションを実践的な見地から学習する．前期では，実装し．し，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，ベースのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，作をすることができる．成技術について，各種プログラミング言語を用いて広く紹介する．個人開発やチーム開発を通してプログラミングで “およびオブジェクト指向型言語（そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，扱うことは重要である．ここでは，バイナリファイルの入出力に関して学習を行う．い方を実践的な見地から学習する．前期では，学ぶ．前期では，

データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，サイエンス入門 3 Google Spread Sheetsのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，を実践的な見地から学習する．前期では，Pythonのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，機械学習ライブラリを実践的な見地から学習する．前期では，用いて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性解できる．析し，データ構造などのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，分析のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，実装し．方法について理解を深める．を実践的な見地から学習する．前期では，学ぶ．前期では，

チーム開発 1 与えられた目標に基づき，チームで課題を設定し，課題に合ったプログラミング言語を選定し，その実装に取り組む．本講義で紹介えら学習する．前期では，れた実用的で発展性目では，プログラミング標に基づき，チームで課題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがを実践的な見地から学習する．前期では，設定し，課題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがに合った実用的で発展性プログラミング言語の復習とファイル入出力，を実践的な見地から学習する．前期では，選定し，そのプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，実装し．に取り組む．りファイル入出力操作をすることができる．組む．む．前期では，本講義で紹介
して触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性いない言語の復習とファイル入出力，でも差し支えない．し支えない．えない．前期では，

チーム開発 2

チーム開発 3

チーム開発 4

チーム課題を解決できるようなプログラミングをおこなうことがについて触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，プレゼンテーションを実践的な見地から学習する．前期では，行う．う（1チーム4分程度シラバス）について触れる．後期ではウェブサービスなどと連携した実用的で発展性．前期では，また実用的で発展性，このプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，講義のプログラミングを実践的な見地から学習する．前期では，総括を実践的な見地から学習する．前期では，おこなう．前期では，

備など）
考

前期では，中間試験およびオブジェクト指向型言語（前期では，定期では，試験を実践的な見地から学習する．前期では，実施する．臨時試験では，する．前期では，
後期では，は試験を実践的な見地から学習する．前期では，実施する．臨時試験では，せず，かわりファイル入出力操作をすることができる．にプレゼンテーションおよびオブジェクト指向型言語（レポートで評価する．する．前期では，
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科　目

担当教員 橋本 好幸 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 単位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．中間試験，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．定期試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．評価する．する．

2

3 電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．評価する．する．

4

5 静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．できるか定期試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．評価する．する．

6

7 誘電体中の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．できるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．定期試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．評価する．する．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「電気学会大学講座 電磁気学」： 山田直平，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．桂井 誠（電気学会）

参考書 「電気学会大学講座 電気磁気学問題演習詳解」：桂井 誠（電気学会）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気磁気学Ⅰ (Electromagnetics I)

電子工学科・3年・後期・必修・2単位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．【講義】 ( 学修単位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気磁気学は，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．電気や磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．学びレポートにより評価する．，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．体系的に把握する学問である．本講義では，真空中に把握する学問である．本講義では，真空中する学問である．本講義では，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．真空中
およびレポートにより評価する．物質中（導体・誘電体）における静電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．対象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中とする．ベクトにより評価する．ル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中係式の導出を通じて，諸法則の物理の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．導出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．通じて，諸法則の物理じて，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．物理
的に把握する学問である．本講義では，真空中意味を深く理解することを目指す．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．深く理解することを目指す．く使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解することを正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．目指す．す．

【A4-D1】SI単位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．系を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．しい単位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．表示や諸計算ができる．や磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中諸計算が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．できる．

【A4-D1】クーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがでの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理いて電荷間に生じる力を計算することがでじる力を計算することがでを正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．計算することが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．で
きる．

クーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがでの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中で電荷間に生じる力を計算することがでじる力を計算することがでを正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．計算できるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．中間試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．
により評価する．評価する．する．

【A4-D1】電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．定義を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．導体系における電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．計算することが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．でき
る．

【A4-D1】ガウスの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．導体系における電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．計算することが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．で
きる．

ガウスの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理いて電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．できるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．中間試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．評
価する．する．

【A4-D1】導体系における静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．計算できる．

【A4-D1】誘電体の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．特徴や性質について説明できる．や磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中性質について説明できる．できる．
誘電体の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．特徴や性質について説明できる．や磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中性質について説明できる．できるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．定期試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．評
価する．する．

【A4-D1】誘電体中の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できる．

【A4-D1】誘電体を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．含んだ系の静電容量が計算できる．んだ系の静電容量が計算できる．系の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できる．
誘電体を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．含んだ系の静電容量が計算できる．んだ系の静電容量が計算できる．系の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．できるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．定期試験およびレポートにより評価する．レポートにより評価する．により評価する．
評価する．する．

成績は，試験は，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．試験80%　レポートにより評価する．20%　として評価する．する．な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中お，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．試験成績は，試験は，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．中間試験と定期試験の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．合計2回の平均点とすの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．平均点とすとす
る．100点とす満点とすで60点とす以上を合格とする．また，各試験がを正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．合格とする．また，各試験がとする．また関係式の導出を通じて，諸法則の物理，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．各試験が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．60点とす未満で臨時試験を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．実施する場合は，する場合は，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．70点とす以上を合格とする．また，各試験がで合格とする．また，各試験がとし，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．
当該試験の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．点とす数はは60点とすとする．

数は学I，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．数は学II，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．物理，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．電子工学序論，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．電気磁気学II，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．応用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理物理

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業ではベクトにより評価する．ル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．中心に進めていく．履修前に，微分・積分およびベクトルについて十分に理解しておくこと．また，物に進めていく．履修前に，微分・積分およびベクトルについて十分に理解しておくこと．また，物めていく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．．履修前に，微分・積分およびベクトルについて十分に理解しておくこと．また，物に，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．微分・積分およびレポートにより評価する．ベクトにより評価する．ル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理について十分に理解しておく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．こと．また関係式の導出を通じて，諸法則の物理，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．物
理において電気磁気学の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．基礎的に把握する学問である．本講義では，真空中な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中定理について理解しておく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．ことが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．望ましい．ましい．
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授業の計画（電気磁気学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電荷とクーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがでの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中

2 真空中にある点とす電荷による電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する． 電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．とは何かを学習し，真空中に点電荷が存在する場合の電界が計算できるようになる．かを正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．学習し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．真空中に点とす電荷が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．存在する場合の電界が計算できるようになる．する場合の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

3 仕事量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．と電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する． 仕事量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．と電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中係を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．とは何かを学習し，真空中に点電荷が存在する場合の電界が計算できるようになる．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．示や諸計算ができる．すかが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．説明できる．できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

4 ガウスの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．定理 ガウスの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．定理について解説するの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．で，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．ガウスの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．定理が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．説明できる．できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

5 帯電した関係式の導出を通じて，諸法則の物理球や円筒によって生じる電位と電界が計算できるようになる．や磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中円筒によって生じる電位と電界が計算できるようになる．によって生じる力を計算することがでじる電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．と電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

6 帯電した関係式の導出を通じて，諸法則の物理無限平面，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．同心に進めていく．履修前に，微分・積分およびベクトルについて十分に理解しておくこと．また，物球や円筒によって生じる電位と電界が計算できるようになる．な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中どによって生じる力を計算することがでじる電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．と電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

7 真空中での電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．およびレポートにより評価する．電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算について演習を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．行う．う．

8 中間試験

9 導体系の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．有するエネルギーと導体に働く力（中間試験返却を含む）するエネル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理ギーと導体に働く力（中間試験返却を含む）く使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．力を計算することがで（中間試験返却を含む）を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．含んだ系の静電容量が計算できる．む）

10 静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．について理解し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．導体球や円筒によって生じる電位と電界が計算できるようになる．，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．円筒によって生じる電位と電界が計算できるようになる．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．求められるようになる．められるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

11 平行う．平板，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．平行う．導線の静電容量が求められるようになる．また，様々な静電容量の演習問題が解けるようになる．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．求められるようになる．められるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．また関係式の導出を通じて，諸法則の物理，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．演習問題が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．解けるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

12 誘電体の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．性質 誘電体とは何かを学習し，真空中に点電荷が存在する場合の電界が計算できるようになる．かが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．説明できる．できるとともに，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．その電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．性質と分極が生じる原理について理解する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．生じる力を計算することがでじる原理について理解する．

13 誘電体中の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する． 誘電体中の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．誘電体が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．含んだ系の静電容量が計算できる．まれる場合の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．や磁気に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

14 電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．エネル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理ギーと誘電体に働く力（中間試験返却を含む）く使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．力を計算することがで 誘電体中に蓄えられるエネルギーが求められる．また，誘電体に働く力が計算できるようになる．えられるエネル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理ギーが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．求められるようになる．められる．また関係式の導出を通じて，諸法則の物理，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．誘電体に働く力（中間試験返却を含む）く使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．力を計算することがでが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．

15 静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．誘電体に働く力（中間試験返却を含む）く使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．力を計算することがで，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．静電エネル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理ギーの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中する演習を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．行う．う．
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電荷，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．物質の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．電気的に把握する学問である．本講義では，真空中性質，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．クーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがでの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中について解説する．クーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがでの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理いて，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．電荷間の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．クーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがで力を計算することがでが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中
ること．

静電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算1

静電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算2

演習1

クーロンの法則を用いて電荷間に生じる力を計算することがでの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．定義と導体系における電位を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する． ガウスの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．理解と導体系における電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算について出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．題す
る．

導体系に蓄えられるエネルギーが求められる．また，誘電体に働く力が計算できるようになる．えられるエネル解析を用いた関係式の導出を通じて，諸法則の物理ギーが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．同様に，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．導体系に働く力（中間試験返却を含む）く使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．力を計算することがでが算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．計算できるようにな電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中る．（授業の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．最初に中間試に中間試
験の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．返却を含む）と簡単な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中解説を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．行う．う．）

静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算1

静電容量を算出できるか定期試験およびレポートにより評価する．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．計算2

演習2

備など）
考

後期中間試験およびレポートにより評価する．後期定期試験を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．実施する場合は，する．
本科目の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．修得には，には，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．30 時間の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．授業の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．受講と 60 時間の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．事前に，微分・積分およびベクトルについて十分に理解しておくこと．また，物・事後の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．自己学習が算出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．必要である．事前学習では，次回の授業に関する資料を閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．である．事前に，微分・積分およびベクトルについて十分に理解しておくこと．また，物学習では，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．次回の平均点とすの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．授業に関する諸法則を学び，様々な電磁現象を体系的に把握する学問である．本講義では，真空中する資料を閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．し，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．各自で内容を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解しておく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．こと．
事後学習では，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．当日の授業の復習を行い，理解度を確認すること．また，適宜，課題を配付するので，指定期日までにレポート提出すること．の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．授業の電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．復習を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．行う．い，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．理解度シラバスを正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．確認すること．また，適宜，課題を配付するので，指定期日までにレポート提出すること．すること．また関係式の導出を通じて，諸法則の物理，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．適宜，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．課題を正しく使えるか，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．配付するので，指定期日までにレポート提出すること．するの電界が算出できるか，定期試験およびレポートにより評価する．で，中間試験，定期試験およびレポートにより評価する．指す．定期日の授業の復習を行い，理解度を確認すること．また，適宜，課題を配付するので，指定期日までにレポート提出すること．までにレポートにより評価する．提出できるかどうか中間試験およびレポートにより評価する．すること．
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科　目

担当教員 西 敬生 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）」松波弘之，吉本昌広（共立出版）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）

電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版） (Electronic Devices))

電子デバイス 工学科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

我々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部いたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部する電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部や，動作原理，その生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部構造について解説する．特に，どの部について解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部特に，どの部に，どの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部部
品がどんな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．がどんな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．たすの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部か，実際の部品と特性が合致することを目指す．の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部部品がどんな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．と特に，どの部性が合致することを目指す．が合致することを目指す．することを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．目指す．す．特に，どの部

【A4-D2】pn接合ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．始め種々のダイオードの簡単な原理や役割め種々のダイオードの簡単な原理や役割種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部簡単な役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．原理や役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．
について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．することがで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部きる．特に，どの部

種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部動作原理について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する問題をレポートと前期中間試を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．レポートと前期中間試と前期中間試
験で出題し評価する．で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部出題をレポートと前期中間試し評価する．評価する．する．特に，どの部

【A4-D2】バイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タややFETな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．どの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部簡単な役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．原理や役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．につい
て解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．することがで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部きる．特に，どの部

バイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タややFETな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．どの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部動作原理について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する問題をレポートと前期中間試を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．レポ
ートと前期中間試と前期中間試験で出題し評価する．で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部出題をレポートと前期中間試し評価する．評価する．する．特に，どの部

【A4-D2】半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．用いた発光素子や受光素子など光デバイスの原理やいた発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光素子デバイス や受光素子デバイス な役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．ど光デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部原理や
使い方について簡単に説明できる．い方について簡単に説明できる．について解説する．特に，どの部簡単に説する．特に，どの部明することができる．で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部きる．特に，どの部

光デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部原理や使い方について簡単に説明できる．い方について簡単に説明できる．について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する問題をレポートと前期中間試を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．レポートと前期中間試と前期定期試験で出題し評価する．
で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部出題をレポートと前期中間試し評価する．評価する．する．特に，どの部

【A4-D2】集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介でやパワーデバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）な役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．どの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）について解説する．特に，どの部紹介でで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部
きる．特に，どの部

集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介での生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部応用いた発光素子や受光素子など光デバイスの原理や例やパワーデバイスの原理について説明させる問題をレポやパワーデバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部原理について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．させる問題をレポートと前期中間試を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．レポ
ートと前期中間試と前期定期試験で出題し評価する．で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部出題をレポートと前期中間試し評価する．評価する．する．特に，どの部

成績は，試験は，試験で出題し評価する．85%　レポートと前期中間試15%　とし評価する．て解説する．特に，どの部評価する．する．特に，どの部試験で出題し評価する．成績は，試験は2回の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部試験で出題し評価する．の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部平均とする．総合評価においてはとする．特に，どの部総合評価する．において解説する．特に，どの部は100点満
点中60点以上を合格とする．また，臨時試験を実施する場合は，を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．合格とする．また，臨時試験を実施する場合は，とする．特に，どの部また，臨時試験で出題し評価する．を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．実施する場合は，する場合は，70点以上を合格とする．また，臨時試験を実施する場合は，で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部合格とする．また，臨時試験を実施する場合は，とし評価する．，当該試験で出題し評価する．の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部点数をを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．60点とする．特に，どの部

「電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）工学」古川静二郎，萩田陽一郎，浅野種正（森北出版）
「絵から学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）から学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）
「半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）・ICの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部すべて解説する．特に，どの部」菊地正典，高山洋一郎，鈴木俊一（電波新聞社）
「半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）入門」大豆生田利章（電気書院）
「電子デバイス 情報通信レクチャーシリーズ レクチャーシリーズ A-9 電子デバイス 物性が合致することを目指す．とデバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）」：益一哉・天川修平（コロナ社）社）

電子デバイス 工学序論（1年），半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）工学（4年），光エレクトと前期中間試ロニクス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）（5年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電子デバイス）デバイス）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）と半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）について解説する．特に，どの部

2

3 種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部紹介でおよびその生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部特に，どの部性が合致することを目指す．について解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部

4 前回の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部続きを行う．きを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．行う．う．特に，どの部

5

6

7

8 中間試験で出題し評価する．

9 中間試験で出題し評価する．の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部解答，解説する．特に，どの部，半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）光物性が合致することを目指す．

10

11

12 前回の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部続きを行う．きで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部受光素子デバイス について解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部

13

14

15 パワーデバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部主役で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部あるダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割やトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやは半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）という物質を原料に作られる．この半導体とは何かについて説明を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．原料に作られる．この半導体とは何かについて説明に作ら学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）れる．特に，どの部この生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）とは何かについて説明かについて解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．
する．特に，どの部

pn接合 p形半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）とn形半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．接合し評価する．たpn接合の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部特に，どの部徴や整流性を示す原理について説明する．や整流性が合致することを目指す．を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．示す原理について説明する．す原理について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部仕組みと働きみと働ききI

種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部仕組みと働きみと働ききII

バイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやI 半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部p形とn形を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．npnやpnpの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ように接合し評価する．て解説する．特に，どの部作ったバイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部動作原理について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

バイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやIIと電界効果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．型トランジスタトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タや(FET)I 前回に引き続いてバイポーラトランジスタについて解説する．またき続きを行う．いて解説する．特に，どの部バイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやについて解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部またFETの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部種類と構造，動作原理について説明する．と構造について解説する．特に，どの部，動作原理について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

電界効果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．型トランジスタトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タや(FET)II 前回に引き続いてバイポーラトランジスタについて解説する．またき続きを行う．き，FETについて解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

電子デバイス デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部意味や分類，半導体やや分類と構造，動作原理について説明する．，半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）やpn接合，種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割，バイポーラトと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タや，FETについて解説する．特に，どの部理解度シラバスを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．確かめる問題かめ種々のダイオードの簡単な原理や役割る問題をレポートと前期中間試
を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．出す．特に，どの部

中間試験で出題し評価する．の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部解答と解説する．特に，どの部および学生による学習目標達成度シラバス評価する．を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．行う．う．特に，どの部また半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）へ光が入射した時に生じる現象や効果につい光が入射した時に生じる現象や効果についし評価する．た時に生じる現象や効果についや効果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．につい
て解説する．特に，どの部，また半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）から学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光素子デバイス I 至る所で目にするようになった発光ダイオードる所で目にするようになった発光ダイオードで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部目にするようにな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．った発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割(LED)について解説する．特に，どの部，動作原理，発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光色，使い方について簡単に説明できる．われて解説する．特に，どの部いる材料に作られる．この半導体とは何かについて説明や構造について解説する．特に，どの部に関して解説する．し評価する．て解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部

発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光素子デバイス IIと受光素子デバイス I
前回の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部光素子デバイス の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部続きを行う．きと受光素子デバイス について解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部受光素子デバイス とし評価する．て解説する．特に，どの部フォトと前期中間試ダイオードを始め種々のダイオードの簡単な原理や役割やフォトと前期中間試トと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．ど光センサーとし評価する．
て解説する．特に，どの部用いた発光素子や受光素子など光デバイスの原理やいら学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）れるデバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部構造について解説する．特に，どの部や種類と構造，動作原理について説明する．について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

受光素子デバイス II

集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介でI 集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介で(IC)の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部必然性が合致することを目指す．や役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．について解説する．特に，どの部説する．特に，どの部明することができる．するとともに，半導体デバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介での生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部例やパワーデバイスの原理について説明させる問題をレポを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．紹介でする．特に，どの部

集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介でII NOTやAND，ORな役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．ど論理回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介でを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．トと前期中間試ランジス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．用いた発光素子や受光素子など光デバイスの原理やいた集積回路やパワーデバイスなどの電子デバイスについて紹介でで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部どの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ように実現し評価する．て解説する．特に，どの部いるの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部かを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．説する．特に，どの部明することができる．する．特に，どの部

pn接合が多段に形成された電力制御用デバイスである種々のサイリスタの紹介とその動作原理や構造について解説する．に形成された電力制御用いた発光素子や受光素子など光デバイスの原理やデバイス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ある種々の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部サイリス」松波弘之，吉本昌広（共立出版）タやの生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部紹介でとその生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部動作原理や構造について解説する．特に，どの部について解説する．特に，どの部解説する．特に，どの部する．特に，どの部

備など）
考

前期中間試験で出題し評価する．および前期定期試験で出題し評価する．を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．実施する場合は，する．特に，どの部
本科目の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部修得には，には，30 時間の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部授業の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部受講と 60 時間の生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では動画や教科書など教員から指定された教材を用いて内容をまとめての生活のいたるところで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部自己学習が必要である．事前学習では動画や教科書など教員から指定された教材を用いて内容をまとめてで活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部ある．特に，どの部事前学習で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部は動画や教科書など教員から指定された教材を用いて内容をまとめてや教科書な役割を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．ど教員から指定された教材を用いて内容をまとめてから学ぶ半導体デバイス工学」谷口研二，宇野重康（昭晃堂）指す．定された教材を果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．用いた発光素子や受光素子など光デバイスの原理やいて解説する．特に，どの部内容をまとめてを果たすのか，実際の部品と特性が合致することを目指す．まとめ種々のダイオードの簡単な原理や役割て解説する．特に，どの部
おくこと．特に，どの部事後の自己学習が必要である．事前学習では動画や教科書など教員から指定された教材を用いて内容をまとめて学習で活躍する電子デバイスの開発の歴史や，動作原理，その構造について解説する．特に，どの部は宿題をレポートと前期中間試とし評価する．て解説する．特に，どの部課された課題に取り組むこと．された課された課題に取り組むこと．題をレポートと前期中間試に取り組むこと．り組むこと．組みと働きむこと．特に，どの部
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神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気回路Ⅱ Ⅱ (Electric Circuit II)

電子工学科・3年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気回路Ⅱ 網で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種手法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回習熟する．さらに伝送回路としての電気回する．さらに必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回伝送回路Ⅱ として習熟する．さらに伝送回路としての電気回の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回電気回
路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回基本を学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回二端子対回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種パラメータ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回フィルタ回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習する．

【A4-D1】交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種定理を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回電気回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回応用できる．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きる．
キルヒホッフの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回どの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種定理を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回電圧や電流なやテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な電流な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
どを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回算に応用できる．出できるかどうかを中間試験で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きるかどうかを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験(前期・後期)及び定期試験び定期試験定期試験(前期・後期)，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
レポートにより評価する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回より立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．する．

【A4-D1】最大有効電力定理やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスターデルタ変換について理解し，公式をに必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回公式をを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
用できる．いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回応用できる．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きる．

スターデルタ変換について理解し，公式を公式をを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい計算に応用できる．やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な最大有効電力定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回導出できるかどうかを中間試験方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回い
て習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きて習熟する．さらに伝送回路としての電気回いるかどうかを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験(後期)及び定期試験び定期試験定期試験(前期・後期)，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回レポ
ートにより評価する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回より立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．する．

【A4-D1】相互誘導の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概念を理解できる．また，相互誘導を含む電気回路を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きる．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回相互誘導を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回含む電気回路む電気回路電気回路Ⅱ 
の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．がで成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きる．

相互誘導回路Ⅱ やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な相互インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回含む電気回路む電気回路ブリッジ回路の電圧や電流が算出回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回電圧や電流なやテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な電流が算に応用できる．出できるかどうかを中間試験
で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きるかどうかを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験(後期)及び定期試験び定期試験定期試験(後期)，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回レポートにより評価する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回より立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．す
る．

【A4-D1】ベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回が理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回き，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスやテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なアドミタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
電流の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回表すことができる．すことがで成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きる．

交流回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おけるベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回表すことができる．すことがで成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きるかを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験(後期)及び定期試験び定期試験
定期試験(後期)，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回レポートにより評価する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回より立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．する．

【A4-D1】2端子対回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回アドミタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスパラメータ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダ
ンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスパラメータ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回基本を学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．パラメータな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回ど各種パラメータが求められる．められる．

インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスパラメータやテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なアドミタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスパラメータな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回どを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種パラメー
タの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回算に応用できる．出できるかどうかを中間試験が行えるかどうかを定期試験えるかどうかを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定期試験(後期)，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回レポートにより評価する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回より立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．する．

【A4-D1】低域通過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフフィルタ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回高域通過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフフィルタ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回帯域通過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフフィルタな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回どの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回フ
ィルタ回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概念を理解できる．また，相互誘導を含む電気回路を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種回路Ⅱ を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回設計で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きる．

低域通過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフフィルタ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回高域通過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフフィルタ，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回帯域通過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフフィルタな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回どの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回フィルタの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概念を理解できる．また，相互誘導を含む電気回路
やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な設計方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きて習熟する．さらに伝送回路としての電気回いるかどうかを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定期試験(後期)に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回より立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．す
る．

成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回績は，試験は，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回試験85%　レポートにより評価する．15%　として習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．する．試験成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回績は，試験は4回の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回試験(前期中間，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回前期定期，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回後期中間，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回後期定期)の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回60点とする．以上を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高とする．な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回お，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回臨時試験を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う場合に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回は最高60点とする．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回評価する．する．

「専修学校教科書シリーズシリーズ1 電気回路Ⅱ  (1) 直流・交流回路Ⅱ 編」：早川義晴，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回松下祐輔，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回茂木仁博 （コロナ社）コロナ社）
「専修学校教科書シリーズシリーズ2 電気回路Ⅱ  (2) 回路Ⅱ 網で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回・過フィルタ，高域通過フィルタ，帯域通過フィルタなどのフ渡現象編」：阿部鍼一，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回柏谷英一，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回亀田俊夫，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回中場十三郎 （コロナ社）コロナ社
）

「大学課程 電気回路Ⅱ （コロナ社）1）」：大野克郎，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回西哲生 （コロナ社）オーム社）社）
「詳細電気回路Ⅱ 演習 上を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高・下」：大下 眞二郎 （コロナ社）共立出できるかどうかを中間試験版）
「マグロウヒル大学演習　電気回路Ⅱ 」：Joseph A. Edminister（コロナ社）オーム社）社）
「電気回路Ⅱ 論 (電気学会大学講座) 」：平山 博，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回大附 辰夫（コロナ社）オーム社）社）
「例題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）と演習で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．電気回路Ⅱ 」：服藤 憲司（コロナ社）森北出できるかどうかを中間試験版）

D1「数学I」及び定期試験び定期試験「数学II」，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回D2「電気回路Ⅱ I」，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回D4「電気回路Ⅱ III」及び定期試験び定期試験「電子回路Ⅱ I」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本を学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．授業を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回受講するに必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回あた計算や最大有効電力定理の導出方法についって習熟する．さらに伝送回路としての電気回は，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回複素数の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．がで成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きること．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回簡単な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回直流および定期試験交流回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おいて習熟する．さらに伝送回路としての電気回，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
電圧や電流な，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回電流等が求められる．められること．
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授業の計画（電気回路Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 キルヒホッフの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回

2 キルヒホッフの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回と等価する．電源

3 重ね合わせの理ね合わせの理合わせの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理 重ね合わせの理ね合わせの理合わせの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学び定期試験，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回それを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい電流源やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な電圧や電流な源を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回含む電気回路んだ交流回路の解析方法について説明する．交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

4 鳳－テブナンの定理テブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理 鳳－テブナンの定理テブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回これを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回方法を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回通じて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．

5 ノートにより評価する．ンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理 ノートにより評価する．ンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回これを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回方法を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回通じて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．

6 帆足－テブナンの定理ミルマンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理 帆足－テブナンの定理ミルマンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回これを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回方法を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回通じて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．

7 演習

8 中間試験

9 中間試験の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説と補償の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理 中間試験の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回答および解説を行う．また，補償の定理についてその概念を説明する．および定期試験解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回補償の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回その解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概念を理解できる．また，相互誘導を含む電気回路を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

10 補償の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理と相反の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理 演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回通して習熟する．さらに伝送回路としての電気回補償の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい相反の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

11 相反の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理とスターデルタ変換について理解し，公式を

12 スターデルタ変換について理解し，公式を スターデルタ変換について理解し，公式をを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい各種回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回変換について理解し，公式をを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回通して習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習する．

13 最大有効電力定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おいて習熟する．さらに伝送回路としての電気回負荷に供給される電力が最大となる時の条件を導出する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回供給される電力が最大となる時の条件を導出する．される電力が最大とな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回る時の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回条件を導出する．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回導出できるかどうかを中間試験する．

14

15 演習

16 相互インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回働きや電磁誘導，自己誘導，相互誘導に関する説明を行い，それぞれの現象について理解する．きやテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な電磁誘導，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回自己誘導，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回相互誘導に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回関する説明を行い，それぞれの現象について理解する．する説明する．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験い，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回それぞれの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回現象に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回する．

17 相互誘導回路Ⅱ と結合係数 相互インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスに必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おける結合係数の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回算に応用できる．出できるかどうかを中間試験方法を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学び定期試験，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回これを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回含む電気回路んだ交流回路の解析方法について説明する．相互誘導回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

18 結合回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回等価する．回路Ⅱ 磁気結合回路Ⅱ から電気的に結合した等価回路に置き換える方法について学習する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回結合した計算や最大有効電力定理の導出方法につい等価する．回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回置き換える方法について学習する．き換について理解し，公式をえる方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習する．

19 合成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスとブリッジ回路の電圧や電流が算出回路Ⅱ 
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21

22 演習

23 中間試験

24

25

26

27

28 影像パラメータパラメータ

29

30 演習

前期，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回後期ともに必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験および定期試験定期試験を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回実施する．する．

交流回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おけるキルヒホッフの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学び定期試験，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回実際にキルヒホッフの枝電流法と網電流法を用いた回路方程式の立て方に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回キルヒホッフの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回枝電流法と網で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回電流法を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい回路Ⅱ 方程式をの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回立て習熟する．さらに伝送回路としての電気回方
に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

前回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回引き続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路き続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路き，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回キルヒホッフを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい交流回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい等価する．電圧や電流な源，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回等価する．電流源とそれらを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい回路Ⅱ 
構成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．

第1～6週目で学習した内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習した計算や最大有効電力定理の導出方法につい内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回関する説明を行い，それぞれの現象について理解する．する演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回がら，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各人の理解度の確認を行う．の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回度シラバスの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回確認を行う．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

第1週～第7週まで成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回講義内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

各種交流回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おいて習熟する．さらに伝送回路としての電気回相反の定理の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定理が成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回か，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回演習を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回通して習熟する．さらに伝送回路としての電気回調べる．また，スター結線べる．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回スター結線(Y結線)とデルタ結線(Δ結線)の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概念を理解できる．また，相互誘導を含む電気回路，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
スターデルタ変換について理解し，公式をの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回公式をに必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

最大有効電力定理(1)

最大有効電力定理(2) 前回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回引き続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路き続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路き，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おいて習熟する．さらに伝送回路としての電気回負荷に供給される電力が最大となる時の条件を導出する．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回供給される電力が最大となる時の条件を導出する．される電力が最大とな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回る時の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回条件を導出する．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回導出できるかどうかを中間試験する．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回その解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回条件を導出する．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回用できる．いた計算や最大有効電力定理の導出方法につい回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

第9～14週目で学習した内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習した計算や最大有効電力定理の導出方法につい内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回関する説明を行い，それぞれの現象について理解する．する演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回がら，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各人の理解度の確認を行う．の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回度シラバスの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回確認を行う．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

直列接続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路した計算や最大有効電力定理の導出方法についコイルの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回合成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回求められる．める方法を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回相互インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なダクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスを理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回含む電気回路む電気回路ブリッジ回路の電圧や電流が算出回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回平衡条件を導出する．の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
導出できるかどうかを中間試験方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習する．

ベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，(1) ベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回とR-X直列回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おいて習熟する．さらに伝送回路としての電気回，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回抵抗が変化した時のインピーダンス・アドミタンス・電圧のベクトル軌跡について解が変化した時のインピーダンス・アドミタンス・電圧のベクトル軌跡について解した計算や最大有効電力定理の導出方法につい時の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス・アドミタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス・電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回ベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回
説する．

ベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，(2) R-X直列回路Ⅱ に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回おいて習熟する．さらに伝送回路としての電気回，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回リアクタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なスが変化した時のインピーダンス・アドミタンス・電圧のベクトル軌跡について解した計算や最大有効電力定理の導出方法につい時の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回インの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス・アドミタンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス・電圧や電流なの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回ベクトにより評価する．ル軌跡の概要が理解でき，インピーダンスやアドミタンス，に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説する．

第16～21週目で学習した内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習した計算や最大有効電力定理の導出方法につい内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回関する説明を行い，それぞれの現象について理解する．する演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回がら，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各人の理解度の確認を行う．の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回習得の確認を行う．の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回確認を行う．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

第16週～第22週まで成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回講義内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回中間試験を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．

中間試験の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説と2端子対回路Ⅱ 網で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回 中間試験の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回答および解説を行う．また，補償の定理についてその概念を説明する．および定期試験解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回説を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．また計算や最大有効電力定理の導出方法につい，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回2端子対回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

ZパラメータとYパラメータ Zおよび定期試験Yパラメータの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概念を理解できる．また，相互誘導を含む電気回路，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習する．

Fパラメータ Fパラメータの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回と導出できるかどうかを中間試験方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．

2端子対回路Ⅱ 網で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種接続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路 2端子対回路Ⅱ 網で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回直列接続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路やテブナンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流な並列接続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回縦列接続き，キルヒホッフを用いた交流回路の解析について演習を行う．また等価電圧源，等価電流源とそれらを用いた回路に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回よる各種パラメータの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回計算に応用できる．方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習する．

2端子対回路Ⅱ の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回影像パラメータインの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なピーダンの定理などの各種定理を用いて電圧や電流なス及び定期試験び定期試験伝達定数に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回説明する．する．

フィルタの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回概要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回と定K形フィルタフィルタ フィルタの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回種類とその動作，各種の定とその解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回動作，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各種の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回定K形フィルタフィルタの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回設計方法に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回いて習熟する．さらに伝送回路としての電気回学ぶ意味で，二端子対回路の各種パラメータ，フィルタ回路について学習する．．

第24～29週目で学習した内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．で成り立つ法則を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回学習した計算や最大有効電力定理の導出方法につい内容に関する演習問題を行う．演習問題を解きながら，各人の理解度の確認を行う．に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回関する説明を行い，それぞれの現象について理解する．する演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．演習問題と演習で学ぶ電気回路」：服藤 憲司（森北出版）を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回きな各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回がら，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回各人の理解度の確認を行う．の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回度シラバスの解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回確認を行う．を理解し，回路の解析に必要な各種手法について習熟する．さらに伝送回路としての電気回行えるかどうかを定期試験う．
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科　目

担当教員 栩木 有理沙 助教

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 各測定方法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期定期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「はじめて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）

参考書

関連科目

特になし．になし．

神戸市立工業高等専門学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）校 2026年度シラバスシラバス

計測工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社） (Instrumentation Engineering)

電子工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）科・3年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

我々が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測かを計測しようと前期定期試験により評価する．する場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測いること前期定期試験により評価する．が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測しく，効率的に行うには，信号の性質や測に行うには，信号の性質や測うには，信号の性質や測の性質や測性質や測や測測
定器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測原理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．すること前期定期試験により評価する．が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代である．計測工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）では，計測の性質や測基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代と前期定期試験により評価する．して理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．電気的に行うには，信号の性質や測な量の計測法について学び，さらに代の性質や測計測法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）び，さらに代
表的に行うには，信号の性質や測な電気電子関連の計測器の動作原理を理解する．の性質や測計測器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測動作原理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．する．

【A4-D3】計測手法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．（零位法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．，偏位法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．等）の性質や測基本原理を説明できるようになできるようにな
る. 雑音，雑音指数について説明できるようになる．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説明できるようになできるようになる．

計測手法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．及び雑音について理解したかを， レポートと前期中間試により評価び雑音について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期中間試により評価する．評価する．
する．

【A4-D3】基本単位，組み立て単位，接頭辞等の標準について説明できるみ立て単位，接頭辞等の標準について説明できる立て理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．単位，接頭辞等の性質や測標準について説明できるについて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説明できるようになできる
ようになる．有効数について説明できるようになる．字，誤差，不確かさについて説明できるようになる．かさについて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説明できるようになできるようになる．

基本単位等，有効数について説明できるようになる．字等ついて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期中間試験により評価する．により評価する．
評価する．する.

【A4-D3】偶然誤差を含むデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理むデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理データ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理の性質や測法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．則，最小二乗法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．を理
解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．し，説明できるようになできるようになる．

データ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理の性質や測法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．則，最小二乗法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを，前期中間試
験により評価する．と前期定期試験により評価する．事前・事後課題により評価するにより評価する．評価する．する.

【A4-D3】電圧・電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，の性質や測測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，において理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．，入力インピーダンスの影響，分圧，インピーダンスの性質や測影響，分圧，
分流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，による範囲拡大，可動コイル形計器の原理を理解し， 説明できる形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測原理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．し， 説明できるようになできる.

各項目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するについて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期中間試験により評価する．により評価する．評価する．する.

【A4-D3】整流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，電位差計，熱電形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，静電形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，可動鉄片形
計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，力インピーダンスの影響，分圧，形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代等の性質や測アナログ計器の原理を理解し， 説明できる計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測原理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．し， 説明できるようになできる.

アナログ計器の原理を理解し， 説明できる計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測原理について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期定期試験により評価する．により評価する．評
価する．する.

【A4-D3】大電圧，大電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，測定，ブリッジによる抵抗測定の方法について原による抵抗測定の性質や測方法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．原
理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．し， 説明できるようになできる. 各測定方法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期定期試験により評価する．により評価する．評価する．する.

【A4-D3】低抵抗測定，高抵抗の性質や測測定，絶縁抵抗計，接地抵抗の性質や測測定の性質や測方
法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．原理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．し， 説明できるようになできる.

【A4-D3】各種ブリッジによる，インダクタンス，容量，周波数の測定の方法ブリッジによる抵抗測定の方法について原による，インダクタ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理ンス，容量の計測法について学び，さらに代，周波数について説明できるようになる．の性質や測測定の性質や測方法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．
について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．原理を理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．し， 説明できるようになできる.

各測定方法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．したかを， レポートと前期定期試験により評価する．と前期定期試験により評価する．前期定期試験により評価する．により評価する．評価する．する.

成績は，試験は，試験により評価する．70%　レポートと前期定期試験により評価する．30%　と前期定期試験により評価する．して理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．評価する．する．試験により評価する．評価する．は2回の試験の平均とする．ただし，必要に応じて再試験をの性質や測試験により評価する．の性質や測平均とする．ただし，必要に応じて再試験をと前期定期試験により評価する．する．ただし，必要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代に応じて再試験をじて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．再試験により評価する．を
行うには，信号の性質や測なう場合が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測ある．再試験により評価する．で合格した場合は，当該試験の成績をした場合は，当該試験により評価する．の性質や測成績は，試験を60点とする．総合評価においてはと前期定期試験により評価する．する．総合評価する．において理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．は100点とする．総合評価においては満点とする．総合評価においては中60点とする．総合評価においては以
上を合格とする．を合格した場合は，当該試験の成績をと前期定期試験により評価する．する．

「電気・電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）新妻弘明できるようにな・中鉢憲賢著（朝倉書店）
「基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）信太克規著（数について説明できるようになる．理工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社））
「電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）岩崎俊（森北出版）
「改訂　電磁気計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）菅野允著（コロナ社）

電子工学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）実験により評価する．実習（2年），電子計測（5年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（計測工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 計測手法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．，雑音，雑音指数について説明できるようになる． 計測法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．の性質や測分類，零位法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．，偏位法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．等，内部雑音と前期定期試験により評価する．外部雑音，雑音源を解説する．を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

2

3 単位，標準について説明できる，有効数について説明できるようになる．字，誤差と前期定期試験により評価する．不確かさについて説明できるようになる．かさ 単位，標準について説明できる，有効数について説明できるようになる．字，誤差と前期定期試験により評価する．不確かさについて説明できるようになる．かさを解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

4 偶然誤差を含むデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理むデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理データ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理の性質や測統計処理，不確かさについて説明できるようになる．かさの性質や測伝搬（誤差伝播の法則，最小二乗法を理） 偶然誤差を含むデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理むデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理データ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理の性質や測統計処理，不確かさについて説明できるようになる．かさの性質や測伝搬（誤差伝播の法則，最小二乗法を理）を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

5 誤差伝播の法則，最小二乗法を理の性質や測続き，最確値，最小二乗法き，最確かさについて説明できるようになる．値，最小二乗法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する． 誤差伝播の法則，最小二乗法を理の性質や測続き，最確値，最小二乗法き，最確かさについて説明できるようになる．値，最小二乗法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

6 電圧・電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，の性質や測測定，入力インピーダンスの影響，分圧，インピーダンスの性質や測影響，測定範囲の性質や測調整（分圧，分流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，）を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

7

8 中間試験により評価する．

9 中間試験により評価する．の性質や測解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説，整流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，電位差計，熱電形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，静電形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，可動鉄片形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代の性質や測解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説を行うには，信号の性質や測う．

10 電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，力インピーダンスの影響，分圧，計形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，電力インピーダンスの影響，分圧，測定，大電圧，大電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，の性質や測測定，線路電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，計（クランプメータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理）を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

11 抵抗や測インピーダンスの性質や測測定，ブリッジによる抵抗測定の方法について原による抵抗測定 抵抗や測インピーダンスの性質や測測定，ブリッジによる抵抗測定の方法について原による抵抗測定を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

12 低抵抗の性質や測測定（四端子測定法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．），ホイートと前期定期試験により評価する．ストと前期定期試験により評価する．ンブリッジによる抵抗測定の方法について原，ケル形計器の原理を理解し， 説明できるビンダブル形計器の原理を理解し， 説明できるブリッジによる抵抗測定の方法について原等を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

13 高抵抗の性質や測測定，インピーダンスの性質や測測定 高抵抗の性質や測測定，インピーダンスの性質や測測定を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

14 各種ブリッジによる，インダクタンス，容量，周波数の測定の方法ブリッジによる抵抗測定の方法について原によるインダクタ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理ンス，容量の計測法について学び，さらに代の性質や測測定 各種ブリッジによる，インダクタンス，容量，周波数の測定の方法ブリッジによる抵抗測定の方法について原によるインダクタ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理ンス，容量の計測法について学び，さらに代の性質や測測定を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1/f雑音，ショットと前期定期試験により評価する．雑音，素子の性質や測雑音，雑音対策 1/f雑音，ショットと前期定期試験により評価する．雑音，素子の性質や測雑音，SN比，雑音対策を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．

電圧・電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，の性質や測測定，入力インピーダンスの影響，分圧，インピーダンスの性質や測影響，測定範囲の性質や測調整（分圧
，分流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，）

指示計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代（アナログ計器の原理を理解し， 説明できる計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代）の性質や測分類，可動コイル形計器の原理を理解し， 説明できる形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，1～6週目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するまでの性質や測
総復習 指示計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代（アナログ計器の原理を理解し， 説明できる計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代）の性質や測分類，可動コイル形計器の原理を理解し， 説明できる形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代を解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説する．また，1～6週目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するまでの性質や測総復習を行うには，信号の性質や測う．

1週から7週の性質や測内容に関して理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．試験により評価する．を行うには，信号の性質や測う．

中間試験により評価する．の性質や測解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説，整流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，電位差計，熱電形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，静電形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，可
動鉄片形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代

電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，力インピーダンスの影響，分圧，計形計器の原理を理解することが重要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代，電力インピーダンスの影響，分圧，測定，大電圧，大電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，の性質や測測定，線路電流の測定時において，入力インピーダンスの影響，分圧，計（クラ
ンプメータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理）

低抵抗の性質や測測定（四端子測定法について理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．），ホイートと前期定期試験により評価する．ストと前期定期試験により評価する．ンブリッジによる抵抗測定の方法について原，ケル形計器の原理を理解し， 説明できるビンダブ
ル形計器の原理を理解し， 説明できるブリッジによる抵抗測定の方法について原等

各種ブリッジによる，インダクタンス，容量，周波数の測定の方法ブリッジによる抵抗測定の方法について原による周波数について説明できるようになる．の性質や測測定，9週目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するから14週目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するまでの性質や測総復習 各種ブリッジによる，インダクタンス，容量，周波数の測定の方法ブリッジによる抵抗測定の方法について原による周波数について説明できるようになる．の性質や測測定の性質や測解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．説，9週目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するから14週目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するまでの性質や測総復習を行うには，信号の性質や測う．

備など）
考

前期中間試験により評価する．および前期定期試験により評価する．を実施する．する．
本科目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するの性質や測修得には，には，30 時において，入力インピーダンスの影響，分圧，間の性質や測授業の性質や測受講と前期定期試験により評価する． 60 時において，入力インピーダンスの影響，分圧，間の性質や測事前・事後の性質や測自己学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）習が何かを計測しようとする場合，電気電子技術を用いることが多い．計測を正しく，効率的に行うには，信号の性質や測必要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代である．事前学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）習では，教科書や測関連の計測器の動作原理を理解する．図書に目について理解したかを， レポートと前期中間試験により評価するを通し，必要に応じて内容をまとめておくこと．し，必要である．計測工学では，計測の基礎として電気的な量の計測法について学び，さらに代に応じて再試験をじて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．内容をまと前期定期試験により評価する．めて理解したかを， レポートと前期定期試験により評価する．おくこと前期定期試験により評価する．．
事後学ぶ電気電子計測」：松川真美，小川大介（日刊工業新聞社）習では，授業中に課されたレポートと前期定期試験により評価する．に取り組むこと．り評価する．組み立て単位，接頭辞等の標準について説明できるむデータ処理，誤差伝播の法則，最小二乗法を理こと前期定期試験により評価する．．
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科　目

担当教員 木場 隼介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総合評価

テキスト 適宜プリントなどの資料を配付する．プリントなどの資料を配付する．などの資料を配付する．資料を配付する．を配付する．配付する．する．

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

コンピュータ工学 工学 (Computer Engineering)

電子工学科・3年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

コンピュータ工学 は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，の資料を配付する．基盤となっている．そこで本科目では，となっている．そこで本科目では，本科目では，で本科目では，は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，，
コンピュータ工学 の資料を配付する．動作原理・内部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードディジタ工学 ル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードの資料を配付する．接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードを配付する．学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードし，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードの資料を配付する．概要を知ることで，ハードを配付する．知ることで，ハードることで本科目では，，ハード
・ソフトなどの資料を配付する．両面の基礎知識の修得を目的とする．の資料を配付する．基礎知ることで，ハード識の修得を目的とする．の資料を配付する．修得を目的とする．を配付する．目では，的とする．とする．

【A3】コンピュータ工学 の資料を配付する．構成要を知ることで，ハード件・使途，コンピュータ工学 の資料を配付する．各種設計思想・構成
と動作を配付する．理解し，説明できる．し，説明できる．で本科目では，きる．

コンピュータ工学 の資料を配付する．構成要を知ることで，ハード件・使途，ノイマン型コンピュータ，ハーバード・アーキテコンピュータ工学 ，ハーバード・アーキテ
クチャ，CISC，RISCなどの資料を配付する．項目では，について説明できる．で本科目では，きるかを配付する．レポートなどの資料を配付する．および中間試中間試
験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】コンピュータ工学 は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，CPU，メモリ，周辺インタ工学 ーフェースからなり，数値や符や符符
号はは産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，2値や符信号は（high，low）によって表現されていることを理解する．によって表現されていることを配付する．理解し，説明できる．する．

コンピュータ工学 の資料を配付する．基本構成が説明できるか， 説明できる．で本科目では，きるか， 2進数・10進数・16進数の資料を配付する．基数変
換やや符BCD符号はの資料を配付する．変換やが説明できるか， で本科目では，きるか，補数演算ができるかなどをレポートおよびが説明できるか， で本科目では，きるかなどを配付する．レポートなどの資料を配付する．および中間試
中間試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】コンピュータ工学 の資料を配付する．回路を配付する．構成する組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，合わせ回路と順序回路，ゲートとわせ回路と順序回路，ゲートと回路と順序回路，ゲートなどの資料を配付する．と
フリップフロップ，演算ができるかなどをレポートおよび回路，レジスタ工学 ，ディジタ工学 ル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードICについて理解し，説明できる．し説明できる．で本科目では，
きる．

各種ゲートなどの資料を配付する．を配付する．トなどの資料を配付する．ランジスタ工学 回路で本科目では，示し説明できるか，フリップフロップの機能をし説明できる．で本科目では，きるか，フリップフロップの資料を配付する．機能をを配付する．
タ工学 イムチャートなどの資料を配付する．で本科目では，説明できる．で本科目では，きるかなどを配付する．レポートなどの資料を配付する．および中間試中間試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】デコーダ，エンコーダの資料を配付する．機能をを配付する．理解し，説明できる．し，これらの資料を配付する．応用について説明できる．で本科目では，
きる．

デコーダを配付する．ゲートなどの資料を配付する．回路を配付する．用いて説明できる．で本科目では，きるか，デコーダや符エンコーダの資料を配付する．機能をを配付する．
入出力表を配付する．用いて説明できる．で本科目では，きるか，デコーダや符エンコーダの資料を配付する．応用を配付する．図を用いてを配付する．用いて
説明できる．で本科目では，きるかを配付する．レポートなどの資料を配付する．および中間試中間試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】各種メモリとこれらの資料を配付する．記憶単位について説明できる．で本科目では，きる．
メモリの資料を配付する．分類，SRAM / DRAM / フラッシュメモリそれぞれの資料を配付する．特徴と記憶単と記憶単
位，書き込み・読み出しのプロセスについて，回路図を用いて説明できるかをレき込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，・読み出しのプロセスについて，回路図を用いて説明できるかをレみ込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，出しの資料を配付する．プロセスについて，回路図を用いてを配付する．用いて説明できる．で本科目では，きるかを配付する．レ
ポートなどの資料を配付する．および中間試中間試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】CPUとメモリ・入出力ポートなどの資料を配付する．の資料を配付する．結合わせ回路と順序回路，ゲートとについて理解し，説明できる．し，説明できる．で本科目では，きる．
CPUとメモリの資料を配付する．バスによる結合わせ回路と順序回路，ゲートとについて理解し，説明できる．しているか，また，スイッチ・LED
等の資料を配付する．入出力装置をを配付する．CPUに接続し，データ工学 を配付する．入出力する回路について理解し，説明できる．して
いるか，レポートなどの資料を配付する．および中間試中間試験で評価する．または産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，定期試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】CPUの資料を配付する．命令実行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのの資料を配付する．流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのれ，機械語の概要を知ることで，ハード命令とアセンブリ言語の概要を知ることで，ハードプログラムの資料を配付する．
概要を知ることで，ハードについて理解し，説明できる．し，簡単なアセンブリプログラムが説明できるか， 記述できる．で本科目では，きる．

各種命令を配付する．用いて，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードプログラムが説明できるか， 書き込み・読み出しのプロセスについて，回路図を用いて説明できるかをレけ用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，て説明できる．で本科目では，きるかを配付する．レポー
トなどの資料を配付する．および中間試中間試験で評価する．または産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，定期試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】CPUとインタ工学 フェイスICを配付する．用いてLEDや符スイッチ回路を配付する．は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，じめとした
外部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードの資料を配付する．制御ついて理解する．ついて理解し，説明できる．する．

外部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードと接続したCPUの資料を配付する．制御ついて理解する．についての資料を配付する．理解し，説明できる．を配付する．レポートなどの資料を配付する．および中間試中間試験で評価する．ま
たは産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，定期試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】入出力制御ついて理解する．方式を理解し説明できる．を配付する．理解し，説明できる．し説明できる．で本科目では，きる．CPUの資料を配付する．割り込み機能を理解しり込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，機能をを配付する．理解し，説明できる．し
説明できる．で本科目では，きる．

入出力機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードとの資料を配付する．データ工学 の資料を配付する．や符り取りの方法について説明できるか，割り込みを理りの資料を配付する．方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードについて説明できる．で本科目では，きるか，割り込み機能を理解しり込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，を配付する．理
解し，説明できる．し説明できる．で本科目では，きるかを配付する．，レポートなどの資料を配付する．および中間試定期試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

【A3】コンピュータ工学 におけ用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，るトなどの資料を配付する．ラブル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード，例外処理と高速化技術の概要を理解の資料を配付する．概要を知ることで，ハードを配付する．理解し，説明できる．
し説明できる．で本科目では，きる．

トなどの資料を配付する．ラブル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードや符例外処理の資料を配付する．種類，パイプライン化などの資料を配付する．高速化技術の概要を理解の資料を配付する．概要を知ることで，ハードについ
て，理解し，説明できる．で本科目では，きているかどうかを配付する．レポートなどの資料を配付する．および中間試定期試験で評価する．で本科目では，評価する．する．

成績は，試験は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，，試験で評価する．90%　レポートレポートなどの資料を配付する．10%　レポートとして評価する．する．試験で評価する．成績は，試験は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，中間試験で評価する．と定期試験で評価する．との資料を配付する．平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で本科目では，60
点とする．以上を合格とする．教員の判断により臨時試験を実施する場合がある．を配付する．合わせ回路と順序回路，ゲートと格とする．教員の判断により臨時試験を実施する場合がある．とする．教員の判断により臨時試験を実施する場合がある．の資料を配付する．判断により臨時試験を実施する場合がある．により臨時試験で評価する．を配付する．実施する場合がある．する場合わせ回路と順序回路，ゲートとが説明できるか， ある．

「ビジュアル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード版コンピューターコンピュータ工学 ー&テクノロジー解し，説明できる．体新書き込み・読み出しのプロセスについて，回路図を用いて説明できるかをレ」：ロン・ホワイトなどの資料を配付する．(ソフトなどの資料を配付する．バンククリエイティブ)
「コンピュータ工学 アーキテクチャ 改訂3版コンピューター」：馬場敬信(オーム社)
「図を用いて解し，説明できる．PICマイコン実習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード」：堀桂太郎（森北出版コンピューター）によって表現されていることを理解する．

D2「論理回路」，D3「電子工学実験で評価する．実習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード」(PIC(ワンチップ・マイコン)の資料を配付する．実験で評価する．)，D5「コンピュータ工学 アーキテクチャ」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D2「論理回路」を配付する．理解し，説明できる．しておく現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，こと．
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授業の計画（コンピュータ工学）コンピュータ工学）工学）

テーマ 内容（コンピュータ工学）目標・準備など）など）

1

2

3

4

5

6

7 復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード・演習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード

8 中間試験で評価する．

9 中間試験で評価する．結果のフィードバックと解答解説，プロセッサの内部構成の資料を配付する．フィードバックと解し，説明できる．答解し，説明できる．説，プロセッサの内部構成の資料を配付する．内部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード構成

10 命令とプログラム，基本的とする．なアセンブリ言語の概要を知ることで，ハードの資料を配付する．命令とアドレス指定方式を理解し説明できる．

11 入出力機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードの資料を配付する．接続と制御ついて理解する．方式を理解し説明できる．

12 分岐・反復構造の実現，スタック，スタックポインタとサブルーチンの資料を配付する．実現，スタ工学 ック，スタ工学 ックポインタ工学 とサの内部構成ブル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードーチン

13 割り込み機能を理解しり込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，処理，トなどの資料を配付する．ラブル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード，例外処理

14 高速化技術の概要を理解 近年の資料を配付する．計算ができるかなどをレポートおよび機の資料を配付する．高速化技術の概要を理解について概要を知ることで，ハードの資料を配付する．学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードを配付する．行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのう．

15 復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード・演習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

コンピュータ工学 ・CPUアーキテクチャの資料を配付する．基礎
CPU・コンピュータ工学 の資料を配付する．構成，ノイマン型コンピュータ，ハーバード・アーキテコンピュータ工学 の資料を配付する．構成と動作，組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，システムの資料を配付する．基礎，CPUアーキテクチャの資料を配付する．基礎について
理解し，説明できる．する．

2値や符信号はによる数値や符および中間試符号はの資料を配付する．表現，論理ゲートなどの資料を配付する． ビットなどの資料を配付する．・バイトなどの資料を配付する．，MSB・LSB，2進数・10進数・16進数の資料を配付する．基数変換や，BCD符号は，2の資料を配付する．補数による負数の資料を配付する．表現，ASCIIコードなど，各種の資料を配付する．
データ工学 表現について復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードも含め理解する．論理ゲート・ブール代数の基本・論理式の簡単化について復習し理解する．含め理解する．論理ゲート・ブール代数の基本・論理式の簡単化について復習し理解する．め理解し，説明できる．する．論理ゲートなどの資料を配付する．・ブール回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード代数の資料を配付する．基本・論理式を理解し説明できる．の資料を配付する．簡単化について復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードし理解し，説明できる．する．

加算ができるかなどをレポートおよび器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード・演算ができるかなどをレポートおよび回路・エンコーダとデコーダ・クロック・フリップフロップ・レ
ジスタ工学 

全加算ができるかなどをレポートおよび器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード，並列加算ができるかなどをレポートおよび回路，デコーダとエンコーダについて理解し，説明できる．する．クロックによる信号はの資料を配付する．同期と各種フリップフロップの資料を配付する．動作につ
いて復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードし理解し，説明できる．する．レジスタ工学 の資料を配付する．構成について理解し，説明できる．する．

MOSFETによる論理ゲートなどの資料を配付する．の資料を配付する．実現 TTLとCMOSの資料を配付する．違いやファンアウト，各種ロジックいや符ファンアウトなどの資料を配付する．，各種ロジックIC間の資料を配付する．接続，オープンドレイン型コンピュータ，ハーバード・アーキテについて理解し，説明できる．する．MOSFETによる論理ゲー
トなどの資料を配付する．や符フリップフロップの資料を配付する．構成について理解し，説明できる．する．

メモリ(1)
半導体メモリを配付する．中心とする各種メモリの分類について，揮発性，書き込み能力，アクセス性の観点から理解する．とする各種メモリの資料を配付する．分類について，揮発性，書き込み・読み出しのプロセスについて，回路図を用いて説明できるかをレき込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，能を力，アクセス性の資料を配付する．観点とする．から理解し，説明できる．する．SRAM・DRAM・
フラッシュメモリの資料を配付する．記憶単位・動作原理について理解し，説明できる．する．

メモリ(2)・3状態ゲートと基本的なプロセッサの主要ピン構成ゲートなどの資料を配付する．と基本的とする．なプロセッサの内部構成の資料を配付する．主要を知ることで，ハードピン構成 引き続きき続きSRAM・DRAM・フラッシュメモリの資料を配付する．記憶単位・動作原理について理解し，説明できる．する．新原理メモリについても含め理解する．論理ゲート・ブール代数の基本・論理式の簡単化について復習し理解する．概要を知ることで，ハードを配付する．知ることで，ハードる．また．3
状態ゲートと基本的なプロセッサの主要ピン構成ゲートなどの資料を配付する．による信号は選択について理解し，続いて，簡単なプロセッサを例に，汎用について理解し，説明できる．し，続いて，簡単なプロセッサの内部構成を配付する．例に，汎用CPUの資料を配付する．主要を知ることで，ハードピン構成について学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．

第1回から第6回まで本科目では，の資料を配付する．授業内容の復習と問題演習を行う．の資料を配付する．復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードと問題演習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードを配付する．行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのう．

第1回から第7回まで本科目では，の資料を配付する．授業内容の復習と問題演習を行う．について試験で評価する．する．

中間試験で評価する．の資料を配付する．フィードバックを配付する．行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのい，試験で評価する．問題の資料を配付する．解し，説明できる．答解し，説明できる．説を配付する．行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのう．その資料を配付する．後，プロセッサの内部構成内の資料を配付する．演算ができるかなどをレポートおよび論理ユニットなどの資料を配付する．ALU，各種レジスタ工学 ，制
御ついて理解する．ユニットなどの資料を配付する．CU等について理解し，説明できる．する．

機械語の概要を知ることで，ハード命令とアセンブリ言語の概要を知ることで，ハード，CPUの資料を配付する．命令サの内部構成イクル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードについて学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードし，命令実行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムの時にメモリを配付する．参照していることを理解する．動作周していることを配付する．理解し，説明できる．する．動作周
波数，命令実行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムの時間について理解し，説明できる．する．転送命令と各種アドレス指定方式を理解し説明できる．，演算ができるかなどをレポートおよび命令，シフトなどの資料を配付する．・ローテイトなどの資料を配付する．命令について理解し，説明できる．する．

CPUとインタ工学 フェイスICを配付する．用いた入出力ポートなどの資料を配付する．の資料を配付する．接続について理解し，説明できる．する．スイッチ入力回路や符LED表示し説明できるか，フリップフロップの機能を器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードを配付する．題材に，メモリマップに，メモリマップ
トなどの資料を配付する．I/Oとポートなどの資料を配付する．マップトなどの資料を配付する．I/O，入出力制御ついて理解する．命令について理解し，説明できる．する．

無条件・条件付する．きジャンプ命令，フラグレジスタ工学 の資料を配付する．役割り込み機能を理解し，分岐・反復制御ついて理解する．について学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．スタ工学 ック機構について学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．また，
スタ工学 ックに関連付する．け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，なが説明できるか， らサの内部構成ブル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードーチンとその資料を配付する．動作について学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．

制御ついて理解する．用マイクロコンピュータ工学 におけ用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，る外部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード変化の資料を配付する．検知ることで，ハード方式を理解し説明できる．や符外部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード割り込み機能を理解しり込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，処理の資料を配付する．概要を知ることで，ハードについて学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．CPUの資料を配付する．初期動作と
RESETについて学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．チャタ工学 リング，ハザードなどの資料を配付する．トなどの資料を配付する．ラブル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードの資料を配付する．原因と対処法について学習する．内部割り込みと例外処理にと対処法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードについて学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．内部ディジタル回路・周辺機器の接続方法を学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード割り込み機能を理解しり込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，と例外処理に
ついて学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードする．

第9回から第14回まで本科目では，の資料を配付する．授業内容の復習と問題演習を行う．の資料を配付する．復習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードと問題演習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードを配付する．行の流れ，機械語命令とアセンブリ言語プログラムのう．

備など）
考

後期中間試験で評価する．および中間試後期定期試験で評価する．を配付する．実施する場合がある．する．
本科目では，の資料を配付する．修得を目的とする．には産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，，30 時間の資料を配付する．授業の資料を配付する．受講と 60 時間の資料を配付する．事前・事後の資料を配付する．自己学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードが説明できるか， 必要を知ることで，ハードで本科目では，ある．事前学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードで本科目では，は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，，事前配布される次回範囲のプリントを読み，疑問点をまとめておくこされる次回範囲のプリントを読み，疑問点をまとめておくこの資料を配付する．プリントなどの資料を配付する．を配付する．読み出しのプロセスについて，回路図を用いて説明できるかをレみ込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，，疑問点とする．を配付する．まとめておく現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，こ
と．事後学習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハードで本科目では，は産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，，授業で本科目では，課されるレポートまたは提出不要の演習問題を実施すること．されるレポートなどの資料を配付する．または産業用組み込み用途・個人向け用途・研究用途など広く現代社会の基盤となっている．そこで本科目では，提出不要を知ることで，ハードの資料を配付する．演習し，アセンブリ言語の概要を知ることで，ハード問題を配付する．実施する場合がある．すること．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(40%), B1(20%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 各テーマごとの報告書の内容で評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．ごとの報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

3 安全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．の報告書の内容で評価する．取組みで評価する．みで評価する．評価する．する．

4

5

6 「シーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

7

8

9

10

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習計画書の内容で評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．前の準備を行って実験に臨むこと．の報告書の内容で評価する．準備を行って実験に臨むこと．を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．って実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．臨むこと．むこと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度および報告書の内容で評価する．シラバス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

電子工学実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

尾山 匡浩 教授, 田中 英也 講師, [前の準備を行って実験に臨むこと．期] 藤本 健司 教授, [後期] 小矢 美晴 教授

電子工学科・3年・通年・必修・4単位【実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電子工学に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．関する基礎事項および現象を座学と関連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する基礎事項および現象を座学と関連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎および報告書の内容で評価する．現象を座学と関連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎を行って実験に臨むこと．座学と関する基礎事項および現象を座学と関連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎させて実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習し，各テーマへの実験の取組みで評価する．座学の報告書の内容で評価する．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎を行って実験に臨むこと．深めるとともに，創造性教育の基礎めるとともに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．創造性教育の基礎の報告書の内容で評価する．基礎
となる製作実習に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．も力を入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．を行って実験に臨むこと．入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．れる．また，各テーマへの実験の取組みで評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．書の内容で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．方，各テーマへの実験の取組みで評価する．期限内で評価する．の報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．提出を身につける．を行って実験に臨むこと．身につける．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．つける．1クラス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．を行って実験に臨むこと．4班に分け，班単に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．分け，班単け，各テーマへの実験の取組みで評価する．班に分け，班単単
位で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．4班に分け，班単並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，なる実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．うため，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．班に分け，班単で評価する．実施する実験実習テーマの週は異なるが，する実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習テーマごとの報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．週は異なるが，は異なるが，異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，なるが行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．1年間で行で評価する．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．
う実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習の報告書の内容で評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．は異なるが，同じである．じで評価する．ある．

【C4】グループで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出で評価する．協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出して実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．挑み，期限内に実験報告書を提出み，各テーマへの実験の取組みで評価する．期限内に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．報告書の内容で評価する．を行って実験に臨むこと．提出を身につける．
で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る.

各テーマごとの報告書の内容で評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．毎の実験への取り組みと達成度および報告書の提出状況で評価すの報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．提出を身につける．状況で評価すで評価する．評価する．す
る．

【B1】実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．結果を適切に表す図・表が描ける．を行って実験に臨むこと．適切に表す図・表が描ける．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．表す図・表が描ける．す図・表す図・表が描ける．が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．描ける．ける．

【D1】機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．の報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．いに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．注意し，安全に実験に取り組むことができる．し，各テーマへの実験の取組みで評価する．安全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．むことが行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る．

【A4-D1】各テーマごとの報告書の内容で評価する．種の計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できの報告書の内容で評価する．計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よる並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，計算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて理解を深めるとともに，創造性教育の基礎で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．
る．

「各テーマごとの報告書の内容で評価する．種の計算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よる並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，化実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告
書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】トランジス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．使用した代表的な増幅回路の特性について理解した代表す図・表が描ける．的な増幅回路の特性について理解な増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．特性に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて理解を深めるとともに，創造性教育の基礎
で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る．

「トランジス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内容で評価する．
で評価する．評価する．する．

【A4-D1】シーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．を行って実験に臨むこと．通じて，各テーマへの実験の取組みで評価する．電子回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．基礎および報告書の内容で評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．部品についに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．つい
て理解を深めるとともに，創造性教育の基礎で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る．

【A4-D1】PICを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた簡単な装置を作製できる．を行って実験に臨むこと．作製で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る．
「PIC（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内
容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出を行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた基本回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．特性を行って実験に臨むこと．測定でき，その意味を理で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．，各テーマへの実験の取組みで評価する．その報告書の内容で評価する．意し，安全に実験に取り組むことができる．味を理を行って実験に臨むこと．理
解を深めるとともに，創造性教育の基礎で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る．

「演算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内
容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるディジタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解ル回路の特性について理解設計に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて理解を深めるとともに，創造性教育の基礎で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る． 「VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるディジタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解ル回路の特性について理解設計実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告
書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D1】PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて理解を深めるとともに，創造性教育の基礎で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．る． 「PBL教育の基礎の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．への報告書の内容で評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

成績は，取り組みと達成度は異なるが，，各テーマへの実験の取組みで評価する．取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．組みで評価する．みと達成度および報告書の内容で評価する．50%　報告書の内容で評価する．50%　として評価する．する．1通で評価する．も未提出を身につける．レポートが行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．あるとき方，期限内での報告書の提出を身につける．，各テーマへの実験の取組みで評価する．または異なるが，レポート遅れがれが行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．
全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．体回数のの報告書の内容で評価する．1/3以上に至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．ったとき方，期限内での報告書の提出を身につける．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．は異なるが，，各テーマへの実験の取組みで評価する．原則として年間総合評価は不可となる．として年間で行総合評価する．は異なるが，不可となる．となる．100点満点で評価する．60点以上に至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．を行って実験に臨むこと．合格とする．とする．

「電子工学科・第3学年実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習シラバス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．(計画書の内容で評価する．)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．：プリントプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リント
「電子工学科・第3学年実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習指導書の内容で評価する．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．：プリントプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リント

「知的な増幅回路の特性について理解な科学・技術文章の書き方」：中島利勝・塚本真也共著（コロナ社）の報告書の内容で評価する．書の内容で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．方」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．：プリント中島利勝・塚本真也共著（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内コロナ社）社）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内
「神戸高専安全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．マごとの報告書の内容で評価する．ニュアによる並列計算手法について理解できル」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．：プリント神戸高専編

電子工学実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習(1年・2年)，各テーマへの実験の取組みで評価する．その報告書の内容で評価する．他実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．関する基礎事項および現象を座学と関連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎連させて実験実習し，座学の理解を深めるとともに，創造性教育の基礎科目

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．および報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．概要説明

2

3

4

5

6

7

8 リレーに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

9

10

11

12

13

14 実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．とレポートの報告書の内容で評価する．講評および報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．報告書の内容で評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内レポート）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．指導

15 工場見学，各テーマへの実験の取組みで評価する．ビデオ鑑賞などなど 適宜，各テーマへの実験の取組みで評価する．工場見学，各テーマへの実験の取組みで評価する．ビデオ鑑賞などなどを行って実験に臨むこと．実施する実験実習テーマの週は異なるが，する．

16 オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出の報告書の内容で評価する．基本回路の特性について理解で評価する．ある反転増幅回路の特性について理解，各テーマへの実験の取組みで評価する．非反転増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．出を身につける．力を入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．特性を行って実験に臨むこと．測定でき，その意味を理し，各テーマへの実験の取組みで評価する．オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出の報告書の内容で評価する．基本的な増幅回路の特性について理解な働きを理解する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．を行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

17 オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出を行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた応用した代表的な増幅回路の特性について理解回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．出を身につける．力を入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．特性を行って実験に臨むこと．測定でき，その意味を理し，各テーマへの実験の取組みで評価する．その報告書の内容で評価する．働きを理解する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．を行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

18 オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出の報告書の内容で評価する．周波数の特性，各テーマへの実験の取組みで評価する．ス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．ルーレートを行って実験に臨むこと．測定でき，その意味を理し，各テーマへの実験の取組みで評価する．周波数の，各テーマへの実験の取組みで評価する．振幅に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よる入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．出を身につける．力を入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．特性の報告書の内容で評価する．変化を行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

19

20

21

22

23 開発について理解できる．ツールに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて学習し，各テーマへの実験の取組みで評価する．ウォータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解ーフォール型の開発フローについて理解する．の報告書の内容で評価する．開発について理解できる．フローに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

24 シス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．向けて，各グループで環境を構築する．けて，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．グループで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出で評価する．環境を構築する．を行って実験に臨むこと．構築する．する．

25 シス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．沿った設計・製作を行う．った設計・製作を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

26 シス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．沿った設計・製作を行う．った設計・製作を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

27 シス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．沿った設計・製作を行う．った設計・製作を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

28 シス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．沿った設計・製作を行う．った設計・製作を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

29

30 工場見学，各テーマへの実験の取組みで評価する．ビデオ学習など 適宜，各テーマへの実験の取組みで評価する．工場見学，各テーマへの実験の取組みで評価する．ビデオ学習などを行って実験に臨むこと．実施する実験実習テーマの週は異なるが，する．

電子工学実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習シラバス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習計画書の内容で評価する．）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内を行って実験に臨むこと．配付し，全般的な説明（評価方法，レポートの作成・提出・提出先，欠席の扱い，し，各テーマへの実験の取組みで評価する．全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．般的な増幅回路の特性について理解な説明（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内評価する．方法について理解でき，各テーマへの実験の取組みで評価する．レポートの報告書の内容で評価する．作成・提出を身につける．・提出を身につける．先，各テーマへの実験の取組みで評価する．欠席の扱い，の報告書の内容で評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．い，各テーマへの実験の取組みで評価する．
班に分け，班単構成，各テーマへの実験の取組みで評価する．実施する実験実習テーマの週は異なるが，日など）を行った後，各テーマ毎に内容の説明を行う．また，「電子工学科・安全の手引き」をもとに安全教育を行う．など）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．った後，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．毎の実験への取り組みと達成度および報告書の提出状況で評価すに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．内容で評価する．の報告書の内容で評価する．説明を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．また，各テーマへの実験の取組みで評価する．「電子工学科・安全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．の報告書の内容で評価する．手引き」をもとに安全教育を行う．き方，期限内での報告書の提出を身につける．」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．を行って実験に臨むこと．もとに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．安全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．教育の基礎を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

各テーマごとの報告書の内容で評価する．種の計算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よる並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，化実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(1) CPU，各テーマへの実験の取組みで評価する．GPUとFPGAを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて学習・理解を深めるとともに，創造性教育の基礎し，各テーマへの実験の取組みで評価する．これらを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

各テーマごとの報告書の内容で評価する．種の計算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よる並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，化実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(2) CPU，各テーマへの実験の取組みで評価する．GPUとFPGAを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて学習・理解を深めるとともに，創造性教育の基礎し，各テーマへの実験の取組みで評価する．これらを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

各テーマごとの報告書の内容で評価する．種の計算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よる並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，化実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(3) CPU，各テーマへの実験の取組みで評価する．GPUとFPGAを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた並列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，計算ハードウェアによる並列計算手法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて学習・理解を深めるとともに，創造性教育の基礎し，各テーマへの実験の取組みで評価する．これらを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いた実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

トランジス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内1）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内 エミッタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解接地増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(シミュ
レータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解)

簡単なエミッタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解接地増幅回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．実際に設計し，シミュレータを用いて直線性，周波数特性を測定することでシミュレータの使用方に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．設計し，各テーマへの実験の取組みで評価する．シミュレータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いて直線性，各テーマへの実験の取組みで評価する．周波数の特性を行って実験に臨むこと．測定でき，その意味を理することで評価する．シミュレータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．使用した代表的な増幅回路の特性について理解方
法について理解でき，各テーマへの実験の取組みで評価する．及び，エミッタ接地増幅回路を理解する．び報告書の内容で評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．エミッタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解接地増幅回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

トランジス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内2）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内 負帰還増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．測定でき，その意味を理(シミュレー
タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解)

小信号増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．として，各テーマへの実験の取組みで評価する．直列に異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，結合2段増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．を行って実験に臨むこと．シミュレータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解で評価する．作成し，各テーマへの実験の取組みで評価する．直進性，各テーマへの実験の取組みで評価する．周波数の特性，各テーマへの実験の取組みで評価する．帰還率，各テーマへの実験の取組みで評価する．そして，各テーマへの実験の取組みで評価する．増幅率を行って実験に臨むこと．測定でき，その意味を理し，各テーマへの実験の取組みで評価する．負帰還
の報告書の内容で評価する．重要性と小信号増幅回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

トランジス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内3）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内負帰還増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．測定でき，その意味を理
2週は異なるが，目に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．シミュレータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解で評価する．作成した負帰還増幅回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．実際に設計し，シミュレータを用いて直線性，周波数特性を測定することでシミュレータの使用方に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．回路の特性について理解として実装し，各テーマへの実験の取組みで評価する．シミュレータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解と同じである．様の計測実験を行うことで，シミュの報告書の内容で評価する．計測実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．うことで評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．シミュ
レータを使用した代表的な増幅回路の特性について理解と実機の報告書の内容で評価する．違いを理解する．いを行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

様の計測実験を行うことで，シミュ々な分野で必要とされているシーケンス制御の基本を理解・習得するため，スイッチ・リレー・タイマ・カウンタなどの部品を適切な分け，班単野で必要とされているシーケンス制御の基本を理解・習得するため，スイッチ・リレー・タイマ・カウンタなどの部品を適切で評価する．必要とされているシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．基本を行って実験に臨むこと．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎・習得するため，スイッチ・リレー・タイマ・カウンタなどの部品を適切するため，各テーマへの実験の取組みで評価する．ス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．イッチ・リレー・タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解イマごとの報告書の内容で評価する．・カウンタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解などの報告書の内容で評価する．部品についを行って実験に臨むこと．適切に表す図・表が描ける．
に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．組みで評価する．み合わせてシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．を行って実験に臨むこと．実現する．また，各テーマへの実験の取組みで評価する．自ら設計したシーケンス制御の構成や動作を展開接続図やタイムチャートを利ら設計したシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．構成や動作を展開接続図やタイムチャートを利動作を行って実験に臨むこと．展開接続図や動作を展開接続図やタイムチャートを利タを使用した代表的な増幅回路の特性について理解イム開発について理解できる．チャートを行って実験に臨むこと．利
用した代表的な増幅回路の特性について理解して説明で評価する．き方，期限内での報告書の提出を身につける．るように実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．なる．

PLCに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．
PLCと呼ばれるシーケンス制御用のコントローラを用いたシーケンス制御回路の設計手法を学び，ばれるシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．用した代表的な増幅回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．コントローラを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いたシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．設計手法について理解できを行って実験に臨むこと．学び報告書の内容で評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．PLCに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．
実現方法について理解できを行って実験に臨むこと．実際に設計し，シミュレータを用いて直線性，周波数特性を測定することでシミュレータの使用方に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．簡単なシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．を行って実験に臨むこと．構築する．することに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．より組みと達成度および報告書の内容で評価する．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎する．

PLCを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いたシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．応用した代表的な増幅回路の特性について理解 前の準備を行って実験に臨むこと．2週は異なるが，目で評価する．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎した内容で評価する．を行って実験に臨むこと．ふまえて，各テーマへの実験の取組みで評価する．リレーとPLCを行って実験に臨むこと．両方用した代表的な増幅回路の特性について理解いた複合的な増幅回路の特性について理解なシーケンス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．シス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．を行って実験に臨むこと．構築する．することに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．より組みと達成度および報告書の内容で評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．シーケン
ス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．の報告書の内容で評価する．実現方法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついてさらに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎を行って実験に臨むこと．深めるとともに，創造性教育の基礎める．

PIC（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内1）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ログラム開発について理解できる．開発について理解できる．
PIC（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン：プリントPIC16F88）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ログラム開発について理解できる．開発について理解できる．および報告書の内容で評価する．実装方法について理解できに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて実習を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．い，各テーマへの実験の取組みで評価する．マごとの報告書の内容で評価する．イコン組みで評価する．み込み機器の開発方み機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．の報告書の内容で評価する．開発について理解できる．方
法について理解でき並び報告書の内容で評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコンの報告書の内容で評価する．機能について学習する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて学習する．

PIC（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内2）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内応用した代表的な増幅回路の特性について理解課題 ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内PIC16F88）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．あるCCPの報告書の内容で評価する．PWM信号発について理解できる．生機能について学習する．および報告書の内容で評価する．DA変換機能について学習する．を行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いて出を身につける．力を入れる．また，報告書の書き方，期限内での報告書の提出を身につける．を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．い，各テーマへの実験の取組みで評価する．外部機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．の報告書の内容で評価する．制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．
動作を行って実験に臨むこと．実現する．

PIC（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内3）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内回路の特性について理解の報告書の内容で評価する．製作
ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコン（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内PIC16F88）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内を行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いたテス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．ト回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．ブレッドボード上に至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．製作し，各テーマへの実験の取組みで評価する．ワンチップで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出・マごとの報告書の内容で評価する．イコンの報告書の内容で評価する．実装技術および報告書の内容で評価する．機能について学習する．を行って実験に臨むこと．
学習する．ラダー抵抗を用いたを行って実験に臨むこと．用した代表的な増幅回路の特性について理解いたDA変換回路の特性について理解を行って実験に臨むこと．接続して簡易信号発について理解できる．生器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．を行って実験に臨むこと．構成し，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．種の計算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき信号（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内の報告書の内容で評価する．こぎり組みと達成度および報告書の内容で評価する．波，各テーマへの実験の取組みで評価する．三角波）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内を行って実験に臨むこと．発について理解できる．生させるプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出
ログラム開発について理解できる．を行って実験に臨むこと．作成する．

実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．とレポートの報告書の内容で評価する．講評を行って実験に臨むこと．HR教室で行った後，各班毎実験室に移動し，提出されたレポートについて，各実験担当者が個別に指導で評価する．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．った後，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．班に分け，班単毎の実験への取り組みと達成度および報告書の提出状況で評価す実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．室で行った後，各班毎実験室に移動し，提出されたレポートについて，各実験担当者が個別に指導に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．移動し，各テーマへの実験の取組みで評価する．提出を身につける．されたレポートに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて，各テーマへの実験の取組みで評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．担当者が個別に指導が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．個別に指導に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．指導
する．

演算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．(オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出)の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(1) 帰還増幅回路の特性について理解(反転増幅回路の特性について理解，各テーマへの実験の取組みで評価する．非
反転増幅回路の特性について理解)

演算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．(オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出) の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(2) 応用した代表的な増幅回路の特性について理解回路の特性について理解

演算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．(オペアによる並列計算手法について理解できンプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出) の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(3) 周波数の特性とス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．ルーレート

VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるディジタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解ル回路の特性について理解設計(1) VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．より組みと達成度および報告書の内容で評価する．FPGAボードで評価する．動作するプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ログラム開発について理解できる．を行って実験に臨むこと．作成する．

VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるディジタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解ル回路の特性について理解設計(2) VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．より組みと達成度および報告書の内容で評価する．FPGAボードで評価する．動作するプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ログラム開発について理解できる．を行って実験に臨むこと．作成する．

VHDLに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるディジタを使用した代表的な増幅回路の特性について理解ル回路の特性について理解設計(3) 1～2週は異なるが，で評価する．作成したプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出ログラム開発について理解できる．の報告書の内容で評価する．プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーションを行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．また，各テーマへの実験の取組みで評価する．プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーション後，各テーマへの実験の取組みで評価する．講評を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

上に至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．記2テーマごとの報告書の内容で評価する．（ワンチップ・マイコン）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内演算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．とVHDL）の実験」への取り組みと達成度および報告書の内に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついての報告書の内容で評価する．総評 演算ハードウェアによる並列計算手法について理解でき増幅器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．とVHDLの報告書の内容で評価する．各テーマごとの報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．ついて総評を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．い，各テーマへの実験の取組みで評価する．理解を深めるとともに，創造性教育の基礎を行って実験に臨むこと．深めるとともに，創造性教育の基礎める．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(1)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(1)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(2)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(2)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(3)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(3)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(4)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(4)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(5)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(5)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(6)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(6)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．

創造実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．(7)　「PBL教育の基礎に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．よるシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．開発について理解できる．(7)」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する． 1～6週は異なるが，で評価する．設計・製作したシス制御」への取り組みと達成度および報告書の内容で評価する．テム開発について理解できる．の報告書の内容で評価する．プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーションを行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．また，各テーマへの実験の取組みで評価する．プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーション後，各テーマへの実験の取組みで評価する．講評を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．

備など）
考

中間で行試験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．および報告書の内容で評価する．定でき，その意味を理期試験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．は異なるが，実施する実験実習テーマの週は異なるが，しない．
授業計画に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．記載の実験前の準備を行って実験に臨むこと．の報告書の内容で評価する．実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．テーマごとの報告書の内容で評価する．は異なるが，4班に分け，班単の報告書の内容で評価する．中の報告書の内容で評価する．1班に分け，班単に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．対しての計画であり，他の班は前期と後期毎に週により異なったテーマを実施するが，前期と後期毎に全員同じ実験実習を行う．しての報告書の内容で評価する．計画で評価する．あり組みと達成度および報告書の内容で評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．他の報告書の内容で評価する．班に分け，班単は異なるが，前の準備を行って実験に臨むこと．期と後期毎の実験への取り組みと達成度および報告書の提出状況で評価すに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．週は異なるが，に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．より組みと達成度および報告書の内容で評価する．異なる実験実習を行うため，各班で実施する実験実習テーマの週は異なるが，なったテーマごとの報告書の内容で評価する．を行って実験に臨むこと．実施する実験実習テーマの週は異なるが，するが行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．，各テーマへの実験の取組みで評価する．前の準備を行って実験に臨むこと．期と後期毎の実験への取り組みと達成度および報告書の提出状況で評価すに実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．全に実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．員同じである．じ実験が行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．実習を行って実験に臨むこと．行われているか，各テーマへの実験の取組みで評価する．う．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-1(100%) －

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可分野）履修生のみ選択可のみ選択可選択可

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

ロボット分野）履修生のみ選択可入門 (Introduction to Robotics))

田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授 【※成長
産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム(ロボット分野）履修生のみ選択可分野)開講科目】

電子工学科・3年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現在社会で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ロボット分野）履修生のみ選択可」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ロボット分野）履修生のみ選択可の制御方法の基礎について学習の基礎について学習について学習
する．

【A5-1】与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに対して，作品を設計・製作し，動作させることがでして，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習設計・製作し，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習動作させること同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習がで活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習
きる． 「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習創造実験」の演習課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでおよび報告書（レポート報告書（レポート分野）履修生のみ選択可)の内容で評価する．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習評価する．する．

【A5-1】産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ロボット分野）履修生のみ選択可の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習が説明できる．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習きる． 報告書（レポート分野）履修生のみ選択可)の内容で評価する．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習評価する．する．

【A5-1】ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．の基本操作がで活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習きる．
ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．の演習課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでおよび報告書（レポート報告書（レポート分野）履修生のみ選択可)の内容で評価する．で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習評価する．す
る．

成績は，演習課題作品は，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習演習課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがで80%　報告書(レポート分野）履修生のみ選択可)20%　と同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習して評価する．する．100点満点で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習60点以上を合格とする．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習合格とする．と同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習する．

プリント分野）履修生のみ選択可
K-ROSETマニュアル

『実践ロボットプログラミング第ロボット分野）履修生のみ選択可プログラミング第2版―LEGO Minds)torms) EV3で活躍している「ロボット」の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習目指せロボコンせロボコン!』，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習近代科学社，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ISBN:9784764905597

D4 ロボット分野）履修生のみ選択可要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習素技術，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習D5 ロボット分野）履修生のみ選択可応用ロボットの制御方法の基礎について学習実践ロボットプログラミング第

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（ロボット入門）ロボット入門）

テーマ 内容（ロボット入門）目標・準備など）など）

1 ガイダンス 年間計画等を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習説明できる．，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習連絡する．する．

2 レゴマインドスト分野）履修生のみ選択可ームの取扱方法の基礎について学習および報告書（レポート基本動作について学習する．

3 レゴマインドスト分野）履修生のみ選択可ームのセンサーの使用ロボットの制御方法の基礎について学習方法の基礎について学習および報告書（レポートその応用ロボットの制御方法の基礎について学習について学習する．

4 レゴマインドスト分野）履修生のみ選択可ームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに沿った作品を，設計・製作する．った課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習設計・製作する．

5 レゴマインドスト分野）履修生のみ選択可ームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに沿った作品を，設計・製作する．った課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習設計・製作する．

6 レゴマインドスト分野）履修生のみ選択可ームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに沿った作品を，設計・製作する．った課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで作品を設計・製作し，動作させることがでを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習設計・製作する．

7 レゴマインドスト分野）履修生のみ選択可ームを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習与えられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでえられた課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがでに対して，作品を設計・製作し，動作させることがでするト分野）履修生のみ選択可ライアルを理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

8 ロボット分野）履修生のみ選択可と同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習は何か，また，ロボットの現状等についての講演を聞き，その内容について理解する．か，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習また課題に対して，作品を設計・製作し，動作させることがで，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ロボット分野）履修生のみ選択可の現状等についての講演を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習聞き，その内容について理解する．き，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習その内容で評価する．について理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習する．

9 産業用ロボットの制御方法の基礎について学習ロボット分野）履修生のみ選択可の概要や特徴を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習使用ロボットの制御方法の基礎について学習上を合格とする．の安全管理等についての講演を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習聞き，その内容について理解する．き，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習その内容で評価する．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習する．

10 ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．の使い方について学習する．

11 ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．の使い方について学習する．

12 ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

13 ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

14 ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

15 ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習用ロボットの制御方法の基礎について学習いて実習を理解すると同時に，産業用ロボットの制御方法の基礎について学習行う．う．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および報告書（レポート定期試験は実施しない．しない．

創造実習1

創造実習2

創造実習3

創造実習4

創造実習5

創造実習6

ロボット分野）履修生のみ選択可に関する講演する講演1

ロボット分野）履修生のみ選択可に関する講演する講演2

ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．1

ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．2

ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．3

ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．4

ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．5

ロボット分野）履修生のみ選択可シミュレータの基本操作ができる．6

備など）
考
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 実力試験，前期試験，後期試験とレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用数学Ⅰ (Applied Mathematics I)

[前期] 清水 仁 准教授, [後期] 田中 英也 講師

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

3年次の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についき続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についき続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についとレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい級数，フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についつい
て重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい修得する．する．

【A1】空間曲線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができとレポートで評価する．曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい形や性質をベクトルを用いて表現することができや性質をベクトルを用いて表現することができ性質をベクトルを用いて表現することができをベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができ用いて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができすることレポートで評価する．がで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい
る．

具体的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についで評価する．示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単空間曲線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができや性質をベクトルを用いて表現することができ曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，曲線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい長さや単さや性質をベクトルを用いて表現することができ単
位接線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，単位法線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができ正しく求められるかどうかを，前期中間試しく求められるかどうかを，前期中間試求められるかどうかを，前期中間試められるかどうかをベクトルを用いて表現することができ，前期中間試
験で評価する．評価する．する．

【A1】ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できあるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できスカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，勾配・発散・回転を計算できをベクトルを用いて表現することができ計算できで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい
るとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，その電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい物理的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単意味・幾何学的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単意味をベクトルを用いて表現することができ概ね理解できる．ね理解できる．理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についる．

与えられたスカラー場，あるいはベクトル場に対して，勾配・発散・回転を正しくえられた空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，勾配・発散・回転を計算できをベクトルを用いて表現することができ正しく求められるかどうかを，前期中間試しく求められるかどうかを，前期中間試
求められるかどうかを，前期中間試められるかどうかをベクトルを用いて表現することができ前期定期試験で評価する．評価する．する．

【A1】線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のとレポートで評価する．面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい意味が理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，発散定理とレポートで評価する．ストで評価する．ークスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい
使い方がわかる．い方がわかる．がわかる．

簡単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい問題に対して，ガウスの発散定理とストークスの定理を適用してベに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，ガウスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散定理とレポートで評価する．ストで評価する．ークスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理をベクトルを用いて表現することができ適用して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についベ
クトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のをベクトルを用いて表現することができ求められるかどうかを，前期中間試めることレポートで評価する．がで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についるかどうかをベクトルを用いて表現することができ前期定期試験で評価する．評価する．する．

【A1】任意の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい周期波形や性質をベクトルを用いて表現することができ（関数）が，が，sin， cos関数から合成できることを理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．をベクトルを用いて表現することができ理解
し，フーリエ級数，フーリエ変換につい級数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい性をベクトルを用いて表現することができ理解する．

簡単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい周期波形や性質をベクトルを用いて表現することができをベクトルを用いて表現することができフーリエ級数，フーリエ変換につい級数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，フーリエ級数，フーリエ変換につい級数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単性質をベクトルを用いて表現することができが説
明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．をベクトルを用いて表現することができ後期中間試験で評価する．，幾つかの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい周期関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についフーリエ級数，フーリエ変換につい級数で評価する．
合成できることを理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．をベクトルを用いて表現することができレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

【A1】周期をベクトルを用いて表現することができ持たない関数に対しては，フーリエ積分を考えることと，それかた空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についい関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のをベクトルを用いて表現することができ考えることと，それかえることレポートで評価する．とレポートで評価する．，それか
ら複素形や性質をベクトルを用いて表現することができフーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のをベクトルを用いて表現することができ導いて，フーリエ変換の定義式が導かれることがいて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定義式が導かれることがが導いて，フーリエ変換の定義式が導かれることがかれることレポートで評価する．が
理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についる．

基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についフーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の表示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．，また空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単，この電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関係を積分を求をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のをベクトルを用いて表現することができ求められるかどうかを，前期中間試
めるの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についるかをベクトルを用いて表現することができ後期定期試験で評価する．評価する．する．

【A1】離散フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数ですることレポートで評価する．がで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，それをベクトルを用いて表現することができ用いた空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単音声・
画像などの情報圧縮の基本原理を説明することができるなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についどの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい情報圧縮の基本原理を説明することができるの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい基本原理をベクトルを用いて表現することができ説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数ですることレポートで評価する．がで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についる.

離散フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい簡単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい例により理解できているか，後期定期試験とに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換について重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についいるか，後期定期試験とレポートで評価する．
レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

【A1】3年次の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい学習した数学した空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単数学Iの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい内容(微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の・積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の・微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の方がわかる．程式が導かれることが)をベクトルを用いて表現することができ
応用数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい使い方がわかる．える．

成できることを理解績は，試験はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，試験83%　レポートで評価する．15%　実力試験2%　とレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい評価する．する．試験成できることを理解績は，試験はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，中間・定期の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい4回の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい試験の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい平均とする．とレポートで評価する．する．
状況により臨時試験を行なうことがあるが，その場合最高に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と臨時試験をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についうことレポートで評価する．があるが，その電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき合最高60点で評価する．なお，総合評価はで評価する．評価する．する．なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についお，総合評価する．はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき100点で評価する．なお，総合評価は満点で評価する．なお，総合評価はで評価する．60点で評価する．なお，総合評価は以上を合をベクトルを用いて表現することができ合
格とする．とレポートで評価する．する．

「応用数学」：上を合野健爾(監修)，高専の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい数学教材研究会(編) 高専テキストで評価する．シリーズ （森北出版）が，
「応用数学問題に対して，ガウスの発散定理とストークスの定理を適用してベ集」：上を合野健爾(監修)，高専の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい数学教材研究会(編) 高専テキストで評価する．シリーズ （森北出版）が，

「新訂応用数学」：高遠節夫・斎藤斉他著(大日本図書)
「新版応用数学」：岡本和夫他著(実教出版)
「道具とレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解析」：涌井貞美編(日本実業出版社)
「道具とレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についフーリエ級数，フーリエ変換につい解析」：涌井良幸・涌井貞美共編(日本実業出版社)

D1～D3の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい「数学I」，「数学II」，D3「電気数学」とレポートで評価する．D4「応用数学II」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい限らず，らず，1年～3年で評価する．習した数学った空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単数学をベクトルを用いて表現することができよく求められるかどうかを，前期中間試理解で評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換について重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についいることレポートで評価する．が大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数で評価する．ある．特に微分積分学，三角関数，指数関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の学，三角関数，指数関数
，対して，曲線の長さや単数関数をベクトルを用いて表現することができよく求められるかどうかを，前期中間試理解して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についおいて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい欲しい． 授業の進捗のペースが速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解すしい． 授業の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい進捗のペースが速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解すの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についペースが速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解すいの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についで評価する．，予習した数学・復習した数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい努め，その都度授業内容を理解すめ，その電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい都度シラバス授業内容をベクトルを用いて表現することができ理解す
るよう心がけてほしい．がけて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についほしい．
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授業の計画（応用数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 年間の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい授業ガイダンスとレポートで評価する．実力試験

2

3

4 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についよる曲線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ・曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができ

5 スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できとレポートで評価する．ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき， スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい勾配

6 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散とレポートで評価する．回転を計算でき ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散とレポートで評価する．いうスカラー量と，回転というベクトル量を定義して示し，それらの物理的意味を説明する．とレポートで評価する．，回転を計算できとレポートで評価する．いうベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい量と，回転というベクトル量を定義して示し，それらの物理的意味を説明する．をベクトルを用いて表現することができ定義して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単し，それらの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい物理的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単意味をベクトルを用いて表現することができ説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でする．

7 線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の

8 前期中間試験

9 試験解答と復習とレポートで評価する．復習した数学 中間試験の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解答と復習をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高うとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，再度シラバス，重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい点で評価する．なお，総合評価はに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい理解をベクトルを用いて表現することができ深める．める．

10 スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のをベクトルを用いて表現することができ定義し，それらをベクトルを用いて表現することができ具体的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい求められるかどうかを，前期中間試める手順を示す．をベクトルを用いて表現することができ示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単す．

11 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のをベクトルを用いて表現することができ定義し，それらをベクトルを用いて表現することができ具体的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい求められるかどうかを，前期中間試める手順を示す．をベクトルを用いて表現することができ示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単す．

12 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散とレポートで評価する．ガウスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散定理 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散とレポートで評価する．はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき何かに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でするとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，ガウスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい発散定理の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい物理的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単意味，証明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数での電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい手順を示す．をベクトルを用いて表現することができ解説する．

13 グリーンの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理とレポートで評価する．ストで評価する．ークスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい回転を計算できとレポートで評価する．はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき何かに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でするとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，グリーンの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理とレポートで評価する．ストで評価する．ークスの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい証明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数での電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい考えることと，それかえ方がわかる．をベクトルを用いて表現することができ示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単す．

14 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解析の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用 ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解析の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい講義をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

15 総合演習した数学

16 周期関数とレポートで評価する．三角関数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の 周期関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でとレポートで評価する．フーリエ級数，フーリエ変換につい解析で評価する．重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい三角関数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい計算でき方がわかる．法をベクトルを用いて表現することができ学ぶ．

17 フーリエ級数，フーリエ変換につい級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説

18 フーリエ級数，フーリエ変換につい級数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい収束値 フーリエ級数，フーリエ変換につい級数がどの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についようなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい値に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい収束するの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についかに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でするとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，不連続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい点で評価する．なお，総合評価はで評価する．現することができれるギブス現することができ象の解説をする．の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解説をベクトルを用いて表現することができする．

19 周期関数が奇関数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についとレポートで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき正しく求められるかどうかを，前期中間試弦波関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についよって重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，偶関数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についとレポートで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき余弦波関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についよって重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．をベクトルを用いて表現することができ説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でする．

20 偏微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の方がわかる．程式が導かれることがへの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用 フーリエ級数，フーリエ変換につい級数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用とレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，偏微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の方がわかる．程式が導かれることがの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解法の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい例により理解できているか，後期定期試験とをベクトルを用いて表現することができ紹介する．する．

21 複素フーリエ級数，フーリエ変換につい級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説

22 総合演習した数学

23 後期中間試験

24 試験解答と復習とレポートで評価する．これまで評価する．の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい復習した数学 前半は後期中間試験の解答を行い，後半はフーリエ級数のまとめと復習を行う．はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき後期中間試験の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解答と復習をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高い，後半は後期中間試験の解答を行い，後半はフーリエ級数のまとめと復習を行う．はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できフーリエ級数，フーリエ変換につい級数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についまとレポートで評価する．めとレポートで評価する．復習した数学をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

25 フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定義とレポートで評価する．定理

26 フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい性質をベクトルを用いて表現することができとレポートで評価する．公式が導かれることが フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい性質をベクトルを用いて表現することができとレポートで評価する．基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい公式が導かれることがに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でする．

27

28 境界が有限でない偏微分方程式の場合，フーリエ変換を用いることにより解くことができる．具体例により，解法を学ぶ．が有限らず，で評価する．なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についい偏微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の方がわかる．程式が導かれることがの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき合，フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についをベクトルを用いて表現することができ用いることレポートで評価する．に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と解く求められるかどうかを，前期中間試ことレポートで評価する．がで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についる．具体例により理解できているか，後期定期試験とに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と，解法をベクトルを用いて表現することができ学ぶ．

29 離散フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい

30 総合演習した数学

シラバスをベクトルを用いて表現することができ配布して簡単な授業ガイダンスを行い，して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい簡単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい授業ガイダンスをベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高い，3年次の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい学習した数学した空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単数学Iの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい内容に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい実力試験をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についとレポートで評価する．スカラー，ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単とレポートで評価する．基本演算でき(加算でき，減算でき，スカラー倍
，内積とレポートで評価する．外積)

ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができ，加算でき，減算でき，スカラー倍の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい演算できに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい復習した数学するとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についそれぞれがどの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についように引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい用いられるか紹介する．する．また空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単，ベク
トで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい内積に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい復習した数学するとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい外積に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，その電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定義とレポートで評価する．応用に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい学ぶ．

ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関数(ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理の，速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解す度シラバス，加速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解す度シラバス)
空間内の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい物体位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についで評価する．表現することができされ，その電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい物体の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい運動はベクトル変数の微分により，速度，加速度として表わされる．物体のはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい変数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と，速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解す度シラバス，加速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解す度シラバスとレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表わされる．物体の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい
運動はベクトル変数の微分により，速度，加速度として表わされる．物体のをベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができ用いて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができする．

3次の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい元空間に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についおける曲線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ・曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができ用いて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができするとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，その電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい幾何学的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい特に微分積分学，三角関数，指数関数徴づける接線ベクトル・法線ベクトづける接線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい・法線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．
ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい学ぶ．

空間内に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい大き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についさだけが定義されるもの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができスカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，大き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についさとレポートで評価する．方がわかる．向をもつものをベクトル場として表現するをベクトルを用いて表現することができもつもの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できとレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができする.これらをベクトルを用いて表現することができ数学的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい扱うう
手法に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でする．また空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単，スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できφに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，x， y， z で評価する．偏微分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のした空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単もの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についをベクトルを用いて表現することができ成できることを理解分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のとレポートで評価する．するベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についとレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についスカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい勾配をベクトルを用いて表現することができ定
義する．勾配の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい求められるかどうかを，前期中間試め方がわかる．，物理的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単意味なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についどに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解説する．

スカラー場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できとレポートで評価する．ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい場あるいはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算できの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい線と曲面の形や性質をベクトルを用いて表現することができ積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定義とレポートで評価する．，媒介する．変数 t の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についして重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についそれらの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい値をベクトルを用いて表現することができ求められるかどうかを，前期中間試める方がわかる．法をベクトルを用いて表現することができ示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単す．

2週からから7週からの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい内容に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい理解度シラバスをベクトルを用いて表現することができ測るための試験を行う．るた空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単めの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい試験をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

ベクトで評価する．ル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい解析全般(特に微分積分学，三角関数，指数関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい10週からから14週からに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい重点で評価する．なお，総合評価はをベクトルを用いて表現することができおいて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい)に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，演習した数学をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

周期Tの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい周期関数が，定数及びその周期の整数倍の正弦波関数・余弦波関数によって表現できることを説明するとともに具体びその電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい周期の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい整数倍の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい正しく求められるかどうかを，前期中間試弦波関数・余弦波関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についよって重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい表現することができで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．をベクトルを用いて表現することができ説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でするとレポートで評価する．とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい具体
的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい計算でき方がわかる．法をベクトルを用いて表現することができ示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単す．

フーリエ級数，フーリエ変換につい級数の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい収束定理の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用とレポートで評価する．フーリエ級数，フーリエ変換につい正しく求められるかどうかを，前期中間試弦級数， フーリエ級数，フーリエ変換につい余弦級
数

正しく求められるかどうかを，前期中間試弦波関数・余弦波関数はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，複素指数関数で評価する．表現することができで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についることレポートで評価する．より理解できているか，後期定期試験と(オイラーの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい公式が導かれることが)，複素指数関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についよるフーリエ級数，フーリエ変換につい級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説(複素
フーリエ級数，フーリエ変換につい級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説)に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でする．

17週からから21週からに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関する内容に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい，総合的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい演習した数学をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

フーリエ級数，フーリエ変換につい級数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい17週からから22週からで評価する．学んだことレポートで評価する．の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい理解度シラバスをベクトルを用いて表現することができ試験に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と評価する．する．

フーリエ級数，フーリエ変換につい級数展開でき，フーリエ級数の基本的性質が説はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，周期関数に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい対して，曲線の長さや単して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定義されるもの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についで評価する．あった空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単が，一般の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関数はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき周期関数とレポートで評価する．はスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき限らず，らなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についい．この電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についようなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい一般の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関数
をベクトルを用いて表現することができ周期無限らず，大の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい周期関数とレポートで評価する．して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい拡張すると級数表示が積分に代わり，フーリエ積分と呼ばれる形になる．このフーリエ積分の定するとレポートで評価する．級数表示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単が積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい代わり，フーリエ積分と呼ばれる形になる．このフーリエ積分の定わり理解できているか，後期定期試験と，フーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のとレポートで評価する．呼ばれる形になる．このフーリエ積分の定ばれる形や性質をベクトルを用いて表現することができに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についる．この電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についフーリエ級数，フーリエ変換につい積分と面積分の意味が理解でき，発散定理とストークスの定理のの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定
義とレポートで評価する．基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい定理に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい紹介する．する．

フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用1
時間領域で表現された信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理で評価する．表現することができされた空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理をベクトルを用いて表現することができフーリエ級数，フーリエ変換につい変換についすることレポートで評価する．に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と周波数領域で表現された信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理が求められるかどうかを，前期中間試められる．これに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についより理解できているか，後期定期試験と，いろいろなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理処理をベクトルを用いて表現することができ理
解することレポートで評価する．をベクトルを用いて表現することができ助ける．代表的な例を紹介する．ける．代わり，フーリエ積分と呼ばれる形になる．このフーリエ積分の定表的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい例により理解できているか，後期定期試験とをベクトルを用いて表現することができ紹介する．する．

フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい応用2

離散フーリエ級数，フーリエ変換につい変換についはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，離散化された信号をフーリエ変換するときに用いられる手法であり，画像圧縮などディジタル信号処理に広された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理をベクトルを用いて表現することができフーリエ級数，フーリエ変換につい変換についするとレポートで評価する．き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい用いられる手法で評価する．あり理解できているか，後期定期試験と，画像などの情報圧縮の基本原理を説明することができる圧縮の基本原理を説明することができるなベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についどディジタル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい信号をフーリエ変換することにより周波数領域の信号が求められる．これにより，いろいろな信号処理を理処理に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい広
く求められるかどうかを，前期中間試応用されて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についいる．基本的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい変換につい方がわかる．法に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についついて重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい説明できることを後期中間試験で，幾つかの周期関数に対してフーリエ級数でする．

25週からから29週からまで評価する．の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい内容に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい関して重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい総合的な位置ベクトルで示された空間曲線や曲面に対して，曲線の長さや単なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい演習した数学をベクトルを用いて表現することができ行なうことがあるが，その場合最高う．

備など）
考

前期，後期とレポートで評価する．もに引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい中間試験および定期試験をベクトルを用いて表現することができ実施する．する．
本科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についの電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい修得する．に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についはスカラー場に対して，勾配・発散・回転を計算でき，60 時間の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい授業の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい受講とレポートで評価する． 30 時間の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい事前・事後の電気数学に引き続き，電気電子系専門科目の基礎として重要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換につい自己学習した数学が必要なベクトル解析，フーリエ級数，フーリエ変換についで評価する．ある．
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科　目

担当教員 小倉 和幸 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「初等力学」：甲木伸一 著（裳華房）

参考書

関連科目

微分，積分，微分方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．知識が必要となるので復習しておくこと．が必要となるので復習しておくこと．必要となるので復習しておくこと．となるの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．復習しておくこと．しておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用物理 (Applied Physics)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

自然科学の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．基礎となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理となっている力学を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理学習しておくこと．する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．から出発して種々の物体の運動が求まることを理出発して種々の物体の運動が求まることを理して種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動が必要となるので復習しておくこと．求まることを理まることを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解する．運動と座標，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動，保存則，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動，剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理数学の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理活用して考える力を身につける．またえる力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理身につける．またにつける．また
，例題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解きなが必要となるので復習しておくこと．ら出発して種々の物体の運動が求まることを理理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．くの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．課題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理与えるので，レポートにして提出する．えるの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．，レポートにして提出する．

【A2】速度シラバス・加速度シラバスおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解し，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおけ
る基本的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理めることが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

速度シラバス・加速度シラバス・位置・軌道の式の計算，および重力・復元力・束縛力等が働くとの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．重力・復元力・束縛力等が必要となるので復習しておくこと．働くとくと
きの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理めら出発して種々の物体の運動が求まることを理れるかを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，本校
が必要となるので復習しておくこと．定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．レポートで復習しておくこと．理解度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する．

【A2】質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力が必要となるので復習しておくこと．働くとくとき，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと非慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動
を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理めることが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動に加え，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して等速度シラバス・加速度シラバス・回転運
動等する座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たてて求まることを理めら出発して種々の物体の運動が求まることを理れるかを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，
本校が必要となるので復習しておくこと．定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．レポートで復習しておくこと．理解度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する．

【A2】物理学における基本的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解し，これら出発して種々の物体の運動が求まることを理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理用いて質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またおよ
びベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理めることが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をとポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．重心の計算，および保存則をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
用いた運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．求まることを理め方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，本校が必要となるので復習しておくこと．定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．レポートで復習しておくこと．
理解度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する．

【A2】剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解し，基本的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理めることが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．
きる．

剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．つり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．求まることを理め方，慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算，剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり
の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．回転運動と平面運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．求まることを理め方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理，本校が必要となるので復習しておくこと．定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と適時行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．
レポートで復習しておくこと．理解度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理評価する．する．

成績は，試験は，試験と適時行うレポートで理解度を評価する．85%　レポート15%　として評価する．する．なお，試験と適時行うレポートで理解度を評価する．成績は，試験は，中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．と定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．期試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．平均点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またとする．100点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また満点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また
で復習しておくこと．60点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また以上を合格とする．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり格とする．とする．

「力学」：小出昭一郎 著（裳華房）
「物理学演習しておくこと．上を合格とする．」：後藤憲一，山本邦夫，神吉健 共著（共立出版）
「力学」：原島　鮮 著（裳華房）
「ビジュアル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．アプローチ　力学」：為近和彦 著（森北出版）
「力学の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．考える力を身につける．またえ方」：砂川重信 著（岩波書店）

物理(本科1，2，3年)，数学(本科1，2，3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（応用物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ス，座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと力・速度シラバス・加速度シラバス

2 軌道の式の計算，および重力・復元力・束縛力等が働くとと加速度シラバスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．接線成分・法線成分 加速度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理軌道の式の計算，および重力・復元力・束縛力等が働くとの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．接線成分と法線成分に分けて表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す接線加速度シラバスと法線加速度シラバスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

3

4 重力と速度シラバスに比例する抵抗力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動

5 束縛運動

6 単振動

7 演習しておくこと． これまで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．内容の復習と演習により理解を深める．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．復習しておくこと．と演習しておくこと．により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める．

8 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する． 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．まで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．授業内容の復習と演習により理解を深める．に関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．する試験と適時行うレポートで理解度を評価する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．．出題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．方針は試験前に通知する．は試験と適時行うレポートで理解度を評価する．前に通知する．に通知する．

9 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．解答，抵抗力・強制力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．

10 ばねに結ばれた質点の運動ばれた質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動

11 万有引力

12 ガリレイの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．相対して等速度・加速度・回転運性原理 慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して等速直線運動する座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．または慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで復習しておくこと．あることを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．ガリレイ変換による運動方程式とその解を求める．による運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．

13 慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して加速度シラバス運動する座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動

14 慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して回転する座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動

15 演習しておくこと． これまで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．内容の復習と演習により理解を深める．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．復習しておくこと．と演習しておくこと．により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める．

16 運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．と力積の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．また，力の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トと角運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

17

18 ポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーと力学的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギー保存則

19 質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．重心の計算，および保存則を 多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．くの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またから出発して種々の物体の運動が求まることを理なる質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またにおける重心の計算，および保存則を（質量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．中心の計算，および保存則を）の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．具体の運動が求まることを理例に対して等速度・加速度・回転運して重心の計算，および保存則をを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．

20 質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．と保存則

21 衝突

22 演習しておくこと． これまで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．内容の復習と演習により理解を深める．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．復習しておくこと．と演習しておくこと．により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める．

23 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する． 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．まで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．授業内容の復習と演習により理解を深める．に関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．する試験と適時行うレポートで理解度を評価する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．．出題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．方針は試験前に通知する．は試験と適時行うレポートで理解度を評価する．前に通知する．に通知する．

24 中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．解答，剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．

25 剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．つり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい 剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．つり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解し，具体の運動が求まることを理例に対して等速度・加速度・回転運してつり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりい条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．

26 固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動

27 慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理ト 回転運動に対して等速度・加速度・回転運する慣性を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．基本となる形状の慣性モーメントを計算する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算する．

28 剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．回転運動

29 剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．平面運動

30 演習しておくこと． これまで復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．内容の復習と演習により理解を深める．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．復習しておくこと．と演習しておくこと．により合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．める．

授業の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．進め方，到達目標と評価方法などを説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速め方，到達目標と評価する．方法などを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速する．物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．位置を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また，力の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．成分，物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．位置の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．時間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．変化を表す速を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す速
度シラバスと加速度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．3法則，重力だけが必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動
ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．3法則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する．力として重力だけが必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動について，座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理決め，運動方程式をたて，初め，運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理たて，初
期条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．もとに運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解くと質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動が必要となるので復習しておくこと．求まることを理まることを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

重力に加え速度シラバスに比例する抵抗力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動について，運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．立て方とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解き方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．また，終速
度シラバスを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動が必要となるので復習しておくこと．特定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．線または面上を合格とする．に限定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．される束縛運動について，その解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ときに働くとく束縛力（垂直抗力，摩擦力等）を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．そ
して，束縛力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．

単振動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．距離に比例する復元力が働くときの質点の運動，糸に結ばれた質点の微小振動（単振り子）が単振動に比例する復元力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動，糸に結ばれた質点の微小振動（単振り子）が単振動に結ばれた質点の運動ばれた質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．微小振動（単振り合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり子）が必要となるので復習しておくこと．単振動
になることを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解より合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり理解する．

中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．結ばれた質点の運動果を確認する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力および強制力が働くときの運動方程式の立て方を理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．強制力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．立て方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解
する．

種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．形態のばねに結ばれた質点の運動を考える．質点に働く力，運動方程式の立て方，平衡位置の求め方，振動の周期等を理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ばねに結ばれた質点の運動ばれた質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえる．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに働くとく力，運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．立て方，平衡位置の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．求まることを理め方，振動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．周期等を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解する．

ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．万有引力の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する．重力は万有引力で復習しておくこと．あることを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．惑星の運動，静止衛星，振り子時計の周期等をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動，静止衛星の運動，静止衛星，振り子時計の周期等を，振り合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり子時計の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．周期等を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理
考える力を身につける．またえる．

慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して加速度シラバス運動している座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで復習しておくこと．は，実際の力とともに加速度によるみかけの力を考えると，慣性系と同じように運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力とともに加速度シラバスによるみかけの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえると，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと同じように運動じよう試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に運動
方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．が必要となるので復習しておくこと．立てら出発して種々の物体の運動が求まることを理れることを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと加速度シラバス系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て，その解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理比較する．する．

慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに対して等速度・加速度・回転運して一定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．角速度シラバスで復習しておくこと．回転する座標系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またで復習しておくこと．は，コリオリの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力と遠心の計算，および保存則を力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえれば，慣性系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと同じように運動じよう試験と適時行うレポートで理解度を評価する．に運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．が必要となるので復習しておくこと．成り合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり
立つことを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．保存則，角運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．保存則(1)

角運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．保存則(2)，仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をと運動エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギー
力の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トと角運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．角運動量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．また，仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をと運動エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．，仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算方法を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理
解し，具体の運動が求まることを理例に対して等速度・加速度・回転運して仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理計算する．

仕事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則をが必要となるので復習しておくこと．経路によらず座標だけで決まる保存力を理解し，保存力に対するポテンシャルエネルギー（位置エネルギー）を求める．運によら出発して種々の物体の運動が求まることを理ず座標だけで決まる保存力を理解し，保存力に対するポテンシャルエネルギー（位置エネルギー）を求める．運座標だけで復習しておくこと．決め，運動方程式をたて，初まる保存力を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解し，保存力に対して等速度・加速度・回転運するポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギー（位置エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギー）を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．運
動エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーとポテンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理シャル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．和で復習しておくこと．ある力学的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーについて，その解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またに外力と内力が必要となるので復習しておくこと．働くとくときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．重心の計算，および保存則をは全質量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．が必要となるので復習しておくこと．重心の計算，および保存則をに集中し，外力もすべて重心の計算，および保存則をに働くといて
いるときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．1つの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またと同じように運動じ運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理することを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．また，質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．また系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．保存則を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．衝突の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．問題を解きながら理解を深める．多くの課題を与えるので，レポートにして提出する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理考える力を身につける．またえる．弾性衝突と非弾性衝突，跳ね返り係数（反発係数），およびこれらと運動エネルギーの関係を理解すね返り係数（反発係数），およびこれらと運動エネルギーの関係を理解すり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．数（反発して種々の物体の運動が求まることを理係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．数），およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．これら出発して種々の物体の運動が求まることを理と運動エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解す
る．

中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．結ばれた質点の運動果を確認する．また，復元力に加え，速さに比例する抵抗力および強制力が働くときの運動方程式の立て方を理解を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理確認する．力として重力だけが働くときの質点の運動について，座標系を決め，運動方程式をたて，初する．剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理重心の計算，および保存則を運動とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．回転運動にわけて考える力を身につける．またえるときの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．考える力を身につける．またえ方を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解
する．

固定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．軸のまわりの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．まわり合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわりに回転する剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理回転角を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理用いて表す接線加速度と法線加速度の意味を理解する．す．質点の運動，保存則，質点系の運動，剛体の運動を数学の知識を活用して考える力を身につける．またの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．並進め方，到達目標と評価方法などを説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速運動と剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．回転運動における運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．
を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理含む物理量の対比関係を理解する．む物理量の対比関係を理解する．物理量と力積の関係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．対して等速度・加速度・回転運比関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．係および運動量保存則を理解する．また，力のモーメントと角運動量の意味を理解する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解する．

慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トに関する試験を行う．出題方針は試験前に通知する．する定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．理を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理理解し，それを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理用いて慣性モーメンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理トを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．そして，具体の運動が求まることを理的な質点の運動を運動方程式をたてて求めることができる．な剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．回転運動に対して等速度・加速度・回転運して運動方
程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て，それを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解くことにより合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．回転運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める．

剛体の運動が求まることを理が必要となるので復習しておくこと．平面内で復習しておくこと．並進め方，到達目標と評価方法などを説明する．物体の位置を表す座標系，力の成分，物体の位置の時間的変化を表す速運動と回転運動する平面運動に対して等速度・加速度・回転運して，運動方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理立て，それを学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理解くことにより合い条件の求め方，慣性モーメントの計算，剛体の固定軸のまわり剛体の運動が求まることを理の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．平面運動を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理求まることを理める
．

備など）
考

前に通知する．期，後期ともに中間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．試験と適時行うレポートで理解度を評価する．およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．定めた期間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．期試験と適時行うレポートで理解度を評価する．を学習する．ニュートンの運動方程式から出発して種々の物体の運動が求まることを理実施する．する．
本科目の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．修得には，には，60 時間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．授業の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．受講と 30 時間に行う試験と適時行うレポートで理解度を評価する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則を前に通知する．・事とポテンシャルエネルギーの計算，質点系の重心の計算，および保存則を後の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．自己学習しておくこと．が必要となるので復習しておくこと．必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．ある．
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科　目

担当教員 原口 俊樹 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A3(50%), A4-D4(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4 仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．レポートやソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．演習で評価する．で評価する．評価する．する．

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜プリントを配布するプリントをレポートや演習で評価する．配布するする

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．工学 (Software Engineering)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

システムエンジニア設計をレポートや演習で評価する．にとって，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保からの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保をレポートや演習で評価する．分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保してシステム設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保い，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保プログラムをレポートや演習で評価する．実装してテストを重ね，運用・保してテストをレポートや演習で評価する．重ね，運用・保ね，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保運用・保
守する技術が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトする技術が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトが求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保められる．本講義で評価する．は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保これらの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．プロセスをレポートや演習で評価する．チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトをレポートや演習で評価する．通して学習で評価する．することをレポートや演習で評価する．目的とする．前期では，ソフトとする．前期では，ソフトで評価する．は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保ソフト
ウェア設計をレポートや演習で評価する．工学の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．意義と構造化プログラミングに重点を置き，後期ではプログラミングに重ね，運用・保点を置き，後期ではをレポートや演習で評価する．置き，後期ではき，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保後期では，ソフトで評価する．はAPIとDBをレポートや演習で評価する．用いたアプリ開発を通してソフトウェア工学ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトをレポートや演習で評価する．通してソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．工学
の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．理解を深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．をレポートや演習で評価する．深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．める．なお，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保本講義は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．実務経験をレポートや演習で評価する．踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．まえて，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトについて教授します．します．

【A3】ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．プロセスと基礎概念（モジュラリティ・段階的詳細モジュラリティ・段階的とする．前期では，ソフト詳細
化プログラミングに重点を置き，後期では・情報隠蔽・抽象化プログラミングに重点を置き，後期ではなど）が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト理解を深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．で評価する．きる．

ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．プロセスと基礎概念の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．理解を深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．度シラバスをレポートや演習で評価する．前期では，ソフト中間試験と演習で評価する．で評価する．評
価する．する．

【A3】分割コンパイル，プリプロセッサ，バージョン管理，変数の取り扱い方コンパイル，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保プリプロセッサ，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保バージョン管理，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保変数の取り扱い方の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．取り扱い方り扱い方扱い方い方
等をレポートや演習で評価する．理解を深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．で評価する．きる．

分割コンパイル，プリプロセッサ，バージョン管理，変数の取り扱い方コンパイル，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保プリプロセッサ，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保バージョン管理，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保変数の取り扱い方の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．取り扱い方り扱い方扱い方い方が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト理解を深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．で評価する．
きているかをレポートや演習で評価する．前期では，ソフト中間試験と演習で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】APIやソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．DBをレポートや演習で評価する．利用したアプリ開発を通してソフトウェア工学ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎をレポートや演習で評価する．実践することができる．することが求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトで評価する．きる． APIやソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．DBをレポートや演習で評価する．利用したアプリ開発を通してソフトウェア工学ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．理解を深める．なお，本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，ソフトウェアの開発について教授します．度シラバスをレポートや演習で評価する．後期では，ソフト中間試験と演習で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D4】要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保に応じた仕様を作成し，ソフトウェアを設計することができるじたアプリ開発を通してソフトウェア工学仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．し，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．設計をレポートや演習で評価する．することが求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトで評価する．きる
．

【A4-D4】チームで評価する．作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．したアプリ開発を通してソフトウェア工学作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際をレポートや演習で評価する．プレゼンテーション形式で紹介し，実際で評価する．紹介し，実際し，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保実際
に利用してもらう．

プレゼンテーションの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．内容や，クラス内の相互評価等でチームごとの作品の評やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保クラス内の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．相互評価する．等で評価する．チームごとの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．評
価する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．績は，試験は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保試験50%　レポート20%　演習で評価する．10%　プレゼンテーション及び作品評価び作品評価作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際評価する．20%　として評価する．する．試験点を置き，後期ではは，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保前期では，ソフト
および作品評価後期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．中間試験の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．単純平均のの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．50%で評価する．評価する．する．総合評価する．100点を置き，後期では満点を置き，後期では中60点を置き，後期では以上を合格とする．をレポートや演習で評価する．合格とする．とする．

「新訂新C言語入門シニア設計をレポートや演習で評価する．編」：林晴比古（モジュラリティ・段階的詳細ソフトバンク）
「ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．工学」：高橋直久，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保丸山勝久（モジュラリティ・段階的詳細森北出版）

プログラミングI，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保プログラミングII

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目は「仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．書からプログラムを実際に実現できること」を学習する．この科目の特徴上，試験とその他演習等の評価比からプログラムをレポートや演習で評価する．実際に実現できること」を学習する．この科目の特徴上，試験とその他演習等の評価比で評価する．きること」をレポートや演習で評価する．学習で評価する．する．この作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．科目の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．特徴上を合格とする．，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保試験とその作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．他演習で評価する．等の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．評価する．比
率を同じとする．をレポートや演習で評価する．同じとする．じとする．
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授業の計画（ソフトウェア工学）ソフトウェア工学）工学）

テーマ 内容（ソフトウェア工学）目標・準備など）など）

1 ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．工学の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎概念

2 開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトプロセス

3 要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保

4 構造化プログラミングに重点を置き，後期では分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保とオブジェクト指向分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保 要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保をレポートや演習で評価する．仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．化プログラミングに重点を置き，後期ではする技法に構造化分析とオブジェクト指向分析がある．ここでは，データフローを用いた分析手順について触れる．に構造化プログラミングに重点を置き，後期では分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保とオブジェクト指向分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトある．ここで評価する．は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保データフローをレポートや演習で評価する．用いたアプリ開発を通してソフトウェア工学分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保手順について触れる．について触れる．れる．

5 ア設計をレポートや演習で評価する．ーキテクチャ設計設計をレポートや演習で評価する．

6 プログラミング ユーザインタフェース設計をレポートや演習で評価する．，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保モジュール設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．経て，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保これらをレポートや演習で評価する．具体化プログラミングに重点を置き，後期ではするたアプリ開発を通してソフトウェア工学めの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．プログラミングの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．技法に構造化分析とオブジェクト指向分析がある．ここでは，データフローを用いた分析手順について触れる．に関して触れる．して触れる．れる．

7 チーム編成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保い，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保をレポートや演習で評価する．分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保して仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．化プログラミングに重点を置き，後期ではし，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保構造化プログラミングに重点を置き，後期では分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．ア設計をレポートや演習で評価する．ーキテクチャ設計分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保等ディスカッションをレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

8

9

10 モジュール化プログラミングに重点を置き，後期ではと機能分割コンパイル，プリプロセッサ，バージョン管理，変数の取り扱い方に関して触れる．する講義

11

12

13 途中経過報告 チームごとに途中経過をレポートや演習で評価する．プレゼン形式で紹介し，実際で評価する．報告する．作業の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．進捗状況，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．変更の有無，完成目処，問題点等を報告する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．有無，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保完成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．目処，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保問題点を置き，後期では等をレポートや演習で評価する．報告する．

14

15 作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト表 完成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．させたアプリ開発を通してソフトウェア工学作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．報告をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．またアプリ開発を通してソフトウェア工学，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保相互に動作をレポートや演習で評価する．確認し，作品の品評を行う．し，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際評をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

16

17

18 作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．したアプリ開発を通してソフトウェア工学ア設計をレポートや演習で評価する．プリケーションの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際質を担保するために実施されるテストについて説明する．をレポートや演習で評価する．担保するたアプリ開発を通してソフトウェア工学めに実施されるテストについて説明する．されるテストについて説明する．する．

19 先週に引き続きテストについて説明する．に引き続きテストについて説明する．き続きテストについて説明する．きテストについて説明する．する．

20

21 先週に引き続きテストについて説明する．に引き続きテストについて説明する．き続きテストについて説明する．き説明する．をレポートや演習で評価する．実施されるテストについて説明する．する．

22 中間試験 ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトに関して触れる．する知識を中間試験で問う．をレポートや演習で評価する．中間試験で評価する．問う．

23 試験返却と仕様の再検討と仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．再検討

24

25

26

27 途中経過報告 途中経過をレポートや演習で評価する．プレゼン形式で紹介し，実際で評価する．報告する．作業の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．進捗状況，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．変更の有無，完成目処，問題点等を報告する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．有無，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保完成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．目処，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保問題点を置き，後期では等をレポートや演習で評価する．報告する．

28

29

30 作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト表 完成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．させたアプリ開発を通してソフトウェア工学作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．報告をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．またアプリ開発を通してソフトウェア工学，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保相互に動作をレポートや演習で評価する．確認し，作品の品評を行う．し，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保作品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．品をプレゼンテーション形式で紹介し，実際評をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．工学の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎概念について概説し，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保本授します．業の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．1年間の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．流れを説明する．また，演習環境やチーム開発について説明するれをレポートや演習で評価する．説明する．する．またアプリ開発を通してソフトウェア工学，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保演習で評価する．環境やチーム開発について説明するやソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトについて説明する．する
．

要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保から保守する技術が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト・運用に至るまでのソフトウェア開発のプロセスモデルを説明する．ウォーターフォール型モデル，進化型プロセるまで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．プロセスモデルをレポートや演習で評価する．説明する．する．ウォーターフォール型モデル，進化型プロセモデル，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保進化プログラミングに重点を置き，後期では型モデル，進化型プロセプロセ
スモデル，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保ア設計をレポートや演習で評価する．ジャ設計イルプロセスモデル等の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．説明する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

ソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトにおいて，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．利用者の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保をレポートや演習で評価する．正確に把握することが重要である．ここでは，要求獲得，要求仕様化，要求確認することが求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト重ね，運用・保要で評価する．ある．ここで評価する．は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保獲得，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．化プログラミングに重点を置き，後期では，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保確認し，作品の品評を行う．
に関して触れる．して触れる．れる．

ア設計をレポートや演習で評価する．ーキテクチャ設計設計をレポートや演習で評価する．で評価する．は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保性能やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．変更の有無，完成目処，問題点等を報告する．容や，クラス内の相互評価等でチームごとの作品の評易性などの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．非機能面から要求分析してどのような構造にすべきかを定める．ここでは，アから要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保してどの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．ような構造にすべきかをレポートや演習で評価する．定める．ここでは，アめる．ここで評価する．は，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保ア設計をレポートや演習で評価する．
ーキテクチャ設計の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．設計をレポートや演習で評価する．手法に構造化分析とオブジェクト指向分析がある．ここでは，データフローを用いた分析手順について触れる．について触れる．れる．

チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．提示とグループディスカッションとグループディスカッション

中間試験(教室にてにて) 1週に引き続きテストについて説明する．目から7週に引き続きテストについて説明する．目まで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．知識を中間試験で問う．をレポートや演習で評価する．試験で評価する．問う．

試験返却と仕様の再検討とチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．説明する． 中間試験をレポートや演習で評価する．返却と仕様の再検討して説明する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．またアプリ開発を通してソフトウェア工学，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．課題をレポートや演習で評価する．提示とグループディスカッションする．

チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．内容や，クラス内の相互評価等でチームごとの作品の評に基づいてモジュール化プログラミングに重点を置き，後期ではと機能分割コンパイル，プリプロセッサ，バージョン管理，変数の取り扱い方の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．説明する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保い，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保班ごとに仕様を検討する．ごとに仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．検討する．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業1 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業2 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業3 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第1課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．この作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．回で完成を目指す．で評価する．完成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．目指す．

チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第2課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．説明する． APIとDBをレポートや演習で評価する．利用したアプリ開発を通してソフトウェア工学ア設計をレポートや演習で評価する．プリケーション開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトに関して触れる．する要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保をレポートや演習で評価する．提示とグループディスカッションし，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．をレポートや演習で評価する．検討する．

ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎1 Git・Githubの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．利用 チームア設計をレポートや演習で評価する．プリケーション開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトにおいてソースコードのバージョン管理で利用されるの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．バージョン管理で評価する．利用されるGit/Githubの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．利用方法に構造化分析とオブジェクト指向分析がある．ここでは，データフローを用いた分析手順について触れる．について説明する．する．

ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎2 テストの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．書からプログラムを実際に実現できること」を学習する．この科目の特徴上，試験とその他演習等の評価比き方1

ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎3 テストの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．書からプログラムを実際に実現できること」を学習する．この科目の特徴上，試験とその他演習等の評価比き方2

ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎4 APIとDBの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト1 Webア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト時に重要になるに重ね，運用・保要になるAPIとデータをレポートや演習で評価する．保管する場所として利用するとして利用するDBについて説明する．する．

ア設計をレポートや演習で評価する．プリ開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．基礎5 APIとDBの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト2

中間試験をレポートや演習で評価する．返却と仕様の再検討してその作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．説明する．をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．またアプリ開発を通してソフトウェア工学16週に引き続きテストについて説明する．目で評価する．作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．したアプリ開発を通してソフトウェア工学仕様の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．再検討をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保い，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフトの作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．分担決めを行う．めをレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業1 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第2課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業2 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第2課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業3 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第2課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業4 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第2課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保う．

チームごとで評価する．の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業5 チーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト（モジュラリティ・段階的詳細第2課題）の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．作業をレポートや演習で評価する．行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保い，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保完成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．させる．

備など）
考

前期では，ソフト中間試験および作品評価後期では，ソフト中間試験をレポートや演習で評価する．実施されるテストについて説明する．する．
本科目の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．修得には，顧客からの要求を分析してシステム設計を行い，プログラムを実装してテストを重ね，運用・保60 時に重要になる間の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．授します．業の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．受講と 30 時に重要になる間の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．事前・事後の作成やソフトウェア設計をレポートや演習で評価する．自己学習で評価する．が求められる．本講義では，これらのプロセスをチーム開発を通して学習することを目的とする．前期では，ソフト必要で評価する．ある．
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科　目

担当教員 橋本 好幸 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7 電磁波とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるかを定期試験およびレポートで評価する．定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書 「電気学会大学講座 電気磁気学問題演習詳解」：桂井 誠（電気学会）

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気磁気学Ⅱ (Electromagnetics II)

電子工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本講義では何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，3年次に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のした静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のさせ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のおよびレポートで評価する．磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の関する性質を学習する．電界と磁界のする性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．学習する．電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のと磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の
対比関する性質を学習する．電界と磁界の係を整理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿を定期試験およびレポートで評価する．整理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿しなが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．ら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿までを定期試験およびレポートで評価する．体系的に進める．教科書の解説に沿に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の進める．教科書の解説に沿める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の解説に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の沿
って，数式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．持つ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．つ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．物理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿的に進める．教科書の解説に沿意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．を定期試験およびレポートで評価する．正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，動的に進める．教科書の解説に沿な電磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の基礎を習得することを目的とする．を定期試験およびレポートで評価する．習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のすることを定期試験およびレポートで評価する．目的に進める．教科書の解説に沿とする．

【A4-D1】電気系の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の基礎を習得することを目的とする．法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解できる．また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のと静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の関する性質を学習する．電界と磁界の係を整理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．
説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できる．

電気系の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の基礎を習得することを目的とする．法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解しているか，電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のと静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の関する性質を学習する．電界と磁界の係を整理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるかを定期試験およびレポートで評価する．
中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A4-D1】ビオサバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，アンペア周回積分の法則を理解し，計算にの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，計算にに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の
適応できる．できる．

ビオサバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，アンペア周回積分の法則を理解し，計算にの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，計算にに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の適応できる．できる
かを定期試験およびレポートで評価する．中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A4-D1】磁性体の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，磁性体中での諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の電磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できる
．

磁性体中の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の変化，磁性体の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の種類，磁束密度シラバスと磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の違いが理解できていが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解できて
いるか，また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の電磁誘導の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の物理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿的に進める．教科書の解説に沿理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できているかを定期試験およびレポートで評価する．定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポー
トで評価する．で評価する．する．

【A4-D1】インダクタンスの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．を定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，各種導体系に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のおけるインダクタ
ンスが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．計算にできる．

インダクタンスの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．を定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，各種導体系に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のおけるインダクタンスが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．計算にで
きるかを定期試験およびレポートで評価する．定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A4-D1】電磁誘導の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いた静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の各種計算にが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できる．
電磁誘導の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いた静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の各種計算にが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるかを定期試験およびレポートで評価する．定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評
価する．する．

【A4-D1】マクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．でき，各種計算にに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の適応できる．できる．
マクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．でき，各種計算にに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の適用いた各種計算ができる．できるかを定期試験およびレポートで評価する．定期試験およびレポートで評価する．およ
びレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

【A4-D1】電磁波とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できる．

成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿績は，試験は何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，試験およびレポートで評価する．80%　レポートで評価する．20%　として評価する．する．なお，試験およびレポートで評価する．成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿績は，試験は何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，中間試験およびレポートで評価する．と定期試験およびレポートで評価する．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の平均点とする． とする． 100点とする． 満点とする． 
で60点とする． 以上を合格とする．また，各試験がを定期試験およびレポートで評価する．合格とする．また，各試験がとする．また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，各試験およびレポートで評価する．が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．60点とする． 未満で臨時試験およびレポートで評価する．を定期試験およびレポートで評価する．実施する場合は，する場合は何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，70点とする． 以上を合格とする．また，各試験がで合格とする．また，各試験がとし，当該試験およびレポートで評価する．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の点とする． 
数は何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．60点とする． とする．

「電気学会大学講座 電気磁気学」： 山田直平，桂井 誠(電気学会)

電気磁気学I，応できる．用いた各種計算ができる．数学，数学I，数学II，物理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿

履修上のの評価方法と基準
注意事項

3年生で学習した電気磁気学で学習した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の電気磁気学Iの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の内容について十分に復習し理解しておくこと．に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて十分の法則を理解し，計算にに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の復習し理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解しておく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．こと．
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授業の計画（電気磁気学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 連続導体中での諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の分の法則を理解し，計算に布 導体中での諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の場と静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の関する性質を学習する．電界と磁界の係を整理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて学習し，各種問題に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の適応できる．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

2 ビオサバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いて，直線状導線の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の作る磁束密度が計算できるようになる．る磁束密度シラバスが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．計算にできるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

3 ビオサバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いて，円形コイルの作る磁束密度が計算できるようになる．コイル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の作る磁束密度が計算できるようになる．る磁束密度シラバスが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．計算にできるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

4 アンペア周回積分の法則を理解し，計算にの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の アンペア周回積分の法則を理解し，計算にの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

5 磁束分の法則を理解し，計算に布の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の計算に 無限長形コイルの作る磁束密度が計算できるようになる．状，有限長形コイルの作る磁束密度が計算できるようになる．状に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のおける磁束分の法則を理解し，計算に布の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の計算にが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

6 電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のよる磁束と電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の働く力く理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．力

7

8 中間試験およびレポートで評価する．

9 磁性体の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の概要（中間試験およびレポートで評価する．答案の返却と解説を含む）の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の返却と解説を含む）と解説を定期試験およびレポートで評価する．含む）む）

10 磁性体の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のある場合の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の 磁性体が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．ある場合の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて計算にできるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

11 磁気回路と電気回路と電気回路と電気回路 磁気回路と電気回路と電気回路と電気回路の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の相異について理解し，磁気回路の計算ができるようになる．に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，磁気回路と電気回路の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の計算にが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

12 インダクタンス

13 電磁誘導現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿 電磁誘導現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の基礎を習得することを目的とする．に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて学習を定期試験およびレポートで評価する．行う．電磁誘導現象とは何かについて説明できるようになる．う．電磁誘導現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．かに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

14 マクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿と電磁波とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．
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ビオサバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いた静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の磁束密度シラバスの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の計算に（1）

ビオサバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いた静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の磁束密度シラバスの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の計算に（2）

電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のより生じる磁界が計算できるようになる．フレミングの法則を理解し，各種導体の電流が流れたときに生じる力が計算できる生で学習した電気磁気学じる磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．計算にできるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．フレミングの法則を理解し，各種導体の電流が流れたときに生じる力が計算できるの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，各種導体の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のれた静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のときに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の生で学習した電気磁気学じる力が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．計算にできる
．

演習(1) 第1週と第と第6週と第の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の授業内容について十分に復習し理解しておくこと．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の演習を定期試験およびレポートで評価する．行う．電磁誘導現象とは何かについて説明できるようになる．う．

電気回路と電気回路の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の諸定理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿，ビオサーバール方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，アンペア周回積分の法則を理解し，計算にの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のおよびレポートで評価する．フレミングの法則を理解し，各種導体の電流が流れたときに生じる力が計算できるの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のを定期試験およびレポートで評価する．用いた各種計算ができる．いて各種計算にが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の
しておく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．こと．

磁性体の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の性質を学習する．電界と磁界の，減磁力，磁界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のエネル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿ギーに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて学習し，それらの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，ヒステリシス損など強磁性体など強磁性体強磁性体
の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いても理解する．なお，授業最初に中間試験の答案返却と解説を行う．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解する．なお，授業最初に中間試験の答案返却と解説を行う．に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の中間試験およびレポートで評価する．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の答案の返却と解説を含む）返却と解説を含む）と解説を定期試験およびレポートで評価する．行う．電磁誘導現象とは何かについて説明できるようになる．う．

インダクタンスの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の定義を定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解し，それが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．か説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，簡単な形コイルの作る磁束密度が計算できるようになる．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のインダクタンスを定期試験およびレポートで評価する．求めることができるようになるめることが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる
．

マクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿を定期試験およびレポートで評価する．式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿で表せ，それらの式の意味が説明できるようになる．電磁波とは何かが説明できるようになる．また，電せ，それらの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．電磁波とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，電
磁波とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．を定期試験およびレポートで評価する．波とは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．動方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿で表せ，それらの式の意味が説明できるようになる．電磁波とは何かが説明できるようになる．また，電すことが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．できるように習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のなる．

演習(2) 第9週と第から第14週と第の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の授業内容について十分に復習し理解しておくこと．に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のつ物理的意味を正しく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．いて演習を定期試験およびレポートで評価する．行う．電磁誘導現象とは何かについて説明できるようになる．う．

備など）
考

前期中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．前期定期試験およびレポートで評価する．を定期試験およびレポートで評価する．実施する場合は，する．
本科目の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の修得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のは何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，30 時間の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の授業の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の受講と 60 時間の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業に関する資料を閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の自己学習が説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．必要である．事前学習では何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，次に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の回の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の授業に習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の関する性質を学習する．電界と磁界のする資料を閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．を定期試験およびレポートで評価する．閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．し，各自で内容について十分に復習し理解しておくこと．を定期試験およびレポートで評価する．理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解しておく理解し，動的な電磁界の基礎を習得することを目的とする．こと．
事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業に関する資料を閲覧し，各自で内容を理解しておくこと．学習では何かが説明できるかを定期試験およびレポートで評価する．，当日の授業の復習を行い，理解度を確認すること．また，適宜，課題を配付するので，指定期日までにレポート提出すること．の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の授業の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の復習を定期試験およびレポートで評価する．行う．電磁誘導現象とは何かについて説明できるようになる．い，理しながら，電磁現象の集大成であるマクスウェル方程式の導出までを体系的に進める．教科書の解説に沿解度シラバスを定期試験およびレポートで評価する．確認すること．また，適宜，課題を配付するので，指定期日までにレポート提出すること．すること．また静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界の，適宜，課題を定期試験およびレポートで評価する．配付するので，指定期日までにレポート提出すること．するの諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界ので，指定期日の授業の復習を行い，理解度を確認すること．また，適宜，課題を配付するので，指定期日までにレポート提出すること．までに習得した静電界の諸法則を発展させ，定常電流および磁界に関する性質を学習する．電界と磁界のレポートで評価する．提出までを体系的に進める．教科書の解説に沿すること．
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科　目

担当教員 西 敬生 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）

参考書

関連科目

毎回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．授業に電卓を持参すること．に電卓を持参すること．電卓を持参すること．を持参すること．持参すること．すること．

神戸市立工業に電卓を持参すること．高等専門学校 2026年度シラバスシラバス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）工学 (Semiconductor Engineering)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

現代のエレクトロニクスは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理の授業に電卓を持参すること．エレクトロニクス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）に電卓を持参すること．よって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理えられて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理いる．この授業に電卓を持参すること．半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）を持参すること．，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理や電子輸送現象などの固体物理電子輸送現象などの固体物理などの授業に電卓を持参すること．固体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）物理
の授業に電卓を持参すること．基礎から学ぶとともに，ダイオードやトランジスタに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学から学ぶとともに電卓を持参すること．，ダイオードや電子輸送現象などの固体物理や電子輸送現象などの固体物理トランジス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）タに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学に電卓を持参すること．代のエレクトロニクスは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学される半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）として支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，応用面からも深く理解できるよう学からも深く理解できるよう学く理解できるよう学理解できるよう学できるよう学学
んでいく理解できるよう学．授業に電卓を持参すること．で出て支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理く理解できるよう学る数値のほとんどは実生活では使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することの授業に電卓を持参すること．ほとんどは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理実生活では使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することでは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することわない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することの授業に電卓を持参すること．もの授業に電卓を持参すること．ばかりであるため，演習などで比較検討することなどで比較検討することすること
で慣れながら理解することを目指す．れながら理解できるよう学することを持参すること．目指す．す．

【A4-D2】半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）という学物質の結晶構造やその特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．結晶構造やその特性の概要について説明や電子輸送現象などの固体物理その授業に電卓を持参すること．特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理説明
できる．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）とは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理どの授業に電卓を持参すること．よう学な性の概要について説明質の結晶構造やその特性の概要について説明を持参すること．もった物質の結晶構造やその特性の概要について説明かを持参すること．問うことをレポートおよび前期中う学ことを持参すること．レポートおよび前期中前期中
間試験の中で行い評価する．の授業に電卓を持参すること．中で行い評価する．い評価する．する．

【A4-D2】金属，半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版），絶縁体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．抵抗率をバンド構造の違いなどから定を持参すること．バンドや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．違いなどから定いなどから定
性の概要について説明的に説明できる．に電卓を持参すること．説明できる．

グラフや図を使ってや電子輸送現象などの固体物理図を使ってを持参すること．使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理3つの授業に電卓を持参すること．違いなどから定いを持参すること．説明する問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験を持参すること．レポートおよび前期中前期中間試験の中で行い評価する．
の授業に電卓を持参すること．中で行い評価する．い評価する．する．

【A4-D2】半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）中の授業に電卓を持参すること．キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバスの授業に電卓を持参すること．導出や電子輸送現象などの固体物理，状態密度シラバス，占有確率をバンド構造の違いなどから定との授業に電卓を持参すること．関
係について説明できる．に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理説明できる．

キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバスの授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるや電子輸送現象などの固体物理状態密度シラバス，占有確率をバンド構造の違いなどから定の授業に電卓を持参すること．意味や実際例から値を計算させるや電子輸送現象などの固体物理実際例から値を計算させるから値のほとんどは実生活では使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することを持参すること．計算させるさせる
問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験を持参すること．レポートおよび前期中前期定期試験の中で行い評価する．で出題をレポートおよび前期中間試験することで評価する．する．

【A4-D2】ドや電子輸送現象などの固体物理リフや図を使ってト電流（オームの法則）や拡散電流（フィックの法則）がわの授業に電卓を持参すること．法則）や電子輸送現象などの固体物理拡散電流（フや図を使ってィックの授業に電卓を持参すること．法則）がわ
かり，抵抗率をバンド構造の違いなどから定と移動度シラバスや電子輸送現象などの固体物理キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバスの授業に電卓を持参すること．関係について説明できる．がわかる．

物質の結晶構造やその特性の概要について説明中の授業に電卓を持参すること．オームの法則）や拡散電流（フィックの法則）がわの授業に電卓を持参すること．法則や電子輸送現象などの固体物理キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．拡散に電卓を持参すること．よる拡散電流の授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．説明させる問うことをレポートおよび前期中
題をレポートおよび前期中間試験や電子輸送現象などの固体物理，実際例から値を計算させるから値のほとんどは実生活では使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することを持参すること．計算させるさせたりする問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験を持参すること．前期定期試験の中で行い評価する．で出題をレポートおよび前期中間試験して支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理評価する．
する．

【A4-D2】pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．整流性の概要について説明や電子輸送現象などの固体物理その授業に電卓を持参すること．起源を，エネルギバンド図や文章で説明を持参すること．，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理図を使ってや電子輸送現象などの固体物理文章で説明で説明
できる．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．整流性の概要について説明を持参すること．エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理図を使ってで説明させたり，拡散電位の授業に電卓を持参すること．起源を，エネルギバンド図や文章で説明を持参すること．説明
させる問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験を持参すること．後期中間試験の中で行い評価する．で出題をレポートおよび前期中間試験し，評価する．する．

【A4-D2】pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．空乏層幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件とや電子輸送現象などの固体物理静電容量を，不純物密度などの諸条件とを持参すること．，不純物密度シラバスなどの授業に電卓を持参すること．諸条件とと
数式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるから見積もることができる．もることができる．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明状態に電卓を持参すること．よって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理空乏層幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件とや電子輸送現象などの固体物理容量を，不純物密度などの諸条件とを持参すること．導出させる問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験を持参すること．レポートおよ
び前期中後期中間試験の中で行い評価する．で出題をレポートおよび前期中間試験し，評価する．する．

【A4-D2】MOS構造やその特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．周波数特性の概要について説明や電子輸送現象などの固体物理MOS-FETの授業に電卓を持参すること．短チャネル効果についチャネル効果についに電卓を持参すること．つい
て支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理説明できる．

MOS構造やその特性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理図を使ってや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明図を使って，周波数特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．グラフや図を使ってなどを持参すること．用
いて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理説明する問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験や電子輸送現象などの固体物理，MOS-FETの授業に電卓を持参すること．短チャネル効果についチャネル効果についに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理説明させる問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験
を持参すること．後期定期試験の中で行い評価する．で出題をレポートおよび前期中間試験し評価する．する．

成績は，試験は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，試験の中で行い評価する．90%　レポート10%　として支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理評価する．する．100点満点中60点以上を合格とする．を持参すること．合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明格とする．とする．4回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．試験の中で行い評価する．の授業に電卓を持参すること．平均を試験点とを持参すること．試験の中で行い評価する．点と
する．また，臨時試験の中で行い評価する．を持参すること．実施する場合は，する場合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，70点以上を合格とする．で合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明格とする．とし，当該試験の中で行い評価する．の授業に電卓を持参すること．点数を持参すること．60点とする．

「半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）-基礎から学ぶとともに，ダイオードやトランジスタに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学理論とプロセス技術　第とプロセス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）技術　第2版」：S.M. ジィー （産業に電卓を持参すること．図を使って書）
「応用物性の概要について説明」：佐藤勝昭（オームの法則）や拡散電流（フィックの法則）がわ社）
「半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）工学　第3版　-半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）物性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．基礎から学ぶとともに，ダイオードやトランジスタに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学- 」：高橋清（森北出版）
「電子情報通信レクチャーシリーズ レクチャーシリーズ A-9 電子物性の概要について説明とデバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）」：益一哉・天川修平（コロナ社）社）

電子デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）(3年)，光エレクトロニクスエレクトロニクス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）(5年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（半導体工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）材料，結晶構造やその特性の概要について説明，不完全性の概要について説明

2 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明，エネルギ準位

3 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：結晶中の授業に電卓を持参すること．電子

4 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：状態密度シラバスと占有確率をバンド構造の違いなどから定

5 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバスの授業に電卓を持参すること．導出と真性の概要について説明キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバス

6 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：フや図を使ってェルミ準位準位

7 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．電子構造やその特性の概要について説明：これまでの授業に電卓を持参すること．まとめ これまで出て支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理きた式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるや電子輸送現象などの固体物理現象などの固体物理を持参すること．使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理問うことをレポートおよび前期中題をレポートおよび前期中間試験を持参すること．解できるよう学き，理解できるよう学を持参すること．定着させる．させる．

8 中間試験の中で行い評価する．

9 試験の中で行い評価する．解できるよう学説 試験の中で行い評価する．解できるよう学答の解説および学生による学習目標達成度評価を行う．の授業に電卓を持参すること．解できるよう学説および前期中学生に電卓を持参すること．よる学習などで比較検討すること目標達成度シラバス評価する．を持参すること．行い評価する．う学．

10 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）業に電卓を持参すること．界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．の授業に電卓を持参すること．企業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．や電子輸送現象などの固体物理，半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．研究をされている研究者からの講演を聴講する．を持参すること．されて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理いる研究をされている研究者からの講演を聴講する．者からの講演を聴講する．からの授業に電卓を持参すること．講演を持参すること．聴講する．

11 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）に電卓を持参すること．おける電気伝導：キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．熱運動，ドや電子輸送現象などの固体物理リフや図を使ってト電流

12 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）に電卓を持参すること．おける電気伝導：ホール効果につい

13 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）に電卓を持参すること．おける電気伝導：キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバスの授業に電卓を持参すること．温度シラバス特性の概要について説明

14 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）に電卓を持参すること．おける電気伝導：拡散電流

15 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）に電卓を持参すること．おける電気伝導：連続の式と拡散方程式の授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させると拡散方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させる

16 半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）業に電卓を持参すること．界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．の授業に電卓を持参すること．企業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．や電子輸送現象などの固体物理，半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．研究をされている研究者からの講演を聴講する．を持参すること．されて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理いる研究をされている研究者からの講演を聴講する．者からの講演を聴講する．からの授業に電卓を持参すること．講演を持参すること．聴講する．

17

18

19

20

21

22 前回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．授業に電卓を持参すること．で得られた空乏層幅を導出する式などを用いて定量的に評価する．られた空乏層幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件とを持参すること．導出する式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるなどを持参すること．用いて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理定量を，不純物密度などの諸条件と的に説明できる．に電卓を持参すること．評価する．する．

23 中間試験の中で行い評価する．

24 試験の中で行い評価する．解できるよう学説 試験の中で行い評価する．解できるよう学答の解説および学生による学習目標達成度評価を行う．の授業に電卓を持参すること．解できるよう学説および前期中学生に電卓を持参すること．よる学習などで比較検討すること目標達成度シラバス評価する．を持参すること．行い評価する．う学．

25 異種材料界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．面からも深く理解できるよう学

26 異種材料界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．面からも深く理解できるよう学

27

28

29

30

金属や電子輸送現象などの固体物理半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版），セラミ準位ックス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）など材料の授業に電卓を持参すること．分類，単結晶や電子輸送現象などの固体物理多結晶，非晶質の結晶構造やその特性の概要について説明などの授業に電卓を持参すること．固体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．分類，ダイヤモンドや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明，閃亜鉛鉱構造やその特性の概要について説明という学
結晶構造やその特性の概要について説明に電卓を持参すること．よる分類や電子輸送現象などの固体物理結晶の授業に電卓を持参すること．不完全性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．

一原子の授業に電卓を持参すること．中，そして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理固体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．中の授業に電卓を持参すること．電子がとるエネルギ準位に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．この授業に電卓を持参すること．エネルギ準位から形成されるバンドや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明，また電子
の授業に電卓を持参すること．存在が許されない禁制帯について発展させる．予習は教科書が許されない禁制帯について発展させる．予習は教科書されない禁制帯について発展させる．予習は教科書に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理発展させる．予習は教科書させる．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理教科書pp.5～7を持参すること．よく理解できるよう学読み，式み，式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させる(1.1)を持参すること．理解できるよう学して支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理く理解できるよう学ること．

前回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．バンドや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明を持参すること．使わない桁のものばかりであるため，演習などで比較検討することって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理金属，半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版），絶縁体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）を持参すること．描写し違いを考える．また“遷移”という言葉の意味や，禁制帯幅が物質固有し違いなどから定いを持参すること．考える．える．また“遷移”という言葉の意味や，禁制帯幅が物質固有遷移”という学言葉の意味や，禁制帯幅が物質固有の授業に電卓を持参すること．意味や実際例から値を計算させるや電子輸送現象などの固体物理，禁制帯について発展させる．予習は教科書幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件とが物質の結晶構造やその特性の概要について説明固有
の授業に電卓を持参すること．もの授業に電卓を持参すること．で，禁制帯について発展させる．予習は教科書での授業に電卓を持参すること．電子遷移に電卓を持参すること．より正孔が生じることなどについて考える．予習はが生じることなどに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.7～10を持参すること．よく理解できるよう学読み，式むこと．

多数の授業に電卓を持参すること．荷電粒子の授業に電卓を持参すること．挙動を持参すること．扱うため，一個の粒子の運動方程式ではなく，統計力学を用いて粒子群を表現する．粒子の個数に対う学ため，一個の粒子の運動方程式ではなく，統計力学を用いて粒子群を表現する．粒子の個数に対の授業に電卓を持参すること．粒子の授業に電卓を持参すること．運動方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるでは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理なく理解できるよう学，統計力学を持参すること．用いて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理粒子群を表現する．粒子の個数に対を持参すること．表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学現する．粒子の授業に電卓を持参すること．個の粒子の運動方程式ではなく，統計力学を用いて粒子群を表現する．粒子の個数に対数に電卓を持参すること．対
応する「キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバス」を持参すること．表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学現するための授業に電卓を持参すること．「状態密度シラバス」と「占有確率をバンド構造の違いなどから定」に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．また「有効質の結晶構造やその特性の概要について説明量を，不純物密度などの諸条件と」に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理も解できるよう学説する．

あるエネルギの授業に電卓を持参すること．範囲内にあるキャリアの密度を導出するには，前回導いた式を積分して求める．その式の展開によって導電帯（価に電卓を持参すること．あるキャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．密度シラバスを持参すること．導出するに電卓を持参すること．は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，前回の授業に電卓を持参すること．導いた式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．積もることができる．分して支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理求める．その式の展開によって導電帯（価める．その授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるの授業に電卓を持参すること．展させる．予習は教科書開によって導電帯（価に電卓を持参すること．よって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理導電帯について発展させる．予習は教科書（価する．
電子帯について発展させる．予習は教科書）中の授業に電卓を持参すること．電子（正孔が生じることなどについて考える．予習は）密度シラバスの授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．導出する．真性の概要について説明キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバス，pn積もることができる．に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．前回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．講義を持参すること．よく理解できるよう学復習などで比較検討することして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理おく理解できるよう学こと．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．動作説明に電卓を持参すること．よく理解できるよう学用いられる「フや図を使ってェルミ準位準位」に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．水面からも深く理解できるよう学の授業に電卓を持参すること．高さに電卓を持参すること．似て，フェルミ準位も電子がどのエネて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，フや図を使ってェルミ準位準位も電子がどの授業に電卓を持参すること．エネ
ルギの授業に電卓を持参すること．高さまでいるかを持参すること．表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学す量を，不純物密度などの諸条件とである．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.20～23を持参すること．よく理解できるよう学読み，式み，わからないところを持参すること．チェックして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理おく理解できるよう学こと．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．特徴を，電気的な性質やバンド構造などの観点から説明させる．授業中の重要語句について説明させたり，キャリア密度を持参すること．，電気的に説明できる．な性の概要について説明質の結晶構造やその特性の概要について説明や電子輸送現象などの固体物理バンドや電子輸送現象などの固体物理構造やその特性の概要について説明などの授業に電卓を持参すること．観点から説明させる．授業に電卓を持参すること．中の授業に電卓を持参すること．重要について説明語句について説明させたり，キャリア密度に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理説明させたり，キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバス
の授業に電卓を持参すること．導出などを持参すること．行い評価する．う学．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）業に電卓を持参すること．界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．に電卓を持参すること．関する講演会I

熱に電卓を持参すること．よる原子の授業に電卓を持参すること．揺れ動き（格子振動）やキャリアの熱運動，外部電界によるドリフト電流について考える．キャリアの流れで考えたれ動き（格とする．子振動）や電子輸送現象などの固体物理キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．熱運動，外部電界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．に電卓を持参すること．よるドや電子輸送現象などの固体物理リフや図を使ってト電流に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．流れで考える．えた
ときの授業に電卓を持参すること．オームの法則）や拡散電流（フィックの法則）がわの授業に電卓を持参すること．法則も導出する．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.25～28を持参すること．読み，式むこと.抵抗率をバンド構造の違いなどから定に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理復習などで比較検討することして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理おく理解できるよう学こと．

ドや電子輸送現象などの固体物理リフや図を使ってト電流と印加磁界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．に電卓を持参すること．よって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理生じる起電力の授業に電卓を持参すること．関係について説明できる．を持参すること．説明するホール効果についに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．え，この授業に電卓を持参すること．効果についの授業に電卓を持参すること．測定に電卓を持参すること．よって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理何がわかるがわかる
かまで発展させる．予習は教科書する．電磁気学の授業に電卓を持参すること．ローレンツ力について学習してくること．力に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理学習などで比較検討することして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理く理解できるよう学ること．

金属と半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．違いなどから定いとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理よく理解できるよう学表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学現される抵抗率をバンド構造の違いなどから定の授業に電卓を持参すること．温度シラバス依存性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関密度シラバスの授業に電卓を持参すること．温度シラバス依存性の概要について説明との授業に電卓を持参すること．関係について説明できる．から考える．
える．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.30～31を持参すること．よく理解できるよう学読み，式むこと，金属の授業に電卓を持参すること．抵抗率をバンド構造の違いなどから定の授業に電卓を持参すること．温度シラバス依存性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理調べてくること．べて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理く理解できるよう学ること．

粒子が拡散する様子を持参すること．数式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるで表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学すとどう学なるか，それを持参すること．電子や電子輸送現象などの固体物理正孔が生じることなどについて考える．予習はに電卓を持参すること．適用した場合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明に電卓を持参すること．電流がどの授業に電卓を持参すること．よう学に電卓を持参すること．記述できるかについて考できるかに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．
える．またア密度の導出や，状態密度，占有確率との関インシュタに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学インの授業に電卓を持参すること．関係について説明できる．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理も触れる．予習はれる．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.31～33を持参すること．よく理解できるよう学読み，式むこと，電流の授業に電卓を持参すること．定義を持参すること．復習などで比較検討することすること．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）中での授業に電卓を持参すること．キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．生成と消滅や，キャリアの拡散による流れを記述した拡散方程式について考え，や電子輸送現象などの固体物理，キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．拡散に電卓を持参すること．よる流れを持参すること．記述できるかについて考した拡散方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．え，p.38の授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させる(2.37)の授業に電卓を持参すること．各項
に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理理解できるよう学する．半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）の授業に電卓を持参すること．中で重要について説明な役割を演じる「トラップ」についても考える．予習はを持参すること．演じる「トラップ」に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理も考える．える．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.33～41を持参すること．読み，式んでおく理解できるよう学こと．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）業に電卓を持参すること．界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．に電卓を持参すること．関する講演会II

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明：整流性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．原理，拡散電位の授業に電卓を持参すること．導出
ダイオードや電子輸送現象などの固体物理として支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理用いられる整流作用がなぜ起こるかをエネルギバンド図から考え，電流電圧特性との関連を理解する．また空乏起こるかを持参すること．エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理図を使ってから考える．え，電流電圧特性の概要について説明との授業に電卓を持参すること．関連を持参すること．理解できるよう学する．また空乏
層中の授業に電卓を持参すること．電界の企業の方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．分布から拡散電位の式を導出する．予習はから拡散電位の授業に電卓を持参すること．式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．導出する．予習などで比較検討することは半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.45～49を持参すること．よく理解できるよう学読み，式むこと．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明：少数キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．注入，拡散方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるに電卓を持参すること．よる理想特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．導出 理想的に説明できる．なpn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理電圧印加時に電卓を持参すること．拡散に電卓を持参すること．よる荷電粒子の授業に電卓を持参すること．流れが起こり，それが過剰少数キャリア密度の導出や，状態密度，占有確率との関となる．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.49～51を持参すること．
読み，式んでおく理解できるよう学こと．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明：拡散方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるに電卓を持参すること．よる理想特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．導出
電圧印加時に電卓を持参すること．理想的に説明できる．なpn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明中に電卓を持参すること．流れる拡散電流を持参すること．拡散方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．用いて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理導出する．2章で説明の授業に電卓を持参すること．拡散方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．用いて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明中の授業に電卓を持参すること．
電流を持参すること．導出する．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.52～55を持参すること．読み，式んで，忘れている式などがあればれて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理いる式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるなどがあれば1，2章で説明の授業に電卓を持参すること．該当部分を持参すること．読み，式み直しておくこと．して支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理おく理解できるよう学こと．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明：理想特性の概要について説明からの授業に電卓を持参すること．ずれ，再結合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明電流 前回の授業に電卓を持参すること．求める．その式の展開によって導電帯（価めたpn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．理想特性の概要について説明に電卓を持参すること．対して支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，実際の授業に電卓を持参すること．pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．特性の概要について説明がどれだけずれて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理いるかを持参すること．確認し，そのずれの理由を考える．キャし，その授業に電卓を持参すること．ずれの授業に電卓を持参すること．理由を考える．キャを持参すること．考える．える．キャ
リア密度の導出や，状態密度，占有確率との関の授業に電卓を持参すること．生成と再結合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理2章で説明の授業に電卓を持参すること．pp.33～40の授業に電卓を持参すること．関連部を持参すること．復習などで比較検討することして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理おく理解できるよう学こと．またpp.56～60を持参すること．よく理解できるよう学読み，式んでおく理解できるよう学こと．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明：空乏層の授業に電卓を持参すること．静電容量を，不純物密度などの諸条件とと幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件と
pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明の授業に電卓を持参すること．p形－空乏層－n形という学構造やその特性の概要について説明は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理コンデンサと考えられ，静電容量を有している．この静電容量と空乏層幅を導出する．と考える．えられ，静電容量を，不純物密度などの諸条件とを持参すること．有して支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理いる．この授業に電卓を持参すること．静電容量を，不純物密度などの諸条件とと空乏層幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件とを持参すること．導出する．
階段接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明や電子輸送現象などの固体物理傾斜接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明といった接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明形態でどう学変わるかを確認する．電磁気学のポアソンの方程式を学習しておくこと．わるかを持参すること．確認し，そのずれの理由を考える．キャする．電磁気学の授業に電卓を持参すること．ポア密度の導出や，状態密度，占有確率との関ソンの授業に電卓を持参すること．方や，半導体の研究をされている研究者からの講演を聴講する．程式や状態密度，占有確率の意味や実際例から値を計算させるを持参すること．学習などで比較検討することして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理おく理解できるよう学こと．

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明：空乏層の授業に電卓を持参すること．静電容量を，不純物密度などの諸条件とと幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件と

pn接合の整流性やその起源を，エネルギバンド図や文章で説明を持参すること．エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理図を使ってで説明させたり，拡散電位や電子輸送現象などの固体物理空乏層幅や静電容量を，不純物密度などの諸条件となどの授業に電卓を持参すること．導出を持参すること．行い評価する．う学．

半導体デバイス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）と金属の授業に電卓を持参すること．接触れる．予習はに電卓を持参すること．よって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理得られた空乏層幅を導出する式などを用いて定量的に評価する．られる電気特性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理学ぶ．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.78～82を持参すること．よく理解できるよう学読み，式んでく理解できるよう学ること．

前回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．続の式と拡散方程式きを持参すること．行い評価する．う学．pp.86～89を持参すること．よく理解できるよう学読み，式んでく理解できるよう学ること．

MOS構造やその特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．特性の概要について説明
MOS-FETの授業に電卓を持参すること．原理となるMOS構造やその特性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．え，蓄積もることができる．，空乏，反転状態の授業に電卓を持参すること．エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理図を使ってを持参すること．描く理解できるよう学．またその授業に電卓を持参すること．ときの授業に電卓を持参すること．静電容量を，不純物密度などの諸条件との授業に電卓を持参すること．変わるかを確認する．電磁気学のポアソンの方程式を学習しておくこと．
化や周波数特性についても考える．予習としてや電子輸送現象などの固体物理周波数特性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理も考える．える．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.89～94を持参すること．よく理解できるよう学読み，式んでく理解できるよう学ること．

MOS構造やその特性の概要について説明の授業に電卓を持参すること．特性の概要について説明および前期中MOS-FET 前回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．続の式と拡散方程式きおよび前期中MOS-FETの授業に電卓を持参すること．構造やその特性の概要について説明と原理に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．MOS-FETの授業に電卓を持参すること．電流－電圧特性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理nチャネルや電子輸送現象などの固体物理pチャネルなどの授業に電卓を持参すること．
違いなどから定いでどの授業に電卓を持参すること．よう学に電卓を持参すること．変わるかを確認する．電磁気学のポアソンの方程式を学習しておくこと．わるかなどに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.122～128を持参すること．よく理解できるよう学読み，式んでく理解できるよう学ること．

MOS-FET：MOS-FETの授業に電卓を持参すること．短チャネル効果についチャネル効果につい MOS-FETの授業に電卓を持参すること．前回の授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．続の式と拡散方程式きとMOS-FETの授業に電卓を持参すること．短チャネル効果についチャネル効果についに電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．予習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.129～131を持参すること．よく理解できるよう学読み，式んでく理解できるよう学ること．

MOS-FET：短チャネル効果についチャネル効果についとSOI構造やその特性の概要について説明，FinFET MOSトランジス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）タに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学の授業に電卓を持参すること．短チャネル効果についチャネル効果についとそれを持参すること．防ぐトランジスタの構造について考える．予習および復習としてぐトランジスタの構造について考える．予習および復習としてトランジス」：松波弘之，吉本昌広（共立出版）タに代表される半導体デバイスとして，応用面からも深く理解できるよう学の授業に電卓を持参すること．構造やその特性の概要について説明に電卓を持参すること．ついて支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理考える．える．予習などで比較検討することおよび前期中復習などで比較検討することとして支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理pp.129～131を持参すること．よく理解できるよう学
読み，式んでく理解できるよう学ること．

備など）
考

前期，後期ともに電卓を持参すること．中間試験の中で行い評価する．および前期中定期試験の中で行い評価する．を持参すること．実施する場合は，する．
本科目の授業に電卓を持参すること．修得られた空乏層幅を導出する式などを用いて定量的に評価する．に電卓を持参すること．は半導体によって支えられている．この半導体を，エネルギバンドや電子輸送現象などの固体物理，60 時間の授業に電卓を持参すること．授業に電卓を持参すること．の授業に電卓を持参すること．受講と 30 時間の授業に電卓を持参すること．事前・事後の授業に電卓を持参すること．自己学習などで比較検討することが必要について説明である．
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7 　 　

8 　 　

9 　 　
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気回路Ⅲ Ⅲ (Electric Circuit III)

電子工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気回路Ⅲ において，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，常状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，と呼ぶ．本講義では，呼ぶ．本講義では，ぶ．本講義では，本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，投入や遮断直後から定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，遮断直後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，から定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，常状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，るまでの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，である過渡現象について学習する．具体的には，について学習する．具体的には，する．本講義では，具体的には，には，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，RL，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，RC，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
RLC回路Ⅲ における微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．と呼ぶ．本講義では，その電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．い，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，各素子が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，動特性に与える影響を理解する．に与える影響を理解する．える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，理解する．本講義では，

【A4-D1】RL回路Ⅲ を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いて表し，過渡電圧および過渡電流し，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，計算できる．できる．本講義では，

RL回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，算できる．出できるかどうかを，中間試験およびできるかどうかを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，中間試験およびおよび過渡電流
レポートの内容で評価する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．で評価する．する．本講義では，

【A4-D1】RC回路Ⅲ を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いて表し，過渡電圧および過渡電流し，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，計算できる．できる．本講義では，

RC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，算できる．出できるかどうかを，中間試験およびできるかどうかを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，中間試験およびおよび過渡電流
レポートの内容で評価する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．で評価する．する．本講義では，

【A4-D1】LC回路Ⅲ を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いて表し，過渡電圧および過渡電流し，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，計算できる．できる．本講義では，

LC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，算できる．出できるかどうかを，中間試験およびできるかどうかを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，中間試験および，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，期
試験およびおよび過渡電流レポートの内容で評価する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．で評価する．する．本講義では，

【A4-D1】RLC回路Ⅲ を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いて表し，過渡電圧および過渡電流し，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，計算できる．できる．本講義では，

RLC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，および過渡電流過渡電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，算できる．出できるかどうかを，中間試験およびできるかどうかを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，期試験およびおよ
び過渡電流レポートの内容で評価する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．で評価する．する．本講義では，

【A4-D1】RLC電気回路Ⅲ におけるインダクタンス，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，抵抗，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各などの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，各
要素の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，に関係した異なる減衰状態について計算できるした後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，異なる減衰状態について計算できるなる減衰状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，について計算できる．できる.

RLC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，各要素の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，における減衰状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，違いを算出できるかどうかを，定いを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，算できる．出できるかどうかを，中間試験およびできるかどうかを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
期試験およびおよび過渡電流レポートの内容で評価する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．で評価する．する．本講義では，

成績は，試験は，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，試験および80%　レポートの内容で評価する．20%　と呼ぶ．本講義では，して評価する．する．本講義では，なお，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，試験および成績は，試験は，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，中間試験およびと呼ぶ．本講義では，定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，期試験およびの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，合計2回の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，平均点とすと呼ぶ．本講義では，す
る．本講義では，100点とす満点とすで60点とす以上を合格とする．また，各試験がを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，合格とする．また，各試験がと呼ぶ．本講義では，する．本講義では，また後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，各試験およびが一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，60点とす未満で臨時試験およびを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，実施する場合は，する場合は，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，70点とす以上を合格とする．また，各試験がで合格とする．また，各試験がと呼ぶ．本講義では，し，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
当該試験およびの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，点とす数はは60点とすと呼ぶ．本講義では，する．本講義では，

「基礎過渡現象について学習する．具体的には，」：本郷忠敬(オーム社社)

「過渡現象について学習する．具体的には，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，考え方」：雨宮好文（オーム社）え方」：雨宮好文（オーム社）オーム社社）
「例題で学ぶ過渡現象」：大重 力，森本義広，神田一伸 （森北出版）で学ぶ過渡現象について学習する．具体的には，」：大重 力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，森本義広，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，神田一伸 （オーム社）森北出できるかどうかを，中間試験および版）
「回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，応答」：武部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，幹（オーム社）コロナ社）社）

2年 電気回路Ⅲ I，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，3年 電気回路Ⅲ II，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，3年 数は学I，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，4年 応用いて表し，過渡電圧および過渡電流数は学

履修上のの評価方法と基準
注意事項

授業を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，受けるにあたっては，微分方程式を用いた計算ができること．なお，レポートを実施するので，予習・復習を十分に行うけるにあた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，っては，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，計算できる．が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，できること呼ぶ．本講義では，．本講義では，なお，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，レポートの内容で評価する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，実施する場合は，するの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，で，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，予習する．具体的には，・復習する．具体的には，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，十分に行うう
こと呼ぶ．本講義では，．本講義では，
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授業の計画（電気回路Ⅲ）Ⅲ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4

5

6

7

8 中間試験および

9 中間試験およびの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，解説と複エネルギー回路と呼ぶ．本講義では，複エネルギー回路エネルギー回路Ⅲ 

10

11 複エネルギー回路エネルギー回路Ⅲ に直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，充放電現象について学習する．具体的には，において微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，取扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．について学習する．具体的には，する．本講義では，

12

13 インダクタンス，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，抵抗，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，含む電気回路の過渡現象の概要について学習する．む電気回路の過渡現象の概要について学習する．電気回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，概要について学習する．具体的には，する．本講義では，

14 インダクタンス，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，抵抗，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，含む電気回路の過渡現象の概要について学習する．む電気回路の過渡現象の概要について学習する．電気回路Ⅲ に直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，特性に与える影響を理解する．方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，導出できるかどうかを，中間試験およびについて学習する．具体的には，する．本講義では，

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ガイダンス，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では， RL回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，
授業の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，進め方， 到達目標と評価方法などを説明するめ方， 到達目標と評価方法などを説明する方，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では， 到達目標と評価方法などを説明すると呼ぶ．本講義では，評価する．方法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．などを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，説と複エネルギー回路明するする. 抵抗Rと呼ぶ．本講義では，インダクタンスLから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ における過渡
現象について学習する．具体的には，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，概要について説と複エネルギー回路明するし，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，・電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，時間の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，表し，過渡電圧および過渡電流し方について学習する．具体的には，する．本講義では，

RL回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ I） 抵抗Rと呼ぶ．本講義では，インダクタンスLから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ に直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．での電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，表し，過渡電圧および過渡電流し方と呼ぶ．本講義では，導出できるかどうかを，中間試験およびについ
て学習する．具体的には，する.

RL回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ II）
抵抗Rと呼ぶ．本講義では，インダクタンスLから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ に直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ 定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，数はが一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，変化した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，
式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．での電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，表し，過渡電圧および過渡電流し方と呼ぶ．本講義では，導出できるかどうかを，中間試験およびについて学習する．具体的には，する.

RL回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）交流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ ）と呼ぶ．本講義では，演習する．具体的には， 抵抗Rと呼ぶ．本講義では，インダクタンスLから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ に交流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，について学習する．具体的には，する．本講義では，また後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，RL
回路Ⅲ に関してこれまでに学習する．具体的には，した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．に関する演習する．具体的には，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うい，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，理解度シラバスの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，確認を行う．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うう．本講義では，

RC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ I）
抵抗Rと呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各Cから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ に直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えて充電された後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，について，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では， 微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，
式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，導出できるかどうかを，中間試験およびの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，仕方について学習する．具体的には，する．本講義では，

RC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ II） 抵抗Rと呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各Cから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ において，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，充電された後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各から定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，放電現象について学習する．具体的には，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，につ
いて学習する．具体的には，する．本講義では，

RC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）交流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ ）と呼ぶ．本講義では，演習する．具体的には，
抵抗Rと呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各Cから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される単エネルギー回路Ⅲ に交流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，について学習する．具体的には，する．本講義では，また後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，RC回路Ⅲ 
に関してこれまでに学習する．具体的には，した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．に関する演習する．具体的には，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うい，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，理解度シラバスの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，確認を行う．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うう．本講義では，

第1週～第7週までの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，講義内容で評価する．について中間試験およびを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，実施する場合は，する．本講義では，

中間試験およびの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，解答及び解説を行う．インダクタンスび過渡電流解説と複エネルギー回路を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うう．本講義では，インダクタンスLと呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各Cから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される複エネルギー回路エネルギー回路Ⅲ において，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では， エネルギーの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，授受けるにあたっては，微分方程式を用いた計算ができること．なお，レポートを実施するので，予習・復習を十分に行う
等に関する微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，取り扱いについて学習する．扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．いについて学習する．具体的には，する．本講義では，

LC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には， インダクタンスLと呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各Cから定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，構成される複エネルギー回路エネルギー回路Ⅲ に直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，概要について学習する．具体的には，する．本講義では，

LC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，(直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ ）

LC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）交流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ ）と呼ぶ．本講義では，演習する．具体的には， 複エネルギー回路エネルギー回路Ⅲ に交流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，えた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，微分方程である過渡現象について学習する．具体的には，式の立案とその解法を扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，用いて表し，過渡電圧および過渡電流いた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，取扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．について学習する．具体的には，する．本講義では，また後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，LC回路Ⅲ に関してこれまでに
学習する．具体的には，した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，内容で評価する．に関する演習する．具体的には，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うい，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，理解度シラバスの電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，確認を行う．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行うう．本講義では，

LRC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，

LRC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，過渡現象について学習する．具体的には，（オーム社）直流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，回路Ⅲ ）

LRC回路Ⅲ の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，減衰状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，
インダクタンス，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，抵抗，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，コンデンサなどの各を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，含む電気回路の過渡現象の概要について学習する．む電気回路の過渡現象の概要について学習する．電気回路Ⅲ において，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，これら定常状態に至るまでの変化過程である過渡現象について学習する．具体的には，各要素の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，に関係した異なる減衰状態について計算できるした後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，異なる減衰状態について計算できるなる減衰状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，における取扱い，各素子が回路の動特性に与える影響を理解する．いについ
て学習する．具体的には，する．本講義では，

備など）
考

前期中間試験およびおよび過渡電流前期定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，期試験およびを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，実施する場合は，する．本講義では，
本科目の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，修得には，には，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，30 時間の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，授業の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，受けるにあたっては，微分方程式を用いた計算ができること．なお，レポートを実施するので，予習・復習を十分に行う講と呼ぶ．本講義では， 60 時間の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，事前・事後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，自己学習する．具体的には，が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，必要である．本講義では，事前学習する．具体的には，では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，次回の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこについて教科書等を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，読み各自で理解できないとこみ各自で理解できないとこ各自で理解できないと呼ぶ．本講義では，こ
ろを印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，整理しておく状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，こと呼ぶ．本講義では，.事後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，学習する．具体的には，では，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，授業中に説と複エネルギー回路明するされた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，問題で学ぶ過渡現象」：大重 力，森本義広，神田一伸 （森北出版）等の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，復習する．具体的には，を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，行ううと呼ぶ．本講義では，共に，授業最後に課題が出された場合は指定期日までにレポートを提出することに，起電力を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，授業最後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，に課題で学ぶ過渡現象」：大重 力，森本義広，神田一伸 （森北出版）が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，出できるかどうかを，中間試験およびされた後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，場合は指定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，期日までにレポートを提出することまでにレポートの内容で評価する．を印加した後に各部の電圧や電流が一定の値に落ち着く状態を定常状態と呼ぶ．本講義では，提出できるかどうかを，中間試験およびすること呼ぶ．本講義では，.
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科　目

担当教員 木場 隼介 准教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「アナログ電子回路」永田　真（オーム社）電子回路」永田　真（オーム社）」永田　真（オーム社）永田　真（オーム社）オーム社）社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電子回路」永田　真（オーム社）Ⅰ (Electronic Circuit I)

電子工学科・4年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

エレクトロニクスの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・十分理解しておくことにより，新しい素子・しておくことにより，新しい素子・新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・しい素子・素子・
回路」永田　真（オーム社）・技術に対処することが可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタすることが可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタである．本科目では広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・ダイオードやバイポーラトランジスタやバイポーラトランジスタバイポーラトランジスタ(BJT))，新しい素子・電界効果トランジスタトランジスタ
(FET))を十分理解しておくことにより，新しい素子・利用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知電子回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知と解しておくことにより，新しい素子・析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知を十分理解しておくことにより，新しい素子・身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・ける．本講義は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・，新しい素子・担当教員が実務を通じて得た知が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ実務を十分理解しておくことにより，新しい素子・通じて得た知じて得た知た電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知知
識や経験を踏まえた内容となっている．やバイポーラトランジスタ経験を十分理解しておくことにより，新しい素子・踏まえた内容となっている．まえ方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知た電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知内容となっている．となってい素子・る．

【A4-D1】ダイオードやバイポーラトランジスタ・BJT)・FET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・特徴・電気特性・グ電子回路」永田　真（オーム社）ラフが理解できる．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できる．
ダイオードやバイポーラトランジスタ・BJT)・FET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・特徴・電気特性・グ電子回路」永田　真（オーム社）ラフが理解できる．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できてい素子・るかを十分理解しておくことにより，新しい素子・中間試
験およびレポートで評価する．レポートで評価する．する．

【A4-D1】BJT)・FET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・直流等価する．回路」永田　真（オーム社）と交流等価する．回路」永田　真（オーム社）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できる．
BJT)・FET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・直流等価する．回路」永田　真（オーム社）やバイポーラトランジスタ交流等価する．回路」永田　真（オーム社）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できてい素子・るかを十分理解しておくことにより，新しい素子・中間試験
およびレポートで評価する．レポートで評価する．する．

【A4-D1】簡易計算によるバイアス回路の設計ができる．によるバイアス回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・設計が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタできる．
簡易計算によるバイアス回路の設計ができる．によりバイアス回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・設計が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタできるかを十分理解しておくことにより，新しい素子・中間試験およびレポートで評価する．レポートで
評価する．する．

【A4-D1】基本増幅回路」永田　真（オーム社）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できる． BJT)やバイポーラトランジスタFET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・基本増幅回路」永田　真（オーム社）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できてい素子・るかを十分理解しておくことにより，新しい素子・中間試験およびレポートで評価する．レポートで
評価する．する．

【A4-D1】周波数特性とボードやバイポーラトランジスタ線図，新しい素子・高周波等価する．回路」永田　真（オーム社）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できる．
BJT)やバイポーラトランジスタFET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・周波数特性やバイポーラトランジスタボードやバイポーラトランジスタ線図，新しい素子・およびレポートで評価する．高周波等価する．回路」永田　真（オーム社）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できて
い素子・るかを十分理解しておくことにより，新しい素子・中間試験また電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・定期試験およびレポートで評価する．レポートで評価する．する．

【A4-D1】差動増幅回路」永田　真（オーム社）およびレポートで評価する．その技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・性能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ向上手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・でき，新しい素子・基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知な
設計が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタできる．

差動増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・原理・動作・利点や，その性能向上のために必要な電流源やバイポーラトランジスタ，新しい素子・その技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・性能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ向上の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・た電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知めに必要な電流源な電流源
(カレントミラー)回路」永田　真（オーム社）・能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ動負荷等につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・できてい素子・るかを十分理解しておくことにより，新しい素子・中間試験また電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知
は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・定期試験およびレポートで評価する．レポートで評価する．する．

【A4-D1】増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・多段化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解でやバイポーラトランジスタ負帰還・位相補償の目的と効果が理解での技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・目的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知と効果トランジスタが可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・で
きる．

増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・多段化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解でやバイポーラトランジスタ負帰還・位相補償の目的と効果が理解での技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・目的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知と効果トランジスタが可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できてい素子・るかを十分理解しておくことにより，新しい素子・
定期試験およびレポートで評価する．レポートで評価する．する．

【A4-D1】基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知な集積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．アナログ電子回路」永田　真（オーム社）増幅回路」永田　真（オーム社）やバイポーラトランジスタその技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知途が理解できる．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できる．
差動増幅回路」永田　真（オーム社）などの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・要な電流源素技術を十分理解しておくことにより，新しい素子・集積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知集積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．アナログ電子回路」永田　真（オーム社）増幅回路」永田　真（オーム社），新しい素子・特にその技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・代
表である演算増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またそである演算によるバイアス回路の設計ができる．増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またその技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・内部回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・うち，新しい素子・基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知なもの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できるか，新しい素子・また電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知そ
の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知途が理解できる．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ理解しておくことにより，新しい素子・できるかを十分理解しておくことにより，新しい素子・定期試験およびレポートで評価する．レポートで評価する．する．

成績は，試験は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・，新しい素子・試験90%　レポート10%　として評価する．する．なお，新しい素子・試験成績は，試験は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・，新しい素子・中間試験と定期試験の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・平均点や，その性能向上のために必要な電流源とする．100点や，その性能向上のために必要な電流源満点や，その性能向上のために必要な電流源
で60点や，その性能向上のために必要な電流源以上を十分理解しておくことにより，新しい素子・合格とする．担当教員の判断により臨時試験を実施する場合がある．とする．担当教員が実務を通じて得た知の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・判断により臨時試験を実施する場合がある．により臨時試験を十分理解しておくことにより，新しい素子・実施する場合がある．する場合が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタある．

「LSI設計者の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・た電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知めの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・CMOSアナログ電子回路」永田　真（オーム社）回路」永田　真（オーム社）入門」永田　真（オーム社）谷口研二（オーム社）CQ出版）
「アナログ電子回路」永田　真（オーム社）電子回路」永田　真（オーム社）－集積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．回路」永田　真（オーム社）時代の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・－　第2版」永田　真（オーム社）藤井信生（オーム社）オーム社）社）
「アナログ電子回路」永田　真（オーム社）電子回路」永田　真（オーム社）演習」石橋幸男（培風館）」永田　真（オーム社）石橋幸男（オーム社）培風館）
「定本 トランジスタ回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・設計」永田　真（オーム社）鈴木雅臣（オーム社）CQ出版）
「定本 OPアンプ回路の設計」岡村廸夫（回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・設計」永田　真（オーム社）岡村廸夫（オーム社）CQ出版）

D2「電気回路」永田　真（オーム社）I」永田　真（オーム社），新しい素子・D3「電気回路」永田　真（オーム社）II，新しい素子・電子デバイス」永田　真（オーム社），新しい素子・D4「半導体工学」永田　真（オーム社），新しい素子・D5「電子回路」永田　真（オーム社）II」永田　真（オーム社）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気回路」永田　真（オーム社）I，新しい素子・電気回路」永田　真（オーム社）II，新しい素子・電子デバイスの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・内容となっている．を十分理解しておくことにより，新しい素子・修得た知してい素子・ることを十分理解しておくことにより，新しい素子・前提とする．とする．
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授業の計画（電子回路Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電子回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・知識や経験を踏まえた内容となっている．

2 バイアスと小信号等価する．回路」永田　真（オーム社）

3

4

5 利得た知の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・周波数特性とボードやバイポーラトランジスタ線図 利得た知の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・周波数特性とボードやバイポーラトランジスタ線図につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．

6 増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・周波数応答

7 演習」石橋幸男（培風館）・復習」石橋幸男（培風館）

8 中間試験

9 中間試験結果トランジスタの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・フが理解できる．ィードやバイポーラトランジスタバックと解しておくことにより，新しい素子・答解しておくことにより，新しい素子・説，新しい素子・差動増幅回路」永田　真（オーム社）

10 負帰還の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・原理，新しい素子・効果トランジスタ，新しい素子・種類

11 負帰還の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・種類と入出力インピーダンスの変化インピーダンスの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・変化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解で

12 回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・多段化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解でと位相補償の目的と効果が理解での技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知

13 集積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・内部回路」永田　真（オーム社）

14 電子回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・応用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知

15 演習」石橋幸男（培風館）・復習」石橋幸男（培風館）

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電子回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・構成要な電流源素であるダイオードやバイポーラトランジスタ・バイポーラトランジスタ(BJT))・MOSFET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・構造・動作・特性を十分理解しておくことにより，新しい素子・は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・じめとして，新しい素子・電子回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・
学習」石橋幸男（培風館）に必要な電流源な事項を復習も含めて理解する．特に新規事項としてアナログ電子回路とディジタル電子回路の違いや制御電源にを十分理解しておくことにより，新しい素子・復習」石橋幸男（培風館）も含めて理解する．特に新規事項としてアナログ電子回路とディジタル電子回路の違いや制御電源にめて理解しておくことにより，新しい素子・する．特に新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・規事項を復習も含めて理解する．特に新規事項としてアナログ電子回路とディジタル電子回路の違いや制御電源にとしてアナログ電子回路」永田　真（オーム社）電子回路」永田　真（オーム社）とディジタル電子回路の違いや制御電源に電子回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・違いや制御電源にい素子・やバイポーラトランジスタ制御電源に
つ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．

信号を十分理解しておくことにより，新しい素子・直流バイアスと交流小信号に分けて計算によるバイアス回路の設計ができる．する考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知，新しい素子・およびレポートで評価する．能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ動素子であるBJT)・FET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・増幅作用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知やバイポーラトランジスタ直流・小信号それ
ぞれの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・適切な等価回路表現を理解する．な等価する．回路」永田　真（オーム社）表である演算増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またそ現を理解する．を十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．

BJT)基本増幅回路」永田　真（オーム社） エミッタ接地を中心に，を十分理解しておくことにより，新しい素子・中心に，に，新しい素子・BJT)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・小信号増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・種類と挙動，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知途が理解できる．を十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．

MOSFET)基本増幅回路」永田　真（オーム社）・基本増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・まとめ FET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・交流等価する．回路」永田　真（オーム社）につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．MOSFET)を十分理解しておくことにより，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知い素子・た電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知小信号増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・種類と挙動，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知途が理解できる．を十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．BJT)およびレポートで評価する．
MOSFET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・基本増幅回路」永田　真（オーム社）につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・てまとめる．

容となっている．量成分が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・周波数特性に影響を与えることを説明し，等価回路の容量成分の影響によるを十分理解しておくことにより，新しい素子・与えることを説明し，等価回路の容量成分の影響によるえ方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知ることを十分理解しておくことにより，新しい素子・説明し，等価回路の容量成分の影響によるし，新しい素子・等価する．回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・容となっている．量成分の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・影響を与えることを説明し，等価回路の容量成分の影響によるによるBJT)やバイポーラトランジスタFET)の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・周波数応答につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・
い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．特に高周波での技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・等価する．回路」永田　真（オーム社）におい素子・て，新しい素子・ミラー効果トランジスタも考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知慮した周波数応答への影響を理解する．した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知周波数応答への技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・影響を与えることを説明し，等価回路の容量成分の影響によるを十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．

第1回から第第6回までの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・内容となっている．の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・復習」石橋幸男（培風館）と問題演習」石橋幸男（培風館）を十分理解しておくことにより，新しい素子・行う．う．

第1回から第第7回の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・授業内容となっている．につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て試験する．

中間試験の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・設問の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・意図，新しい素子・正答率などについてフィードバックを行い，試験問題の解答解説を行う．その後，差動増幅回路の回路構などにつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・てフが理解できる．ィードやバイポーラトランジスタバックを十分理解しておくことにより，新しい素子・行う．い素子・，新しい素子・試験問題の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・解しておくことにより，新しい素子・答解しておくことにより，新しい素子・説を十分理解しておくことにより，新しい素子・行う．う．その技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・後，新しい素子・差動増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・回路」永田　真（オーム社）構
成やバイポーラトランジスタその技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・特徴，新しい素子・性能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ指標であるであるCMRRにつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．

特性が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ多少不完全ではあるが大きな利得を有する増幅器と，特性の優れた減衰器を組み合わせて温度変化などに対する全体では広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・あるが可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ大きな利得を有する増幅器と，特性の優れた減衰器を組み合わせて温度変化などに対する全体きな利得た知を十分理解しておくことにより，新しい素子・有する増幅器と，特性の優れた減衰器を組み合わせて温度変化などに対する全体する増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またそと，新しい素子・特性の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・優れた減衰器を組み合わせて温度変化などに対する全体れた電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知減衰器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またそを十分理解しておくことにより，新しい素子・組み合わせて温度変化などに対する全体み合わせて温度変化などに対する全体合わせて温度シラバス変化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解でなどに対する全ではあるが大きな利得を有する増幅器と，特性の優れた減衰器を組み合わせて温度変化などに対する全体体
の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・特性を十分理解しておくことにより，新しい素子・改善する技術として負帰還があることを理解する．負帰還により帯域が改善されることを理解する．する技術として負帰還が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタあることを十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．負帰還により帯域が改善されることを理解する．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ改善する技術として負帰還があることを理解する．負帰還により帯域が改善されることを理解する．されることを十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．

負帰還の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・種類と，新しい素子・負帰還の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・接続方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知により入出力インピーダンスの変化インピーダンスも変化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解ですることを十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・利得た知と帯域が改善されることを理解する．幅には広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ
一定とい素子・う関係があることを理解する．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタあることを十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．

回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・多段化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解でにより増幅率などについてフィードバックを行い，試験問題の解答解説を行う．その後，差動増幅回路の回路構を十分理解しておくことにより，新しい素子・増大きな利得を有する増幅器と，特性の優れた減衰器を組み合わせて温度変化などに対する全体させら第れること，新しい素子・2段以上の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・増幅回路」永田　真（オーム社）では広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・不安定となる可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ性が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタあること，新しい素子・不安定となる回路」永田　真（オーム社）を十分理解しておくことにより，新しい素子・
安定化や負帰還・位相補償の目的と効果が理解でさせる手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知である位相補償の目的と効果が理解でにつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．

BJT)・MOSFET)それぞれの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・増幅回路」永田　真（オーム社）の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・構成を十分理解しておくことにより，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知い素子・て，新しい素子・集積アナログ増幅回路やその用途が理解できる．回路」永田　真（オーム社）内での技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・演算によるバイアス回路の設計ができる．増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またその技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・基本回路」永田　真（オーム社）構成を十分理解しておくことにより，新しい素子・理解しておくことにより，新しい素子・する．また電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知，新しい素子・MOSFET)
の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・演算によるバイアス回路の設計ができる．増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またそにつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て，新しい素子・基本回路」永田　真（オーム社）を十分理解しておくことにより，新しい素子・改良した，さらに高性能な増幅器の内部回路について理解する．した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知，新しい素子・さら第に高性能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタな増幅器の内部回路のうち，基本的なものが理解できるか，またその技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・内部回路」永田　真（オーム社）につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て理解しておくことにより，新しい素子・する．

アナログ電子回路」永田　真（オーム社）電子回路」永田　真（オーム社）は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・信号増幅の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知途が理解できる．で様々な場所で使われている．生体センサフロントエンド回路，な場所で使われている．生体センサフロントエンド回路，で使われている．生体センサフロントエンド回路，われてい素子・る．生体センサフが理解できる．ロントエンドやバイポーラトランジスタ回路」永田　真（オーム社），新しい素子・CMOSイメージセンサにお
けるノイズ低減回路である相関低減回路」永田　真（オーム社）である相関2重サンプリング回路その他について学習し，これらを通じアナログ電子回路応用の重要性を理サンプ回路の設計」岡村廸夫（リング電子回路」永田　真（オーム社）回路」永田　真（オーム社）その技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・他について学習し，これらを通じアナログ電子回路応用の重要性を理につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・い素子・て学習」石橋幸男（培風館）し，新しい素子・これら第を十分理解しておくことにより，新しい素子・通じて得た知じアナログ電子回路」永田　真（オーム社）電子回路」永田　真（オーム社）応用した電子回路の基本的な考え方と解析・設計手法を身につける．本講義は，担当教員が実務を通じて得た知の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・重サンプリング回路その他について学習し，これらを通じアナログ電子回路応用の重要性を理要な電流源性を十分理解しておくことにより，新しい素子・理
解しておくことにより，新しい素子・する．

第9回から第第14回までの技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・内容となっている．の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・復習」石橋幸男（培風館）と問題演習」石橋幸男（培風館）を十分理解しておくことにより，新しい素子・行う．う．

備など）
考

前期中間試験およびレポートで評価する．前期定期試験を十分理解しておくことにより，新しい素子・実施する場合がある．する．
本科目の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・修得た知には広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・，新しい素子・30 時間の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・授業の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・受講と 60 時間の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・事前・事後の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・自己学習」石橋幸男（培風館）が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタ必要な電流源である．事前学習」石橋幸男（培風館）では広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・，新しい素子・次回の技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・囲の教科書を読み，疑問点をまとめておくこと．事後学習での技術革新は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・教科書を読み，疑問点をまとめておくこと．事後学習でを十分理解しておくことにより，新しい素子・読み，疑問点をまとめておくこと．事後学習でみ合わせて温度変化などに対する全体，新しい素子・疑問点や，その性能向上のために必要な電流源を十分理解しておくことにより，新しい素子・まとめておくこと．事後学習」石橋幸男（培風館）で
は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・，新しい素子・授業で課される演習問題を実施し，指示がある場合はレポートとして提出すること．される演習」石橋幸男（培風館）問題を十分理解しておくことにより，新しい素子・実施する場合がある．し，新しい素子・指示がある場合はレポートとして提出すること．が可能である．本科目ではダイオードやバイポーラトランジスタある場合は広範かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素子・レポートとして提とする．出すること．
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総合評価
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関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電子回路Ⅱ Ⅱ (Electronic Circuit II)

電子工学科・4年・後期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

エレクトロニクスの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素十分理解しておくことにより，新しい素しておくことにより，新しい素新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素しい素素
子・回路Ⅱ ・技術に対処することが可能である．本教科では電子回路することが可能である．本教科では電子回路可能である．本教科では電子回路である．本教科では広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素電子回路Ⅱ Iに引き続き，電子回路の基本的な考え方と設計手法をき続き，電子回路の基本的な考え方と設計手法をき，新しい素電子回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素基本的な考え方と設計手法をな考え方と設計手法をえ方と設計手法を方と設計手法をと設計手法をを十分理解しておくことにより，新しい素
身につけさせる．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，電子回路について教授します．につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素けさせる．本講義は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素，新しい素担当教員の実務経験を踏まえて，電子回路について教授します．の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素実務経験を十分理解しておくことにより，新しい素踏まえて，電子回路について教授します．まえ方と設計手法をて，新しい素電子回路Ⅱ につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て教授します．します．

【A4-D1】A級電力増幅回路Ⅱ ，新しい素B級電力増幅回路Ⅱ につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素できる．
A級電力増幅回路Ⅱ ，新しい素B級電力増幅回路Ⅱ につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素してい素るかを十分理解しておくことにより，新しい素レポートと小
テスト，新しい素中間試験で評価する．する．

【A4-D1】同調増幅回路Ⅱ が可能である．本教科では電子回路理解しておくことにより，新しい素でき，新しい素基本的な考え方と設計手法をな設計が可能である．本教科では電子回路できる．
同調増幅回路Ⅱ が可能である．本教科では電子回路理解しておくことにより，新しい素できており，新しい素基本的な考え方と設計手法をな設計が可能である．本教科では電子回路できるかを十分理解しておくことにより，新しい素レポートと小テス
ト，新しい素中間試験で評価する．する．

【A4-D1】演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．を十分理解しておくことにより，新しい素用いた演算回路の設計ができる．い素た演算回路の設計ができる．演算回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素設計が可能である．本教科では電子回路できる．
演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．を十分理解しておくことにより，新しい素用いた演算回路の設計ができる．い素た演算回路の設計ができる．演算回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素設計が可能である．本教科では電子回路できるかを十分理解しておくことにより，新しい素レポートと小テスト，新しい素中間試
験で評価する．する．

【A4-D1】発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素発振条件を導出できる．を十分理解しておくことにより，新しい素導出できる．できる． 発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素発振条件を導出できる．を十分理解しておくことにより，新しい素導出できる．できるかを十分理解しておくことにより，新しい素レポートと小テスト，新しい素定期試験で評価する．
する．

【A4-D1】振幅変調回路Ⅱ と復調回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素動作原理が可能である．本教科では電子回路理解しておくことにより，新しい素できる．
振幅変調回路Ⅱ と復調回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素動作原理が可能である．本教科では電子回路理解しておくことにより，新しい素できるかを十分理解しておくことにより，新しい素レポートと小テスト，新しい素
定期試験で評価する．する．

【A4-D1】周波数変調回路Ⅱ と復調回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素動作原理が可能である．本教科では電子回路理解しておくことにより，新しい素できる．
周波数変調回路Ⅱ と復調回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素動作原理が可能である．本教科では電子回路理解しておくことにより，新しい素できるかを十分理解しておくことにより，新しい素レポートと小テスト
，新しい素定期試験で評価する．する．

成績は，試験は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素，新しい素試験80%　レポート10%　小テスト10%　として評価する．する．なお，新しい素試験成績は，試験は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素2回(中間・定期)の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素試験の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素平均点とと
する．100点と満点とで60点と以上を合格とする．を十分理解しておくことにより，新しい素合格とする．とする．

「アナログ電子回路」大類重範電子回路Ⅱ 」大類重範大類重範(日本理工出できる．版会)

「演習 電子回路Ⅱ 」大類重範桜庭一郎，新しい素佐々木正規（森北出できる．版）
「テーマ別 電子回路例題と演習」島田一雄，南任靖雄（工学図書）別 電子回路Ⅱ 例題と演習」島田一雄，南任靖雄（工学図書）と演習」大類重範島田一雄，新しい素南任靖雄（工学図書）
「アナログ電子回路」大類重範電子回路Ⅱ 」大類重範藤井信生（オーム社）社）

D2 電気回路Ⅱ I，新しい素D3 電気回路Ⅱ II，新しい素D3 電子デバイス，新しい素D4 電子回路Ⅱ I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気回路Ⅱ I，新しい素電気回路Ⅱ II，新しい素電子デバイス，新しい素電子回路Ⅱ Iの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素内容を修得していることを前提とする．また，を十分理解しておくことにより，新しい素修得していることを前提とする．また，してい素ることを十分理解しておくことにより，新しい素前提とする．また，とする．また演算回路の設計ができる．，新しい素D5の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素通信実験にも関連関連
するた演算回路の設計ができる．め，新しい素科目間の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素連携を重視して履修すること．を十分理解しておくことにより，新しい素重視して履修すること．して履修すること．
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授業の計画（電子回路Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2

3

4 単同調増幅回路Ⅱ ・複同調増幅回路Ⅱ ・スタガ同調回路同調回路Ⅱ 

5 理想演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．

6 演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素基本回路Ⅱ 

7 演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素線形演算回路Ⅱ への技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素応用いた演算回路の設計ができる．

8 中間試験

9 中間試験の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素返却と発振回路の原理および発振条件と発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素原理および発振条件発振条件を導出できる．

10 高周波発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素同調形発振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．高周波発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素三素子形発振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

11 低周波発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素移相形発振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．低周波発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素ウィーンブリッヂ発振回路を理解し，説明できる．発振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

12 水晶発振回路Ⅱ 高周波発振回路Ⅱ で高精度シラバスに発振が可能である．本教科では電子回路行える回路の水晶発振回路を理解し，説明できる．え方と設計手法をる回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素水晶発振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電力増幅回路Ⅱ (1) トランジスタの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素代表的な考え方と設計手法をな大信号増幅回路Ⅱ であるA級電力増幅回路Ⅱ が可能である．本教科では電子回路ある．これらの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素原理につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

電力増幅回路Ⅱ (2) 大信号増幅回路Ⅱ には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素B級プッシュプル電力増幅回路もある．電力増幅回路Ⅱ も関連ある．B級プッシュプル電力増幅回路もある．電力増幅回路Ⅱ は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素電力効率は良いがクロスオーバは広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素良いがクロスオーバい素が可能である．本教科では電子回路クロスオーバ
ひずみが可能である．本教科では電子回路生じる．これらの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素原理につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

LC並列共振回路Ⅱ 特定の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素周波数の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素みを十分理解しておくことにより，新しい素増幅する回路Ⅱ (周波数選択回路Ⅱ )につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

1組の共振回路を負荷にもつ周波数選択増幅回路について説明し，理解できる．また，の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素共振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素負荷にもつ周波数選択増幅回路について説明し，理解できる．また，にも関連つ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素周波数選択増幅回路Ⅱ につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．し，新しい素理解しておくことにより，新しい素できる．また演算回路の設計ができる．，新しい素2組の共振回路を負荷にもつ周波数選択増幅回路について説明し，理解できる．また，の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素共振回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素負荷にもつ周波数選択増幅回路について説明し，理解できる．また，にも関連つ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素周波数選択
増幅回路Ⅱ につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．し，新しい素理解しておくことにより，新しい素できる．広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素周波数選択性をもつスタガ同調回路についても理解し，説明できる．を十分理解しておくことにより，新しい素も関連つ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素スタガ同調回路同調回路Ⅱ につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素ても関連理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素別名オペアンプとも呼ばれ，入力インピーダンスと差動利得が非常に大きい差動増幅回路である．これらを理解しオペアンプとも関連呼ばれ，入力インピーダンスと差動利得が非常に大きい差動増幅回路である．これらを理解しばれ，新しい素入力インピーダンスと差動利得していることを前提とする．また，が可能である．本教科では電子回路非常に大きい素差動増幅回路Ⅱ である．これらを十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し
，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素基本回路Ⅱ には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素反転増幅回路Ⅱ と非反転増幅回路Ⅱ が可能である．本教科では電子回路ある．これらを十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．また演算回路の設計ができる．，新しい素演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．を十分理解しておくことにより，新しい素用いた演算回路の設計ができる．い素た演算回路の設計ができる．増
幅回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素利得していることを前提とする．また，と帯域幅には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素積が一定という関係がある．これらを理解し，説明できる．が可能である．本教科では電子回路一定とい素う関係がある．これらを理解し，説明できる．関係がある．これらを理解し，説明できる．が可能である．本教科では電子回路ある．これらを十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．を十分理解しておくことにより，新しい素用いた演算回路の設計ができる．い素た演算回路の設計ができる．加算，新しい素減算，新しい素積が一定という関係がある．これらを理解し，説明できる．分などの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．また演算回路の設計ができる．，新しい素演算増幅器を用いた演算回路の設計ができる．を十分理解しておくことにより，新しい素用いた演算回路の設計ができる．い素た演算回路の設計ができる．非線形回路Ⅱ を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．でき
る．

1週目～7週目の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素内容を修得していることを前提とする．また，につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て中間試験を十分理解しておくことにより，新しい素実施するする.

中間試験の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素返却と発振回路の原理および発振条件および発振条件問題と演習」島田一雄，南任靖雄（工学図書）の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素解しておくことにより，新しい素説を十分理解しておくことにより，新しい素行える回路の水晶発振回路を理解し，説明できる．う関係がある．これらを理解し，説明できる．．また演算回路の設計ができる．，新しい素発振回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素原理につ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．発振回路Ⅱ は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素正帰還回路Ⅱ の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素ル電力増幅回路もある．ープ
利得していることを前提とする．また，を十分理解しておくことにより，新しい素1以上を合格とする．にすることと，新しい素位相条件を導出できる．から発振周波数を十分理解しておくことにより，新しい素決定することが可能である．本教科では電子回路できる．これらにつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

高周波LC発振回路Ⅱ 

低周波RC発振回路Ⅱ 

AMとFMにつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素い素て
情報を正弦波の振幅に乗せる変調を振幅変調を十分理解しておくことにより，新しい素正弦波の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素振幅に乗せる変調を振幅変調せる変調を十分理解しておくことにより，新しい素振幅変調(AM)と呼ばれ，入力インピーダンスと差動利得が非常に大きい差動増幅回路である．これらを理解しぶ．振幅変調の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素深さを表す指標として変調度がある．また，情報を正弦さを十分理解しておくことにより，新しい素表す指標として変調度がある．また，情報を正弦として変調度シラバスが可能である．本教科では電子回路ある．また演算回路の設計ができる．，新しい素情報を正弦波の振幅に乗せる変調を振幅変調を十分理解しておくことにより，新しい素正弦
波の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素周波数や位相に乗せる変調を周波数変調位相に乗せる変調を振幅変調せる変調を十分理解しておくことにより，新しい素周波数変調(FM)及び位相変調び発振条件位相変調(PM)と呼ばれ，入力インピーダンスと差動利得が非常に大きい差動増幅回路である．これらを理解しぶ．これらを十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

AMの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素変復調回路Ⅱ 振幅変調を十分理解しておくことにより，新しい素行える回路の水晶発振回路を理解し，説明できる．う関係がある．これらを理解し，説明できる．回路Ⅱ には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素平衡変調回路Ⅱ や位相に乗せる変調を周波数変調トランジスタの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素非線形性をもつスタガ同調回路についても理解し，説明できる．による振幅変調回路Ⅱ が可能である．本教科では電子回路ある．振幅変調波の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素復調回路Ⅱ には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素包
絡線検波回路Ⅱ 等が可能である．本教科では電子回路ある．これらを十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

FMの技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素変復調回路Ⅱ 
情報を正弦波の振幅に乗せる変調を振幅変調を十分理解しておくことにより，新しい素正弦波の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素周波数に乗せる変調を振幅変調せる変調を十分理解しておくことにより，新しい素周波数変調(FM)と呼ばれ，入力インピーダンスと差動利得が非常に大きい差動増幅回路である．これらを理解しぶ．周波数変調を十分理解しておくことにより，新しい素行える回路の水晶発振回路を理解し，説明できる．う関係がある．これらを理解し，説明できる．回路Ⅱ には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素リアクタンストランジスタによる周
波数変調回路Ⅱ や位相に乗せる変調を周波数変調可変容を修得していることを前提とする．また，量ダイオードによる周波数変調回路がある．また，ダイオードによる周波数変調回路がある．また，による周波数変調回路Ⅱ が可能である．本教科では電子回路ある．また演算回路の設計ができる．，新しい素FM波を十分理解しておくことにより，新しい素AM波に変換することですることでFM波の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素復調信号を十分理解しておくことにより，新しい素得していることを前提とする．また，
る回路Ⅱ ・原理を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し，新しい素説明できる．高周波発振回路の三素子形発振回路を理解し，説明できる．できる．

備など）
考

後期中間試験および発振条件後期定期試験を十分理解しておくことにより，新しい素実施するする．
本科目の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素修得していることを前提とする．また，には広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素，新しい素30 時間の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素授します．業の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素受講と 60 時間の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素事前・事後の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素自己学習が可能である．本教科では電子回路必要である．事前学習では，次回の授業に関する部分のテキストを閲覧し，各自で内容を理解しである．事前学習では広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素，新しい素次回の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素授します．業に関する部分の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素テキストを十分理解しておくことにより，新しい素閲覧し，各自で内容を理解しし，新しい素各自で内容を修得していることを前提とする．また，を十分理解しておくことにより，新しい素理解しておくことにより，新しい素し
ておくこと．事後学習では広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素，新しい素レポート課題と演習」島田一雄，南任靖雄（工学図書）などを十分理解しておくことにより，新しい素用いた演算回路の設計ができる．い素て授します．業の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素復習を十分理解しておくことにより，新しい素行える回路の水晶発振回路を理解し，説明できる．い素，新しい素次の技術革新は広範囲かつ急速である．しかし基礎となるべきことを十分理解しておくことにより，新しい素授します．業で行える回路の水晶発振回路を理解し，説明できる．う関係がある．これらを理解し，説明できる．小テストにむけて理解しておくことにより，新しい素度シラバスを十分理解しておくことにより，新しい素深さを表す指標として変調度がある．また，情報を正弦めておくこと．また演算回路の設計ができる．，新しい素指定日までにレポートを十分理解しておくことにより，新しい素提とする．また，出できる．すること．

D-144



科　目

担当教員 阪下 和弘 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「数値計算」高橋大輔著（岩波書店）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

数値解析 (Numerical Analysis)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義・演習】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

情報技術の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でによりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でにコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でを活用できる時代となった．電子工学の分野で活用できる時代となった．電子工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で時代となった．電子工学の分野でとなった．電子工学の分野で電子工学の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で
は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がやシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がへの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がなどに数値解析が手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がに利用できる時代となった．電子工学の分野でされ，数学的思考法による深い洞察が数学的思考法による深い洞察がによる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で深い洞察がい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で洞察がが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で
得られることが多い．この講義では，電子工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技られる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で多い．この講義では，電子工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技い発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野でこの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で講義で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野では各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が電子工学におい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技に対する数値解析の基本的な手法と技する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値解析の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で基本的な手法による深い洞察がと技
術の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で習得られることが多い．この講義では，電子工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技を活用できる時代となった．電子工学の分野で目的として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技い発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】数値を活用できる時代となった．電子工学の分野で2進数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で表す方法，丸め誤差，有効数字について説明できる．す方法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が丸め誤差，有効数字について説明できる．め誤差，有効数字について説明できる．誤差，数学的思考法による深い洞察が有効数字について説明できる．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
数値を活用できる時代となった．電子工学の分野で2進数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で表す方法，丸め誤差，有効数字について説明できる．す方法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が丸め誤差，有効数字について説明できる．め誤差，有効数字について説明できる．誤差，数学的思考法による深い洞察が有効数字について説明できる．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野でレポ
ートと前期中間試験でと前期中間試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】1変数方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
1変数方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野で，数学的思考法による深い洞察がレポートと前期中間試験でと前期中間試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で
60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的な補間法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が合成法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的な補間法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が合成法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野で前期中間試験でと前期定期
試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的積分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的積分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野で後期中間試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合
格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的微分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的微分法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野で後期中間試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合
格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野でレポートと前期中間試験でと後期中間試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で
60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

【A3】連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がを活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野できる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でことを活用できる時代となった．電子工学の分野でレポートと前期中間試験でと後期定期試験でで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で
60%以上正解を活用できる時代となった．電子工学の分野で合格として評価する．として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

成績は，試験は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が試験で80%　レポートと前期中間試験で20%　として重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技評価する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で試験で成績は，試験は各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が前期・後期それぞれの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で中間試験で・定期試験での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で計4回のの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で
平均点とする．試験成績とする分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で試験で成績は，試験80点とする．試験成績とレポートと前期中間試験で評価点とする．試験成績20点とする．試験成績の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で100点とする．試験成績満点とする．試験成績に対する数値解析の基本的な手法と技して重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技60点とする．試験成績以上を活用できる時代となった．電子工学の分野で合格として評価する．とする分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

「数値計算法による深い洞察が入門」松田忠重著（三恵社）
「数値計算の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で常識」伊理正夫著（共立出版）
「Scilabで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で学ぶわかりやシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察がすい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値計算法による深い洞察が」川田昌克著（森北出版）

数学I，数学的思考法による深い洞察がII，数学的思考法による深い洞察が情報基礎，数学的思考法による深い洞察がプログラミングI，数学的思考法による深い洞察が II，数学的思考法による深い洞察が電気数学，数学的思考法による深い洞察が応用できる時代となった．電子工学の分野で数学I，数学的思考法による深い洞察が II，数学的思考法による深い洞察が電気回の路I，数学的思考法による深い洞察が II，数学的思考法による深い洞察が III，数学的思考法による深い洞察が電気磁気学I，数学的思考法による深い洞察が II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

数学I，数学的思考法による深い洞察がIIの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で理解が手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で前提である．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
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授業の計画（数値解析）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 数値解析への著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で案内

2

3 演習

4 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で推定（ラグランジュ補間） 多い．この講義では，電子工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技項式の数値的解法を説明できる．による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で補間法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でラグランジュ補間につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

5 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で推定（スプライン補間） 多い．この講義では，電子工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技項式の数値的解法を説明できる．による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で補間法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でスプライン補間につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

6 演習

7 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で推定（最小二乗法による深い洞察が） 与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．データを活用できる時代となった．電子工学の分野でから近似曲線の推定（ラグランジュ補間）を活用できる時代となった．電子工学の分野で推定する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で最小ニ乗法について学習する．乗法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

8 中間試験で

9 試験で返却 中間試験での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で返却と解説．電子工学の分野で

10 演習 曲線の推定（ラグランジュ補間）の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で推定（最小二乗法による深い洞察が）につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

11 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で合成（テイラー級数） 与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた関数を活用できる時代となった．電子工学の分野でテイラー級数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的に合成する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で方法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

12 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で合成（フーリエ級数）級数） 与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた関数を活用できる時代となった．電子工学の分野でフーリエ級数）級数で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的に合成する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で方法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

13 関数の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で合成（離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．フーリエ級数）変換，数学的思考法による深い洞察が複素フーリエ級数）フーリエ級数）級数）

14 演習

15 数値積分法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で台形則，数学的思考法による深い洞察がシンプソン則につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

16 差分法による深い洞察がおよび微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でオイラー法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

17 微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でホイン法による深い洞察がとルンゲ・クッタを活用できる時代となった．電子工学の分野で法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

18 演習

19 偏微分方程式の数値的解法を説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で拡散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

20 偏微分方程式の数値的解法を説明できる．で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で波動方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

21 演習

22 課題に対する数値解析の基本的な手法と技による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で復習

23 中間試験で

24 試験で返却 中間試験での著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で返却と解説を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．い発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で，数学的思考法による深い洞察が演習課題に対する数値解析の基本的な手法と技につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で補足を行う．を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

25

26

27 演習

28

29 演習

30 課題に対する数値解析の基本的な手法と技による分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で復習

シラバスに基づい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技1年間の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で授業計画を説明する．また，アルゴリズム，プログラム，計算量，数値表現，有効数字，丸め誤差，打ち切を活用できる時代となった．電子工学の分野で説明できる．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野でまた，数学的思考法による深い洞察がアルゴリズムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察がプログラムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が計算量，数学的思考法による深い洞察が数値表す方法，丸め誤差，有効数字について説明できる．現，数学的思考法による深い洞察が有効数字について説明できる．，数学的思考法による深い洞察が丸め誤差，有効数字について説明できる．め誤差，有効数字について説明できる．誤差，数学的思考法による深い洞察が打ち切ち切切
り誤差につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で根（2分法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察がニ乗法について学習する．ュートと前期中間試験でン法による深い洞察が） 方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で2分法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察がニ乗法について学習する．ュートと前期中間試験でン法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

2回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

4回の目，数学的思考法による深い洞察が5回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

1回の目から6回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．に関する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で試験でを活用できる時代となった．電子工学の分野で実施する．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

与えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．えられた離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．データを活用できる時代となった．電子工学の分野でに対する数値解析の基本的な手法と技して重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技離散データから近似曲線を推定する最小ニ乗法について学習する．フーリエ級数）変換，数学的思考法による深い洞察が複素フーリエ級数）フーリエ級数）級数を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技近似関数を活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的に合成する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で方法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習
する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

12回の目，数学的思考法による深い洞察が13回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

数値積分（台形則，数学的思考法による深い洞察がシンプソン則)

常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察が(1)

常微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察が(2)

16回の目，数学的思考法による深い洞察が17回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

偏微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察が(1)

偏微分方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で数値的解法による深い洞察が(2)

19回の目，数学的思考法による深い洞察が20回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

16から21回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で課題に対する数値解析の基本的な手法と技および微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．復習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

16回の目から21回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．に関する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で試験でを活用できる時代となった．電子工学の分野で実施する．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で

連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で解法による深い洞察が（ガウスの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で消去法による深い洞察が） 連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でガウスの著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で消去法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で解法による深い洞察が（LU分解） 連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で効率的な解法による深い洞察がに用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でられる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でLU分解の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で手法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

25回の目，数学的思考法による深い洞察が26回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で解法による深い洞察が（反復法による深い洞察が） 連立1次方程式の数値的解法を説明できる．の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で解法による深い洞察がで誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で反復法による深い洞察がについ発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技学習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

28回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技計算機を活用できる時代となった．電子工学の分野で用できる時代となった．電子工学の分野でい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でた演習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

25回の目から29回の目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で内容について計算機を用いた演習を行う．につい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野でて重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で課題に対する数値解析の基本的な手法と技および微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．復習を活用できる時代となった．電子工学の分野で行う．う．電子工学の分野で

備など）
考

前期，数学的思考法による深い洞察が後期ともに中間試験でおよび微分方程式の数値解法であるオイラー法について学習する．定期試験でを活用できる時代となった．電子工学の分野で実施する．する分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
本科目の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で修得られることが多い．この講義では，電子工学において重要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技には各種機器やシステムの設計・評価・環境への影響などに数値解析が頻繁に利用され，数学的思考法による深い洞察が，数学的思考法による深い洞察が60 時間の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で授業の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で受講と 30 時間の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で事前・事後の著しい発展によりあらゆる分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で自己学習が手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で必要な種々の数学的主題に対する数値解析の基本的な手法と技で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野である分野で誰でもが手軽にコンピュータを活用できる時代となった．電子工学の分野で．電子工学の分野で
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科　目

担当教員 田原 熙昻 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．に関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．後期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度を後期定期試験で評価する．シラバス

制御工学Ⅰ (Control Engineering I)

電子工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を後期定期試験で評価する．明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理かに関する理解度を後期定期試験で評価する．し，古典制御理論の体系を理古典制御理論の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理体系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を後期定期試験で評価する．理
解させる理解度を後期定期試験で評価する．．

【A4-D3】与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理微分方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を作成し，伝達関数を求めるこを後期定期試験で評価する．作成し，伝達関数を求めるこし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．こ
とがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．

微分方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を作成し，伝達関数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこが求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．かを後期定期試験で評価する．主に前期中間試験で評に関する理解度を後期定期試験で評価する．前期中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．で評価する．評
価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこに関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．課題を与え，レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．提出させその理解度をさせその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．
評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

【A4-D3】伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をが示せ，これらから制御系の特徴をせ，古典制御理論の体系を理これら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理から相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴をを後期定期試験で評価する．
理解する理解度を後期定期試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をを後期定期試験で評価する．簡略化することができる．する理解度を後期定期試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．

ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をに関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．主に前期中間試験で評に関する理解度を後期定期試験で評価する．前期中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理
線図が示せ，これらから制御系の特徴をに関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．課題を与え，レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．提出させその理解度をさせその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

【A4-D3】制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．を後期定期試験で評価する．理解し，古典制御理論の体系を理その基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴をが理解で評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．
時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．主に前期中間試験で評に関する理解度を後期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理1次遅れ系れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理
の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理解度を評いに関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．課題を与え，レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．提出させその理解度をさせその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．評
価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

【A4-D3】ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をを後期定期試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めくことがで評価する．き，古典制御理論の体系を理周波数を求めるこ応答を理解し，その特徴が理解できる．やゲイン余裕等を求め余裕等を後期定期試験で評価する．求めるこめ
る理解度を後期定期試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．

ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をに関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．後期中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をに関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．
する理解度を後期定期試験で評価する．課題を与え，レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．提出させその理解度をさせその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

【A4-D3】各種安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理解度を評いを後期定期試験で評価する．理解し，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別がで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．
各種安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．後期中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理安定判別
に関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．課題を与え，レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理レポートを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．提出させその理解度をさせその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

【A4-D3】根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めくことがで評価する．き，古典制御理論の体系を理最適なゲインを決定することができる．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ゲイン余裕等を求めを後期定期試験で評価する．決定する理解度を後期定期試験で評価する．ことがで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．
また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理補償法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．よる理解度を後期定期試験で評価する．効果を定量的に評価できる．を後期定期試験で評価する．定量的に関する理解度を後期定期試験で評価する．評価する．で評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．．

成し，伝達関数を求めるこ績は，試験は，古典制御理論の体系を理試験で評価する．70%　レポートを提出させその理解度を30%　として評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．前期中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理・定期試験で評価する．，古典制御理論の体系を理後期中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理・定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理4回の平均点のの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理平均点のの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理70%とレ
ポートを提出させその理解度をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理30%の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合計100点の満点のの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理60点の以上を合格とする．状況により臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高を後期定期試験で評価する．合格とする．状況により臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高とする理解度を後期定期試験で評価する．．状況により臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高に関する理解度を後期定期試験で評価する．より臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高臨時試験で評価する．を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高うことがある理解度を後期定期試験で評価する．が，古典制御理論の体系を理その基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理場合は最高60
点ので評価する．評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．.

「制御工学 第2版」：斉藤 制海・徐 粒 共著（森北出させその理解度を版）

「演習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）で評価する．学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出させその理解度を版）
「制御工学基礎―フィードバック制御系設計に向けて」：水本 郁朗・佐藤 昌之フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計に関する理解度を後期定期試験で評価する．向けて」：水本 郁朗・佐藤 昌之けて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の」：水本 郁朗・佐藤 昌之(編著)／佐藤 孝雄・髙橋 将徳・大塚 弘文(著)

応用数を求めるこ学I，古典制御理論の体系を理電気回の平均点の路I，古典制御理論の体系を理II，古典制御理論の体系を理III，古典制御理論の体系を理電気数を求めるこ学，古典制御理論の体系を理制御工学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

3年まで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理電気回の平均点の路や物理，古典制御理論の体系を理微分積分な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理知識を必要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要でを後期定期試験で評価する．必要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要でとする理解度を後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理で評価する．復習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）して評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験のおくこと．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理ラプラス変換の知識は重要での基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理知識を必要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要では重要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要でで評価する．
ある理解度を後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理で評価する．しっかり臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高と修得しておくこと．して評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験のおくこと．
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授業の計画（制御工学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 制御工学の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理概要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要で

2 数を求めるこ学的準備（ラプラス変換の知識は重要で）

3 動的システムと数式モデルと数を求めるこ式を作成し，伝達関数を求めるこモデル 動的システムと数式モデルの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理入出させその理解度を力関する理解度を後期定期試験で評価する．係の数式モデルが微分方程式であらわせる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理数を求めるこ式を作成し，伝達関数を求めるこモデルが微分方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を作成し，伝達関数を求めるこで評価する．あら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理わせる理解度を後期定期試験で評価する．．

4

5 与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理微分方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を作成し，伝達関数を求めるこ等モデルを後期定期試験で評価する．た条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．

6 ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をとブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合成し，伝達関数を求めるこ

7 これまで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理まとめ ラプラス変換の知識は重要で，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこ，古典制御理論の体系を理ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をに関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の演習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．

8 中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．

9

10

11 動的システムと数式モデルの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理

12 ラウス・フルビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別

13 周波数を求めるこ領域における応答に関する理解度を後期定期試験で評価する．おける理解度を後期定期試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．

14 ベク制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理トを提出させその理解度をル軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．とナイキストを提出させその理解度を軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．

15 ラウス・フルビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．およびベクトル軌跡とナイキスト軌跡の演習を行う．ベク制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理トを提出させその理解度をル軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．とナイキストを提出させその理解度を軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理演習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．

16 ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴を

17 ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合成し，伝達関数を求めるこ

18 フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理構成し，伝達関数を求めること考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理 フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理構成し，伝達関数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理とフィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理持つ利点を理解する．つ利点のを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．

19 ナイキストを提出させその理解度をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．とその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴をを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を作成し，伝達関数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ナイキストを提出させその理解度をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．で評価する．安定判別を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．

20 ナイキストを提出させその理解度をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別で評価する．は，古典制御理論の体系を理ゲイン余裕等を求め余裕を後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．実際に安定判別と同時にゲイン余裕を求める．に関する理解度を後期定期試験で評価する．安定判別と同時に関する理解度を後期定期試験で評価する．ゲイン余裕等を求め余裕を後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．

21 ゲイン余裕等を求め余裕と位相余裕 ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理も安定判別ができることを説明する．ボード線図を用いて安定判別し，ゲイン余裕，位相余裕を求める．安定判別がで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をを後期定期試験で評価する．用いて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の安定判別し，古典制御理論の体系を理ゲイン余裕等を求め余裕，古典制御理論の体系を理位相余裕を後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．

22 これまで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理まとめ フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理判別を後期定期試験で評価する．理解し，古典制御理論の体系を理安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を後期定期試験で評価する．判別する理解度を後期定期試験で評価する．．

23 中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．

24 中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解答を理解し，その特徴が理解できる．・解説等 中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理答を理解し，その特徴が理解できる．案を返却し解答および解説を行う．「フィードバック制御系の定常特性，過渡特性の評価」の概念を説明する．を後期定期試験で評価する．返却し解答および解説を行う．「フィードバック制御系の定常特性，過渡特性の評価」の概念を説明する．し解答を理解し，その特徴が理解できる．およびベクトル軌跡とナイキスト軌跡の演習を行う．解説を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．「フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理定常特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理，古典制御理論の体系を理過渡特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理評価する．」の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理概念を説明する．を後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．

25

26

27 補償器の設計の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計

28 極配置と根軌跡と根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．

29 根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．用いた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ補償器の設計の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計

30 制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計，古典制御理論の体系を理補償器の設計の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理演習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．この基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理一年間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理で評価する．行うことがあるが，その場合は最高った条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ「制御工学」を後期定期試験で評価する．総括する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

専門学科を後期定期試験で評価する．問わず適用される制御工学の特徴を理解する．自動制御技術の歴史を知り，これから学ぶ制御工学の概念を把握すわず適用される制御工学の特徴を理解する．自動制御技術の歴史を知り，これから学ぶ制御工学の概念を把握す適なゲインを決定することができる．用される理解度を後期定期試験で評価する．制御工学の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴をを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．自動制御技術の歴史を知り，これから学ぶ制御工学の概念を把握すの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理歴史を知り，これから学ぶ制御工学の概念を把握すを後期定期試験で評価する．知り臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高，古典制御理論の体系を理これから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）制御工学の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理概念を説明する．を後期定期試験で評価する．把握すす
る理解度を後期定期試験で評価する．．

制御工学で評価する．使用される理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこ学的知識を必要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要での基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理準備を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．複素数を求めることその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理演算，古典制御理論の体系を理ラプラス変換の知識は重要で，古典制御理論の体系を理逆ラプラス変換などを理解し使えるようにすラプラス変換の知識は重要でな一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どを後期定期試験で評価する．理解し使え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理る理解度を後期定期試験で評価する．ように関する理解度を後期定期試験で評価する．す
る理解度を後期定期試験で評価する．．

基本的要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要で素と伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこ1 ラプラス変換の知識は重要でされた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．用いて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の議論する理解度を後期定期試験で評価する．ことの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理メリットを提出させその理解度をを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．複数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本的要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要で素が接続された場合について，全体された条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ場合に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の，古典制御理論の体系を理全体
の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．

基本的要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要で素と伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこ2

ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴をを後期定期試験で評価する．理解し，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をを後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．各要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要で素毎に示されているブロック線図を簡略化させ，全体のに関する理解度を後期定期試験で評価する．示せ，これらから制御系の特徴をされて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験のいる理解度を後期定期試験で評価する．ブロック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理線図が示せ，これらから制御系の特徴をを後期定期試験で評価する．簡略化することができる．させ，古典制御理論の体系を理全体の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理
伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．

第1回の平均点のから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理第7回の平均点のまで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理内容を試験する．を後期定期試験で評価する．試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解説，古典制御理論の体系を理時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理領域における応答に関する理解度を後期定期試験で評価する．おける理解度を後期定期試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．1
中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理解説を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．は，古典制御理論の体系を理時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．と周波数を求めるこ応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理2つがある理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理1次遅れ系れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．
逆ラプラス変換などを理解し使えるようにすラプラス変換の知識は重要でする理解度を後期定期試験で評価する．ことに関する理解度を後期定期試験で評価する．より臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理式を作成し，伝達関数を求めるこを後期定期試験で評価する．導出させその理解度をで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．

時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理領域における応答に関する理解度を後期定期試験で評価する．おける理解度を後期定期試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．2 2次遅れ系れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理減衰係の数式モデルが微分方程式であらわせる．数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理解度を評いに関する理解度を後期定期試験で評価する．よる理解度を後期定期試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理解度を評いを後期定期試験で評価する．理解し，古典制御理論の体系を理一般の伝達関数の極の値による応答性の違いを理解する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理極の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理値による応答性の違いを理解する．に関する理解度を後期定期試験で評価する．よる理解度を後期定期試験で評価する．応答を理解し，その特徴が理解できる．性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理違いに関する課題を与え，レポートを提出させその理解度を評いを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．

動的システムと数式モデルの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理定義，古典制御理論の体系を理特に関する理解度を後期定期試験で評価する．BIBO安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．s平面における安定根と不安定根に基づいて伝達関数のに関する理解度を後期定期試験で評価する．おける理解度を後期定期試験で評価する．安定根と不安定根に関する理解度を後期定期試験で評価する．基づいて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理
安定性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を後期定期試験で評価する．判断できることを理解する．で評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．

ラウスの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．とフルビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験のその基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理判定方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．や特徴をを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理程式を作成し，伝達関数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ラウスの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．
とフルビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．で評価する．安定判別を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．

周波数を求めるこ応答を理解し，その特徴が理解できる．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理と周波数を求めるこ伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めること伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理関する理解度を後期定期試験で評価する．連について説明する．周波数応答には，ベクトル軌跡とボード線図が代に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．周波数を求めるこ応答を理解し，その特徴が理解できる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．は，古典制御理論の体系を理ベク制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理トを提出させその理解度をル軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．とボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をが代
表的で評価する．ある理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．

周波数を求めるこ伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ベク制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理トを提出させその理解度をル軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．，古典制御理論の体系を理ナイキストを提出させその理解度を軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めく．特に関する理解度を後期定期試験で評価する．，古典制御理論の体系を理1次遅れ系れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ベク制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理トを提出させその理解度をル軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．と周波数を求めるこ伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理関する理解度を後期定期試験で評価する．連について説明する．周波数応答には，ベクトル軌跡とボード線図が代を後期定期試験で評価する．理解する理解度を後期定期試験で評価する．．

ラウス・フルビッツの安定判別の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．およびベクトル軌跡とナイキスト軌跡の演習を行う．ベク制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理トを提出させその理解度をル軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．とナイキストを提出させその理解度を軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．
の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理演習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）

ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理特徴をに関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．また条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ，古典制御理論の体系を理1次遅れ系れ系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理や1次進み系などの基本的な要素のボード線図を描く．み系などの基本的な要素のボード線図を描く．系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理基本的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要で素の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をを後期定期試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めく．

複数を求めるこの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をが合成し，伝達関数を求めるこで評価する．きる理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．ボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理合成し，伝達関数を求めるこを後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高うととも安定判別ができることを説明する．ボード線図を用いて安定判別し，ゲイン余裕，位相余裕を求める．に関する理解度を後期定期試験で評価する．，古典制御理論の体系を理合成し，伝達関数を求めるこされた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこボード線図が示せ，これらから制御系の特徴をから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理その基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこを後期定期試験で評価する．求めるこ
める理解度を後期定期試験で評価する．．

ナイキストを提出させその理解度をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別1

ナイキストを提出させその理解度をの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理安定判別2

22回の平均点のまで評価する．の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理範囲について中間試験を行なう．に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理う．

フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理と仕様(1)
フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理と仕様に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の，古典制御理論の体系を理過渡特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理に関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．パラメータを中心に説明する．各パラメータの持つ意味を理を後期定期試験で評価する．中心に説明する．各パラメータの持つ意味を理に関する理解度を後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．各パラメータを中心に説明する．各パラメータの持つ意味を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理持つ利点を理解する．つ意味を理を後期定期試験で評価する．理
解し，古典制御理論の体系を理与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこに関する理解度を後期定期試験で評価する．対して各パラメータを求める．して評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の各パラメータを中心に説明する．各パラメータの持つ意味を理を後期定期試験で評価する．求めるこめる理解度を後期定期試験で評価する．．

フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理と仕様(2) フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理応答を理解し，その特徴が理解できる．特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理と仕様に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の，古典制御理論の体系を理閉ループ周波数応答と開ループ周波数応答について説明する．フィードバックループ周波数を求めるこ応答を理解し，その特徴が理解できる．と開ループ周波数応答について説明する．フィードバックループ周波数を求めるこ応答を理解し，その特徴が理解できる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．フィードバック制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理
制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理定常特性を明らかにし，古典制御理論の体系を理に関する理解度を後期定期試験で評価する．関する理解度を後期定期試験で評価する．する理解度を後期定期試験で評価する．定常偏差を見積もる方法を説明する．を後期定期試験で評価する．見積も安定判別ができることを説明する．ボード線図を用いて安定判別し，ゲイン余裕，位相余裕を求める．る理解度を後期定期試験で評価する．方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．を後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．

ゲイン余裕等を求め補償，古典制御理論の体系を理位相進み系などの基本的な要素のボード線図を描く．み系などの基本的な要素のボード線図を描く．補償，古典制御理論の体系を理位相遅れ系れ補償な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理どに関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．位相補償に関する理解度を後期定期試験で評価する．よって評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験のどの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ような一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理効果を定量的に評価できる．が得しておくこと．ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れる理解度を後期定期試験で評価する．かを後期定期試験で評価する．定量的に関する理解度を後期定期試験で評価する．評
価する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

2次の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこや2次以上を合格とする．状況により臨時試験を行うことがあるが，その場合は最高の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこに関する理解度を後期定期試験で評価する．対して各パラメータを求める．する理解度を後期定期試験で評価する．極配置と根軌跡の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理を後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．とエバン余裕等を求めズの根軌跡について解説し，根軌の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．に関する理解度を後期定期試験で評価する．ついて評価する．前期中間・定期試験，後期中間・定期試験の解説し，古典制御理論の体系を理根軌
跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めける理解度を後期定期試験で評価する．ように関する理解度を後期定期試験で評価する．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理る理解度を後期定期試験で評価する．．

ゲイン余裕等を求めKの基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理決定方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理法の違いを理解し，制御系の安定判別ができる．に関する理解度を後期定期試験で評価する．根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．がある理解度を後期定期試験で評価する．ことを後期定期試験で評価する．説明らかにし，古典制御理論の体系を理する理解度を後期定期試験で評価する．．与えられた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこえ方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理れた条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ伝達関する理解度を後期定期試験で評価する．数を求めるこから相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理根軌跡に関する理解度を後期定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．描くことができ，周波数応答やゲイン余裕等を求めき，古典制御理論の体系を理条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこに関する理解度を後期定期試験で評価する．適なゲインを決定することができる．合する理解度を後期定期試験で評価する．最適なゲインを決定することができる．な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理ゲイン余裕等を求めを後期定期試験で評価する．求めるこ
める理解度を後期定期試験で評価する．．

制御系の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計，古典制御理論の体系を理補償器の設計の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理設計の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理演習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）を後期定期試験で評価する．行うことがあるが，その場合は最高う．この基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理一年間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理で評価する．行うことがあるが，その場合は最高った条件から微分方程式を作成し，伝達関数を求めるこ「制
御工学」を後期定期試験で評価する．総括する．する理解度を後期定期試験で評価する．．

備など）
考

前期，古典制御理論の体系を理後期とも安定判別ができることを説明する．ボード線図を用いて安定判別し，ゲイン余裕，位相余裕を求める．に関する理解度を後期定期試験で評価する．中間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理試験で評価する．およびベクトル軌跡とナイキスト軌跡の演習を行う．定期試験で評価する．を後期定期試験で評価する．実施する．する理解度を後期定期試験で評価する．．
本科目の修得には，の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理修得しておくこと．に関する理解度を後期定期試験で評価する．は，古典制御理論の体系を理60 時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理授業の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理受講と 30 時間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理事前・事後の基礎的事項の考え方やそれら相互間の理論的な一貫性を明らかにし，古典制御理論の体系を理自己学習で学ぶ基礎制御工学」：森 泰親 著 （森北出版）が必要とするので復習しておくこと．また，ラプラス変換の知識は重要でで評価する．ある理解度を後期定期試験で評価する．．
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(10%), A4-D3(10%), A4-D4(20%), B1(10%), C1(10%), C2(10%), C4(20%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 実験結果を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．表で表現できるかを実験報告書で評価する．現できるかを実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．きるかを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．する．

3 前期実験課題のプレゼンテーションにて評価する．のプレゼンテーションにて評価する．プレゼンテーションに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．評価する．する．

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電子工学実験実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

藤本 健司 教授, 髙田 崚介 准教授, [前期] 木場 隼介 准教授, [後期] 橋本 好幸 教授 【実務経験者担当科目】

電子工学科・4年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電子工学実験実習1～3年で表現できるかを実験報告書で評価する．習得した電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し電子工学に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しや測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しまた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用し座学を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．通じて評価する．修得した電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し知識を活用しを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．活用しし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．
，また，座学を通じて修得した知識を活用しより高度な実験技術を習得する．前期は高度シラバスな実験技術を習得する．前期は実験技術を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．習得した電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする．前期は1クラスを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．10程度シラバスのプレゼンテーションにて評価する．班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教け，また，座学を通じて修得した知識を活用し課題のプレゼンテーションにて評価する．解決能力を養うために，企業での実務経験教を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．養うために，企業での実務経験教うた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しめに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し企業で表現できるかを実験報告書で評価する．のプレゼンテーションにて評価する．実務経験教
員がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実務で表現できるかを実験報告書で評価する．必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はな実験技術を習得する．前期は構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はから実現まで一貫したグループワークを行う．後期は実現できるかを実験報告書で評価する．まで表現できるかを実験報告書で評価する．一貫したグループワークを行う．後期はし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しグループワークを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．後期は4班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教け，また，座学を通じて修得した知識を活用し班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教単位で表現できるかを実験報告書で評価する．実験実
習を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

【B1】実験内容を適切に文章で表現できる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．文章で表現できる．で表現できるかを実験報告書で評価する．表で表現できるかを実験報告書で評価する．現できるかを実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．きる．
適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．な実験技術を習得する．前期は文章で表現できる．表で表現できるかを実験報告書で評価する．現できるかを実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．的確に実験報告書が作成できているかを実験報告書で評に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は作成できているかを実験報告書で評で表現できるかを実験報告書で評価する．きて評価する．いるかを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．評
価する．する．

【C1】実験結果を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．表で表現できるかを実験報告書で評価する．現できるかを実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．きる．

【C2】与えられた課題について解決方法を提示できる．えら実現まで一貫したグループワークを行う．後期はれた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し課題のプレゼンテーションにて評価する．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．ついて評価する．解決方法を提示できる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．提示できる．で表現できるかを実験報告書で評価する．きる．

【C4】グループで表現できるかを実験報告書で評価する．協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．実験実習に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．挑み，期限内に実験報告書を提出み，また，座学を通じて修得した知識を活用し期限内に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．提出
で表現できるかを実験報告書で評価する．きる．

実験へのプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバス，また，座学を通じて修得した知識を活用しまた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験報告書で評価する．がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は期限内に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．提出されて評価する．いるかど
うかで表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．する．

【D1】機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．のプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．いに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．注意し，安全に実験に取り組むことができる．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し安全に実験に取り組むことができる．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどむこと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はで表現できるかを実験報告書で評価する．きる．
機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．のプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．いに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．注意し，安全に実験に取り組むことができる．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し安全に実験に取り組むことができる．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどむこと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はで表現できるかを実験報告書で評価する．きるかどうかを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実
験へのプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバスで表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．する．

【A4-D1】簡単な実験技術を習得する．前期は電子回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回のプレゼンテーションにて評価する．動作原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し解で表現できるかを実験報告書で評価する．きる．また電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用し簡単な実験技術を習得する．前期は電子回
路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は設計できる．で表現できるかを実験報告書で評価する．きる．

簡単な実験技術を習得する．前期は電子回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回のプレゼンテーションにて評価する．動作原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し解で表現できるかを実験報告書で評価する．きて評価する．いるか，また，座学を通じて修得した知識を活用しまた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用し回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回のプレゼンテーションにて評価する．設計できる．がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はで表現できるかを実験報告書で評価する．きる
かを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実験のプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバスおよび実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．する．

【A4-D3】ヒューマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はンセンシングのプレゼンテーションにて評価する．動作原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し解し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し簡単な実験技術を習得する．前期はセンシング回
路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回および実験報告書で評価する．可視化ソフトウェアを作り，人の動きを認識できる．ソフトウェアを作り，人の動きを認識できる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．作り高度な実験技術を習得する．前期は，また，座学を通じて修得した知識を活用し人の動きを認識できる．のプレゼンテーションにて評価する．動きを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．認識を活用しで表現できるかを実験報告書で評価する．きる．

マを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はイコン，また，座学を通じて修得した知識を活用しPCを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいて評価する．センシング回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回および実験報告書で評価する．ソフトウェアを作り，人の動きを認識できる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．構築できるか，センで表現できるかを実験報告書で評価する．きるか，また，座学を通じて修得した知識を活用しセン
サ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度お値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．処理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．人の動きを認識できる．のプレゼンテーションにて評価する．動きを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．認識を活用しで表現できるかを実験報告書で評価する．きるかを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験のプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバスお
よび実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．する．

【A4-D4】原始プログラムが目的プログラムに変換される仕組みが理解でプログラムが目的プログラムに変換される仕組みが理解でがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は目的プログラムが目的プログラムに変換される仕組みが理解でに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．変換される仕組みが理解でされる仕組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し解で表現できるかを実験報告書で評価する．
きる．

小数命令セットを持つ仮想セットを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．持つ仮想つ仮想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はCPUのプレゼンテーションにて評価する．コンパイラを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．作成できているかを実験報告書で評すること達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．より高度な実験技術を習得する．前期は，また，座学を通じて修得した知識を活用し到達目標
がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は達成できているかを実験報告書で評で表現できるかを実験報告書で評価する．きて評価する．いるかを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験のプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバスおよび実験報告書で評価する．実験報告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．す
る．

【A4-D4】Dockerを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しLAN環境の構築と深層学習に関する各種実のプレゼンテーションにて評価する．構築できるか，センと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど深層学習に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする各種実
装を行うことができるを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はうこと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はで表現できるかを実験報告書で評価する．きる.

Dockerを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おーバや測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し深層学習用し計できる．算機環境の構築と深層学習に関する各種実のプレゼンテーションにて評価する．構築できるか，センおよび実験報告書で評価する．深層学習を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．
用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し回帰や画像分類を行えるかを，実験の取り組みと達成度および実験報や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は像分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教類を行えるかを，実験の取り組みと達成度および実験報を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はえるかを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験のプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバスおよび実験報告書で評価する．実験報
告書で評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．する．

成できているかを実験報告書で評績は，実験報告書は，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験報告書で評価する．50%　各テーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はのプレゼンテーションにて評価する．取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバス50%　と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．評価する．する．成できているかを実験報告書で評績は，実験報告書は，また，座学を通じて修得した知識を活用し前期と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど後期を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．それぞれ50点としと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．
100点とし満点としで表現できるかを実験報告書で評価する．60点とし以上を合格とする．前期に実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．合格とする．前期に実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどする．前期に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．するプレゼンテーションは取り組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどり高度な実験技術を習得する．前期は組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど達成できているかを実験報告書で評度シラバスに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．含まれる．まれる．1通で表現できるかを実験報告書で評価する．も未提未提
出レポートがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はあると達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどき，また，座学を通じて修得した知識を活用しまた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しはレポート遅れが全体回数のれがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は全に実験に取り組むことができる．体回数のプレゼンテーションにて評価する．1/3以上を合格とする．前期に実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．のプレゼンテーションにて評価する．と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどきは，また，座学を通じて修得した知識を活用し原則として総合評価は不可となる．と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．総合評価する．は不可と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどな実験技術を習得する．前期はる．

「電子工学科・第4学年実験実習シラバス(計できる．画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は書で評価する．)」：プリントプリント
「電子工学科・第4学年実験実習指導書で評価する．」：プリントプリント
「神戸高専安全に実験に取り組むことができる．マを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はニュアを作り，人の動きを認識できる．ル」：プリント神戸高専編 (Web資料)

「知的な実験技術を習得する．前期は科学・技術文章で表現できる．のプレゼンテーションにて評価する．書で評価する．き方」：プリント中島利勝，また，座学を通じて修得した知識を活用し塚本真也(コロナ社社)

電子工学実験実習(本科5年)，また，座学を通じて修得した知識を活用しそのプレゼンテーションにて評価する．他実験テーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はのプレゼンテーションにて評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し連教科

履修上のの評価方法と基準
注意事項

履修上を合格とする．前期に実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．のプレゼンテーションにて評価する．注意し，安全に実験に取り組むことができる．等のプレゼンテーションにて評価する．詳細は第は第1週目のプレゼンテーションにて評価する．ガイダンスで表現できるかを実験報告書で評価する．配付する実験計画書を用いて説明する．前期の実験においてロボットする実験計できる．画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は書で評価する．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいて評価する．説明する．前期の実験においてロボットする．前期のプレゼンテーションにて評価する．実験に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．おいて評価する．ロボット
がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は完成できているかを実験報告書で評し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．いな実験技術を習得する．前期はい学生については，夏季休業中の学習支援期間などを利用して行うこととする．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．ついて評価する．は，また，座学を通じて修得した知識を活用し夏季休業中のプレゼンテーションにて評価する．学習支援期間などを利用して行うこととする．な実験技術を習得する．前期はどを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．利用しし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．行う．後期はうこと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどする．
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授業の計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，また，座学を通じて修得した知識を活用し安全に実験に取り組むことができる．教育，また，座学を通じて修得した知識を活用し前期実験テーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はのプレゼンテーションにて評価する．概要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は説明する．前期の実験においてロボット

2 基板加工機および実験報告書で評価する．レーザ加工機について加工機に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．ついて評価する．

3 マを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はイコンで表現できるかを実験報告書で評価する．モータを制御する実験を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．制御する実験を行う．する実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

4 マを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はイコンで表現できるかを実験報告書で評価する．フォトセンサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おーを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．使用しする方法を提示できる．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．ついて評価する．実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

5 簡易ロボットカーを用いてライントレース機能の実装を行う．ロボットカーを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいて評価する．ライントレース機能のプレゼンテーションにて評価する．実装を行うことができるを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

6 創造実験のプレゼンテーションにて評価する．課題のプレゼンテーションにて評価する．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．発表で表現できるかを実験報告書で評価する．するのプレゼンテーションにて評価する．で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し各班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教かれて評価する．与えられた課題について解決方法を提示できる．えら実現まで一貫したグループワークを行う．後期はれた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し課題のプレゼンテーションにて評価する．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．解決で表現できるかを実験報告書で評価する．きるロボットのプレゼンテーションにて評価する．検討を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

7 各班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教で表現できるかを実験報告書で評価する．作業分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教担を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．決めると達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかども未提に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し作製するロボットの全体設計を行う．するロボットのプレゼンテーションにて評価する．全に実験に取り組むことができる．体設計できる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

8 作製するロボットの全体設計を行う．するロボットのプレゼンテーションにて評価する．回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回設計できる．，また，座学を通じて修得した知識を活用し本体および実験報告書で評価する．部品の設計を行う．また，マイコンでロボットを制御するためのプログラムを作成する．のプレゼンテーションにて評価する．設計できる．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．また電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用しマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はイコンで表現できるかを実験報告書で評価する．ロボットを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．制御する実験を行う．するた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しめのプレゼンテーションにて評価する．プログラムが目的プログラムに変換される仕組みが理解でを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．作成できているかを実験報告書で評する．

9

10 基板へのプレゼンテーションにて評価する．部品の設計を行う．また，マイコンでロボットを制御するためのプログラムを作成する．実装を行うことができる，また，座学を通じて修得した知識を活用し本体のプレゼンテーションにて評価する．組みと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどみ立て評価する．等を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

11 作製するロボットの全体設計を行う．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボットのプレゼンテーションにて評価する．動作試験等を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

12 作製するロボットの全体設計を行う．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボットのプレゼンテーションにて評価する．試走および調整を行う．および実験報告書で評価する．調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出整を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

13 作製するロボットの全体設計を行う．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボットのプレゼンテーションにて評価する．試走および調整を行う．および実験報告書で評価する．調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出整を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

14 作製するロボットの全体設計を行う．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボットのプレゼンテーションにて評価する．試走および調整を行う．および実験報告書で評価する．最終調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出整を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

15 プレゼンテーションおよび実験報告書で評価する．走および調整を行う．行う．後期は会 各班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教で表現できるかを実験報告書で評価する．作製するロボットの全体設計を行う．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボットのプレゼンテーションにて評価する．プレゼンテーションおよび実験報告書で評価する．走および調整を行う．行う．後期は会を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

16 後期実験に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする説明する．前期の実験においてロボットと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど安全に実験に取り組むことができる．教育 後期実験に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする説明する．前期の実験においてロボットと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．おける安全に実験に取り組むことができる．教育を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

17 センシング環境の構築と深層学習に関する各種実のプレゼンテーションにて評価する．構築できるか，セン

18 フォトリフレクタを制御する実験を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しヒューマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はンセンシングのプレゼンテーションにて評価する．実験 赤外線フォトリフレクタを用いて人の動きをセンシングし，その認識精度を評価することで，センサの振る舞いを理解する．フォトリフレクタを制御する実験を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいて評価する．人の動きを認識できる．のプレゼンテーションにて評価する．動きを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．センシングし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用しそのプレゼンテーションにて評価する．認識を活用し精度シラバスを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．評価する．すること達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどで表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用しセンサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おのプレゼンテーションにて評価する．振る舞いを理解する．る舞いを理解する．いを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し解する．

19 超音波センサを用いたヒューマンセンシングの実験センサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しヒューマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はンセンシングのプレゼンテーションにて評価する．実験 超音波センサを用いたヒューマンセンシングの実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいて評価する．人の動きを認識できる．のプレゼンテーションにて評価する．動きを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．センシングし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用しそのプレゼンテーションにて評価する．認識を活用し精度シラバスがテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は評価する．すること達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどで表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用しセンサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おのプレゼンテーションにて評価する．振る舞いを理解する．る舞いを理解する．いを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し解する．

20

21

22

23 発振る舞いを理解する．回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう

24 増幅回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

25 フィルタを制御する実験を行う．回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

26

27

28

29 特別実験

30 まと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどめ 各大テーマごとに，実験とレポートの講評を行う．テーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はごと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどレポートのプレゼンテーションにて評価する．講評を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

電子工学実験実習シラバス(実験実習計できる．画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は書で評価する．前期分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教)を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．配付する実験計画書を用いて説明する．前期の実験においてロボットし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験のプレゼンテーションにて評価する．進め方，評価方法，レポートの作成・提出方法，班構成，実め方，また，座学を通じて修得した知識を活用し評価する．方法を提示できる．，また，座学を通じて修得した知識を活用しレポートのプレゼンテーションにて評価する．作成できているかを実験報告書で評・提出方法を提示できる．，また，座学を通じて修得した知識を活用し班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教構成できているかを実験報告書で評，また，座学を通じて修得した知識を活用し実
施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．日などの説明をする．また，当学年の安全に関する全般的な注意事項を説明する．その後，ロボット製作に必要な電子回路につな実験技術を習得する．前期はどのプレゼンテーションにて評価する．説明する．前期の実験においてロボットを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．する．また電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用し当学年のプレゼンテーションにて評価する．安全に実験に取り組むことができる．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする全に実験に取り組むことができる．般的な実験技術を習得する．前期は注意し，安全に実験に取り組むことができる．事項を説明する．その後，ロボット製作に必要な電子回路につを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．説明する．前期の実験においてロボットする．そのプレゼンテーションにて評価する．後，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボット製するロボットの全体設計を行う．作に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はな実験技術を習得する．前期は電子回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．つ
いて評価する．説明する．前期の実験においてロボットする．

回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回設計できる．および実験報告書で評価する．基板加工機のプレゼンテーションにて評価する．使用し方法を提示できる．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．ついて評価する．説明する．前期の実験においてロボットする．また電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用しロボット本体や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し部品の設計を行う．また，マイコンでロボットを制御するためのプログラムを作成する．のプレゼンテーションにて評価する．設計できる．方法を提示できる．および実験報告書で評価する．レーザ加工機について加工機のプレゼンテーションにて評価する．使用し方
法を提示できる．に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．ついて評価する．説明する．前期の実験においてロボットする．

基礎実験1

基礎実験2

基礎実験3

創造実験1

創造実験2

創造実験3

創造実験4
作製するロボットの全体設計を行う．するロボットのプレゼンテーションにて評価する．回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回基板のプレゼンテーションにて評価する．加工，また，座学を通じて修得した知識を活用し本体および実験報告書で評価する．部品の設計を行う．また，マイコンでロボットを制御するためのプログラムを作成する．のプレゼンテーションにて評価する．加工を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．また電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用しマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はイコンで表現できるかを実験報告書で評価する．ロボットを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．制御する実験を行う．するた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しめのプレゼンテーションにて評価する．プログラムが目的プログラムに変換される仕組みが理解でを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．作成できているかを実験報告書で評
する．

創造実験5

創造実験6

創造実験7

創造実験8

創造実験9

Arduinoおよび実験報告書で評価する．Processingを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しセンサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おのプレゼンテーションにて評価する．制御する実験を行う．環境の構築と深層学習に関する各種実を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．構築できるか，センする．

Dockerを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し環境の構築と深層学習に関する各種実構築できるか，センおよび実験報告書で評価する．深層学習に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験(1) Dockerを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しWebサ値を適切に処理し人の動きを認識できるかを，実験の取り組みと達成度おーバ構築できるか，センと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど深層学習のプレゼンテーションにて評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しめのプレゼンテーションにて評価する．計できる．算環境の構築と深層学習に関する各種実構築できるか，センに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう.

Dockerを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し環境の構築と深層学習に関する各種実構築できるか，センおよび実験報告書で評価する．深層学習に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験(2)
Deep Neural Network(DNN)を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し時系列データの回帰や，データを制御する実験を行う．のプレゼンテーションにて評価する．回帰や画像分類を行えるかを，実験の取り組みと達成度および実験報や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用しConvolutional Neural Network(CNN)を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は像分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教類を行えるかを，実験の取り組みと達成度および実験報
に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう.

Dockerを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し環境の構築と深層学習に関する各種実構築できるか，センおよび実験報告書で評価する．深層学習に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しする実験(3) 精度シラバス向上を合格とする．前期に実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．のプレゼンテーションにて評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しめのプレゼンテーションにて評価する．手法を提示できる．と達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどし適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．て評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用しデータを制御する実験を行う．拡張，また，座学を通じて修得した知識を活用しドロップアを作り，人の動きを認識できる．ウトを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．2回目に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．作成できているかを実験報告書で評し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しCNNに図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．実装を行うことができるする実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう.また電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し，また，座学を通じて修得した知識を活用し転移学習のプレゼンテーションにて評価する．実装を行うことができる，また，座学を通じて修得した知識を活用し
および実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用しオリジナ社ルデータを制御する実験を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．用しいた電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は像分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教類を行えるかを，実験の取り組みと達成度および実験報のプレゼンテーションにて評価する．実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう.

電子回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回のプレゼンテーションにて評価する．設計できる．(1)

電子回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回のプレゼンテーションにて評価する．設計できる．(2)

電子回路の動作原理が理解できる．また，簡単な電子回のプレゼンテーションにて評価する．設計できる．(3)

コンパイラ(1) コンパイラ1（字句解析）字句解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．）

コンパイラ(2) コンパイラ2（字句解析）構文解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．1）

コンパイラ(3) コンパイラ3（字句解析）中間などを利用して行うこととする．コードおよび実験報告書で評価する．目的コード変換される仕組みが理解で）

各担当教官が特別に準備した実験を行ったり，企業から講師を招いて講演会を開催したり，工場見学や電子産業に関連した内がテーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は特別に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．準備した実験を行ったり，企業から講師を招いて講演会を開催したり，工場見学や電子産業に関連した内し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し実験を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はった電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しり高度な実験技術を習得する．前期は，また，座学を通じて修得した知識を活用し企業から実現まで一貫したグループワークを行う．後期は講師を招いて講演会を開催したり，工場見学や電子産業に関連した内を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．招いて講演会を開催したり，工場見学や電子産業に関連した内いて評価する．講演会を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．開催したり，工場見学や電子産業に関連した内し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用しり高度な実験技術を習得する．前期は，また，座学を通じて修得した知識を活用し工場見学や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し電子産業に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し連し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．た電子工学に関する基礎原理や測定技術，また，座学を通じて修得した知識を活用し内
容を適切に文章で表現できる．のプレゼンテーションにて評価する．ビデオ鑑賞を行う．を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．

備など）
考

中間などを利用して行うこととする．試験および実験報告書で評価する．定期試験は実施するプレゼンテーションは取り組みと達成度に含まれる．し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．な実験技術を習得する．前期はい．
前期は10程度シラバスのプレゼンテーションにて評価する．班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教かれて評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し同時進め方，評価方法，レポートの作成・提出方法，班構成，実行う．後期はと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかどする．後期は，また，座学を通じて修得した知識を活用し4班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教かれて評価する．4つのプレゼンテーションにて評価する．テーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．3週ずつ回る． 第1班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教はA→B→C→D，また，座学を通じて修得した知識を活用し第2班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教はB→C→D→A，また，座学を通じて修得した知識を活用し第3班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教はC→D→A→B，また，座学を通じて修得した知識を活用し第
4班に分け，課題解決能力を養うために，企業での実務経験教はD→A→B→Cと達成度，また，実験報告書が期限内に提出されているかど大テーマごとに，実験とレポートの講評を行う．テーマを企画し，実務で必要な構想から実現まで一貫したグループワークを行う．後期はを解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．巡回する．後期のプレゼンテーションにて評価する．第1週目に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．，また，座学を通じて修得した知識を活用し安全に実験に取り組むことができる．教育を解析し適切に図・表で表現できるかを実験報告書で評価する．行う．後期はう．
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科　目

担当教員 藤 健太 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

応用数学Ⅱ (Applied Mathematics II)

電子工学科・4年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気電子系専門科目の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理は変数が複素数をとる関数についての理変数が複素数をとる関数についての理複素数をとる関数について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理理
論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理であり，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定なところでは変数が複素数をとる関数についての理回路理論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定われるが複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定電磁気学などの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定フーリエ・ラプラス解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定定
積分解法への応用など広い分野に使われる強力なツールとなるへの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理応用など広い分野に使われる強力なツールとなるい分野に使われる強力なツールとなるに使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定われる強力なツールとなるなツールとなるとなる.

【A1】複素関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理連続性の判定や，関数の正則性について理解できる．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理判定やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理正則性の判定や，関数の正則性について理解できる．について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理理解できる．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理
複素関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理連続性の判定や，関数の正則性について理解できる．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理判定やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理正則性の判定や，関数の正則性について理解できる．について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理理解できて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理いるか，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定後期
中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

【A1】正則関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理基本的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな性の判定や，関数の正則性について理解できる．質を理解するとともに，その写像を描くことがを理解するとともに，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理写像を描くことがを描くことがくことが複素数をとる関数についての理
できる．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

正則関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理基本的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな性の判定や，関数の正則性について理解できる．質を理解するとともに，その写像を描くことがを理解するとともに，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理写像を描くことがを描くことがくことが複素数をとる関数についての理できて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理い
るか，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定後期中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

【A1】コーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分定理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定コーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分表示を簡単な複素関数の積分を簡単な複素関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分
に適用できる．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

さまざまな関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分問題に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分して複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定コーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分定理とコーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分
表示を簡単な複素関数の積分を用いて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定積分値を求めることができるか後期中間試験および後期定期を求めることができるか後期中間試験および後期定期めることが複素数をとる関数についての理できるか後期中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．後期定期
試験およびレポートで評価する．で評価する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

【A1】留数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理意味を理解し，その性質を使って実数関数の無限積分等のを理解し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理性の判定や，関数の正則性について理解できる．質を理解するとともに，その写像を描くことがを使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定って複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理実数関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理無限積分等の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理
特殊な積分を求めることができる．な積分を求めることができるか後期中間試験および後期定期めることが複素数をとる関数についての理できる．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

簡単な複素積分を留数を使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定って複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理求めることができるか後期中間試験および後期定期めることが複素数をとる関数についての理できるか，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定さらには変数が複素数をとる関数についての理これを応用し
て複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理実関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理無限積分を求めることができるか後期中間試験および後期定期めることが複素数をとる関数についての理できるかを，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定後期定期試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．
で評価する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

成績は，試験は変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定試験およびレポートで評価する．80%　レポートで評価する．20%　として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理評価する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理試験およびレポートで評価する．成績は，試験は変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定中間・定期の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理2回の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理試験およびレポートで評価する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理平均とする．状況により臨時とする．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理状況により臨時により臨時
試験およびレポートで評価する．を行なうことがあるが，その場合最高なうことが複素数をとる関数についての理あるが複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理場合最高60点で評価する．なお，総合評価はで評価する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理なお，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定総合評価する．は変数が複素数をとる関数についての理100点で評価する．なお，総合評価は満点で評価する．なお，総合評価はで60点で評価する．なお，総合評価は以上を合格とする．を合格とする．とする．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

「応用数学」：上を合格とする．野に使われる強力なツールとなる健爾(監修)，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定高専の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理数学教材研究会(編) 高専テキストで評価する．シリーズ （森北出版）森北出版）
「応用数学問題に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分集」：上を合格とする．野に使われる強力なツールとなる健爾(監修)，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定高専の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理数学教材研究会(編) 高専テキストで評価する．シリーズ （森北出版）森北出版）

「新版応用数学」：岡本和夫他著(実教出版)
「新訂 応用数学」：高遠節夫他著(大日本図書)
「道具としての複素関数」：涌井貞美編として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理複素関数」：涌井貞美編(日本実業出版社)
「なるほど 複素関数」：村上を合格とする．雅人著(海鳴社)
「弱点で評価する．なお，総合評価は克服　大学生の複素関数」：江川博康，本田龍央村共著の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理複素関数」：江川博康，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定本田龍央村共著(東京図書)

D1～D3の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理「数学I」，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定「数学II」，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定D3「電気数学」，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定D4「応用数学I」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気数学に限らず，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定1年～3年で習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数数学をよく理解できて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理いることが複素数をとる関数についての理大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数である．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理特に微分積分学，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定三角関数，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定指数関数
，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分数関数をよく理解して複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理おいて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理欲しい． 授業の進捗のペースが速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解すしい．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理 授業の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理進捗のペースが速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解すの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理ペースが複素数をとる関数についての理速いので，予習・復習に努め，その都度授業内容を理解すいの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理で，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定予習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数・復習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数に努め，その都度授業内容を理解すめ，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理都度シラバス授業内容を理解すを理解す
るよう心がけてほしい．が複素数をとる関数についての理けて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理ほしい．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理
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授業の計画（応用数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 複素数と複素関数 複素数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理極形式を復習し，それとオイラーの公式の関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．を復習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定それとオイラーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理公式を復習し，それとオイラーの公式の関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．を示を簡単な複素関数の積分し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定基本的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな複素関数を説明し，演習する．し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

2 複素関数とその基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理微分 基本的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな複素関数を紹介し，複素関数の極限，連続性，微分という一連の流れを示し，演習する．し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定複素関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理極限，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定連続性の判定や，関数の正則性について理解できる．，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定微分という一連の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理流れを示し，演習する．れを示を簡単な複素関数の積分し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

3 正則関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理基本

4 調和関数と逆関数 逆関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理性の判定や，関数の正則性について理解できる．質を理解するとともに，その写像を描くことがと対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分数関数を紹介し，複素関数の極限，連続性，微分という一連の流れを示し，演習する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理また数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定正則関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理実部と虚部が調和関数であることを説明し，演習する．と虚部と虚部が調和関数であることを説明し，演習する．が複素数をとる関数についての理調和関数であることを説明し，演習する．し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

5 等角写像を描くことが 正則関数による写像を描くことがは変数が複素数をとる関数についての理等角性の判定や，関数の正則性について理解できる．を持つことを示し，演習を通して基本的な関数について確認する．つことを示を簡単な複素関数の積分し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数を通して基本的な関数について確認する．して複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理基本的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな関数について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理確認する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

6 複素積分

7 コーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分定理

8 後期中間試験およびレポートで評価する．

9 試験およびレポートで評価する．解答と復習と復習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数 中間試験およびレポートで評価する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理解答と復習を行なうことがあるが，その場合最高うとともに，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定再度シラバス，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定重要な点について理解を深める．な点で評価する．なお，総合評価はについて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理理解を深める．める．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

10 コーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分表示を簡単な複素関数の積分

11

12 留数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理定義と留数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理計算方法への応用など広い分野に使われる強力なツールとなる

13 留数定理とその基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理応用

14 複素積分の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理応用

15 演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

正則関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理意味を理解し，その性質を使って実数関数の無限積分等のを説明し，演習する．し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定複素関数が複素数をとる関数についての理正則関数であるた数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数めの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理必要な点について理解を深める．十分条件であるコーシー・リーマンの関係式を導き，演習する．であるコーシー・リーマンの関係式を導き，演習する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．式を復習し，それとオイラーの公式の関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．を導き，演習する．き，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

実変数関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分では変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定積分経路によって複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分値を求めることができるか後期中間試験および後期定期が複素数をとる関数についての理異なることは無いが，複素関数に対する積分の場合には，積分経路によってなることは変数が複素数をとる関数についての理無いが複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定複素関数に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分する積分の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理場合には変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定積分経路によって複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理
値を求めることができるか後期中間試験および後期定期が複素数をとる関数についての理異なることは無いが，複素関数に対する積分の場合には，積分経路によってなることが複素数をとる関数についての理ある．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理どの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理ような条件であるコーシー・リーマンの関係式を導き，演習する．で積分経路により積分値を求めることができるか後期中間試験および後期定期が複素数をとる関数についての理異なることは無いが，複素関数に対する積分の場合には，積分経路によってなるか調べて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理みる．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理における基本的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがで，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定かつ重要な点について理解を深める．な定理であるコーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分定理について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理説明し，演習する．し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理応用について複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理学ぶ．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理また数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定この基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理定
理が複素数をとる関数についての理複素積分の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理定義式を復習し，それとオイラーの公式の関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．にグリーンの関係式を導き，演習する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理定理とコーシー・リーマンの関係式を導き，演習する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．式を復習し，それとオイラーの公式の関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．を適用することによって複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理導き，演習する．かれることを示を簡単な複素関数の積分す．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

1週からから7週からの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理内容を理解すについて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理理解度シラバスを測るための試験を行う．るた数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数めの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理試験およびレポートで評価する．を行なうことがあるが，その場合最高う．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

単一閉曲線の内部で複素関数 の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理内部と虚部が調和関数であることを説明し，演習する．で複素関数 f(z)が複素数をとる関数についての理正則であるとき，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理内部と虚部が調和関数であることを説明し，演習する．の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理一点で評価する．なお，総合評価はαにおける複素関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理値を求めることができるか後期中間試験および後期定期 f(α)，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定あるいは変数が複素数をとる関数についての理その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理微分形が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定
コーシーの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分表示を簡単な複素関数の積分と呼ばれる積分形の式で与えられることを導く．また，それを複素積分の計算に適用できることを示す．ばれる積分形の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理式を復習し，それとオイラーの公式の関係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．で与えられることを導く．また，それを複素積分の計算に適用できることを示す．えられることを導き，演習する．く．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理また数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定それを複素積分の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理計算に適用できることを示を簡単な複素関数の積分す．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

孤立特異なることは無いが，複素関数に対する積分の場合には，積分経路によって点で評価する．なお，総合評価はと関数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理展開(ローランの関係式を導き，演習する．展開)
孤立特異なることは無いが，複素関数に対する積分の場合には，積分経路によって点で評価する．なお，総合評価はの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理定義を説明し，演習する．し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定その基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定傍で関数を級数展開する（ローラン展開）と，負のべき乗項を伴うことを示すとともに，ローラで関数を級数展開する（森北出版）ローランの関係式を導き，演習する．展開）と，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定負のべき乗項を伴うことを示すとともに，ローラの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理べき乗項を伴うことを示すとともに，ローラを伴うことを示すとともに，ローラうことを示を簡単な複素関数の積分すとともに，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定ローラ
ンの関係式を導き，演習する．展開を求めることができるか後期中間試験および後期定期める具としての複素関数」：涌井貞美編体的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな方法への応用など広い分野に使われる強力なツールとなるを示を簡単な複素関数の積分す．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

孤立特異なることは無いが，複素関数に対する積分の場合には，積分経路によって点で評価する．なお，総合評価はαを内部と虚部が調和関数であることを説明し，演習する．に含む単一閉曲線まわりの む単一閉曲線まわりの 単一閉曲線の内部で複素関数 まわりの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理 f(z) の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理積分を2πi i で除したものを留数と定義し，それがローラン展開におけるした数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数もの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理を留数と定義し，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定それが複素数をとる関数についての理ローランの関係式を導き，演習する．展開における
1/(z-α)α)の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理係を示し，基本的な複素関数を説明し，演習する．数に等しいことを導き，演習する．く．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

留数の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理拡張形として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理留数定理が複素数をとる関数についての理容を理解す易に導かれること，また留数定理を用いれば具体的な実積分問題，特に無限積分問題が比較に導き，演習する．かれること，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定また数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数留数定理を用いれば具としての複素関数」：涌井貞美編体的な性質を理解するとともに，その写像を描くことがな実積分問題に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定特に無限積分問題に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分が複素数をとる関数についての理比較
的な性質を理解するとともに，その写像を描くことが容を理解す易に導かれること，また留数定理を用いれば具体的な実積分問題，特に無限積分問題が比較に解けることを示を簡単な複素関数の積分す．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

複素積分の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理応用として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理逆ラプラス変換(ブロムウィッチ積分積分)の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理計算やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定制御工学の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理安定判別で利用される偏角の原理などについで利用される偏角の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理原理などについ
て複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理紹介し，複素関数の極限，連続性，微分という一連の流れを示し，演習する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

主にに10週からから14週からの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理内容を理解すについて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理演習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数を行なうことがあるが，その場合最高う．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理

備など）
考

後期中間試験およびレポートで評価する．およびレポートで評価する．後期定期試験およびレポートで評価する．を実施する．する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理
本科目の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理には変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定30 時間の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理授業の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理受講と 60 時間の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理事前・事後の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理自己学習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数が複素数をとる関数についての理必要な点について理解を深める．である．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理事前学習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数では変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定次回の基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理授業範囲について教科書・資料を読み，各自で理解できないについて複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理教科書・資料を読み，各自で理解できないを読み，各自で理解できないみ，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定各自で理解できない
ところを整理して複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理おくこと．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理事後学習った数学をよく理解できていることが大切である．特に微分積分学，三角関数，指数関数では変数が複素数をとる関数についての理，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定授業最後に課題に対して，コーシーの積分定理とコーシーの積分を配布するので，指定期日までにレポートを提出すること．するの基礎として複素関数論について修得する．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理で，身近なところでは回路理論で使われるが，電磁気学などの物理現象の解析やフーリエ・ラプラス解析の基礎，定指定期日までにレポートで評価する．を提出すること．複素関数論は変数が複素数をとる関数についての理
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%) －

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．要素および機構の理解度をレポートで評価する．および機構の理解度をレポートで評価する．機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．理解度をレポートで評価する．をレポートで評価する．レポートの要素および機構の理解度をレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム（ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．分野）履修生のみ選択可の要素および機構の理解度をレポートで評価する．み選択可選択可

神戸市立工業高等専門学校 2026年度をレポートで評価する．シラバス

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．要素および機構の理解度をレポートで評価する．技術 (Elemental Technology of Robotics))

田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授 【実務経
験者担当科目】（※成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム(ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．分野)開講科目）

電子工学科・4年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．基本的な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン構の理解度をレポートで評価する．造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンや動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンについて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．に必要な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン要素および機構の理解度をレポートで評価する．技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンえば，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンアクチュエータ，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン機構の理解度をレポートで評価する．，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンセンサ，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンマイコン
，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン制御，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン電気回路，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン技術基準など）の原理について学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンど）の要素および機構の理解度をレポートで評価する．原理について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン学習する．本科目の要素および機構の理解度をレポートで評価する．指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 にあたって理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンは，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン実務経験教員である小澤 正宜 で評価する．ある小澤 正宜 
准教授，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン佐藤 徹哉 教授，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン酒井 昌彦 准教授が，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン実務で評価する．必要な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン実践的な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン技術も含めて指導するとともに，ロボット分野の企含めて指導するとともに，ロボット分野の企めて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 するととも含めて指導するとともに，ロボット分野の企に，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．分野の要素および機構の理解度をレポートで評価する．企
業から講師を招いて指導を行う．講師をレポートで評価する．招いて指導を行う．いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン指導にあたっては，実務経験教員である小澤 正宜 をレポートで評価する．行う．う．

【A5-2】ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．シミュレータで評価する．産業用ロボットの制御ができる．ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．制御がで評価する．きる．
産業用ロボットの制御ができる．ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．制御の要素および機構の理解度をレポートで評価する．理解度をレポートで評価する．をレポートで評価する．ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．シミュレータをレポートで評価する．用ロボットの制御ができる．いた演習課題とレとレ
ポートの要素および機構の理解度をレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

【A5-2】ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．要素および機構の理解度をレポートで評価する．および機構の理解度をレポートで評価する．機構の理解度をレポートで評価する．ついて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン説明できる．で評価する．きる．

【A5-3】産業用ロボットの制御ができる．ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．がどんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン現場でどんな考え方で使われているかをで評価する．どんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン考え方で使われているかをえ方で使われているかをで評価する．使われているかをわれて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンいるかをレポートで評価する．
理解する．

産業用ロボットの制御ができる．ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．がどんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン現場でどんな考え方で使われているかをで評価する．どんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン考え方で使われているかをえ方で使われているかをで評価する．使われているかをわれて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンいるかの要素および機構の理解度をレポートで評価する．理解度をレポートで評価する．をレポートで評価する．レ
ポートの要素および機構の理解度をレポートで評価する．で評価する．評価する．する．

成績は，演習課題は，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン演習課題とレ50%　レポートの要素および機構の理解度をレポートで評価する．50%　として理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン評価する．する．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．をレポートで評価する．合格とする．とする．

プリントの要素および機構の理解度をレポートで評価する．
K-ROSETマニュアル

「ロボティクス」：（日本機械学会 ）
「イラストの要素および機構の理解度をレポートで評価する．で評価する．学ぶ ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．工学」：木野 仁，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン 谷口 忠大（講談社）
「実践 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．制御: 基礎から動力学まで」：細田 耕（オーム社）から講師を招いて指導を行う．動力学まで評価する．」：細田 耕（オーム社）

D3 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．入門，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンD5 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．応用ロボットの制御ができる．実践

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D-153



授業の計画（ロボット要素技術）ロボット要と方針素技術）

テーマ 内容（ロボット要素技術）目標・準備など）など）

1 ガイダンス 年間計画等をレポートで評価する．説明できる．，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン連絡する．する．

2 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．シミュレータをレポートで評価する．用ロボットの制御ができる．いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラムの要素および機構の理解度をレポートで評価する．実習をレポートで評価する．行う．う．

3 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．シミュレータをレポートで評価する．用ロボットの制御ができる．いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラムの要素および機構の理解度をレポートで評価する．実習をレポートで評価する．行う．う．

4 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．シミュレータをレポートで評価する．用ロボットの制御ができる．いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラムの要素および機構の理解度をレポートで評価する．実習をレポートで評価する．行う．う．

5 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．シミュレータをレポートで評価する．用ロボットの制御ができる．いて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラムの要素および機構の理解度をレポートで評価する．実習をレポートで評価する．行う．う．

6 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．アクチュエータ ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．アクチュエータの要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

7 動力源 動力源の要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

8 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．アームの要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要および機構の理解度をレポートで評価する．特徴について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

9 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．アームの要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要および機構の理解度をレポートで評価する．特徴について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

10 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．ハンド ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．ハンドの要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要および機構の理解度をレポートで評価する．特徴について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

11 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．センサ ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．で評価する．使われているかを用ロボットの制御ができる．する各種センサの特徴や使い方について解説する．センサの要素および機構の理解度をレポートで評価する．特徴について解説する．や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン使われているかをい方で使われているかをについて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

12 視覚情報認識 視覚情報認識の要素および機構の理解度をレポートで評価する．簡単な構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン原理や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン方で使われているかを法について解説する．について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

13 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．制御 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．制御方で使われているかを法について解説する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

14 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．コントの要素および機構の理解度をレポートで評価する．ローラ ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．の要素および機構の理解度をレポートで評価する．コントの要素および機構の理解度をレポートで評価する．ローラの要素および機構の理解度をレポートで評価する．概要について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン解説する．

15 見学会等 ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．関連企業をレポートで評価する．見学し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン産業用ロボットの制御ができる．ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．がどんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン現場でどんな考え方で使われているかをで評価する．どんな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコン考え方で使われているかをえ方で使われているかをで評価する．使われているかをわれて理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンいるかをレポートで評価する．学習する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験および機構の理解度をレポートで評価する．定期試験は実施しない．しな構造や動作について理解し，ロボットに必要な要素技術（例えば，アクチュエータ，機構，センサ，マイコンい．

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラミング1

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラミング2

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラミング3

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．プログラミング4

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．アーム1

ロボットの要素および機構の理解度をレポートで評価する．アーム2

備など）
考
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科　目

担当教員 藤本 健司 教授 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 C2(50%), D1(50%) (b),(d)2-a,(d)2-b,(d)2-c,(e),(g),(i)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価 実習証明書，実習報告書および実習報告会の内容により単位を認定する．実習報告会の内容により単位を認定する．の内容により単位を認定する．内容により単位を認定する．により単位を認定する．単位を認定する．を認定する．認定する．する．

テキスト なし，ただし実習前に配付する「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．に配付する「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．する「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．参加にあたって」は熟読のこと．にあたって」は熟読のこと．熟読のこと．の内容により単位を認定する．こと．

参考書

関連科目 電子工学実験実習，卒業研究

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

学外実習 (Practical Training in Factory))

電子工学科・4年・通年・選択・1単位を認定する．【実験実習】 ( 学修単位を認定する．I )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

企業または熟読のこと．その内容により単位を認定する．他の受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，業務の内容により単位を認定する．一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，を認定する．実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，な人間性を養うとともに，を認定する．養うとともに，うとともに，
工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．社会の内容により単位を認定する．や自然に与える影響に関する理解を深める．自然に与える影響に関する理解を深める．に与える影響に関する理解を深める．える影響に関する理解を深める．に関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，する理解を深める．を認定する．深める．める．

【C2】実習機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．業務内容により単位を認定する．を認定する．理解を深める．し，実習先での具体的な到達目標を達で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．具体的な到達目標を達な到達目標を達を認定する．達
成する．する．

実習機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．業務内容により単位を認定する．に対する理解度および実習先での具体的な到達目標する理解を深める．度シラバスおよび実習報告会の内容により単位を認定する．実習先での具体的な到達目標を達で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．具体的な到達目標を達な到達目標を達
の内容により単位を認定する．達成する．度シラバスを認定する．実習証明書と実習報告書で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，評価する．する．

【D1】実習を認定する．通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．社会の内容により単位を認定する．や自然に与える影響に関する理解を深める．自然に与える影響に関する理解を深める．に与える影響に関する理解を深める．える影響に関する理解を深める．に関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，する理解を深める．を認定する．
深める．める．

実習を認定する．通じて工学技術が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．社会の内容により単位を認定する．や自然に与える影響に関する理解を深める．自然に与える影響に関する理解を深める．に与える影響に関する理解を深める．える影響に関する理解を深める．に関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，する理解を深める．を認定する．深める．めたこと
を認定する．実習報告書と実習報告会の内容により単位を認定する．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，評価する．する．

「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．情報処理テキスト」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（」神戸市立工業高等専門学校生活協同組合（www2で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，閲覧可能）
「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．高等専門学校生の内容により単位を認定する．キャリアプ参加にあたって」は熟読のこと．ラン」 実業之日本社

履修上のの評価方法と基準
注意事項

実習機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，に受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，を認定する．依頼して実施する科目なので，節度を持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真して実施する科目なので，節度を持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真する科目なの内容により単位を認定する．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，，節度シラバスを認定する．持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真するとともに，健康管理，安全管理に留意して真して真
剣に取り組むこと．に取り組むこと．り単位を認定する．組むこと．
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授業の計画（学外実習）

内容（テーマ，目標，準備など）目標，目標，準備など）準備など）など）

1 前に配付する「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．の内容により単位を認定する．全期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．間を認定する．通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．の内容により単位を認定する．流れを留意の上で取り組むこと．れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，を認定する．留意して真の内容により単位を認定する．上で取り組むこと．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，取り組むこと．り単位を認定する．組むこと．

1) インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．(学外実習)説明会の内容により単位を認定する．（4月）

・担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をより単位を認定する．インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．の内容により単位を認定する．意して真義，目的な到達目標を達，内容により単位を認定する．および実習報告会の内容により単位を認定する．実習先での具体的な到達目標を達の内容により単位を認定する．希望方法，学内調整要な人間性を養うとともに，領，その内容により単位を認定する．後の手続きの概要の説明をの内容により単位を認定する．手続きの概要の説明をきの内容により単位を認定する．概要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．説明を認定する．
行う．

2) 実習先での具体的な到達目標を達の内容により単位を認定する．希望，調整，辞退に関して（に関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，して（4月～7月）

・実習先での具体的な到達目標を達企業は熟読のこと．，自ら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望する業界研究を認定する．行った上で取り組むこと．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，希望する進路（キャリアプ参加にあたって」は熟読のこと．ラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望するまえた上で取り組むこと．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，有意して真義な実習となるように希望する
こと．

・希望者数が募集数を超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．募集数が募集数を超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）を認定する．超えた実習先については調整を行う．（調整は担当教員に従う．）えた実習先での具体的な到達目標を達については熟読のこと．調整を認定する．行う．（調整は熟読のこと．担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をに従う．）う．）

・学内調整で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，希望が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．認めら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望するれ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，た学生は熟読のこと．，直ちに実習先所定の応募書類を作成して提出するちに実習先での具体的な到達目標を達所定する．の内容により単位を認定する．応募書類を作成して提出するを認定する．作成する．して提出するする

・学内調整で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，希望が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．認めら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望するれ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，なかった学生，および実習報告会の内容により単位を認定する．実習先での具体的な到達目標を達で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．選考により実習が認められなかった学生は，他の実習先の中かにより単位を認定する．実習が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．認めら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望するれ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，なかった学生は熟読のこと．，他の受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．実習先での具体的な到達目標を達の内容により単位を認定する．中かか
ら業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望する再度シラバス希望を認定する．提出するする．

（原則として，受入先がなくなるまで希望することとするが，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退として，受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，先での具体的な到達目標を達が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．なくなるまで業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，希望することとするが社会や自然に与える影響に関する理解を深める．，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退むを認定する．得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退となった場合には熟読のこと．本校所定する．の内容により単位を認定する．「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．選択科目受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，講辞退に関して（
願書」で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，辞退に関して（を認定する．願い出するる）

3) 学外実習届，保険料，その内容により単位を認定する．他の受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．必要な人間性を養うとともに，書類を作成して提出する（5月～7月）

・実習先での具体的な到達目標を達が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．決定する．した後の手続きの概要の説明を，本校所定する．の内容により単位を認定する．「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．学外実習届」を認定する．担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をへ提出し，所定の保険料を納付する．提出するし，所定する．の内容により単位を認定する．保険料を認定する．納付する「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．する．

・併せて実習先からの指示により，履歴書，誓約書，入寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合も，担せて実習先での具体的な到達目標を達から業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望するの内容により単位を認定する．指示により，履歴書，誓約書，入寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合も，担により単位を認定する．，履歴書，誓約書，入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，寮申請書，ユニフォーム貸与申請書等の他の必要書類がある場合も，担貸与える影響に関する理解を深める．申請書等の内容により単位を認定する．他の受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，の内容により単位を認定する．必要な人間性を養うとともに，書類を作成して提出するが社会や自然に与える影響に関する理解を深める．ある場合も，担
当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をに提出するする．

4) 学外実習の内容により単位を認定する．実施する科目なので，節度を持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真（8月～9月）

・実習期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．間は熟読のこと．原則として，受入先がなくなるまで希望することとするが，止むを得ない状況となった場合には本校所定の「選択科目受講辞退として夏季休業期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．間中かとする．ただし，必要な人間性を養うとともに，に応じて9月末までは公欠として参加を認めることがある．まで業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，は熟読のこと．公欠として参加を認めることがある．として参加にあたって」は熟読のこと．を認定する．認めることが社会や自然に与える影響に関する理解を深める．ある．

・実習期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．間は熟読のこと．5日以上で取り組むこと．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，総実習時間30時間以上で取り組むこと．とする．

5) 学外実習報告書の内容により単位を認定する．提出するおよび実習報告会の内容により単位を認定する．実習報告会の内容により単位を認定する．の内容により単位を認定する．実施する科目なので，節度を持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真（10月）

・インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．終了後の手続きの概要の説明を，本校所定する．の内容により単位を認定する．「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．学外実習報告書」を認定する．丁寧に作成し，十分なチェックの後に担当教員に提出する．また，学に作成する．し，十分なチェックの後に担当教員に提出する．また，学なチェックの後に担当教員に提出する．また，学の内容により単位を認定する．後の手続きの概要の説明をに担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をに提出するする．また，学
科毎に実習報告会を実施する．に実習報告会の内容により単位を認定する．を認定する．実施する科目なので，節度を持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真する．

・「インターンシップ参加にあたって」は熟読のこと．学外実習報告書」は熟読のこと．担当教員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をから業界研究を行った上で希望する進路（キャリアプラン）も踏まえた上で有意義な実習となるように希望する実習先での具体的な到達目標を達へ提出し，所定の保険料を納付する．提出するし，学科の内容により単位を認定する．全教職員よりインターンシップの意義，目的，内容および実習先の希望方法，学内調整要領，その後の手続きの概要の説明をが社会や自然に与える影響に関する理解を深める．評価する．するだけ入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，なく，後の手続きの概要の説明を輩学生が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．参考により実習が認められなかった学生は，他の実習先の中かの内容により単位を認定する．ために閲覧
するの内容により単位を認定する．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，，丁寧に作成し，十分なチェックの後に担当教員に提出する．また，学な記の流れを留意の上で取り組むこと．載を心がけるとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告を認定する．心がけるとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，るとともに，守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告を認定する．書くことの内容により単位を認定する．無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告いように留意して真すること．（守秘すべき事柄を書くことの無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告事項の遵守は実習報告の内容により単位を認定する．遵守は熟読のこと．実習報告
会の内容により単位を認定する．で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，も同様である）で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，ある）

備など）
考

中か間試験および実習報告会の内容により単位を認定する．定する．期の全期間を通して下記の流れを留意の上で取り組むこと．試験は熟読のこと．実施する科目なので，節度を持って行動するとともに，健康管理，安全管理に留意して真しない．
学外実習を認定する．希望していても，受け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，け入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，入れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，れ機関で業務の一部を実際に経験することによって，技術者に必要な人間性を養うとともに，先での具体的な到達目標を達が社会や自然に与える影響に関する理解を深める．無いように留意すること．（守秘事項の遵守は実習報告い場合には熟読のこと．，辞退に関して（となる．
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科　目

担当教員 黒木 治 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

授業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．には原則電卓を持参しておくことが望ましい．原則電卓を持参しておくことが望ましい．を持参しておくことが望ましい．持参しておくことが望ましい．しておくことが望ましい．望ましい．ましい．

神戸市立工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電子計測 (Electronic Measurements)

電子工学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

発電プラントや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計や化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計化学プラントや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計における温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計温度シラバス，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計計測原理や用途を理解すること．また，それら計や化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計用途を理解すること．また，それら計を持参しておくことが望ましい．理や用途を理解すること．また，それら計解すること．また，それら計する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計こと．また，それら計計
測を持参しておくことが望ましい．もととしたプラントや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めを持参しておくことが望ましい．「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．計測と制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めを持参しておくことが望ましい．用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めし，工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．計測の計測原理や用途を理解すること．また，それら計知識をさらに深めを持参しておくことが望ましい．さら計に深めめ
る温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．本講義は原則電卓を持参しておくことが望ましい．，担当教員の実務経験を踏まえて，工業計測について教授する．の計測原理や用途を理解すること．また，それら計実務経験を持参しておくことが望ましい．踏まえて，工業計測について教授する．まえて，工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．計測について教授する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

【A4-D3】制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め系の基本構成，各種検出原理の説明ができる．の計測原理や用途を理解すること．また，それら計基本構成，各種検出原理や用途を理解すること．また，それら計の計測原理や用途を理解すること．また，それら計説明ができる．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．
各種検出原理や用途を理解すること．また，それら計について説明ができる．および，制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め構成から計得られる計測信号，測定値ら計れる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計計測信号，測定値
の計測原理や用途を理解すること．また，それら計計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計ことを持参しておくことが望ましい．レポートや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計および前期中間試験で評価する．する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

【A4-D3】操作端（調節弁）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明がの計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類，動作原理や用途を理解すること．また，それら計，操作端補助機器の計測原理や用途を理解すること．また，それら計説明ができる．が望ましい．
できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

各種調節弁・操作端補助機器の計測原理や用途を理解すること．また，それら計特徴，動作原理や用途を理解すること．また，それら計について説明ができる．および，調節弁
作動圧力等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計ことを持参しておくことが望ましい．レポートや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計および前期中間試験で評価する．する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

【A4-D3】制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計基本動作（比例，積分）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が，フィードバックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め，制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め方法のの計測原理や用途を理解すること．また，それら計
種類，一次遅れの説明ができる．れの計測原理や用途を理解すること．また，それら計説明ができる．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

比例積分，一次遅れの説明ができる．れの計測原理や用途を理解すること．また，それら計計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．，フィードバックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計動作方向等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計説明ができる．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計
ことを持参しておくことが望ましい．レポートや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計及び前期定期試験で評価する．び前期定期試験で評価する．する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

【A4-D3】システム設計，安全設計，総合精度について説明ができる．設計，安全設計，総合精度シラバスについて説明ができる．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計． ノイズ対策，フェールセーフ設計について説明および，故障率，誤差計算，ルー対策，フェールセーフ設計について説明ができる．および，故障率，誤差計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．，ルー
プ精度シラバスの計測原理や用途を理解すること．また，それら計計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．が望ましい．できる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計ことを持参しておくことが望ましい．レポートや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計および前期定期試験で評価する．する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

成績は，試験は原則電卓を持参しておくことが望ましい．，試験70%　レポートや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計30%　として評価する．する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．試験成績は，試験は原則電卓を持参しておくことが望ましい．2回の試験の計測原理や用途を理解すること．また，それら計試験(前期中間，定期試験)の計測原理や用途を理解すること．また，それら計平均点とする．とする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．100点とする．
満点とする．で60点とする．以上を合格とする．を持参しておくことが望ましい．合格とする．とする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め計測技術の基礎（改訂版）の計測原理や用途を理解すること．また，それら計基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め（改訂版）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が- 新SI対応 -」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め：山崎 弘郎，田中 充（コロナ社）社）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が
「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め今日からモノ知りシリーズ トコトンやさしい制御の本」：門田和雄（日刊工業新聞社）から計モノ知りシリーズ トコトンやさしい制御の本」：門田和雄（日刊工業新聞社）シリーズ対策，フェールセーフ設計について説明および，故障率，誤差計算，ルー トや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計コトや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計ンや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計さしい制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計本」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め：門田和雄（日からモノ知りシリーズ トコトンやさしい制御の本」：門田和雄（日刊工業新聞社）刊工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．新聞社）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が

「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め電子計測と制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め：田所嘉昭（森北出版）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が
「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め計測工学」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め：前田良昭，木村一郎，押田至啓(コロナ社）社)
「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めメーカーの計測原理や用途を理解すること．また，それら計技術の基礎（改訂版）者が望ましい．書いたやさしく計装がわかる工業計測と制御の基礎」：川村貞夫，石川洋次郎（工業技術社）いたや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計さしく計装がわかる工業計測と制御の基礎」：川村貞夫，石川洋次郎（工業技術社）が望ましい．わかる温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．計測と制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め：川村貞夫，石川洋次郎（工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．技術の基礎（改訂版）社）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が

D3「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め計測工学」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電子計測）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 計装がわかる工業計測と制御の基礎」：川村貞夫，石川洋次郎（工業技術社）とは原則電卓を持参しておくことが望ましい． 計装がわかる工業計測と制御の基礎」：川村貞夫，石川洋次郎（工業技術社）の計測原理や用途を理解すること．また，それら計歴史，計装がわかる工業計測と制御の基礎」：川村貞夫，石川洋次郎（工業技術社）システム設計，安全設計，総合精度について説明ができる．の計測原理や用途を理解すること．また，それら計基本構成，これから計の計測原理や用途を理解すること．また，それら計授業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．に向けての計測原理や用途を理解すること．また，それら計基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め的知識をさらに深めを持参しておくことが望ましい．学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

2 検出部と変換部・温度計測についてと変換部と変換部・温度計測について・温度シラバス計測について 制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め系の基本構成，各種検出原理の説明ができる．の計測原理や用途を理解すること．また，それら計基本構成，温度シラバス検出の計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類と原理や用途を理解すること．また，それら計について学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．（ゼーベックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め効果，ブリッジ回路）回の試験路）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が

3 圧力計測について 圧力検出の計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類と原理や用途を理解すること．また，それら計ついて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．（パスカルの計測原理や用途を理解すること．また，それら計原理や用途を理解すること．また，それら計）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が

4 流量計測について 圧力検出の計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類と原理や用途を理解すること．また，それら計ついて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．（ベルヌーイの計測原理や用途を理解すること．また，それら計定理や用途を理解すること．また，それら計，フレミングの法則）の計測原理や用途を理解すること．また，それら計法の則）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明が

5 液位計測について 液位検出の計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類と原理や用途を理解すること．また，それら計ついて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

6 工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．用分析計について 工業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．用分析計の計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類と原理や用途を理解すること．また，それら計ついて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

7 操作端（調節弁）の種類，動作原理，操作端補助機器の説明がについて 調節弁の計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類，動作原理や用途を理解すること．また，それら計，操作端補助機器について学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

8 中間試験

9 中間試験の計測原理や用途を理解すること．また，それら計解すること．また，それら計説・調節弁の計測原理や用途を理解すること．また，それら計流量特性についてについて

10 制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め動作の計測原理や用途を理解すること．また，それら計基本・調節計について 比例，積分，微分動作，フィードバックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めについて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

11 制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めループの計測原理や用途を理解すること．また，それら計構成について 制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深めの計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類，一次遅れの説明ができる．れ，演算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．器等について学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

12 システム設計，安全設計，総合精度について説明ができる．設計について 信頼性について，故障率，環境条件，各種ノイズ対策，フェールセーフ設計について説明および，故障率，誤差計算，ルーの計測原理や用途を理解すること．また，それら計発生プロセス，ノイズ対策について学習する．プロセス，ノイズ対策，フェールセーフ設計について説明および，故障率，誤差計算，ルー対策について学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

13 安全設計について フェールセーフ設計，データセキュリティについて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

14 総合精度シラバス・電源と空気源についてと空気源と空気源についてについて 誤差計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．，ループ精度シラバスの計測原理や用途を理解すること．また，それら計考え方，発電所の電源・空気系統について学習する．え方，発電所の計測原理や用途を理解すること．また，それら計電源と空気源について・空気系の基本構成，各種検出原理の説明ができる．統について学習する．について学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

15 制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め機器の計測原理や用途を理解すること．また，それら計選定・保守の考え方についての計測原理や用途を理解すること．また，それら計考え方，発電所の電源・空気系統について学習する．え方について 制御の基礎を「工業計測と制御の基礎」ハンドブックを用いて学習し，工業計測の知識をさらに深め機器の計測原理や用途を理解すること．また，それら計選定，保守の考え方についての計測原理や用途を理解すること．また，それら計種類等について学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

第1回の試験から計7回の試験までの計測原理や用途を理解すること．また，それら計授業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．内容について試験する．について試験する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

中間試験の計測原理や用途を理解すること．また，それら計解すること．また，それら計答および解説，調節弁の流量特性，および解すること．また，それら計説，調節弁の計測原理や用途を理解すること．また，それら計流量特性について，Cv値の計測原理や用途を理解すること．また，それら計計算ができることをレポートおよび前期中間試験で評価する．方法のについて学習し，工業計測の知識をさらに深めする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を持参しておくことが望ましい．実施する．する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．
本科目の計測原理や用途を理解すること．また，それら計修得られる計測信号，測定値には原則電卓を持参しておくことが望ましい．，30 時間の計測原理や用途を理解すること．また，それら計授業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．の計測原理や用途を理解すること．また，それら計受講と 60 時間の計測原理や用途を理解すること．また，それら計事前・事後の自己学習が必要である．事前学習は次回の授業の内容をテキストで確認しておくこととする．事後学習は授の計測原理や用途を理解すること．また，それら計自己学習し，工業計測の知識をさらに深めが望ましい．必要である．事前学習は次回の授業の内容をテキストで確認しておくこととする．事後学習は授である温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．事前学習し，工業計測の知識をさらに深めは原則電卓を持参しておくことが望ましい．次回の試験の計測原理や用途を理解すること．また，それら計授業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．の計測原理や用途を理解すること．また，それら計内容について試験する．を持参しておくことが望ましい．テキストや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計で確認しておくこととする．事後学習は授しておくこととする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．事後の自己学習が必要である．事前学習は次回の授業の内容をテキストで確認しておくこととする．事後学習は授学習し，工業計測の知識をさらに深めは原則電卓を持参しておくことが望ましい．授
業には原則電卓を持参しておくことが望ましい．で出された課題やレポートを解答することとする．や化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計レポートや化学プラントにおける温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計を持参しておくことが望ましい．解すること．また，それら計答および解説，調節弁の流量特性，する温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計こととする温度，圧力，流量，液位，環境計器等の計測原理や用途を理解すること．また，それら計．
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科　目

担当教員 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

通信方式 (Communication Systems)

電子工学科・5年・前期・必修・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

通信方式についての概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習要素，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習信号の周波数帯域などについて学習の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習周波数帯域などについて学習などについて学習
する．さらに通信の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習際に生じる雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につに生じる雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につじる雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につについても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につ学習する．本講義は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習実務経験を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習踏まえて，様々な通信技術につまえて，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習様々な通信技術につな通信技術につにつ
いて教授します．します．

【A4-D4】通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本的事項を理解できるを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるできる
通信方式に関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする基本的事項を理解できるが理解できているかどうかを前期中間試験，レ理解できるできているかどうかを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期中間試験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レ
ポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

【A4-D4】アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できるを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる
AM変調を説明できる方式と要素，信号の周波数帯域などについて学習FM変調を説明できる方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理論が理解できているかどうかを前期中間試が理解できているかどうかを前期中間試験，レ理解できるできているかどうかを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期中間試
験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

【A4-D4】ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できる・復調を説明できるを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる
標本化定理や時間多重方式などに関する事項，及び，ディジタル通信方式に時間多重方式などに関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする事項を理解できる，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式に
おける変調を説明できる・復調を説明できるが理解できているかどうかを前期中間試験，レ理解できるできているかどうかを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期中間試験及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び前期定期試
験と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

【A4-D4】各種雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につが理解できているかどうかを前期中間試験，レ説明できるできる 通信路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，における雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につに関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるできているかどうか前期定期試験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習
レポート及び小テストにより評価する及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価するにより評価する評価するする

成と要素，信号の周波数帯域などについて学習績は，試験は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験80%　レポート及び小テストにより評価する10%　小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価する10%　と要素，信号の周波数帯域などについて学習して評価するする．なお，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験成と要素，信号の周波数帯域などについて学習績は，試験は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習2回の試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験(前期中間，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習前期定期)
の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習算術につ平均とし，試験，レポート，小テストをあわせてと要素，信号の周波数帯域などについて学習し，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習試験，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価するを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習あわせて100点満点と要素，信号の周波数帯域などについて学習し60点以上で合格とする．で合格とする．と要素，信号の周波数帯域などについて学習する．

「通信方式入門」：宮内一洋(コロナ社)

「電気通信工学」：重井芳治(朝倉書店)

D2「論が理解できているかどうかを前期中間試理回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D3「電気数学」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D4「応用数学I」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，I」及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，II」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

D2「論が理解できているかどうかを前期中間試理回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D3「電気数学」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習D4「応用数学I」，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，I」及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び「電子回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，II」を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるすること要素，信号の周波数帯域などについて学習．
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授業の計画（通信方式）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 通信方式と要素，信号の周波数帯域などについて学習は，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習要素 通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習要素を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

2

3 情報伝送速度シラバスと要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習速度シラバス，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習周波数スペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習電力スペクトルスペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習

4 角度シラバス変調を説明できるについて 周波数変調を説明できるおよび位相変調を説明できるの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本原理について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

5 ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習特徴，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習標本化および標本化定理 ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本的構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習特徴と要素，信号の周波数帯域などについて学習標本化及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び標本化定理を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

6 種々な通信技術につの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習化方式

7 時分割多重化，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習フレーム同期およびスタッフ同期同期およびスタッフ同期

8 中間試験

9 中間試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習解できる説と要素，信号の周波数帯域などについて学習パル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ス信号の周波数帯域などについて学習 中間試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習解できる答及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習び解できる説を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．う．符号の周波数帯域などについて学習間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習原因となるパルス信号について理解し，説明できる．と要素，信号の周波数帯域などについて学習なるパル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ス信号の周波数帯域などについて学習について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

10 符号の周波数帯域などについて学習間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる． 符号の周波数帯域などについて学習間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習原因となるパルス信号について理解し，説明できる．について説明できるできる．

11 再生じる雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につ中継回の試験線の構成と劣化要因の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習劣化要因となるパルス信号について理解し，説明できる． 再生じる雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につ中継回の試験線の構成と劣化要因の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習劣化要因となるパルス信号について理解し，説明できる．，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習タイミング及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習劣化要因となるパルス信号について理解し，説明できる．について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

12 符号の周波数帯域などについて学習誤り率り評価する率 符号の周波数帯域などについて学習誤り率り評価する率について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．また，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ガウス雑音についても学習する．本講義は，担当教員の実務経験を踏まえて，様々な通信技術につを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習用いた符号の周波数帯域などについて学習誤り率り評価する率の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習計算を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

13 搬送波ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習伝送における各種変調を説明できる方式

14 信号の周波数帯域などについて学習空間ダイアグ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ラム同期およびスタッフ同期 信号の周波数帯域などについて学習空間ダイアグ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ラム同期およびスタッフ同期を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習各特性の比較と基本的な回線構成ができる．の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習比較と基本的な回線構成ができる．と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本的な回の試験線の構成と劣化要因構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習が理解できているかどうかを前期中間試験，レできる．

15 科目総まとめまと要素，信号の周波数帯域などについて学習め 通信方式の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習学習内容を踏まえて通信の現状について説明する．を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習踏まえて，様々な通信技術につまえて通信の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習現状について説明する．について説明できるする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

AM波の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できる 振幅変調を説明できるの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習基本原理について理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる.

情報量，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習情報伝送速度シラバスと要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習速度シラバス，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習デシベル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習表示，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習周波数スペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習電力スペクトルスペクト及び小テストにより評価するル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習インピーダンス整合，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習1オーム同期およびスタッフ同期系を理解し，を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習
説明できるできる．

PCM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習DPCM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習DM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ADPCM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習ADMなどの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習符号の周波数帯域などについて学習化方式を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

時分割多重化における多重化フレーム同期およびスタッフ同期の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習多重化回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習動作と構成，多重化分離回路の構成と動作，スタッフ同期を理解しと要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習多重化分離回の試験路における雑音に関する概念を理解できているかどうか前期定期試験，の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習と要素，信号の周波数帯域などについて学習動作と構成，多重化分離回路の構成と動作，スタッフ同期を理解し，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習スタッフ同期を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし
，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

第1週～第7週までの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習講義内容を踏まえて通信の現状について説明する．について中間試験を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．う．

搬送波ディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習伝送におけるASK，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習PSK，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習QAM，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習FSKなどの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習変調を説明できる方式を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習説明できるできる．

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習実施する．する．
本科目の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習修得には，には，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習30 時間の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習授します．業の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習受講と要素，信号の周波数帯域などについて学習 60 時間の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業に関する部分のテキストを閲覧し，各自で内容を理解しの概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習自己学習が理解できているかどうかを前期中間試験，レ必要である．事前学習では，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習次回の試験の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習授します．業に関する基本的事項が理解できているかどうかを前期中間試験，レする部分の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習テキスト及び小テストにより評価するを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習閲覧し，各自で内容を理解しし，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習各自で内容を踏まえて通信の現状について説明する．を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習理解できるし
ておくこと要素，信号の周波数帯域などについて学習．事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業に関する部分のテキストを閲覧し，各自で内容を理解し学習では，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習レポート及び小テストにより評価する課題などを用いて授業の復習を行い，次の授業で行う小テストにむけて理解度を深めておくこと．また，指定日までにレポートを提出すること．などを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習用いて授します．業の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習復習を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．い，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習次の概念を学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習授します．業で行う．符号間干渉の原因となるパルス信号について理解し，説明できる．う小テストにより評価するテスト及び小テストにより評価するにむけて理解できる度シラバスを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習深めておくこと．また，指定日までにレポートを提出すること．めておくこと要素，信号の周波数帯域などについて学習．また，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習指定日までにレポートを提出すること．までにレポート及び小テストにより評価するを学び，アナログ及びディジタル通信方式の構成と要素，信号の周波数帯域などについて学習提出すること．すること要素，信号の周波数帯域などについて学習．
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科　目

担当教員 藤本 健司 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2 各種変換が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．い，評価する．評価する．する．

3

4

5

6

7 ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．についてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．を行い，評価する．理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．しているか，評価する．後期中間試験を行い，評価する．にて評価する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 通信方式

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

情報通信ネットワーク (Data Communications and Computer Networks)

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

前期は，評価する．ローカルエリアネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．構築，評価する．管理，評価する．運営に必要な基本技術についてに必要な基本技術についてな基本技術について基本技術についてについてTCP/IPプロトコルを行い，評価する．中心に解説する．に解しているか，後期中間試験にて評価を行う．説する．する．
後期は，評価する．ネットワークに関する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．，評価する．ネットワークを行い，評価する．構築するための役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．基本的な知識や技術を学習する．な基本技術について知識や技術を学習する．や技術を学習する．技術についてを行い，評価する．学習する．する．

【A4-D4】TCP/IP通信に関する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．する基礎用語の説明ができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．説する．明ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．
TCP/IP通信に関する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．する基礎的な知識や技術を学習する．な基本技術について用語の説明ができる．を行い，評価する．説する．明ができる．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．るかどうか，評価する．前期定期試験を行い，評価する．を行い，評価する．
行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．い評価する．する．

【A4-D4】2進数，評価する．16進数，評価する．10進数の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．変換が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．

【A4-D4】TCP/IP通信の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．仕組みが説明できる．みが行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．説する．明ができる．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．
現在のネットワークの主流であるの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．主流であるであるTCP/IP通信の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．仕組みが説明できる．みについて理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．て
いるかどうか前期定期試験を行い，評価する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．い評価する．する．

【A4-D4】IPアドレスの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．クラス分けとサブネットの作成ができる．けとサブネットの作成ができる．サブネットの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．作成ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る． クラスフルアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていや技術を学習する．ネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．セグやネットワークのセグメント化に関して理解できていメント化に関して理解できていに関する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．して理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．てい
るかどうか，評価する．前期定期試験を行い，評価する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．い評価する．する．

【A4-D4】OSI 各層について詳しく説明することができる．について詳しく説明することができる．しく説明することができる．説する．明ができる．することサブネットの作成ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．
OSI各層について詳しく説明することができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．働きについて理解できているかどうか，前期中間試験にて評価をき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．ているかどうか，評価する．前期中間試験を行い，評価する．にて評価する．を行い，評価する．
行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

【A4-D4】クラスB程度シラバスの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ネットワークに対して適切にして適切ににIPアドレスの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．り振り振りり振り
を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．える．

サブネットの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概念が理解でき，クラスが行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．，評価する．クラスB程度シラバスの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ネットワークに対して適切にして適切にな基本技術についてIPの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．
割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．り振り当てができるか，前期定期試験にて評価を行う．てが行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．るか，評価する．前期定期試験を行い，評価する．にて評価する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

【A4-D4】ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．について（WAN 機器としての役割を含め）簡単に説明すとサブネットの作成ができる．しての役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．を行い，評価する．含め）簡単に説明すめ）簡単に説明す簡単に説する．明ができる．す
ることサブネットの作成ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．

【A4-D4】クラスフルアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていとサブネットの作成ができる．クラスレスアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．違いと，そいとサブネットの作成ができる．，評価する．そ
れらを行い，評価する．用いた各種ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できてい技術についてを行い，評価する．理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．することサブネットの作成ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．

クラスフルアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていとサブネットの作成ができる．クラスレスアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．違いと，そいや技術を学習する．，評価する．それらを行い，評価する．用いた
各種ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できてい技術について（スーパーネット，評価する．FLSM，評価する．VLSMな基本技術についてど）簡単に説明すを行い，評価する．，評価する．演習する．課題及びび
，評価する．後期中間試験を行い，評価する．により振り評価する．する．

【A4-D4】ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できてい・プロトコル（RIP，評価する．EIGRP）簡単に説明すについて理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．することサブネットの作成ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．
でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．る．

ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていに用いられるプロトコルが行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．ているかどうか，評価する．演習する．課題及び
び，評価する．後期定期試験を行い，評価する．により振り評価する．する．

成ができる．績は，試験は，評価する．試験を行い，評価する．85%　演習する．課題15%　とサブネットの作成ができる．して評価する．する．100点満点で60点以上を合格とするを行い，評価する．合格とするとサブネットの作成ができる．する.な基本技術についてお，評価する．試験を行い，評価する．成ができる．績は，試験の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．最終成ができる．績は，試験は
，評価する．中間試験を行い，評価する．とサブネットの作成ができる．定期試験を行い，評価する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．単純平均とする．なお，科目担当者が必要と判断した場合には，臨時試験を実施することがある．とサブネットの作成ができる．する．な基本技術についてお，評価する．科目担当てができるか，前期定期試験にて評価を行う．者が必要と判断した場合には，臨時試験を実施することがある．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．必要な基本技術についてとサブネットの作成ができる．判断した場合には，臨時試験を実施することがある．した場合には，評価する．臨時試験を行い，評価する．を行い，評価する．実施することがある．することサブネットの作成ができる．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．ある．

Web教材
プリント

ネットワークシステム構成論構成ができる．論(岩崎 一彦著，評価する．コロナ社社)

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（情報通信ネットワーク）ネットワーク）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 基本的な知識や技術を学習する．な基本技術についてネットワーキングやネットワークのセグメント化に関して理解できてい 交通や技術を学習する．郵便，評価する．そして情報な基本技術についてど，評価する．いろいろな基本技術について例をあげネットワークの定義を説明し，ネットワークの概念を学習する．を行い，評価する．あげネットワークの定義を説明し，ネットワークの概念を学習する．ネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．定義を行い，評価する．説する．明ができる．し，評価する．ネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概念が理解でき，クラスを行い，評価する．学習する．する．

2

3 ローカルエリアネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概要な基本技術について

4

5 リピータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．・ハブ，評価する．ネットワークトポロジ

6

7

8 中間試験を行い，評価する．

9

10

11 TCP

12 UDP

13 セッション層について詳しく説明することができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．主な基本技術について働きについて理解できているかどうか，前期中間試験にて評価をき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について学習する．する．

14 プレゼンテーション層について詳しく説明することができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．主な基本技術について働きについて理解できているかどうか，前期中間試験にて評価をき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について学習する．する．アプリケーション層について詳しく説明することができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．主な基本技術について働きについて理解できているかどうか，前期中間試験にて評価をき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について学習する．する．

15 前期学習する．分けとサブネットの作成ができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．復習する．

16 ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．仕組みが説明できる．み

17

18 クラスフルアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていとサブネットの作成ができる．クラスレスアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できてい

19

20 CIDR

21 経路集約 ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていを行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．な基本技術についてう際に非常に重要となる経路集約について，設定方法を問題点を踏まえ学習する．に非常に重要となる経路集約について，設定方法を問題点を踏まえ学習する．に重要な基本技術についてとサブネットの作成ができる．な基本技術についてる経路集約について，評価する．設定方法を問題点を踏まえ学習する．を行い，評価する．問題点を行い，評価する．踏まえ学習する．まえ学習する．する．

22

23 中間試験を行い，評価する．

24

25

26

27

28

29

30 後期学習する．分けとサブネットの作成ができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．復習する．

OSI参照モデルモデル ネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．基本モデルでもあるOSI参照モデルモデルについて，評価する．その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．成ができる．り振り立ちや技術を学習する．機能について学習する．について学習する．する．

一般的な知識や技術を学習する．な基本技術についてローカルエリアネットワークの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．定義や技術を学習する．それに伴ってってWANや技術を学習する．MANについても説する．明ができる．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

レイヤ1:信号と回線とサブネットの作成ができる．回線 レイヤ1における，評価する．信号と回線の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．種類やメディアの種類について学習する．また，帯域幅の計算などを行う．や技術を学習する．メディアの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．種類やメディアの種類について学習する．また，帯域幅の計算などを行う．について学習する．する．また，評価する．帯域幅の計算などを行う．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．計算などを行う．な基本技術についてどを行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

レイヤ1の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ネットワーキングやネットワークのセグメント化に関して理解できていデバイスであるリピータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．や技術を学習する．ハブの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．働きについて理解できているかどうか，前期中間試験にて評価をき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について学習する．する．また，評価する．ネットワークを行い，評価する．構成ができる．する上を合格とするで必要な基本技術についてとサブネットの作成ができる．な基本技術についてるネ
ットワークトポロジの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概念が理解でき，クラスや技術を学習する．その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．構成ができる．について説する．明ができる．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

レイヤ2:アドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できてい
レイヤ2でMACアドレスを行い，評価する．もちいたアドレス制御方式について学習する．する．IEEEを行い，評価する．例をあげネットワークの定義を説明し，ネットワークの概念を学習する．に挙げ，げネットワークの定義を説明し，ネットワークの概念を学習する．，評価する．MAC副層について詳しく説明することができる．，評価する．LLC副層について詳しく説明することができる．に関する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．する動作や技術を学習する．
機能について学習する．について説する．明ができる．する．また，評価する．ネットワークで使用されるアドレスが行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．2進数や技術を学習する．16進数で表記されることや変換方法についても説明されることサブネットの作成ができる．や技術を学習する．変換が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．方法を問題点を踏まえ学習する．についても説する．明ができる．
する．

レイヤ2で使用される規格とする及びび機器としての役割を含め）簡単に説明す
IEEEに代表されるような基本技術についてIEEE802.3，評価する．IEEE802.5，評価する．IEEE802.2な基本技術についてどの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．規格とするについて説する．明ができる．し，評価する．イーサネットな基本技術についてどとサブネットの作成ができる．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．違いと，そいを行い，評価する．学習する．す
る．また，評価する．レイヤ2の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．機器としての役割を含め）簡単に説明すとサブネットの作成ができる．してスイッチとブリッジについて学習する．とサブネットの作成ができる．ブリッジについて学習する．する．

1～7回目までの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．範囲において中間試験を実施する．において中間試験を行い，評価する．を行い，評価する．実施することがある．する．

中間試験を行い，評価する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．答と解説，および，レイヤとサブネットの作成ができる．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．説する．，評価する．および，評価する．レイヤ3:インタについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ーネットプロトコル
中間試験を行い，評価する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．答と解説，および，レイヤとサブネットの作成ができる．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．説する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．後，評価する．インタについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ーネットプロトコルが行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．どの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ように使用されているの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．か，評価する．また，評価する．割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．り振り振りられているの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．かとサブネットの作成ができる．
いうことサブネットの作成ができる．や技術を学習する．，評価する．実際に非常に重要となる経路集約について，設定方法を問題点を踏まえ学習する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．通信の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．仕組みが説明できる．みについて学習する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．また，評価する．クラスとサブネットの作成ができる．いう概念が理解でき，クラスについて学び，評価する．クラスフルアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていについて説する．
明ができる．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

レイヤ3:ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていとサブネットの作成ができる．ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う． ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．最適経路の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．選択を行う原理について学習する．また，ルータの詳しい働きについて学習する．また，サブネットの概念につを行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う原理について学習する．する．また，評価する．ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．詳しく説明することができる．しい働きについて理解できているかどうか，前期中間試験にて評価をき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について学習する．する．また，評価する．サブネットの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概念が理解でき，クラスにつ
いて説する．明ができる．し，評価する．サブネットの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．原理について学習する．する．

OSI参照モデルモデルではレイヤ4にあたる部分けとサブネットの作成ができる．であり振り，評価する．スリーハンドシェイクな基本技術についてど，評価する．信頼性の高い通信を行う仕組みについて学習する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．高い通信を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う仕組みが説明できる．みについて学習する．する．

現在のネットワークの主流である最も使用されているUDPについて，評価する．信頼性の高い通信を行う仕組みについて学習する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．問題や技術を学習する．その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．他の問題点や利点，及び仕組みについて学習する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．問題点や技術を学習する．利点，評価する．及びび仕組みが説明できる．みについて学習する．する．

レイヤ5:セッション層について詳しく説明することができる．

レイヤ6:プレゼンテーション層について詳しく説明することができる．，評価する．レイヤ7:アプリケーション層について詳しく説明することができる．

1～14週で学習したで学習する．したOSI 参照モデルモデル，評価する．LAN，評価する．IPアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていに関する基礎内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．する概念が理解でき，クラスについて復習する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

WANの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．機器としての役割を含め）簡単に説明す，評価する．テクノロジー，評価する．規格とするについて学習する．する．さらに，評価する．WAN上を合格とするの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．機能について学習する．についても学習する．する．

IPv4とサブネットの作成ができる．IPv6について IPv4からIPv6へ移行する上での経緯や，移行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．する上を合格とするでの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．経緯や，や技術を学習する．，評価する．IPアドレス枯渇を防止するための手法を学習する．を行い，評価する．防止するための手法を学習する．するための役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．手法を問題点を踏まえ学習する．を行い，評価する．学習する．する．

前期で学んだネットワーク機器を扱う上で必要なクラスフルアドレッシングとクラスレスアドレッシングの違いについてより詳細なネットワーク機器としての役割を含め）簡単に説明すを行い，評価する．扱う上で必要なクラスフルアドレッシングとクラスレスアドレッシングの違いについてより詳細なう上を合格とするで必要な基本技術についてな基本技術についてクラスフルアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていとサブネットの作成ができる．クラスレスアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．違いと，そいについてより振り詳しく説明することができる．細なな基本技術について
内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について学習する．する．

FLSMとサブネットの作成ができる．VLSM FLSMとサブネットの作成ができる．VLSMについて学習する．し，評価する．それぞれの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．利点とサブネットの作成ができる．欠点について学習する．する．

クラスレスアドレッシングやネットワークのセグメント化に関して理解できていであるCIDRの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概念が理解でき，クラスについて学習する．し，評価する．さらに，評価する．IPアドレスの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．効率的な知識や技術を学習する．な基本技術について使用方法を問題点を踏まえ学習する．について学習する．する．

NATとサブネットの作成ができる．PAT グやネットワークのセグメント化に関して理解できていローバルアドレスとサブネットの作成ができる．プライベートアドレスの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．変換が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．方法を問題点を踏まえ学習する．について説する．明ができる．し，評価する．実際に非常に重要となる経路集約について，設定方法を問題点を踏まえ学習する．に利用されているNATや技術を学習する．PATの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．概念が理解でき，クラスについて学習する．
する．

第16～22回までの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．について中間試験を行い，評価する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

中間試験を行い，評価する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．答と解説，および，レイヤとサブネットの作成ができる．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．説する．，評価する．および，評価する．ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコル（RIP）簡単に説明すその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．1 中間試験を行い，評価する．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．答と解説，および，レイヤとサブネットの作成ができる．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．説する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．い，評価する．その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．後，評価する．ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコルであるRIPの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．仕組みが説明できる．みについて学習する．する．

ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコル（RIP）簡単に説明すその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．2 RIPで使用されているベルマンフォードアルゴリズム構成論について学習する．する．

ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコル（RIP）簡単に説明すその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．3 RIPの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．問題点であるルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていループについての役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．解しているか，後期中間試験にて評価を行う．消方法を問題点を踏まえ学習する．（スプリットホライズン等）簡単に説明すを行い，評価する．学習する．する．

ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコル（EIGRP)その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．1 ディスタについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．ンスベクタについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．型とリンクステート型の長所を取り入れたハイブリッド型のとサブネットの作成ができる．リンクステート型とリンクステート型の長所を取り入れたハイブリッド型のの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．長所を取り入れたハイブリッド型のを行い，評価する．取り入れたハイブリッド型のり振り入れたハイブリッド型のれたハイブリッド型とリンクステート型の長所を取り入れたハイブリッド型のの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．EIGRPについて概要な基本技術についてを行い，評価する．学習する．する．

ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコル（EIGRP)その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．2 EIGRPの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．動作方法を問題点を踏まえ学習する．について学習する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコル（EIGRP)その役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．3
ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていループを行い，評価する．防止するための手法を学習する．するDUALについて学習する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．また，評価する．自分けとサブネットの作成ができる．でネイバーテーブル，評価する．トポロジテーブル，評価する．ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていテーブ
ルの役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．設定を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．えるように学習する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う．

16～29週で学習したに学習する．した内容に引き続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．であるルータについてその役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．動作や技術を学習する．各種ルーティングやネットワークのセグメント化に関して理解できていプロトコルについて，評価する．理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．でき続き，ネットワークを構築するための基本的な知識や技術を学習する．ているか再度シラバス復習する．を行い，評価する．行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．う.

備など）
考

前期，評価する．後期とサブネットの作成ができる．もに中間試験を行い，評価する．および定期試験を行い，評価する．を行い，評価する．実施することがある．する．
本科目の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．修得には，には，評価する．60 時間の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．授業の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．受講とサブネットの作成ができる． 30 時間の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．事前・事後の役割を理解しているか，後期中間試験にて評価を行う．自己学習する．が行えるかどうか前期中間試験を行い，評価する．必要な基本技術についてである．
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テキスト 「情報理論」：三木成彦，吉川英機著（コロナ社）コロナ社）社）
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関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

情報理論 (Information Theory))

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

情報理論は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，難しい数学についての知識が要求される．本授業では，しい数学についての知識が要求される．本授業では，数学に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，ての理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，知識が要求される．本授業では，が要求される．本授業では，要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，求される．本授業では，される重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，本授業では情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，
理論部分を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員分を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ことに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員が要求される．本授業では，情報理論の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ことを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員目標とする．本講義は，担当教員とする重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，本講義は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，担当教員
の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，実務経験を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員踏まえて，情報関連について教授します．まえて，情報関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，連について教授します．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て教授します．本授業では，

【A3】予備知識が要求される．本授業では，としての理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報理論に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，係する確率の計算ができる．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，計算ができる．が要求される．本授業では，できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，
簡単な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してモデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして，条件付き確率とベイズの定理などを適用してき確率の計算ができる．とベイズの定理などを適用しての理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，定理な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，どを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員適用してして
確率の計算ができる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，計算ができる．が要求される．本授業では，できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，か，演習課題で評価する．で評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

【A3】情報，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，した上で，情報の大きさが計算できる．上で，情報の大きさが計算できる．で，情報の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，大きさが計算できる．きさが要求される．本授業では，計算ができる．できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，
1つの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報が要求される．本授業では，もつ情報量，及び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．が要求される．本授業では，もつ情報量である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，エントロピーの意の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意
味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．と計算ができる．方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．が要求される．本授業では，理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，できてい数学についての知識が要求される．本授業では，る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，か，前期中間試験で評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

【A3】情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，した上で，情報の大きさが計算できる．上で，情報の大きさが計算できる．で，基本的な符号化の方法とそな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．とそ
の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，効果を評価できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員評価する．できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，した上で，情報の大きさが計算できる．上で，情報の大きさが計算できる．で，与えられた情報源に対して符号を構成えられた上で，情報の大きさが計算できる．情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして符号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員構成
し，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，効率の計算ができる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員評価する．できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，か，前期定期試験で評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，.

【A3】与えられた情報源に対して符号を構成えられた上で，情報の大きさが計算できる．情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして結合エントロピー，条件付きエントロピー，エントロピーの意，条件付き確率とベイズの定理などを適用してきエントロピーの意，
相互情報量が要求される．本授業では，計算ができる．できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

簡単な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして結合エントロピー，条件付きエントロピー，エントロピーの意，条件付き確率とベイズの定理などを適用してきエントロピーの意，相互情報量
の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，計算ができる．が要求される．本授業では，できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，か，演習課題で評価する．で評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

【A3】通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してモデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して容量，復号誤り率が計算できる．り率の計算ができる．が要求される．本授業では，計算ができる．できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，
簡単な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してモデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して容量と復号誤り率が計算できる．り率の計算ができる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，計算ができる．が要求される．本授業では，できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，か，後
期中間試験で評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

【A3】通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，した上で，情報の大きさが計算できる．上で，情報の大きさが計算できる．で，与えられた情報源に対して符号を構成えられた上で，情報の大きさが計算できる．符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ及び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意
び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意復号が要求される．本授業では，行える．える重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，した上で，情報の大きさが計算できる．上で，情報の大きさが計算できる．で，与えられた情報源に対して符号を構成えられた上で，情報の大きさが計算できる．符号に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，おける重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ・復号
化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそが要求される．本授業では，行える．える重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，か，後期定期試験で評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

成績は，試験は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，試験85%　演習課題で評価する．15%　として評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，100点満点で60点以上で，情報の大きさが計算できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員合エントロピー，条件付きエントロピー，格とする．なお，試験成績は中間試験ととする重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，お，試験成績は，試験は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，中間試験と
定期試験の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，平均点とする重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

「情報理論」：白木善尚編，村松純，岩田賢一，有村光晴，渋谷智治著（コロナ社）オーの意ム社）社）
「情報と符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，理論」：宮川洋，原島博，今井秀樹著（コロナ社）岩波書店）

D1：情報基礎，D4：確率の計算ができる．統計，D4：通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，方式，D5：情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ネットワーの意ク

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（情報理論）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 情報理論とは情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では， 情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ネットワーの意クに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，おける重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，基礎技術として情報理論が果たす役割について概説する．として情報理論が要求される．本授業では，果を評価できる．た上で，情報の大きさが計算できる．す役割について概説する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て概説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

2 通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，システム社）の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して 情報の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，発信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，受信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，からな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，基本的な符号化の方法とそな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，システム社），及び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそと復号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員中心として，情報理論が目指すところを概説する．として，情報理論が要求される．本授業では，目指すところを概説する．すところを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員概説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

3 確率の計算ができる．論の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，基礎 確率の計算ができる．変数と確率の計算ができる．分を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員布，条件付き確率とベイズの定理などを適用してき確率の計算ができる．， マルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してコフ過程，ベイズの定理など，情報理論に関係の深い確率論の基礎を理解する．過程，ベイズの定理などを適用しての理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，定理な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ど，情報理論に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，係する確率の計算ができる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，深い確率論の基礎を理解する．い数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．論の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，基礎を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

4 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，表現，情報の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，定量的な符号化の方法とそな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，表現である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報量，特に確率との関連性について理解する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．との理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，連について教授します．性について理解する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

5 エントロピーの意 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．全体がもっている情報量を表すエントロピー（平均情報量）の意味と計算方法を理解する．が要求される．本授業では，もってい数学についての知識が要求される．本授業では，る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報量を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員表すエントロピーの意（コロナ社）平均情報量）の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．と計算ができる．方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

6 冗長度シラバス 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．から発生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員起確率の計算ができる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，偏りによる冗長性について理解する．りに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，よる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，冗長性について理解する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

7 演習

8 中間試験

9 中間試験の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，答・解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員，平均符号長

10 一意復号可能符号，瞬時符号 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，良否を評価するための尺度である一意復号可能性・瞬時性について理解する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，た上で，情報の大きさが計算できる．めの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，尺度シラバスである重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，一意復号可能性について理解する．・瞬時性について理解する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

11 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ定理 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，求される．本授業では，められる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，件を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，し，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，限界について学ぶ．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て学ぶ．本授業では，

12 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号 情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員実現する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，原理や特に確率との関連性について理解する．徴を理解する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

13 ハフ過程，ベイズの定理など，情報理論に関係の深い確率論の基礎を理解する．マン符号 具体がもっている情報量を表すエントロピー（平均情報量）の意味と計算方法を理解する．的な符号化の方法とそな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．としてハフ過程，ベイズの定理など，情報理論に関係の深い確率論の基礎を理解する．マン符号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員学び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意，平均符号長を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員計算ができる．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

14 ランレングス符号

15 演習

16

17 結合エントロピー，条件付きエントロピー，エントロピーの意と条件付き確率とベイズの定理などを適用してきエントロピーの意

18 相互情報量

19 マルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してコフ過程，ベイズの定理など，情報理論に関係の深い確率論の基礎を理解する．情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，エントロピーの意

20 通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用しての理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してと通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して容量

21 復号誤り率が計算できる．り率の計算ができる．

22 演習

23 中間試験

24 中間試験の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，答・解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ定理

25 誤り率が計算できる．り検出と訂正の理論と訂正の理論の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，理論 誤り率が計算できる．り訂正の理論，検出と訂正の理論符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，概念を理解し，符号を構成するための要件について理解する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，し，符号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員構成する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，た上で，情報の大きさが計算できる．めの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，件に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

26 パリティ検査符号検査符号 誤り率が計算できる．り検出と訂正の理論符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，基本とな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，パリティ検査符号検査符号に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

27 線形符号 符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ及び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意び情報源がもつ情報量であるエントロピーの意誤り率が計算できる．り検出と訂正の理論，訂正の理論の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，操作が数学的規則によって行うことができる線形符号について理解する．が要求される．本授業では，数学的な符号化の方法とそ規則によって行うことができる線形符号について理解する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，よって行える．うことが要求される．本授業では，できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，線形符号に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

28 各種の通信路符号化の方法とその性質の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，性について理解する．質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員 これまでに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，学んできた上で，情報の大きさが計算できる．各種の通信路符号化の方法とその性質の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，性について理解する．質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て再確認する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

29 演習

30 総復習 年間を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員通じた上で，情報の大きさが計算できる．授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して，演習問題で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員使って理解を深める．って理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員深い確率論の基礎を理解する．める重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

1週目から6週目までの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して，演習問題で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員使って理解を深める．って理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員深い確率論の基礎を理解する．める重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

1週目から7週目の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して試験を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員行える．う．本授業では，

中間試験の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，答案を返却し解答および解説を行う．情報源符号の良否を評価するためのを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員返却し解答および解説を行う．情報源符号の良否を評価するためのし解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，答および情報源がもつ情報量であるエントロピーの意解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員行える．う．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，良否を評価するための尺度である一意復号可能性・瞬時性について理解する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員評価する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，た上で，情報の大きさが計算できる．めの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，1つの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，尺度シラバスである重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，平均符号長に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理
解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

ある重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，特に確率との関連性について理解する．定の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報が要求される．本授業では，連について教授します．続して生起しやすい情報源では，生起する情報をして生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員起しやすい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．では情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員起する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員1つずつ符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそする重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，より，情報の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，連について教授します．続して生起しやすい情報源では，生起する情報を数（コロナ社）ランレングス）を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員
符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそした上で，情報の大きさが計算できる．方が要求される．本授業では，効率の計算ができる．は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，良い数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，この理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ランレングス符号とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，性について理解する．質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

9週目から14週目までの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して，演習問題で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員使って理解を深める．って理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員深い確率論の基礎を理解する．める重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

ZL符号 符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とその理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，前に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．分を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員布を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員知らな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，く解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員とも，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してして最適な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ・復号が要求される．本授業では，行える．える重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員ユニバーの意サルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号と
い数学についての知識が要求される．本授業では，う．本授業では，ユニバーの意サルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，代表的な符号化の方法とそな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，例であるである重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ZL符号に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそ・復号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

2つ，ある重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，い数学についての知識が要求される．本授業では，は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，それ以上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，注目した上で，情報の大きさが計算できる．とき，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．間に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，係する確率の計算ができる．が要求される．本授業では，存在することがある．各情報源の結合事象をもつ情報源を新する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ことが要求される．本授業では，ある重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，各情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，結合エントロピー，条件付きエントロピー，事象をもつ情報源を新を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員もつ情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員新
た上で，情報の大きさが計算できる．な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．とする重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，結合エントロピー，条件付きエントロピー，エントロピーの意を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，また上で，情報の大きさが計算できる．，各情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，条件付き確率とベイズの定理などを適用してき事象をもつ情報源を新を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員もつ情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員新た上で，情報の大きさが計算できる．な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．とする重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，条件付き確率とベイズの定理などを適用してきエ
ントロピーの意を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

2つ，ある重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，い数学についての知識が要求される．本授業では，は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，それ以上で，情報の大きさが計算できる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．が要求される．本授業では，ある重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，とき，一方の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て他方の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．から一部の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報量が要求される．本授業では，間接的な符号化の方法とそに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，得られることがられる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ことが要求される．本授業では，
ある重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，他方の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．から得られることがられる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，平均的な符号化の方法とそな基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報量である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，相互情報量を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

相互情報量の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，発展形で，過去に生起した情報に影響させる情報源がマルコフ情報源である．このマルコフ情報源におけるエントに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員起した上で，情報の大きさが計算できる．情報に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，影響させる情報源がマルコフ情報源である．このマルコフ情報源におけるエントさせる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．が要求される．本授業では，マルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してコフ過程，ベイズの定理など，情報理論に関係の深い確率論の基礎を理解する．情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，この理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，マルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してコフ過程，ベイズの定理など，情報理論に関係の深い確率論の基礎を理解する．情報源を理解した上で，情報の大きさが計算できる．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，おける重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，エント
ロピーの意に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

情報が要求される．本授業では，どの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ように関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，伝送されるかについて，誤りの生じる確率を用いて統計的に扱われる通信路のモデルを理解する．また，通信路される重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，かに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，つい数学についての知識が要求される．本授業では，て，誤り率が計算できる．りの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員じる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員用してい数学についての知識が要求される．本授業では，て統計的な符号化の方法とそに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，扱われる通信路のモデルを理解する．また，通信路われる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用しての理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用してを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，また上で，情報の大きさが計算できる．，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して
が要求される．本授業では，与えられた情報源に対して符号を構成えられた上で，情報の大きさが計算できる．とき，送されるかについて，誤りの生じる確率を用いて統計的に扱われる通信路のモデルを理解する．また，通信路信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，側から受信側に伝送される情報量の上限である通信路容量の意味と計算方法を理解する．から受信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，側から受信側に伝送される情報量の上限である通信路容量の意味と計算方法を理解する．に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，伝送されるかについて，誤りの生じる確率を用いて統計的に扱われる通信路のモデルを理解する．また，通信路される重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報量の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，上で，情報の大きさが計算できる．限である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して容量の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，意味と計算方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．と計算ができる．方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，良否を評価するための尺度である一意復号可能性・瞬時性について理解する．は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，符号を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員用してい数学についての知識が要求される．本授業では，る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，ことに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，よって受信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，側から受信側に伝送される情報量の上限である通信路容量の意味と計算方法を理解する．で復号結果を評価できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員誤り率が計算できる．る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員どれだけ小さくできるかで評価できる．受さく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，かで評価する．できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，受
信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，側から受信側に伝送される情報量の上限である通信路容量の意味と計算方法を理解する．で平均として復号結果を評価できる．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員誤り率が計算できる．る重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，確率の計算ができる．である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，復号誤り率が計算できる．り確率の計算ができる．の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，計算ができる．方法が理解できているか，前期中間試験で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

16週目から21週目までの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して，演習問題で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員使って理解を深める．って理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員深い確率論の基礎を理解する．める重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

16週目から22週目の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して試験を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員行える．う．本授業では，

中間試験の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，答案を返却し解答および解説を行う．情報源符号の良否を評価するためのを分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員返却し解答および解説を行う．情報源符号の良否を評価するためのし解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，答および情報源がもつ情報量であるエントロピーの意解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員行える．う．本授業では，通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，路モデルに対して，条件付き確率とベイズの定理などを適用して符号化の意味を理解した上で，基本的な符号化の方法とそに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，よって信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，頼できる情報伝送を行うための伝送速度の限界を学できる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，情報伝送されるかについて，誤りの生じる確率を用いて統計的に扱われる通信路のモデルを理解する．また，通信路を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員行える．うた上で，情報の大きさが計算できる．めの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，伝送されるかについて，誤りの生じる確率を用いて統計的に扱われる通信路のモデルを理解する．また，通信路速度シラバスの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，限界について学ぶ．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員学
ぶ．本授業では，

24週目から28週目までの理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業内容に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，して，演習問題で評価する．を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員使って理解を深める．って理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員深い確率論の基礎を理解する．める重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，

備など）
考

前期，後期ともに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，中間試験および情報源がもつ情報量であるエントロピーの意定期試験を分かりやすく解説することに努め，学生が情報理論の本質を理解できることを目標とする．本講義は，担当教員実施する．する重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，
本科目の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，修得られることがに関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，は情報通信に関わる重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，，60 時間の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，授業の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，受講と 30 時間の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，事前・事後の理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，自己学習が要求される．本授業では，必要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，である重要な基礎理論であり，その理解は難しい数学についての知識が要求される．本授業では，．本授業では，
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科　目

担当教員 田原 熙昻 講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-D3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 それぞれの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．理解できているか，前期中間試験により評価する．できているか，前期中間試験により評価する．前期中間試験により評価する．により評価する．評価する．する．

2

3

4

5

6

7

8

9

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

制御工学Ⅱ (Control Engineering II)

電子工学科・5年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

4年次の制御工学の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．制御工学Iを理解できているか，前期中間試験により評価する．基礎とし，状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコとし，前期中間試験により評価する．状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコに基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．表現，前期中間試験により評価する．制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計，前期中間試験により評価する．評価する．方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．講義する．また，前期中間試験により評価する．実際にコにコ
ンピュータを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いて制御を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．場合に必要となるディジタル制御についても講義する．に必要となるディジタル制御についても講義する．となるディジタを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ル制御についても講義する．制御についても講義する．講義する．

【A4-D3】古典制御と現代制御の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．違いを説明できるようになる．いを理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．できるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

【A4-D3】単純な連続系システムのモデル化ができ，状態方程式による線な連続系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．モデル制御についても講義する．化ができ，状態方程式による線ができ，前期中間試験により評価する．状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコによる線
形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．記述ができるようになる．ができるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

電気回路，前期中間試験により評価する．物体の運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価などを理解できているか，前期中間試験により評価する．例として，レポート及び前期中間試験により評価として，前期中間試験により評価する．レポート及び前期中間試験により評価及び前期中間試験により評価び前期中間試験により評価前期中間試験により評価する．により評価する．評価する．
する．

【A4-D3】可制御性，前期中間試験により評価する．可観測性の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．意味を理解し，与えられ線形システムに対を理解できているか，前期中間試験により評価する．理解できているか，前期中間試験により評価する．し，前期中間試験により評価する．与えられ線形システムに対えられ線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコに対
して，前期中間試験により評価する．可制御，前期中間試験により評価する．可観測の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．評価する．ができるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

簡単な状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．例として，レポート及び前期中間試験により評価として，前期中間試験により評価する．可制御性・可観測性の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．判定をレポート及び前を理解できているか，前期中間試験により評価する．レポート及び前期中間試験により評価及び前期中間試験により評価び前期中間試験により評価前
期定をレポート及び前期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

【A4-D3】連続系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコにおいて，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前性について説明できるようになる．ができるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．
になる．

安定をレポート及び前であるという場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ことがどう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ことか，前期中間試験により評価する．またその特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．判定をレポート及び前を理解できているか，前期中間試験により評価する．どう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．なう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．かなどにつ
いて，前期中間試験により評価する．前期定をレポート及び前期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

【A4-D3】連続系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコにおいて，前期中間試験により評価する．状態フィードバック制御のコントロ制御の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．コント及び前期中間試験により評価ロ
ーラを理解できているか，前期中間試験により評価する．設計できるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

幾つかの制御方法について制御器の設計ができるか，前期定期試験およびつかの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．制御方法を講義する．また，実際にコについて制御器の設計ができるか，前期定期試験およびの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計ができるか，前期中間試験により評価する．前期定をレポート及び前期試験により評価する．および前期中間試験により評価
後期中間試験により評価する．により評価する．評価する．する．

【A4-D3】最適制御とはどの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．よう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．な制御であるか説明できるようになる．ができ，前期中間試験により評価する．線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ
において最適制御を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計できるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

最適制御について説明できるようになる．ができ，前期中間試験により評価する．簡単な線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコにおいて最適制御を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計
できるか，前期中間試験により評価する．後期中間試験により評価する．で評価する．する．

【A4-D3】オブザーバについて説明できるようになる．でき，前期中間試験により評価する．簡単なシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．オブザーバを理解できているか，前期中間試験により評価する．
構成できるようになるできるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる.

オブザーバの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．ができ，前期中間試験により評価する．簡単なシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．オブザーバが設計できるか，前期中間試験により評価する．レポ
ート及び前期中間試験により評価及び前期中間試験により評価び前期中間試験により評価後期中間試験により評価する．で評価する．する.

【A4-D3】離散時間信号を数学的に表現する方法を理解できているか，前期中間試験により評価する．数学的に表現する方法に表現する方法を講義する．また，実際にコ(Z変換)を理解できているか，前期中間試験により評価する．学び前期中間試験により評価，前期中間試験により評価する．実際にコに
簡単な離散信号を数学的に表現する方法を理解できているか，前期中間試験により評価する．Z変換を理解できているか，前期中間試験により評価する．用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いて表現できるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．また，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．
パル制御についても講義する．ス伝達関数を理解できているか，前期中間試験により評価する．求めることができるようになる．めることができるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

代表的に表現する方法な関数についてZ変換を理解できているか，前期中間試験により評価する．求めることができるようになる．めることができるか，前期中間試験により評価する．レポート及び前期中間試験により評価及び前期中間試験により評価び前期中間試験により評価後期定をレポート及び前期
試験により評価する．により評価する．評価する．する．簡単なシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．例として，レポート及び前期中間試験により評価として，前期中間試験により評価する．パル制御についても講義する．ス伝達関数を理解できているか，前期中間試験により評価する．求めることができるようになる．めれる
か，前期中間試験により評価する．後期定をレポート及び前期試験により評価する．により評価する．評価する．する．

【A4-D3】離散時間系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前性について学び前期中間試験により評価，前期中間試験により評価する．離散系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前
条件を説明できるようになるを理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．できるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる.また，前期中間試験により評価する．双一次の制御工学変換による連続系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコへ変換して連変換して連
続系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．判定をレポート及び前基準により安定判別ができるようになる．により評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．ができるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になる．

簡単な離散系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．例として，レポート及び前期中間試験により評価として安定をレポート及び前判別ができるようになる．できるか，前期中間試験により評価する．後期定をレポート及び前期試験により評価する．により評価する．評
価する．する．

成できるようになる績は，試験は，前期中間試験により評価する．試験により評価する．80%　レポート及び前期中間試験により評価20%　として評価する．する．試験により評価する．成できるようになる績は，試験は前期と後期の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．中間試験により評価する．と定をレポート及び前期試験により評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．単純な連続系システムのモデル化ができ，状態方程式による線平均とする．状とする．状
況により臨時試験を行なうことがあるが，その場合は最高により評価する．臨時試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．なう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ことがあるが，前期中間試験により評価する．その特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．場合に必要となるディジタル制御についても講義する．は最高60点とする．総合評価はとする．総合に必要となるディジタル制御についても講義する．評価する．は100点とする．総合評価は満点とする．総合評価はで60点とする．総合評価は以上を合格とする．を理解できているか，前期中間試験により評価する．合に必要となるディジタル制御についても講義する．格とする．とする．

「シリーズ知能機械工学知能機械工学3 現代制御」：山田・矢野・毛利・遠藤共著山田・矢野・毛利・遠藤共著(共立出版)

「演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著で学ぶ 現代制御理論 新装版」：山田・矢野・毛利・遠藤共著森泰親著(森北出版)
「はじめての特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．現代制御理論」：山田・矢野・毛利・遠藤共著佐藤和也・下本陽一・熊澤典良共著(講談社)
「例として，レポート及び前期中間試験により評価題で学ぶ 現代制御の基礎」：鈴木隆・板宮敬悦共著で学ぶ 現代制御の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．基礎とし，状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ」：山田・矢野・毛利・遠藤共著鈴木隆・板宮敬悦共著(森北出版)

D4「制御工学I」，前期中間試験により評価する．D3「電気数学」，前期中間試験により評価する．D4「応用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．数学I」，前期中間試験により評価する．D4「応用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．数学II」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本講義では，前期中間試験により評価する．4年次の制御工学で学習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著する制御工学Iに加えて，線形代数えて，前期中間試験により評価する．線形システムの記述ができるようになる．代数(行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．列などなど)の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．知識が必要となるので，十分復習しておくこと．が必要となるディジタル制御についても講義する．となるの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．で，前期中間試験により評価する．十分復習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著しておくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコこと．
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授業の計画（制御工学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 古典制御と現代制御

2 状態空間表現（状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコによるシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．表現）

3

4

5 状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．とシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．

6 システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前性

7 演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著

8 前期中間試験により評価する．

9 試験により評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．答説明できるようになる．，前期中間試験により評価する．次の制御工学節の概要説明の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．概要となるディジタル制御についても講義する．説明できるようになる． 前期中間試験により評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．答を理解できているか，前期中間試験により評価する．詳細に解説し内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．に解できているか，前期中間試験により評価する．説し内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．める．また，前期中間試験により評価する．残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．り評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．時間で，前期中間試験により評価する．次の制御工学節の概要説明で習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ことの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．概要となるディジタル制御についても講義する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．し，前期中間試験により評価する．その特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．導入とする．とする．

10 可制御性と可観測性

11 線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．構造

12 状態フィードバック制御のコントロによるシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前化ができ，状態方程式による線

13 状態フィードバック制御のコントロ以外のフィードバック制御設計の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．フィードバック制御のコントロ制御設計

14 フィードバック制御のコントロ制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計

15 総合に必要となるディジタル制御についても講義する．演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著

16 最適制御の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．基本的に表現する方法な概念を説明し，最適レギュレータを設計する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．し，前期中間試験により評価する．最適レギュレータを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計する．

17

18 最適制御の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．性質

19

20

21 オブザーバを理解できているか，前期中間試験により評価する．用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いたフィードバック制御のコントロ制御

22 演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著

23 後期中間試験により評価する．

24 試験により評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．答説明できるようになる．，前期中間試験により評価する．次の制御工学節の概要説明の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．概要となるディジタル制御についても講義する．説明できるようになる． 後期中間試験により評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．答を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．説し内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．める．また，前期中間試験により評価する．残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．り評価する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．時間で，前期中間試験により評価する．次の制御工学節の概要説明で習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ことの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．概要となるディジタル制御についても講義する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．し，前期中間試験により評価する．その特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．導入とする．とする．

25 離散時間システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ

26

27 状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．離散化ができ，状態方程式による線とパル制御についても講義する．ス伝達関数

28

29 離散時間システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコにおける状態フィードバック制御のコントロとオブザーバ

30 総合に必要となるディジタル制御についても講義する．演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著

4年次の制御工学の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．制御工学Iと比較しながら，今年度行う制御工学しながら，前期中間試験により評価する．今年度シラバス行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．制御工学IIの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．について説明できるようになる．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．特に，前期中間試験により評価する．現代制御では，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．列などを理解できているか，前期中間試験により評価する．用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いた，前期中間試験により評価する．線形システムの記述ができるようになる．
代数，前期中間試験により評価する．微分方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．よくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いるの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．で，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．列などに関する復習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．

4年次の制御工学に学んだ古典制御では伝達関数法により制御システムを表現し，制御系の設計などを行ってきた．この方法は便利である古典制御では伝達関数法を講義する．また，実際にコにより評価する．制御システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．表現し，前期中間試験により評価する．制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．設計などを理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ってきた．この特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．方法を講義する．また，実際にコは便利である
が，前期中間試験により評価する．不十分な点とする．総合評価はがいくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコつかある．これらを理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．消する表現のする表現の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．1つとして状態空間表現がある．具体の運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価的に表現する方法な制御対象として航空機などをとして航空機などを理解できているか，前期中間試験により評価する．
例として，レポート及び前期中間試験により評価として，前期中間試験により評価する．両者を比較しながらその違いを説明する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．比較しながら，今年度行う制御工学しながらその特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．違いを説明できるようになる．いを理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．する．

状態空間法を講義する．また，実際にコによるシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ表現1
連続時間関数となる制御対象として航空機などをとなるシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．多くは微分方程式で表現される．ここでは，まず最初に線形常微分方程式で表さくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコは微分方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコで表現される．ここでは，前期中間試験により評価する．まず最初に線形常微分方程式で表さ最初に線形常微分方程式で表さに線形システムの記述ができるようになる．常微分方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコで表さ
れるも講義する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．について，前期中間試験により評価する．状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコという場合に必要となるディジタル制御についても講義する．形システムの記述ができるようになる．で整理し，前期中間試験により評価する．議論する．また，前期中間試験により評価する．非線形システムの記述ができるようになる．要となるディジタル制御についても講義する．素を有する制御対象について，平衡点の近傍で線形を理解できているか，前期中間試験により評価する．有する制御対象について，平衡点の近傍で線形する制御対象として航空機などをについて，前期中間試験により評価する．平衡点とする．総合評価はの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．近傍で線形で線形システムの記述ができるようになる．
近似する方法について説明するする方法を講義する．また，実際にコについて説明できるようになる．する.

状態空間法を講義する．また，実際にコによるシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ表現2 複雑な機械システムの運動方程式を導出する方法としてラグランジュの運動方程式がよく用いられるな機械システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．導出する方法を講義する．また，実際にコとしてラグランジュの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコがよくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いられる.ここでは，前期中間試験により評価する．ラグランジュの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．
運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いた運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．導出を理解できているか，前期中間試験により評価する．例として，レポート及び前期中間試験により評価題で学ぶ 現代制御の基礎」：鈴木隆・板宮敬悦共著を理解できているか，前期中間試験により評価する．用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いて紹介する．する．

状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．法を講義する．また，実際にコについて説明できるようになる．する．これまで習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著ってきた微分方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコと考え方は変わらないが，変数え方は変わらないが，前期中間試験により評価する．変数(状態変数)がベク制御のコントロト及び前期中間試験により評価ル制御についても講義する．，前期中間試験により評価する．係
数が行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．列などになるため，前期中間試験により評価する．新たに行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．列など指数関数を理解できているか，前期中間試験により評価する．導入とする．する．また，前期中間試験により評価する．この特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．より評価する．，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコが安定をレポート及び前となる条件を説明できるようになるを理解できているか，前期中間試験により評価する．考え方は変わらないが，変数える．

前回は，前期中間試験により評価する．状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．より評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ったが，前期中間試験により評価する．方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．導出することなくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ安定をレポート及び前判別ができるようになる．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．2つの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．方法を講義する．また，実際にコ（ラウス―フル制御についても講義する．ビッ
ツの安定判別：の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．：山田・矢野・毛利・遠藤共著4年次の制御工学の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．復習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著，前期中間試験により評価する．リアプノフの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．法を講義する．また，実際にコ）について学ぶ．リアプノフの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．法を講義する．また，実際にコは，前期中間試験により評価する．線形システムの記述ができるようになる．，前期中間試験により評価する．非線形システムの記述ができるようになる．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．場合に必要となるディジタル制御についても講義する．でも講義する．利用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．
できる適用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．範囲の広い方法である．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．広い方法である．い方法を講義する．また，実際にコである．

1週からから6週からまでに習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著ったことを理解できているか，前期中間試験により評価する．演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著問題で学ぶ 現代制御の基礎」：鈴木隆・板宮敬悦共著を理解できているか，前期中間試験により評価する．通して，前期中間試験により評価する．さらに理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．める．

1週から目からから7週から目からに学んだ古典制御では伝達関数法により制御システムを表現し，制御系の設計などを行ってきた．この方法は便利である内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．について，前期中間試験により評価する．到達目から標がどの程度達成されたか試験を行う．がどの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．程度シラバス達成できるようになるされたか試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．

伝達関数に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ制御(古典制御)では，前期中間試験により評価する．入とする．力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部によって出力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部が変化ができ，状態方程式による線するも講義する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部っている．しかし，前期中間試験により評価する．実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでは全ての内部ての特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．内部
状態が入とする．力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．影響を受けるとは限らず，また，全ての内部状態が出力に影響を与えるとも限らない．それらを可制御性，可観測性を理解できているか，前期中間試験により評価する．受けるとは限らず，また，全ての内部状態が出力に影響を与えるとも限らない．それらを可制御性，可観測性けるとは限らず，また，全ての内部状態が出力に影響を与えるとも限らない．それらを可制御性，可観測性らず最初に線形常微分方程式で表さ，前期中間試験により評価する．また，前期中間試験により評価する．全ての内部ての特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．内部状態が出力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部に影響を受けるとは限らず，また，全ての内部状態が出力に影響を与えるとも限らない．それらを可制御性，可観測性を理解できているか，前期中間試験により評価する．与えられ線形システムに対えるとも講義する．限らず，また，全ての内部状態が出力に影響を与えるとも限らない．それらを可制御性，可観測性らない．それらを理解できているか，前期中間試験により評価する．可制御性，前期中間試験により評価する．可観測性
として判別ができるようになる．することができる．これらの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．考え方は変わらないが，変数え方と判別ができるようになる．方法を講義する．また，実際にコについて学ぶ．

システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．状態変数表現は一意ではなくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ，前期中間試験により評価する．線形システムの記述ができるようになる．変換によっても講義する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．特性(伝達関数とか固有する制御対象について，平衡点の近傍で線形値などなど)は変化ができ，状態方程式による線しない．したが
って，前期中間試験により評価する．モデル制御についても講義する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコで表現する場合に必要となるディジタル制御についても講義する．，前期中間試験により評価する．制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．設計する場合に必要となるディジタル制御についても講義する．など，前期中間試験により評価する．状況により臨時試験を行なうことがあるが，その場合は最高に応じて取り扱いやすい表現をとることができる．いり評価する．扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部いやすい表現を理解できているか，前期中間試験により評価する．とることができる．い
くシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコつかの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．代表的に表現する方法な標がどの程度達成されたか試験を行う．準により安定判別ができるようになる．形システムの記述ができるようになる．式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコについて学ぶ．

可制御なシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでは，前期中間試験により評価する．各状態変数に適当な係数を掛けた和を制御入力に戻すことによりな係数を理解できているか，前期中間試験により評価する．掛けた和を制御入力に戻すことによりけた和を理解できているか，前期中間試験により評価する．制御入とする．力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部に戻すことによりすことにより評価する．(状態フィードバック制御のコントロ)，前期中間試験により評価する．任意の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．応答が実
現できる．すなわち，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前化ができ，状態方程式による線，前期中間試験により評価する．応答改善が可能である．このことを示すとともに，改善させたい極への配置法について学が可能である．この特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．ことを理解できているか，前期中間試験により評価する．示すとともに，改善させたい極への配置法について学すととも講義する．に，前期中間試験により評価する．改善が可能である．このことを示すとともに，改善させたい極への配置法について学させたい極への配置法について学へ変換して連の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．配置法を講義する．また，実際にコについて学
ぶ．

状態フィードバック制御のコントロ以外のフィードバック制御設計の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．フィードバック制御のコントロ制御手法を講義する．また，実際にコとして，前期中間試験により評価する．出力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部フィードバック制御のコントロ制御，前期中間試験により評価する．直列など補償器の設計ができるか，前期定期試験およびなどがあり評価する．，前期中間試験により評価する．その特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．と設計手法を講義する．また，実際にコに
ついて説明できるようになる．する．

これまで説明できるようになる．してきた制御設計についてモータを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．などの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．簡単なも講義する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．から航空機の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．よう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．に複雑な機械システムの運動方程式を導出する方法としてラグランジュの運動方程式がよく用いられるなも講義する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．具体の運動などを例として，レポート及び前期中間試験により評価例として，レポート及び前期中間試験により評価として示すとともに，改善させたい極への配置法について学すととも講義する．に，前期中間試験により評価する．同
様のシステムについて制御系設計の演習を行う．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコについて制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ設計の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．

前期に学習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著した内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．(特に10週からから14週から)について総合に必要となるディジタル制御についても講義する．的に表現する方法な演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．

線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．最適制御(1)

線形システムの記述ができるようになる．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．最適制御(2)
最適制御が2次の制御工学形システムの記述ができるようになる．式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコで表現された評価する．関数を理解できているか，前期中間試験により評価する．最小にする意味を説明する．評価関数の重みの違いによって最適レギュレータをにする意味を理解し，与えられ線形システムに対を理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．する．評価する．関数の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．重みの違いによって最適レギュレータをみの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．違いを説明できるようになる．いによって最適レギュレータを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．
適用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．したときの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．応答特性が異なることを確認する．なることを理解できているか，前期中間試験により評価する．確認する．する．

最適制御は与えられ線形システムに対えられた評価する．関数を理解できているか，前期中間試験により評価する．最小にする意味を説明する．評価関数の重みの違いによって最適レギュレータをにするだ古典制御では伝達関数法により制御システムを表現し，制御系の設計などを行ってきた．この方法は便利であるけでなくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前性に関して優れた特性を持っている．最適制御のロバスト性につれた特性を理解できているか，前期中間試験により評価する．持っている．最適制御のロバスト性につっている．最適制御の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．ロバスト及び前期中間試験により評価性につ
いて説明できるようになる．する．

オブザーバ1(同一次の制御工学元オブザーバオブザーバ) システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．入とする．出力によって出力が変化するものを扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部より評価する．全ての内部状態変数を理解できているか，前期中間試験により評価する．推定をレポート及び前するオブザーバ(同一次の制御工学元オブザーバオブザーバ)について説明できるようになる．する.

オブザーバ2（最小にする意味を説明する．評価関数の重みの違いによって最適レギュレータを次の制御工学元オブザーバオブザーバ） 前回は全ての内部状態を理解できているか，前期中間試験により評価する．推定をレポート及び前するオブザーバについて説明できるようになる．したが，前期中間試験により評価する．実際にコには，前期中間試験により評価する．観測できない状態だ古典制御では伝達関数法により制御システムを表現し，制御系の設計などを行ってきた．この方法は便利であるけを理解できているか，前期中間試験により評価する．推定をレポート及び前できればよい.それを理解できているか，前期中間試験により評価する．実現する
最小にする意味を説明する．評価関数の重みの違いによって最適レギュレータを次の制御工学元オブザーバオブザーバについて説明できるようになる．する.

オブザーバで推定をレポート及び前した状態を理解できているか，前期中間試験により評価する．状態フィードバック制御のコントロ制御に用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．いた場合に必要となるディジタル制御についても講義する．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．特性とオブザーバの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．極への配置法について学配置，前期中間試験により評価する．制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．極への配置法について学配置の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．関係につ
いて説明できるようになる．する.

16週からから21週からまでに習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著ったことを理解できているか，前期中間試験により評価する．演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著問題で学ぶ 現代制御の基礎」：鈴木隆・板宮敬悦共著を理解できているか，前期中間試験により評価する．通して，前期中間試験により評価する．さらに理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．める．

16週から目からから22週から目からまでに学んだ古典制御では伝達関数法により制御システムを表現し，制御系の設計などを行ってきた．この方法は便利である内容の理解を深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．について，前期中間試験により評価する．到達目から標がどの程度達成されたか試験を行う．がどの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．程度シラバス達成できるようになるされたか試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．

ディジタを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．ル制御についても講義する．技術の進歩により，複雑な制御器もマイクロコンピュータやの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．進歩により，複雑な制御器もマイクロコンピュータやにより評価する．，前期中間試験により評価する．複雑な機械システムの運動方程式を導出する方法としてラグランジュの運動方程式がよく用いられるな制御器の設計ができるか，前期定期試験およびも講義する．マイク制御のコントロロコンピュータを用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．やDSPを理解できているか，前期中間試験により評価する．利用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．して実現できるよう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．になってきた．離散時間シス
テムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコについて概要となるディジタル制御についても講義する．と離散時間系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．数学的に表現する方法な取り扱いやすい表現をとることができる．い扱っている．しかし，実際のシステムでは全ての内部について説明できるようになる．する．

Z変換法を講義する．また，実際にコ 離散時間を理解できているか，前期中間試験により評価する．表現する場合に必要となるディジタル制御についても講義する．，前期中間試験により評価する．従来のラプラス変換では，時間遅れが有理式とならず，システムの合成，応答などを求めることが難しの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．ラプラス変換では，前期中間試験により評価する．時間遅れが有理式とならず，システムの合成，応答などを求めることが難しれが有する制御対象について，平衡点の近傍で線形理式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコとならず最初に線形常微分方程式で表さ，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．合に必要となるディジタル制御についても講義する．成できるようになる，前期中間試験により評価する．応答などを理解できているか，前期中間試験により評価する．求めることができるようになる．めることが難しし
くシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコなる．その特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．点とする．総合評価はを理解できているか，前期中間試験により評価する．解できているか，前期中間試験により評価する．決する手段として，する手段として，として，前期中間試験により評価する．Z変換を理解できているか，前期中間試験により評価する．導入とする．し，前期中間試験により評価する．その特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．基本的に表現する方法な性質を理解できているか，前期中間試験により評価する．理解できているか，前期中間試験により評価する．する．

連続時間で表現されている状態方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．，前期中間試験により評価する．一定をレポート及び前時間間隔でサンプルしたときに同等となる離散時間方程式でサンプル制御についても講義する．したときに同等となる離散時間方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ(状態推移方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ:差
分方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコ)を理解できているか，前期中間試験により評価する．導出する．また，前期中間試験により評価する．状態推移方程式に基づくシステムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコを理解できているか，前期中間試験により評価する．Z変換し，前期中間試験により評価する．連続時間系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．伝達関数に相当な係数を掛けた和を制御入力に戻すことによりするパル制御についても講義する．ス伝達関数を理解できているか，前期中間試験により評価する．求めることができるようになる．める．

閉ループ系の安定性と双ル制御についても講義する．ープ系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前性と双1次の制御工学s-z変換法を講義する．また，実際にコ
離散時間系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでは，前期中間試験により評価する．サンプラで区切られた連続応答素子でられた連続応答素を有する制御対象について，平衡点の近傍で線形子で1つの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．ブロック制御のコントロとなり評価する．，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．合に必要となるディジタル制御についても講義する．成できるようになるを理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．場合に必要となるディジタル制御についても講義する．には，前期中間試験により評価する．どこでブロック制御のコントロを理解できているか，前期中間試験により評価する．
区切られた連続応答素子でるか注意する必要となるディジタル制御についても講義する．がある．これらの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．注意点とする．総合評価はを理解できているか，前期中間試験により評価する．例として，レポート及び前期中間試験により評価題で学ぶ 現代制御の基礎」：鈴木隆・板宮敬悦共著により評価する．確認する．する．また，前期中間試験により評価する．離散時間系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコでの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前性，前期中間試験により評価する．双一次の制御工学変換によ
り評価する．連続時間での特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．安定をレポート及び前判別ができるようになる．の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．利用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．などについても講義する．説明できるようになる．を理解できているか，前期中間試験により評価する．行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．．

連続時間システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコで学習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著した状態フィードバック制御のコントロとオブザーバについて，前期中間試験により評価する．離散時間システムの表現，制御系の設計，評価方法を講義する．また，実際にコに適用いて制御を行う場合に必要となるディジタル制御についても講義する．するために状態フィードバック制御のコントロ
とオブザーバがどの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．よう場合に必要となるディジタル制御についても講義する．に変わるかを理解できているか，前期中間試験により評価する．説明できるようになる．する．

24週からから29週からに習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著ったことを理解できているか，前期中間試験により評価する．演習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著問題で学ぶ 現代制御の基礎」：鈴木隆・板宮敬悦共著を理解できているか，前期中間試験により評価する．通して，前期中間試験により評価する．さらに理解できているか，前期中間試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．深める．また，残りの時間で，次節で習うことの概要を説明し，その導入とする．める．

備など）
考

前期，前期中間試験により評価する．後期とも講義する．に中間試験により評価する．および前期中間試験により評価定をレポート及び前期試験により評価する．を理解できているか，前期中間試験により評価する．実施する．する．
本科目からの特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．修得には，には，前期中間試験により評価する．60 時間の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．授業の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．受けるとは限らず，また，全ての内部状態が出力に影響を与えるとも限らない．それらを可制御性，可観測性講と 30 時間の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．事前・事後の特徴を理解できているか，前期中間試験により評価する．自己学習で学ぶ 現代制御理論 新装版」：森泰親著が必要となるディジタル制御についても講義する．である．

D-166



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A4-D1(10%), A4-D2(5%), A4-D3(5%), A4-D4(20%), B1(10%), C1(10%), C4(20%), D1(20%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8

9 各テーマの取り組み及び達成度で評価する．テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．達成度で評価する．で評価する．評価する．する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2026年度で評価する．シラバス

電子工学実験実習 (Laboratory Work in Electronic Engineering)

西 敬生 教授, 尾山 匡浩 教授, 田原 熙昻 講師, 佐伯 崇 非常勤講師 【実務経験者担当科目】

電子工学科・5年・通年・必修・4単位【実験実習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

座学を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．確認するとともに，実験原理・方法を修得する．するとともに，実験原理・方法を修得する．実験原理・方法を修得する．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．する．7週連続をを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．1サイクルとし，とし，実験原理・方法を修得する．A，実験原理・方法を修得する．B，実験原理・方法を修得する．C，実験原理・方法を修得する．Dの取り組み及び達成度で評価する．4つの取り組み及び達成度で評価する．大
テーマの取り組み及び達成度で評価する．について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．4班がが1年を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．かけて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．巡回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実して修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．いく．班が分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実で評価する．等分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実することにより組み及び達成度で評価する．行う．本実験は，担当教員の実う．本実験は出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実，実験原理・方法を修得する．担当教員の実の取り組み及び達成度で評価する．実
務経験を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．踏まえて，通信関係技術について教授します．まえて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．，実験原理・方法を修得する．通信関係技術について教授します．について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．教授します．

【A4-D1】光変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．原理を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．理解し，波形や画像の伝達変化し，実験原理・方法を修得する．波形や画像の伝達変化や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．伝達変化
について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．で評価する．きる．

光変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．原理を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．理解し，波形や画像の伝達変化し，実験原理・方法を修得する．波形や画像の伝達変化や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．伝達変化について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．
で評価する．きるかを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．と達成度で評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D2】半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえてデバイスの取り組み及び達成度で評価する．作製手順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化用いられる技術を経験をふまえていられる技術について教授します．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．経験を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．ふまえて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．
説明できる．で評価する．きる．

半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえてデバイスの取り組み及び達成度で評価する．作製手順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化用いられる技術を経験をふまえていられる技術について教授します．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．経験を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．ふまえて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．で評価する．きるか
，実験原理・方法を修得する．実験の取り組み及び達成度で評価する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．と達成度で評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D3】温度で評価する．制御をを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．PID制御を及び達成度で評価する．び達成度で評価する．On/Off制御をによって修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．行う．本実験は，担当教員の実うことで評価する．，実験原理・方法を修得する．制御を
則や用いられる要素の意味及び，その有用性について説明できる．や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化用いられる技術を経験をふまえていられる要素の意味及び，その有用性について説明できる．の取り組み及び達成度で評価する．意味及び達成度で評価する．び達成度で評価する．，実験原理・方法を修得する．その取り組み及び達成度で評価する．有用いられる技術を経験をふまえて性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．で評価する．きる．

PID制御をや周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化On/Off制御をなどの取り組み及び達成度で評価する．制御を則や用いられる要素の意味及び，その有用性について説明できる．や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化用いられる技術を経験をふまえていられる要素の意味及び，その有用性について説明できる．の取り組み及び達成度で評価する．意味及び達成度で評価する．び達成度で評価する．，実験原理・方法を修得する．その取り組み及び達成度で評価する．有
用いられる技術を経験をふまえて性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．で評価する．きるかを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．と達成度で評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．
で評価する．評価する．する．

【A4-D4】AM変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化及び達成度で評価する．び達成度で評価する．復調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．原理が理解し，波形や画像の伝達変化で評価する．き，実験原理・方法を修得する．復調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実路を作成できる．まを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．作成で評価する．きる．ま
た知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．，実験原理・方法を修得する．ワイヤレスマの取り組み及び達成度で評価する．イクを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．設計・製作し，実験原理・方法を修得する．FM変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．原理が理解し，波形や画像の伝達変化で評価する．きる．

AM変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化波の取り組み及び達成度で評価する．波形や画像の伝達変化・スペクトルとし，を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．観測できるか，で評価する．きるか，実験原理・方法を修得する．AM復調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実路を作成できる．まを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．作成で評価する．きるか，実験原理・方法を修得する．
ワイヤレスマの取り組み及び達成度で評価する．イクを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．設計し発振させることでさせることで評価する．FM変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．原理を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．理解し，波形や画像の伝達変化で評価する．きるかを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．
取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．と達成度で評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-D4】実システムへのへの取り組み及び達成度で評価する．AI応用いられる技術を経験をふまえてについて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．，実験原理・方法を修得する．画像の伝達変化・音声・ロボットを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．対象としとし
た知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．AI技術について教授します．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．で評価する．き，実験原理・方法を修得する．これらの取り組み及び達成度で評価する．技術について教授します．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．統合した作品を自ら考案し，その結した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．作品を自ら考案し，その結を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．自ら考案し，その結ら考案し，その結し，実験原理・方法を修得する．その取り組み及び達成度で評価する．結
果について発表できる．について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．発表できる．で評価する．きる．

画像の伝達変化・音声・ロボットを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．対象としとした知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．AI技術について教授します．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．で評価する．きるか，実験原理・方法を修得する．これらの取り組み及び達成度で評価する．技術について教授します．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．統合した作品を自ら考案し，その結
した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．作品を自ら考案し，その結を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．自ら考案し，その結ら考案し，その結し，実験原理・方法を修得する．その取り組み及び達成度で評価する．結果について発表できる．について修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．発表できる．で評価する．きるかを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．と達成度で評価する．及び達成度で評価する．
び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【B1】適切な文章表現で的確に実験報告書が作成できる．な文章表できる．現で的確に実験報告書が作成できる．で評価する．的確に実験報告書が作成で評価する．きる． 各テーマの取り組み及び達成度で評価する．テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【C1】4年生以下で学んだ工学的基礎知識を応用して課題に取り組み，結で評価する．学んだ工学的基礎知識を応用して課題に取り組み，結工学的基礎知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．応用いられる技術を経験をふまえてして修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．課題に取り組み，結に取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．，実験原理・方法を修得する．結
果について発表できる．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実析することができる．することがで評価する．きる．

各テーマの取り組み及び達成度で評価する．テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．で評価する．評価する．する．

【C4】グルとし，ープで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出で評価する．協調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化して修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出み及び達成度で評価する．，実験原理・方法を修得する．期限内に実験報告書を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．提出
で評価する．きる．

各テーマの取り組み及び達成度で評価する．テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．提出状況で評価する．で評価する．評価する．する．

【D1】機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．の取り組み及び達成度で評価する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．いに注意し，実験原理・方法を修得する．安全に実験に取り組むことができる．に実験に取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．むことがで評価する．きる．

成績は，取り組みと達成度は出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実，実験原理・方法を修得する．取り組み及び達成度で評価する．り組み及び達成度で評価する．組み及び達成度で評価する．み及び達成度で評価する．と達成度で評価する．50%　報告書(レポート)の取り組み及び達成度で評価する．内容で評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．提出状況で評価する．50%　として修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．評価する．する．1通で評価する．も未提出レポート
があるとき，実験原理・方法を修得する．また知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．は出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実レポート遅れが全体回数のれが全に実験に取り組むことができる．体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実数の取り組み及び達成度で評価する．1/3以上に至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．詳細はに至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．詳細はった知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．ときには出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実，実験原理・方法を修得する．原則や用いられる要素の意味及び，その有用性について説明できる．として修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．年間総合した作品を自ら考案し，その結評価する．は出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実不可となる．詳細はとなる．詳細はは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実
第1週目の取り組み及び達成度で評価する．ガイダンスで評価する．説明できる．する．100点満点の取り組み及び達成度で評価する．60点以上に至ったときには，原則として年間総合評価は不可となる．詳細はで評価する．合した作品を自ら考案し，その結格とする．とする．

「電子工学科・第5学年実験実習シラバス(計画書)」：プリントプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リント
「電子工学科・第5学年実験実習指導書」：プリントプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出リント
「神戸高専安全に実験に取り組むことができる．マの取り組み及び達成度で評価する．ニュアルとし，」：プリント神戸高専編

「知的な科学・技術について教授します．文章の取り組み及び達成度で評価する．書き方」：プリント中島利勝，実験原理・方法を修得する．塚本真也(コロナ社社)

電子工学実験実習(本科4年)，実験原理・方法を修得する．その取り組み及び達成度で評価する．他実験テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．関連教科

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電子工学実験実習）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，実験原理・方法を修得する．安全に実験に取り組むことができる．教育，実験原理・方法を修得する．実験テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．概要説明できる．

2 光情報通信に関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査 光情報通信に関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

3 光電子デバイスとデータ処理に関する手順と基本操作処理に関する手順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実と基本操作

4 光変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化方式の波形観測の取り組み及び達成度で評価する．波形や画像の伝達変化観測できるか，

5 光変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化方式の波形観測の取り組み及び達成度で評価する．周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化の取り組み及び達成度で評価する．測できるか，定

6 光パワーレベルとし，の取り組み及び達成度で評価する．測できるか，定と光損失測できるか，定

7 光出力とデータ処理とデータ処理に関する手順と基本操作処理

8 光情報通信に関する実験総括 光情報通信に関する個別実験あるいは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実発展的な調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

9

10

11

12

13 ワイヤレスマの取り組み及び達成度で評価する．イクの取り組み及び達成度で評価する．設計と製作

14 プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーション

15

16 半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．に関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査 半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．及び達成度で評価する．び達成度で評価する．計測できるか，制御をに関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

17 計測できるか，制御をに関する実験 小型ヒータを用いた温度制御の実験ヒータ処理に関する手順と基本操作を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．用いられる技術を経験をふまえていた知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．温度で評価する．制御をの取り組み及び達成度で評価する．実験

18

19

20

21

22 半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．に関する実験総括 半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．に関する個別実験あるいは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実発展的な調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

23

24

25

26

27 自ら考案し，その結由課題に取り組み，結とプで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーション準備

28 プで協調して実験実習に挑み，期限内に実験報告書を提出レゼンテーション

29

30 実験実習全に実験に取り組むことができる．体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえての取り組み及び達成度で評価する．総評 この取り組み及び達成度で評価する．科目全に実験に取り組むことができる．体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえてを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．通した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．総評の取り組み及び達成度で評価する．確認するとともに，実験原理・方法を修得する．と意見交換

詳細はな電子工学実験実習シラバス(実験実習計画書)を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．配付し，評価方法，レポートの作成・提出方法・提出遅れの扱い，遅刻・欠し，実験原理・方法を修得する．評価する．方法を修得する．，実験原理・方法を修得する．レポートの取り組み及び達成度で評価する．作成・提出方法を修得する．・提出遅れが全体回数のれの取り組み及び達成度で評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．い，実験原理・方法を修得する．遅れが全体回数の刻・欠
席の取り組み及び達成度で評価する．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．い，実験原理・方法を修得する．班が構成，実験原理・方法を修得する．実施日などの説明をする．また，当学年の安全に関する全般的な注意事項を説明する．その後，各テーマの概などの取り組み及び達成度で評価する．説明できる．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．する．また知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．，実験原理・方法を修得する．当学年の取り組み及び達成度で評価する．安全に実験に取り組むことができる．に関する全に実験に取り組むことができる．般的な注意事項を説明する．その後，各テーマの概を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．説明できる．する．その取り組み及び達成度で評価する．後，実験原理・方法を修得する．各テーマの取り組み及び達成度で評価する．テーマの取り組み及び達成度で評価する．の取り組み及び達成度で評価する．概
要とテーマの取り組み及び達成度で評価する．に関係する安全に実験に取り組むことができる．に対する注意事項を説明する．その後，各テーマの概の取り組み及び達成度で評価する．説明できる．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．行う．本実験は，担当教員の実う．

光情報通信に関する実験(1)

光情報通信に関する実験(2)

光情報通信に関する実験(3)

光情報通信に関する実験(4)

光情報通信に関する実験(5)

AM信号とFM信号に関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査 AMとFMに関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

AM信号とFM信号に関する実験(1) AM変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化信号の取り組み及び達成度で評価する．波形や画像の伝達変化とスペクトルとし，観測できるか，

AM信号とFM信号に関する実験(2) AM復調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実路を作成できる．まの取り組み及び達成度で評価する．設計

AM信号とFM信号に関する実験(3) 発振させることで回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実路を作成できる．まの取り組み及び達成度で評価する．設計とFM変調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化

AM信号とFM信号に関する実験(4)

AM信号とFM信号に関する実験(5)

AM信号とFM信号に関する実験総括 AM信号とFM信号に関する個別実験あるいは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実発展的な調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．(1) MOS構造の作製（熱処理工程）の取り組み及び達成度で評価する．作製（熱処理工程）

半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．(2) MOS構造の作製（熱処理工程）の取り組み及び達成度で評価する．作製（エッチングと電極形や画像の伝達変化成）

半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．(3) MOS構造の作製（熱処理工程）の取り組み及び達成度で評価する．電気特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化測できるか，定とpn接合した作品を自ら考案し，その結の取り組み及び達成度で評価する．作製

半導体デバイスの作製手順や用いられる技術を経験をふまえて加工技術について教授します．と特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化評価する．(4) pn接合した作品を自ら考案し，その結の取り組み及び達成度で評価する．電気特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化測できるか，定

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえてに関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査 実システムへのに応用いられる技術を経験をふまえてされるAI技術について教授します．に関する課題に取り組み，結調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえて(1) カメラ・画像の伝達変化を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．対象としに応用いられる技術を経験をふまえてされるAI技術について教授します．に関する実習

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえて(2) マの取り組み及び達成度で評価する．イク・音声を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．対象としに応用いられる技術を経験をふまえてされるAI技術について教授します．に関する実習

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえて(3) ロボットを通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．対象としに応用いられる技術を経験をふまえてされるAI技術について教授します．に関する実習

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえて(4)

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえて(5)

実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえてに関する実験総括 実システムへのAI応用いられる技術を経験をふまえてに関する個別実験あるいは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実発展的な調や周波数特性の原理を理解し，波形や画像の伝達変化査

備など）
考

中間試験および達成度で評価する．定期試験は出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実実施しない．
第1班がは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実A→B→C→D，実験原理・方法を修得する．第2班がは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実B→C→D→A，実験原理・方法を修得する．第3班がは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実C→D→A→B，実験原理・方法を修得する．第4班がは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実D→A→B→Cと大テーマの取り組み及び達成度で評価する．を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．巡回していく．班分けは出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実する．ここには出席番号順で等分することにより行う．本実験は，担当教員の実，実験原理・方法を修得する．第1班がの取り組み及び達成度で評価する．計画を通じて修得した知識を確認するとともに，実験原理・方法を修得する．示す．す．
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科　目

担当教員 電子工学科講義科目担当教員

対象学年等

学習・教育目標 B1(30%), B2(10%), C2(60%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．最終発表会，報告書を評価シートで評価する．を評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．する．

4 中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．最終発表会の質疑応答を評価シートで評価する．質疑応答を評価シートで評価する．を評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．する．

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 各研究テーマに関する文献・論文等テーマに関する文献・論文等に関する文献・論文等関する文献・論文等する文献・論文等

参考書 各研究テーマに関する文献・論文等テーマに関する文献・論文等に関する文献・論文等関する文献・論文等する文献・論文等

関連科目 電子工学実験実習

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

卒業研究テーマに関する文献・論文等 (Graduation Thesis)

電子工学科・5年・通年・必修・9単位【研究テーマに関する文献・論文等】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

特定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究の質疑応答を評価シートで評価する．テーマに関する文献・論文等を評価シートで評価する．設定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究し，授業等で評価する．修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究を評価シートで評価する．総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究計画的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等指導教官のもとで研究を行う．研究の質疑応答を評価シートで評価する．もと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究で評価する．研究テーマに関する文献・論文等を評価シートで評価する．行う．研究う．研究テーマに関する文献・論文等
を評価シートで評価する．通じて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およへの質疑応答を評価シートで評価する．接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およの質疑応答を評価シートで評価する．方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およし，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およや実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ実験，理論的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およどの質疑応答を評価シートで評価する．問題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ決の手順を修得して，総合力およの質疑応答を評価シートで評価する．手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究力およおよ
び最終発表会，報告書を評価シートで評価する．デザイン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．能力およを評価シートで評価する．高める．また知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，研究テーマに関する文献・論文等成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．を評価シートで評価する．口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．で評価する．発表し論文に関する文献・論文等まと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究めること技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究で評価する．コミュニケーション能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．能力およを評価シートで評価する．身につける．に関する文献・論文等つ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究ける．

【C2】研究テーマに関する文献・論文等活動：研究テーマに関する文献・論文等テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．背景と目標を的確に把握し十分な準備活と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究目標を的確に把握し十分な準備活を評価シートで評価する．的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究確に把握し十分な準備活に関する文献・論文等把握し十分な準備活し十分な準備活な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ準備活
動を評価シートで評価する．行う．研究い，指導教官のもとで研究を行う．研究，共同研究テーマに関する文献・論文等者と連携しながら自主的に研究を遂行できと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究連携しながら自主的に研究を遂行できしな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およがら自主的に研究を遂行でき自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等研究テーマに関する文献・論文等を評価シートで評価する．遂行う．研究で評価する．き
る．

研究テーマに関する文献・論文等への質疑応答を評価シートで評価する．取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するり組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価する組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するみ，達成度シラバスと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究卒業研究テーマに関する文献・論文等報告書を評価シートで評価する．の質疑応答を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価するを評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．する
．

【C2】研究テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．発展性：得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究ら自主的に研究を遂行できれた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究研究テーマに関する文献・論文等結果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．を評価シートで評価する．深く考察し，今後の課題等を示く考察し，今後の課題等を示考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およし，今後の課題等を示の質疑応答を評価シートで評価する．課題への接近の方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ等を評価シートで評価する．示
し，研究テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．発展性を評価シートで評価する．展望することができる．すること技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究がで評価する．きる．

研究テーマに関する文献・論文等活動の質疑応答を評価シートで評価する．状況，研究テーマに関する文献・論文等成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究卒業研究テーマに関する文献・論文等報告書を評価シートで評価する．の質疑応答を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価するを評価シートで評価する．評価シートで評価する．シートで評価する．で評価する．評価シートで評価する．す
る．

【B1】発表および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．報告書を評価シートで評価する．：研究テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．発表方法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．工夫し，与えられた時間内にし，与えられた時間内にえら自主的に研究を遂行できれた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．内に関する文献・論文等
明瞭でわかりやすく発表できる．また．報告書が合理的な構成で研究全体で評価する．わかり組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するや実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およすく考察し，今後の課題等を示発表で評価する．きる．また知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究．報告書を評価シートで評価する．が合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究理的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ構成で評価する．研究テーマに関する文献・論文等全体
が簡潔・的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究確に把握し十分な準備活に関する文献・論文等まと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究めること技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究がで評価する．きる．

【B2】質疑応答を評価シートで評価する．：質問の質疑応答を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価するを評価シートで評価する．把握し十分な準備活し，質問者と連携しながら自主的に研究を遂行できに関する文献・論文等的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究確に把握し十分な準備活に関する文献・論文等回答を評価シートで評価する．で評価する．きる．

研究テーマに関する文献・論文等活動(C-2)30%，研究テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．発展性(C-2)20%，卒業研究テーマに関する文献・論文等報告書を評価シートで評価する．の質疑応答を評価シートで評価する．構成(B-1)20%，卒業研究テーマに関する文献・論文等発表の質疑応答を評価シートで評価する．内容を評価シートで評価する(C-2)10%，その質疑応答を評価シートで評価する．
発表(B-1)10%，質疑応答を評価シートで評価する．(B-2)10%と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究評価シートで評価する．と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究し， 総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究評価シートで評価する．は100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を評価シートで評価する．合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究格とする．と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究する．

履修上のの評価方法と基準
注意事項

卒業研究テーマに関する文献・論文等は，5年間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．学んで評価する．きた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究こと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究を評価シートで評価する．発展させて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究自ら自主的に研究を遂行でき創意工夫し，与えられた時間内にする高専生活の質疑応答を評価シートで評価する．集大成で評価する．あり組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価する，本来，単純な授業時間で区な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ授業時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．で評価する．区
切られるものではない．研究の進捗に応じて，指定されている時間以外の空いている時間も卒業研究として活用すること．ら自主的に研究を遂行できれるもの質疑応答を評価シートで評価する．で評価する．はな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およい．研究テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．進捗に応じて，指定されている時間以外の空いている時間も卒業研究として活用すること．に関する文献・論文等応じて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，指定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究されて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究いる時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．以外の空いている時間も卒業研究として活用すること．の質疑応答を評価シートで評価する．空いている時間も卒業研究として活用すること．いて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究いる時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．も卒業研究テーマに関する文献・論文等と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究活用すること．すること技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究．

D-169



授業の計画（卒業の研究）

内容（テーマ，目標，準備など）目標，目標，準備など）準備など）など）

中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．試験および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究期試験は実施しない．しな考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およい．

■卒業研究テーマに関する文献・論文等の質疑応答を評価シートで評価する．進め方
教員の質疑応答を評価シートで評価する．指導の質疑応答を評価シートで評価する．もと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等，輪講・文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ・実験・研究テーマに関する文献・論文等発表・討論な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およどを評価シートで評価する．行う．研究う．卒業研究テーマに関する文献・論文等は，各学生の質疑応答を評価シートで評価する．自主性を評価シートで評価する．尊重して進められるのして自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究進めら自主的に研究を遂行できれるの質疑応答を評価シートで評価する．
で評価する．，積極的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究・計画的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等取り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するり組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価する組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するむこと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究が重して進められるの要である．で評価する．ある．

■年間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．スケジュール
例年の質疑応答を評価シートで評価する．年間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．スケジュールは以下のとおりである．今年度も同様に行う予定であるが，多少変更することがある．の質疑応答を評価シートで評価する．と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究おり組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価するで評価する．ある．今年度シラバスも同様に行う予定であるが，多少変更することがある．に関する文献・論文等行う．研究う予定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究で評価する．あるが，多少変更することがある．すること技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究がある．
 前年度シラバスの質疑応答を評価シートで評価する．3月上を合格とする．旬に配属決定，に関する文献・論文等配属決の手順を修得して，総合力およ定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究，
 10月上を合格とする．旬に配属決定，に関する文献・論文等中間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．報告会，
 2月上を合格とする．旬に配属決定，に関する文献・論文等卒業研究テーマに関する文献・論文等報告書を評価シートで評価する．提出，
 2月下のとおりである．今年度も同様に行う予定であるが，多少変更することがある．旬に配属決定，に関する文献・論文等最終報告会を評価シートで評価する．行う．研究う予定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究で評価する．ある.

■主な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ研究テーマに関する文献・論文等テーマに関する文献・論文等一覧
上を合格とする．級者と連携しながら自主的に研究を遂行できと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究初心者と連携しながら自主的に研究を遂行できを評価シートで評価する．つ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およぐあえて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究手間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．がかかるテトで評価する．リスTUI
離れて暮らす高齢家族を見守るプライバシ配慮スケールチェアれて自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究暮らす高齢家族を見守るプライバシ配慮スケールチェアら自主的に研究を遂行できす高齢家族を見守るプライバシ配慮スケールチェアを評価シートで評価する．見守るプライバシ配慮スケールチェアるプライバシ配慮スケールチェアスケールチェア
9軸慣性セン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．サを用いた指揮棒型デバイスによる音響操作を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究指揮棒型デバイスによる音響操作デバイスに関する文献・論文等よる音響操作
AI対立討論を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究選択理由の自覚支援の質疑応答を評価シートで評価する．自覚支援
静電容を評価シートで評価する量方式タッチセンサを用いた扉表面操作型キーレス開錠システムタッチセン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．サを用いた指揮棒型デバイスによる音響操作を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究扉表面操作型デバイスによる音響操作キーレス開錠システムシステム
AI予測とスマートフォン計測を統合した靴選択支援アプリの開発と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究スマに関する文献・論文等ートで評価する．フォン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．計測とスマートフォン計測を統合した靴選択支援アプリの開発を評価シートで評価する．統合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究靴選択支援アプリの質疑応答を評価シートで評価する．開発
日常記録を活用した精神疾患の早期リスク検知支援システムの開発を評価シートで評価する．活用すること．した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究精神疾患の早期リスク検知支援システムの開発の質疑応答を評価シートで評価する．早期リスク検知支援システムの開発検知支援システムの質疑応答を評価シートで評価する．開発
Docker環境を用いたローカルを評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究ローカルLLM監視とデータ流出リスク分析と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究データ流出リスク検知支援システムの開発分な準備活析
多視とデータ流出リスク分析点X線画像解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ析に関する文献・論文等よる大腿骨転子部骨折診断支援システムの質疑応答を評価シートで評価する．精度シラバス向上を合格とする．に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
深く考察し，今後の課題等を示層学習モデルを評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究大腿骨転子部骨折の質疑応答を評価シートで評価する．自動分な準備活類と診断支援に関する研究と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究診断支援に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
OpenBCIを評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究SSVEPに関する文献・論文等よるBCIの質疑応答を評価シートで評価する．検討と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究応用すること．
ウェアラブルカメラを評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究視とデータ流出リスク分析覚障がい者のための歩行支援システムの構築がい者と連携しながら自主的に研究を遂行できの質疑応答を評価シートで評価する．た知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究めの質疑応答を評価シートで評価する．歩行う．研究支援システムの質疑応答を評価シートで評価する．構築
AR/VR空いている時間も卒業研究として活用すること．間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．に関する文献・論文等おけるハン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．ドトで評価する．ラッキン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．グと電気・視覚刺激を用いた擬似触覚提示システムの開発と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究電気・視とデータ流出リスク分析覚刺激を用いた擬似触覚提示システムの開発を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究擬似触覚提示システムの質疑応答を評価シートで評価する．開発
剣道における視線解析に基づくに関する文献・論文等おける視とデータ流出リスク分析線解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ析に関する文献・論文等基づくづく考察し，今後の課題等を示VRトで評価する．レーニン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．グと電気・視覚刺激を用いた擬似触覚提示システムの開発システムの質疑応答を評価シートで評価する．構築
外の空いている時間も卒業研究として活用すること．部刺激を用いた擬似触覚提示システムの開発を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究パーキン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．ソン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．病患の早期リスク検知支援システムの開発者と連携しながら自主的に研究を遂行できの質疑応答を評価シートで評価する．運動機能支援システムの質疑応答を評価シートで評価する．開発
液晶・高分な準備活子材料を用いた光回折型デバイスの複屈折特性の測定と解析に関する研究を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究光回折型デバイスによる音響操作デバイスの質疑応答を評価シートで評価する．複屈折特性の質疑応答を評価シートで評価する．測とスマートフォン計測を統合した靴選択支援アプリの開発定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ析に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
光散乱機能を評価シートで評価する．有する調光機能デバイスの光学特性と内部構造評価に関する研究する調光機能デバイスの質疑応答を評価シートで評価する．光学特性と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究内部構造評価シートで評価する．に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
超音波画像に関する文献・論文等おけるエッジの質疑応答を評価シートで評価する．検出
スペク検知支援システムの開発トで評価する．ル減算法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およに関する文献・論文等よるミュージカルノイズの軽減に関する研究の質疑応答を評価シートで評価する．軽減に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
酸素と窒素の比率を制御した と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究窒素と窒素の比率を制御した の質疑応答を評価シートで評価する．比率を制御した を評価シートで評価する．制御した した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究 MOD 法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およに関する文献・論文等よる Ce 磁性ガーネットで評価する．の質疑応答を評価シートで評価する．作製
Bi-RIG の質疑応答を評価シートで評価する．希土類と診断支援に関する研究元素と窒素の比率を制御した の質疑応答を評価シートで評価する．違いと いと技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究 MOD 法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およに関する文献・論文等よる製膜条件および物性の比較評価および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．物性の質疑応答を評価シートで評価する．比較評価シートで評価する．
カルコパイライトで評価する．型デバイスによる音響操作半導体 CuAlS2 に関する文献・論文等よるエレク検知支援システムの開発トで評価する．ロク検知支援システムの開発ロミック検知支援システムの開発の質疑応答を評価シートで評価する．実現
複数の希土類元素を用いた磁性ガーネット薄膜の作製に関する研究の質疑応答を評価シートで評価する．希土類と診断支援に関する研究元素と窒素の比率を制御した を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究磁性ガーネットで評価する．薄膜の質疑応答を評価シートで評価する．作製に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
原料を用いた光回折型デバイスの複屈折特性の測定と解析に関する研究溶液濃度シラバス調整によるスピン波伝搬用 に関する文献・論文等よるスピン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．波伝搬用すること． YIG 薄膜の質疑応答を評価シートで評価する．膜厚制御した 
広帯域大電力およマに関する文献・論文等イク検知支援システムの開発ロ波の質疑応答を評価シートで評価する．発生に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等変化するプラズマ密度の測定に関する研究するプラズの軽減に関する研究マに関する文献・論文等密度シラバスの質疑応答を評価シートで評価する．測とスマートフォン計測を統合した靴選択支援アプリの開発定のテーマを設定し，授業等で修得した知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
マに関する文献・論文等イク検知支援システムの開発ロ波照射による植物の活性化に関する研究に関する文献・論文等よる植物の質疑応答を評価シートで評価する．活性化するプラズマ密度の測定に関する研究に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
プラズの軽減に関する研究マに関する文献・論文等照射による植物の活性化に関する研究に関する文献・論文等よる植物の質疑応答を評価シートで評価する．活性化するプラズマ密度の測定に関する研究に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
時間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．経過によるナイロン弦の振動特性変化の計測システム開発に関する文献・論文等よるナイロン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．弦の振動特性変化の計測システム開発の質疑応答を評価シートで評価する．振動特性変化するプラズマ密度の測定に関する研究の質疑応答を評価シートで評価する．計測とスマートフォン計測を統合した靴選択支援アプリの開発システム開発
モン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．テカルロ法を理解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およを評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究縦型デバイスによる音響操作SiC-MOSFETの質疑応答を評価シートで評価する．電気的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究特性の質疑応答を評価シートで評価する．解し，文献調査や実験，理論的な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ析
SiC-MESFETの質疑応答を評価シートで評価する．電気特性シミュレータの質疑応答を評価シートで評価する．信頼性向上を合格とする．に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
MOSFETの質疑応答を評価シートで評価する．フォノン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．輸送シミュレーターの開発に関する研究シミュレーターの質疑応答を評価シートで評価する．開発に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
ESP32に関する文献・論文等おける音声処理アルゴリズの軽減に関する研究ムの質疑応答を評価シートで評価する．リアルタイム性能評価シートで評価する．
光学顕微鏡画像を評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究微小粒子の質疑応答を評価シートで評価する．3次元モデル化するプラズマ密度の測定に関する研究に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
PF-Netを評価シートで評価する．用すること．いた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究3D点群データの欠損補間に関する研究データの質疑応答を評価シートで評価する．欠損補間および最終発表会，報告書を評価シートで評価する．に関する文献・論文等関する文献・論文等する研究テーマに関する文献・論文等
状態オートマトンに基づく人の割り込みを伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化オートで評価する．マに関する文献・論文等トで評価する．ン能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．に関する文献・論文等基づくづく考察し，今後の課題等を示人の割り込みを伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化の質疑応答を評価シートで評価する．割り込みを伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化り組み，達成度と卒業研究報告書の内容を評価シートで評価する込みを伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化みを評価シートで評価する．伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化う階層型デバイスによる音響操作模倣学習に関する文献・論文等よる複数の希土類元素を用いた磁性ガーネット薄膜の作製に関する研究工程土工作業の質疑応答を評価シートで評価する．自動化するプラズマ密度の測定に関する研究
人の割り込みを伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化型デバイスによる音響操作ロボットで評価する．の質疑応答を評価シートで評価する．自律化するプラズマ密度の測定に関する研究に関する文献・論文等向けた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究双腕模倣学習　- 皿洗い作業を通じたシミュレーション検証 い作業を評価シートで評価する．通じた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究シミュレーション能力を高める．また，研究成果を口頭で発表し論文にまとめることでコミュニケーション能力を身につける．検証 - 
安全な考察などの問題解決の手順を修得して，総合力およ人の割り込みを伴う階層型模倣学習による複数工程土工作業の自動化ロボットで評価する．協調作業の質疑応答を評価シートで評価する．実現に関する文献・論文等向けた知識と技術を総合して自主的かつ計画的に指導教官のもとで研究を行う．研究自然言語による説明性を有する模倣学習に関する文献・論文等よる説明性を評価シートで評価する．有する調光機能デバイスの光学特性と内部構造評価に関する研究する模倣学習

備など）
考

D-170



科　目

担当教員 木場 隼介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 B4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 適宜，資料・プリントを配付する．プリントを配付する．を配付する．配付する．する．

参考書

関連科目

語学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．においては，学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．らが継続的に実践をおこなうことを期待する．継続的に実践をおこなうことを期待する．に実践をおこなうことを期待する．を配付する．おこなうことを配付する．期待する．する．

神戸市立工業高等専門学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．校 2026年度シラバスシラバス

工業英語 (ESP, Engineering)

電子工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．科・プリントを配付する．5年・プリントを配付する．前期・プリントを配付する．選択・プリントを配付する．2単位【講義】 ( 学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本科目では，電子工学・工学全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをでは，電子工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．・プリントを配付する．工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをに関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文記事・プリントを配付する．論文等を配付する．題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをに，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをで役立つ英語力の基礎を養うことを英語力の基礎を養うことをの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．基礎を養うことをを配付する．養うことをうことを配付する．
目では，電子工学・工学全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことを標とする．言語障壁の解消手段として急速に発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のとする．言語障壁の解消手段として急速に発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．解消手段として急速に発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のとして急速に発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のに発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のしており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のも期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の期待する．されている機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．利点・プリントを配付する．欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．
仕方と注意点についても学習する．と注意点につ英語力の基礎を養うことをいても期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．習する．

【B4】工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．的に実践をおこなうことを期待する．題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．英文を配付する．理解するための習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．必要語彙を習得することがでを配付する．習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．することが継続的に実践をおこなうことを期待する．で
きる． 必要語彙を習得することがでを配付する．習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．できているかを配付する．中間試験，定期試験及び小テストで評価する．び小テストで評価する．小テストで評価する．テストを配付する．で評価する．する．

【B4】文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．を配付する．理解し意味を的確に捉えることができる．を配付する．的に実践をおこなうことを期待する．確に捉えることができる．に捉えることができる．えることが継続的に実践をおこなうことを期待する．できる．
文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．を配付する．理解し意味を的確に捉えることができる．を配付する．的に実践をおこなうことを期待する．確に捉えることができる．に捉えることができる．えることが継続的に実践をおこなうことを期待する．できるかを配付する．中間試験，定期試験，小テストで評価する．
テストを配付する．及び小テストで評価する．び小テストで評価する．レポートを配付する．で評価する．する．

【B4】語彙を習得することがでと文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．知識をもとに，自ら英文を組み立てることができる．を配付する．も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のとに，自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．ら英文を配付する．組み立てることができる．み立てることができる．立てることが継続的に実践をおこなうことを期待する．できる．
語彙を習得することがでと文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．知識をもとに，自ら英文を組み立てることができる．を配付する．も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のとに自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．ら英文を配付する．組み立てることができる．み立てることができる．立てることが継続的に実践をおこなうことを期待する．できるかを配付する．中間試
験，定期試験，小テストで評価する．テストを配付する．及び小テストで評価する．び小テストで評価する．レポートを配付する．で評価する．する．

【B4】英文の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．を配付する．理解し，英語で要約を作成することができる．を配付する．作成することができる．することが継続的に実践をおこなうことを期待する．できる． 英文の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．を配付する．理解し，英語で要約を作成することができる．を配付する．作成することができる．することが継続的に実践をおこなうことを期待する．できるかを配付する．中間試験，定期
試験，小テストで評価する．テストを配付する．及び小テストで評価する．び小テストで評価する．レポートを配付する．で評価する．する．

【B4】機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．利点・プリントを配付する．欠点を配付する．理解し，正しい活用ができる．しい活用のが継続的に実践をおこなうことを期待する．できる．
機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．利点と欠点を配付する．理解したうえで正しい活用ができる．しい活用のが継続的に実践をおこなうことを期待する．できているかを配付する．，レポー
トを配付する．で評価する．する．

成することができる．績は，試験は，試験70%　レポートを配付する．15%　小テストで評価する．テストを配付する．15%　として評価する．する．なお，試験成することができる．績は，試験は，中間試験と定期試験の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．平均点とす
る．100点満点で60点以上を合格とする．担当教員の判断により臨時試験を行うことがある．を配付する．合格とする．担当教員の判断により臨時試験を行うことがある．とする．担当教員の判断により臨時試験を行うことがある．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．判断により臨時試験を行うことがある．により今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の臨時試験を配付する．行うことがある．うことが継続的に実践をおこなうことを期待する．ある．

BBC Future（インターネットサイト）インターネットを配付する．サイトを配付する．）
CNN English Express（インターネットサイト）雑誌）
The Japan Times（インターネットサイト）オンラインニュース）
NHK World（インターネットサイト）オンライン情報番組み立てることができる．）

英語(1～3年)，英語演習(3～5年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（工業の英語）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 オリエンテーション・プリントを配付する．文法要点の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．復習

2

3

4

5

6

7

8 中間試験

9

10

11

12

13

14

15 復習・プリントを配付する．演習および小テストで評価する．科目では，電子工学・工学全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことを総まとめまとめ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

授業の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．臨み立てることができる．方と注意点についても学習する．・プリントを配付する．進め方及び評価方法について説明するとともに， これまでの英語系科目で習ってきた読解に重要な文法事項にめ方と注意点についても学習する．及び小テストで評価する．び小テストで評価する．評価する．方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて説明するとともに， これまでの英語系科目で習ってきた読解に重要な文法事項にするととも期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のに， これまでの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．英語系科目では，電子工学・工学全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをで習ってきた読解に重要な文法事項にに
つ英語力の基礎を養うことをいて復習を配付する．行うことがある．う．

文法要点の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．復習・プリントを配付する．Theme 1 前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に続き文法事項ににつ英語力の基礎を養うことをいて復習を配付する．行うことがある．ったの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．ち，Theme 1(工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをに関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．につ英語力の基礎を養うことをいて概説する．また，機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．
代表例について紹介し，実際に使用し，体感し，考察を行うための演習を提示する．につ英語力の基礎を養うことをいて紹介し，実際に使用し，体感し，考察を行うための演習を提示する．に使用のし，体感し，考察を行うための演習を提示する．し，考察を行うための演習を提示する．を配付する．行うことがある．うための習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．する．

Theme 1， 2
前回に続き文法事項について復習を行ったのち，提示する．した演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．い， 機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， やメリット・デメリットについて解説したのち， メリットを配付する．・プリントを配付する．デメリットを配付する．につ英語力の基礎を養うことをいて解説したの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．ち， Theme 
2(工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをに関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．する． 文中の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．単語の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．判別が文構造の把握に役立つことを理解する．が継続的に実践をおこなうことを期待する．文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．把握に役立つことを理解する．に役立つ英語力の基礎を養うことをことを配付する．理解する．

Theme2， 3
前回に続き文法事項について復習を行ったのち，提示する．した演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う． 次に， に， Theme 3(電子工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．し， 実施する． する． 
前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き文中の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．単語の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．判別が文構造の把握に役立つことを理解する．が継続的に実践をおこなうことを期待する．文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．把握に役立つことを理解する．に役立つ英語力の基礎を養うことをことを配付する．理解する． また， 背景知識をもとに，自ら英文を組み立てることができる．を配付する．理解することの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．重要性もも期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の
理解する．

Theme 3， 4
前回に続き文法事項について復習を行ったのち，提示する．した演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う．Theme 4(電子工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．し，実施する． する．文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．
正しい活用ができる．確に捉えることができる．な把握に役立つことを理解する．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解するととも期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のに，前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き，背景知識をもとに，自ら英文を組み立てることができる．を配付する．理解することの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．重要性もも期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の理解する．

Theme 4， 5 前回に続き文法事項について復習を行ったのち，提示する．した演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う．Theme 5 (電子工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．と医用の工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする内容を理解し，英語で要約を作成することができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．す
る．前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．正しい活用ができる．確に捉えることができる．な把握に役立つことを理解する．の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解する．

Theme 5， 復習・プリントを配付する．演習 前回に続き文法事項について復習を行ったのち，提示する．した演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う．Theme5までの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．授業内容を理解し，英語で要約を作成することができる．につ英語力の基礎を養うことをいて復習と演習を配付する．行うことがある．う．

第1回に続き文法事項について復習を行ったのち，～第7回に続き文法事項について復習を行ったのち，の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．につ英語力の基礎を養うことをいて中間試験を配付する．行うことがある．う．

中間試験の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．解答・プリントを配付する．解説， Theme 6～8
中間試験の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．返却を行い問題の解説を行う． 次に， を配付する．行うことがある．い問題の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．解説を配付する．行うことがある．う． 次に， に， Theme 6～8(CT， MRI， PETなどの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．医工学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．技術に関する英文に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提
示する．する． 文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．を配付する．把握に役立つことを理解する．しなが継続的に実践をおこなうことを期待する．ら， 正しい活用ができる．確に捉えることができる．かつ英語力の基礎を養うことをできる限り速く文意を把握する方法について理解する．り今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の速に発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のく文意を把握する方法について理解する．文意を配付する．把握に役立つことを理解する．する方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解する．

Theme 6～8の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．フィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， ・プリントを配付する．解説(1) Theme 6～8の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う．前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き， 文構造を理解し意味を的確に捉えることができる．を配付する．把握に役立つことを理解する．しなが継続的に実践をおこなうことを期待する．ら， 正しい活用ができる．確に捉えることができる．かつ英語力の基礎を養うことをできる限り速く文意を把握する方法について理解する．り今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の速に発展しており今後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のく文意を把握する方法について理解する．文
意を配付する．把握に役立つことを理解する．する方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解する．

Theme 6～8の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．フィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， ・プリントを配付する．解説(2)， Theme 9
前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に続いて， Theme 6～8の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う． 次に， に， Theme 9(航空分野に関する英文に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提
示する．する． 前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き， 要点を配付する．汲み取る方法について理解する．み立てることができる．取る方法について理解する．る方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解する．

Theme 9， 10 Theme 9の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う． 次に， に， Theme 10(航空分野に関する英文に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．する． これまで
の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．知識をもとに，自ら英文を組み立てることができる．を配付する．総まとめ合して， 簡潔な英文を用いて要約を自分で作成する方法について理解する．な英文を配付する．用のいて要約を作成することができる．を配付する．自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．分で作成することができる．する方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解する．

Theme 10， 11
Theme 10の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う． 次に， に， Theme 11(航空分野に関する英文に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをする英文)の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習を配付する．提示する．する． 前回に続き文法事項について復習を行ったのち，に
引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き， これまでの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．知識をもとに，自ら英文を組み立てることができる．を配付する．総まとめ合して， 簡潔な英文を用いて要約を自分で作成する方法について理解する．な英文を配付する．用のいて要約を作成することができる．を配付する．自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．分で作成することができる．する方と注意点についても学習する．法につ英語力の基礎を養うことをいて理解する．

Theme 11， 復習・プリントを配付する．演習 Theme 11の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．演習に対するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， するフィードバックと解説を行い， 機械翻訳の特徴やメリット・デメリットについて解説したのち， と解説を配付する．行うことがある．う． 次に， に， 第9回に続き文法事項について復習を行ったのち，～第14回に続き文法事項について復習を行ったのち，の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．につ英語力の基礎を養うことをいて復習と演習を配付する．行うことがある．う．

引き続き文中の単語の品詞の判別が文構造の把握に役立つことを理解する． また， 背景知識を理解することの重要性もき続き第9回に続き文法事項について復習を行ったのち，～第14回に続き文法事項について復習を行ったのち，の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．につ英語力の基礎を養うことをいて復習と演習を配付する．行うことがある．う． また， 本授業の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．総まとめ括を行いまとめとする．を配付する．行うことがある．いまとめとする．

備など）
考

前期中間試験および小テストで評価する．前期定期試験を配付する．実施する． する．
本科目では，電子工学・工学全般に関する英文記事・論文等を題材に，研究開発業務で役立つ英語力の基礎を養うことをの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．修得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．には，30 時間の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．授業の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．受講と 60 時間の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．事前・プリントを配付する．事後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．己学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．習が継続的に実践をおこなうことを期待する．必要である．事前学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．習では，次に， 回に続き文法事項について復習を行ったのち，の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．テーマ英文の予習を行い，単語の意味を調べる・翻訳を行う英文の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．予習を配付する．行うことがある．い，単語の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．意味を的確に捉えることができる．を配付する．調べる・翻訳を行うべる・プリントを配付する．翻訳の利点・欠点，活用のを配付する．行うことがある．う
などして，各自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．で理解できないところを配付する．整理しておく文意を把握する方法について理解する．こと．事後の展望も期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用の学の習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．習では，授業で現れた語彙の復習を行うとともに，授業で課題が課された場合はその内容を実施し，指示がある場れた語彙を習得することがでの習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．復習を配付する．行うことがある．うととも期待されている機械翻訳の利点・欠点，活用のに，授業で課題が継続的に実践をおこなうことを期待する．課された場合はその習得においては，学生自らが継続的に実践をおこなうことを期待する．内容を理解し，英語で要約を作成することができる．を配付する．実施する． し，指示する．が継続的に実践をおこなうことを期待する．ある場
合は提出すること．すること．
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科　目

担当教員 髙田 崚介 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．え，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．らが積極的に実践をおこなうことを期待する．積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実践をおこなうことを期待する．をおこなうことを期待する．する．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電子応用 (Applied Electronic Engineering)

電子工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

さまざまな入出力装置を利用して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒを利用して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒる舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．作用し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒと情報をやり取りできる装置である「ヒをや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒり取りできる装置である「ヒ取りできる装置である「ヒり取りできる装置である「ヒできる装置を利用して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒである「ヒヒ
ューマン・インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース」に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ設計・評価方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なえて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒヒューマンエラーの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ために加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．必要なな
人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理モデルも学ぶ．も学ぶ．学ぶ．

【A4-D2】人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理モデルも学ぶ．が積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．
ヒトの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期メカニズム，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．処理に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるかを中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期
試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

【A4-D2】ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース設計を理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．
適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期なユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．設計方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるか，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期
試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

【A4-D2】ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース評価を理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる
適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期なユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．評価方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるか，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期
試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

【A4-D2】ヒューマンエラーの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なと原因，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対策が理解できる．が積極的に実践をおこなうことを期待する．理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる． ユーザの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．入力に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．誤りが含まれていた場合の原因とその対策ついて理解できてり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．含まれていた場合の原因とその対策ついて理解できてまれて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいた場合の原因とその対策ついて理解できての理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．原因とその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対策が理解できる．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．できて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ
いるか，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験・定期試験・レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．て人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．

成績は，試験は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．試験70%　レポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期30%　として人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ評価する．試験成績は，試験は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中間の情報処理モデルも学ぶ．試験と定期試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で60
点とする．以上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．を合の原因とその対策ついて理解できて格とする．とする．

「ヒイラストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期で学ぶヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．北原義典（講談社）
配付プリントプリントの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期

「ヒイラストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期で学ぶ認知科学」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．北原義典（講談社）
「ヒ誰のためのデザイン？，の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ための理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．デザイン？，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D.A.ノーマン（新曜社）
「ヒ失敗から学ぶユーザインタフェース 世界はから学ぶユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース 世界ははBADUI(バッド・ユーアイ)であふれて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中村聡史（技術評論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．社）
「ヒ認知バイアス辞典」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．山崎，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．宮代，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．菊池（フォレストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期出版）

D3「ヒ計測工学」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D4「ヒ応用数学，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．数値解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析」，」，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．D5「ヒ電子計測」

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（電子応用）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース概論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．

2 コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒとヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース

3 人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理モデルも学ぶ．

4

5 人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．中心設計

6 入出力系設計

7 演習 これまでの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関連した，アプリケーション制作演習を行う．した，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．アプリケーション制作演習を行う．う．

8 中間の情報処理モデルも学ぶ．試験

9 中間の情報処理モデルも学ぶ．試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．返却・解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説と概論と概論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．

10 インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクション系設計とユーザの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．アシストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期

11 ユーザビリティ評価評価

12

13

14 インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクションの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．拡張

15 総括 これまで学んだヒューマンインタフェースについて総括する．ヒューマンインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ総括する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．が積極的に実践をおこなうことを期待する．道具を使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のを使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のい始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のめたときから「ヒユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のは生じて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいた．この理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．言葉は，特に近年はコンピュータと人のは，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特に近年はコンピュータと人のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．近年はコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒと人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
会話手段を指して用いられている．これまで学んだ電子工学からコンピュータについて説明し，人のためのコンピュータおよびそを指して用いられている．これまで学んだ電子工学からコンピュータについて説明し，人のためのコンピュータおよびそして人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ用いられて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．これまで学んだヒューマンインタフェースについて総括する．電子工学からコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ説と概論明し，人のためのコンピュータおよびそし，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ための理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒおよびそ
の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．かかわり取りできる装置である「ヒ方を学ぶ．

コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．進化によって，より人が使いやすいインタフェースが登場した．特にグラフィカルユーザインタフェース（に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．よって人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．より取りできる装置である「ヒ人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のいや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒすいインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースが積極的に実践をおこなうことを期待する．登場した．特に近年はコンピュータと人のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．グラフィ評価カルも学ぶ．ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェース（GUI）の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．登
場は革命的に実践をおこなうことを期待する．であり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．身近に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．利用されて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．GUIを発展させた種々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をさせた種々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースも学ぶ．あり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．これらインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．歴史的に実践をおこなうことを期待する．変遷をを
学ぶ．

近年は人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期（センサ）およびその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒ処理過程が明らかになってきている．我々の体自身のインタフェースについて学びが積極的に実践をおこなうことを期待する．明し，人のためのコンピュータおよびそらかに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．なって人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒきて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．我々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．体自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．身の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ学び
，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特に近年はコンピュータと人のに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヒックの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な則，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．フィ評価ッツの法則，キーストロークレベルモデル等，我々の特性を明らかにしたモデルを学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な則，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．キーストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ロークレベルも学ぶ．モデルも学ぶ．等，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．我々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．特に近年はコンピュータと人の性を明らかにしたモデルを学ぶ．を明し，人のためのコンピュータおよびそらかに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．したモデルも学ぶ．を学ぶ．

ヒューマンエラーとBADUI
コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．操作の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．エラーに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．身に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．起因するエラーおよびユーザに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．起因するエラーが積極的に実践をおこなうことを期待する．存在する．このうちユーする．この理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．うちユーユー
ザ起因の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．エラーの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なおよびその理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．理由について学び，対策方法を学ぶ．また，ついついエラーを誘起してしまう世の中に溢れるに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．対策が理解できる．方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．また，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついついエラーを誘起して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒしまう世の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．中に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．溢れるれる
BADUIの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．

ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．位概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人のとして人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒユーザエクスペリエンス（体験）中心的に実践をおこなうことを期待する．な設計が積極的に実践をおこなうことを期待する．叫ばれている．ユーザにとって「気持ち良ばれて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．ユーザに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．とって人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ「ヒ気持ち良ちユー良
い」インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースとはなに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．か，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．どの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ように加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．設計すればよいかを学ぶ．

ユーザとコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．相互に情報を伝えるための入出力インタフェースについて，その種類および特性を学び，適切な入出力イに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．情報をやり取りできる装置である「ヒを伝えるための入出力インタフェースについて，その種類および特性を学び，適切な入出力イえるための理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．入出力インタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なおよび特に近年はコンピュータと人の性を明らかにしたモデルを学ぶ．を学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期な入出力イ
ンタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースを選択・評価する方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ学ぶ．

第1～7回までの内容について試験する．までの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．内容について試験する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ試験する．

中間の情報処理モデルも学ぶ．試験の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．返却・解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説と概論を行う．うととも学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．10回までの内容について試験する．目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．～14回までの内容について試験する．目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．扱うトピックスについて概要を説明する．うトの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ピックスに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ概要なを説と概論明し，人のためのコンピュータおよびそする．

ユーザとコンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒが積極的に実践をおこなうことを期待する．双方向に入出力を行う「インタラクション」について，適切な分析・設計ができるように事例を交えて解説に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．入出力を行う．う「ヒインタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクション」に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．適切なユーザインタフェースの設計方法を理解できているか，中間試験・定期な分析」，・設計が積極的に実践をおこなうことを期待する．できるように加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なえて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．説と概論
する．またユーザが積極的に実践をおこなうことを期待する．望む体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にむ体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的に体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にするために加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヘルも学ぶ．プや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒチュートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期リアルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ようなマニュアルも学ぶ．的に実践をおこなうことを期待する．な習熟手法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なから，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．明し，人のためのコンピュータおよびそ示的に実践をおこなうことを期待する．・暗黙的に実践をおこなうことを期待する．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
ユーザをAI等が積極的に実践をおこなうことを期待する．補助する方法を学ぶ．する方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．

ユーザインタと情報をやり取りできる装置である「ヒフェースを設計・実装した際に，その使用感やエラー率を正しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．その理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．使い始めたときから「ユーザインタフェース」という概念は生じていた．この言葉は，特に近年はコンピュータと人の用感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒエラー率を正しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指を正しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指しく評価することで，改善を図ることができる．評価の指評価することで，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．改善を図ることができる．評価の指を図ることができる．評価の指ることが積極的に実践をおこなうことを期待する．できる．評価の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．指して用いられている．これまで学んだ電子工学からコンピュータについて説明し，人のためのコンピュータおよびそ
標や手法，解析方法を学ぶ．またや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ手法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．析」，方法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なを学ぶ．またp値ハッキング等の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．御法を学び，実例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要な度シラバスも学ぶ．学ぶ．

VRとメタと情報をやり取りできる装置である「ヒバース メディ評価アの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．歴史を学び，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．メディ評価アの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．一例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なとして人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ近年隆盛しているバーチャルリアリティ（仮想現実感）やメタバースの定義や事例や，して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいるバーチャルも学ぶ．リアリティ評価（仮想現実感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ）や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒメタと情報をやり取りできる装置である「ヒバースの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．定義や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．
メディ評価アを通した人間の体験や知覚への影響を学ぶ．した人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．体験や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ知覚への理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．影響を学ぶ．を学ぶ．

GUIデザイン演習
第2回までの内容について試験する．で学んだヒューマンインタフェースについて総括する．GUIに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．視覚的に実践をおこなうことを期待する．な理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．が積極的に実践をおこなうことを期待する．簡単であり取りできる装置である「ヒ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ユーザの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．受容について試験する．性を明らかにしたモデルを学ぶ．が積極的に実践をおこなうことを期待する．高く評価することで，改善を図ることができる．評価の指，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ヒューマンエラーをコントの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ロールも学ぶ．しや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒすいとい
う特に近年はコンピュータと人の徴を学ぶ．また，を学ぶ．また，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．GUIで実装されるウィ評価ジェットの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．種類を学ぶ．そのために必要なや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒメタと情報をやり取りできる装置である「ヒファに基づくアイコン設計を学ぶ．さらに，に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．基づくアイコン設計を学ぶ．さらに，づく評価することで，改善を図ることができる．評価の指アイコン設計を学ぶ．さらに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．Figmaを用いたGUIプロ
トの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期タと情報をやり取りできる装置である「ヒイピング演習を行う．う．

近年，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．技術の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．進歩によりに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．より取りできる装置である「ヒVRや人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒAR，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ウェアラブルも学ぶ．コンピューティ評価ング等の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．様々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷をな形のインタラクションが登場している．各種インタラの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラクションが積極的に実践をおこなうことを期待する．登場して人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒいる．各種インタと情報をやり取りできる装置である「ヒラ
クションに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．ついて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ特に近年はコンピュータと人の徴を学ぶ．また，や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ今後の展望を学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．展させた種々のインタフェースもあり，これらインタフェースの歴史的変遷を望む体験を提供するために，ヘルプやチュートリアルのようなマニュアル的な習熟手法から，明示的・暗黙的にを学ぶ．

備など）
考

前期中間の情報処理モデルも学ぶ．試験および前期定期試験を実施する．する．
本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．修得には，に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．30 時間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．受講と 60 時間の情報処理モデルも学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事前・事後の展望を学ぶ．の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．己学習が積極的に実践をおこなうことを期待する．必要なである．本科目では，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．は事前に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業の理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．内容について試験する．をテキストの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期を用いて人の五感や人の振る舞いに作用し，コンピュータと情報をやり取りできる装置である「ヒ予習し，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．事後の展望を学ぶ．に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．授業で学んだヒューマンインタフェースについて総括する．トの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期ピッ
クスに加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．関連した，アプリケーション制作演習を行う．する事例を交えてヒューマンエラーの種類を学ぶ．そのために必要なの理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．調査をレポートにまとめ，報告する必要がある．をレポートの感覚器メカニズム，その処理について理解しているかを中間試験・定期に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．まとめ，机上での理論の理解に加え，学生自らが積極的に実践をおこなうことを期待する．報をやり取りできる装置である「ヒ告する必要がある．する必要なが積極的に実践をおこなうことを期待する．ある．
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科　目

担当教員 西 敬生 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D2(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「例題で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）入門」：樋口　英世 著（森北出版）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）校 2026年度シラバスシラバス入門」：樋口　英世 著（森北出版）

光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版） (Optoelectronics))

電子工学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構透過，偏光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）などの反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構それを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構いたレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構デバイス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構特徴や構造，光通信技術の基本構や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構構造，光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）通信技術の基本構の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構基本構
成要素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．について学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）び，光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構基礎を修得する．を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構修得する．する．

【A4-D2】光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発展による光通信・光記録などとの関係やによる光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）通信・光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）記録などとの関係やなどとの反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構関係やや透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構
，電磁界基礎を修得する．方程式と光の伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振と光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構， 反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構・透過及び偏光特性，レーザ発振び偏光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）特性，レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発振
の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構原理について理解し，説明できるについて理について理解し，説明できる解し，説明できるし，説明できるで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）きる.

光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発展による光通信・光記録などとの関係やと光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）通信・光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）記録などとの関係やなどとの反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構関係やや透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構， 光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振，反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構・
透過及び偏光特性，レーザ発振び偏光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）特性，レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発振の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構原理について理解し，説明できる等に関する理について理解し，説明できる解し，説明できる度シラバスを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構中間試験とレポーとレポー
トにより評価する．評価する．する．

【A4-D2】レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構いたレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構デバイス入門」：樋口　英世 著（森北出版），またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）通信の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構基本
構成要素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ある光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ファイバや透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構受光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．子の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構原理について理解し，説明できる等について説明できるで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）きる．

レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構構造や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構動作原理について理解し，説明できる，レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構いたレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構デバイス入門」：樋口　英世 著（森北出版）や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ファイバ，
受光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．子の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構原理について理解し，説明できる等の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構理について理解し，説明できる解し，説明できる度シラバスを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構定期試験とレポーとレポートにより評価する．評価する．する．

成績は，試験は，試験とレポー85%　レポート15%　として評価する．する．なお，試験とレポー成績は，試験は，中間試験とレポーと定期試験とレポーの反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構平均点とする．とする．100点とする．満点とする．
で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）60点とする．以上を合格とする．なお，臨時再試験を行う場合には最高を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構合格とする．なお，臨時再試験を行う場合には最高とする．なお，臨時再試験とレポーを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構行う場合には最高う場合には最高場合には最高60点とする．で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）評価する．する．

「光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構基礎を修得する．」：桜庭　一郎他 著（森北出版）
「新版　光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）入門」：西原　浩，裏　升吾　共著（コロナ社）社）
「光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構シミュレーション技術」：波多腰　玄一 著（オプトロニクス社）技術の基本構」：波多腰　玄一 著（オプトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）社）

電子デバイス入門」：樋口　英世 著（森北出版）（本科3年），半導体工学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）(本科4年)，光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）物性工学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）(専攻科1年)，光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）波電子工学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）(専攻科1年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（光エレクトロニクス）エレクトロニクス）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダン技術」：波多腰　玄一 著（オプトロニクス社）ス入門」：樋口　英世 著（森北出版）および光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構概要 授業の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構進め方，到達目標と評価方法などを説明する．また，光の性質を振り返り，レーザの特徴や利用技術について解説する．め方，到達目標と評価方法などを説明する．また，光の性質を振り返り，レーザの特徴や利用技術について解説する．方，到達目標と評価方法などを説明する．また，光の性質を振り返り，レーザの特徴や利用技術について解説する．と評価する．方法などを説明する．また，光の性質を振り返り，レーザの特徴や利用技術について解説する．などを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構説明できるする．またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構，光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構振り評価する．返り，レーザの特徴や利用技術について解説する．り評価する．，レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構特徴や構造，光通信技術の基本構や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構利用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構技術の基本構について解し，説明できる説する．

2 平面波の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振，偏光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版） マクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ウェル方程式や波動方程式や平面波，偏光について解説する．方程式と光の伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構波動方程式と光の伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構平面波，偏光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）について解し，説明できる説する．

3 異なる媒質中の電磁波なる媒質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構中の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構電磁波 屈折の法則や反射率，透過率について解説する．またスラブ導波路中の光の伝搬についても開設する．の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構法などを説明する．また，光の性質を振り返り，レーザの特徴や利用技術について解説する．則や反射率，透過率について解説する．またスラブ導波路中の光の伝搬についても開設する．や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構率，透過率について解し，説明できる説する．またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ラブ導波路中の光の伝搬についても開設する．導波路中の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振についても開設する．開設する．する．

4 レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構特徴や構造，光通信技術の基本構 レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）は自然光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）と異なる媒質中の電磁波なる特徴や構造，光通信技術の基本構として単色性と指向性を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構持っている．そのことについて解説する．っている．その反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ことについて解し，説明できる説する．

5 レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発振に関連した物理や専門用語をおさらいするとともにレーザの種類・分類について解説する．したレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構物理について理解し，説明できるや透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構専門用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構語をおさらいするとともにレーザの種類・分類について解説する．を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構おさらいするととも開設する．にレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構種類・分類について解し，説明できる説する．

6 自然放出や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構誘導放出，光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）共振器や発振条件について解説する．や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発振条件について解説する．について解し，説明できる説する．

7 レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構 レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構構造および動作原理について理解し，説明できるについて解し，説明できる説する．

8 中間試験とレポー 中間試験とレポーまで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構授業内容に関する試験を行う．に関する試験とレポーを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構行う場合には最高う場合には最高．

9

10 前回の続きでレーザダイオードの光出力－電流特性や変調特性について解説する．の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構続きでレーザダイオードの光出力－電流特性や変調特性について解説する．きで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）出力－電流特性や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構変調特性について解し，説明できる説する．

11 受光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．子として代表的なフォトダイオードの動作原理や量子効率について解説する．なフォトダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構動作原理について理解し，説明できるや透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構量子効率について解し，説明できる説する．

12 前回の続きでレーザダイオードの光出力－電流特性や変調特性について解説する．の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構続きでレーザダイオードの光出力－電流特性や変調特性について解説する．きで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）フォトダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構諸特性について解し，説明できる説する．

13 光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ディス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ク装置 光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ディス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ク装置の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構構造と動作原理について理解し，説明できるについて解し，説明できる説する．

14 光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ファイバ通信方式と光の伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振 光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ファイバ通信シス入門」：樋口　英世 著（森北出版）テムの構成について解説する．の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構構成について解し，説明できる説する．

15 光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ファイバ通信方式と光の伝搬や， 反射・透過及び偏光特性，レーザ発振
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レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発振原理について理解し，説明できるI

レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構発振原理について理解し，説明できるII

中間試験とレポー解し，説明できる答とレーザダイオードとレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本I 中間試験とレポーの反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構結果を確認する．レーザダイオードの動作原理を解説するを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構確認する．レーザダイオードの動作原理を解説するする．レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構動作原理について理解し，説明できるを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構解し，説明できる説する.

レーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構ダイオードやレーザを用いたデバイス，また光通信の基本II

受光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．子の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構動作原理について理解し，説明できるI

受光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）素について学び，光エレクトロニクスの基礎を修得する．子の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構動作原理について理解し，説明できるII

光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ファイバの反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構構造や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構諸特性について解し，説明できる説する.

備など）
考

後期中間試験とレポーおよび後期定期試験とレポーを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構実施する．する．
本科目の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構修得する．には，30 時間の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構授業の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構受講と 60 時間の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構事前・事後の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構自己学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこが必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこ必要で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）ある．事前学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）は，次回の続きでレーザダイオードの光出力－電流特性や変調特性について解説する．の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこについて教科書等を用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構読み各自で理解できないとこみ各自で理解できないとこ各自で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）理について理解し，説明できる解し，説明できるで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）きないとこ
ろを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構整理について理解し，説明できるしておくこと.事後学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）は，授業中に説明できるされたレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構問題で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）等の反射や透過，偏光などの光の性質について，またレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構復習が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構行う場合には最高う場合には最高と共に，授業最後に課題で学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）が必要である．事前学習では，次回の授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこ出されたレーザやそれを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構場合は指定期日までにレポートを提出することまで学ぶ光エレクトロニクス入門」：樋口　英世 著（森北出版）にレポートを用いたデバイスの特徴や構造，光通信技術の基本構提出すること.
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科　目

担当教員 尾山 匡浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 配布プリントプリント

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

画像処理 (Image Processing)

電子工学科・5年・前期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

高度シラバス情報化時代の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，医療，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，その進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，他多くの分野で急速に発展している．本講義では，くの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，分野で急速に発展している．本講義では，で急速に発展している．本講義では，急速に発展している．本講義では，に発展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，している．本講義では，本講義で急速に発展している．本講義では，は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，2
次元ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．信号処理としての進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．処理，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，解析及び理解する技術について講義する．び理解する技術について講義する．理解する技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，について講義する．本講義では，

【A4-D4】ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．信号処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，2次元ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．拡張としてディジタル画像処理をとしてディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像処理を処理，解析及び理解する技術について講義する．
捉えることができる．また，各種画像について理解することができる．えることがで急速に発展している．本講義では，きる．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，各種画像について理解することがで急速に発展している．本講義では，きる．本講義では，

ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，本質を理解出来ているかを中間試験，定期試験，レポを処理，解析及び理解する技術について講義する．理解出来ているかを中間試験，定期試験，レポているかを処理，解析及び理解する技術について講義する．中間試験，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，定期試験，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，レポ
ートで急速に発展している．本講義では，評価する．する．本講義では，

【A4-D4】画質を理解出来ているかを中間試験，定期試験，レポ改善のための濃度変換，平滑化やエッジ強調のための各の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，濃度シラバス変換，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，平滑化や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，エッジ強調のための各の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，各
種空間フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タについて理解で急速に発展している．本講義では，きる．本講義では，

濃度シラバス変換や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，空間フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中を処理，解析及び理解する技術について講義する．理解出来ているかを中間試験，定期試験，レポているかを処理，解析及び理解する技術について講義する．演習課題，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，レポート，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，中
間試験，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，定期試験で急速に発展している．本講義では，評価する．する．本講義では，

【A4-D4】2値化画像処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中を処理，解析及び理解する技術について講義する．理解で急速に発展している．本講義では，きる．本講義では，
2値化画像処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中を処理，解析及び理解する技術について講義する．理解で急速に発展している．本講義では，きているかを処理，解析及び理解する技術について講義する．演習課題，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，レポート，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，中間試験，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，
定期試験で急速に発展している．本講義では，評価する．する．本講義では，

【A4-D4】画像認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中を処理，解析及び理解する技術について講義する．理解で急速に発展している．本講義では，きる．本講義では， 各種パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．手法について理解できているかを演習課題，レポート，定期について理解で急速に発展している．本講義では，きているかを処理，解析及び理解する技術について講義する．演習課題，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，レポート，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，定期
試験で急速に発展している．本講義では，評価する．する．本講義では，

【A4-D4】フーリエ変換などの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，直交変換について理解で急速に発展している．本講義では，きる．本講義では，
画像解析の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．フーリエ変換が理解で急速に発展している．本講義では，きているかを処理，解析及び理解する技術について講義する．演習課題，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，レ
ポート，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，定期試験で急速に発展している．本講義では，評価する．する．本講義では，

成績は，試験は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，試験70%　レポート10%　演習課題20%　として評価する．する．本講義では，試験点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，中間試験と定期試験の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，平均で評価する．で急速に発展している．本講義では，評価する．する．本講義では，
総合評価する．100点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．満点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．で急速に発展している．本講義では，60点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．以上を合格とする．を処理，解析及び理解する技術について講義する．合格とする．とする．本講義では，

「ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像処理」：酒井幸市（コロナ社）酒井幸市（コロナ社）コロナ社）社）
「ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像処理」：酒井幸市（コロナ社）CG-ARTS協会
「画像処理アル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．ゴリズム」：斎藤恒雄（近代科学社）」：酒井幸市（コロナ社）斎藤恒雄（コロナ社）近代の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，科学社）
「C言語で学ぶ実践画像処理」：井上誠喜他（オーム社）で急速に発展している．本講義では，学ぶ実践画像処理」：井上誠喜他（オーム社）実践画像処理」：酒井幸市（コロナ社）井上を合格とする．誠喜他（コロナ社）オーム」：斎藤恒雄（近代科学社）社）

プログラミングI，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，プログラミングII，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ソフトウェア工学

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本授業で急速に発展している．本講義では，は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，画像処理プログラム」：斎藤恒雄（近代科学社）を処理，解析及び理解する技術について講義する．作成する演習課題が出題される．本講義では，この進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ため，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，D2「プログラミングI」，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，D3「プログラミング
II」の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中を処理，解析及び理解する技術について講義する．十分復習しておくことが必要である．で急速に発展している．本講義では，ある．本講義では，
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授業の計画（画像処理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 イントロダクション，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像処理，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，画像表示プログラムの解説プログラム」：斎藤恒雄（近代科学社）の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，解説

2 濃度シラバス変換

3 空間フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，基本的な概念と平滑化のための平滑化フィルタについて学び，演習を行うことで理解を深める．な概念と平滑化のための平滑化フィルタについて学び，演習を行うことで理解を深める．と平滑化の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，平滑化フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タについて学び理解する技術について講義する．，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

4

5

6 画像の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，細線化，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，チェインコード，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，境界線追跡等について講義，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

7 幾何学変換 画像の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，大きさや形，位置などを変換する幾何学変換の方法について学び，演習を行うことで理解を深める．きさや医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，形，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，位置などを変換する幾何学変換の方法について学び，演習を行うことで理解を深める．などを処理，解析及び理解する技術について講義する．変換する幾何学変換の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，方法について理解できているかを演習課題，レポート，定期について学び理解する技術について講義する．，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

8 中間試験

9 中間試験の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，返却および解説を行う．また，パターン認識処理の概要について学ぶ．および理解する技術について講義する．解説を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．う．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，概要である．について学ぶ実践画像処理」：井上誠喜他（オーム社）．本講義では，

10 画像における特徴量や画像間の距離を求める手法に関して例を挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，画像間の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，距離を求める手法に関して例を挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．を処理，解析及び理解する技術について講義する．求める手法に関して例を挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．める手法について理解できているかを演習課題，レポート，定期に関して例を挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．して例を挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．を処理，解析及び理解する技術について講義する．挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．げて説明し，演習を行うことで理解を深める．し，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

11

12 ハフ変換 画像中からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．直線や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，円を検出するための代表的な方法であるハフ変換，および画像からの特徴点検出の方法について紹介する．を処理，解析及び理解する技術について講義する．検出するための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，代の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，表的な概念と平滑化のための平滑化フィルタについて学び，演習を行うことで理解を深める．な方法について理解できているかを演習課題，レポート，定期で急速に発展している．本講義では，あるハフ変換，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，および理解する技術について講義する．画像からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，特徴点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．検出の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，方法について理解できているかを演習課題，レポート，定期について紹介する．する．本講義では，

13 直交変換

14 動画像処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，基礎 動画像処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，基礎として，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，差分画像や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，背景差分法について理解できているかを演習課題，レポート，定期，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，オプティカル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．フローなどの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，概要である．について紹介する．する．本講義では，

15 生体情報としての進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，医用画像
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本講義の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，全体の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，流れについて説明する．また，ディジタル画像処理の基礎を講義する．さらに，演習課題用サンプルプログラムをれについて説明し，演習を行うことで理解を深める．する．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像処理の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，基礎を処理，解析及び理解する技術について講義する．講義する．本講義では，さらディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．に，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習課題用サンプル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．プログラム」：斎藤恒雄（近代科学社）を処理，解析及び理解する技術について講義する．
提示プログラムの解説し，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，その進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，説明し，演習を行うことで理解を深める．を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．う．本講義では，

濃度シラバス変換の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，必要である．性について学ぶ．また，非線型濃度変換，ヒストグラムを用いた濃度変換等について講義するとともに演習を行うについて学ぶ実践画像処理」：井上誠喜他（オーム社）．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，非線型濃度シラバス変換，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ヒストグラム」：斎藤恒雄（近代科学社）を処理，解析及び理解する技術について講義する．用いた濃度シラバス変換等について講義するとともに演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．う
ことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

空間フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タ(1)

空間フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タ(2) エッジ強調のための各の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，1次及び理解する技術について講義する．び理解する技術について講義する．2次微分フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タ，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，これを処理，解析及び理解する技術について講義する．用いた画像鮮鋭化フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タ，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，画像の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，特徴抽出フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タ等について講義し，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演
習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

二値化画像処理(1)
閾値処理，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，閾値決定処理，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，近傍，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，孤立点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．除去や穴埋めのための膨張・収縮処理，ラベリング処理ついて講義し，演習を行うことでや医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，穴埋めのための膨張・収縮処理，ラベリング処理ついて講義し，演習を行うことでめの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ための進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，膨張としてディジタル画像処理を・収縮処理，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ラベリング処理ついて講義し，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，
理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

二値化画像処理(2)

第1週～第7週の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，中間試験を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．う．本講義では，

試験返却および解説を行う．また，パターン認識処理の概要について学ぶ．と問題解説および理解する技術について講義する．パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．(1)

パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．(2)

パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．(3)
パターン認識のためのパターン認識処理の内容を理解できる．の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，代の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，表的な概念と平滑化のための平滑化フィルタについて学び，演習を行うことで理解を深める．な手法について理解できているかを演習課題，レポート，定期として，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，テンプレートマッチングが挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．げらディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．れる．本講義では，この進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，テンプレートマッチングについて学ぶ実践画像処理」：井上誠喜他（オーム社）とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演
習を処理，解析及び理解する技術について講義する．行うことで理解を深める．うことで急速に発展している．本講義では，理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，DPマッチングの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，概要である．についても説明し，演習を行うことで理解を深める．する．本講義では，

直交変換の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，例を挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．として，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．フーリエ変換や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，2次元ディジタル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．フーリエ変換について説明し，演習を行うことで理解を深める．し，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，画像への進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，適用方法について理解できているかを演習課題，レポート，定期について学ぶ実践画像処理」：井上誠喜他（オーム社）．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，フー
リエ変換を処理，解析及び理解する技術について講義する．用いた各種フィル信号処理としての観点からディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．タについて講義し，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，演習を処理，解析及び理解する技術について講義する．通して理解を深める．して理解を処理，解析及び理解する技術について講義する．深める．める．本講義では，

生体情報を処理，解析及び理解する技術について講義する．画像化する機器としてとしてCTや医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，PET，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，MRIが挙げて説明し，演習を行うことで理解を深める．げらディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．れる．本講義では，これらディジタル画像を処理，解析及び理解する技術について講義する．の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，撮影原理について紹介する．する．本講義では，

備など）
考

前期中間試験および理解する技術について講義する．前期定期試験を処理，解析及び理解する技術について講義する．実施する．する．本講義では，
本科目の修得には，の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，修得には，には産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，30 時間の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，授業の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，受講と 60 時間の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，事前・事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業内容に対応する配布資料を読み，各自で理解できなかっの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，自己学習が必要である．で急速に発展している．本講義では，ある．本講義では，事前学習で急速に発展している．本講義では，は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，次回の授業内容に対応する配布資料を読み，各自で理解できなかっの進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，授業内容を理解出来ているかを演習課題，レポート，中に対応する配布資料を読み，各自で理解できなかっする配布プリント資料を読み，各自で理解できなかっを処理，解析及び理解する技術について講義する．読み，各自で理解できなかっみ，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，各自で急速に発展している．本講義では，理解で急速に発展している．本講義では，きなかっ
たことを処理，解析及び理解する技術について講義する．整理しておくこと．本講義では，また，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，事後の自己学習が必要である．事前学習では，次回の授業内容に対応する配布資料を読み，各自で理解できなかっ学習で急速に発展している．本講義では，は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，課題レポートや医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，プログラミング演習課題を処理，解析及び理解する技術について講義する．課すため，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，指定の進展とともに，画像処理技術は産業や医療，その他多くの分野で急速に発展している．本講義では，期日までに完成させて提出することまで急速に発展している．本講義では，に完成させて提出すること.
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科　目

担当教員 尾山 匡浩 教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-D4(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5

6

7

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

コンピュータアーキテクチャ (Computer Architecture)

電子工学科・5年・後期・選択・2単位【講義】 ( 学修単位II )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

コンピュータシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとすると機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする機能，効率化・高速化の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする手法について理解することをねらいとするについて理解することをねらいとする理解することをねらいとするすること機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするをねらいと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするする.これらを理解することをねらいとするするた
めには，ハードウェアと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするソフトウェアの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする両方の知識が要求されるの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする知識が要求されるが要求される要求されるされる.また，コンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする動作原理をハードウェア面から深く理から深く理く理理
解することをねらいとするし，目的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するに応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するじたシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするを構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするできる基礎的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するな設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得する設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得すると機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするその構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする際に生じる問題解決能力を修得するに生じる問題解決能力を修得するじる問題解することをねらいとする決能力とその際に生じる問題解決能力を修得するを修得するする.

【A4-D4】コンピュータアーキテクチャの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする歴史を理解できる．を理解することをねらいとするできる．
コンピュータアーキテクチャの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする歴史を理解できる．について理解することをねらいとする理解することをねらいとするできて理解することをねらいとするいるかどうかをレポー
トと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする中間試験で評価する．で評価する．する．

【A4-D4】命令セット，制御，演算，メモリなどの各アーキテクチャを理解できセット，制御，演算，メモリなどの各アーキテクチャを理解できな設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するどの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする各アーキテクチャを理解することをねらいとするでき
る．

命令セット，制御，演算，メモリなどの各アーキテクチャを理解できセット，制御，演算，メモリなどの各アーキテクチャを理解できな設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するどの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする各アーキテクチャを理解することをねらいとするできて理解することをねらいとするいるかどう
かをレポートと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする中間試験で評価する．で評価する．する．

【A4-D4】ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），（ハーバードアーキテクチャ），ハーバードアーキテクチャ），CISCと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする
RISCの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする特徴を理解できる．を理解することをねらいとするできる．

ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），（ハーバードアーキテクチャ），ハーバードアーキテクチャ），CISCと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするRISCの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする特徴を理解できる．を
理解することをねらいとするできて理解することをねらいとするいるかどうかをレポートと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする中間試験で評価する．で評価する．する．

【A4-D4】キャッシュメモリなどの各アーキテクチャを理解できと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする仮想メモリの特徴や原理を理解できる．メモリなどの各アーキテクチャを理解できの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする特徴を理解できる．や原理を理解できる．原理を理解することをねらいとするできる． キャッシュメモリなどの各アーキテクチャを理解できと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする仮想メモリの特徴や原理を理解できる．メモリなどの各アーキテクチャを理解できの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする特徴を理解できる．や原理を理解できる．原理を理解することをねらいとするできて理解することをねらいとするいるかどうかをレポー
トと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする定期試験で評価する．で評価する．する．

【A4-D4】割込み手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でみ手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解で手法について理解することをねらいとする及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，パイプライン方の知識が要求される式による高速化手法を理解でによる高速化手法について理解することをねらいとするを理解することをねらいとするで
きる．

割込み手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でみ手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解で手法について理解することをねらいとする及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，パイプライン方の知識が要求される式による高速化手法を理解でによる高速化手法について理解することをねらいとするを理解することをねらいとするできて理解することをねらいとするいるかどう
かをレポートと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする定期試験で評価する．で評価する．する．

【A4-D4】オペレーティングシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするや原理を理解できる．入出力とその際に生じる問題解決能力を修得するアーキテクチャを理解することをねらいとするできる
．

オペレーティングシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするや原理を理解できる．入出力とその際に生じる問題解決能力を修得するアーキテクチャを理解することをねらいとするできて理解することをねらいとするいるかどうか
をレポートと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする定期試験で評価する．で評価する．する．

【A4-D4】シングルボードコンピュータを用いたシステムの構成，及び動作いたシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする，及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび動作
原理を理解することをねらいとするする．

シングルボードコンピュータを用いたシステムの構成，及び動作いたシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする，及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび動作原理が要求される理解することをねらいとするで
きて理解することをねらいとするいるかどうかをレポートと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする定期試験で評価する．により評価する．評価する．する．

成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする績は，試験は，試験で評価する．85%　レポート15%　と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするして理解することをねらいとする評価する．する．な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するお，試験で評価する．成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする績は，試験は中間試験で評価する．と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする定期試験で評価する．の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする平均点とする．と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするする．100点とする．満点とする．
で60点とする．以上を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするする．な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するお，臨時試験で評価する．を行う場合には最高う場合には最高60点とする．で評価する．する．

「図解することをねらいとするコンピュータアーキテクチャ入門　第3版」:堀桂太郎（ハーバードアーキテクチャ），森北出版）

「コンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとすると機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする設計 第5版 上を合格とする．なお，臨時試験を行う場合には最高，下」」: D.A.Patterson / J.L.Hennessy 著，成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする田光彰 訳（ハーバードアーキテクチャ），日経BP社）

本科2年の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする「論理回路」及び，」及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，3年の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする「コンピュータ工学」

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科2年の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする「論理回路」及び，」及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，3年の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする「コンピュータ工学」を復習しておくことが望ましい．して理解することをねらいとするおく理こと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするが要求される望ましい．ましい．

D-179



授業の計画（コンピュータアーキテクチャ）コンピュータアーキテクチャ）

テーマ 内容（コンピュータアーキテクチャ）目標・準備など）など）

1 コンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする発展

2 ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），コンピュータと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），コンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするアーキテクチャ

3

4 演算アーキテクチャ

5 制御アーキテクチャ

6 メモリなどの各アーキテクチャを理解できアーキテクチャ

7 キャッシュメモリなどの各アーキテクチャを理解できアーキテクチャ

8 中間試験で評価する．

9 試験で評価する．返却と問題解説および仮想メモリアーキテクチャと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする問題解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャおよび仮想メモリの特徴や原理を理解できる．メモリなどの各アーキテクチャを理解できアーキテクチャ

10 割り評価する．込み手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でみ手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でアーキテクチャ及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，パイプラインアーキテクチャ

11 入出力とその際に生じる問題解決能力を修得するアーキテクチャ及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，システム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするアーキテクチャ

12 シングルボードコンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするや原理を理解できる．動作原理について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする．

13 シングルボードコンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする操作方の知識が要求される法について理解することをねらいとする，及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でびプログラミング概要について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする．

14

15 シングルボードコンピュータに関するまとめするまと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするめ これまでの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするシングルボードコンピュータに関するまとめするまと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするめの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャを行う場合には最高い，より評価する．理解することをねらいとするを深く理める．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

コンピュータアーキテクチャの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする歴史を理解できる．，様々なトレードオフ問題などについて解説するな設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するトレードオフ問題な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するどについて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），コンピュータ及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），ノイマン型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），コンピュータの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする基本構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとすると機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする動作について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする. また，基本的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するな設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得する命令セット，制御，演算，メモリなどの各アーキテクチャを理解できセットアーキテク
チャ及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，各種アドレッシング方式についても具体例を用いて解説するアドレッシング方の知識が要求される式による高速化手法を理解でについて理解することをねらいとするも具体例を用いて解説する具体例を用いて解説するを用いたシステムの構成，及び動作いて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

CISC型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），アーキテクチャと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするRISC型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），アーキテクチャ CISC型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするRISC型と非ノイマン型（ハーバードアーキテクチャ），アーキテクチャの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするや原理を理解できる．特徴を理解できる．な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するどについて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

データの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする表現方の知識が要求される法について理解することをねらいとする及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，乗算，除算の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする演算アルゴリなどの各アーキテクチャを理解できズム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするや原理を理解できる．演算アーキテクチャについて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

布線制御方の知識が要求される式による高速化手法を理解で及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でびマイクロプログラム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする制御方の知識が要求される式による高速化手法を理解でについて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

ICメモリなどの各アーキテクチャを理解でき装置及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，各種アドレッシング方式についても具体例を用いて解説するの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする外部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするメモリなどの各アーキテクチャを理解でき装置の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする分類と動作原理について解説すると機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする動作原理について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

キャッシュメモリなどの各アーキテクチャを理解できの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする目的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するや原理を理解できる．動作原理について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.

1週からから7週からまでに学んだ内容についての筆記試験を行う．内容についての筆記試験を行う．について理解することをねらいとするの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする筆記試験で評価する．を行う場合には最高う．

中間試験で評価する．の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする返却と問題解説および仮想メモリアーキテクチャ・解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする後，仮想メモリの特徴や原理を理解できる．メモリなどの各アーキテクチャを理解できの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする目的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するや原理を理解できる．動作原理及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，仮想メモリの特徴や原理を理解できる．メモリなどの各アーキテクチャを理解できにおける分割方の知識が要求される式による高速化手法を理解でや原理を理解できる．マッピング方の知識が要求される式による高速化手法を理解でについて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャす
る.

割り評価する．込み手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でみ手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解で処理の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする目的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するや原理を理解できる．動作原理について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする. パイプライン方の知識が要求される式による高速化手法を理解での構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする目的に応じたシステムを構成できる基礎的な設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するや原理を理解できる．動作原理及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，遅延分岐と分岐予測について解と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする分岐と分岐予測について解予測について解について理解することをねらいとする解することをねらいとする
説および仮想メモリアーキテクチャする.

入出力とその際に生じる問題解決能力を修得する装置の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする制御方の知識が要求される式による高速化手法を理解で及び，パイプライン方式による高速化手法を理解でび，構造と動作原理について解説すると機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする動作原理について理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする.　さらに，オペレーティングシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするの構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする役割や原理を理解できる．機能について理解することをねらいとする解することをねらいとする
説および仮想メモリアーキテクチャする.

シングルボードコンピュータ1

シングルボードコンピュータ2

シングルボードコンピュータ3 シングルボードコンピュータにおけるプログラミング例を用いて解説する，およびシングルボードコンピュータにおけるシステム各部の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする拡張とそのプログラミと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするその構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするプログラミ
ングについて理解することをねらいとする解することをねらいとする説および仮想メモリアーキテクチャする．

備など）
考

後期中間試験で評価する．および後期定期試験で評価する．を実施する．する．
本科目の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする修得するには，30 時間の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする授業の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする受講と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする 60 時間の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする事前・事後の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする自己学習しておくことが望ましい．が要求される必要である．事前学習しておくことが望ましい．では，次回の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする授業範囲について教科書等を読み各自で理解できないとこについて理解することをねらいとする教科書等を読み各自で理解できないとこみ手法及び，パイプライン方式による高速化手法を理解で各自で理解することをねらいとするできな設計能力とその際に生じる問題解決能力を修得するいと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとするこ
ろを整理して理解することをねらいとするおく理こと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする．事後学習しておくことが望ましい．では，授業中に説および仮想メモリアーキテクチャ明された問題等の復習を行うと共に，授業最後に課題が出された場合は指定期日までにレポートを提出することされた問題等の構成と機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする復習しておくことが望ましい．を行う場合には最高うと機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする共に，授業最後に課題が出された場合は指定期日までにレポートを提出することに，授業最後に課題が要求される出された場合は指定期日までにレポートを提出すること機能，効率化・高速化の手法について理解することをねらいとする.
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科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A5-2(50%), A5-3(50%) －

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可分野）履修生のみ選択可のみ選択可選択可

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

ロボット分野）履修生のみ選択可応用実践 (Applied Practice of Robotics))

田原 熙昻 講師, 尾山 匡浩 教授, 清水 俊彦 准教授, 小澤 正宜 准教授, 佐藤 徹哉 教授, 酒井 昌彦 准教授 【実務経
験者担当科目】（※成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生のみ選択可プログラム(ロボット分野）履修生のみ選択可分野)開講科目）

電子工学科・5年・通年・選択・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

ロボット分野）履修生のみ選択可の安全管理概要を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのの実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのするた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめに，開発するあるいは適切に用いるための開発するあるいは適切に用いるためのするあるいは適切に用いるための適切に用いるためのに用いるた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめの
ロボット分野）履修生のみ選択可基礎や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小応用について，開発するあるいは適切に用いるための実践的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小にあた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのっては適切に用いるための，開発するあるいは適切に用いるための実務経験教員である小である小
澤 正宜 准教授，開発するあるいは適切に用いるための佐藤 徹哉 教授，開発するあるいは適切に用いるための酒井 昌彦 准教授が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野の実務で必要を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための実践的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための技術も含めて指導する．またロボット分野の含めて指導する．またロボット分野のめて指導にあたっては，実務経験教員である小する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのロボット分野）履修生のみ選択可分野の
最新動向も理解できるよう指導を行う．も含めて指導する．またロボット分野の理解できるよう指導を行う．指導にあたっては，実務経験教員である小を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

【A5-3】ロボット分野）履修生のみ選択可の安全管理について説明し，実行できる．し，開発するあるいは適切に用いるための実行う．できる． 実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)及びレポート内容で評価する．びレポート内容で評価する．レポート分野）履修生のみ選択可内容で評価する．する．

【A5-2】課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのするた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめにロボット分野）履修生のみ選択可や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小その関係ユニットや部品，システユニット分野）履修生のみ選択可や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小部品，開発するあるいは適切に用いるためのシステ
ムの基本的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための設計や設定ができる．や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小設定ができる．が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野のできる．

実機やシミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小シミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いての設計や設定ができる．・設定ができる．について，開発するあるいは適切に用いるためのその実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)
およびレポート内容で評価する．レポート分野）履修生のみ選択可内容で評価する．する．

【A5-2】各自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決で設計や設定ができる．・設定ができる．した各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのロボット分野）履修生のみ選択可や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小そのシステムを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いて課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための解決するために，開発するあるいは適切に用いるための
に実際にアプローチすることができる．することが実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野のできる．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのに対応した各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための実機やシミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小シミュレータを用いての設計・設定について，その実施内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)およびレポート内容で評価する．発するあるいは適切に用いるための表
内容(プレゼンテーション)で評価する．する．

【A5-3】課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための取り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解み選択可中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解てきた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための点に対して，解析して，より良い解に対して，開発するあるいは適切に用いるための解析して，より良い解して，開発するあるいは適切に用いるためのより組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解良い解い解
を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための求めて活動できる．めて活動できる．

実施内容(演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための)及びレポート内容で評価する．びレポート内容で評価する．発するあるいは適切に用いるための表内容(プレゼンテーション)で評価する．する．

成績は，レポートは適切に用いるための，開発するあるいは適切に用いるためのレポート分野）履修生のみ選択可15%　プレゼンテーション5%　演習課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための80%　として評価する．する．100点に対して，解析して，より良い解満点に対して，解析して，より良い解で60点に対して，解析して，より良い解以上を合格とする．を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための合格とする．とする．

プリント分野）履修生のみ選択可
K-ROSETマニュアル

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのに関する文献・論文等
授業中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解に紹介する文献・書籍・する文献・書籍・Webサイト分野）履修生のみ選択可

D3 ロボット分野）履修生のみ選択可入門，開発するあるいは適切に用いるためのD4 ロボット分野）履修生のみ選択可要を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための素技術

履修上のの評価方法と基準
注意事項
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授業の計画（ロボット応用実践）ロボット応用実践）

テーマ 内容（ロボット応用実践）目標・準備など）など）

1 ガイダンス，開発するあるいは適切に用いるためのロボット分野）履修生のみ選択可安全法規 年間計や設定ができる．画や授業方針を説明する．また安全法規概要を説明する．や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小授業方針を説明する．また安全法規概要を説明する．を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための説明し，実行できる．する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための安全法規概要を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための説明し，実行できる．する．

2 ロボット分野）履修生のみ選択可点に対して，解析して，より良い解検，開発するあるいは適切に用いるための安全管理 ロボット分野）履修生のみ選択可について日常的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのに実施するハードウエア，開発するあるいは適切に用いるためのソフト分野）履修生のみ選択可ウエアの点に対して，解析して，より良い解検維持や安全管理を学習する．や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小安全管理を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習する．

3

4 同上を合格とする．

5 同上を合格とする．

6 同上を合格とする．

7 同上を合格とする．

8 同上を合格とする．

9 課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための検討 実現させたロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．させた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのロボット分野）履修生のみ選択可の内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための発するあるいは適切に用いるための表するととも含めて指導する．またロボット分野のに，開発するあるいは適切に用いるための問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための点に対して，解析して，より良い解や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小その改善方法を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための討論する．

10

11 同上を合格とする．

12 同上を合格とする．

13 同上を合格とする．

14 発するあるいは適切に用いるための表・プレゼンテーション 課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習として取り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解り組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解んだロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．ロボット分野）履修生のみ選択可の内容を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための発するあるいは適切に用いるための表するととも含めて指導する．またロボット分野のに，開発するあるいは適切に用いるための問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための点に対して，解析して，より良い解や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小その改善方法を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための討論する．

15 ロボット分野）履修生のみ選択可発するあるいは適切に用いるための展学習

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解間試験およびレポート内容で評価する．定ができる．期試験は適切に用いるための実施しな問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのい．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習1
社会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小工場，開発するあるいは適切に用いるための家庭等で省力化，開発するあるいは適切に用いるための自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決動化，開発するあるいは適切に用いるための自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決律化が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野の求めて活動できる．められている各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための，開発するあるいは適切に用いるための実際にロボット分野）履修生のみ選択可を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いて実現させたロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．させるた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめの課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学
習を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習2

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習3

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習4

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習5

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習6

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習7 社会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小工場，開発するあるいは適切に用いるための家庭等で省力化，開発するあるいは適切に用いるための自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決動化，開発するあるいは適切に用いるための自で設計・設定したロボットやそのシステムを用いて課題解決律化が実務で必要な実践的な技術も含めて指導する．またロボット分野の求めて活動できる．められている各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのを学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための，開発するあるいは適切に用いるための実際にロボット分野）履修生のみ選択可を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための用いて実現させたロボットの内容を発表するとともに，問題点やその改善方法を討論する．させるた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのめの課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学
習を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習8

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習9

課題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための学習10

企業や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小ロボット分野）履修生のみ選択可展示会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解向も理解できるよう指導を行う．く，開発するあるいは適切に用いるためのまた各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるためのは適切に用いるための第一線の技術者を招いての講演会によりロボットの使われ方や発展内容等の情報収集の技術者を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための招いての講演会によりロボットの使われ方や発展内容等の情報収集いての講演会や工場，家庭等で省力化，自動化，自律化が求められている各種課題を，実際にロボットを用いて実現させるための課題学により組み中に出てきた問題点に対して，解析して，より良い解ロボット分野）履修生のみ選択可の使われ方や発展内容等の情報収集われ方や応用について，実践的な課題学習をとおして学習する．本科目の指導にあたっては，実務経験教員である小発するあるいは適切に用いるための展内容等の情報収集
活動を学習する．また各種の実際的な問題を解決するために，開発するあるいは適切に用いるための行う．う指導を行う．．

備など）
考
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